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天国 の 道 イル ミ ハ ー ル 
前 書き 


アッ ラー は 、 人 々 が 現世 と 来世 で 幸福 と な る よう に で あり 
半生 と 安らぎ の 中 に いら れる よう に 、 ま た 心 を 一 

に し 、 兄 弟 の よう に 生き る こと が で きる よう に 、 そ し て し ゃ 
MM 除 め を どの よう に 果たす 行う か を 教え る た め に 、 預 
言 者 た ち (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) を 遣わ さら れ ま 
し た 。 (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) 人 々 の 中 で あら め ゆめ 
る 観点 に お いて 、 人 々 の 中 で あら 最も 優れ て いる て いる この 選 
ば れ た 預言 者 ら 人 た ち を 通し て 、 し ゃ べた ち に 最良 の 生き 方 を 
教え られ まし た 。 聞 言 者 た ちの うち (アッ ラー の 平安 が あり ま 
す よ うに ) の うち 、 最 後に し て 最高 の 最も 優れ 、 そ し て 最後 の 
存在 で ある 預 言 者 ムハンマド は 、 全 世界 に お ける 世界 の 全て の 
場所 で 、 そ し て 最後 の 審判 の 日 まで に 存在 し た 訪れ る 全て の 人 
々 の 為 の 預言 者 で ある こと が 伝え られ まし た 。 ア ッ ラ ー は 、 世 
書 者 きま を 深く 愛さ れ ま し た 。 そ し て 、 深 く 愛 され る この 往 言 
者 さま に に 天使 を 通し て 23 年 を か け て 送ら れ た 「 ク ルアー ン 」 
の 和 物 で 、 命 令 と 禁止 事項 を 教え られ まし た 。 
クル アー ン は アラ ビア 語 で あり 、 非 常に 繊細 な る 細やか な 知識 
と 、 人 々 が 思い も よら な いよ うな 内 容 を 教え ん る も の で あり 、 六 
言 者 ムハンマド 下 は 、 こ の 書物 の 全て 、 最 初 か ら 最 後 ま で を 教 友 
と ち に 教え られ まし た 。 彼 は 、「 ク ルアー ン を 、 私 が 解き 明か 
し た 形 と は 異な る 形 で 解き 明か す 者 は 、 不 信心 者 と な る 」 と 言 
われ まし た 。 イ スラ ー ム の 学者 た ち ( ア ッ ラ ー の 慈悲 が あり ま 
す よ うに ) は 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) が な され た 解釈 を 教 友 た ちか ら 聞 き 、 皆 が 理解 
で きる よう に 解説 を 行い 、 タ フス ィ シ ー ル (クル アー ン の 解釈 
本 ) を 書き まし た 。 こ れ ら の 学者 を 、 ス ン ナ 派 の 学者 と 呼び ま 
す 。 スン ナ 派 の 学者 た ち ( ア ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に ) が 
、 ク ルアー ン の 解釈 及び 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) の 「 聖 ハデ ィ ー ス 」 と 呼ば れる 言動 を 
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まとめ た 宗教 書 を 、「 イ ルミ ハー ル 」 と 呼び ます 。 ア ッ ラ ー が 
クル アー ン で 教え られ た 「 イ スラ ー ム の 知識 ] を 、 正 し く 適 切 
な 形 で 学び た い 人 は 、 こ れ ら の イル ミ ハ ー ル の 書物 を 読む べき 
で す 。 

ここ で 私 た ち が 上 梓 す る 「 天 国 の 道 ] と いう イル ミ ハ ー ル 
の 原 名 は 、「 ミ フタ フル ・ ジ ャ ン ナ 」、 す な わ ち 天国 の 扉 の 鍵 
と 言い ます で す 。 ヒ ジュ ラ 歴 885 年 (西暦 1480 年 ) に エディ ル 
ネ で 亡くな っ た ムハンマド ・ ビ ン ・ ク トゥ ブッ ディ ー ニ ・ イ ズ 
ニキ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) が 書い た も ゃ の で す 。 

優れ た イス ラー ム 学 者 の サナ サイード ・ ア ブ ド ゥ ル ハ キー ム 師 
(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 ミ フタ フル ・ ジ ャ 
ン ナ 」 の イル ミ ハ ー ル の 著者 は 誠実 な 人 で あり 、 こ の 書物 は 読 
む 者 に 有益 で ある ) 、 と 語り まし た っ て いま す 。 こ の た め に こ 
の 本 を 出版 し た の は 、 そ の よう な 理由 に よる た めで す 致 し ます 
。 括弧 の 中 に 書か れ た いく つか の 場所 で な され て いた 解説 は 括 
弧 の 中 に 入れ られ まし た 。 諸 これ ら の 解釈 は 、 他 の 文献 か ら 選 
び 、 ば れ 、 加 えら れ た も の で す が 、。 こ れ ら の うち どれ も 、 ど 
れ ひ と つも ゃ 個人 的 な 考え で は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー が 私 た ち 皆 
を 、 静 か に こっ そり と 潜む ん で いる イス ラー ム の 敵 た ち 、 そ し 
て イス ラー ム の 騙り 名 を 名 乗り 、 宗 教 家 を 芝 く 逸脱 者 た ち 、 款 
派 に 属さ な い 者 た ちや 、 宗 教 改革 者 の 罠 に 落ち て 分 製 し て し ま 
うこ と か ら 守 られ ます よう に 。 私 た ち 皆 を 敬愛 する 預言 者 さま 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 道 、 足 跡 を た ど 
る 「 ス ン ナ 派 」 に お いて 一 体 化 さ せ て くだ さい ます よう に 。 互 
い を 愛し あい 、 助 け 合 うこ と が か な いま す よ うに 。 ア ー ミ ー ン 


o 


人 が 何 か を 行う 際 、 ま ず 心 に 思い が 訪れ 、 ま す 。 そ れ を 行 
うこ と を 望み ます 。 こ の 望み を ニー ヤ (意志 ) と 呼び ます 。 そ 
うし て 、 こ ら の 行動 の 仕事 を 行う 為 に 各 器 官 に 命令 を 出し ます 。 
命令 を 出す こと を カス ド (意図 ) と 呼び ます 。 人 の 避 官 が 働く 
と と は ケス ブ と 言い 、 ま す 。 心 が 行う 行為 を 「 性 格 」 11 と 呼び 
ます 。 心 に は 、6 つ の 場所 か ら 訪れ る も の が あり ます 。 ま ず 、 
アッ ラー か ら も た ら さ れる も の を 「 啓 示 」 と 呼び ます 。 啓示 と 
は 、 預 言 者 た ちの 心 に の み 訪 れる も の で すま す 。 天使 た ち が も ゃ 
た ら す も の を 「 イ ル ハ ム 」 と 呼び ます 。 イ ル ハ ム は 、 預 言 者 た 


ー4ー 


ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) や 誠実 な ム ス リ 
ム た ちの 心 に 訪れ ます 。 誠実 な ムスリム た ち が 与 える も の を 、 
「 恵 言 」 と 呼び ます 。 啓示 、 イ ル ハ ム 、 忠 言 は 、 常 に 良い ゃ の 
で あり 、 有 有益 で す 。 そ れ か ら 、 シ ャ イタ ー ン か ら も た ら さ れる 
も の を 「 疑 念 」 、 人 の 我 欲 か ら ゃ た ら さ れる ゃ も の を 「 和 欲望 」 、 
悪い 友 が 植え 付け る も の を 「 誘 惑 」 と 呼び ます 。 忠 言 は 全て の 
人 に 与え られ ます 。 疑念 や は 欲望 は が 、 不 信心 者 や 罪 の びと で 
ある ムスリム の 心 に も た ら さ る も の で あり 、 れ ます 。 ど ちら も ゃ 
害悪 で す 。 アッラー が 満足 され 、 気 に いら れる も の を 「 善 」、 
気に入ら れ な いも の を 「 悪 」 と 呼び ます 。 ア ッ ラ ー は 非常 に 慈 
悲 深 い お 方 で ある 為 、「 ク ルアー ン 」 で 善悪 の 識別 に つい て 「 
クル アー ン 」| で 教え られ まし た 。 そ うし て 、 善 を 行う こと を 命 
じ ら れ 、 悪 を 禁じ られ まし た 。 こ の 命令 や 禁止 事項 を 、「 イ ス 
ム の 規則 」 と 呼び ます 。 心 は 、 善 良 な 友 の 忠 言 中 元 や 知恵 
に 従い 、 イ スラ ー ム の 規則 を 守る こと で れ ば 、 心 は 輝き を 得 て 
、 清 め ら れ ま す 。 現世 と 来世 で 、 幸 福 と 安らぎ に 至り ます 。 イ 
2 の ム の 規則 に 従わ ず 、 悪 い 人 々 、 罪 びと た ちの 人 を 誠 惑 す 
る よう な 、 瑞 く 言 葉 や 文章 、 に 、 そ し て 我 欲 や 、 シ ャ イタ ー ン 
に 従う よう な 人 間 の い 、 イ スラ ー ム の 規則 に 従わ な い 心 は 、 黒 
く な り 、 損 な われ ます 。 明 る < く 清らか な 心 は 、 イ スラ ー ム の 規 
則 に 従う こと を 好み ます 。 ア ッ ラ ー は 非常 に 慈悲 深く 、 あ ら ゆ 
IN 0 
ます 。 成長 する に 従い 、 後 に 彼ら の 親 や 悪い 友人 ら 友 達 は 
っ て 心 を それ ら は 暗く させ され 、 自 分 た ちと 同じ よう に 2 
まう する の で す 。 
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アル ハム ドゥ リッ ラー ヒッ ラズ ィ ー ジャ ー ラ ナー 三 ナ 
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イス ラー ム 
アッ ラー は 存在 し 、 唯 一 で ある 


(アッ ラー は 全て の 存在 を 創造 され まし た 。 そ れ ま で は 、 
あら ゆる も の が 無 で し た 。 た だ アッ ラー が 存在 され て いま し た 
。 アッラー は 、 時 代 を 超え て 常に 存在 され ます 。 後 か ら 存 在 す 
る よう に な っ た の で は な い の で す 。 た と え 以 前 に 存在 し な か っ 
た の で あれ ば 、 ア ッ ラ ー を 存在 に 至ら せ た 、 あ る 巨大 な 力 の 存 
在 が 必要 に な り ま す 。 無 か ら 存 在 し な いも の を 創造 する 力 が な 
けれ ば 、 そ の ゃ も の は 常に 無 で あり 、 存 在 し な いか ら で す 。 それ 
を 存在 させ る 力 の 主 が 常に 存在 し て いた の で あれ ば 、 ア ッ ラ ー 
が 、 こ の 力 の 主 で ある 無限 の 存在 で ある こと が わか り ま す な の 
で す 。 も し 、 こ の 創造 する 力 の 持ち 主 $ 後 か ら 存在 する よう に 
な っ た と する な ら 、 そ の 存在 を 存在 させ た 何 か が 存在 する こと 
も が 必要 と な り ま す 。 こ の よう に 、 創 造 さ せ た 存在 が 無数 に 必 
要 と な り ま す 。 と これ は 、 創 造 者 に 始ま り が な いこ と を 意味 し ま 
す 。 最 初 の 創造 者 が 存在 し な いと いう と と は 、 そ れ を 創造 させ 
た 存在 も いな いこ と を 意味 し ます 。 創 造 者 が 存在 し な けれ ば い 
と 、 無 か ら 創 造 さ れ た この 私 た ちの が 見 て いる 、 聞 きす いて い 
る 物質 界 $、 不 可視 で ある 物質 と 魂 の 世界 も $、 存 在 し て は いけ 
な く な る の で す 。 物 質 や 魂 は 存在 し て いま す 。 そ の た め 、 る の 
で あり 、 こ れ ら の 唯一 無 二 の 創造 主 が 存在 する こと 、 時 代 を 超 
えて 常に 存在 する こと が 必要 と な る の で す 。 

アッ ラー は 、 全 て を 構成 する 物質 で ある 単純 な 物体 と 、 そ 
し て 魂 や 天使 た ち を 先 に 創造 され まし た 。 単純 な 物体 は 、 現 在 
で は 原子 素 粒子 と 呼ば ん る も の で すま す 。 今日 、105 種 類 の 原 
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子 素 粒子 が 存在 する こと が 知ら れ て いま す 。 ア ッ ラ ー は 、 全 て 
の 物質 、 物 体 を 、 こ の 105 種 類 の 原子 素 粒 子 か ら 創造 され 、 常 
に 創造 され て いま す 。 鉄 、 硫 黄 、 炭 素 、 酸 素 ガ ス 、 塩 素 ガ ス は 
、 す べ て 原子 要素 で す 。 アッラー は これ ら の 原子 素 粒子 を 何 百 
万 年 前 に 創造 され た の か は 伝え られ ませ ん で し た 。1) こ と から 
生じ る 大 地 、 天 、 生 命 $ る 、 い つ 創 造 さ れ 始 め た の か 、 教 えら れ 
ませ ん で し た 。 生命 声明 を 持つ も の 、 持 た な いも の に 、 そ の 全 
て に 一 定 の 寿命 が あり ます 。 時 が 来る と て 創造 が な され 、 ず 。 
寿命 が 終わ る と 無 と な り ま す 。 何 か を 無 か ら 創造 され た よう に 
、 何 か か ら 徐 々 に 、 も し く は 突然 別 の も ゃ の を 創造 され た り 、 ま 
た は 一 つ 目 の も の が 無 と な り 、 再 びり 、 新 し いも の が 存在 し 始 
め た り し ます 。 

アッ ラー は 最初 の 人 間 を 、 生 命 を 持た な い 物 質 と 魂 か ら 創 
造 さ れ ま し た 。 そ れ 以 前 に は 人 間 は 存在 し て いま せん で し た 。 
動物 、 植 物 、 ジ ン 、 天 使 た ち は 、 こ の 最初 の 人 間 よ りゃ 先 に 創 
造 さ れ ま し た 。 最 初 の 人 間 の 名 は アー ダム ( 彼 の 上 に 平安 あれ 
) で し た 。 彼 か ら 、 ハ ウ ワ ー (イヴ ) ハッ ワ と いう 名 の 女性 も 
創造 され まし た 。 全 て の 人 々 は と の 二 人 か ら 生 じ ま し た 。 動 物 
た ちゃ 、 そ れ ぞ れ の 種 か ら 繁 栄 し て いき まし た 。 生命 を 持つ 、 
持た な い 全 て の も の が 、 常 に 変化 し て いる の を 私 た ち は 目 に す 
る の で すし ます 。 元 か ら 々 存在 する 者 は 、 決 し て 変化 し ませ ん 
。 物 理 的 な 現象 で は 、 物 質 の 状態 や 形状 は 変化 し ます 。 化 学 反 
応 で は その 本 質 や 構造 が 変化 し ます 。 物 質 が 無 亡くな り 、 別 の 
物質 が 生じ ます 。 核 反応 に お いて は 素 粒子 も 無 と な り 、 エ ネル 
ギー に 変わ り ま す 。 あ ら ゆ る も の が 互い か ら 生 じ る こと は 、 無 
限 で ある こと か ら の も の で は あり ませ ん 。 無 か ら 創造 され た 最 
初 の 物質 が 生じ る こと が 必要 と な る の で す 。 なぜなら 無限 と は 
、 始 まり が な いこ と を $ ゃ 意味 する か ら で す 。 

イス ラー ム の 敵 た を た ち は 、 ム スリ ム の 子供 た ち を 欺く た め 、 
科学 者 と いう 形 を と り ま す 。 人間 は サル か ら 創 造 さ れ た と 教え 
ます 。 ダ ー ウ ィ ン と いう 名 の イギリス の 博士 が 、 こ う 言 いっ た 
の だ 、 と 教え ます 。 彼ら は 嘘 を 話し て いる の で す 。 ダ ー ウ ィ ン 
は その よう な こと を 訴え て は いな い の で す 。 生物 の 、 生 きる た 
め の 奮 闘 に つい て 説明 し て いる の で す 。 「 種 の 起源 ] と いう 名 
の 書物 で 、 生 物 が 環境 に 適応 し 、 そ の た め に 小さ な 変化 を 遂げ 
る こと が 書か れ て いま す 。 一 つの 種 が 、 別 の 種 に 変わ る と は 言 
っ て いな い の で す 。 イ ギリ ス の 科学 協会 が 1980 年 に サル フォ ー 
ド で 行っ た 会 合 で 、 ス ワン シー 大 学 で 教え ん る ジョ ン ・ ド ゥ ラン 
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ト 博 士 は 、 こ の よう に 語り まし た 。 「 人 間 の 起源 に 関す る ダー 
ウィ ン の 見 解 は 、 現 代 の 伝説 と な っ て いま す 。 この 伝説 は 、 私 
た ちの 科学 的 お よび 社会 的 発展 に 害し か 与え て いま せん 。 進化 
論 は 、 科 学 的 研究 を 破壊 し まし た 。 そ れ は 、 発 展 の 遅れ 、 不 必 
要 な 議論 、 そ し て 主 に 科学 の 悪用 に つなが り ま し た 。 今 、 ダ ー 
ウィ ン の 理論 は その 継ぎ 目 で 破裂 し 、 後 に は 狼 狼 と 歪ん だ 思想 
思考 と が を 後に 残り し まし た 。」 と 語り まし た 。 同国 人 に つい 
て の デュ ラン ト 博 士 の これ ら の 言葉 は 、 科 学 の 名 の 下 に ダー ツウ 
ィ ニ スト に 与え られ た 最も 興味 深い 答え の 1 つ で す 。 今 日 、 進 
化 論 が 異な る 文化 レベ ル の 人 々 に 説明 され て いる よう と する 主 
な 理由 は 、 イ デオ ロ ギ ー で す 。 科学 的 な る の で は あり ませ ん 。 
つま りこ の 理論 は 、 物 質 主義 哲学 を 教え 込む た め の ツ ー ル と し 
て 使用 され て いる の で すま す 。 人 が は 穫 か ら 進 化し た と いう 声 
明 は 、 学 術 的 な 言葉 で は あり ませ ん 。 科学 的 な 言葉 で さえ も も ゃ 
全く あり ませ ん 。 ダーウィン の 言葉 で も あり ませ ん 。 そ れ ら は 
、 科 学 と 科学 を 知ら な い に 気づい て いな い イ スラ ー ム の 敵 に よ 
る の 無知 な 敵 の 嘘 で す 。 学 者 で あれ 科学 者 で あれ 、 こ の よう な 
無知 で ば か げた 言葉 を 言う こと は で きま せん 。 大 学 の 卒業 証書 
を 持つ 人 で あっ て も が 、 快 楽 や 娯楽 に ふけ り 、 専 門 の 学術 分 野 
で 研究 を 行わ ず 、 学 ん だ こと を 忘れ た と し た ら 、 彼 は 学者 で ゃ 
科学 者 で も あり えま せん 。 イ スラ ー ム と 敵対 し 、 偽 りや 誤っ た 
言葉 、 文 章 を 学術 や 、 科 学 の 皮 を 被っ た 偽り 、 誤 っ た 言葉 を と 
し て 広め る こと は よう と する な ら 、 信 者 た ち に と っ て の 有害 で 
在 小 な 背信 の 病原 ウイ ルス と な り ま す 。 そ の 者 ども は 、 彼 の 卒 
業 証書 、 彼 の 経歴 、 彼 の 立場 を は 見 せ び ら か し 、 若 者 を 狩る 工 
と に な る で し ょ う 。 科学 や 学問 で ある か の よう に 嘘 や 中 傷 を 広 
め る 偽物 の 科学 者 は 、「 偏 見 ある 科学 者 」 と 呼ば れ ま す 。 こう 
いっ た 偏見 ある 科学 者 に 、 だ まさ れる べき で は あり ませ ん 。 
アッ ラー は 、 人 々 が 世界 で 平和 と 安らぎ の 中 で 生活 し 、 こ 
れ か ら ゃ 永遠 の 平和 を 成就 する こと を 望ん で お られ ます 。 こ の 
た め に 、 ア ッ ラ ー は 平和 を も た ら す 引き 起こ す 有 益 な 事柄 を 命 
じ ら れ た の で す 。 そ し て 、 厄 災 災 害 を 引き 起こ す 有 害 な も の を 
禁止 され まし た 。 款 教 的 、 非 宗教 的 、 信 者 か 否 か 信じ て いる か 
どう か に か か わら ず 、 改 意 また は 無意識 か ふ を 問わ ず 、 イ スラ ー 
ム の 規則 、 す な わ ち アッ ラー の 命令 と 禁止 事項 に 従う 限り 、 語 
も が 世界 の 平和 と 安らぎ の 中 で 生き る の で すま す 。 そ れ は 、 よ 
く 効 く 効 果 的 な 楽 を 使う 人 が 皆 、 苦 痛 や 痛み か ら 救 われ る こと 
と 同じ で す 。 多く の 非 宗教 的 で 不信 心 な 人 々 や 国家 が 彼ら の 多 
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く の 仕 事 に お いて 成功 し て いる と いう 事実 は 、 彼 ら が クル アー 
ン の 原則 規則 に 従っ て 努力 し て いる か ら な の で す 。 クル アーン 
を 遵守 する こと に よっ て 来世 で の 永遠 の 平和 を 達成 する た め に 
は 、 そ れ を 信じ て 遵守 する 必要 が あり ます 。11} 

アッ ラー が 第 一 に 命令 され て いる こと の は 、「 信 仰 で す 」 
で す 。 ア ッ ラ ー が 第 一 に 禁じ られ て いる こと は 、「 教 え を 否定 
する こと と 」| で す 。 信仰 と は 、 ム ハン マ ド が アッ ラー の 最後 の 預 
言 者 で ある と 信じ る こと を 意味 し ます 。 ア ッ ラ ー は 、 天 使 を 通 
じ て 、 ア ラビ ア 語 で その 命令 と 禁止 を 与え られ まし た (啓示 ) 
「 啓 示 」 。 す な わ ち 天使 を 通し て それ を 伝え られ まし た 。 そ し 
て 務 言 者 は 、 彼 は その 啓示 の すべ て を 人 々 に 伝え られ た の で す 
。 アッ ラー が アラ ビア 語 で 天使 を 通し て 令 え られ た も の は 、「 
クル アー ン 」| と 呼ば れ ま す 。 クル アーン の 全文 体 が 書か れ た 書 
物 を ム ス ハ フ (「 書 冊 ) 」 と 呼び ます 。 ク ルアー ン は 、 預 言 者 
ムハンマド の 言葉 で は あり ませ ん 。 アッ ラー の 言葉 で す 。 人 
間 に は その よう な 言葉 を 語る こと は で きま せん 。 ク ルアー ン に 
載っ て いる こと 記載 され て いる こと 全て が 、「 イ スラ ー ム 」 と 
呼ば れ ま す 。 それ ら 全 て を 心から 信じ る 人 を 、「 信 者 」 、「 イ 
スラ ー ム 教徒 」 と 呼び ます 。 そ の 一 つ で も ゃ 気に入ら な けれ ば い 
こと は 不信 心 で も や り 、 す な わ ち 「 否 定 」 、 ア ッ ラ ー の 敵 と な る 
こと で す 。 最後 の 審判 が 起こ る こと の 日 、 ジ ン や 天使 の 存在 や 
、 預 言 者 アー ダム が すべ て の 人 々 の 父 で あり 、 ま た ある こと 、 
最初 の 預言 者 で ある こと を 信じ る こと は 、 た だ 心 に よっ て で の 
みな され ます 。 こ れ ら を 「 信 仰 」 「 信 条 」 「 信 心 」 の 知識 と 呼 
び ま す 。 体 と 心 で 行う べき こと われ 、 人 けら れる べべ きこ と は 
、 信 仰 し た うえ で 行わ れ 、 ま た は 人 避け られ る べき で す 。 これ ら 
は 「 イ スラ ー ム の 規則 」 と 呼ば れ ま す 。 そ れ ら の の 知識 それ ら 
を 信じ る と と も 「 信 仰 」 と に な り ま す 。 こ れ ら を 行う こと 、 も 
し く は 人 避け る こと は 、「 イ バー ダ (上 拝 行為 ) 」 で す 。 意 志 を 
持っ て イス ラー ム の 規則 に 従う こと を 、 「 イ バー ダ 」 を 行う 」 
、 と 言い ます 。 ア ッ ラ ー の 命令 と 禁止 事項 を 、「 イ スラ ー ム の 
規則 」 と 及び 「 神 の 規則 」 と 呼び ます 。 命令 され た こと を 「 フ 
ァ ル ド (義務 ) 」、 禁 じ ら ちら れ た と と を 「 ハ ラー ム (禁止 事項 ) 
| と 呼び ます 。 イ バー ダ や 、 義 務 で ある こと と を 信じ な い 者 、 重 
き を お か な い 行 うち ゃ の は 「 不 信心 者 | (アッ ラー の 敵 ) と な り 
ます 。 これら を 信じ て いな が ら 行 わな い 人 は 、 不 信心 者 に は な 
り ま せん 。 彼ら は 「 フ ァ ー ス ク ( 罪 び と ) 」 と 呼ば れ ま す 。 イ 
スラ ー ム の 知識 を 信仰 し 、 で きる 限り 実行 する 人 を 「 誠 実 な ム 
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スリ ム (善良 な 人 ) 」 と 呼び ます 。 ア ッ ラ ー の ど ご 満悦 と 愛情 を 
得る た め に イス ラー ム に だ 従い 、 指 導 者 を 愛す る ムスリム を 「 誠 
実 な 人 (善良 な 人 ) 」 と 呼び ます 1)。 ア ッ ラ ー の ご 満悦 と 愛情 
を 獲得 し た 人 を 、「 ア ー リ フ 」 も し く は 「 ワ リー (聖人 ) 」 と 
呼び ます 。 他 者 が アッ ラー の 愛情 を 獲得 する た め の 媒 介 と な る 
ワリ ー の と と を 、「 ム ル シ ド 」 と 呼び ます 。 この 神聖 な 、 選 ば 
れ た 人 々 全て を 「 サ ー ド ッ ク 」 と 呼び ます 。 これ ら 全 て は 誠実 
な 人 ん 々 です 。 誠 実 な 信者 は 、 決 し て 地獄 に 行く こと は 決し て あ 
り ま せん 。 不 信心 者 は 必ず 地獄 に 行き ます 。 地獄 か ら 出 る こと 
は な く 、 無 限 の 罰 を 受け ます 。 不 信心 者 が 信仰 すれ ば 、 全 て の 
罪 が 即座 すぐ に 許さ れ ま す 。 フ ァ ー ス ク が 悔 悟 し 、 イ バー ダ を 
行い 始め れ ば 、 地 獄 に 行く こと は な く 、 誠 実 な 信者 の よう に ま 
っ すぐ 天国 に 行く で し ょ う 。 悔 悟 し な い 場 合 は けれ ば 、 と りな 
し に よっ て 、 も し く は 理由 な く 許 され て 、 ま っ すぐ 天国 に 行く 
人 も いま すし か 、 地 獄 で その 罪 の 分 だ け 焼 か れ て か ら 、 天 国 に 
行く 大 も いま すず でしょ う 。 

クル アー ン は 、 当 時 の 人 々 に よっ て 話さ れ た アラ ビア 語 の 
文法 に 適っ た 形 で 下さ れ 、 詩 の 形 を し て いま す 。 つ まり 、 詩 の 
よう に 整っ て いま す 。 そ し て それ は 、 ア ラビ ア 語 の 繊細 さ に 満 
ち CW ま す 。 ペ ディ ア 、 ペ ヤギ ー ジ 、 マ ー ニ テー、 が ラー ガッ ト の 
各 規 則 の 最も 細やか な 部 分 も 満た し て いま す に も か な っ て いま 
す 。 こ の た め 、 理 解す る こと が 非常 に 困難 で す 。 ア ラビ ア 語 の 
繊細 さ を 知 ら な い 人 は 、 た と え ア ラビ ア 語 を 読み 書き し て いて 
も 、 ク ルアー ン を よく 理解 する こと は で きま せん 。 これら の 細 
や か な 部 分 を 知っ て いる 人 で さえ 理解 で き な い の で 、 そ の た め 
きず 、 預 言 者 へ ハハ ンマ ドド が 多く の 人 箇所 場所 に つい て 解釈 を 行っ 
た の で す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) の これ ら の 解釈 を 「 聖 ハデ ィ ー ス 」 と 呼び ます 。 教 
友 た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 預言 者 ム ハ ン マ 
ド の 話 を 聞い て 学び 、 若 者 た ち に それ を 教え を まし た 。 時 の 経過 
と 共に 人 々 の 心 が 稼 れ て いき 、 特 に 新しく 入信 し た 人 々 は 、 ク 
ルアー ン か ら 、 自 分 の 不 十 分 な 知識 や 狭い 見 解 で 意味 を 見 出 そ 
うと し た の で す 。 預言 者 ムハンマド 下 が 教 えら れ た こと と は に 上 異 
な る 一 致し な い 事柄 を 読み 取 ろ うと し た の で す 。 イ スラ ー ム の 
英 た ちゃ この 分 裂 を 扇動 し 、 こ れ に よっ て 72 種 類 も の 誤っ た 信 
仰 が 生じ て し まい まし た た の で す 。 これら の 誤っ た 信仰 を 持つ 
ムスリム を 、「 ビ ドゥ ア の 民 」 もしくは 「 和 逸脱 の 民 」 と 呼び ま 
す 。 7 2 の ビ ド ゥ ッ ア の 宗派 に 属す る 人 は の 全て は 、 全 員 必 ず 地 
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獄 に 行き ます が 、 信 者 で ある た め に そこ に 永遠 に と ど ま る こと 
は あり ませ ん 。 そ こと か ら 出 て 、 い ずれ 天国 に 行く で し ょ う 。 信 
条 が クル アー ン と ハデ ィ ー ス に で 明白 に 記さ れ て いる 知識 に 適 
っ て いな い 信 条 を 持つ の の で あれ ば 、 そ の 信仰 新 恋 は 損なわ れ 
ます 。 こ れ を 「 ム ル ヒ ドド 」 と 呼び ます 。 ム ル ヒ ドド は 、 自 ら を ム 
スリ ム だ と 思っ て いま す 。 

信条 の 知識 、 す な わ ち 信じ る べき 宗教 知識 に つい て 、 教 友 
(アッ ラー の 慈 悲 が あり ます よう に ) か ら 正 し < く 学び 、 本 に 書 
いた イス ラー ム 学 者 (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) を 「 
スン ナ 派 」 の 学者 と 呼び ます 。 (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よ 
うに ) 彼ら は 、 四 つの 法学 派 の りう ちの どれ か ー つ に お いて 、 イ 
ジュ ティ ハー ド の 位階 に 達し て いる 学者 で す 。 これら の 学者 は 
、 ク ルアー ン の 意味 を 自分 の 理性 や 見 解 で 理解 し よう と し た り 
せ ず 。 た だ 教 友 か ら 学 ん だ こと を 信じ て きま し た 。 自分 た ち が 
話し た こと を 信じ る の で は な く 、 預 言 者 ムハンマド の 教え た 正 
し い 道 を 広め まし た 。 オ スマ ン 朝 は イス ラー ム を 奉じ ムスリム 
で あり 、 ス ン ナ 派 の 信条 に 従っ て いま し た 。 

上 記 の こと か ら 理 解 さ れ 、 ま た 重要 貴重 な 多く の 書物 で も 
書か れ て いる よう に 、 現 世 と 来世 で の 滅亡 か ら 救 われ 、 幸 福 に 
生き る た め に は 、 次 の こと が 必要 で す 。 ま ず 、 ス ン ナ 派 の 学者 
た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) が 教え て いる よう に 
信仰 し する こと 、 す な わ ち 学び 、 そ れ ら すべ て を 信じ る こと が 
必要 で す 。 ス ン ナ 派 の 信条 に 属さ な い 人 は 。 「 ビ ドゥ ッ ア の 民 」 
、 す な わ ち 人 逸脱 し た ムスリム と な り ま す 。 も し く は 「 ム ル ヒ ド 
」 すなわち 不信 心 者 と な り ま す 。 信仰 、 つ まり 信条 が 正しい ム 
スリ ム に と っ て の 二 つ 目 の 務め は 、 誠 実 で ある こと で す 。 す な 
わ ち 、 ア ッ ラ ー の と 満悦 、 愛 情 を 得る こと と で す 。 こ の た め に 、 
体 や 心 に よっ て な され る べき 、 も し く は 避け る こと が 命じ られ 
て いる イス ラー ム の 知識 を 学び 、 こ れ ら に だ 従っ て 生き る こと が 
必要 で す 。 つ まり 、 イ バー ダ を 行う こと が 必要 で す 。 ス ン ナ 派 
の 学者 た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 イ バー ダ 
に つい て 解釈 を 行う 際 に 4 つ に 分 か れ た た め 、4 つ の 「 法 学派 
」 が 生じ まし た 。 そ の 違い は 小さ く 少 な く 、 重 要 で は な い 点 に 
お いて で あり 、 信 仰 に お いて は 一 致し て いる 為 、 互 い を 愛し て 
、 認 め 合 いま す 。 す べ て の ムスリム は 、 こ の 4 つの 法学 派 の ど 
れ か に 従っ て イ バ ー ダ を 行う 必要 が あり ます 。 こ の 4 つの 法学 
派 の うち の どれ に ゃ も 属さ な い 人 は 、 ス ン ナ 派 か ら 離 脱し た こと 
に な り ま す 。 こ れ は 、 な る こと は 、 タ フタ ヴィ ー の 「 ド ッッ ル 
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・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」 の 注釈 に お いて 書か れん て いる と と で ます 

戦争 で 捕虜 に な っ た 不信 心 者 、 も し く は 平時 に お いて も 、 
不信 心 者 が 「 私 は 入信 し た 」 と いう な ら 、 そ れ は 信頼 され ます 
。 し か し 、 彼 は が 「 信 仰 の つの 条件 」 を すぐ に 学び 、 信 じ る 
こと が 必要 と な り ま す 。 それから 、 フ ァ ル ド と ハラ ー ム の 順 で 
を 、 順 に 、 可 能 な 際 に 学ぶ こと 、 そ し て 学ん だ こと に 従う こと 
が 必要 で す 。 学 ぶ こ と な く 、 ば ず 学 ん だ こと の 一 つ に すら 重き 
を お か ず に 、 実 行 し な い の で あれ ば 、 ア ッ ラ ー の 教え に 重き を 
お いて いな いと と に な り ま す 。 そ の た め 、、 そ の 信仰 は 失わ れ 
ます 。 こ の よう に 信仰 が 失わ れ た 人 を 、「 ム ル タ 下 」 と 呼び ま 
す 。 ム ル タ ド が 宗教 学者 の よう に 見 せ か け て ムスリム た ち を 
く の で あれ ば 、 彼 は 「 ズ ンド ッ ク 」| と 呼ば れ ま す 。 ズ ンド ッ ク 
や 彼ら の 嘘 に 騙さ れ て は いけ ませ ん 。 人 が 、 現 世 で の 利益 に 瞳 
され ず 、 イ スラ ー ム を 見 出し 、 知 る こと な く 、 イ スラ ー ム の 教 
え を 知る こと な く 成 熟し た 場合 、 そ の 人 は ムル タ ド と 見 な され 
ます 。 こ れ は 、 る こと が 「 シ ヤル ・ カ ビー ル ・ シ ャ ルフ 」 の 翻 
訳 本 の 116 ペ ー ジ 及び 「 ド ゥ ッッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」 の 不信 
心 者 の 婚 燃 の 項目 の 最後 で 書か れ て いま す 。 そ と で は 、 「 ド ッ 
ッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」 の 、 不 信心 者 の 婚 問 の 最後 で は 次 の 
よう に 書か れ て いま す 。 婚 問 し て いる ムスリム の 女子 が 成熟 し 
た 段階 で イス ラー ム を 知ら な けれ ば 、 そ の 婚 巡 は 無効 と な る と 
され て いま す 。 (「 つ まり 、 ム ル タ ド と な り ま す ) 。」 アッ ラ 
ー の 特性 を 彼女 に 教え る 必要 が ある の で すり ます 。 彼女 も 、 そ 
れ を それ を 繰り 返し 、 そ れ を 信じ た と 繰り 返し 言い う 必 要 が あ 
り ま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます 
よう に ) は 、 こ の こと を 解釈 する 際 に 次 の よう に 語っ て いま す 
。 「 女 子 は 幼い ころ の 女子 は 、 両 親 に 従っ た を っ て ムスリム で す 
。 成 詩 し た 後 た 時 に は 、 両 親 の 教え に 従う 、 と いう こと は 継続 
か し な く な り ま す 。 イ スラ ー ム を 知ら ず に 成 誤 し た 場合 、 ム ル 
タ ド と な り ま す 。 信仰 する べき こと を 聞い て も き 、 信 仰 し な か 
00 信仰 告白 の 言葉 を 唱え て も 、 す な わ ち 「 ラ ー イ ラー 

・ イ ッ ラ ッ ラ ー・ ム ハン マ ド ゥ ッ ン ・ ラ スー ルッ ラー」 と 言っ 
IA ムスリム に は な り ま せん 。 「 ア ー マ ン トゥ ・ ビ ッ ラ ー ヒ 
」 に 含ま れる 6 つの 事柄 を 信じ 、 ア ッ ラ ー の 命令 と 禁止 事項 を 
受け 入れ た と いう 人 は 、 ム スリ ム と な り ま す 。」 つ まり 、 こ こ 
ら 読み 取れ る こと は 、 ム スリ ム は 皆 、 子 ども た ち に 「 ア ー マ 
ント ゥ ビッ ラー ヒ ワ マラ ー イ カテ ィ ヒ ワ クト ッ ピ ビ ヒ 
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ワラ スー リヒ ワル ヤ ウ ミ ル アー ヒ リ ワ ビ ゼル カ ダ ル 
ハイ リヒ ワシ ャ ッ リ ヒ ミナ ッ ラ ー ヒ タタ アー ラー ワル バ 
ウ スバ パウ デル メ ヴ トゥ ハッ クン アシ ュ ハ ド ・ ア ン ・ ラ 
ー・ イ ラー ハ ・ イ ッ ラ ッ ラ ー・ ワ アシ ュ ハ ド アン ナ ム ハ 
ンマ ダン アブ ドゥ フ ワ ラス ー ル フ 」 と いう 言葉 を 暗唱 さ 
せ 、 そ の 意味 を 正しく 教え る べき で ある と いう と と で す 。 子供 
が 、 こ の 6 つの 事柄 と イス ラー ム の 命令 や 禁止 事項 を 学ば ず 、 
「 信 仰 し た 」 と 言わ な い の で あれ ば 、 成 誤 し た 時 に は ムスリム 
と に は な ら ず 、、 ム ル タ ド と に な り ま す 。 こ の 6 つの 事柄 に つ 
いて は 、「 皆 に 必要 で ある 信仰 ] と いう 本 で 詳し く 書 か れ て い 
ます 。 ム スリ ム は 皆 こ の 本 を 読み 、 子 ども た ち に 読ま せ 、 信 仰 
を 強め させ 、 ま た 知人 も 知っ て いる 人 た ち が 皆 読む よう に 努め 
カカ する べき で す 。 子供 た ち が ム ル タ ド と な ら な いよ う 、 細 心 の 
非常 に 注意 を 払う べき で す 。 子供 達 に は 、 彼 ら に まだ 小さ いう 
ちか ら 、 信 仰 、 イ スラ ー ム 、 ウ ドゥ ー、 グ スル 、 礼 拝 を 教え る 
べき で す 。 両親 の 最初 の 務め は 、 子 ども ゃ も たち を ムスリム と し て 
育て る こと な の で す 。 

[デュ ラル ・ ワ ソ ・ グ ラル 」 で は 次 の よう に 語ら ちら れ て いま す 
。 「 ム ル タ 下 で ある 男子 に は 、 ム スリ ム に な る よう に 言い ます 
に と 言わ れ ま す 。 疑問 を 持っ て いる 点 に つい て が 説明 し され ま 
す 。 彼 が 時 間 1) を 求め る の で あれ ば な ら 、33 日 間 閉じ 込め ます 
られ ます 。 そこで 悔 悟 を すれ ば 受け 入れ られ ます が 、。 悔 悟 し 
な い 場 合 け れ ば 、 判 事 に よっ て り 和 負 刑 され ます 。 ムル タ ド で あ 
る 女性 は 処刑 され ませ ん が 、。 入信 する まで 閉じ 込め られ ます 
。 イ スラ ー ム 国家 の 外 に 逃げ た 場合 は 、 女 奴隷 に な る こと は あ 
り ま せん 。 人 質 と な れ ば 奴隷 と され る こと も あり ます 。 ム ル タ 
ド に な れ ば 、 婚 如 は 取り 消さ れ ま す 。 財産 へ の 所 有 権 が な く な 
り ま す 。 再 び ム スリ ム と な れ ば 、 改 め て 所 有する こと が で きよ 
うに な り ま す 。 死ん だ 場合 、 ち も し く は イス ラー ム 国 家 の 外 に 逃 
げた 場合 、 (ある い は 、 国 外 で ムル タ ド に な っ た 場合 ) ム ス リ 
ム の 遺産 相続 人 で あり い 続 け ま す 。 (相続 人 が いな けれ ば 、 財 
務 省 の うち 権利 を 持つ 者 の も の に な り ま す ) 。 ムル タ ド は 、 ム 
ル タ ド の 相続 人 に な る こと は で きま せん 。 ム ル タ ド で ある 間 に 
稼い だ も の に 、 は 所 有 権 は 生じ ませ ん 。 ム スリ ム に 分 配 さ れ ま 
す 。 商 売 や 賃貸 の 契約 、 贈 り 物 を する こと は 無効 と な り ま す 。 
再び ムスリム に な れ ば 、 有 効 と な り ま す 。 以 前 の イ バ ー ダ の カ 
ダー を 行う こと は で きま せん 。 た だ 、 再 び 巡 礼 を 行う こと が 必 
要 と な り ま す 。」 信仰 の 次 に 学ぶ べき と こと は 、 ウ ドッ ゥ ー の 行い 
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方 、 グ スル の 行い 方 、 礼 拝 で す 。 

信仰 の 6 つの 条件 は 、 ア ッ ラ ー の 存在 、 唯 一 で ある こと 、 
の 特性 を 信じ る こと 、 天 使 た ち 、 預 言 者 た ち 、 聖 典 、 来 世 ! 
こる 全て の こと 、 運 命 を 信じ る と と で す 。 こ の 後 で と これら! 
いて 詳し く 説 明 し ます 。 

要する に 、 心 と 体 の 全て で イス ラー ム の 命令 と 禁止 事項 に 
従う べき で あり 、 心 は 不 注意 さか ら 遠 ざか っ て いる べき な の で 
す 。 心 が 覚醒 し て いな い 人 (すなわち 、 ア ッ ラ ー の 存在 、 偉 大 
さ 、 天 国 の 恵み 、 地 獄 の 炎 の 恐ろし さ に 思い を 寄せ られ な い 、 
考え られ な い 人 ) が 、 そ の 体 で イス ラー ム に 従う こと は 困難 で 
す 。 フ ィ ク フ 学 者 は 、 フ ァ ト ワ を 出し ます 。1} こ れ ら を 行う こ 
と を 容易 に する の は 、 ア ッ ラ ー に 従う 人 々 の 務め で す 。 体 が イ 
スラ ー ム に 喜ん で 、 容 易 に 従う 為 に は 、 心 が 清らか で ある こと 
が 必要 で す 。 し か し 、 た だ 心 が 清らか で ある こと 、 徳 が 立派 で 
ある こと に の み 重 き を 置き 、 体 が イス ラー ム に 従う こと に 重き 
を 置か ない 人 は 、 「 ム ル ヒ 下 」 で す 。 我 欲 の 輝き に よっ て が 輝 
く こ と で 生じ る 、「 了 幽玄 界 か ら の 知識 を 得 て る 、 病 人 に ドッ ゥ ア 
ー を 唱え 、 息 を 吹き か け 、 回 復 さ せる 」 と いっ た 超常 現象 的 な 
こと は 成功 は 「 イ ステ ィ ジ ど ジュラ ー ジ ュ 」 と 呼ば れ 、 彼 自身 と 彼 
に 従う 人 々 を 地獄 へ と 引き ずり 込み ます 。 心 が 清く 、 我 欲 が が 
従順 で ある 人 の 場合 こと の サイ ン は 、 そ の 肉体 $ 喜 ん で イス ラ 
ー ム に 従い ます うこ と と で す 。 感覚 器官 や 体 を イス ラー ム に 従わ 
せる こと が で き な い 人 が 、「 私 の 心 は 清 い 。 あ な た は 心 を 見 れ 
ば いい 」 と 話す の は 、 無 意味 な こと の で す 。 と の よう に 話す こ 
0 自分 や 周囲 を 天 い て いる の く の で す 。 
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信仰 の あり 方 


スン ナ 派 の 学者 た ち は 、 信 仰 の 条件 は 6 つ で ある と し て い 
ま : ず 。 

アー マン トゥ ・ ビ ッ ラ ー ヒ : 私 は アッ ラー の 偉大 ある 存在 
と 唯一 性 を 信じ 、 信 仰 し まし た 。 崇高 な る アッ ラー は 存在 し 、 
また 唯一 で あら れ ま す 。 

並び うる も の 、 類 する 者 は 存在 し ませ ん 。 

空間 の 制限 を 受け ませ ん (「 何 ら か の 場所 に お られ る わけ 
で は あり ませ ん ) 。」 

完全 で ある と いう 特性 を 備 た を られ ます 。 完全 で ある と いう 
特性 が ある の で す 。 

不 十 分 で ある と いう 特性 は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー に は 存在 
し ませ ん 。 

完全 で ある と いう 特性 は 、 崇 高 な る アッ ラー に 存在 し ます 
。 不 十分 で ある と い 3 う 特性 は 私 た ち に あり ます 。 

私 た ち に 存在 する 不 十分 さと いう 特性 は 、 手 が な いと こと 、 
足 が な いこ と 、 目 が な いこ と 、 病 気 、 健 康 、 飲 み 食 いや 、 こ れ 
ら に 類似 する 多く の 事柄 で す 。 

崇高 な る アッ ラー に 存在 する 特性 は 、 天 と 地 、 空 気 中 、 水 
中 、 地 上 、 そ し て 土 の 中 で 生き る 各種 の 被 造物 を 創造 され る こ 
と 、 私 た ちの 理性 で 理解 し 、 (また 私 た ちの 無力 さ の せい で ) 
その 多く を 理解 で き な い 、 多 く の 被 造物 を あら ゆる 瞬間 で 存在 
させ 続け 、 そ れ ら 全て の 被 造 物 に 得 を 与え らち られ る こと 、 そ し て 
その 他 の 完全 性 と いっ た も の で す 。 絶対 的 な 力 の 持ち 主 で あら 
れ ま す 。 全 て の 被 造物 は 、 崇 高 な る アッ ラー の 完全 性 の 産物 で 
す 。 崇高 な る アッ ラー に つい て 、 私 た ち が 知る と こと が ワー ジブ 
で ある ナ フ シ ヤー の 特性 は 2 2 あり ます 。 さ ら に 2 2 の 、 そ れ 
と 対 に な る 特性 が あり ます 。 

ワー ジブ と は 、 必 要 で ある と いう 意味 で す 。 こ れ ら の 特性 
は 、 崇 高 な る アッ ラー に の み 存 在 し ます 。 対 と な る 特性 は 存在 
し ませ ん 。 対 と は 、 ワ ー ジ ブ の 対義語 で す 。 存在 し えな いと い 
う 意 味 で す 。 

崇高 な る アッ ラー に つい て 、 私 た ち が 知る こと が ワー ジブ 
で ある 、 特 性 は 一 つの 特性 が あり ます で す 。 そ れ は 「 ヴ ジュ ー 
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ド 」 、 す な わ ち 存在 する と いう 意味 で す 。 

崇高 な る アッ ラー が 存在 する こと の 伝承 に よる 根拠 は 、 ア 
ッ ラ ー の 「 イ オンナ ー ニ ・ ア ナッ ラー フ 」 神聖 な 言葉 で ある クル 
アー ン の 言葉 「 イ ン ナ ー ニ ・ ア ナッ ラー フ 」 で す 。 論理 的 な 証 
拠 は は 、 諸 世界 を 創造 され た ( 無 か ら 存在 させ られ た ) 創造 者 が 
必ず 存在 する と いう 点 で す 。 存在 し な いこ と は 、 逆 で ある 状態 
で す 。 ナ フシ ヤー の 特性 と は 、 そ の 存在 が 存在 し な いこ と が 想 
像 で き な い 、 考 えら れ な いと いう 意味 で す 。 


ザー ティ ヤ の 特性 (アッ ラー の 特有 の 特性 ) 


崇高 な る アッ ラー に つい て 、 私 た ち が 知 る こと が ワー ジブ 
で ある ザー ティ ヤ の 特性 は 5 つ で す 。 こ れ ら は 、「 ウ ルー ヒー 
ヤ の 特性 」 と 呼ば れ ま す 。 

1. ク ダム : 崇高 な る アッ ラー の 存在 に は 始ま り が な いこ と 

2. バカ ー : 崇高 な る アッ ラー の 存在 に は 終わ り が な いこ と 
。 こ れ は 「 を 存在 が 必須 で ある こと | と 呼び ます 。 伝え られ て 
いる 証拠 は 、 ク ルアー ン に お ける アッ ラー の 、 鉄 章 の 第 33 節 で 
す 。 論理 的 な 証拠 は 、 存 在 に 始ま りや 終わ り が あれ ば 、 後 か ら 
存在 し た と と に な り 、 無 力 で は か な いも の と な り ま す 。 と これ は 
論理 的 な 証拠 で す 。 無力 で は か な いも の に 他 者 の 想像 は で き 
な い の で す 。 崇高 な る アッ ラー と は 逆 の 状態 と な る の で す 。 


3. ク ヤ ー ム ・ ビ ・ ナ フシ フィ : 崇高 な る アッ ラー が その 本 
質 で 、 特 性 で 、 そ し て 行い に お いて 、 誰 も 必要 と は され て いな 
いこ と で す 。 伝え られ て いる 証拠 は 、 ム ハン マト 章 の 最後 の 節 
で す 。 論理 的 な 証拠 と し て は 、 論 理 的 な 証拠 は 、 こ の 特性 が ア 

ー に 存在 し な けれ ば 、 無 力 で は か な い 存 在 と な っ て いた と 
いう こと と で す 。 無力 で は か な いこ と と は 、 崇 高 な る アッ ラー と は 
逆 の 状態 で す 。 

4. ム ハ ー ラ ファ トゥ ン ・ リ ル ・ ハ ヴァ ー デ ィ ス : 崇高 な る 
アッ ラー が その 本 質 で 、 そし て 特性 で 、 誰 に も る 似 て お られ な い 
こと で す 。 伝え られ て いる 証拠 は 、 相 談 章 第 11 節 で す 。 論理 的 
な 証拠 は 、 アッ ラー に それ が 存在 し な い の で あれ ば 、 無力 で は 
か な い 存 在 と な っ て いた と いう こと で す 。 無力 で は か な いこ と 
は 、 貯 高 な る アッ ラー と は 逆 の 状態 で す 。 

5. ワ フ ダー ニヤ : 崇高 な る アッ ラー が 、 そ の 本 質 で 、 特 性 
で 、 そ し て 行い に お いて 同等 の も の 、 同 じ こ と を 行っ て いる も 
の 存在 し な いと いう 意味 で す 。 伝 えら れ て いる 証拠 は 、 イ フラ 
ー ス 章 の 第 1 節 で す 。 論理 的 な 証拠 は 、 も し 同じ こと を 行っ て 
いる よう な 存在 が あれ ば 、 世 界 が めちゃ くち ゃ に な り 、 滅 亡 し 
て し まう と いう こと か ら で す 。 片 方 が 創造 を 望み 、 も う 片 方 が 
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創造 し な いこ と を 望む と いう こと が ある で し ょ うん だ り し て い 
た で し ょ う 。 (学者 た ちの 多く に よれ ば 、「 ヴ ジュ ー ド 」 す な 
わ ち 存在 する こと も また 、 一 つの 特性 統制 で す 。 こ れ に より 、 
「 ザ ー テ ィ ヤ の 特性 ] は 6 つ に な り ま す (「 イ ン ナ ー ニ ・ ア ナ 
ッ ラ ー フ ) | ) 。「 イ ン ナ ー ニ ・ ア ナッ ラー フ 」 


スプ ブー ティ の 特性 


崇高 な る アッ ラー に つい て 、 私 た ち が 知 る こと が ワー ジブ 
で ある スプ ブー ティ の 特性 は 8 つ で す 。 ハ ヤー トゥ 、 イ ルム 、 サ 
ミイ 、 バ サル 、 イ ラー ダ 、 ク ドッ ゥ ッ ラ 、 カ ラー ム 、 タ ク ヴ ィ ン で 
す 。 

これ ら の 特性 の 意味 は 次 の よう な も の で す 。 

1. ハヤ ー ト ッ ゥ : 崇高 な る アッ ラー が 生き て いる こと で す 。 
伝え られ て いる 証拠 は 、 雌 牛 章 の 第 255 節 の 冒頭 で す 。 論理 的 
な 証拠 と し て は 、 崇 高 な る アッ ラー が 生命 を 持っ て いな けれ ば 
、 創 造 が な され る こと は な か っ た と いう こと で す 。 

2. イル ム : 崇高 な る アッ ラー が 全て ご 存じ で ある と いう こ 
と で す 。 伝え られ て いる 証拠 は 、 集 合 章 第 22 節 で す 。 論理 的 な 
証拠 は 、 崇 高 な る アッ ラー が ご 存じ で な けれ ば 、 無 力 で は か な 
ぃ い 存在 と な っ て いた と いう こと で す 。 無力 で は か な い 存 在 で あ 
る こと は 、 ア ッ ラ ー に 関し て は 逆 の 状態 で す 。 

3. サミ イ : アッ ラー が 聞か れる こと で す 。 伝え られ て いる 
証拠 は 、 夜 の 旅 章 第 1 節 で す 。 論理 的 な 証拠 は 、 聞 か れる こと 
が な けれ ば アッ ラー が 無力 で は か な い 存 在 と な っ て いた と いう 
こと で す 。 無力 で は か な い 存 在 で ある こと は 、 ア ッ ラ ー に 関し 
て は 逆 の 状態 で す 。 

4. バ サ ル : アッ ラー が ご 覧 に な る こと で す 。 伝え られ て い 
る 証拠 は 、 夜 の 旅 章 の 第 1 節 で す 。 論理 的 な 証拠 は 、 見 る こと 
が な けれ ば 、 ア ッ ラ ー が 無力 で は か な い 存 在 と な っ て いた と い 
うこ と で す 。 無力 で は か な い 存 在 で ある と と は 、 ア ッ ラ ー に 関 
し て は 逆 の 状態 で す 。 

5. イラ ー ダ : 崇高 な る アッ ラー が 望ま れる こと で す 。 アッ 
ラー が 望ま れ た こと は 実現 し ます 。 ア ッ ラ ー が 望ま れ な けれ ば 
、 何 ゃ 起こ り ま せん 。 被 造物 を 求め られ 、 創 造 さ れ た の で す 。 
伝え られ て いる 証拠 は い 、 イ ブラ ー ヒ ム 章 第 27 節 で す 。 論理 的 な 
証拠 は 、 望 むこ と が な けれ ば 、 ア ッ ラ ー が 無力 で は か な い 存 在 
と な っ て いた と いう こと で す 。 無力 で は か な い 存 在 で ある こと 
は 、 ア ッ ラ ー に 関し て は 逆 の 状態 で す 。 

6. ク ド ッ ラ : 崇高 な る アッ ラー の 力 が 全て に 対し て 十分 で 
ある こと で す 。 伝え られ て いる 証拠 は 、 イ ムラ ー ン 家 章 第 165 
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節 で す 。 論理 的 な 証拠 は 、 も し 力 が すべ て に 対し て 十分 で な け 
れ ば 、 ア ッ ラ ー が 無力 で は か な い 存 在 と な っ て いた と いう こと 
で す 。 無力 で は か な い 存 在 で ある こと は 、 ア ッ ラ ー に 関し て は 
逆 の 状態 で す 。 

7. カラ ー ム : 崇高 な る アッ ラー が 語ら れる こと で す 。 伝え 
られ て いる 証拠 は 、 婦人 章 の 164 節 で す 。 論理 的 な 証拠 は 、 も 
し 語る こと が な けれ ば 、 ア ッ ラ ー が 無力 で は か な い 存 在 と な っ 
て いた と いう こと で す 。 無力 で は か な い 存 在 で ある こと は 、 ア 
ッ ラ ー に 関し て は 送 の 状態 で す 

8. タク ヴィ ン : 崇高 な る アッ ラー は 創造 主 で あり 、 創 造 者 
で あら れ ま す 。 全 て を 創造 され 、 無 か ら 有 と され た の は その お 
方 で す 。 他 の 創造 者 は 存在 し ませ ん 。 伝え られ て いる 証拠 は 、 
集団 章 の 第 62 節 で す 。 論理 的 な 証拠 は 、 地 と 天 に は 和 驚く べき 被 
造物 が 存在 し 、 そ の 全て を 創造 され た の が アッ ラー で ある こと 
で す 。 アッラー 以外 の 何者 か に つい て 「 創 造 し た 」 と いう こと 
は 、 教 え の 否 定 に な り ま す 。 人 は 何 も 創 造 で きま せん 。 

崇高 な る アッ ラー に つい て 、 私 た ち が 知 る こと が ワー ジブ 
で ある マー ナウ ィ ー マ ヤ の 特性 は 8 つ あ り ま す 。 ハ イ ユ ム 、 ア リ 
ーー ペ ジグ 、 ザ ミー ツン 、 シー ルン 、 ふ リー ザッ ンジ 、 ディ ォ ー ル 
ン 、 ム タッ カリ ムー ン 、 ム ワッ キヌ ー ン で す 。 と これ ら の 神聖 な 
る 特性 の 意味 は 次 の 通り で す 。 

ハイ ユ ム : 崇高 な る アッ ラー は 生命 を 持つ お 方 で す 。 

サミ ー ウ ン : 崇高 な る アッ ラー は 、 全 て を 聴か れる お 方 
で す 。 

バシ ー ル ン : 崇高 な る アッ ラー は 、 全 て を ご 覧 に な る お 
記 で す 。 

ムリ ー ド ッ ゥ ー ン : 崇高 な る アッ ラー は 、 全 て を お 望み に 
な る お 方 で す 。 

アリ ー ム ン : 崇高 な る アッ ラー は 、 無 限 の 知識 で 全 知 で 
ある お 方 で す 。 

カ デ ィ ー ル ン : 崇高 な る アッ ラー は 、 無 限 の 力 に より そ 
の 力 が 全て に 対し て 十分 で ある お 方 で す 。 

ムタ ッ カ リム ー ン : 崇高 な る アッ ラー は 、 無限 の 言葉 で 
語ら れる お 方 で す 。 

ム ワ ッ キ ヌー ン : アッ ラー は 全て を 創造 され る お 方 で す 
。 アッラー に 関し て 送 で ある 特性 と は 、 こ れ ら の 逆 で ある 特性 
Gr 

ワ マラ ー イ カテ ィ ヒ : 私 は 崇高 な る アッ ラー の 天使 た ち を 
信じ 、 信 仰 し まし た 。 崇高 な る アッ ラー の 側 に は 、 天 使 た ち が 
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いま す 。 ア ッ ラ ー は 、 彼 ら を 光 か ら 創 造 さ れ ま し た 。 彼ら は 物 
質 で す 。 (ここ で の 物質 と は 、 物 理 の 本 で 書か れ て いる よう な 
意味 で の 物質 で は あり ませ ん ) 。 彼ら は 食べ る こと 、 飲 むこ と 
は あり ませ ん 。 彼ら に 男女 の 別 は あり ませ ん 。 天 か ら 地 に 降り 
、 地 か ら 天 に 昇り ます 。 姿 を 変え る こと が で きま す 。 彼ら は 肝 
きす る ほど の 間 で すら 、 ア ッ ラ ー に 反抗 する こと は あり ませ ん 
。 私 た ちの よう に 罪 を 犯す こと は あり ませ ん 。 彼ら の 中 に は 、 
天国 で 高い 位階 に 行く 者 や 、 預 言 者 た ちがい ます 。 

天使 た ちの うち 最も 崇高 な の は 、 ジ ブラ ー イ ー ル 、 ミ カー 
イー ル 、 イ スラ ー フ ィ ー ル 、 ア ズラ イー ル (アッ ラー の 平安 が 
あり ます よう に ) で あり 、 こ の 四 人 は 天使 た ちの 中 で の 預言 者 
で す 。 崇高 な る アッ ラー は 彼ら それ ぞ れ に 任務 を 与え られ まし 
た 。 最 後 の 審 判 ま で 、 そ の 任務 を 行い ます 。 

ワ クト ッ ピ ヒ : 崇高 な る アッ ラー の 啓典 を 信じ 、 信 仰 し ま 
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崇高 な る アッ ラー に は 、 啓 典 が あり ます 。 ク ルアー ン で 伝 
えら れ て いる の は 1 0 4 の 書物 で す 。 そ の うち の 100 は 小さ な 
も の で す 。 それら は 「 ス フ ハ | と 呼ば れ ま す 。 あ と の 4 つ は 大 
き な も の で す 。 タウ ラー ト トー ラー は 言 者 ムー サー (アッ 
ラー の 平安 が あり ます よう に ) に 、 ザ ブー ル 詩 編 は 預言 者 ダ 
ー ウ ー ド に 、 (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) に 、 イ ンジ 
ー ル 聖書 は 預言 者 イー サー に (アッ ラー の 平安 が あり ます よ 
うに ) に 、 ク ルアー ン は 私 た ちの 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー 
の 平安 が あり ます よう に ) に 下さ れ ま し た 。 今日 、 ユ ダ ヤ 教 徒 
や キリ スト 教徒 が 読ん で いる 「 タ ウラ ー ト 」 や 「 イ ンジ ー ル 」 
に 関し て は 、「 返 答 不 可 1)」 と いう 本 で 詳し く 説 明 が され て い 
まず 

100 の ス フ ハ の うち 10 ペ ー ジ は 、 預 言 者 アー ダム (アッ ラー 
の 平安 が あり ます よう に ) に 、50 ペ ー ジ は 六 言 者 シー ト (アッ 
ラー の 平安 が あり ます よう に ) 、 に 、30 ペ ー ジ は 預言 者 イド リ 
ー ス (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) 、 に 、10 ペ ー ジ は 駐 
言 者 イブ ラー ヒー ム (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) 、 に 
下さ れ ま し た 。 これら の 全て は を 、 ジ ブラ ー イ ー ル (アッ ラー 
の 平安 が あり ます よう に ) が 下 し まし た 。 これら 全て の 最後 に 
、 崇 高 な る クル アー ン が 下さ れ ま し た 。 ク ルアー ン の 世 示 は 少 
し ずつ 、23 年 を か け て 完了 し まし た 。 そ の 定め る と と ろ は 最後 
の 審判 の 日 まで 有効 で す 。 無効 と な る こと 、 置 き 換 えら れる こ 
と 、 人 に よっ て 変更 され る こと は あり ませ ん か ら 守 られ て いま 
す 。 

ワ ルス ー リ ヒ : 崇高 な エル アッ ラー の 預言 者 た ち (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) を 信じ 、 信 仰 し まし た 。 
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アッ ラー に は 預言 者 た ち が (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に 
) が いま す 。 六 言 者 た ち は 皆 、 人 間 で す 。 最 初 が 預言 者 アー ダ 
ム (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) 、 最 後 は 預言 者 ム ハ ン 
マ ド ・ ム スタ ファ (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 
で す 。 こ の 二 人 の 間 に 、 多 く の 預 言 者 (アッ ラー の 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) が 現れ まし た 。 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) その 数 は アッ ラー の み が ご 存じ で す 。 

項 言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) に 
つい て 、 私 た ち が 知 る こと が ワー ジブ で ある 特性 は 5 つ で す 。 
誠実 、 信 託 、 布 教 、 高 潔 さ 、 知 性 で す 。 

誠実 : 預言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) は 、 そ の 言葉 に 誠実 で す 。 全 て の 言葉 が 正しい の で す 。 

信託 : 彼ら は 信託 を 裏切り ませ ん 。 

布教 : 彼ら は 崇高 な る アッ ラー の 命令 と 禁止 事項 の 全て 
を 知り 、 そ の ウン マ に 教え 、 伝 えま す 。 


高潔 さ : 彼ら は 、 大 小 を 問わ ず 全 て の 罪 か ら 遠 ざか っ て 
いま す 。 決し て 罪 を 犯す こと は あり ませ ん 。 人 々 の うち 、 全 く 
純粋 無垢 で ある の は た だ 六 言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) で す 。 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
0 NR 
で す ) 。 
知性 : 全て の 預 言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) は 、 他 の 人 々 より も 優れ た 知性 を 持ち ます 。 
預言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) ! 
許さ れ て いる 特性 は 5 つ で す 。 彼ら は 食べ 、 飲 み 。 病気 に な 
死に ます 。 世 界 を 変え たま す 。 こ の 世界 に 愛着 を 抱く と と! 
り ま せん 。 
崇高 な る クル アー ン で その 堂 れ ある 名 が 伝え られ て いる の 
は 28 人 の 預言 者 で す 。 それら を 知る こと は 、 皆 に と っ て ワー ジ 
ブ と 言わ れ て いま す 。 
預言 者 た ちの 名 (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に 
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アー ダム 、 イ ドリ ー ス 、 ヌ ー フ 、 シ ス (シー ト ) 、 フ ー ド 
、 ル ー ト 、 イ ブラ ー ヒ ム 、 イ スマ ー イ ー ル 、 イ スハ ー ク 、 マ ヤー 
ク ブ 、 ユ ー ス フ 、 シ ュ ア イブ 、 ム ー サ ー、 ハ ー ル ー ン 、 ダ ー ウ 
ー ド 、 ス ライ マー ン 、 ユ ー ヌ ス 、 イ ル ヤ ス 、 エ ル ヤ サ 、 ズ ルキ 
フル 、 ア イ ユ ー ブ 、 ザ カリ ー ヤ ー、 ヤ フ ヤ ー、 イ ー サ ー、 ム ハ 
ンマ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 。 ウ ザイ ル 
、 ロ クマ ー ン 、 ズ ルカ ルナ イン の 3 人 に つい て は 論争 が な され 
て いま す 。 彼ら や フ ド ル に つい て は 、 預 言 者 で ある と いう 人 と 
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聖人 で ある と いう 人 が いま す 。 「 マ クト ゥ ッ バ パー ト ・ マ ー 
ヤ や 」 第 2 巻 の 第 36 の 手紙 で は 、 フ ドル が 預言 者 で ある 
伝え る 知ら せ が 強 力 な も る の で ある こと が 書か れ て いま 
182 の 手紙 で は 、 フ ドル (アッ ラー の 祝福 と 平 安 が あり 
うに ) が 人 間 の 姿 で 現れ る こと 、 い くつ か の 仕事 を 行う 
、 彼 が 生き て いる こと を が ボ さ な いと され て いま す 。 アッ 
、 彼 や 多く の 預言 者 た ち 、 聖 人 た ちの 魂 が 人 の 姿 を 取る 
許さ れ た の で す 。 彼ら を 目 に する こと は 、 彼 ら が 生き て い 
と を 意味 し な い 、 と 書か れ て いま す 。 

そし て 必要 な こと は 、「 私 は 最初 の 預言 者 チー ダム (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 血統 で あり 、 最 後 の 六 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 
宗教 と その ウン マ に 属し ます 、 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー」| と いう 
と と で す 。 ワ ッ ハ ー プ 派 は 、 預 言 者 アー ダム が 預言 者 で ある と 
と を 信じ ませ ん 。 そ の 上 その た め 、 か つ ム スリ ム を 多神教 徒 と 
呼ん だ 為 に 、 彼 ら は カー フィ ル と な っ た の で す 。 

ワル ・ ヤ ウミ ル ・ ア ー ヒ リ : 私 は 審判 の 日 を 信じ 、 信 仰 し 
ます 。 なぜなら アッ ラー が 教え て お られ る か ら で す 。 還 
は 、 墓 か ら 起 き 上 が る と ころ か ら 始 まり ます 。 天国 や 地獄 に 
くま で 、 続 きま す 。 私 た ち 皆 が 死に 、 再 び 生 まれ る こ と が 必要 
人 天国 と 地獄 、 利 や スラ ー ト 橋 、 集 合 、 分 散 (天国 と 地獄 

に 分 か れ て いく と と) 、 墓 場 で の 六 、 そ し て ムン カル と ナク ル 
と いう 名 の 二 人 の 天使 が 墓 で 質問 を する こと は 、 真 実 で あり 、 
成就 し ます 。 

ワ ・ ビ ル ・ カ ダル ・ ハ イリ ヒ ・ ワ ・ シ ャ ッ リ ヒ ・ ミ ナッ 
ー ヒ ・ タ アー ラー : 良い こと も 悪い こと も 、 起 こっ た こと も ゃ も こ 
れ か ら 起 こる とこ と も 、 全 て 、 崇 高 な る アッ ラー が 予め ご 存じ で 
す 。 あ り ア デッラ ー が 、 望 まれ 、 時 が 来 て 創造 され た こと 、 保 護 
され た 銘板 に 書か ん た こと に よっ て 生じ て いる こと を 信じ 、 信 
仰 し ます 。 私 の 心 に 何 の 疑 念 る も あり ませ ん 。 

アジ っ の ドッ デア アト ラー ャ イラ ー ペ パッ オ ツラ ッ ラ ー ャ ツ ャ 
ナジ ョ の ドッ アジ チュ ムジ ダマ ダグ ジ ッ チ ンド ウラ ア デー ャ ツィ タス 
ーー ルッ ン 

さら に 、 信 条 に お いて 私 が 取る 道 は 「 ス ン ナ 派 」 で す 。 私 
は この 法学 派 に 従い ます 。 こ の ほか の 72 の 宗派 の 信仰 は 誤り で 
あり 、 損 な われ た も の で す 。 彼ら は 地獄 に 行く こと に な り ま す 
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( 教 友 (アッ ラー の お 喜び が あり ます よう に ) の 全て を 愛 
する 人 を 、 ス ン ナ 派 と 呼び ます 。 教 友 の 全 て は 学者 で あり 、 公 
平 な 人々 で し た 。 人 ん 々 の 主 で ある お 方 (アッ ラー の 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) の 説話 を 聴き 、 奉 仕 を 行っ て いま し た 。 そ 
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し て 彼 を 支え た の で す 。 僅 か に 最も 少な v 回 数 だ け 説話 に 参加 


し た 人 で すら 、 教 友 で は な い 最 も 位階 の 高い 聖人 より も ゃ 崇高 な 
の で す 。 イ スラ ー ム の 太陽 で あり 、 ア ッ ラ ー の 愛さ れる お 方 の 
説話 に 参加 し 、 支持 し て いた 人 々 の 在り方 、 その 神聖 な 息 遣い 


や まな ざし の 影響 に よって 生じ る 大 き と いう も の は 、 その 御 
前 に て 、 そ の 親密 さき に 至る こと の で き な い 人 々 に は 恵まれ な い 
の 時 雪 の で で (アッ ラー の の の グリ まけ ウリ 
は 、 (アッ ラー の お 喜び が あり ます よう に ) は 最初 の 説話 勉強 
会 で 、 自 分 自身 た ちの 我 欲 に 従う こと か ら 救 われ た の で す 。 彼 
ら 全 て を 愛す る こと を 命じ られ て いま す 。 「 シ ラー トゥ ル ・ イ 
スラ ー ム | と いう の 本 の 冒頭 で は 、「 教 友 た ち (アッ ラー の お 
喜び が あり ます よう に ) の 全て に つい て 、 可 能 な 限り 良い こと 

を 話し な さ い 、 決し て 彼ら の 誰か に つい て 批判 を 述べ て ( は いけ 
NOS 72 の 宗派 に つい て は 、 一 部 の も の は 

急進 派 に な り 、 過 激 に な り ま し た 。 一 部 の も の は 推論 に 陥り は 
まり 、 正しい 結論 に に 至り ませ ん で し た 。 0 因 
信 し 、 一 部 の も の は 哲学 や 古代 ギリ シア 哲学 者 に 其 か れ ま し た 
。 こ れ に より 、 イ スラ ー ム の 教え に は 含ま れ な い 、 さら に は 禁 
じ ら れ て いる こと を 行い まし た 。 ビ ドゥ ッ ア に 包ま れ て し まい ま 
し た 。 ス ン ナ を 、 つ まり イス ラー ム を 放棄 し まし た 。 ア ブー・ 
バク ル ・ ス ッ ド ゥ ッ ー ク や 聖 ウ マル の よう に (アッ ラー の お 喜び 
が あり ます よう に ) の よう に 、 教 友 た ちの イジ ュ マ ー に よっ て 
最も 財 高 な 人 々 、 さ ら に 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 平安 が 
あり ます よう に ) を 受け 入れ よう と し な い 人 々 が は 出現 し まし 
た 。 預言 者 ムハンマド の ミラ ー ジ ュ で 、 肉 体 と 魂 が 一 緒 に 運ば 
れ た こと を 公定 する 人 々 が 増え まし た 。 

驚く べき こと に 、 今 日 で は イス ラー ム 学 者 と し て 知ら れる 
も の の 、 し か し 72 の 宗派 の うち で 最も 有害 な も る の が 、 「 イ スマ 
イリ ー ア 」 を 名 乗っ て 活動 し て いる 宗派 で す 話し て いる の が 見 
られ ます 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 平安 が あり ます よう 
に ) の 両親 が カー フィ ル で ある こと 、 六 言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 平安 が あり ます よう に ) が 預言 者 と し て 布教 を 始め る 前 
に 偶像 に 犠牲 を ささ げ て いた こと を 述べ 、 証 明 と し て シー ア 派 
の 書物 を 示す の で すし 。、 こ うい っ た 破壊 的 な 多く の 文章 で 純 
粋 無垢 な 若者 を 欺 き 、 毒 し よう と し て いる の で す 。 こ の よう な 
に 、 人 破壊 主義 者 の 意図 は が 、 イ スラ ー ム の 教え を 弱体 化す る こ 
と 、 若 者 の 信仰 を 奪う こと 、 彼 ら を 教え へ の 耕 定 で 和 株 すこ と で 
ある こと で ある の は 、 明 自 に 理解 で きま す 。 ハ ディ ー ス に お い 
て で は 、「 ク ルアー ン に 、 自 分 の 理性 で 意味 を 持た せよ うと す 
る 者 は カー フィ ル と な る | と され て いま す 。 宗教 学者 た ち は 徳 
を 備え た て いま し た 。 注意 深く 話し 、 書 いて いま し た 。 誤っ た こ 
と を 言わ な いよ うに し よう と 、 非 常に よく 考え て いま し た 。 適 
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当 に 話す こと , イス ラー ム を 、 そ の つの 文献 を 参照 せ ず に 参考 
に 知る の で は な く 、 イ スラ ー ム を 自分 の 誤っ た 見 解 や ゆがん だ 
考え を 通し て 説明 し よう と する こと は 、 イ スラ ー ム 学者 に 限ら 
ず 、 普 通 の ムスリム で すら や る べき こと で は あり ませ ん 。 預言 
者 ムハンマド (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) と 教 友 た ち 

(アッ ラー の お 喜び が あり ます よう に ) の の 偉大 さ を 理解 し な 
い 無知 な 人 々 に よる の 、 信 仰 を 傷つけ る 破壊 的 な 言葉 や 文章 が 
、 致 命 的 な 毒 で ある こと を 知る べき で す 。 

ベル シア 語 の 詩 の 翻訳 で す 。 

1 6 私 は 柳 の 葉 の よう に 謀 
2 o 

アッ ラー が 私 た ちの 心 で 、 愛 する 存在 の 愛情 を 深め て くだ 
さい ます よう に 。 敵 を 愛す る と いう 災い に 陥る こと が あり ませ 
ん よう に 。 一 つの 心 に 信仰 が ある こと の し る し は 、 ア ッ ラ ー が 
愛さ れる も の を 愛し 、 愛 され な いも の を 愛さ な いこ と で す 。 」 

行動 に お いて 、 宗 派 は 4#4 つ あり ます 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム 
イイ マー ムー ジ シャー ア ィ ー、 イ マー ム テ マー リク 、 イ マー ム ・ 
アフ マ ド ・ ビ ン ・ ハ ン バ リ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) の 法学 派 で す 。 

この 4 つの 法学 派 の りう ち 、 ど れ か 一 つ を 模範 と する こと が 必 
要 で す 。4 つ の 法学 派 と も ゃ も 、 真 実 で あり 、 正 し い ゃ も の で す 。 4 つ 
と も スン ナ 派 で す 。 私 た ち は イ マー ム ・ ア ー ザ ム の 法学 派 に 属 
し て いま す 。 こ の 法学 派 に 属す る 人 を 「 ハ ナ フ ィ ー 派 ] と 呼び 
ます 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム の 法学 派 に は 報 が あり 、 真 実 で す 
。 誤り が ある 可能 性 $ も あり ます 。 他 の 3 つの 法学 派 $ 同 様 で す 
。 善 行 で ある 可能 性 も あり ます 。 

そし て 、 信 仰 が 私 た ち に 永遠 に 残り 、 和 失わ れ な い 為 の 条件 
や 理由 も 6 つ あ り ま す 。 

1. 私 た ち は 目 に 見 えな いも の を 信じ ます 。 私 た ちの 信仰 は 
目 に 見 えな いも の に 対し て で あり 、 目 に 見 える も の に 対し て で 
は あり ませ ん 。 なぜなら 私 た ち は 、 崇 高 な る アッ ラー を 自分 た 
ちの 目 で 見 た とこ と が あり ませ ん 。 し か し 、 こ の 目 で 見 た か の よ 
うに 信じ 、 信 仰 し まし た 。 こ の こと に 何 の 疑 念 も ありま せん 。 

2. 地 で 、 天 で 、 人 間 に 、 天 使 た ち に 、 そ し て 駐 言 者 た ち ( 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) に 、 (アッ ラー の 祝 
福 と 平安 が あり ます よう に ) 幽玄 界 に つい て 知る 者 は いま せん 
。 崇高 な る アッ ラー の み が 幽 玄 界 を ご 存じ で あり 、 お 望み の こ 
と を 望む 相手 に 教え られ ます 。 (幽玄 界 と は 、 感 覚 器官 も し く 
は 計算 や 経験 で は 理解 する こと の で き な い こと と いう 意味 で す 
。 幽玄 界 を 知る の は 、 ア ッ ラ ー が 教え られ た 者 の み で す ) 。 
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3. ハ ラー ム を ハラ ー ム と 知り 、 信 じ る こと 。 

4. ハ ラー ル を ハラ ー ル と 知り 、 そ の よう に 信じ る こと 。 

5. 崇高 な る アッ ラー の 懲罰 に 不安 を 持ち 、 常 に 恐れ る こと 

6. どれ ほど 罪 び と で あっ た と し て も 、 崇 高 な る アッ ラー の 
慈悲 に 絶望 し な いこ と 。 

この 6 つの 事柄 の うち 、1 つ が が 、 人 に お いて 存在 せ ず 、 残 
り 5 つ が 存在 する 場合 、$ も し く は 1 つ だ けが 存在 し 、5 つ が 存在 
し な い 場 合 、 そ の 人 の 信仰 と イス ラー ム は 誠実 な ぉ の で は あり 
ませ ん 。 

さら に 、 現 在 信仰 を 持っ て いて も 、 将 来 的 に 信仰 が 失わ れ 
る 理由 と な る 事柄 が 、40 項 目 ほ ど あ り ま す 。 

1. ビ ド ゥ ッ ア の 持ち 主 と な る こと 。 つ まり 、 信 仰 が 損なわ れ 
て いる こと 。 (スン ナ 派 の 学者 た ち が 教 えて いる 正しい 信条 ヵ 
ら わ ず か で も ゃ 離れ た 人 は 、 逸 脱 者 あし く は カー フィ ル と な り ま 
す 。 信仰 す る こと が 絶対 に 必要 で ある こと を 信仰 し な い の で あ 
れ ば 、 す ぐに カー フィ ル と に な り ま す 。 信仰 す る こと が 絶対 に 
必要 で は な いこ と を 否定 する こと は 、「 ビ ドゥ ッ ア | もしくは 「 
逸脱 | となり ま す 。 今 際 の いま わ の 際 で 信仰 を 持た ず に この 世 
を 去る 理由 と な り ま す 。 

2. 弱い 信仰 、 す な わ ち 実践 を 伴わ な い 信仰 。 

3. 9 つの 器官 11 を 正しい 道 か ら 逸 脱 さ せる こと 。 

4. 大 き な 罪 を 犯し 続け る こと 。 (この 為 、 飲 酒 を 避け な け 
れ ば な り ま せん し 、 ムスリム の 女性 や 女児 は 頭 や 髪 、 ふ くら 
は ぎ や ひじ を 他人 で ある 男性 に 見 せ て は いけ ませ ん ) 。 

5. イ スラ ー 0 

6. 来世 に 信仰 を 持た ず に 行く こと を 恐れ な いこ と 。 

7. 迫害 を 行う こと 。 

8. スン ナ に だ 従っ て 読ま れる ムハンマド の アザ ー ン を 聴か な 
いこ と 。 (この よう に 読ま れる アザ ー ン に 重き を 置か な い 人 は 
、 す ぐに カー フィ ル と な り ま す ) 

9. 両親 に 反抗 する こと 。 彼ら の 、 イ スラ ー ム に お いて 適切 
で あり 、 罪 で は な い 命 令 に 対し 、 き つい 言葉 で 反抗 する こと 。 

10. 事実 で あれ 、 過 度 に 替 い を 立て る こと 。 

11. 礼 振 に お いて 、 ル クウ で 、 カ ウマ で 、 2 回 の サジ ュ ダ と 
ジャ ル サ で 、 礼 拝 の 根幹 で ある 行為 を 放棄 する こと 。 

12. 礼拝 を 重要 視 せ ず 、 学 び 、 子 ども たち に 教え る こと に 
重き を 置か な いこ と 、 礼 振 す る 人 の 妨げ と な る こと 。 
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13. ワイ ン や 、 飲 みす ぎる と 本 町 させ る 酒 を わずか で あれ 
飲 な こと 。 (ビー ル を 飲む こと も ハラ ー ム で す ) 

14. 信者 を 苦し め る こと 。 

15. 偽り で 聖人 の ふり を する こと 、 宗 教 的 知識 を 売る こと 


16. 罪 を 忘れ る こと 、 軽 視 す る こと 。 

17。 う 和 ぬ ば れる と と 、 思 い 上 が る こと 。 

18. 知識 や 宗教 的 実践 が 豊富 で ある と 言い うこ と 。 

19. 偽 信 者 で ある こと 、 二 面 性 を 持つ こと 。 

20. 始 む こと 、 宗 教 上 の 兄弟 に 災 始 する こと 。 

21. 国家 や 師 の 、 イ スラ ー ム に 反し て いな い 言 葉 に 従わ な 
いと と 。 イ スラ ー ム に 反する 命令 に 対立 する こと 。 

22. よく 知る こと な く 、 誰 か に つい て 良い と いう こと 。 

23. 嘘 の 主張 を 繰り 返す こと 。 
電 「「「「「「「「「「「「「「「 
な いこ 

25. ひげ を 、 ス ン ナ 以上 に 長く 伸ばす こと 。 

26. 男性 が 絹 の 衣装 を 着る こと 。( 人 口 絹 と 、 内 側が 綿 で あ 
る 絹 製 品 は 許さ れ ま す 。) 

27. 淫行 陰口 を 繰り 返す こと 。 

28. カー フィ ル で あっ た と し て も 、 隣 人 (カー フィ ル で あ 
9 売 ま し そる も) 閥 痛め る と と 。 
月 人 世俗 的 な 事 の 為 に 過度 に 怒る 起こ る こと 、 イ ライ ラ す 

30. 高利 貸 、 利 子 を 取る こと 、 支 払う こと 。 

31. うぬぼれ の 為 に 服 の 腕 や 裾 を 過度 に 長く する こと 。 

32. 魔術 や 呪術 を 行う こと 。 

生生 

34. アッ ラー が 愛さ れ て いる 誰か を 愛さ な いこ と 、 イ スラ 
AN * す る こと 。 

35. 信者 で ある 見 弟 に 三 日 以 上 立腹 し て いる こと 。 

36. 到 洲 を 続け る こと 。 

37. 同性 で の 性 交 を 行い 、 悔 悟 し な いこ と 。 

38. アザ ー ン を 、 法 学 書 で 教え られ た 時 間 に 、 ス ン ナ に 適 
っ た 形 で 読ま な いこ と 、 ス ン ナ に 従っ て 読ま れ た アザ ー ン に 敬 
意 を 示さ な いこ と 。 
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39. ハラ ー ム で ある 行い を 見 て 、 そ れ が で きる 力 が ある に 
も か か わら ず 、 優 し い 言 葉 で それ を 注意 拒否 し な いこ と 。 

40. 妻 、 娘 、 そ し て 忠 言 を 行う と いう 権利 を 持つ 女性 た ち 
が 、 頭 や 腕 、 足 が 見 える 形 で 、 飾 り 立 て 、 香 水 を つけ て 外出 す 
る こと 、 悪 い 人 々 と 会 うこ と を 認め る こと 。 

預言 者 た ち が 、 崇 高 な る アッ ラー か ら 運 ん で きた も の を 、 
言葉 で 繰り 返し て 、 心 で 受け 入れ る こと を 「 イ ー マ ー ン (信仰 
) 」 と 言い ます 。 預言 者 ムハンマド を 信じ て 、 彼 が 教え た こと 
(に よっ て 行動 する こと を 、「 イ スラ ー ム | と 言い ます 。 

そし て 、 教 えと 民族 1} と は 同一 の も の で す 。 預言 者 た ち が 崇 
高 な る アッ ラー か ら 信 仰 の 為 に もち もたらし た も の を 、 教 え 、 民 族 
11 と 呼び ます 。 

預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) か ら 実 践 や 行為 に つい て も た ら さ れ た 事柄 を 「 イ スラ ー ム 
| 、 や も し く は 「 イ スラ ー ム の 規則 」 と 呼び ます 。 

そし て 、 簡 潔 に 信仰 する こと で 十分 で す 。 解釈 す る こと 、 
信仰 を 深遠 な 形 で 知る こと は 必須 で は あり ませ ん 。 ム カッ リド 
(学ぶ こと な く 信 仰 を 持っ た 人 ) 、 理 解す る こと な く 信 仰 を 持 
っ た 人 の 信仰 は 、 有 効 で す 。 そし て 特定 一 定 の 場 で は 、 解 釈 も 
必要 で す 。 

信仰 に は 3 つの 部 分 が あり ます 。 イ ー マ ー ヌ ・ タ クリ ディ 
、 イ ー マ ー ヌ ・ イ ステ ィ ド ゥ ラー リ 、 イ ー マ ー ヌ ・ ハ キー キ で 
す 。 

イー マー ヌ ・ タ クリ ディ : イー マー ヌ ・ タ クリ ディ は 、 フ 
ァ ル ド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン ナ 、 ム スタ ハブ に つい て 知ら ず 、 両 親 
か ら 聞 いた 通り 信じ 、 見 た と お り に イ バ ー ダ を 行う 人 々 で すい 
ます 。 こ の よう な 人 々 の 信仰 に は 、 恐 れ が 抱か れ ま す 。 

ーー スィ イス チル ドッ ラー リリ クア ルド 、 ピー ジブ 、 
スン ナ 、 ム スタ ハブ 、 ハ ラー ム 、 全 て を 知り 、 イ スラ ー ム に 従 
いま す 。 信仰 すべ き 点 を 知り 、 教え も し ます 。 師 や イル ミ ハ ー 
ル の 書物 か ら 学 ん だ 、 こ うい っ た 人 々 の 信仰 は 強固 で す 。 

イー マー ヌ ・ ハ キー キ : 全 世 界 が 意見 を 一 致 さ せ 、 神 を 否 
定 し た と し て も ゃ 彼 は 否定 し ませ ん 。 そ の 心 に は 疑問 や 疑念 が 生 
じ る こと が 決し て あり ませ ん 。 彼 の 信仰 は 預言 者 た ちの 信仰 の 
よう で す 。 と の よう な 信仰 は 、 残 02 つの 信仰 より も 崇高 で す 
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そし て イス ラー ム の 規則 は 、 宗 教 的 行動 に 関す る も の で あ 
り 、 信 仰 に 対す る も の で は あり ませ ん 。 た だ 信仰 ゆえ に 天国 に 
入れ られ る こと は あり ます 。 し か し 、 た だ 宗教 的 行動 ゆえ に 天 
国 に 入る こと は あり ませ ん 。 行動 を 伴わ な い 信 仰 は 、 認 め ら れ 
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ます が 、 ま す 。 しかし 信仰 を 伴わ な い 行 動 は 認め られ ませ ん 。 
信仰 が な い 人 の イ バ ー ダ 、 善 行 、 サ ダ カ は 、 和 審判 の 日 に お いて 
何 の 役 に も 立ち ませ ん 。 信仰 は 他 者 に 与え を る こと が で きま せん 
。 し か し 、 行 動 に よる の 善行 与え られ る こと が で きま す 。 信 
仰 は 遺産 に は で きま せん 。 し か し 、 自 分 の 為 に 宗教 的 行為 を 行 
う よ う 、 遺 言 を する こと は で きま す 。 宗教 的 行為 を 放棄 する 人 
は 、 カ ー フ ィ ル と に は な り ま せん 。 し か し 信仰 を 放棄 し 、 宗 教 
的 行為 に 重き を 置か な い 人 は 、 カ ー フ ィ ル と な り ま す 。 障害 が 
あっ た り 、 支 障 が あ っ た りす る 人 の 宗教 的 行為 は 許さ れ ま す 。 
し か し 信仰 は 誰 に 対し て も ゃ 免除 され ませ ん 。 

預言 者 た ちの ウン マ に 伝え られ た 信仰 は 、 同 一 で す 。 し か 
し 、 規 則 、 教 え 、 宗 教 的 行為 に は 、 差 異 、 違 い が あ り ま す 。 

そし て 、 信 仰 に は 二 種類 あり ます 。 ーー つ は イー マー ヌ ・ フ 
ルク で あり 、 も う 一 つ は イー マー ヌ ・ カ ス ビ で す 。 

イー マー ヌ ・ フ ルク は 、 ア ッ ラ ー に 対し て 面 い を 行っ た 際 
32 に いら の 

イー マー ヌ ・ カ ス ビ は 、 思 春期 以降 に 得 ら れる 信仰 で す 。 
全て の 宗派 新 葉 の 信仰 は 同一 で す が 、。 宗教 的 行為 は 同一 で は 
あり ませ ん 。 信仰 は 、 常 に ファ ルド で す 。 宗教 的 行為 は 、 思 春 
期 に 達する と その 時 が 来る と ファ ルド に な り ま す 。 信仰 する こ 
と は 、 カ ー フ ィ ル と ムスリム へ の ファ ルド で す 。 宗教 的 行為 は 
、 ム スリ ム に の み だ け ファ ルド と な り ま で す 。 さらに 、 信 仰 は 
8 種 に 分 けら れ ま す 。 

イー マー ヌ ・ マ トッ プ : 天使 た ちの 信仰 で す 。 

イー マー ヌ ・ マ ー ス ム : 預言 者 た ちの 信仰 で す 。 
イー マー ヌ ・ マ ク デ ブー ル : 新 葉 1) の 信仰 で す 。 

イー マー ヌ ・ マ ウ ク フ : ビ ド ッ ア に 陥っ た 人 の 人 逸脱 し た 信 
仰 で す 。 

イー マー ヌ ・ マ ルド ッ ー ド ッ : 偽 信 者 が 見 せ て いる 偽り の 
信仰 で す 。 

イー マー ヌ ・ タ クリ ディ : 親 か みか ら 聞い た だ け で 、 師 か ら 学 
ん で は いな い 人 の 信仰 で す 。 こ の よう な 人 ん 々 の 信仰 は 菅 れ られ 
ます 。 

イー マー ヌ ・ イ ステ ィ ド ッ ラ ー リ : 7 崇高 な る アッ ラー を そ 
の 根拠 と 共に 理解 し 、 知 る 人 で す 。 彼 の 信仰 は 強固 な も の で す 
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イー マー ヌ ・ ハ キー キ : 全 世 界 が 一 致し て 神 を 否定 し た と 
し て ゃ 、 彼 は が 人 否定 する こと が あり し ませ ん 。 そ し て その 心 に 
疑問 や 疑念 が 生じ る こと は あり ませ ん 。 これ が 他 の 信仰 より も 
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崇高 で や る こと は 前 述 の と お り で す 。 

信仰 の 規定 は 3 つ で す 。 

まず 、 首 を 剣 か ら 救 いま す 。 2 つ 目 は 、 財 産 を 人 頭 税 や 頁 
ぎ 者 か ら 財 産 を 守り 救い ます 。 3 つめ は 、 体 を 地獄 で 焼 か れる 
こと か ら 救 いま す 。 

「 (アー マン トゥ ・ ビ ッ ラ ー ヒ ) 」 これ を 、 信 仰 の 特性 、 
信仰 の 本 質 と も 呼び ます 。 そ の 崇高 さや 誉れ ゆえ に その よう に 
呼ば れる の で す 。 

そし て 、 信 仰 す る こと が 必要 と な る 時 期 は 、 二 つ あ り ま す 
。 知 性 を 持つ こと 、 そ し て 思春 期 に 達する こと で す 。 

さら に 、 信 仰 の 要因 に も ゃ も 二 つ あ り ま す で す 。 世界 が 創造 さ 
れ た こと 、 そ し て 崇高 な る クル アー ン が 下さ れ た こと で す 。 

さら に 、 証 拠 は 二 つ で す 。 論 理 的 な 証拠 と 、 伝 承 さ れる 、 
伝え られ て いる 証拠 で す 。 

さら に 、 信 仰 の 根幹 、 本 体 も 二 つ で す 。 す な わ ち 、 言 葉 
し て 口 に 出す こと し 、 心 で それ を 認め る こと で す 。 それら 
条件 が 二 つ あ り ま す 。 

心 の 条件 は 、 疑 い を 持た な いこ と で す 。 言葉 の 条件 は 、 何 
を 話し て いる か 知る こと で す 。 

そし て 、 信 仰 は 被 造物 で し ょ うか ? 崇 高 な る アッ ラー の 導 
き 道 引き と いう 尊厳 か ら 、 そ れ は 被 造物 で は あり ませ ん 。 し か 
し 、 し ゃ も べ が 受け 入れ 、 決 め る と いう 点 で は 被 造物 で す 。 

信仰 は 一 つの 集合 体 で し ょ うか 、 分 別 さ れ て 、 バ ラバ ラ な 
も の で し ょ うか 。 

心 に お いて は 一 つの 集合 体 で あり 、 器 官 に お いて は 分 別 さ 
れ て いま す 。 

ヤキ ー ン : アッ ラー の 本 質 を 完全 に 知る こと で す 。 

ハウ フ : 崇高 な る アッ ラー を 恐れ る こと で す 。 

ラジ ャ ー : 崇高 な る アッ ラー の 慈悲 に 絶望 し な いこ と で す 
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ム ハ ッ ベト ゥ ッッ ラ ー : アッ ラー と 預 言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) に 、 イ スラ ー ム の 教え に 
、 そ し て 信者 に 愛情 を 抱く こと で す 。 

ハヤ ー : アッ ラー と 預言 者 へ ハン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) に 対し 、 恥 を 感じ る こと で す 。 

タワ ッ ク ル : 全て の 行い を アッ ラー に 委ね る こと で す 。 
つの 仕事 を 始め る 際 、 ア ッ ラ ー を 信頼 する こと で す 。 
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イー マー ン 、 イ スラ ー ム 、 イ フサ ー ン と は 何 を 指す で し ょ 
うか ? 

イー マー ン : 六 言 者 ムハンマド 下 が 教 えら れ た こと を 信じ る 
こと と で す 。 

イス ラー ム : 崇高 な る アッ ラー の 命令 に 従い 、 悪 事 を 人 避け 
OO 

イフ サー ン : 崇高 な る アッ ラー を 見 て いる か の よう に 、 イ 
バー ダ を 行う こと で す 。 

イー マー ン 1) : 辞書 で は 、 絶対 的 ( に 認め る こ と で す 。 イス ラ 
ー ム に お ける 6 つの 事柄 を 認め 、 信 じ る こと で す 。 

マー リフ ァ : 崇高 な る アッ ラー を 、 完 全 性 と いう 特性 を 備 
え 、 不 足 と いう 特性 か ら は 遠ざかっ て いる こと を 知る こと で す 
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タウ ヒー ド : 崇高 な る アッ ラー が 唯一 で ある と 認め る こと 
で す 。 そ の お 方 に 何者 も $ 配 さ な い こと で す 。 

イス ラー 0 AZ ム の 規則 ) と は 、 in 
ッ ラ ー の 命令 と 禁止 事項 と いう 意味 で す 。 宗 教 と 民族 11 と は 
信仰 する べき 事柄 を 死ぬ まで 守る こと で す 。 

さら に 、 信 仰 は 5 つの 要素 要塞 で 守ら れ ま す 。 

1. ア ッ ラ ー へ の 近 し さ 

2. イ フラ ー ス 

3. 義務 を 実践 し 、 ハ ラー ム を 人 避 ける こと 

4. スン ナ に 従う こと 

5. 徳 を 維持 する こと 、 気 に か ける こと で す 。 

誰 で あれ 、 こ の 5 つ を 守る な ら 、 信 仰 を 守っ た こと に な り 
NN 英 が 勝つ こと 
に な り ま す 。 信仰 の 敵 は 4 つ で す 。 右 に 、 悪 い 友 人 友達 、 左 に 
自我 の 欲望 、 前 で 現世 へ の 愛着 、 後 ろ の で シャ イタ ー ン が それ ぞ 
れ 、 信 仰 を 礁 お うと し て いま す 。 悪 い 友 人 友達 は た だ 、 人 の 財 
産 、 お 金 を 盗み 、 現 世 を 奪う 為 に 騙す の み 人 で は あり ませ ん 1 
友人 友達 の 中 で 最も 悪い 人 、 最も 有害 な 人 は 、 人 の 教え 、 信 
仰 、f 恥 の 意識 、 品 位 を 損なわ せよ うと する 人 で す 。 こ の よ 
夫 徳 や 幸福 を 攻撃 する の で す 。 ア ッ ラ ー 
が 私 た ちの 信仰 を 、 ア ッ ラ ー が これ ら の 英 の 災い か ら 、 イ スラ 
ー ム の 敵 の 欺 遇 か ら 守 っ て くだ さい ます よう に 。 

「 信 仰 告白 」、 つ まり ラー・ イ ラー ハ ・ イッ ラッ 
える こと の 神聖 な 意味 は 、。 崇 め 奉 つ る べき 存在 は 
ッ ラ ー の 他 に いな い 、 と いう こと で す 。 アッラー! 
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れ 、 唯 一 で あら れ ま す 。 類 する も の 、 並 び う る も の は 存在 し ま 
せん 。 時 間 と 空間 を 超越 され ます 。 

ムハンマド ッ ゥ ッ ン ・ ラ スー ルッ ラー と いう こと と の 
ムハンマド ・ ム スタ ファ (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
うに ) は 、 崇 高 な る アッ ラー の し も ゃ も べ で あり 、 正 し 
ある と いう こと で す 。 

私 た ちゃ また 彼 の ウン マ で す 、 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー。 

さら に 、 信 仰 告白 に は 8 つの 名 称 が あり ます 。 

1. 証言 の 言葉 

2. タ ウ ヒ ー ド (唯一 神 信仰 ) の 言葉 
イフ ラー ス の 言葉 
篤 信 の 言葉 
タイ イー バ の 言葉 
ダー ワ ト ッ ゥ ル ハ ッ ク 
-. ウ ル ワ ト ゥ ッ ル ヴ ス カ 
. 天 国 の 果実 の 言葉 

MS 

さら に 、 イ フラ ー ス の 条件 は 、 ニ ー ヤ (意図 ) する こと 、 
その 意味 を する こと 、 経 験 に 読む こと で す 。 11 

そし て 、 ズ ィ ク ル を 行う 人 は 、 
。 承認 1)、 敬 度 さ 、 良 い 言 葉 、 敬 意 で す 

承認 11 を 放棄 する 人 は 、 偽 信者 で す 。 胡 度 き を 放棄 する 人 は 
、 ビ ドッ ゥ ア の 持ち 主 で す 。 よい 言 葉 を 放棄 する 人 は 、 偽 善 者 で 
あり 、 見 せ か け だ け を 取り 繕 いま す 行い ます 。 敬 意 を 放棄 する 
人 は 、 フ ァ ー ス ク で す 。 も ゃ も し 否 定 す る な ら 、 カ ー フ ィ ル に な り 
ます 。 

さら に 、 ズ ィ ク ル は 3 種類 で す 。 

1. ズ ィ ク ル ・ ア ー ヴ ァ ム 

2. ズ ィ ク ル ・ ハ ヴァ ー ス 

3. ズ イィ クル ・ ア ハー ス で す 。 

ズ ィ ク ル ・ ア ー ヴ ァ ム は 、 無 知 な 人 々 の ズ ィ イク ル で す 。 ズ 
ィ ク ル ・ ハ ヴァ ー ス は 学者 た ちの ズ ィ ク ル 、 そ し て ズ ィ ク ル ・ 
アハ ー ス は 預言 者 た ちの ズ ィ ク ル で す 。 

そし て 、 ズ ィ ク ル を 行う 部 位 器官 も 3 つ あ り ま で す 。 

1. 舌 に よる ズ ィ ク ル で あり 、 信 仰 告白 の 言葉 を 述べ る こと 
で すず 。 
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2。 メ ダウ ヒー ド 、 み タス ピー ン ツ (数 人 昧 ) 、。 そ し て クル アー ン を 
読む こと で す 。 

3. 心 に よる ズ ィ ク ル で す 。 

心 に よる ズ ィ ク ル は 3 種類 で す 。 

1. 崇高 な る アッ ラー の 特性 を 証明 する 証拠 や 印 を 熟考 する 
と 

2. イ スラ ー ム の 規律 を 熟考 する こと 。 

3. 被 造物 の 神秘 に つい て 熟考 すろ る こと で す 。 

タフ シー ル (クル アー ン の 解釈 ) の 学者 た ち は 、 雌 和牛 章 第 
152 節 の 解釈 を 行い 、 崇 高 な る アッ ラー が 以下 の よう に お っ し 
ャ る と 語っ て いる の で す 。 1 し も べた ちょ 、 あ な た 方 が 会 順 き 
じ よう 。 も し あな た が 私 を ドッ アー と 共に 念じ る な ら 、 私 も あ 
な た を 愛情 を 持っ て 念じ よう 。 も し あな た が 私 を 従順 さ を 持っ 
て と 共に 念じ る の な ら 、 私 も わが 天国 で あな た 方 を 念じ よう 。 
も し あな た が 由 し い 場 所 で 私 を 念じ る た ら 、 私 も あな た を 和 審判 
の 集合 の 場 で あな た を 念じ よう 。 も し あな た が 、 欠 乏 の 中 で 私 
を 念じ る の な ら 、 私 も 援助 と 共に あな た を 念じ よう 。 あ な た が 
私 を 、 愛 情 と 共に 念じ る な ら 、 私 も あな た を 導き と 共に 念じ よ 
う 。 あ な た が 私 を 、 誠実 さと イフ ラー ス で 念じ る の な ら 、 私 も 
あな た を 救い と 共に 念じ よう 。 も し あな た が 、 神 聖 な フ ァ ー テ 
ィ ハ 章 と そこ に ある ルプ ブー ビー ヤ と 共に 念じ る の な ら 、 私 も あ 
な た を わが 慈悲 と 共に 念じ よう 」 と お っ し ゃ る 、 と 語っ て いる 
の で す 。 

さら に 、 学 者 た ち は ズ ィ ク ル を 行う こと の 100 ほ どの 効用 を 
学者 た ち は を 指摘 し て いま す 。 私 た ち は そ の いく つか を 教え ま 
陸 ま う 。 

スィ クル を 行う 人 KK、 ア ッッ ー は 満足 され ます 。 天使 た ち 


が 満足 し ます 。 シ ャ イタ ー ン は 悲し み ま す 。 心 は より よく 、 柔 
ら か く な り ま す 。 イ バー ダ を 喜ん で 、 努 力 し て 行う よう に な り 
ます 。 心 か ら 悲 し み が 取 り 除 か れ ま す 。 心 が 楽に な り ま す 。 顔 
を 輝 か せ ます 。 勇敢 さ を 持 つよ うに な り ま す 。 ア ッ ラ ー の 愛情 
を も た らし ま ・ 。 アッラー を 知る と いう 扉 が 一 つ 開 か れ ま す 。 

聖人 か ら 益 を 得 ま す 。80 ほ どの 感謝 の 徳 を 集め た こと に な り ま 
す 。 


[アシ ュ ハ ド ・ ア ン ナ ・ ム ハン マダ ン ・ ア ブ ド ッ フー・ ワ 
・ ラ スー ルフ 」 と いう こと の 神聖 な 意味 は 次 の 通り で す 。 未 世 
の 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に 
) は 、 崇 高 な ちろ ア ッ ラ ー の し も ゃ も べ で あり 、 預 言 者 で す 。 

彼 は 、 食 べら れ 、 飲 まれ 、 女 性 た ちと 婚 問 され て いま し た 
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息子 た ちや 娘 た ちがい まし た 。 皆 、 聖 ハー ティ ジャ か ら の 血 
筋 で し た 。 た だ イブ ラー ヒム は 、 マ ー リ ヤ と いう 奴隷 か ら 生ま 
れ ま し た 。 そ し て まだ 乳 飲み 子 の うち に 亡くな り ま し た 。 ファ 
2 (アッ ラー 生ま を 除く 子供 た 


は 皆 、 彼 自身 より も 先 に 亡くな り ま し た 。 彼女 は 、 聖 アリ ー 
NE ら お 韻 び が あり ます よう に ) と 結婚 し まし た 。 ネ レ 
て 聖 ハ サン 、 聖 フナ イン は 、 聖 アリ ー と 聖 フ ァ ー テ ィ マ の 子供 
た ち で す 。 > 規 た ちの うち 、 ファ ー テ ィ マ は 非常 に 徳 の ある 女性 
人 希 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます 

に ) が 愛さ れる 存在 で し た 。 

本 中 寺 の ンマ 1 ド は 11 人 の 妻 が いま し た 。 聖 ハ ー テ ィ ジ 
ャ 、 サ ウ ダ 、 ア ー イ シャ 、 ハ フサ 、 ウ ン ム ・ サ ラマ 、 ウ ン ム ・ 
ビー スパ 、 ボ イザ ブッ ロジ ティル * ジャ ジジ シュ 。 ザ イナ グ ・ ビ ピン 
ディ ッ ア ザイ マ 、 マ イム ー ナ 、 ジ ュ リ ソイ リヤ 、 サ フィ ア (アッ 
ラー の お 吉 び が あり ます よう に ) で し た 。 

彼 は 人 間 と ジン に 対し 、 正 と 邪 、 ハ ラー ム と ハラ ー ル 、 現 
世 の は か な さと 来世 の 永遠 さ を 教 え 、 教 えん の イル ミ ハ ー ル を 伝 
える た め に 遺 わ され た 真 の 預言 者 で すす 。 (アッ ラー の 祝福 と 平 
の もり ます トリ こ ) 

「 イ スラ ー ム の 源 ]」 は 4 つ あ り ま す 。 聖典 、 ス ン ナ 、 ウ ン 
マ の 一 致 、 ム ジュ タ ヒ ド の 類推 で す 。 学 者 た ち は 、 こ の 4 つの 
源 か ら 宗 教 的 な 知識 を この 4 つの 源 か ら 得 て いま す 。 聖典 と は 
、 崇 高 な る アッ ラー の 言葉 で す 。 ス ン ナ と は 、 六 言 者 ム ハ ン マ 
ド の 言葉 、 行 い 、 助 言 で す 。 ウ ンマ の 一 致 は 、 あ る 世紀 に いた 
ムジ ュ タ ヒド た ち 、 例 えば 教 友 た ち が 、 あ る い は 4 つの 法学 派 
が ある 点 で 意見 を 一 致 さ せる とこ と で す 。 類推 と は 、 ム ジュ タ ヒ 
ド た ち が あ る も の を 他 の も の と 比較 類推 する こと を 意味 し ます 
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さら に 、 宗 派 と は 、 辞 書 に よる と で は 道 を 指し ます 。 私 た 
ち に は 二 つ の 道 が あり ます 。 一 つ は 信条 の 道 、 も う 一 つ は 宗教 
的 行為 の 道 で す 。 信条 の 道 に お ける 私 た ちの イマ ー ム 、 す な わ 
ち 道 案内 は 、 ア ブー・ マ ンス ー ル ・ マト ゥ リ デ ィ ー (アッ ラー 
の 慈悲 が あり ます よう に ) で す 。 彼 の 道 を 「 ス ン ナ 派 」 と 呼び 
ます 。 宗教 的 行為 に お いて 私 た ちの 道 案 内 は 、 イ マー ム ・ ア ー 
ザム ・ ア ブー・ ハ ニー ファ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) で す 。 彼 の 道 を 「 ハ ナ フ ィ 学派 」 と 呼び ます 。 

アブ ー・ マ ンス ー ル ・ マ トゥ ッ リ ディ の 名 は ムハンマド で あ 
り 、 父 の 名 も ムハンマド 、 祖 父 の 名 も ムハンマド で し た 。 師 の 
名 は アブ ー・ ナ スル ・ イ ヤー ド で し た 。 

アブ ー・ ナ スル ・ イ ヤー ド の 師 の 名 は 、 ア ブー・ バ クル ・ 
ジュ ル ジ ャ ー ニ ー で あり 、 そ の 師 の 名 は アブ ー・ ス ライ マー ン 
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ルレ ジイ ーーー で あり 、 プ ジー・ ステイ マー シィ ジュル ツジ 


ャ ー ニ ー の 師 の 名 は アブ プー ユー ス フ と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド ・ 
シャ イ バ ー ニ で す 。 こ の 二 人 の 師 が 、 イ マー ム ・ ア ー ザ ム ・ ア 
ブー・ ハ ニー ファ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) で す 。 


(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) この よう に 、 信 条 の 流れ 
に お いて $、 宗 教 的 行為 の 流れ に お いて も 、 そ の 始祖 は イマ ー 
ム ・ アー ザム で す 。 

私 た ち が 知 る こ と が ファ ルド で ある 、3 種 の イマ ー ム が 存 
在 し ます 。 命令 令 と 禁止 事項 を 与え を る イマ ー ム が 、 崇 高 な る クル 
アー ン で す 。 こ れ ら に つい て 、 つ まり イス ラー ム に つい て 教え 
られ る イマ ー ム が 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 慈悲 が あり 
ます よう に ) で す 。 こ と これ ら を 行わ せる イマ ー ム が 、 預 言 者 ム ハ 
ンマ ドド の 代理 と な っ て いる イス ラー ム 国 家 の 長 で す 。 

イマ ー ム ・ ア ー ザ ム の 師 の 名 は ハン マ ド で あり 、 ハ ンマ ド 
の 師 の 名 は イブ ラー ヒム ・ ネ ハー イ で あり 、 そ の 師 の 名 は アル 
カマ ・ ビ ン ・ カ イス で あり 、 彼 の 叔父 に あたり ます 。 彼 の 師 の 
名 は アブ ドゥ ッ ラ ー・ イ ブ ニ ・ マ スッ ド (アッ ラー の 慈悲 が あ 
り ま す よ うに ) で す 。 (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 彼 
も 、 預 言 者 ムハンマド か ら 学 ん で いま す 。 

預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
) も ゃ 、 ジ ブラ ー イ ー ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) か 
ら 得 て いま す 。 そ し て ジブ ラー イー ル ゃ も (アッ ラー の 平安 が あ 
り ま す よ うに ) に は 、 崇 高 な る アッ ラー が 命令 を 与え られ まし 
た 。 

高 な る アッ ラー は 、 人 類 に 4 つの 鉱石 を 与え られ まし た 。 
仰 、 恥 の 意識 、 そ し て 宗教 的 行為 で す 。 

ドゥ アー と 宗教 的 行為 が 誰 鶴 め られ る た め の 条 件 と 
5 つ で す 。 信仰 、 知 識 、 意 図 、 ルク ラー ス 、 そ し て 他 の 
対し て 権利 の 侵 害 を し て いな いこ と で す 。 ま ず ス ン ナ 派 
条 を 持つ こと 、 それ か ら 行 われ る イ バ ー ダ の あり 方 や 条件 
を 知る こと が 必要 で す 。 (一 つの 宗教 的 行為 や イ バ ー ダ が 真正 
で ある こと と 、 そ れ が 受け 入れ られ る こと は 異な り ま す 。 イベ バ 
ー ダ が 真正 で ある た め に は 、 そ れ 自 体 に 特有 の 条件 や ファ ルド 
が あり ます 。 そ の うち の 一 つが 不足 し て いれ ば 、 そ の イ バ ー ダ 
は 真正 と は な り ま せん 。 そ の イ バ ー ダ は 行わ れ な か っ た こと に 
な る の で す 。 そ の 懲罰 か ら 救 われ る こと は で きま せん 。 上 真正 で 
あり な が らむ も 受 け 入 れ ら れ な か っ た イ バ ー ダ に は 懲罰 は あり ま 
せん 。 し か し 、 衝 和 和 65 る と と は で きま せん 。 

イ バ ー ダ が 受け 入れ られ る た め に は 、 まず 真正 で ある こ と 、 そ 
和 205 上 直 の な つの 人 寺 た きわ で いる に ちか の むす 
の 人 の 権利 も その 条件 に 含ま れ ま す ) 。 イ マー ム ・ ラ ッ バ ー ニ 
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(アッ ラー 人 こ ) は 、 第 2 巻 の 第 87 の 手紙 
で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 誰 か が 預言 者 の 行い の よう に 宗 
教 的 行為 を 行い 、 し か し 彼 が わずか で も 他人 の 権利 を 侵害 し て 
いる な ら 、 そ の 借り を 返す まで は 天国 に 入る こと は で き な い 。 
(ドゥ ア $ ゃ 受け 入れ られ な い ) 」 
イブ ニ ・ ハ ー ジ ャ ル ・ マ ッ キ ー (アッ ラー の 平安 が あり 
ます よう に ) は 、「 ザ ヴァ ー ジ ル 」| と いう 書物 で 、187 番 目 の 
罪 に つい て 説明 する 際 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 雌牛 章 第 
188 節 で は 「 あ な た が た の 間 で 、 不 法 に あな た が た の 財産 を 貧 
っ て は な ら な い 」| と 言わ れ て いま す 。 不当 な 道 と は 、 利 子 、 賭 
博 、 恐 喝 、 補 人 徐 、 計 略 、 背 信 。 虚偽 の 証言 、 湖 作 の 碧 約 を 行い 
歌 く こと で す 。 聖 ハデ ィ ー ス で は 、「 ハ ラー ル で ある も の を 食 
し 、 フ ァ ル ド を 実践 し 、 ハ ラー ム を 避け 、 人 々 に 害 を 与え な い 
ムスリム は 天国 に 行く 」、 ま た 「 ハ ラー ム で 育ま れ た 肉体 は 炎 
で 焼 か れる 」 、 さ ら に 「 災 厄 や 害 に つい て 信頼 で き な い 人 の 宗 
教 11}、 礼 排 、 ザ カー ト は 、 本 人 に 効果 褒賞 を も た ら さ な い 」 、 
また 「 身 に 着け て いる ジル ハー ブ が ハラ ー ム で ある 道 か ら 来 た 
得 ら れ た も の で ある 人 は 、 そ の 礼拝 は が 受け 入れ られ な い 」 と 
され て いま す 。 (ジル ハー ブ と は 、 女 性 が 用 いる 大 判 の スカ ー 
フ を 指し ます 。 男 性 の 長い 上 衣 を も 指し ます 。) ジル ハー ブ が 
、 女 性 用 の 2 パー ツ に な っ て いる 響い で ある と する 人 々 に よる 
な ら 、 聖 ハデ ィ ー ス で は 男性 も この い を 身 に 着け て いる こと 
が 述べ られ て いる 、 と され て いま す 。 こ の よう に 述べ る こと が 
正しく な いこ と 、 無 知 で 消 稽 な 信条 で ある こと は 明らか で す 。 
」 200 番 目 の 罪 に つい て 語る 際 に 言及 し て いる 聖 ハ ディ ー ス で 
、「 計 略 を 持っ て も の を 売る 人 は 、 我 々 の 仲間 で は な い 。 彼 が 
行く 場所 は 地獄 で ある 」 と され て いま す 。 210 番 目 の 罪 に 関す 
る ハデ ィ ー ス は 、「 多 く の 礼 拝 を 行い 、 断 食 を し 、 サ ダ カ を 与 
え 、 し か し その 言葉 で 隣人 を 傷つけ る も の の 行く 場所 は 、 地 獄 
0 と され て いま す 。 カー フィ ル で ある 隣人 を も 、 傷つけ 
こと な く 良 く 振 舞い 、 与 える こと が 必要 で す 。310 番 目 の 罪 
RE REN 「 平 時 に 、 不 当 な 理由 で カー フィ ル 
を 殺害 する 者 は 天国 に は 行け な い 」 、 ま た 「 二 人 の 
ムスリム が 現世 の 利益 の 為 に 争う な ら 、 死 ん だ 方 も 殺し た 
方 も 地獄 に 行く 」 、 さ ら に は 317 番 目 の 罪 に 関す る ハデ ィ ー ス 
で は 、「 他 者 を 迫害 する 人 は 、 最 後 の 審 判 の 日 に その 罰 を 受け 
る |」 と され て いま す 。 ムスリム で は な い 人 を 迫害 する こと に つ 
いて $ ゃ 同様 で す 。350 番 目 の ハ ディ ー ス で は 、 「 人 の ドッ アー 
は 必ず 受け 入れ られ る 。 迫害 され た 人 、 客 、 そ し て 両親 で ある 
] 、 さ ら に 「 カ ー フ ィ ル で あっ た と し て も 、 人 迫害 され た 人 の 呪 
い の ド ゥ アー は 拒 ま れ な い 」 、 さ ら に 402 番 目 の 罪 に 関す る ハ 
ディ ー ス で は 「 カ ー フ ィ ル で ある 友 を 殺害 する 者 は 、 我 々 の 仲 
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間 で は な い |」 、 そ し て 409 番 目 の 罪 に 関す る ハデ ィ ー ス で は 「 
罪 の うち 、 懲 罰 が 最も 早く 与え られ る も の は 、 国 家 に 反 送 する 
こと で ある | と され て いま す 。 ザ ザ ヴァー ジル か ら の 翻訳 は ここ 
まで で す 。 ム スリ ム よ ! も し あな た が アッ ラー の ご ご 満悦 を 得る 
こと 、 宗 教 的 行為 が 受け 入れ られ る こと を 望む な ら 、 上 記 の ハ 
ディ ー ス を 心 に 刻ん で くだ さい 。 ム スリ ム で あれ 、 カ ー フ ィ ル 
で あれ 、 人 の 財産 、 生 命 、 尊 厳 を 攻撃 し て は いけ ませ ん 。 誰 も 
傷つけ て は いけ ませ ん 。 侵害 し た 権利 が ある な ら 、 そ れ を 返し 
な さい 。 離婚 し た 女性 に マフ ル ( 婚 資 ) を 支払 うこ と も 、 相 手 
の 権利 で す 。 支 払わ な けれ ば 、 そ の 浪 が 現世 と 来世 で 非常 に 重 
いも の と な り ま す 。 他 者 の 権利 の うち で 最も 重要 で 懲罰 が 重い 
者 は 、 親 戚 や 自分 の 命令 下 に ある 者 に 宗教 的 知識 を 教え る こと 
を 放棄 する こと で す 。 も の | の フロ 
識 を 学ぶ こと 、 イ バー ダ を 行う こと を 、 人 迫害 や 基軸 に よっ て 妨 
害する 人 は カー フィ ル と な る こと 、 イ スラ ー ム の 敵 で ある こと 
が わか り ま す 。 ビ ドッ ゥ ッ ア の 持ち 主 で ある 人 々 、 宗 派 に 属さ な い 
人 々 が 、 言 葉 、 文 章 で スン ナ 派 の 知識 を 変え る こと 、 宗 教 や 信 
仰 を 破壊 し よう と する こ と ゃ 同様 で す 。 政 府 や 憲法 に 送ら っ て 
は いけ ませ ん 。 税金 を 払っ て くだ さい 。 政府 が 防 圧 で ファ ー ス 
ク で あっ た と し て も ゃ も 、 政 府 に 反抗 する こと は 罪 で ある と いう こ 
と が こと が 「 ベ リー カ 」 で 書か れ て いま す 。 イス ラー ム 国 家 で 
は な い 場 所 に お いて ゃ 、 法 律 や 命令 に 送ら っ て は いけ ませ ん 。 
争い を 扇動 し て は いけ ませ ん 。 イ スラ ー ム を 攻撃 する 人 、 ビ ド 
ッ ア の 持ち 主 、 宗 派 に 属さ な い 人 と 友達 に な っ て は いけ ませ ん 
。 彼ら が 出す 本 や 新聞 を 読ん で は いけ ませ ん 。 彼ら の ラジ オ や 
テレ ビ の 放送 を 家 で 聞い て は いけ ませ ん 。 あ な た の 言葉 を 聞く 
相手 に は 、 正 し いこ と を 命じ て くだ さい 。 つ まり 、 笑 顔 と 優し 
い 言 葉 で 、 中 言 を 与え て くだ さい 。 誰 と も 争っ て は いけ ませ ん 
。 派 な 徳 で 、 イ スラ ー ム の 崇高 さと 誉れ を 示し て くだ さい 。 
イプ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン (アッ ラー の 慈 章 が あり ます よう 
に ) は 第 一 巻 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 陰 部 は 、4 つの 法 
学派 の どれ で も 、 隠 すべ き 部 位 (アウ ラ ) で す 。 こ れ ら を 引 う 
5 0 の に 
い 人 は カー フィ ル と に な り ま す 。 膝 を 見 せ て いる 男性 に 
導 和 の ンド 28 
い 言 葉 で 忠告 し ます 。 相 手 が 繰り 返し 主張 する よう で あれ ば 、 
沈黙 し ます 。 大 も も が 見 えて いる 人 が 繰り 返し 主張 する よう で 
あれ ば 、 厳 し く 忠 告 し ます 。 陰 部 が 見 えて いる 人 が 繰り 返し 主 
張 す る よう な ら 、 判 事 に 訴え 、 強 制 的 に (殴打 し た り 、 投 獄 し 
た り し て ) 才 い ます 。 他 の 男性 の 陰部 を 見 る こと の 罪 も 、 こ の 
順 で 増し て いき ます 。」 女性 が 、 手 や 顔 を 除く 全身 、 足 、 腕 、 
胃 を 、 近 親 者 で は な い 男 性 や カー フィ ル の 女性 に 見 せな いと い 
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うこ と と は 、4 つ の 法学 派 に お いて ファ ルド で す 。 本 人 た ちゃ 父 
親 、 夫 が その こと を 重要 視 し な い の で あれ ば 、 カ ー フ ィ ル と な 
り ま す 。 男子 が 太もも や 足 を 出し て 、 女 子 が 頭 や 腕 を 出し て 遊 
ぶ こ と や 、 そ れ ら を 眺め る こと は 大 き な 罪 で す 。 ム スリ ム は 、 
自由 な 時 間 を 遊び や 価値 の な いこ と で 無駄 に し て は いけ ませ ん 
。 学 問 を 身 に 着け 、 礼 拝 を 行う こと で 有効 に 活用 する べき で す 
。 「 幸 福 の 化 学 ] で は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。 「 女 性 や 娘 
た ち が 、 頭 や 髪 、 腕 、 足 が 見 える 状態 で 外 に 出る こと が ハラ ー 
ム で ある と 同様 に 、 薄 手 の 、 飾 られ た 、 良 い 香り の 衣服 で 包ま 
れ て 出る こと も ハラ ー ム で す 。 こ の よう な 形 で 外 に 出る こと を 
許し 、 そ れ に 満足 し 、 気 に 入っ て いる 母親 、 父 親 、 夫 、 兄 弟 も 
、 彼 の 罪 と 懲罰 に 連座 し ます 。」 すなわち 、 地 和 獄 で 共に 焼 か れ 
る の で す 。 ゃ し 悔 代 する な ら 、 許 され 、 焼 か れる こと は あり ま 
せん 。 ア ッ ラ ー は 悔 悟 す る 人 を 愛さ れ ま す 。 女 性 た ち が 体 を 覆 
うこ と に つい て は 、「 有 益 な 知識 ] の 28 4 ペー ジ で も 詳し く 
語ら れ て いま す 。 


結婚 し 、 戦 い を 行っ た 預言 者 


務 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) が 4 0 歳 の 時 、 ジ ブラ ー イ ー ル と いう 名 の 天使 が 訪れ 、 彼 
が 預 言 者 で ある こと を 告げ まし た 。 こ れる も 預言 者 と な っ た 3 年 
後に は 、 マ ッ カ の 町 で 宣言 され まし た 。 こ の 年 を 「 使 命 任務 が 
与え られ た 年 」 と 呼び ます 。 2 7 回 、 聖 戦 が 行 お 子 案 わ れ ま し 
た 。 そ の うち 9 回 に は 、 兵 士 と し て 参加 され まし た 。 他 その 18 
回 に お いて は 司令 官 と し て 参加 され まし た 。4 人 の 男子 、4 人 の 
女子 、11 人 の 妻 、12 人 の 叔父 、6 人 の 叔母 が いま し た 。 25 上 蔵 で 
ハデ ィ ー ジ ャ と 結婚 し まし た 。50 歳 の 時 、 ハ ディ ー ジ ャ の 死 の 
後 師 の 粘土 11、 ア ッ ラ ー の 命令 に より アブ ー・ バ クル の 娘 ア ー 
イシ ャ と 結婚 し まし た 。63 歳 の 時 、 マ ディ ー ナ で 、 礼 拝 所 と つ 
な が っ た て いる 自室 で 亡くな り ま し た 。 そ の 部 屋 に 埋葬 は その 
部 屋 に され まし た 。 ア ブー・ バ クル と ウマ ル (アッ ラー の お 喜 
び が あり ます よう に ) も 、 こ の 部 屋 に 埋葬 され まし た 。 礼拝 所 
が 拡張 され 、 こ の 部 屋 は 礼拝 所 と な り ま し た の 中 に 含ま れ ま し 
た 。 マ ッ カ の クラ イシ ュ 族 の 長 で ある アブ ー・ ス フ ヤ ー ン ・ ビ 
ン ・ ハ ルビ ン の 娘 、 ウ ン ム ・ ハ ビー バ を 7 人 年 目 の に 妻 と し ま 
し た 。 ア ブー・ ス フ ヤ ー ン は ム ア ー ウ ィ ヤ (アッ ラー の お 喜び 
が あり ます よう に ) の 父 で す 。 マ ッ カ 征服 の 後 、 イ スラ ー ム を 
信仰 し まし た 。3 人 年 目 に ウマ ル (アッ ラー の お 喜び が あり ま 
す よ うに ) の 娘 ハ フサ と 結婚 し まし た 。 ヒ ジュ ラ 歴 5 年 に 、 べ 
ニー・ ム スタ ラク 族 の 奴隷 の うち 、 そ の 長 の 娘 で あっ た ジュ ワ 
イリ ヤ を 購入 し 、 奴 隷 の 身分 か ら 解 放し 、 結 婚 し まし た 。 ウン 
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ム ・ サ ラマ 、 サ ウ ダ 、 ザ イナ ブ ・ ビ ン テ ィ ・ フ ザイ マ 、 マ イム 
ー ナ と サフ ィ ー ヤ や (アッ ラー の お 喜び が あり ます よう に ) と 
は 、 宗 教 上 の 理由 か ら 結 婚 し まし た 。 叔母 の 娘 で ある ザイ ナー 
ブ と の 婚 燥 は 、 ア ッ ラ ー に よっ て な され まし た 。 

ジブ ラー イー ル は 24000 回 訪れ まし た 。52 蔵 の 時 、 ミ ラー ジ 
ュ で 天 に 昇 ら れ ま し た 。53 歳 で マヤ マッカ か ら 殻 マセ ディー ナ へ の に 
聖 選 を 行わ れ ま し た 。 サ ウル 山 の 洞 窟 で アブ ー・ バ クル と 三 夜 
過ごし 、 月 曜日 の 夜 に 出発 し まし た 。 一 週間 の 旅 で 、9 月 20 日 
月 曜日 に マデ ィ ー ナ の ク バ ー の 村 に 来 ま し た 。 金 曜日 に マデ ィ 
ー ナ に 入り まし た 。 

ヒジ ュ ラ 歴 2 年 に は 、 ラ マダ ー ン 月 の 金曜 日 に バド ル の 戦い 
が 起こ り ま し た 。 イ スラ ー ム 軍 は 313 人 の 兵 が お 折り 、 こ の う 
ちの 8 人 は 別 の 場所 で 任務 に つい て いま し た 。 ク ライ シュ 族 は 
1000 人 いま し た 。13 人 の 教 友 が 疾 死 し まし た 。 ア ブー・ ジ ャ フ 
ル と 70 人 の カー フィ ル が 殺害 され まし た 。 

ヒジ ェ ュ ラ 歴 3 年 の シャ ッ ワ ー ル 月 に は 、 ウ フ ド の 戦い が あり 
まし た 。 イ スラ ー ム 軍 は 700 人 で あり 、 カ ー フ ィ ル 側 は 3000 人 
で し た 。 教 友 た ちの うち 、70 人 が 狗 死 し まし た 。 ウ フ ド の 戦い 
の 4 か 月 後 、 ナ ジュ ド の 人 々 に イス ラー ム の 布教 の 為 70 人 の 若 
者 が 派遣 され まし た 。 「 ビ ー リ ・ マ ウー ナ 」 と 呼ば れる 場所 で 
攻撃 を 受け 、 二 人 の 教 友 を 除く 全て が 殺害 され まし た 。 

ヒジ ュ ラ 歴 5 年 に は 、 凌 壊 の 戦い が あり まし た 。 カ ー フ ィ ル 
は 1 万 人 、 ム スリ ム は 3000 人 で し た 。 マ ディ ー ナ が 標的 と され 
まし た 。 ム スリ ム は マデ ィ ー ナ 周辺 に 勅 壌 を 掘っ て いま し た 。 
ヒジ ュ ラ 歴 7 年 の ハイ バル の 戦い より も ゃ 1 年 前 に た 、 フ ダイ ビー マヤ 
で 「 ル ドッ ワン 条約 」 が 結ば れ ま し た 。 「 ム ー タ の 戦い 」 は 、 
ギリ シア 軍 の へ ヘラ クリ オス と の 間 で な され た 聖戦 で す 。 ム スリ 
ム は 3000 人 で し た 。 ギ リシア 箇 は 10 万 人 で し た 。 ジ ャ ー フ ァ ル 
・ タ イヤ ー ル (アッ ラー の お 喜び が あり ます よう に ) が この 戦 
いで 狗 死 し まし た 。 ハ リド ・ ビ ン ・ ワ ー ヒ ドド が この 戦い で 勝利 
し まし た 。 ヒ ジェ ュ ラ 歴 8 年 に は マッ カ が 征服 され まし た 。 フナ 
イン は 、 有 名 な 大 き な 戦 いで す 。 勝利 が 納め られ まし た 。 ハイ 
バル は 、 ユ ダ ヤ 人 の 有名 な 城 で す 。 預 言 者 ムハンマド は 、 そ こ 
に アリ ー を 派遣 され 、 征 服 さ れ た の で し た 。 六 言 者 ムハンマド 
は ここ で 毒 入 り の 食事 を 振舞 われ まし た が 、 食 べ ま せん で し た 
。 と この 戦い か ら の 帰途 、 ア ー イ シャ に 醒 い 中 傷 が な され まし た 
。 預言 者 ムハンマド 下 は 大 変電 し まれ まし た 。 クル アー ン の 言葉 
が 下り 、 こ の 中 傷 が 偽り で ある こと が 明らか に な り ま し た 。 タ 
ー イ フ に お ける 勝利 も よく 知ら れ て いま す 。 


7 


も し あな た が 幸福 を 求め る な ら 、 

イス ラー ム に し が みつ き な さ い 。 

、 い つ で も 

ファ ルド と ワー ジブ プ 、 ス ン ナ 、 行 うこ と が 推奨 され て いる こと 


善 を 命じ る こと 、 

全て を いつ で も 実行 し 、 決 し て 放棄 し て は いけ な い 、 
これ は 小さ い 、 こ と これ は 大 きい と 言っ て は いけ な い 

そし て マク ルー フ と ハラ ー ム を 避け な さい 、 

さら に は 他人 の 権利 に 注意 を 払い な さい 

スン ナ 派 で ある 人 か ら 学 びな さい 。 

その 知識 で 実行 し な さい 、 時 間 を 無駄 に し て は いけ な い 


信仰 の 詳細 に つい て 


信仰 の 詳細 は 1 2 あり ます 。 私 の 神 は アッ ラー で す 。 証拠 
は 、 雌 牛 章 163 節 で す 。 私 の 預言 者 は ムハンマド (アッ ラー の 
人 
第 29 節 で す 。 私 の 教え は イス ラー ー ム で す 。 証 拠 は 、 イム ラー ン 
家 章 の 第 19 節 で す 。 私 の 啓典 は 崇高 な る クル アー ン で す 。 証拠 
は 、 雌 和牛 章 第 2 人 節 で す 。 私 の ら キ プラ は 、 神聖 な カー バ で す 。 証 
拠 は 、 雌 牛 章 の 第 144 節 で す 。 

信条 に お ける 宗派 は 、「 ス ン ナ 派 」 で す 。 証拠 は 家畜 章 の 
0 

系 譜 は 、 預 言 者 チー ダム に 連なり ます 。 証拠 は 、 高 壁 章 の 
本 人 0 

私 の 民族 は 、 イ スラ ー ム の 民 で す 。 証拠 は 、 巡 礼 章 の 第 78 
攻守 す 。 

私 は ムハンマド の ウン マ に 属し ます 。 証拠 は 、 イ ムラ ー ン 
家 章 の 第 110 節 で す 。 

私 は 実際 に 信者 新車 で す 。 証 拠 は 戦列 章 の 第 4 節 で す 。 ア ル 
200 ドサ リ ルター 選 * ャ アラ ドウ り ・ タ ソリ ブ ィ 生 も セツ リス タグ ビィ 
0 アー パッ と ンク ルナ リィ クン ク レ ジー リー シン 

5 つの 理由 に より 、 知 識 は 行為 より ゃ より 尊い の で す 。 な 
ぜ な ら 知 識 と は それ に 従う われ る べき 対象 も の で あり 、 行 動 は 
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知識 それ に 従う ち も $ の だ か ら で す 。 知識 は 必須 必要 で あり 、 行 動 
は それ に 伴う も の だ か ら で す 。 知識 は それ 自体 で 効果 褒賞 を も 
た らし ます 。 行動 は 知識 を 伴わ な けれ ば 効果 褒賞 を も た らし ま 
せん 。 知識 は 知性 より も ゃ 尊い の で す 。 なぜなら 知識 は その 始ま 
り の な いも の で あり 、 知 性 は その 後に 来る も の で ある か ら で す 
。 人 は イフ ラー ス に よっ て 飾ら れ ま す 。 イ フラ ー ス は 、 信 仰 に 
よっ て 飾ら れ ま す 。 信仰 は 天国 に よっ て 飾ら れ ま す 。 天国 は 、 
天国 の 女性 や 男性 た ち に よっ て 飾ら れ ま す 。 そ し て アッ ラー の 
美 を 拝見 する こと に よっ て 飾ら れ ま す 。 

さら に 、 行 動 が 信仰 が 行動 より も 上 革 少 だ っ た と し た ら 、 月 
経 中 の 女性 が 定時 の 礼拝 を 免除 さ 許 され る こと は な か っ た で し 
ょ う 。 なぜなら 、 信 仰 に つい て は 許さ れ な いか ら で す 。 生涯 で 
一 度 信仰 告白 を 行う こと は ファ ルド で す 。 こ の 証拠 は 、 ム ハン 
マ 下 章 の 第 19 節 で す 。 信仰 告 白 を 行う こと に は 4 つの 条件 が あ 
り ま す 。 言葉 で 唱え る 際 に 、 心 の 備え が で き て いる こと 、 意 味 
を 知る こと 、 心 の イフ ラー ス と 共に 唱え る こと 、 敬 意 を 持っ て 
唱え る こと で す 。 

信仰 告白 を 行う こと に は 130 ほ どの 効果 褒賞 が あり ます 。 し 
か し 、 以 下 の 4 つ の 事柄 の うち 1 つ で も あれ ば 、 効 果 褒賞 は な 
亡くな り ま す 。 そ の 4 つと は 、 多 神 財 拝 、 疑 念 、 タ シュ ビ フ ( 
アッ ラー を 被 造 物 に 類似 する と 見 な すこ と ) 、 自 然 発生 主義 で 
す 。 多 神 崇拝 と は 、 ア ッ ラ ー に 何 か を 同等 に 配 す る こと を 言い 
ます 。 疑念 は 、 教 え に お いて 疑問 を 持つ こと で す 。 タ シュ ビ フ 
は 、 ア ッ ラ ー を 被 造物 に 類似 する と 見 な すこ と で す 。 自然 発生 
主義 6 は 、「 ア ッ ラ ー は 万 物 に 干渉 する こと は な い 。 全 て 、 時 
が 来れ ば 自然 に 発生 する 」 と 見 な すこ と で す 。 

さら に 、130 の 効果 褒賞 の うち 、30 は この 文章 で 言及 され て 
いま す 。30 の うち 5 は 現世 で 、5 は 死ぬ 際 、 5 は 墓 で 、5 は 審判 
集合 の 日 、5 は 地獄 、5 は 天国 で の も の で す 。 

現世 に お ける 5 つの 効果 褒賞 : 

1. その 名 が 良い 形 で 呼ば れ ま す 。 

2. イ スラ ー ム の 規則 が ファ ルド と な り ま す 。 

3. その 首 が 剣 か ら 救 われ ます 。 

4. 崇高 な る アッ ラー が 満足 され ます 。 

5. 信者 が 皆 、 彼 に 親愛 の 情 を 抱き ます 。 

死ぬ 際 の 5 つの 効果 褒賞 : 

1. アズ ライ ー ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) が 、 
美しい 姿 で 彼 に 訪れ ます 。 

2. 油 の 中 の 毛 を 取り 除く よう に スム ー ズ に 彼 の 魂 を 取り 去 
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り ま す 。 

3.. 天国 の 香り が も た ら さ れ ま す 来 ます 。 
IO 
5.. 信者 よ 、 あ な た は 天国 に 行く 、 と 呼び か けら れ ま す 。 

墓場 で の 5 つの 効果 褒賞 : 

1. 墓 が 広く な り ま す 。 

2. ム ン ケ ル と ナク ル が 美しい 姿 で 訪れ ます 。 

3.. 天使 が 、 彼 の が 知ら な いこ と を 彼 に 教え ます 。 

4. . 崇高 な る アッ ラー が 、 彼 の が 知ら な いこ と を ひら めか 
せら れ ま す 。 

5.. 天国 に お ける 位階 を 目 に し ます 。 

審判 集合 の 日 に お ける 5 つの 効果 褒賞 : 

. 質問 や 感情 1) が 容易 に な り ま す 。 
. 帳面 が 右側 か ら 与 えら れ ま す 。 
. 善行 と 悪行 の 重 さ を 調べ る 天 衝 で 、 善 行 の 方 が 重く な 


. アッ ラー の 崇高 な 位階 の る 陰 で 休む こと が で きま す 。 
5. スラ ー ト 橋 を 星 の よ うに 通過 し ます 。 
地獄 に お ける 5 つの 効果 褒賞 : 
1. 地獄 に 行っ た と し て も すれ ば 、 地 獄 の 民 の よう に 菅 ろ し 
い 目 に は あい ませ ん 。 
2.. シャ イタ ー ン と 和 争う こと が あり ませ ん 。 
3. . 手 に 火 の 手 錠 、 首 に 鎖 が 書け られ る こと は あり ませ ん 


. 考え た ぎる 湯 を 飲ま され る こと は あり ませ ん 。 
.. 氷 遠 に 地獄 に いる こと は あり ませ ん 。 
国 に お ける 5 つの 効果 褒賞 : 
.. 天使 た ち が 皆 、 彼 に 挨拶 し ます 。 
. 誠実 な 人々 と 親しく 接する こと が で きま す 。 
。 永遠 に 天国 に いる こと が で きま す 。 
. アッ ラー が 彼 に 満足 され ます 。 
. アッ ラー に まみ える こと が で きま す 。 
(カー ディ ・ ザ ー デ ・ ア フ メ ッ ド 師 は 「 フ ァ ラ ー イ ド ・ ウ 
ル ・ フ ァ ワ ー イ ド 」 と いう アー マン トゥ ッ ・ シ ャ ルフ の 本 で 次 の 
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よう に 語っ て いま す 。 | 地獄 に は 7 つの 層 が あり ます 。 そ れ ぞ 
れ の 層 の 炎 は 、 5 に 1 トブ 
俳 が 許さ れ て いな い 信 者 は 第 1 層 に 、 罪 に 応じ て 焼 か れ 、 そ の 
後 地獄 か み ら 出 され 、 天国 に 運ば れ ま す 。 2 所 BL の で の の 還 で 
は 、 様 々 な カー フィ ル が 永遠 に 焼 か れ ま す 。 六 が 最も 大 し い 第 
7 層 で は 、 信 信者 が 焼 か れ ま す 。 彼ら は 言葉 で は 、 イ スラ ー ム 
を 賛美 し 、 称 賛 し 、 心 で は 信じ て いな い 、 二 面 性 を 持つ 人 々 で 
す 。 カ ー フ ィ ル ( は 燃え て 灰 に な る と 再び 創造 され 、 さ ら に 焼 か 
れ ま す 。 永遠 に この よう に 焼 か ん る の で す 。 天国 と 地獄 は 今 で 
も 存在 し ます 。 一 部 の 学者 に よる と 、 地 獄 が どこ に ある か わか 
り ま せん 。 一 部 の 学者 に よる と 、 地 面 か ら 7 層 下 に あり ます 。 
これ ら の 言葉 は 、 天 球 に は 存在 し な いこ と を 示し ます 。 天球 、 
太陽 、 全 て の 星 が 天 の 第 1 層 に ある こと を 考え る な ら 、 私 た ち 
が 地上 の どこ に いた と し て ゃ $、7 層 の 天 の 下 に 空 が あり ます 。 
地獄 は 、7 層 の 地 の う ちの どこ か に ある こと が 明らか な の で す 
O 」 


ク フ ル を 引き 起こ す も の 


ク フ ル (アッ ラー へ の 敵意 ) に は 、 三 種類 あり ます 。 頑 迷 
さ に よる ク フ ル 、 無 知 に E の の 05 よる ク フ ル で す 。 

頑 迷 さ に よる ク フ ル は アブ ー・ ジ ャ フル や フィ ルアウ ン ( 
ファ ラオ ) 、 ナ ムル ー ド 、 シ ャ ダッ ド の ク フ ル の よう に 、 教 え 
や 信仰 を 知り つつ も 信じ な いこ と で あり 、 彼 ら に つい て 「 彼 ら 
は 地獄 に 行く だ ろう 」 と 言う こと も 許さ れ ま す 。 

無知 に よる ク フ ル は 不信 心 者 の 多く の 人 を 指し ます で あり 
nu の 教え が 真実 で ある こと を 知っ て お り 、 ア ザー ン 
が 読ま れる 時 に は それ を 聞い て は いる も の の 、 ム スリ ム に な り 
な さい と 言わ れる と 、 我 々 は 先祖 代々 この よう に し て きた 、 と こと 
れ を 続け る 、 と 言い ます 。 

判断 に よる ク フ ル は 、 敬 意 を 示す べき も の を と ころ で 聞 視 
人 SI 

崇高 な る アッ ラー の 聖人 た ち 、 預 言 者 た ち 、 学 者 た ちや 彼 
ら の 言葉 、 イ スラ ー 二 の 生 の の ンド は 敬意 を 払う べ 
き な の に 、 そ れ を 葉 視 する の で あれ ば 、 そ れ も ク フル で す 。 不 
信心 者 の 宗教 儀式 を 気に入る こと 、 必 要 が な い の に 彼ら の 僧 衣 
を 身 に 着け る こと 、 神 父 に 特有 の 帽子 や 十字 架 と いっ た 不信 心 
者 の し る し で ある も の を 用 いる こと 、 そ れ ら を 好む こと は ク フ 
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ル で す 。 

ク フ ル に は 七 つ の 害 が あり ます 。 そ の 教え や 婚 問 が 損なわ 
れ ま す 。 そ の 人 が 層 っ た も の は 食べ られ な く な り ま す 。 合法 と 
し て 行っ た も の が 非 合 法 と な り ま す 。 そ の 人 を 殺害 する こと が 
許さ れる こと と な り ま す 。 天国 が その 人 か ら 遠 ざ で か さ な り ます 
。 地 獄 が 近づき ます 。 そ の 状態 で 死ね な ば 、 そ の 人 の 為 に 礼拝 を 
行う こと が で きま せん 。 

本 人 の 同意 に より 、 何 々 が 誰 々 に あれ ば 、 も し く は な けれ 
ば 私 は 不信 心 者 に な る 、 ふ も しく は ユダ ヤ 教 和 に な る 、 と 匠 い を 
行っ た の で あれ ば 、 そ の も の が その 人 に あっ て も な く て も その 
人 が 自分 け の 同意 * で ク フ ル に 至っ た こと に こ な り ます 。 その 信仰 や 
婚 問 に を も う 一 度 人 人 る 、 も う 一 度 結ぶ 復旧 され る こと が 必要 で 
す 。 

到 洲 、 利 子 や 嘘 と いっ た 、 ど の 教え で も 禁止 で も ある こと に 
つい て 、 合 法 で あれ ば よかっ た の に 、 自 分 も や っ て いた の に 
と 願う こと は それ も ク フ ル で す 。 

預言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 
信じ る 、 で も アー ダ デ ム (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) 
が 預言 者 で あっ た か どう か は わか ら な い 、 と いう な ら 、 不 信心 
者 に な り ま す 。 預言 者 ムハンマド が 末 世 の 預言 者 で ある こと を 
知ら な い 人 は 、 不 信心 者 と な り ま す 。 

誰か が 、「 預 言 者 た ちがい うこ と と が 本 当 な ら 、 私 た ち は 救 
われ る は ず だ た 」 、 と 言っ た と すれ ば 不信 心 者 と な る 、 と 言わ 
0 逆 ビ ピル ギ ヴィ ー は 、「 何 ら か の 言葉 を 疑い と いう 
形 で ば ク フ ル に な る 。 確信 を も っ て 語れ ば 、 ク フル で は な 
い 」 還 「 来 な さい 、 礼 拝 し な さい | と 
言い 、 そ の 人 が 「 し や ら な い 」 と 言え ば 、 不 信心 者 と な る 、 と 
言わ れ て いま す 。 た だ し 、「 あ な た の 言葉 で は し や ら な い 、 ア 
ッ ラ ー の 命令 で す や る 」 と 言え ば 、 不 信心 者 に は な り ま せん 。 

誰か に 、「 ひ げ を この 長 さ より る も 短く する な 」 も し く は 「 
この 長 さ より も 長い 部 分 を 切れ 」 ある い は 「 爪 を 切れ 、 な ぜ な 
ら 預 言 者 へ ムハンマド の スン ナ だ か ら 」 と 言い 、 彼 が 「 切 ら な い 
」 と 言う な ら 、 不 信心 者 と な り ま す 。 他 の スン ナ に つい て も る 同 
様 で す 。 特 に 、 ス ン ナ で ある こ と が 知識 や 証拠 に よっ て 明らか 
で ある 場合 で す 。 ミ スワ ー ク が その 例 で す 。 故 ビル ギ ヴ ィ ー は 

了 』 の 言葉 を 、 スン ナ を 否定 する 形 で で 言え を ば ク フ ル で ある 。 
た だ し 、 あ な た の 命令 で は や ら な い 、 務 言 者 へ ムハンマド の スン 
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ナ で ある か ら や る の だ 、 と 言う な ら 、 ク フル で は な い 」 と 語っ 
Ce ます 

ユ ス フ ・ カ ル ダ ヴ グ ヴィー は 「 ア ル ・ ハ ラー ル ・ ワ ル ・ ハ ラー 
ム ・ フ ィ ル ・ イ スラ ー ム 」 と いう 本 の 第 4 版 の 81 ペ ー ジ で 次 の 
よう に 語っ て いま す 。 「 ブ ハー リー の ハデ ィ ー ス で は 、 多 神 教 
徒 と は 反対 の こと を 行い な さい 、 あ ご ひげ を 伸ばし な さい 、 口 
ひげ を 切り な さい | と 言わ れ て いる 。 こ の ハデ ィ ー ス は 、 あ ご 
ひげ を そる こと 、 一 定 よ りゃ も 短く する こと を 否 定 し て いる する 
。 拝 炎 教 徒 は あご ひげ を 切り 、 剃 る 、 そ る 者 も いる る 。 ハ ディ 
ー ス は 、 彼 ら と は 送 の こと を する こと を 命じ て いる 。 イ スラ ー 
ム 法 学者 の 一 部 は この ハデ ィ ー ス に つい て を 、 あ ご ひげ を 伸 ば 
すこ と が ワー ジブ (義務 ) で ある こと 、 あ ご ひげ を そる こと は 
ハラ ー ム で ある こと と を 示し て いる 、 と し て いる る 。 そ の うち の 
の イブ ニ ・ タ イミ ー ヤ は 、 が あご ど ひ げ を 切る こと に 対し 、 か な 
り 強 い 形 で 対立 し て いる る 。 一 部 の 学者 た ち は 、 あ ご ひげ を 伸 
ば すこ と は 風習 で あり 、 上 宗 拝 行為 で は な いと こと を 教え て いる 
る 。 「 フ ェ テ ィ フ | の 本 は イー ヤー ド か ら 引 用 し 、 支 障 が な い 
の に あご ひげ を 切る こと は マク ルー フ (忌避 され る べき も の ) 
で ある と し て いる る 。 これ が 最も 正しい の で ある い の は 、 こ れ 
で ある 。 こ と の ハデ ィ ー ス は あご ど ご ひげ を 伸ばす こと が ワー ジブ で 
ある と 示し て いる 、 と いう こと は で き な い な い 。 なぜなら 、 デ ブ 
ハー リー に よっ て まとめ られ た で 書か れ て いる ハデ ィ ー ス で は 
、「 ユ ダ ヤ 教 徒 や キリ スト 教徒 は ( 髪 や あご ひげ を ) 染め て い 
な い 。 あ な た 方 は 彼ら と 反対 の こと を し な さい | と され て いる 
る 。 つ まり 、 あ な た 方 は 染め な さい と 言わ れ て いる が 、。 こ の 
ハデ ィ ー ス は 、 髪 や あご ひげ を 染め る こと が ワー ジブ で ある こ 
と を 示し て は いな いな い 。 ム スタ ハブ (奨励 され る も の ) で あ 
る と 示し て いる の で ある 。 なぜなら 、 教 友 の 一 部 は 染め て いた 
ゃ の の 、 大 多数 は 染め て いな か っ た た めで ある か ら で あ る 。 ワ 
ー ジ ブ で あれ ば 皆 、 染 め て いた は ず で ある で あろ う 。 あ ご ひげ 
を 伸ばす こと を 命じ る ハデ ィ ー ス も これ と 同様 で も あり 、 あ ご ひ 
げ を 伸ばす こと は 義務 で は な く 、 奨 励 さ れる べき も の で ある と 
示し て いる の で ある ある 。 イ スラ ー ム 学者 の うち 誰 も 、 あ ご ひ 
げ を そっ た と は 伝え られ て いな いな い 。 なぜなら 、 彼 ら の 時 代 
に は 、 あ ご ひげ を 伸ばす こと は 風習 で あっ た か ら で あ る 。 ( ム 
スリ ム の 風習 に 従わ な いこ と は 足 避 され る べき も ゃ も の で ある ある 
。 そ れ が 扇動 の 要因 と な れ ば 、 ハ ラー ム と な る 。 る) 」 カル ダ 
ー ヴ ィ ー か ら の 翻訳 は ここ まで で す 。 カ ル ダ ー ヴ ィ ー は 本 の 前 
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書き で 、 四 つの 法学 派 の 法学 の 知識 を 混合 し た こと 、 ど れ か 一 
つの 学派 の み を 模 條 する こと は 適切 で は な いと いっ た こと こと 
を 書い て いま する 。 こ れ に よっ て 、 ス ン ナ 派 の 学者 と 言う 道 か 
ら 外 れ て し まっ て いる の で す 。 ス ン ナ 派 の 学者 は 、 全 て の ム ス 
リム が 四 つ の 法学 派 の うち どれ か ーー つ に 従う こと が 必要 で ある 
こと 、 法 学派 を 混合 する こと は 無 宗派 、 さ ら に は 罪 と な る こと 
を 伝え て いま す 。 一 方 で 、 カ ル ダ ー ヴ ィ ー の あご ひげ に つい て 
の 文章 は 、 ハ ナ フ ィ ー 学 派 の 意見 を 示す も の で あり 、 文 章 と し 
て 引用 する こと は 適切 で ある と 判断 され た も の で す 。 ア ブ ド ッ 
ル ハ ッ ク ・ ダ フラ ヴィ ー 帥 は 、「 ア シア トゥ ル ・ ラ マ ア トッ ]」 
の 第 3 版 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 イ スラ ー ム 学者 が 売 者 
た ち は 、 髪 や あご ひげ を 染め る こと に 関し て は 自分 の 住む 地域 
の 風習 に 従っ て いる る 。 な ぜ な ら 、 許 され る 、 合 法 で ある 行い 
に お いて 、 住 ん で いる 地域 の 風習 に 従わ な いこ と は 名 誉 名 声 を 
失う 得る こと に つなが り 、 こ れ は 足 避 され る べき こと で ある た 
めで ある 。」 ムハンマド ・ ハ ー デ ィ ミ ー (アッ ラー の 慈悲 が あ 
り ま す よ うに ) は 、「 ベ リー カ 」 と 言う 書物 で 次 の よう に 語っ 
て いま す 。 「 ハ ディ ー ス で は 、 口 ひげ を 短く 、 あ ご ひげ を 長く 
し な さい と 言わ れ て いる る 。 と の 為 、 あ ご ひげ を そる と と 、 切 
る と と 、 ス ン ナ で ある 長 さ より ゃ 短く する こと は が 否 定 さ れ て 
いる る 。 あ ご ひげ を 一 定 の 長 さ に 伸ばす こと は スン ナ で す あ る 
。 あ ご ひげ を 一 定 の 長 さ より 短く する こと は 許さ れ な いな い 。 
一 定 の 長 さ より も ゃ 長い 部 分 を 切る こと も スン ナ で ある 。 あ る 」 
この 長 さ と は 、 辱 の 淵 か ら 指 4 本 分 の 長 さ を 指し ます 。 ス ン ナ 
で ある こと 、 さ ら に は ムズ バンフ (合法 ) で ある こと を 王 が 命令 し 
た 場合 、 そ れ を 行う こと は ワー ジブ プ (義務 ) と に な り ま す 。 王 
、 そ し て すべ て の 恩 ム スリ ム が 行う こと が 命じ られ て いる と い 
うこ と で す 。 こ の よう な 場所 で は 、 あ ご ひげ を 一 定 の 長 さ に 伸 
ば すこ と が ワー ジブ と な り ま す 。 一定 の 長 さ より も 短く する こ 
と 、 も し く は 剃る こと は 、 ワ ー ジ ブ の 放棄 に な り ま す 。 タ フリ 
ー メ ン ・ マ クル ー フ (クル アー ン や ハデ ィ ー ス の 解 息 の 結果 、 
忌避 され る べべ きもの) と な り ま す 。 こ の 人 が モス ク で 導師 と な 
る こと は 合法 と は な り ま せん 。 た だ し 、 戦 い の 場 に いる 者 、 も 
し く は 迫害 を 避け る 為 、 生 計 を 得る 手段 を 失わ な い 為 、 あ る い 
は 教え の 命令 を 教え る 為 、 ム スリ ム や イス ラー ム に 奉仕 を 行う 
為 、 教 え や 高潔 さ を 守 る 為 に あご ひげ を そる こと は 合法 で あり 
、 さ ら に は 必要 と 見 な され ます 。 支障 が な い 状 態 で 、 短 くす る 
こと や 、 剃 る そる こと が 足 避 され る の で す 。 一定 の 長 さ より も ゃ 
あご ど ご ひげ を 短く し 、 そ れ に よっ て スン ナ を 行っ て 居る と 信じ る 
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こと は 、 ビ ドゥ ア と な り ま す 。 ス ン ナ を 変え よう と する こと に 
な り ま す 。 と の よう な ビ ド ッ ヶ ア を 行う と と は ほ は 、 人 を 殺す ず と と よ 
りゃ な お 大 き な 罪 で す 。 

女性 と 男性 が 知性 を 持ち 、 思 春期 を 経て お り 、 婚 問 を 行っ 
て いる 状態 で 、 彼 ら に 信仰 の あり 方 を 聞い た 際 に 応え る こと が 
で き な い 場合 けれ ば 、 彼 ら は ムスリム で は あり ませ ん 。 彼ら に 
信じ る べき 事柄 を 教え 、 そ の 後 で 改め て 婚 敵 を 行わ せる な ら 、 
その 婚 問 は 純正 な る の と な り ま す 。 5 4 の ファ ルド の 項目 を 見 
て くだ さい 。 

誰か が 口ひげ を 整え 、 そ ば に いた 人 が それ は 何 の 役 に ゃ 立 
た な いと 言っ た の で あれ ば 、 そ れ を 言っ た 人 が ク フ ル の 状態 に 
ある と 懸念 され ます 。 な ぜ な ら 口 ひげ を 短く する こと は スン ナ 
で ある か ら で す 。 ス ン ナ を 軽視 し た こと に な る の で す 。 

誰か が 全身 を 絹 の 衣装 で 覆っ て お り 、 誰 か が 彼 に 祝福 され 
る よう に 、 と 言え ば 、 そ の 人 の ク フ ル が 懸念 され ます 。 

誰か が 、 キ ブラ の 方 向 に 足 を 向け て 寝 て いる 、 も し く は 貴 
を 吐く 、 も し く は キ ブ ラ に 対し て 怒鳴 る と 言っ た 忌避 され る べ 
きこ と を 行っ た と し て っ た の で あれ ば 、 彼 に その 行い は 忌避 さ 
れる べき だ 、 や め な さい と 言っ た 場合 の で あれ ば 、 そ の 人 が 彼 
に 「 全 て の 罪 が これ だ け で あれ ば 1)」 、 と 言っ た の で あれ ば 、 
その 人 の ク フ ル が 懸念 され ます 。 つ まり 、 忌 避 さ れる べき も ゃ も の 
を 軽視 し た か ら で す 。 

さら に 、 誰 か の 召使 が ドア か ら 中 に 入っ て っ た 時 に その 主 
人 に 挨拶 を し た 時 、 主 人 が その そば に 誰か が お り 、「 黙 りな さ 
い 、 主 人 に 挨拶 を する と は どう いう と と だ 」 、 と 言う な ら 、 そ 
の 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 た だ し 、 礼 儀 作 法 を 教え る 為 で あ 
り 、 挨 拶 は 心 で 行う べき だ っ た と 言う 為 に を うし た の で あれ ば 
、 ク フル と は な ら な いこ と は 明らか で す 。 

誰か が その 場 に いな い 人 の 陰口 を 行い 、 そ ば に いた 人 か 陰 
口 を やめ る よう に 言っ た 時 、 そ の 人 が 「 こ の 程度 れ ぐ らい な ん 
で も な い 」| と いう な ら 、 不 信心 者 と な り ま す 。 こ と これら の 行為 に 
より 、 ハ ラー ム を 軽視 し 、 悪 事 と 見 な し て いな い 為 で す 。 誰か 
が 、 ア ッ ラ ー が 天国 を 私 に 与え た と し て も 、 あ な た な し で は 天 
国 に 行か な い 、 と 言え ば 、 も し く は 誰か と 一 緒 に 天国 に 行く こ 
と が 命じ られ た ら 行 か な いと 言え ば もしくは アッ ラー が 私 に 
天国 を 与え られ て も 私 は 求め な い 、 し か し その お 顔 は 拝み た い 
、 と 言え ば 、 こ れ ら の 言葉 は ク フ ル と な り ま す 。 誰か が 、 信 仰 
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は 増減 する 、 と 言え ば 、 ク フル と な る と 言わ れ て いま す 。 ビル 
ギ ヴ ィ ー は 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 信 仰 の 条件 と いう 意味 
で 、 増 える 、 減 る と いっ て いる の で あれ は ク フ ル で ある 。 し か 
し 近 し さ や 誠実 さ の 度合 い に つ いて 述べ て いる の で あれ ば 、 ク 
フル で は な い 。 な ぜ な ら ム ジュ タ ヒ ド た ちの 多く が 、 信 仰 の 増 
減 に つい て 言及 し て いる か ら で あ る 。」 

誰か が 、「 キ ブラ は 二 つ あ る 、 一 つ は カー バ で 一 つ は エル 
サレ ム で ある 」| 、 と 言え ば 、 ク フル に な り ま す 。 ビ ル ギ ゾ ヴィ ー 
は 次 の よう に 語っ て いま す 。 | 今 、 二 つ で ある と 言え ば 、 ク フ 
ル と に な る 。 し か し 、 エ ル サ レ ム が キ ブ ラ で あっ た が 後に カー 
バ が キ ブ ラ と な っ た 、 と 言え ば 、 ク フル で は な い 。」 

誰か が 、 学 者 に 対し 気持 ち が 冷 覚め て し まい えば 、 そ し て 
それ に 正しい 理由 も な けれ ば その 人 の ク フ ル が 懸念 され ます 。 

誰か が 、 不 信心 者 の 崇拝 行為 、 イ スラ ー ム に は ふさ わし く 
な い 行 い を 素晴らし いと 言い 、 そ の よう に 信じ る こと は れ ば 
ク フ ル と な り ま す 。 誰か が 「 食 事 中 に 話 を し な い の は 拝 火 教 徒 
の よい 習慣 だ 」 と 言え を ば 、 も し く は 生理 中 、 産 竹 期 に 異性 と 寝 
な い の は 拝 火 教 徒 の よい 点 だ と 言え ば 、 そ の 人 は 不信 心 者 と な 
る と 言わ れ て いま す 。 

誰か が 誰か に 、 あ な た は ムスリム か と 尋ね 、 そ の 人 が イン 
シャ ラー、 と 答え 、 明 ら か に し な い の で あれ ば 、 そ れ は ク フ ル 
と な り ま す 。 

誰か が 、 子 供 を 亡くし た 人 に 対し 「 ア ッ ラ ー は あな た の 息 
子 を 必要 と し て いた 」| 、 と 言え ば 、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て 
いま す 。 

女性 が 腰 に 黒い ひも を 巻き 、 こ れ が 何かと 聞か れ た 時 に 「 
キリ スト 教徒 の 衣装 で ある ズン ナー ル で ある 」 と 答え れ ば 、 そ 
の 人 は 不信 心 者 と な り 、 男 性 に 対し て ハラ ー ム と な り ま す 。 

誰か が ハラ ー ム で ある も の を 食べ て 「 ビ スミ ッ ラ ー ( 神 の 
名 に お いて ) 」 と 言え ば 、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て いま す 。 
ビル ギ ヴ ィ ー は 次 の よう に 語っ て いま す 。 | 私 が 理解 し た 限り 
、 法 的 に 禁じ られ て いれ ば 、 (汚れ た 、 死 ん だ 動物 の 肉 の よう 
に 、 そ し て その 動物 の 脂肪 の よう に ) 不信 心 者 と な る 。 し か し 
、 法 的 に 禁じ られ て いる こと を 認識 し て いる こと が 必須 と な る 

。 それに EBIE アウ クト ー の 名 を 軽視 し た こと に な る か ら で あ る 
、 なぜなら こと れ ら は それ 自体 が ハラ ー ム で ある か ら で あ る 。 イ 
マー ム た ちか ら 伝 承 さ れ て いる が 、 誰 みか が 食べ 物 を 奪い 、 そ れ 
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を 口 に する 際 、 ビス ミッ ラー (アッ ラー の 名 に お いて ) と いえ 
ば 、 不 信心 者 と は な ら な い 。 な ぜ な ら 食 べ る こと それ 自体 は ハ 
ラー ム で は な いか ら で あ る 。 奪う こと が ハラ ー ム で ある 」 

誰か が 他人 を に 呪い な が ら 、「 ア ッ ラ ー が あな た の 命 を ク 
フル と 共に 取ら れる よう に 」 、 と 言え ば 、 そ の 人 は 不信 心 者 と 
な る 、 と いう 点 で 学者 た ち は 意 見 を 一 致 さ すす せ てい ます 。 そ も ゃ も そ 
還 目 に の の ピピ の の 
る と 見 解 が 一 致し て いま す 。 し か し 他 者 の ク フ ル を 受け 入れ る 
こと は 、 一 部 の 人 の 考え に お いて は それ も ク フ ル で は ある も の 
の 、 それ 以外 の 人 の 考え で は 、 推 定 と し て の 受け 入れ で あれ ば 
ク フ ル で あり 、 残 虐 な 行為 や 罪 に つい て 「 そ の 罰 が 永遠 で 厳し 
いも の で あり ます よう に 」| と いう 意味 で の 受け 入れ で あれ ば ク 
フル で は な いと され ます 。 ビ ル ギ ザ ヴィ ー は 次 の よう に 語っ て い 
ます 。 「 我 々 は この 言葉 を 原則 と し て 理解 する 。 な ぜ な ら ク ル 
アー ン に お いて 預言 者 ムー サー (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) の 物語 に その 証拠 が ある か ら で あ る 。」 

誰か が 、 ア ッ ラ ー が ご 存じ で ある 、 と の こと を 私 は や っ て 
いな い 、 と 言い 、 し か し 実際 に は それ を 行っ て いた 場合 は 、 不 
信心 者 と な り ま す 。 ア ッ ラ ー に 、 ご 存じ で な いと い ぅ 中傷 を 行 
っ た こと に な り ま す 。 

誰か が 、 証 人 な く 妻 を 要り 、 そ の 男女 が 「 ア ッ ラ ー と 駐 言 
者 が 私 た ちの 証人 だ 」 、 と 言う な ら 、 二 人 と も ゃ 不信 心 者 と な り 
ます 。 なぜなら 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) が は 生き て いる 間 、 幽 玄 界 に つい て ご 存じ で 


は な く 、 ご 存じ で あっ た と いう 言 こ と は ク フ ル と な る か ら で す 
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私 は 盗ま れ た も の や 紛失 し た も の を 知っ て いる 、 と 言え ば 
、 そ れ を 言っ た 人 も 信じ た 人 ゃ 不信 心 者 と な り ま す 。 私 に は ジ 
ン が 私 に お 告げ け を くれ る 、 と 言う な ら 、 や は り 不 信心 者 と な り 
ます 。 預言 者 た ちや ジン も 、 了 幽玄 界 の こと は 知り ませ ん 。 た だ 
アッ ラー の み が 幽 玄 界 を ご 存じ で す 。 

誰か が アッ ラー に 誓い を 立て る こと を 望み 、 誰 か が その 人 
に 「、 私 は あな た が アッ ラー に 誓 い を 立て る こと は 望ま な い 。 
、 従 順 、 誉 れ 、 名 誉 に 示 い を 立て る と と を 求め る 」 、 と 言え ば 
、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て いま す 。 

誰か が 誰か に 、「 あ な た の 顔 は 私 に と っ て 命 を も 取る よう 
な る も の だ | 、 と いえ ば 、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て いま す 。 な 
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ぜ な ら 命 を 取る の は 、 崇 高 な 天使 で ある か ら で す 。 

誰か が 、「 礼 拝 を し な いこ と は よい こと だ 」| 、 と 言え ば 、 
不信 心 者 と な り ま す 。 誰 か が 誰か に 「、 さあ 礼拝 を し な さい | 
、 と 言い 、 そ の 相手 が 「 私 に と っ て 礼拝 は 難し いとこ と だ |」 、 と 
いえ ば 、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て いま す 。 

誰か が 、 「 ア ッ ラ ー は 天 で 私 の 証人 で あら れる 」 と 言え ば 
、 不 信心 者 と な り ま す 。 な ぜ な ら 、 ア ッ ラ ー の お られ る 空間 を 
固定 し た こと に な る か ら で す 。 ア ッ ラ ー は 空間 を 超越 され た お 
方 で す 。 (アッ ラー に 父 と 呼ん だ 人 も 不信 心 者 と な り ま す ) 。 

誰か が 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
す よ ょ よう ! に ) は 「 食 事 の 後 で その 神聖 な 指 を な め ら れ た 」 、 と 
い 、 別 の 人 が それ に 対し て 「 そ れ は 行儀 が 悪い 」 、 と 言え ば 、 
不信 心 者 と な り ま す 。 

「 糧 は アッ ラー か ら も た ら さ れる が 、 し ゃ で べ も 行動 する こ 
と が 必要 だ 」 と 言え ば 、 そ の 言葉 は 多 神 崇拝 と な り ま す 。 なぜ 
な らし ゃ べ の 行動 も アッ ラー か ら の も の で ある か ら で す 。 

誰か が 、「 キ リス ト 教 徒 で も る こと は ユダ ヤ 教 徒 (アメ リ 
カ の 不信 心 者 で ある こと 、 共 産 主 義 者 で ある こと ) で ある こと 
より ゃ 良い] 、 と 言え ば 、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て いま す 。 
ユダ ヤ 教 徒 は キリ スト 教徒 より 、 (共産 主義 の ) キリ スト 教徒 
より な お 災い で あり 、 よ り 悪 いと いう べき な の で す 。 

「 不 信心 者 で ある こと は 、 裏 切り より も 良い 」 、 と いう の 
な ら 、 そ の 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 

ハラ ー ム で ある も の か ら 施 し を 行い 、 そ の 報奨 を 求め る 場 
合 の で あれ ば 、 そ れ を 受け 取っ た 貧者 も また 、 ハ ラー ム で ある 
こと を 知り な が ら 「 ア ッ ラ ー が 認め て くだ さい ます よう に | と 
言い うな ら 、 与 えた 人 も それ に アー ミー ン と 言う な ら 、 二 人 と 
ゃ 不信 心 者 と な り ま す 。 

「 学 問 の 場 に 私 は 用 は な い 」 、 も し く は 「 学 者 の 言う こと 
を 実行 する こと が 誰 に で きる か 」 、 と 言う 場合 えば 、 あ る い は 
ファ トッ ワ を 無視 し すれ ば 、「 宗 教 者 の 言葉 ( こ 何 の 意味 が ある 
」 な ど 、 と 言え ば 、 不 信心 者 と な り ま す 。 

英 に 、「 炎 い に 行 こう 1}| と 言い い 、 相 手 が 「 警 察 が 連れ て 
いか な い 限 り は 行か な い 」 、 と 言え を ば 、 も し く は 「 イ スラ ー ム 
の こと な ん て 知ら な い 」 と 言え ば 、 不 信心 者 と な り ま す 。 

誰か が ク フ ル で ある こと を 話し 、 別 の 人 が それ を に 笑え ば 
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、 笑 っ た 人 ゃ 不信 心 者 と な り ま す 。 こ の 笑い が 見 せ か け だ け の 
も の で ある な ら 、 不 信心 者 と は な り ま せん 。 

誰か が 、「 ア ッ ラ ー の お られ な い 場 所 は な い 」 、 と 言え ば 
、 も や もしくは 「 ア ッ ラ ー は 天 に お られ る | と いえ ば 、 不 信心 者 と 
な る と 言わ れ て いま す 。 

「 偉大 な 聖人 た ちの 魂 は いつ で も こ ある 、 彼 ら は 全て 
を 何で も 知っ て いる | 、 と 言え ば 、 2 な り ま すず 。 | と 
こ に ある | 、 と だ け 言 うな ら 、 ク フル に は な り ま せん 。 

[私 は イス ラー ム を 知ら な い 、 も し く は 求め な い 」 、 と 言 
えば 、 不 信仰 者 と な り ま す 。 

誰か が 「 預 言 者 アー ダム ( 彼 の 上 に 祝福 あれ ) が いな けれ 
ば し か し 私 た ち は こ の 世界 に いな か っ た | 、 と 言う こと に つい 
て は 、 ク フル に な る か どう か 、 意 見 が 分 か れ て いま す 。 

「 預 言 者 アー ダム (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) が 
布 を 織っ て いた らし い 」| と 言っ た 人 に 、 誰 か が 「、 で は 私 た ち 
は 布屋 の 子孫 だ な 」 と 言え ば 、 不 信心 者 と な り ま す 。 

誰か が 小さ な 罪 を 犯し 、 誰 か が 「 彼 に 悔 悟 を し な さい 」 と 
言い 、 彼 が 「、 自 分 が 何 を し た と いう の だ 、 な せ ぜ 悔 悟 を する の 
だ | 、 と 言え ば 、 彼 は 不信 心 者 と な り ま す 。 

誰か が 別 の 人 に 「 イ スラ ー ム 学者 を 訪ね よう 、 も し く は 
法学 、 イ ルミ ハー ル の 本 を 読み 、 勉強 し よう | 、 と 言い 、 相手 
の 人 が 「 ど うし て 私 が 知識 を 得 な いと いけ な い の だ 」 、 と 言う 
な ら 、 そ の 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 タ フシ ー ル (クル アー ン 
の 解釈 ) や イス ラー ム 法 の 本 を 作 辱 し 、 そ れ ら を 気に入ら ず に 
、 世 視 する 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 四 つの 法学 派 の どれ か に 
属す る 学者 が 書い た この 尊い 書物 を 攻撃 する 激しい 不信 心 者 を 

「 異 端 科 学者 」 、 も し く は 「 異 端 者 」 と 呼び ます 。 

誰か に 、「 誰 の 子孫 な の か 、 ど の 民族 な の か 、 信 仰 に お け 
る 法学 派 の イマ ー ム は 誰 な の か 、 宗 教 行為 に お ける 法学 派 の イ 
マー ム は 誰 な の か 」 と 質問 し て 、 そ の 人 が それ を 知ら な い の で 
あれ ば 、 不 信心 者 と な り ま す 。 

酒 や 豚肉 な ど 、 絶 対 的 に ハラ ー ム で ある も の を 「 ハ ラー ル 
で ある 」 と 言え ば 、 も し く は 

絶対 的 に ハラ ー ル で ある も の を 「 ハ ラー ム で ある | と 言え 
ば 、 不 信心 者 と な る と 言わ れ て いま す 。 (煙草 を ハラ ー ム で あ 
る と いう こと は 危険 で す ) 
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どの 宗教 に お いて も 、 ハ ラー ム で ある も の 、 ハ ラー ル と な 
る こと が 英知 に そぐわ な いも の が 、 ハ ラー ル と な る こと を 願う 
II 

、 利 子 を 取る こと 、 払 うこ と 等 で す 。 酒 が ハラ ー ル で ある こと 
0 間 い 、 ク フル と は な り ま せん 。 なぜなら 、 酒 は ど 
の 宗教 で も ハラ ー ム と され て いる わけ で は な いか ら で す 。 崇高 
な る クル アー ン の 言葉 SA と は ク フ ル で す 
。 ヤ ヒ ヤー と いう 名 の 人 に 、 「 ヤ ヒヤ ー 啓典 を し っ か り と 
語 和 2 の 全 お 2 の CD の ウ クル ア 
ー ン を か ら か っ た と と に な り ま す 。 楽器 、 踊 り 、 歌 の 中 で クル 
アー ン を 読む こと ゃ 同様 で す 。 

「 今 来 ※ よ 、 ビ スミ ッ ラ ー」| と 言う こと は 災い で す 。 何 か 
が 多 す ぎる と 思っ た 時 に | アッラー の 造ら ちら れ た も の だ 」 と いえ 
ば 、 そ の 意味 を 知ら い 場 合 に は な けれ ば 、 不 信心 者 に な り ま す 


誰か が 「 私 は あな た を 呪 わ な い 、 呪 い は 罪 と 名 付け られ て 
いる 」 と 言う こと は 災い で す 。 

誰か が 「 ジ ど ジブ ラー た SN 
言う こと は 災い で す 。 2 (に な る か ら で す 。 

誰か が アッ ラー 以外 の も の に 誓い を か けれ ば 、 ハ ラー ム と 
な り ま す 。 ハ ラー ム を 犯し た 人 は 、 罪 人 や 不信 心 者 と は な り ま 
せん 。 し か し 、 絶 対 的 で ある ハラ ー ム を ハラ ー ル と 言え ば 、 不 
信心 者 と な り ま す 。 

さら に 、「 息 子 の 頭 を か け て 」 、 も し く は 「 私 の 頭 を か け 
て | 、 と い 言 っ た 表現 に お いて 、 官 堆 が 神 に 言及 し て いる 場合 
、 例 えば 「 神 に 斬っ て 息子 の 頭 を か け て 」 と 言っ た 場合 は 、 ク 
フル と な る 恐れ が あり ます 。 
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イス ラー ム の 規律 


イス ラー ム の 教え の 命令 と 禁止 事項 は 、「 イ スラ ー ム の 規 
律 」] も る もしくは 「 イ スラ ー ム 法 教 」 と 呼ば れ ま す 。 イ スラ ー ム の 
規律 は 八 つ あり ます 。 フ ァ ル ド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン ナ 、 ム スタ ハ 
ブ 、 ム バフ 、 ハ ラー ム 、 マ クル ー フ 、 ム フシ ド に な り ま す 。 

ファ ルド と は 、 そ れ を 崇高 な る アッ ラー が 命じ られ た ゃ も の 
で す 。 ア ッ ラ ー が 命じ られ た こと が 疑い の な い 根 拠 と 共に 明 ら 
か に な っ て いる こと が 必要 で す 。 つ まり 、 ク ルアー ン の こと ば 
で 明白 に 理解 され る こと が 必要 で す 。 信 じ な い 人 、 重 き を 置か 
な い 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 信仰 、 ク ルアー ン 、 礼 拝 前 の 清 
浄 、 礼 拝 、 断 食 、 ザ カー ト の 支払 い 、 タ 巡礼 、 全 身 を 清め る こと 
等 で す 。 

ファ ルド は 三 つ に 分 けら れ ま す 。 継続 的 な ファ ルド 、 一 時 
的 な ファ ルド 、 キ ファ ー イ の ファ ルド で す 。 継続 的 な ファ ルド 
と は 、「 ア ー マ ン トッ ゥ ・ ビ ッ ラ ー ヒ 」 を 最後 まで 暗唱 し 意味 を 
知り 、 信 じ 、 常 に 信仰 する こと を 言い ます 。 一 時 的 な ファ ルド 
は 、 そ の 行為 を 行う べき 時 間 が 来 た 時 に 行う こと が ファ ルド で 
ある 行為 を 指し ます 。 日 に 5 回 の 礼 振 を 行う こと 、 ラ マダ ー ン 
月 に 断食 を 行う こと 、 工 業 や 商業 に 必要 な 宗教 的 、 科 学 的 知識 
を 学ぶ ご こと 等 で す 。 キ ファ ー イ の ファ ルド は 、 そ れ を 50 人 も し 
く は 100 人 の うち 一 人 が 行え ば 、 他 の 人 々 免除 され る も の で す 
。 ま た 、 挨 拶 を され た 時 に それ に 応え る こと な ど で す 。 そ し て 
葬儀 の 礼拝 を 行う こと 、 遺 体 を 洗浄 する こと と 同様 、 宗 教 知識 
を 学ぶ こと 、 ク ルアー ン を 暗唱 する こと 、 体 に つい て 学ぶ こと 
、 工 業 や 商業 に 必要 な も の 以上 に 、 宗 教 や 科学 に 関す る 知識 を 
身 に 着け る こと も そう で す 。 

さら に 、 一 つの ファ ルド の 中 に は 五 つ の ファ ルド が あり ま 
す 。 こ の ファ ルド と は 、 知 識 の ファ ルド 、 行 動 の ファ ルド 、 あ 
り 方 の ファ ルド 、 信 条 の ファ ルド 、 イ フラ ー ス の ファ ルド で す 
。、 フ ァ ル ド の 友 定 で す 。 フ ァ ル ド の 否定 は ク フ ル と な り ま す 
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ワー ジブ と は 、 崇 高 な る アッ ラー が それ を 命じ られ た ゃ も の 
で す 。 命じ られ た と いう こと が 、 は っ きり し て は いな い 証 拠 で 
明らか に な っ て いる も の で す 。 ワ ー ジ ブ で ある こと を 信じ な い 
人 は 、 不 信心 者 と は な り ま せん 。 し か し 、 そ れ を 行わ な い 人 は 
、 地 獄 の 懲罰 の 対象 と な り ま す 。 例 えば 、 ウ ィ ト ル の 礼拝 に お 
いて クヌート の 祈り を 唱え る こと 、 犠 牲 祭 で 動物 を 層 る こと 、 
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ラマ ダー ン 月 で 喜 捨 を 行う こと 、 サ ジュ ダ の 章 名 を 呼ん だ 時 に 
サジ ュ ダ を 行う こと な ど で す 。 ワ ー ジ ブ に は 四 つ の ワー ジブ 1 
と 一 つの ファ ルド が あり ます 。 知識 の ワー ジブ 、 行 動 の ワー ジ 
ブ 、 信 条 の ワー ジブ 、 そ し て イフ ラー ス の ファ ルド で す 。 ファ 
ルド と ワー ジブ を 偽善 で 行う こと は ハラ ー ム で す 。 
さら に スン ナ と は 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) が 一 度 も し く は 二 度 、 行 わな か っ た こ 
と が ある も の で す 。 そ れ を 行わ な か っ た 人 は 浪 を 受け る こと は 
あり ませ ん 。 し か し 、 支 障 が あ る わけ で も な く と な る こと も な 
く 、 常 に それ を 放棄 する 人 は 、 清 め ら れ た り 、 報 奨 を 得 た りす 
る こと が で き な く な り ま す 。 例え ば 、 ミ スワ ー ク を 用 いる こと 
、 ア ザー ン や イカ ー マ を 伴い 集団 で 礼拝 例外 を 行う こと 、 結 婚 
し た 夜 に 食事 を 振舞 うこ と 、 子 ども ゃ に 割礼 を 受け させ る こと 等 
で す 。 ス ン ナ に も 三種 類 あ り ま す 。 ム アッ カ ダ (確定 され た ス 
ン ナ ) 、 ム アッ カ ダ で は な い ス ン ナ 、 キ ファ ー イ の スン ナ で す 
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ム ア ッ カ ダ の スン ナ で ある も の は 、 朝 の 礼拝 の スン ナ 、 正 
午 の 礼 振 の 最初 と 終わ り の スン ナ 、 日 没 の 礼拝 の スン ナ 、 夜 の 
礼拝 の 最後 の スン ナ な ど で す 。 こ れ ら は ム ア ッ カ ダ の スン ナ で 
す 。 朝 の 礼拝 の スン ナ が ワー ジブ で ある と 言う 学者 た ちゃ いま 
す 。 こ れ ら の スン ナ は 、 何 ら か の 支障 が な い 場 合 状態 で は 決し 
て 放棄 され る べき で は あり ませ ん 。 こ れ ら を 気に入ら な い 人 は 
不信 心 者 と を なり ます 。 

ム ア ッ カ ダ で は な い ス ン ナ で ある も の は 、 午 後 の 礼 拝 の ス 
ン ナ 、 夜 の 礼拝 の 最初 の スン ナ で す 。 こ れ ら は 何 度 も 放棄 され 
た と し て も 、 何 か が 必要 と な る こと は あり ませ ん 。 何 の 支 障 も 
な い の に 完全 に 放棄 され る 場合 は な ら 、 破 滅 や 、 と りな し が 受 
けら れ な く な る こと の 要因 と な り ま す 。 

(「 ハ ラビ ー| 及び 「 ク ドゥ ッ ー リ ー| で も 言わ れ て いる よ 
うに 、 上 崇拝 行 為 は 「 義 務 で ある も の | と 「 義 務 で は な いも の 」 
だ し て DOG 区 分 きれ まま 。 | ファ ルド | も もしくは 1 ツー ジグ 
| で は な いも の を 、「 義 務 で は な い 」 も し く は 「 ナ ー フ ィ ラ の 
崇拝 行為 」 と 呼び ます 。 日 に 五 回 の 礼拝 の スン ナ は 、 ナ ー フ ィ 
ラ の 崇拝 行為 で やあ り 、 フ ァ ル ド の 不 十分 さ を 補 いま す 。 つ まり 
、 行 われ た ファ ルド の 不足 を 補い ます 。 ス ン ナ が 、 や ら な か っ 
た ファ ルド の 礼 振 の 代わ り に な る こと は あり ませ ん 。 スンナ の 
礼拝 を 行う こと は 、 フ ァ ル ド を 放棄 する 人 を 地獄 か ら 救 うこ と 
に は な り ま せん 。 支障 が な い の に ファ ルド を 放棄 する 人 が 行っ 
た スン ナ は 、 有 効 な も の と は な り ま せん 。 有効 で ある (不足 な 
く 行 われる) スン ナ の 礼拝 を ニー ヤ (意図 ) する こと が 必要 で 
す 。 ニ ー ヤ が な けれ ば 、 ス ン ナ の 報奨 を 得る こと は で きま せん 
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こ は 、 ま ず 実 行 さ れ な か っ た ファ ルド の 不足 分 ) の 補填 を 行 
の その 時 間 帯 の スン ナ を 行う こと を ニー ヤ し な けれ ば い 
け ま せん 。 この よう に ニー ヤ す れ ば 、 補 填 の 礼 振 と スン ナ 両 方 
を 行っ た こと に な り 、 ス ン ナ を 放棄 し た こと に は な り ま せん 。 


ュ ン 


キ フ ァ ー イ の スン ナ は 、 五 人 、 十 人 の うち 一 人 が 行え ば 、 
他 の 人 は 免除 きれ ます 。 挨拶 を 行う こと 、 お こ ゃ り 1} を 行う こ 
と 、 合 法 な 仕事 の 前 に ビス ミッ ラー (アッ ラー の 名 に お いて ) 
と 唱え る こと 等 で す 。 

も し 食事 の 前 に ビス ミッ ラー と 唱え な けれ ば 、 三 つの 損失 
が あり ます 。 1. シャ イタ ー ン が 一 緒 に 0 2. 食 
べた も の が 体 に 負担 を 与え ます 。 3. 食事 に 恵み が あり ませ ん 


も し ビス ミッ ラー と 唱え る な ら 、 三 つの 効果 褒賞 が あり ま 
す 。 1. シャ イタ ー ン と 一 緒 に 食 し た こと と に な り ま せん 。 

ます 。 3. 食事 が 恵み 多 
いも の と な り ま す 。 上 時 に 唱え る こと を 忘れ た 場 
合 は 、 思 い 出 し た 時 に 唱え る べき で す ) 

00 2 お ボンド ソウ ウー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) が 生涯 に 一 度 も し く は 二 度 行 われ た 事柄 
で す 。 そ れ を し な か っ た 人 に 浪 や 破滅 は あり ませ ん 。 と りな し 
3 し か し それ を 行っ た 人 
に は 、 る 3 谷 章 が 多く 与え られ ます 。 例え ば 、 義 務 で な い 礼 拝 を 行 
うこ と 、 義 務 で な い 断 食 を 行う こと 、 の 義務 で は な い 巡 
礼 を 行う こと 、 義 務 で は な い サ ダ カ を 行う こと 等 で す 。 

さら に 、 ム バフ と は 、 それ を よい 意志 で 行っ た 場 合 は 報奨 
が 、 悪 い 意志 で 行っ た 場 合 は 凡 が 与え られ る も の で す 。 が 挟 し 
て ゃ 前 は あり ませ ん 。 歩く こと 、 座る こと 、 家 を 買う こと 、 
ラー ル で ある も の を 食べ る こと 、 ハ ラー ル で ある 条件 で 様々 な 
衣服 を 身 に 着け る こと 等 で す 。 

ハラ ー ム と は 、 崇 高 な る アッ ラー が クル アー 人 
じ ら れ た や ゃ も の で す 。 つ まり 、 行 うな 、 と 言わ れ た 事柄 で す 。 
ラー ム に 重き を 置か な い 人 、 信 じ な い 人 は 不信 心 者 と な り ま す 
。 信 じ て い る の に それ を 行っ た 人 は 不信 心 者 に は な り ま せん 。 
罪人 と な り ま す 。 (イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン (アッ ラー の 慈悲 が 
あり ます よう に ) は 、 イ マー ム に つい て 説く 際 、 次 の よう に 語 
っ て いま す 。 「 罪 人 で ある イマ ー ム の 後ろ で 礼拝 を し て は いけ 
な い 。 罪人 と は 、 飲 酒 を 行う こと 、 租 通 を 行う こと 、 利 子 を 取 
る こと と 言っ た 大 き な 罪 を 犯す 人 の こと で ある 。 (小さ な 罪 を 
継続 的 に 行う こと も 、 大 き な 罪 と な る 。) 一 人 より 多く の 人 が 
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て は いけ な い 。 イ マー ム が 誠実 で ある モス ク で 行う べき だ 。 罪 
人 に は 、 加 切 る こと 、 非 難 す る こと は ワー ジブ で ある 。 非 常に 
物知り で あっ た と し て も 、 彼 を イマ ー ム に し て は いけ な い 。 イ 
マー ム に する と は 、 彼 に 従う こと 、 敬 意 を 示す こと で ある 。 罪 
人 や 宗派 に < 従わ な い 人 が イマ ー ム と な る こと は 、 常 に 忌避 され 
る べき と と で ある 。 ハ ラー ム を 避け る こと を タク ワー ( 篤 信 ) 
と 呼ぶ 。 ハ ラー ル も し く は ハラ ー ム で ある こと が 疑わ し いも の 
を 人 避け る こと を 「 ワ ラー」 と 言う 。 疑 わし いこ と を 行わ な い 為 
に ハラ ー ル で ある も の を 放棄 する こと を 「 ズ フ ド 」 と 呼ぶ 。 戦 
い の 地 で 信仰 を 持っ た 者 は 、 イ スラ ー ム の 土地 に 移住 する こと 
が ワー ジブ で ある 。」 

ハラ ー ム に は 二 種 類 あ り ま す 。 一 つ は 「 ハ ラー ム ・ リ ・ ア 
イニ ヒ | で あり 、 も う 一 つ は 「 ハ ラー ム ・ リ ガイ リヒ | で す 。 
前 者 は 、 そ れ 自 体 が ハラ ー ム で あり 、 常 に ハラ ー ム で ある も の 
で す 。 人 を 殺す こと 、 委 通 、 同 性 愛 、 飲 酒 、 賭 博 、 豚 肉 を 食べ 
る こと 、 女 性 や 少女 た ち が 頭 や 腕 を 出し て 外 に 出る こと が それ 
に 該当 し ます 。 誰 か が これ ら の 罪 を 犯し つつ も ビス ミッ ラー と 
中 ハラ ー ル だ と いう 信条 を 持つ こと 、 つ まり アッ ラー が へ ハ 
ラー ム と され た こと に 重き を 置か な い の で あれ ば 、 不 信心 者 と 
な り ま す 。 し か し こと これら が ハラ ー ム で ある と と を 信じ 、 ア ッ ラ 
ー や その 六 を 恐れ つつ ゃ 行っ た の で あれ ば 、 不 信心 者 と は な り 
ませ ん 。 た だ し 地獄 で の 罰 を 受け る こと に な り ま す 。 

ハラ ー ム ・ リ ガイ リヒ は 、 そ れ 自 体 は ハラ ー ム で は な く 

て も 、 ハ ラー ム で ある 手段 か ら 得 られ た こと で ハラ ー ム と な り 
ます 。 誰 か が 誰か の 果樹 園 に 入り 、 所 有 者 の 許可 な く 果 物 を 取 
っ て 食べ る こと 、 家 の 中 の も の や お 金 を 取っ て つか っ て し まう 
と と 等 で す 。 こ れ を 行う 人 が その 際 に ビス ミッ ラー と 唱え る 場 
合 な ら 、 も し く は ハラ ー ル で ある と 言う 場合 に は えば 、 不 信心 
者 と は な り ま せん 。 誰か が 大 麦 の 粒 ほ ど で あ れ 不 正 に 手 に し て 
いる も の が ある な ら 、 翌 日 最後 の 審判 が 始ま っ た 時 、 集 団 で 行 
っ た 700 ラ カー ト の 承認 され た 礼拝 の 報 胡 を 、 ア ッ ラ ー は この 
人 か ら 取 り 去 られ ます 。 ど ちら の 種類 の ハラ ー ム も 、 そ れ を 施 
ける こと は 崇拝 行為 を 行う こと より ゃ な お 善行 と な り ま す 。 

さら に マク ルー フ と は 、 行 為 の 報奨 を 失わ せる も の を 指し 
ます 。 マ クル ー フ に ゃ 二 種 類 あ り ま す で す 。 ワ ー ジ ブ の 放棄 と 
、 ス ン ナ の 放棄 で す 。 

ワー ジブ の 放棄 は 、 ハ ラー ム に 近い ゃ の で す 。 ス ン ナ の 放 
棄 は 、 ハ ラー ル に 近い も ゃ も の で す 。 ワー ジブ の 放棄 を 行っ た 者 が 
意図 し て そう し た の で あれ ば 、 罪 人 と な り ま す 。 地獄 の 六 を 受 
ける こと に な り ま す 。 礼拝 に お いて は 、 そ の 礼拝 の や り 直 し が 
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ワー ジブ と な り ま す 。 ゃ も し 誤っ て それ を 行っ た 場合 は 、 過 誤 の 
サジ ュ ダ を 行い ます 。 やり 直し は 免除 され ます 。 し か し 何 度 も 
繰り 返す な ら 、 破 滅 や 、 報 奨 を 得 ら れ な いと いっ た こと と か ら 輝 
れる と と が で き な く な り ま す 。 馬肉 を 食べ る 、 猫 や 仙 の 残し た 
も の を 食べ る 、 酒 を 造る 人 に ブドウ を 売る 等 で す 。 
ム フ シ ド と は 、 そ の 上 岩 拝 行為 が 根底 か ら 失 われ た 人 の こと 
で す 。 信仰 、 礼 拝 、 婚 問 、 巡 礼 、 喜 捨 足 社 、 売 買 を 損なう こと 
等 で す 。 (ファ ルド 、 ワ ソー ジブ 、 ス ン ナ を 行い 、 ハ ラー ム , マ 
クル ー フ を 店 ける ムスリム に は 、 来世 で 報奨 が 与え を られ ます 。 
ハラ ー ム や マク ルー フ で ある こと を 行う 人 、 フ ァ ル ド や ワー ジ 
ブ を 行わ な い ム スリ ム に は 六 が 与え られ ます 。 ハ ラー ム を 避 け 
る こと の 報奨 は 、 フ ァ ル ド を 行う こと の 報奨 より ゃ も 何 倍 も 多く 
り ま す 。 一 つの ファ ルド の 報奨 は 、 一 つの マク ルー フ を 訂 け 
と の 報奨 より も 多く 、 ま た これ も ーー つの スン ナ の 報 装 より 
く な り ま す 。 ム バフ の うち 、 ア ッ ラ ー が 好ま れる も の を 「 
及び 「 良 いこ と | と 呼び ます 。 これら を 行う 人 に ぁゃ 章 は 
えら 
えら 


れ ま す が 、 ス ン ナ の 報奨 より も 少な く な り ま す 。 報奨 が 
れる こと を 知り な が ら 行う こと を 「 ク ル ベ ッ ト 」 と 呼び 
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ルッ フー は し ゃ べら り に 慈 間 を か けら れ て お られ る 為 、 。 実 


電光 の し の が 者 ムハンマド (アッ ター の 祝福 と 平安 が あ 

り ま す よ うに ) の 教え で す 。 他 の 教え は 、 悪 い 人 々 に よっ て 変 
更 が 加え られ て 手 を 加え られ て いま す 。 ムスリム で あれ 、 誰 で 
あれ 、 例 え 不 信心 者 で あっ た と し て も れ 、 誰 で も 、 知 っ て か 、 
も し く は 知ら ず か 、 に この 教え に ふさ わし く 生 きる な ら 、 こ の 
世界 で 苦し むこ と は あり ませ ん 。 安寧 と 楽し さ の 中 で 生き る こ 
と に な ます 。 ヨー ロッパ や アメ リカ に お いて で 、 こ の 教え に ふ 
さわ し い 形 で 働く 不信 心 者 た ち が こ の 状態 で す 。 し か し 不信 心 
者 た ち に は 、 来 世 で 報奨 、 褒 美 が 与え られ る こと は あり ませ ん 
この よう に 働く 人 が も し ムスリム な ら 、 そ し て イス ラー ム に 
IIIA 有 I 有 有 ざ ざ II リッ ペペ 
で きま す 。 


o 


ー 53 一 


イス ラー ム の 構造 


0 か ココ 
は 五 つ の も の の 上 に 築 か れ て いま す 。 目 は 、 信 仰 告白 の 
葉 を 唱え る こ と 、 その 意味 を 学び 、 信じ る こ と で す 。 二 つ 目 

に 


ム 
は 
9981Cg ソ ツ ま 守 に PO 
ルド に な る の で あれ ば 、 年 に 一 度 ザ カー ト ( 豆 捨 ) や 寄進 を 行 
一 度 

」 


うこ と で す 。 五 つ 目 は 、 そ れ が で きる 力 が あれ ば 、 生 涯 に 
巡礼 に 行く こと で す 。 (アッ ラー1} の この 五 つ の 命令 を 行う 
と 、 ハ ラー ム を 遊 け る こと を 「 上 崇拝 行為 ( イ バ ー ダ ) を 行う 
と 言い ます 。 その 実行 の 条件 を 満た し て いな い 、 及 び 巡 礼 に 行 
言っ た 人 が は 再び 行く こと は 、 ナ ー フ ィ ラ (義務 で は な い ) の 
崇拝 行為 と な り ま す 。 ビ ドゥ ア や ハラ ー ム を 行う 要因 と な る ナ 
ー フ ィ ラ の 上 宗 拝 行為 を 行う こと は 許さ れ ま せん 。 イ マー ム ・ ラ 
ッ バ パー ニ は 「 ク ッ デ ィ セ ・ シ ッ ル フ 」| と いう 本 の 29 番 目 、123 
1 2 3 番目 、 そ し て 124 1 2 4 番目 の 書簡 で 、 及 び 「 マ カー マ 
ー ト ゥ ・ マ ズ ハ リー ヤ 」 の 262 6 番目 の 書簡 で 、 ナ ー フ ィ ラ の 
巡礼 や ウツ ムラ に 行く こと を 許可 し て いま せん 。 「 ナ シュ ル ・ ウ 
ル ・ マ ハー シン | で 、『 ア シャ ラ の 位階 』 に つい て 説く 際 、 次 
の よう に 語っ て いま す 。 「 偉 大 な 学者 か つ 聖 人 で ある 、 イ マー 
ム ・ ナ ワウ ィ ー に 、『 あ な た は あら ゆる スン ナ に 敬意 を 払っ て 
いる が 、 重 要 な スン ナ で ある 婚 如 を 放棄 し て いる 』、 と 人 々 が 
言っ た 時 『、 一 つの スン ナ を 行う 際 、 多 く の ハ ラー ム を 行う こ 
と を 私 は 菅 れ て いる 』、 と 答え た 。」 イ マー ム ・ ヤ フ ヤ ー・ ナ 
ワウ ィ ー は 676 年 に ダマ スカ ス で 亡くな り ま し た 。 パ キス タン 
の 「 ジ ャ ミー ア ・ イ ・ ハ ビー ビ ヤ 」 大 学 の 学長 、 教 授 で ある ハ 
ビー ブ ・ ウ ル ・ ラ フ マ ー ン は 1401 年 (西暦 1981 年 ) に 巡礼 に 行 
っ た 際 、 ワ ッ ハ ー プ 派 の イマ ー ム が スピ ー カ ー で 礼拝 を 先導 し 
て いる の を 見 て 、 礼 拝 を 別に | 手 に 手錠 を か け て 年 に 
入れ られ まし た 。 理由 を が 聞か れ た 時 に は 、 イ マー ム が スピ ー 
カー で 礼拝 を 先導 する の は 本 陸 き 30 か 、 と 答え まし た 。 彼 の 巡 
礼 は 妨害 され 、 送 り 返 され た の で し た 。 

世界 の どこ に いよ うと まず 必要 な こと は 、 教 え や を 、 信 仰 
を 学ぶ こと で す 。 教え は 以前 は せ 、 イ スラ ー ム の 教え を イス ラー 
ム 学 者 か ら 容 易 に 学 玉 こと が で きま し た 。 今 は 未 世 で あり 、 ど 
こ に ゃ 真 の 宗教 学者 は 残っ て いま せん 。 無知 な 人 々 、 イ ギリ ス 
に 売ら れ た 遇 か な 人 々 が 宗教 者 と し て 散ら ば っ て いま す 。 現在 
に お いて 、 教 え や を 、 信 仰 を 正しく 学ぶ 唯一 の 手段 は 、 ス ン ナ 


ー S6 一 


派 の 学者 た ちの 本 を 読む こと で す 。 これら の 本 を 見 つけ る こと 
は 、 ア ッ ラ ー の 大 き な 恵 み で す 。 イ スラ ー ム と 敵対 する 者 た ち 
は 、 若 者 を 騙す 為 、 脱し た 教 吾 を 広め て いま す 。 真 の 寺 寺 
書 を 見 つけ て 読む こと ( は 非常 に 困難 に な り ま し た 。 若者 た ち 
様々 な 遊び に 桂 ち れ 、 真 の 書物 を 見 つけ る こと 、 読 むこ 寺 606 
き な く な り ま し た 。 多く の 若者 が 、 遊 び 以外 に に 何 も 考 えて いな 
い 状況 を 目 に し ます 。 こ の 病 は 若者 の 間 に 広まっ て いま す 。 ム 
スリ ム の 両親 は 、 子 供 た ち を この 病 か ら 守 る こと が 非常 に 必要 
と な り ま す 。 だ か ら 、 子 供 た ち に 宗教 に つい て 教え 、 宗 教書 を 
読む こと に 慣れ させ る 必要 が あり ます 。 子供 た ち が 有 害 な 遊び 
や 妨 楽 に ふけ る こと を 防ぐ べき な の で す 。 一 部 の 人 々 の 子供 た 
ち が 、 有 害 な 遊び に ふけ りす ぎ 、 食 事 を と る こと すら 忘れ て い 
る の を 目 に し ます 。 こ の よう な 子供 た ち は 、 教 科 書 を 読ん で 試 
験 に 合格 する こと も ゃ 不可 能 で す 。 両親 が 子供 た ち を 管理 し 、 本 
を 読む こと に 慣れ させ る こと が 必要 で す 。 そ の 為 に は 「 イ スラ 
ー ム の 和徳] と いう 本 を 読む べき で す 。 この 本 を 読む 人 は 、 教え 
を 、 信 仰 を 学ぶ と 同様 に 、 イ スラ ー ム 世界 が どの よう に 動い て 
いる の か ゃ 理解 する こと が で きま す 。 両親 が この 役割 を 果たさ 
な けれ ば 、 教 え や 信仰 を 持た な い 若 者 が 生ま れ 、 祖 国 、 民 族 に 
大 き な 害 を 及ぼ し ます 。 

ムスリム の 両親 が 注意 すべ きも う 一 つの 点 は 、 隠 すべ き と 
ころ を 覆い 隠す と いう こと で す 。 有害 な 遊び を し て いる 者 の 中 
に は 、 膝 か ら 股 の 間 が 見 える 若者 が いま す 。 イ スラ ー ム 法 教 で 
は 、 隠 すべ き 場 所 を 覆 うこ と は 重要 な ファ ルド で す 。 こ の こと 
を 重要 視 し な い 人 は 、 信仰 を 失う 可能 性 が あり ます 。 ムスリム 
は 礼拝 で 多く の 報 装 を 得る 為 、 説 話 を 聴く 為 に モス ク に 行き ま 
す 。 モ スク に 行く こと が これ ら の 理由 で ある こと ふも また 、 大 き 
な 善行 で す 。 響 うべ き と こ ろ を っ て いな い 人 た ち が 行 く 場 所 
は 、 モ スク で は な く 、 罪 人 の 集まり の よう に 
集まり に 行く こと が ハラ ー ム で ある こと は 、 あ ら め ゆめ る 書物 に 
か れ て いま す 。 こ の よう な モス ク に 行く 人 は は 、 罪 人 の 集まり に 
行っ た こと に な り ま す 。 善行 を 得 て 、 説 話 を 聴く 為 に この よう 
な モス ク に 行く 人 は 、 善 行 で は な く 罪 を 得る こと に な り ま す 。 
隠す べき と ころ を 隠し て いな い 人 が モス ク に に 行く と 、 ム スリ ム 
が 罪 を 犯し た と と に な る 要因 に な る の で す 。 隠す べき と こ 時 


に と 大きな 罪 で す 。 こ の 多 、 こ の よう な モス ク に 人 
善行 で は な く 罪 を 得 た こと に な り 、 神 の 怒り を 受け る 要因 と な 
っ て し まう の で す 。 
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礼拝 の ファ ルド 


礼拝 の ファ ルド は 12 1 2 に な り ま す 。 七 つ は 外面 、 五 つ 
は 内 面 に あ に な り ま す 。 

外面 で ある も の は 、 大 汚 か ら の 清め 、 小 汚 か ら の 清め 、 覆 
うべ き と こ ろ (アウ ラ ) を 響 う こと 、 キ ブラ の 方 向 に 向かう こ 

と 、 時 間 、 意 志 、 最 初 の タク ビー ル で す 。 内 面 で も る も の は 
キヤ ー ム ( 立 位 ) 、 ク ラー ト (クル アー ン の 言葉 を 唱え る こと 
) 、 ラ カー ト ご と の ルク ウ ( 手 を 膝 に つけ 身 を か が め る こと ) 
、2 回 の サジ ュ ダ (地面 に 人 額 を つけ る こと ) 、 最 後 の 座位 で す 
。 礼拝 の 最 中 の ファ ルド を ルク ン (根幹 ) と 呼び ます 。 サ ジュ 
ダ で 額 と 足 の 指 を 地面 に つけ る こと は ファ ルド で す 。 

大 汚 か ら 清め られ る こと と は 、 クウ ドゥー ( 捕 光 ) が 必要 な 
状態 で あれ ば ウド ゥ ー を 行う こと 、 グ スル (全身 の 清浄 ) が 必 
要 な 状態 で あれ ば グ ス ル を 行う こと 、 ウレ ドゥー や グ スル を 必要 
と し て いる の に 水 が な けれ ば 、 タ ヤン ム ム ( 土 な ど で 清 浄 を 行 
5 こと ) を 行う こと で す 。 大 汚 か ら の 清浄 は 三 つ の 事柄 に よっ 
て 成り 立ち ます 。 

イス ティ ンジ ャ ー ( 水 に よっ て 排 港 器官 を 清め る こと ) 及 
び イ ステ ィ ジ ュ マ ル ( 石 や 紙 で 排 潤 器 官 を 清め る こと ) に 注意 
する こと 、 洗 う 際 、 及 び 頭 を 占め させ る 11] 際 に は ファ ルド で あ 
る 場所 を どこ も 残さ な た いこ と で す 。 

小 汚 か あら の 清浄 は 三 つ の 事柄 に よっ て 成り 立ち ます 。 礼拝 
を する と き に 着 て いる 服 が 小 汚 の 状態 で は な いこ と 、 礼 拝 の 際 
に 体 が 小 汚 の 状態 で は な いこ と 、 礼 拝 を 行う 場所 が 清め られ て 
いる こと で す 。 

隠す べき と ころ を 隠す こと は 、 三 つの 事柄 に よっ て 成り 立 
ハナ フィ ー 派 に よる と 、 男 性 は へ その 下 か ら ひ ざ 下 ま 

分 を 才 う こと 、 0 こ 足 を 響 うこ と が は スン 
0 と が 419 ペ ー ジ に は 書か れ て いま す 。 

箇 際 お 9 人 は い 梓 し で よっ て は り 足 
以外 の 全身 を 呈 い コー ティ ング 、 見 せな いこ と 。 

奴隷 で ある 女性 は 、 背 中 と 胸 か ら ひ ざ 下 まで を 履 うこ と で 
す 。 ( 頭 部 、 腕 、 足 を 見 せ て 外 に 出 て いる 、 も し く は びっ た り 
と し た 、 薄 いも の で 覆っ て いる 女性 、 及 び 彼 女 た ち を 見 る 男性 
は 、 ハ ラー ム を 犯し た こと に な り ま す 。 ハ ラー ム で ある こと を 
気 に し な い 人 は 、 信 仰 を 失い 、 ム ル タ ド と な り ま す ) 
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キク ブラ の 方 向 に 向かう こと は 、 三 つの 事柄 に よっ て 成り 
立ち ます 。 キ ブ ラ に 向かう こと 、 礼 拝 の 完了 まで キ ブ ラ の 方 向 
か ら 胸 を 離さ な いこ と 、 崇 高 な る アッ ラー の 神聖 な 場 に お いて 
謙虚 で いる こと で す 。 時間 は 、 三 つの 事柄 に 人 ま 
す 。 礼拝 の 始ま り と 終わ り の 時 刻 を 知る こと 、 礼 拝 が 忌避 され 
る べき 時 間 に ず れ 込 まな いこ と で す 。 

意志 は 、 行 っ た 礼拝 が ファ ルド な の か ワー ジブ な の か 、 ス 
ン ナ な の か 、 ム スタ ハブ な の か を 知る こと 、 そ の こと を 意識 す 
る こと 、 世 俗 的 な 事柄 を 心から 消し 去る こと で 成り 立ち ます 。 
ウィ トル の 礼拝 を 行う こと は イマ ー ム ・ ア ー ザ ム に よる と ワー 
ジブ で あり 、 二 人 の イマ ー ム と マー リキ ー 及 び シ ャ ー フ ィ ー 学 
は に お いて は スン ナ で す 。 (マー リキ ー 派 に 従う 人 が 困難 な 状 

に 陥っ た 場合 な る と 、 ウ ィ ト ル の 礼拝 を 放棄 する こと は 許さ 
MS 


最初 の タク ビー ル は 、 男 性 が 両手 を 耳 ま で 上 げ る こと 、 心 
が 覚醒 し て いる こと 、 準 備 の で きた 状態 で ある こと に よっ て 成 
り 立 ち ま す 。 キ ブラ に 向かっ て 立ち 、 サ ジュ ダ を 行う 場所 を 見 
て 、 ク ヤー ム の 際 に は 左右 に 揺れ な いこ と で す 。 

クラ ー ト は 三 つ の 事柄 に よっ て 成り 立ち ます 。 声 を 出し て 
読む 際 に は 声 を 出し 、 聞 こえ な いよ うに 読む 際 に は 自分 が 聞こ 
える 程度 の 声 で 文字 を 正しく 読む こと 、 ク ルアー ME 
える こ と で す 。 タ ジ ュ ウィ ー ド に 従っ て 読む こと で す 。 (礼拝 
を 行う 際 に 唱え られ る タク ビー ル と 、 礼 捧 の 中 で 読ま れる 全て 
の と と 、 そ し て アザ ー ン は アラ ビア 語 で 唱え る こと が 必要 で す 
。 これ ら の アラ ビア 語 は 、 教 え を 知り 、 そ の 学派 の 規律 の 書物 
に 従う ハー フィ ズ (クル アー ン を 暗唱 し て いる 人 ) か ら 学 ぶ べ 
き で す 。 ラテ ン 文 字 で 書か れ た クルアーン は 正しく 読む こと は 
で きま せん 。 不足 や 過ち が 生じ ます 。 ク ルアー ン は 、 角 択 を 行 
うこ と は で きま す が 、 翻 訳 を 行う こと は で きま せん 。 教え の な 
い 人 、 学 派 の な い 人 た ち が 、 「 ト ルコ ュ 語 の クル アー ン | と 呼ん 
で いる も の は 正しく あり ませ ん 。 誤り 誤 ち が あり 、 損 な われ た 
も の と な り ま す 。 ム スリ ム ミ は 皆 、 ク ルアー ン 教 室 に 通い 、 ア 
ラビ ア 語 イス ラー ム の 文字 を 学び 、 ク ルアー ン や 祈り の 言葉 を 
正しく 読む べき で す 。 こ の よう に 、 正 し く 読 まれ て 、 行 われ た 
礼拝 は 承認 され ます 。 「 タ ルギー ブ ・ ウ ス ・ サ ラー ト 」 で は 次 
の よう に 書か れ て いま す 。 「 誰 か が 礼 振 で 唱え た も の が 、 九 人 
の 学者 に よれ ば 過ち で あり 、 一 人 の 学者 に よっ て る な ら 正 し い 
の で あれ ば 、 そ の 人 の 礼拝 は 誤っ た も の と いう こと は で き な い 
s 

ルク ウ は 三 つ の 事柄 に よっ て 成り 立ち ます 。 キ ブラ の 方 角 
法学 に 向かっ て 完全 に 体 を 折る こと 、 腰 と 頭 が 同じ と ころ に あ 
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る こと 、 き ちん と 動き を 止め 、 (それ に 確信 を も っ て ) その 状 
態 で と ど ま る こと で す 。 

サジ ュ ダ は 三 つ の 事柄 に よっ て 成り 立ち ます 。 サ ジュ ダ を 
スン ナ に 従っ て 行う こと 、 額 と 鼻 を 同列 に 床 に つけ る と と 、 き 
ちん と 動き を 止め る こと で す 。 (健康 な 人 が 25 セ ンチ まで の 高 
さ で サジ ュ ダ を 行う こと は が 、 許 され る と は いえ 、 足 避 さ れる 
べき も の で す 。 なぜなら 預言 者 へ ハン マ ド 下 や 教 友 た ちの 誰 も 、 
高い 場所 で へ の サジ ュ ダ は 行っ て いな か っ た か ら で す 。 より 高 
い 場 所 に サジ ュ ダ を 行う な ら 、 礼 拝 は 無効 し な り ま す ) 

最後 の 座位 は 三 つ の 事柄 に よっ て 成り 立ち ます 。 1. 男性 
が 右足 を 立て 、 左 足 の 上 に 座る こと 、 女 性 は 正座 し て 、 足 を 右 
側 か ら 出し た 状態 で 座る こと 、2. タ ヒ ヤ ー ト を 決め られ た 形 
で 読む こと 、3. 最後 の 座位 に な いて サラ ワー ト (祝福 祈願 ) 
と ドッ ゥ アー (祈り の 言葉 ) を 唱え る こと で す 。 礼拝 の 後 で 唱え 
られ る 言葉 は 251 ペ ー ジ に 記載 され て いま す 。 


グ ス ル に つい て 1 


グ ス ル の ファ ルド は ハナ フィ ー 派 で は 三 つ 、 マ ー リ キー 派 
で は 五 つ 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 で は 二 つ 、 ハ ン バ リ ー 派 で は 一 つと 
な り ま で す 。 ハ ナ フ ィ ーー 派 で は 、 

1. 一 度 口 に 水 を 入 売 れる こと 、 歯 の 間 や 歯 の 穴 歯 の 溝 1 
の 中 を 濡らす こと が ファ ルド で す 。 (ハナ フィ ー 派 の 人 は 、 ど 
うし て も ゃ 必要 な 場合 を 除い て 、 き 歯 に 詰め 物 を し た り 、 才 っ た 
りす る こと が で きま せん 。 入れ 歯 が あ る 人 は を 作り 、 グ スル を 
行う 際 に は それ ら を 外し 、 そ の 下 を 洗い ます 。 ど うし て も ゃ 必要 
な 場合 は 、 詰 め 物 を し た り 呈 っ た りす る と こと が で きま す 。 し か 
し 、 グ スル や ウド ッ ー を 行う 際 に は 、「 シ ャ ー フ ィ ー 派 $ ゃ し く 
は マー リキ ー 派 に 従い ます 」 と ニー ヤ (意志 表示 ) を 行う 人 が 
必要 が あり まで す 。 

2. 一 度 、 鼻 に 水 を 入れ る こと 、 

3. 一 度 、 全 身 を 洗う こと 

これ ら が 必要 で す 。 全 身 の 、 濡 ら す こと で が 害 を 及ぼ すこ 
と の な い 場 所 を 全て 洗う こと が ファ ルド で す 。 体 の 一 部 を 、 が 
や む を 得 な い 理 由 、、 す すなわち 人 に よる も の で は な くす な わ ち 人 
が 行っ た こと で は な く 、 生 まれ つき の 理由 で 濡らす こと が で き 
な い の で あれ ば 、 そ れ は 許さ れ て 、 グ スル が 有効 と な り ま す 。 

「 ド ゥ ルッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ル | で は 次 の よう に 語ら れ て 
いま す 。 「 歯 の 間 や 歯 の 穴 歯 の 溝 11 に 残っ た 食べ 物 は 、 グ スル 
が 有効 な る の と な る こと を 妨げ な い 。 フ ァ ト ッ ワ ー (示さ れ た 


ー 60 一 


見 解 ) が こう な っ て いる の で ある 。 なぜなら 、 こ れ ら の 下 が 濡 
ら さ れる か ら で あ る 。 しかしながら 、 残 っ た も の が 固体 個体 で 
ある 場合 、 れ ば 妨げ と な る と 言わ れる 。 これが 真実 で ある 」 

イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 

) は 、 と の こと に つい て の 説明 と し て 、「 フ ラー サー」 の 本 で 
も 「 妨 げに は な ら な い 、 な ぜ な ら 水 は 流動 性 の ある も の で あり 
、 食 べ 物 の 下 を も 濡らす か ら だ 」 と 語っ て いま す 。 水 に よっ て 
が 濡らし さ れ て いな いし て いな いこ と が 明らか に 分 か れる 場合 ば 
、 こ れ ら の 学者 た ち に よる な ら 、 グ スル は 有効 と な り ま せん 。 
「 モ ヒル ヤ 」 と いう 本 は これ を 明快 に 示し て いま す 。 残っ た も ゃ の 
が 口 の 中 で 溶け て 、 固 まっ た の で あれ ば 、 水 を 通さ な い 為 、 グ 
スル は 有効 と に な り ま せん 。 なぜなら 、 こ こと こ に は や む を 得 な い 
事情 は な いか ら で す 。 (つま り 、 ひ と り で に 生じ た も の で は な 
いか ら で す 。 これら を 清め る こと も 困難 で は な いか ら で す ) 

[ハラ ビー・ サ ウル 」| で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 
誰か の 歯 の 間 に パ ン 、 食 べ 物 、 も し く は 何 か の 残り が 香 挟 まっ 
て いる 時 に グ ス ル を 行う 場合 えば 、 フ ァ ト ゥ ワー に よる な ら 、 
水 が 通 ちら な いと 考え られ た と し て も 、 グ スル は 有効 と な り ま す 
。 な ぜ な ら 水 は 流れ る も の で あり 、 下 に $ ゃ 行く か ら で す 。」 こ 
の よう な ファ トッ ワ が 出さ れ た こと が 、「 フ ラー サー」 で 書か 
れ て いま す 。 一 部 の 学者 に よれ ば 、 残 っ た も の が 固体 個体 で あ 
れ ば 、 グ スル は 認め られ ませ ん 。 「 ザ ヒー ラ 」| の 本 で も この よ 
うに 書か れ て いま す 。 正解 $ も これ が 正しい で す で す 。 な ぜ な ら 
、 下 に 水 が 通ら な いか ら で す 。 やむを得 な い ぃ 事情 も 、 困 難 さ も 
な いか ら で す 。 

「 ド ゥ ルッ ル ・ ウ ル ・ ム ンタ カ | で は 次 の よう に 語ら れ て 
いま す 。 「 歯 の 穴 歯 の 溝 1) に 食べ 物 が 残っ て いる 数 が ある 状態 
で グ ス ル を 行っ た 人 の グ ス ル は 、 有 効 で ある と いう 人 、 ま た 有 
効 で は な いと いう 人 が い は る 。 予防 措置 と し て 、 食 べ 物 の か す 
は あら か じ め 取 り 除 くべ き で ある 」 

| メラ ー ク ルフ ェ ラ フ | の 「 タ フタ ウィ ー| と いう 注釈 で 
は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 |「 歯 の 穴 歯 の 溝 、 も し く は 歯 の 
間 に 食 べ 物 か す が 残 っ た の で あれ ば 、 グ スル は 有効 と な る 。 な 
ぜ な ら 水 は 流れ る も の で あり 、 あ ら ゆ る と ころ に 浸透 する た め 
で ある 。 食べ 物 の か す が 噛 まれ て か まれ 、 硬 く な っ て いた 場合 
は 、 グ スル の 妨げ と な る 。 | 「 フ ァ ト ゥ フ ・ ウ ル ・ カ ディ ル 」 
で も ゃ 同様 に 書か ん れ て いま す 。 

「 バ フル ・ ウ ル ・ ラ ー イ ク | で は 次 の よう に 語ら ちら れ て いま 
す 。 「 歯 の 穴 歯 の 溝 1) に 食べ 物 が 残っ た 場合 で も の で あれ ば 、 
グ ス ル は 有効 と な る 。 なぜなら 水 は 軽やか な も の で あり 、 あ ら 
ゆる 場所 に 浸透 する か ら で あ る 。 | 「 タ ジュ ニス | で も 同じ よ 
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うに 書か れ て いま す 。 

サド ッ ゥ ル ・ ウ シュ ・ シ ャ ヒド ・ フ サー メッ ディ ン は 、「 グ 
スル は 有効 と な ら な い 、 こ れ を 取り 出し て 歯 の 中 に 水 を 流す こ 
と が 必要 で ある | と 語っ て いま す 。 取り 除き 出し 、 そ の 下 を 洗 
うこ と は 慎重 さ 1} と な り ま す 。 

[ファ トゥ ワ ・ ヒ ン デ ィ ー ヤ 」 で は 次 の よう に 語ら ちら れ て い 
ます 。 「 歯 の 穴 歯 の 溝 11} も し く は 歯 の 間 に 食 べ 物 か す が 残 っ た 
人 の グ ス ル は 有効 で ある 、 と いう 言葉 が より 正しい 。」 「 ザ ー 
ヒデ ィ ー」 で も と の よう に 書か れ て いま す 。 し か し 、 か す を 取 
り 除き 出し 、 穴 11 に 水 を 流す こと が 慎重 さと な り ま す 。 「 カ ー 
ディ ハー ン 」 で は 次 の よう に 語ら ちら れ て いま す 。 |「 歯 に 食べ 物 か 
す が 残 っ て いる 人 の グ ス ル が 受け 入れ られ 完了 と は な ら な いこ 
と は 『 ナ ー テ ィ フ ィ ー』」 で 書か れ て いる 。 これ を 取り 除き 出し 
、 そ の 下 を 洗う こと が 必要 で ある 。」 

Is マジ ュ ム アー ト ・ ウ ズ ・ ズ フ デ ィ ー ヤ | で は 次 の 

うに 語ら れ て いま す 。 「 少 量 で あれ 多量 で あれ 、 歯 の 間 に 残 
33 本 0 の ワウ 固い 生地 の よう に な り 、 水 の 浸透 を 
店 の で あゆ に の の し どい けつ | フロ こい 
の よう に 書か れ て いま す 。 「 食 べ 物 の か す を 取り 除く り 出 すこ 
と に は 困難 さ は な い 。 詰め物 や コー ティ ング で あれ ば 取り 出す 
出 こ と は で きせ な い が 、 そ れ ら を 。 取り 出す こと が は 困難 に 該 
5 半 ま ける 4 し 
NN な る 場合 に は 、 也 の 学派 

に 従う 為 の 理由 と な る 。 し か し 、 2 お SA 
まき ファ ルド の 放棄 が 有効 と な る 為 に は 、 他 の 学派 に 
に 人 従う こと が で きず え ず 、 その 状態 で や む を 得 な い 事 情 や 困難 
さ が 存 在 す る こと が 必要 で ある 。 『 ( 歯 の 詰め 物 あ し く は コー 
ティ ング は 、 歯 痛 を 防ぎ 、 歯 が 破損 し な いよ う ! に する 為 で ある 
。 こ れ は や む を 得 な い 事 情 と は な ら な い の か 』) と 言わ れれ ば 
返事 と し て 次 の よう に 言う だ ろう 。 ゃ やむを得 な い 事情 と な る 
為 に は 、 他 の 学派 に に 従う こと が 不可 能 で ある こと が 条件 と な 
る 。 


レフ 


|「『 グ スル を 行う 際 に 歯 を 洗う と いう 規定 は 、 歯 の コー テ 
ィング や 詰め 物 の 表面 」 、 に 移行 する 』、 と いう 言葉 いう こと 
は 、 イ スラ ー ム に ふさ わし いも の 言葉 で は な い 。」 

タフ タ ヴ ィ ー は 「 イ ムダ ー ド | の 注釈 で 次 の よう に 語っ て 
いま す 。 「 ウ ドッ ゥ ッ ー を 行っ た 後 、 メ スト (革靴 の 一 種 ) を は い 
た 人 の 清浄 の 状態 が 失わ れる 場合 、 清 浄 の 欠如 は 足 で は な く 、 
メス ト に だ 移行 する 。」 法学 の 書物 で 、 た だ ウド ゥ ー の や り 方 と 
メス ト に つい て 書か れ て いる この 言葉 を 、 歯 の コー ティ ング に 
つい て 、 か つ グ スル の ウド ゥ ッ ー に つい て 述べ る こと は 、 勝 手 に 
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く は コー ティ ング が ある 歯 を 、 密 集 し た ひげ に 例え る こと $ ゃ $ 正 
し く あ り ま せん 。 み ぜ な たら ウド ッ ー を 行 5 際 に 密集 し た ひげ の 
根元 を 洗う こと は 強制 で は な いと し て も 、 グ スル に お いて は こ 
れ ら の 下 の 度 護 を 洗う こと は ファ ルド で ある か ら で す 。 「 ウ ド 
ッ ー の 際 に 打 葉 し た ひげ を 洗う と と が ファ ルド で は な い の だ か 
グ ス ル に お いて る も 密 集 し た ひげ の 下 を 洗う こと は ファ ルド 

で は な い 」 と いう 人 は 、 、 グ スル を 行う 際 に は 密集 し た ひげ の 下 
を 洗い ませ ん 。 こ れ に 彼 や 彼 を 信じ る 人 々 の グ ス ル や 礼 
還 全 の の 

コー ティ ング や 詰め 物 を 、 足 の 傷 に つけ る 軟 界 、 も し く は 
骨折 し た 際 に 用 いる ギブ ス 、 和 石 診 の 型 や 包帯 に 例え る 似せ る こ 

も 、 法 学 の 書物 に は 適さ な いこ と で す 。 な ぜ な ら こ れ ら を 傷 
骨折 人 箇所 か ら 取 り 除 く こ と は 困難 $ や しく は 有害 で あり 、 他 の 
学派 の 模 條 を する こと も ゃ 不可 能 だ か ら で す 。 これ ら の 三 つ の 理 
由 の 為 、 覆 い の 下 を 洗う こと と は 不可 能 と な り ま す 。 

強い 痛み を 与え る 虫歯 を 抜く こと 、 取 り 外 し 可能 な 人 工 歯 
、 ま た は 口蓋 の 半分 また は 全体 を 備え た 入れ 歯 を 作ら せる こと 
を 望ま ず 、 詰 め 物 また は クラ ウン と 呼ば れる コー ティ ング を 自 
由 に 行う こと は 人 の 自由 で す が あ り 、 詰 め 物 、 コ ー テ ィング 、 
も し く は ブリ ッ ジ と 呼ば れる 固定 され る 歯 を 作る こと は 必要 不 
可 欠 で は あり ませ ん 。 必要 不可 欠 で ある こと を 訴え て も 、 覆 い 
の 下 を 濡らす こと が 不可 能 と な る 理由 と は あり ませ ん 。 な で ぜ な 
ら 、 他 の 法学 派 を 模 胡 する こと が 可能 で ある か ら で す 。 やむ を 
得 な いと 言っ て いい 、 法 学 の 書物 に 従い 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 も ゃ し 
く は マー リキ ー 派 に 従う 人 に 何 か を 言う 権利 は 誰 に も あり ませ 
ん 。 

人 に 何 か を 行わ せる こと を 強い る 天 か ら の 理由 、 つ まり 人 

こ は ど うし よう も な い 理 由 を 「 や む を 得 な いも の | と 呼び ます 
。 イスラーム が 命令 や 禁止 を 行う こと 、 強 い 痛 み 、 長 期 $ も しく 
は 命 に か か わる 危険 が あり 、 他 に どう し よう も な いと いう 状況 
は 全て 、 「 やむを得 な いも の ] で す 。 行 われ た 何ら か の 事柄 が 
ファ ルド を 妨げ る こと 、 も し く は ハラ ー ム を 犯す 要因 と な る こ 
と を 防ぐ こと の 難し さ を 「 困 難 」 と 呼び ます 。 アッ ラー の 命令 
や 禁止 事項 を イス ラー ム の 規律 と 呼び ます 。 イ スラ ー ム の 規律 
に より 何 か の 判断 を する 場合 、 つ まり 命令 され た こと を 行う 際 
、 も し く は 禁止 され た と と を 行う こと を 放 け る 際 、 自 ら の 法学 
派 の 学者 た ちの 、 良 く 知ら れ 、 選 ば れ た 言葉 に 従い ます 。 人 が 
行っ た と と に より 、 学 者 た ちの と の 言葉 に 従う こと が 困難 で あ 
れ ば 、 選 ば れ て は いな い 、 あ まり 知ら れ て いな い 言 葉 に 従い ま 
す 。 他 の 法学 派 を 模 條 する こと が 困難 で あれ ば 、 困 難 さ の 要因 
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で ある こと の 実行 が や む を 得 な いも の で ある か どう か を 見 ます 


o 


1. 困難 さ の 要因 と な る こと の 実行 が か やむを得 な いも の で 
ある 時 は 、 そ の ファ ルド を 行う こと は 不可 能 と な り ま す 。 

2. 困難 さ の 理由 と な る 物事 が 行わ れる こと が や む を 得 な 
いも の で は な けれ ば (マニ キュ ア の よう に ) 、 も し く は や む を 
得 な い 場 合 で も いく つか の 選択 肢 が あり 、 そ の うち 困難 な も の 
を 行う こと を 求め て いる の で あれ ば 、 そ の 崇拝 行為 は 有効 と は 
な り ま せん 。 困難 さ が な いも の を 行い 、 の の ピ じ ド の 
る こと が 必要 と な り ま す 。 やむを得 な いも の で あれ 、 そ う で な 
いも の で あれ 、 困 難 さ が 伴う の で あれ ば 他 の 法学 派 に 従う と い 
うこ と は 、 | ファ トゥ ワル ・ ハ ディ シー ヤ 」 及び 「 フ ラー サ ・ 
トゥ ル ・ タ フリ ー ク | で 、 さ ら に タフ タウ ィ ー (アッ ラー の 慈 
悲 が あり ます よう に ) の 「 メ ラー クル ・ フ ァ ラ フ 」 の 注釈 で 、 
そし て モッ ラー SI エ シ ル ディ (アッ ラー の 慈悲 が あり 
ます よう に ) の 「 マ フワ ー ト 」 と い 5 書 物 で 書か れ て いま す 。 
モッ ラー・ ハ リル は 1259 年 (西暦 1843 年 ) に 亡くな っ て いま す 
。 痛 む 虫 歯 を 抜き 、 入 れ 歯 を 用 いる こと を 望ま ず 、 詰 め 物 も し 
く は コー ティ ング 、 す な わ ち クロ ー ン を 作っ た ハナ フィ ー 派 の 


人 は 、 グ スル を 行う 際 、 シ シャー フィ ー 派 $ ゎ しく は マー リキ ー 派 
に 従い ます 。 なぜなら と の 二 つ の 法学 派 で は 、 グ スル を 行う 際 
に 口 や 鼻 を 兆 う と と は ファ ルド で は な いか ら で す 。 シ ャ ー フ ィ 
ー 派 $ る し く は マー リキ ー 派 に 従う こと も ゃ 大変 容易 で す 。 グ スル 
や ウド ッ ゥ ー、 礼 拝 を 始め る 際 に 、 も し く は 忘れ て いて 礼拝 後に 
思い 出し た 時 に 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 $ も し く は マー リキ ー 派 に 従う 
こと を ニー ヤ (意志 表示 ) し な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 、 そ 
れ を 意識 し な けれ ば いけ ませ ん 。 シャ ー フ ィ ー 学 派 に に お いて 有 
効 と な る 為 に は 、 婚 敵 す る こと が 永遠 に ハラ ー ム と な る 関係 に 
ある 18 の 女性 以外 の 女性 の 肌 に 、 も し く は 自分 の 陰部 に 掌 が 触 
れ た 場合 、 ウ ドゥ ー を 行う 必要 が あり ます 。 2 ム の 
背後 で は 心 の 中 で ファ ー テ ィ バ 章 を 唱え る 必要 が あり ます 。 マ 
ー リ キー 派 に NUM 0 / | し て くだ 
さい 。 他 の 法学 派 に 従う こと は 、 法 学派 を 変え る こと を は 意味 
し ませ ん 。 従っ て いる ハナ フィ ー 派 に 従っ て いる の 人 は 、 ハ ナ 
フィ ー 派 か ら 抜 けた こと に は な り ま せん 。 た だ 、 その 漂 拝 行為 
の ファ ルド や ム フ シ ド に 従い ます 。 ワー ジブ 、 マ クル ー フ 、 ス 
ン ナ に つい て は 自ら の 法学 派 に 従い ます 。 

法学 派 た ちの 、 グ スル に つい て の 見 解 が 明らか で ある 一 方 
で 、 歯 の に つい て の 問題 に つい て を 、。 権限 の な い 、 学 派 すら 
持た な い 人 が 書い た も の で 解決 し よう と し て いる 人 が いる こと 
が 分 か っ て いま す 。 歯 に 詰め 物 を する こと が 許さ れる と いう こ 
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と は 、「 サ ビル ・ ウ ル ・ レ シャ ド 誌 」 の 1332 年 (1913 年 ) の 号 
に 書か れ た ファ トッ ワ で 通知 され て いる 、 と 言い う 人 々 が いま 
す 。 ま ず お 知ら せ し た い の は 、 こ の 雑誌 は 、 改 革 派 や 、 学 派 に 
従わ な い 人 々 の 文章 で 満た され て いる と いう こと で す 。 著者 の 
一 人 、 マ ナス トゥ ッ ル の イス マイ ル ・ ハ ッ ク は 隠れ た フリ ー メ イ 
ソン 会 員 で す 。 イ ズミ ル 出 身 の イ スマ イル ・ ハ ッ ク は 、 フ リー 
メー ソン 会 員 で ある カイ ロ の 宗教 責任 者 、 改 革 派 、 メ フ メ ッ ド 
・ ア ブ ド ゥ ッ フ に 彼ら に 騙さ れ た 人 々 の 筆頭 で す 。 高校 教育 を イ 
ズミ ル で 高校 教育 を 受け 、 イ スタ ン ブ ー ル で 教員 養成 校 を 終え 
て いま す 。 宗教 教育 、 宗 教文 化 に 通じ て いる と は 言え ませ ん は 
脆弱 で す 。 彼 は ユニ オニ スト に 気に入ら れる こと で 神学 校 の 教 
帥 と な り ま し た 。 その 授業 や 本 で 、 ア ブ ド ッ ゥ ッ フ の 改革 的 、 分 離 
主義 的 な 思想 を 広め よう と し まし た 。 彼 が 毒 し て 、 逸 脱 さ せ た 
生徒 せい と の うち 、 ア フ メ ッ ド ・ ハ ム デ ィ ・ ア クセ キ と いう 人 
物 は 、 が 「 タ ルフ ィ キ ・ メ ザー イフ 」 と いう 、、 学 派 を 持た な 
い エ ジブ プ ト 人 ラ シ ド ・ ル ザー か ら の 翻訳 本 を 書き まし た 。 ここ 
に に 書か れ た いた 賛辞 は 、 彼 の 内 面 を 明らか に する も の と な っ 
て いま す 。 

この イス マイ ル ・ ハ ッ ク は 、 名 を 挙げ た 雑誌 に お いて 歯 の 
下 側 を 細い 糸 で 結ぶ こと が 許さ れる か どう か と いう 事柄 に つい 
て 、 法 学派 の 意見 の 論争 を 長 々 と 書き 、 銀 の 代わ り に 金 の ワイ 
ヤー で 歯 を 結ぶ 必要 が ある と 述べ て いる 学者 の 本 、 例 えば 「 シ 
ヤル ・ カ ビー ル 」 の 注釈 を 示し 、 歯 の 問題 は や む を 得 な いも の 
で ある と し て いま す 。 し か し 彼 に 尋ね られ て いる こと は 、 歯 の 
下 側 を 金 の 糸 で 結ぶ の か 、 銀 の 糸 で 結 で の か と いう 問題 で は な 
く 、 詰 め 物 や コー ティ ング が ある 人 の グ ス ル ! は 有効 か ? 人 
間 い な の で す 。 イ ズミ ル 出 身 の イ スマ イル ・ ハ ッ ク は 、 自 分 に 
は 間 わ れ て いな い 、 皆 が 知っ て いる こと を 長 々 と 書き 、 そ の 結 
果 を 問い へ の 答え と し て 示し て いる の で す 。 この 行為 は 学問 に 
お ける 虚偽 で す 。 自 分 の 見 解 を 、 イ スラ ー ム 学者 の ファ トッ ワ 
と し て 書く こと を 意図 し た も ゃ も の で す 。 こ れ で も ゃ も 不 十分 IA 
の よう に 、 法 学者 た ちの グ ス ル に つい て の 文章 を 書き 、 自分 
見 解 を それ ら に 似せ て いま す 。 例 えば レク とい 
ら か に され て いる よう に 、 到 達する こ と が 困難 で ある 場所 に 水 
を 触れ させ る こと は 条件 で は な い 」 と 書い て いま す 。 し か し 「 
バフ ル | と いう 本 で は 、「 体 の 中 で 水 を 至ら ちせ る こと が 困難 な 
場所 に 」 』 と 書か れ て いま す 。 人 が や む を 得 な いも の と し て 行 
っ た こと を 、 人 に お いて や む を 得 な い 事 情 が ある 事柄 に 似せ て 
いる の で す 。 「 ド ゥ ルッ ル ・ ム フタ ー ル |」 と いう 本 の 、「 女 性 
に と っ て 頭 を 洗う こと が 害 を 及ぼ す も の で あれ ば 、 洗 わな い 」 
と いう 文章 を 、 歯 の 詰め 物 が ある 人 の グ ス ル の 有効 性 の 証拠 と 
し て 示す と と も 、 正 し く あ り ま せん 。 水 が 触れ る こと で 頭 に 害 
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を 及ぼ す の は 、 体 の 病気 の 場合 で す 。 歯 の コー ティ ング や 詰め 
物 は 、 人 が 行っ た こと で す 。 そ の 為 、「 ド ゥ ルッ ル ・ ム フタ ー 
ル | で は 、 歯 の 穴 歯 の 溝 に 食べ 物 か す が 入 っ て いる 人 の グ ス ル 
が 有効 と な る か どう か に つい て は 別に 書か れ て いる の で す 。 

イズ ミル 出身 の イス マイ ル ・ ハ ッ ク は 、 こ れ ら の 均 虐 と 過 
ち で 十分 と する こと も な く 、 イ スラ ー ム 学者 を 偽り の 証人 と し 
て 示す こと を 暑 嗜 し ませ ん で し た せ ず 。 「 水 を 、 金 や 銀 の コー 
ティ ング も し く は 詰め 物 の 下 に 至ら ちせ る と と 、 そ こ を 洗う こと 
は 条件 で は な い 。 歯 の 問題 に や む を 得 な い 状 況 が ある こと 、 や 
む を 得 な い 状 況 に ある 場所 に 水 を 届か せる こと が 条件 で は な い 
こと は 、 法 学者 た ち に よっ て 意見 の 一 致 と 共に 教え られ て いる 
」 と 書い て いま す 。 歯 の コー ティ ング と 詰め 物 が や む を 得 な い 
も の で ある と は 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 の うち 誰 も 言っ て いま せ 
ん 。 そ も ゃ も そ も 法 学者 た ちの 時 代 に は 、 歯 の コー ティ ング も ゃ 詰め 
物 あ あり ませ ん で し た 。 資料 と し て 主張 し て いる 「 シ ヤル ・ カ 
ビー ル ・ シ ェ ル ヒ 」 の 翻訳 書 の 4 ペー ジ で 、 イ マー ム ・ ム ハン 
マ ド ・ シ ャ イ バ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 
歯 が 抜 けた 人 が その 歯 の 代わ り に その 下 か ら 歯 を 置く こと 、 も 
し く は 下部 か ら 糸 で 歯 を 結ぶ こと が 許さ れ て いる と 述べ て いる 
、 と 書か れ て いま す 。 歯 の コー ティ ング に つい て は 書か れ て い 
ませ ん 。 こ れ は イズ ミル 出身 の イス マイ ル ・ ハ ッ ク が 付け 足し 
た 事柄 な の で す 。 後 か ら 出 現し た フリ ー メ ー ソ ン の 宗教 家 、 法 
学派 に 従わ な い 人 々 、 人 逸脱 し た 人 々 が ムスリム を 黄 く 為 、 分 裂 
主義 を 遂行 する 為 に あら ゆる 計略 を 用 いて いる の で す 。 誤っ た 
事 、 逸 脱し た こと が 書か れ て いま す 。 

マー ム ` ヽ ムハンマド (アッ ラー の 六 悲 が あり ます よう に 
) は 、 ぐ ら ぐ らし て いる 歯 を 銀 で 結び 付け て いた よう に 、 金 の 
糸 で も 結び 付け る こと が で きる こと を 教え て いま す 。 金 で コー 
ティ ング する こと 、 詰 め 物 を する こと が 許さ れる 、 と は 書い て 
いな い の で す 。 こ れ ら は イス マイ ル ・ ハ ッ ク の よう な 人 ん 々 が 付 
け 加 えて きた も の で す 。 

イズ ミル 出身 の イス マイ ル ・ ハ ッ ク に よる の 、 前 述 の よう 
な 誤り と っ た 、 策 略 に 満ち た 文章 に 対し 、 当 時 の 宗教 指導 者 や 
宗教 家 は 反応 を 示し て 、 真 実 を 明らか に し て いま す 。 こ うい っ 
た 尊い 学者 の 一 人 が 、 ボ ル ゾ ディ ン 出 身 の 教授 ユズ ヌス ・ ザ ー デ 
・ ア フ メ ッ ド ・ ワ フ ビ ー 師 (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) で す 。 広 い 宗 教 知識 を 持つ この 人 物 は 、 歯 に 詰め 物 を し た 人 
の グ ス ル が 有効 と は な ら な いと いう 点 に つい て 、 学 者 た ち が 意 
見 を 一 致 さ せ て いる こと を 証明 し て いま す 。 

「 サ ビル ・ ウ ル ・ レ シャ ドド 」 誌 は 、 こ の イズ ミル 出身 者 の 
文章 が で た ら め で あり 、 策 略 に 満ち た も の で ある こと を 理解 し 
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た よう で す 。 彼 は 、 あ り 、「 マ ジュ ム ア ・ イ ・ ジ ェ デ ィ ー ダ ]」 
と いう 名 の ファ トッ ワ の 本 の 1329 年 (西暦 1911 年 ) の 第 2 版 で 
、 |「 グ スル は 許さ れる 」 と いう ファ トッ ワ を 資料 と し て 付け 加 
える こと を 必要 と 見 な し まし た 。 し か し この ファ トッ ツ ワ は 、 
1299 年 の 第 1 版 に は 存在 し ませ ん で し た 。 第 2 版 に ユニ オニ スト 
の 一 人 で ある シャ イフ ・ ウ ル ・ イ スラ ー ム の ムー サー・ キ ャ ー 
ズム が 付け 足し た も の で す 。 「 サ ビル ・ ウ ル ・ レ シャ ド 」 誌 は 
、 改 革 派 の 人 の 文章 を 、 フ リー メー ソン の 文章 で 証明 し よう と 
し て いる の で す 。 法学 者 は 誰 一 人 と し て も 、 歯 の コー ティ ング 
や 詰め 物 が や む を 得 な いふ も の と は 言っ て いま せん 。 こ れ は た だ 
、 フ リー メー ソン 会 員 の 宗教 家 や 宗教 改革 家 、 学 派 に 従わ な い 
人 々 、 人 逸脱 し た ワッ ハー プ 派 に 売ら れ た も し く は 騙さ れ た 宗教 
的 に 無知 な 人 々 が 語り 、 書 いて いる こと な の で す 。 

アフ マ ド ・ タ フタ ウィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) は 、「 メ ラー クル フェ ラフ | の 注釈 で 次 の よう に 書い て い 
ます 。 「 他 の 法学 派 の イマ ー ム に 従う こと が 有効 と な る 為 に は 
、 従 っ て いる 人 の 礼拝 を 損なう 事柄 が イマ ー ム に 存在 し な いこ 
と 、 も し 存在 する の で あれ ば 従う 人 が それ を 知ら な いこ と が 必 
要 で ある 。 信頼 され て いる 見 解 は これ で ある 。 二 つ 目 の 見 解 に 
よる な ら 、 イ マー ム が 自身 の 法学 派 に 照ら し て 礼拝 が 有効 と な 
っ て いれ ば 、 従 う 人 の 法学 派 に 照ら し て 有効 で な いこ と が わか 
っ た と し て も ゃ も 、 彼 に 従う こと は 有効 と な る 。 」 イブ ニ ・ ア ー ビ 
ディ ー ン で も こと の よう に 書い て いま す 。 タ フタ ウィ ー と イブ ニ 
・ ア ー ビ デ ィ ー ン の これ ら の 言葉 か ら 理 解 さ れる よう に 、 コ ー 
ィング や 詰め 物 が な い ハ ナ フ ィ ー 派 の 人 が 、 コ ー テ ィング や 
きめ 物 を し て いる イマ ー ム に 従う こと が 有効 か どう か に つい て 
は 、 学 者 た ち に は 二 つ の 別々 の 見 解 が あり ます 。 一 つ 目 の 見 解 
こよ る と 、 コ ー テ ィング や 詰め 物 が な い ハ ナ フ ィ ー 派 の 人 が コ 
ー テ ィング や 詰め 物 を し て いる イマ ー ム に 従う こと は 有効 と は 
な り ま せん 。 なぜなら この イマ ー ム の 礼拝 は 、 ハ ナ フ ィ ー 派 に 
よれ ば 有効 で は な いか ら で す 。 二 つ 目 の 見 解 に よる な ら 、 こ の 
イマ ー ム は シャ ー フ ィ ー 派 $ る しく は マー リキ ー 派 に 従っ て いる 
の な ら 、 コ ー テ ィング や 詰め 物 が な い ハ ナ フ ィ ー 派 の 人 が 彼 に 
従う こと は 有効 と な り ま す 。 イ マー ム ・ ヒ ンド ッ ワ ー ニ ー ( ア 
ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に ) は この よう な 見 解 を 示し て い 
ます 。 マ ー リ キー 派 に お いて も ゃ 同様 で す 。 コ ー テ ィング や 詰め 
物 が ある 、 認 め ら れ て いる イマ ー ム が 、 マ ー リ キー 派 $ し く は 
シャ ー フ ィ ー 派 に 従っ て は いな い 、 と いう こと が 明らか で は な 
い ぃ 限り 、 コ ー テ ィング や 詰め 物 が な い ハ ナ フ ィ ー 派 の 人 は この 
イマ ー ム に 従う べき で す 。 こ の 人 に 、 マ ー リ キー 派 $ も し く は シ 
ャ ー フ ィ ー 派 に 従っ て いる か どう か 尋ね る こと 、 そ れ を 探る こ 
と は 許さ れ ま せん 。 こ の 二 つ 目 の 見 解 は 信頼 度 は 低い ゃ の で あ 
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る と は いえ 、 困 難 な 状 態 に ある 時 は 弱い 見 解 に 従う こと が 必要 
で ある こと は 先述 の 通り です 。 騒乱 を 防ぐ 為 に 弱い 見 解 に 従っ 
て 行動 する と いう こと は 、 「 ハ ディ ー カ 」 で も 書か れ て いま す 
。 法学 派 に 重き を 置か ず 、 イ スラ ー ム 法 の 書物 に 従わ ず に 岩 拝 
行為 を 行う 人 は スン ナ 派 で は な いこ と は 明らか で す 。 スンナ 派 
で な い 人 は 、 ビ ドッ ゥ ッ ア の 持ち 主 で ある か 、 逸 脱し た 人 、 も し く 
は 信仰 を 失っ た ムル タ ド と な り ま す 。 私 た ち は コ ー テ ィング や 
詰め 物 を で き な い 、 と 言っ て いる の で は あり ませ ん 。 それ を 行 
0 認め られ る 為 の 道 を 示し て いる の で 

。 容易 と な る 手段 を 示し て いる の で す 。 

グ ス ル の ウド ッ ー は 15 種 あり ます 。 五 つ は ファ ルド で あり 
、 刀 つ は ワー ジブ で あり 、 四 つ は スン ナ 、 一 つ は ム ス タ ハ ブ で 
す 。 フ ァ ル ド で ある グ ス ル は 、 女 性 の 月 経 や 産 得 が 終わ っ た 時 
、 男 性 が 射精 を し た と き 、 夢 精 を し て 寝床 や 下着 に 精液 が 見 ら 
れ た 時 に は 、 ま だ し て いな い 礼 拝 の 時 間 が 過ぎ る 前 に グ ス ル を 
行う こと が ファ ルド と な り ま す 。 

ワー ジブ と な る も の は 、 遺 体 を 洗っ た 時 、、 精 通 が あっ た 
寺 に グ ス ル を 行う こと 、 夫 婦 で 寝 て いる 時 に 時 、 二 人 の 間 に 体 
液 が あり 、 そ れ が どちら か ら の も の か わか ら な い 時 に は 二 人 と 
も グ ス ル を 行う こと OS それ が い 
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つの も の か わか ら な い 場 合 に グ ス ル を 行う こと 。 そ し て 女性 が 
0 が な か っ た と し て も グ ス ル を 行う こと (出血 
が あっ た 場合 に は グ ス ル は ファ ルド で す 。) 1 


2 の 人 ロ ピード の ツン ラン 
時 に (どの よう な 意図 で あれ ) アラ ファ ト に 上 る 前 に グ ス ル を 
行う と と で す 。 ム スタ ハ プ で ある グ ス ル は 、 不信 心 者 が 信仰 を 
持っ た 時 (不信 心 者 で あっ た 時 に グ ス ル が ルル 要 な 状態 ほ で あれ ば 
グ ス ル は ファ ルド と な り ま す ) 、 グ スル が 必要 な 状態 で な けれ 
ば 、 ム スタ ハブ と な り ま す 。 

グ ス ル の ハラ ー ム は 三 つ で す 。 

1. 男性 が 男性 に 、 女 性 が 女性 に 、 グ スル の 時 間 に へ その 
下 か ら ひ ざ の 下 1) ま で の 場所 を 互い に 見 せる こと 

2. ムスリム の 女性 が 、 4 グ ス ル を 行っ て 
いる 姿 を 見 せる こと ( 他 の 場合 に お いて も 同様 で す ) 

3. 0 

グ ス ル の スン ナ は 派 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 13 あ り ま す 。 

1. 水 で イス ティ ンジ ャ ー を 行う 、 す な わ ち 排 港 器官 を 清 


2. 両手 を 手首 まで 洗う こと 
ー68 


3. 体 に 汚れ が あれ ば 取り 除く こと 

4. 口 と 鼻 に 水 を 入れ て 洗う こと (、 口 と 鼻 に 、 濡 らち し て 
いな い 場 所 が 針 の 先ほど で も あれ ば 、 グ スル は 有効 と な り ま せ 
ん ) 

5. グ ス ル の ウド ッ ゥ ー の 為 に 意思 表示 を 行う こ 

6. 全て の 如 官 を 水 で 濡らし な が ら 擦 る こす る 

7. まず 頭 に を 、 そ れ か ら 右 、 そ の 後 左 の 日 ン 
を か ける こと 

8. 手 と 足 の 指 の 間 を 洗う こと 

9. 体 の 前 後 を キ ブ ラ に 向け な いこ と 

10. グ ス ル を 行う 際 に は 世俗 的 な こと を 話 離 さ な い こと 

1 1. 口 と 鼻 を 三 回 ずつ 洗う こと 

12. 全て の 器官 を 洗う 際 に は に つい て 右 か ら 始 め る こと 

13. グ ス ル を 行う 場所 で 、 排 せつ を 行わ な いこ と 。 ここ 
に 上 げた 以外 の スン ナ も あり ます 。 

| アル ・ フ ク フ ・ ア ラル ・ マ ザー ヒ ブ ・ イ ル ・ エ ル バ 」| で 
は 、 次 の よう に 書か れん て いま す 。 「 グ スル が 必要 な 状態 で ある 
男性 及び 女性 が 、 グ スル の ウド ッ ー を 行う 前 に 、 ウ ドゥ ー な し 
で 行う こと が 許さ れ な い 行 為 の いずれ か を 行う こと は 、 四 つの 
法学 派 の どれ に お いて も ハラ ー ム で ある 。 例え ば 、 グ スル か が 必 
要 な 状態 で ファ ルド も し く は ナー フィ ラ の 礼 捧 を 行う こと は ハ 
ラー ル で は な い 。 水 が な けれ ば 、 も し く は 病気 の よう な 理由 が 
あり 水 を 使う こと が で き な け れ ば 、 タ ヤン ム ム を 行う こと が 必 
要 で ある 。 グ スル が 必要 な 状態 で ファ ルド も し く は ナー フィ ラ 
の 断食 を 行う こと は 有効 で ある 。 クル アー ン を 触る こと 、 読 む 
こと は ハラ ー ム で ある 。 クル アーン に ウド ッ ゥ ッ ー の 必要 な 状態 で 
触れ る こと も ハラ ー ル で は な い 。 モ スク に 入る こと も ハラ ー ム 
で ある 。 敵 か ら の 防衛 $ し く は 何ら か の 決定 を 下す 為 に 一 つ 二 
つの 短い クル アー ン の 章 旬 を 読む こと 、 モ スク に ロー プ や 水 を 
取り に 、 も し く は 他 の 道 が な いと いう 理由 の 為 に 入っ て すぐ に 
出る こと $ も 許さ れ て いる 。 祈り と し て 短い 章 旬 、 例 えば ビス ミ 
人 (アッ ラー の 名 に お いて ) と 唱え る こと は で きる 。 モス 

に 入る 前 に は タ ヤ ン ム ム を 行う 。」 


ら 前 し 


回 


タウ ヒー ド の ドッ アー 


ヤー アッ ラー、 ヤ ー ア ッ ラ ー、 ラ ー イ ラー ハ ムハンマド 
ッ ン ラス ルッ ラー。 ヤ ー ラ フ マ ー ン 、 ヤ ー ラ ヒー ム 、 ヤ ー ア 


フィ ー ヴ ヤー ケリ ー ム 、 フ ァ フ アン ニー ワル ハム ニー 
ヤー アル ハマ ル ラ ー ヒ ミー ン ! タ ワッ ファ ニー ム ス リ マ ン 
ワ アル ヒ ク ニ ー ビッ サー リヒ ー ン 。 ア ッ ラ フ ム マ グフ ィ ル 


リ ワウ リア ー バ ー イ ワ ウン マハ ー テ ィ ー ワ リ アバ ー イ 
ワ ウン マハ ー テ ィ ザ ヴ ジャ ー テ ィ ワリ エ ジ ュ ハー ディ 
ワリ アプ ブナ イー ワ バナ ー イ ワ リ イフ ワー ティ ワウ ワ 
アハ ワー ティ ワ リ アマ ー ミ ー ワ アン マー ティ ワ 
リ アフ ワー リー ワ ハー ラー ティ ワ リ ウス ター ジ 
アブ ドゥ ル ハ キー ミ アル ワー シ ワ リ カー ファ ッ テ ィ ル 
ムー ミニ ー ナ ワル ムー ミミ ナー トゥ ラフ マト ッッ ラー ヒ 
タ ア ー ラ ー アレ イヒ ム ア ジ ュ マ ー イ ン 。 


月 経 と 産 和 揚 に つい て 


月 経 の 期間 は 最短 で 三 日 、 最 長 で 十 日 に な り ま す 。 産 裾 期 

こ は 最 短 の 期限 は な く 、 そ れ が 終わ り 次 第 、 グ スル を 行い 礼拝 
計 断食 を する 必要 が あり ます 。 最長 で は 40 日 と な り ま す 。 
も し 月 経 の 出血 が 三 日 以 内 に 終わ り 、 月 経 だ と 思っ て 礼拝 を し 
て いな か っ た 場合 に は 、 礼 拝 の カ ダ ー を 行い ます 。 グ ス ル は 必 
要 あ り ま せん 。 ま た 、 も し 有三 日 を 満た し て 終了 し た 時 に は グ ス 
ル を 行い 、 定 時 の 礼拝 を 行い ます 。 十 日 間 が 過ぎ る と 出血 の 有 
無 に 関わ ら ず グ ス ル を 行い 、 礼 拝 を し ます 。 産科 が も 40 日 経過 
する か た つと グ ス ル を 行い 、 出 血 の 有 無 に 関わ ら ず 礼拝 を 行い 
ます 。 月 経 及び 産科 期 に は あら ゆる 種類 の お り も の は 出血 と 見 
な され ます 。 (黄色 で も 、 濁 っ て いて も ) 

月 経 の 10 日 間 の うち 、 も し く は 産科 期 の 40 日 間 の うち 、 
日 三 日 出 血 が な く 、 終 了 し た と 思 が ジ 断食 を 行い 
、 そ の 後 ま た 期間 内 に に 出血 が あっ た 場 こ は 、 そ れ ら の 断食 の 
リリ PP 
行う 必要 が あり ます 。 も ゃ も し 周期 より ゃ 前 に 出血 が 終わ り 、 そ れ 
が 三 日 目 以降 で あれ ば 、 グ スル を 行っ て 礼拝 を 行い ます 。 し か 
し 、 周 期 が 終わ る まで 男性 と 性 交渉 を 持つ こと は で きま せん 。 
産 宰 期 に つい て $ ゃ 同様 で す 。 も し いつ ゃ も より 遅く 出血 が 止ま っ 
た と きれ ば 、 十 日 も し く は それ 以下 で 止ま っ た 場合 、 そ の 期間 
は 月 経 と な り ま す 。 も ゃ も し 十 日 た っ て も 出血 が 止ま ら ず 、 続 いて 
いた 場合 、 い つも の 周期 以上 の 部 分 は 月 経 と は 見 人 区 され な り ま 
せん 。 そ の 日 々 の 礼拝 の カ ダ ー を 行い ます 。 産 簡 期 の 40 日 $、 
月 経 の 10 十 日 と 同様 で す 。 
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ラマ ダー ン 月 で 空 が 白 ん で か ら 月 経 $ し く は 産科 期 が 終わ 
っ た 場合 、 そ の 日 は 飲食 を 行わ ザイ ム サ ー ク を 迎え ます 。 し か 
し その 日 は 断食 を 行い ませ ん 。 カ ダー が 必要 と な り ま す 。 そ し 
て ゃ も し 、 空 が 白 ん で か ら 出 血 が あり 、 午 後 の 礼拝 の 後に それ が 
明らか に な っ た 場合 、 そ の 日 は 人 に 見 せ ず に 飲食 を 行い ます 。 
一 般 的 に 出血 が ある 場合 は 、 礼 拝 や 断食 を 放棄 し ます 。 そ し て 
ゃ し 有三 日 以 内 に それ が 止ま れ ば 、 礼 拝 の 最後 の 時 間 ま で 待ち 、 
出血 が あれ ば 礼拝 を 行わ ず 、 な けれ ば ウド ッ ゥ ー を 行っ て 礼拝 を 
し ます 。 も し また 出血 が あれ ば 、 ま た 礼拝 を 断念 し ます 、 そ し 
て また 出血 が 止ま れ ば 礼拝 の 最後 の 時 間 ま で 待ち 、 出 血 が な け 
れ ば ウド ッ ゥ ー を 行い 、 礼 拝 を 行い ます 。 三 日 まで この よう に 行 
いま す 。 グ スル は 必要 で は あり ませ ん 。 た だ ウド ッ ー で 十分 と 
な り ま す 。 三 日 より 後に 出血 が 止ま れ ば 、 ま た 礼拝 時 間 の 終わ 
り ま で 待ち も 、 そ れ か ら グ スル を 行い 、 礼 拝 を 行い ます 。 出血 が 
あれ ば 礼拝 を 断念 し ます 。 一 方 で 月 経 期間 が 十 日 に 至れ ば 、 そ 
れ か ら グ スル を 行い 、 礼 拝 を し ます 。 出血 が あっ て も 同様 で す 
。 産科 に つい て も 同じ で す 。 し か し 出血 が 止ま る た びに グ ス ル 
が 必要 と な り ま す 。 一 日 目 で 止ま っ て $ 同 様 で す 。 ラ マダ ー ン 
月 で 空 が 白 み 始め る 前 に 出血 が 止ま れ ば 、 意 志 表 示 を 行い 、 断 
食 を し ます 。 も し 午前 中 も し く は 午後 の 礼拝 の 後 、 ま た 出血 が 
あれ ば 、 そ の 断食 は 断食 と は な り ま せん 。 その 日 に つい て $ 後 
で カ ダ ー を 行い ます 。 

も し 流産 を し た 場合 、 指 、 髪 、 も し く は 口 、 も し く は 上 鼻 が 
明らか で あれ ば 、 完 全体 の 子供 を 産ん だ と 同様 に 見 な され ます 
。 も し どこ も まだ 明らか で は な けれ ば 、 産 得 と は な り ま せん 。 
し か し 、 三 日 も し く は それ 以上 出血 が あれ ば 、 月 経 と な り ま す 
。 や ゃ も し 月 経 が 終わ っ て 15 日 も しく は それ 以上 た っ て か ら 流 産 し 
た の で あり 、 三 日 以内 に 出血 が 止ま っ た 場合 、 も し く は 月 経 が 
終わ っ て 15 日 経過 し て いな か っ た 場合 、 月 経 と は な り ま せん 。 
鼻血 の よう な も の と 見 な され ます 。 礼拝 を 行う こと が 必要 で す 
。 断食 も 行い ます 。 男性 と 寝る 際 に グ ス ル は 必要 と は な り ま せ 
ん 。 

(偉大 な イス ラー ム 学 者 の ムハンマド ・ ビ ル ギ ビ ー (アッ 
ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 女 性 の 月 経 や 産 裾 期 に つい 
て ハナ フィ ー 派 に 基づい て 教え る 「 ズ フル ・ ウ ル ・ ム タ ア ヒ リ 
ー ン 」 と いう 名 の 大 変 尊い 本 を 書い て いま す 。 こ の 本 は アラ ビ 
2 生ま グー ジー ター いそ と の ルー ドド く ミー テン 
・ イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) は 、 こ の 本 を 発展 させ 、「 マ ン ハ ル ・ ウ ル ワ ー リ ディ ン | と 
名 付け て いま す 。 イ マー ム ・ ビ ル ギ ビ は 981 年 (西暦 1573 年 ) 
に ペスト で 記 く な っ て いま す 。 ア ナチ トリア の オデ ミシュ の ビル 
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ギ 地 区 で し た 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 1252 年 (西暦 1836 年 
) に ダマ スカ ス で 亡くな っ て いま す 。 「 マ ン ハ ル | で は 次 の よ 

に 書か れ て いま す 。 「 ム スリ ム の 男女 は イス ラー ム の 規則 を 
学ぶ こと が ファ ルド で ある こと が 、 イ スラ ー ム 法学 者 の 一 致し 
た 意見 と し て 伝え られ て いま す 。 こ の 為 、 女 性 や 妻 に 月 経 や 産 
宴 に つい て 学ぶ 許可 を 出す べき で す 。 夫 が 許可 を 出さ な い 女 性 
は 、 夫 の 許可 な く 学 びに 行く と と が 必要 で す 。 女 性 に 特有 で あ 
る これ ら の 知識 は 現在 で は 忘れ ちら れ 、 そ れ を 知っ て いる 宗教 者 
は 残っ て いな いか の よう で す 。 現在 の 宗教 者 は 、 月 経 、 産 科 と 
それ 以外 の 出血 を 区 別 で きま せん 。 これ ら を 詳し く 教 える 書物 
も あり ませ ん 。 本 を 持っ て いて も 、 読 ん だ り 理 解 し た りす る こ 
と が で きま せん 。 なぜなら これ ら の 知識 を 理解 する こと は 困難 
で ある か ら で す 。 し か し ウド ッ ゥ ッ ー、 礼 振 、 ク ルアー ン 、 断 食 、 
イ テ ィ カー フ (お こ ゃ り ) 、 断 食 、 成 人 と な る こと 、 結 婚 す る 
こと 、 離 婚 す る こと 、 女 性 が 離婚 後に 再婚 を 忌避 する べき 期間 
、 排 洪 器 官 を 清め る こと と いっ た 多く の 宗教 的 行為 に つい て 、 
血 に つい て の 知識 を 学ぶ こと が 必要 で す 。 こ れ ら の 知識 を 十分 
に 理解 する 為 に 、 私 は 人 生 の 半分 を 費やし まし た 。 学ん だ こと 
を 教え の 兄弟 た ち に 簡潔 に 説明 し まし ょ う ) 」 

間 昌 陸 こい で 員 抽 の 2 
時 か ら 完 全 に 清め られ た 女性 の 性 器 か ら 少 な く と も 三 日 間 続い 
て 出る 血 の こ と を 言い ます 。 こ れ を 「 有 効 な 血 ] と も 呼び ます 
。 周期 の 後 で 始ま る 15 日 も し く は それ 以上 の 期間 に まっ た く 出 
血 が な けれ ば 、 そ し て その 前 後に 月 経 期 間 が あれ ば 、 こ の 清め 
られ て いる 期間 を 「 有 効 な 清浄 」 と 呼び ます 。15 日 も し く は そ 
れ 以 上 の 清め られ て いる 期間 より 前 も しく は 後 、 も ふし く は 二 つ 
の 神聖 な 清浄 の 期間 の 間 に 出血 が あれ ば 、 こ の 期間 の 全て を 「 
法 的 な 清浄 | も る しく は 「 フ ァ ー シ ド の 清浄 」 と 呼び ます 。 出 血 
が な い 、15 日 より 短い 期間 の こと も 、「 フ ァ ー シ ド の 洗浄 」 と 
呼び ます 。 有効 な 清浄 と 法 的 な 清浄 を 「 完 全 な 清浄 」 と 呼び ま 
す 。 完全 な 清浄 の 前 後に 見 られ 、 三 日 継続 する 出血 は 二 回 の 別 
々 の 月 経 と な り ま す 。 白 以外 の あら ゆる 色 、 そ し て 濁っ た も の 
を 月 経 の 血 と 呼び ます 。 

少女 女の子 は 月 経 が 始ま る と 成就 し て いる と 見 な され ます 
。 つ まり 女性 と な り ま す 。 血 が 見 られ た 瞬間 か ら 、 止 まる まで 
の 日 を 「 月 経 期間 ]」 と 呼び ます 。 月経 期間 は 最長 で ゃ 十 日 に な 
り ま す 。 最短 で 三 日 に な り ま す 。 シャ ー フ ィ ー 派 及び ハナ フィ 
一 派 に お いて 、 は 最長 は 十 五 日 、 最 短 は 一 日 に な り ま す 。 

月 経 の 血 は 止ま る こと な くず っ と 出 て いる 必要 は あり ませ 
ん 。 最 初 の 出血 が 止ま り 、 数 日 後に また 出血 が あれ ば 、 そ の 間 
の 三 日 以 内 の 出血 の な い 期 間 も 、 見 解 の 一 致 に より 、 ず っ と 出 
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血 が あっ た と 見 な され ます 。 三 日 及び それ 以上 続く 出血 の な い 
月 経 が 十 日 目 より も 前 に 終わ れ ば 、 イ マー ム ・ ム ハン マ ド ( ア 
ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に ) が アブ ー・ ハ ニー ファ (アッ 
ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) か らち 全 を た た で うじ よ ちち ョ に 
日 間 ず っ と 出血 し て いた と 見 な され ます 。 イ マー ム ・ ム ハン マ 
ド が 伝え て いる 別 の 伝承 ふ や ふ あ り ま す 。 イ マー ム ・ ア ブー・ ユ ス 
フ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) に よれ ば 、 十 五 日 よ り 
前 に 終わ っ た 出血 の な い 全 て の 日 $、 出 血 が あっ た と 見 な され 
ます 。 女の子 が 一 日 出血 を 見 て 、 十 四 日 間 出血 が な く 、 そ の 後 
一 日 出血 が あれ ば 、 そ し て また 女性 が 一 日 出血 を 見 て 十 日 間 出 
血 が な く 、 そ の 後 イ 一 日 出血 が あれ ば 、 も し く は 三 日 間 出血 、 
五 日 間 出血 が な く 、 そ の 後 一 日 出血 が あれ ば 、 イ マー ム ・ ア ブ 
ー・ ユ ス フ に よれ ば 、 女 の 子 の 最初 の 十 日 は 月 経 と 見 な され ま 
す 。 一 人 目 の 女 性 は 周期 の 日 数 だ け 月 経 と な り 、 そ れ 以 降 の 日 
は 全て 月 経 で は な い 出 血 と な り ま す 。 二 人 目 の 女 性 で は 、 九 日 
間 が 全て 月 経 と 見 な され ます 。 イ マー ム ・ ム ハン マ ド (アッ ラ 
ー の 慈悲 が あり ます よう に ) の 一 つ 目 の 伝承 に よれ ば 、 た だ 二 
人 目 の 女 性 の み 、 九 日 間 月 経 と 見 な され ます 。 イ マー ム ・ ム ハ 
ンマ ドド の 二 つ 目 の 伝承 に よる と 、 二 人 目 の 女 性 の 最初 の 三 日 間 
の み が 月 経 で あり 、 そ れ 以 外 は 月 経 と は 見 な され ませ ん 。 私 た 
ち は 自 分 ) た ちの 本 を 「 ム ル テ カ | か ら 翻 訳し 、 こ れ ら の 知識 の 
すべ て を イマ ー ム ・ ム ハン マ ド の 一 つ 目 の 伝承 に 応じ て 書き ま 
し た 。 こ こ で の 一 日 と は ちょ うど 24 時 間 を 指し ます 。 未婚 の 女 
性 は 月 経時 に 、 既 婚 の 女性 は いつ で も ゃ も 、 子 宮口 に 「 キ ュ ル ス フ 
」 と 呼ば れる ガー ゼ か 綿 を 置き 、 そ れ に 香水 を つけ て お く こ と 
が ム ス タ ハ ブ で す 。 キ ュ ル ス フ の すべ て を 子宮 内 に 入れ る こと 
は マク ルー フ で す 。 キュ ルス フ に 何 ヶ 月 何 か 月 $ も 毎日 箇 の し み 
が つく 人 は 、 最 初 の 十 日 を 月 経 、 そ の 後 の 20 日 を 月 経 で は な い 
出血 と 見 な し ます 。 不正 出血 と 呼ば れる この 出血 が 治まる まで 
、 常 に この よう な 形 で 続け ます 。 女 性 女の子 に 三 日 間 出血 が あ 
り 、 一 日 出血 が な く 、 そ の 後 ま た 一 日 出血 が あり 、 二 日 な く 、 
その 後 ま た 一 日 あり 、 一 日 な く 、 ま た 一 日 あれ ば 、 こ の 十 日 間 
は 全て 月 経 と な り ま す 。 毎月 、 一 日 出血 が あり 、 一 日 出血 が な 
く 、 十 日 間 ず っ と この 形 で 続く な ら 、 出 血 が あっ た 日 に は 礼拝 
と 断食 を 断念 し ます 。 翌日 は グ ス ル の ウド ゥ ッ ー を し 、 礼 拝 を 行 
いま す 。 (メサ ー イ ル ・ イ ・ シ ェ ル ヒ ・ ウ ィ カ ー ヤ ) 。 三 日 よ 
りゃ も 、 つ まり 72 時 間 よ り も 5 分 で も 短く 、 ま た 新しく 始ま っ た 
人 に つい て は 十 日 以 上 長く 続け ば 十 日 目 以降 、 新しく な い 人 に 
間 に 全 と で に 周期 で ある 生理 
日 以降 に 来 た 、 こ は 妊 娠 し て いる 、 及び 高齢 の 女性 、 そ し 
還 還 EN で SC の の CH 
これ は 不正 出血 と 呼ば れ ま す 。 女 性 は 55 歳 前 後 で 閉経 し ます 。 
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生理 周期 が 五 日 間 で ある 人 は 、 太 陽 の 半分 が 昇っ た 時 点 で 出血 
を 見 て 、 十 一 日 目 の 朝 に 太陽 の 三 分 の 二 が 昇る 際 に 出血 が 終わ 
っ た の で あれ ば 、 す な わ ち 十 日 を 数 分 越 を た の で あれ ば 、 生 理 
周期 で ある 五 日 間 より 後 の 出血 は 不正 出 箇 と な り ま す 。 な ぜ な 
ら 、 日 の 出 の 時 間 の 六 分 の 一 ほど 、 十 日 十 夜 の 期間 を 越え て い 
る か ら で す 。 十 日 を 満了 する と グ ス ル を 行い 、 生 理 期 間 の 後 で 
で き な か っ た 礼拝 の カ ダ ー を 行い ます 。 

不正 出血 の 期間 中 の 女性 は 、 排 尿 が 抑え られ な い 、 も し く 
は 鼻血 が 止ま ら な い 人 と 同様 、 支 障 の ある 状態 と な り ま す 。 礼 
拝 を 行い 、 断 食 を する こと が 必要 で す 。 そ し て 出血 中 で も 性交 
渉 が 許さ れ ま す 。 

イマ ー ム ・ ム ハン マ ド の 見 解 に よる と 、 少 女 が 産ま れ て 初 
め て 出血 を 見 た 時 、 そ の 後 の 八 日 間 出 血 が な く 、 十 日 目 の 出 血 
が あれ ば 、 十 日 間 が 月 経 と 見 な され ます 。 し か し 一 日 出血 が あ 
り 九 日 間 な く 、 十 一 日 目 に また 出血 が あっ た 場合 、 ど の 日 も 月 
経 と は な り ま せん 。 出血 が あっ た 二 日 は 不正 出血 と な り ま す 。 
な ぜ な ら 十 日 目 以降 に 見 られ る 出血 以前 の 、 出 血 の な い 日 々 は 
月 経 と は 見 な され な いと と は 前 述 の と お り で す 。 十 日 目 、 十 一 
日 目 に 出血 が あれ ば 、 そ の 間 の 出血 が な か っ た 日 も 月 経 と 見 な 
され 、 十 日 間 の 月 経 と 十 一 日 目 の 不正 出血 と され ます 。 

不正 出血 は 病気 の 印 で す 。 長 時 間 続 く こ と は 危険 で す 。 医 
師 の 診察 を 受け る 必要 が あり ます 。 リ ュ ウ ケツ ジュ (ドラ ゴン 
ツリ ー) と 呼ば れる 植物 を 朝晩 、1 グ ラム を 水 と 共に 飲め ば 、 
出血 が 治まり ます 。 日 に 五 グ ラム 、 摂 取 接種 で きま す 。 女 性 の 
月 経 や 出血 の な い 時 期 は 多く の 場合 、 毎 月 同じ 日 数 に な り ま す 
。 ここ で 毎月 と いう の は 、 月 経 の 開始 日 か ら 次 の 月 経 の 最初 ま 
で の 期間 を 言い ます 。 女 性 は 皆 、 自 分 の 月 経 や 出血 が な い 時 期 
の 日 数 や 時 間 、 つ まり 周期 を 記憶 し て お くべ き で す 。 周期 は 長 
い ぃ 期間 、 変 わり ませ ん 。 変化 が あっ た 場合 は 新しい 周期 を 覚え 
る べき で す 。 

周期 の 変化 に つい て は 「 メ ン ヘ ル 」| と いう 本 で 次 の よう に 
書か ん れ て いま す 。 女 性 は 前 回 の 月 経 の 時 期 や 日 数 に 適し た 形 で 
出血 が あれ ば 、 周 期 が 変わ っ て いな いこ と を 理解 し ます 。 合 っ 
て いな けれ ば 、 周 期 が 変わ っ た こと が 理解 され ます 。 こ の 種類 
は 後述 の 通り で す 。 一 度 で も 合わ な けれ ば 周期 が 変わ っ た と 見 
な され ます 。 こ の よう に ファ トッ ワ ソ が 出さ れ て いま す 。 周期 が 
五 日 で ある 人 は 、 出 血 が 終わ っ た 後 、 六 日 目 に 出血 を 見 れ ば 、 
この 六 日 目 は 新しい 月 経 で あり 、 新 し い 周 期 と な り ま す 。 出血 
が な い 時 期 の 日 数 も 一 度 で 変化 し ます 。 こ れ が 変化 する と 月 経 
の 時 期 が 変化 する こと に な り ま す 。 周期 が 、 五 日 間 の 出血 、25 
日 間 の 出血 の な い 時 期 で ある 場合 、 あ る 時 三 三 日 間 の 出血 と 25 
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日 の 出血 の な い 日 ヒ と と な れ ば 、 も し く は 五 五 日 間 の 出血 と 23 日 
の 出血 の な い 時 期 と な れ ば 、 前 者 で は 出血 、 後 者 で は 出血 の な 
い 日 の 数 が 変化 し て いま す 。 同様 に 十 日 を 超え る 不正 出血 が あ 
れ ば 、 そ し て その 後に 三 日 も し く は それ 以上 の 前 回 の 周期 で あ 
る 日 数 に 合致 すれ ば 、 そ し て 前 回 の 周期 の 残っ た 部 分 が 次 の 周 
期 の 出血 の な い 期 間 に 合 致 すれ ば 、 周 期 で ある 日 数 に 合致 する 
日 は 、 新 し い 周 期 と な り ま す 。 周期 が 変化 し た こと に な り ま す 
。 周 期 が 五 日 で あり 、 出 血 が な い 時 期 の 終了 の 七 日 前 に 出血 が 
始ま れ ば 、 か つ 11 日 それ が 続け ば 、 こ の 出血 は 十 日 を 越え て い 
る 為 に 不正 出自 と な り ま す 。 これが 王 日 以上 続く 場合 、 つ まり 
四 日 目 が 前 回 の 周期 に 含ま れる 場合 、 前 回 の 周期 か ら 増 えて い 
る 一 日 は 新しい 出血 の な い 期 間 に 含ま れ ま す 。 周期 は 変化 せ ず 
、 日 数 が 四 日 と な っ て いま す 。 こ の 二 つ の 形 で 周期 の 変化 を さ 
ら に 説明 し まし ょ う 。 

前 回 の 日 数 と は 異な る 次 の 回 の 出血 日 数 が 十 日 以 上 で あり 
、 そ の うち の 三 日 も し く は それ 以上 が 前 回 の 周期 の 日 数 に 含ま 
れ て いな けれ ば 、 月 経 の 時 期 が 変化 し て いま す 。 日 数 は 変わ ら 
ず 最 初 に 出血 を 見 た 日 か ら 始 まり ます 。 周期 が 五 日 で ある 女性 
が 、 そ の 後 の 月 に この 五 日 の 中 で 出血 を 見 ず 、 も し く は 最初 の 
三 日 の うち に な く 、 そ の 後 の 11 日 に 出血 を 見 た の で あれ ば 、 最 
初 の 日 か ら 始ま り 、 月 経 は 五 日 で あり 、 時 期 が 変化 し た こと に 
な り ま す 。 三 日 も し く は それ 以上 の 出血 日 が 前 回 の 周期 の 中 に 
含ま れ て いれ ば 、 そ の 日 が 月 経 と な り 、 残 り は 不正 出血 と な り 
ます 。 周期 の 五 日 前 に 出血 が あっ た と き あ れ ば 、 周 期 で ある 時 
期 に 出血 が な けれ ば 、 そ し て 周期 が 過ぎ て か ら 一 日 出血 が あれ 
ば 、 そ の 間 の 出血 が な い 五 日 は 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ に 
よれ ば 月 経 と な り 、 周 期 は 変わ り ま せん 。 周期 の 最後 の 三 日 、 
そし て その 後 の 八 日 間 出血 が あれ ば 、 そ の うち の 最初 の 三 日 が 
月 繕 と な り 、 日 数 が 変化 し た こと に な り ま す 。 その後 の 出血 が 
十 日 を 過ぎ な けれ ば 、 か つ そ の 後に 出血 の な い 時 期 が あれ ば 、 
全て 月 経 と な り ま す 。 その後 の 出血 が な い べ き 期 間 が 不正 出血 
で あれ ば 、 周 期 は 変わ り ま せん 。 周期 が 五 日 で あり 、 六 日 間 出 
血 が あり 、 そ の 後 14 日 出血 が な く 、 そ れ か ら 一 日 出血 が あれ ば 
、 周 期 は 変わ り ま せん 。 上 記 で 示し た こと が 十分 に 理解 で きる 
よう に 、 五 日 間 出 血 、55 日 間 出 血 が な い 期 間 、 と いう 周期 で あ 
る 女性 を 基 に 、11 の 例 を 示し まし ょ う 。 


1. この 女性 が 五 日 間 出血 を 見 て 、15 日 間 出血 が な く 、11 
日 間 出 血 が くれ ば 、 周 期 に よる 月 経 は 55 日 後 で も ある こと か ら 、 
前 回 の 周期 の 中 で は 出血 が あり ませ ん 。 周期 は 変わ ら ず 、 日 数 
も 変わ り ま せん 。 11 日 の 最初 の 五 日 が 月 経 と な り ま す 。 


2. 五 日 出 血 、46 日 出血 な し 、 そ れ か ら 11 日 間 出 血 が あれ 
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ば 、11 日 間 の 最後 の 二 日 は 、 前 回 の 周期 の 中 に 含ま れ て いる も 
の の 、 三 日 より も ゎ ゃ 少な いこ と か ら 、 周 期 の 日 数 は 変わ り ま せん 
。 た だ 時 期 が 変化 し て いま す 。 

3. 五 日 間 出血 が あり 、48 日 間 出 血 が な く 、11 日 間 出血 が 
あれ ば 、11 日 間 の うち 七 日 間 は 月 経 で は な い 期 間 、 五 日 間 は 周 
期 に 含ま れ て お り 、 変 化 は な か っ た こと に な り ま す 。 

4. 五 日 間 出血 、44 日 間 出血 の な い 期 間 、 一 日 出血 、14 日 
出血 の な い 期 間 、 一 日 出血 、 と な る 場合 、 間 の 一 日 の 出血 は 月 
経 で は な い 期 間 の 最後 の 一 日 し なり ま す 。 14 日 は 異常 な 出血 の 
な い 期 間 で あり 、 こ れ は 出血 日 と な り ま す 。 その 最初 か ら 五 日 
間 が 、 月 経 日 と な り ま す 。 周期 の 時 期 や 日 数 は 変化 し ませ ん 。 

5. 五 日 間 出血 、47 日 間 出 血 な し 、 三 日 間 出血 、14 日 間 出 
血 な し 、 一 日 出血 と な れ ば 、 三 日 間 の 出血 が 周期 の 時 期 に 合致 
し て いま す 。 これ 以上 の 14 日 間 は 出血 日 と 見 な され 、 十 日 を 越 
えて いる 為 に 周期 は 日 数 の み が 変 わり ます 。 

6. 五 日 間 出血 、55 日 間 出 血 な し 、 九 日 間 出 血 と な れ ば 、 
九 日 目 以 降 は 出血 が な い 日 と な れ ば 、 九 日 が 月 経 日 と な り ま す 
。 日 数 の み が 変 化し ます 。 周期 に も 、 そ れ 以 降 に も ゃ 三 日 以 上 あ 
り ま す 。 

7. 五 日 間 出血 、50 日 間 出 血 な し 、 十 日 間 出血 と な れ ば 、 
十 日 間 が 月 経 日 と な り ま す 。 出血 の な い 日 数 が 50 日 と な っ て い 
ます 。 出血 の ある 期間 は 周期 通り の 時 期 、 日 数 と な っ て いま す 
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8. 五 日 間 出血 、44 日 間 出血 な し 、 八 日 間 出血 と な れ ば 、 
八 日 間 は 月 経 で あり 、 三 日 以上 が 周期 に 収まっ て いま す 。 月 経 
日 と 出血 の な い 日 の 数 が 一 日 変化 し て いま す 。 

9. 五 日 間 出血 、50 日 間 出血 な し 、 七 日 間 出 血 と な れ ば 、 
七 日 間 は 月 経 で あり 、 そ の うち 既定 の 周期 より 前 に 、 三 日 未満 
が 周期 に 収まっ て いま す 。 月 経 の 時 期 と 日 数 、 月 経 で は な い 期 
間 の 日 数 の み が 変 化し て いま す 。 

10. 五 日 間 出血 、5s 日 間 出血 な し 、 三 日 間 出 血 で あれ ば 三 
日 間 は 月 経 で あり 、 そ の うち の 呈 日 は 周期 に 含ま れ て お り 、 一 
日 は その 後に な り ま す 。 月経 の 周期 と 時 期 、 月 経 の な い 日 の 数 
が 変わ っ て いま す 。 

11. 五 日 間 出血 、64 日 出血 な し 、 七 日 も し く は 11 日 出血 が あ 
れ ば 、 前 者 の 場合 七 日 間 月 経 で あり 、 周 期 と 時 間 が 変わ っ て い 
ます 。 後 者 の 場合 11 日 の 最初 の 五 日 間 が 月 経 で あり 、 六 日 間 は 
不正 出血 と な り ま す 。 周期 の 時 間 の 身 が 変わ っ て いま す 。 日 数 
は 十 日 を 越え て いる 為 、 変 わり ませ ん 。 月 経 で は な い 日 の 数 が 
変化 し て いま す 。 
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オマ ー ム ・ フ ァ フ ルッ ディ ン *・ オ スマ ン ・ ゼ オラ イー ( ア 
ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 「 タ ビ イ ー ン ・ ウ ル ・ ハ カ 
ー イ ク | と いう 書物 で 、 そ し て アフ マ ド ・ シ ルビ ー ン (アッ ラ 
ー の 慈悲 が あり ます よう に ) の 注釈 で 次 の よう に 語っ て いま す 
。 「 周 期 の 一 日 前 に 出血 、 十 日 間 出血 の な い 期 間 、 一 日 出血 が 
あれ ば 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 
が あり ます よう に ) 出血 が な か っ た 十 日 に より 月 経 が 始ま り 、 
周期 まで 続く 。 つ まり 、 月 経 の 最初 と 最後 の 日 々 は 出血 を 伴っ 
て いな い 。 な ぜ な ら 周 期 の 前 と 十 日 の 後に 出血 が あり 、 そ の 間 
は 異常 な 出血 の な い 期 間 と 見 な され る か ら で あ る 。 イ マー ム ・ 
ムハンマド に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 こ 
の うち の どの 日 $ 月 経 と は 見 な され な い 。 五 日 間 の 出血 、25 日 
間 の 出血 の な い 期 間 が 周期 で ある 女性 は 、 

1. 一 日 前 に 出血 が あり 、 一 日 出血 が な く 、 そ の 後 出血 が 
あり 十 日 を 超え る 場合 、 ア ブー・ ユ ス フ に よる と 五 日 間 が 月 経 
と な る 。 前 と 後 の 日 は 不正 出血 と な る 。 イ マー ム ・ ム ハン マ ド 
に よれ ば 、 周 期 に 合致 し て いる 三 日 の 出血 日 が 月 経 と な る 。 こ 
れ ら は 周期 の 二 日 目 、 三 日 目 、 四 日 目 に 当たる 。 な ぜ な ら 周 期 
の 一 日 目 に は 出血 が な いか ら で あ る 。 出血 が あっ た うち の 五 日 
目 は 、 周 期 に は 含ま れ な い 。 

2. 周期 の 一 日 目 に 出血 が あり 、 そ の 後 一 日 出血 が な く 、 
それ か ら 出 血 が 見 られ 十 日 を 越え れ ば 、 見 解 の 一 致 と し て 五 日 
間 が 月 経 と な る 。 なぜなら 最初 と 最後 の 日 に 出血 が ある か ら で 
ある 。 

3. 周期 の 最初 の 三 日 出 血 が あり 、 そ の 他 の 二 日 に は 出血 
が な けれ ば 、 そ れ か ら 出 血 が あり 、 十 日 を 超え る 場合 、 ア ブー 
・ ユ ス フ に よれ ば 周期 で ある 五 日 が 月 経 と な る 。 イ マー ム ・ ム 
ハン マ ド に よれ ば 、 周 期 の 最初 の 三 日 が 月 経 と な る 。 なぜなら 
イマ ー ム ・ ム ハン マ ド に よれ ば 月 経 の 最初 と 最後 の 日 に は 出血 
が ある べき だ か ら で あ る 。」 

「 バ フル | や 「 ド ゥ ッッ ル ・ ウ ル ・ ム ンタ カ | で も 次 の よう 
に 記さ れ て いま す 。 「 出 血 が 、 周 期 を 越え 、 十 日 より 前 に 終わ 
っ た 場合 、 出 血 が 終わ っ た 後 15 日 以内 に 全く な けれ ば 、 超 過 し 
た 部 分 が 月 経 と な る こと は 見 解 の 一 致 に より 示さ れ て いる 。 こ 
の 場合 、 周 期 が 変わ っ て いな い 。15 日 の うち に 一 度 で ゃ 出血 が 
あれ ば 、 周 期 を 越え た も の は 月 経 に は な ら ず 不正 出血 と な る 。 
不正 出血 で ある こと が 分 か れ ば 、 そ の 日 に で き な か っ た 礼拝 の 
カ ダ ー を 行う 」 

周期 の 後 、 そ し て 十 日 よ り 前 に 出血 が 終わ っ た 礼拝 は 、 終 
わり の 記 限 が 近づく まで 待つ こと が ム ス タ ハ ブ と な り ま す 。 そ 
れ か ら グ スル を 行い 、 そ の 時 間 の 礼拝 を 行い ます 。 その 後 で 性 
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交渉 が 許さ れ ま す 。 待 っ て いる 間 、 グ スル と 礼拝 を 逃し た 場合 
、 礼 拝 の 時 間 が 過ぎ て し まえ ば 、 グ スル な し で の 性 交渉 が 許さ 
れ ま す 。 

女性 の 初潮 及び 周期 の 15 日 後に 見 られ る 出血 が 三 日 以 内 に 
終わ れ ば 、 礼 拝 の 時 間 の 終わ り が 近づく まで 待ち ます 。、 そ れ 
か ら グ スル は 行わ ず 、 ウ ドゥ ー を 行い 、 そ の 礼拝 を 行い 、 そ れ 
以前 た だ で き なか っ た 礼拝 の カ ダ ー を 行い ます 。 そ の 礼拝 を 行っ 
た 後 で また 出血 が あれ ば 、 礼 振 を 行い ませ ん 。 出血 が な けれ ば 
、 時 間 の 終わ り 近 くに ウド ッ ゥ ッ ー を 行い 、 そ の 礼拝 を 行い 、 で き 
て いな い 礼 振 が な あれ ば カ ダ ー を 行い ます 。 三 日 間 が 満了 され る 
まで こと の よう に 行い ます 。 し か し グ ス ル を 行っ た と し て も 性交 
渉 は ハラ ー ル と は な り ま せん 。 

出血 が 三 日 を 越え た 場合 、 周 期 よ り 前 に 出血 が 止ま れ ば 、 
周期 が 終わ る まで は グ ス ル を 行っ て その 礼拝 を し ます 。 で き な 
か っ た 礼拝 の カ ダ ー は し ませ ん 。 断食 は 行い ます 。 出血 が 止ま 
っ た 日 以降 15 日 間 全 く 出 血 が な けれ ば 、 止 まっ た 日 が 周期 の 終 
わり と な り ま す 。 し か し 出血 が 再び 始ま れ ば 、 礼 拝 を や め ま す 
。 行 っ た 断食 も る 、 ラ マダ ー ン 月 の 後に カ ダ ー を 行い ます 。 出血 
が 止ま れ ば また 礼拝 の 時 間 の 最後 の 方 で グ ス ル を し て 礼拝 を 行 
いま す 。 断食 も 行い ます 。 十 是 ま で 、 と の よう に 続け ます 。 十 
日 以降 は 、 出 血 が あっ て も 再び グ ス ル を 行う こと な く 礼 振 を し 
、 グ スル の 前 に ゃ 性 交渉 が ハラ ー ル と な り ま す 。 し か し 性 交渉 
の 前 に ウド ゥ ー を 行う こと が ム ス タ ハ ブ と な り ま す 。 日 の 出 の 
前 に 出血 が 終わ れ ば 、 日 の 出 ま で に グ ス ル を 行い 服 を 着る だ け 
の 時 間 が あり 、 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル と いう だ け の 時 間 は な い 
場合 で も 、 そ の 日 の 断食 は 行い ます 。 し か し 夜 の 礼拝 の カ ダ ー 
は 必要 あり ませ ん 。 タ クビ ー ル を 唱え る だ け の 時 間 が あれ ば 、 
夜 の 礼拝 の カ ダ ー を 行う こと が 必要 に な り ま す 。 イ フタ ー ル よ 
り 前 に 月 経 が 始ま れ ば 、 断 食 は 損なわ れ ま す 。 ラ マダ ー ン 月 の 
後 、 カ ダー を 行い ます 。 礼拝 中 に 月 経 が 始ま れ ば 、 礼 拝 が 損 な 
われ ます 。 月 経 が 終わ っ て か ら 、 フ ァ ル ド の 礼拝 の カ ダ ー は 行 
いま せん 。 ナ ー フ ィ ラ の カ ダ ー を 行い ます 。 日 の 出 の 後 、 目 が 
覚め た 時 に 寝床 に 血 を 見 れ ば 、 そ の 瞬間 に 月 経 中 と な り ま す 。 
寝床 に 血 を 見 な けれ ば 、 寝 て いる 時 に 月 経 に は な ら な か っ た こ 
と に な り ま す 。 双 方 と も ゃ 、 深 夜 の 礼拝 を 行う こと は ファ ルド と 
な り ま す 。 なぜなら 礼 振 が ファ ルド と な る か 償 か は 、 そ の 時 間 
の 最後 の 数 分 に 出血 の な い 状 態 で いる こと に か か っ て いる か ら 
で す 。 そ の 時 間 の 礼拝 を 行う 前 に 月 経 と な っ た 人 は 、 そ の 礼拝 
の カ ダ ー は 行い ませ ん 。 

二 つ の 月 経 の 間 に 「1) 完 全 な 清浄 の 期間 |」 が ある こと が 必要 
で す 。 こ の 完全 な 清浄 の 期間 が 「 有 効 な 清浄 」 で あれ ば 、 そ の 
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前 及び 後 の 出 血 が それ ぞ れ 別 の 日 会 の 月 経 と な る と と が 見 解 の 
一 致 と し て 示さ れ て いま す 。 

十 日 間 の 月 経 期 間 中 に 、 出 血 が ある は ず の あっ た 日 の 間 に 
存在 する 出血 の な い 日 は 、 月 経 と 見 な され ます 。 十 日 以降 の 不 
正 出 四 の あっ た 日 に つい て は 清浄 と 見 な され ます 。 女 性 に 三 日 
間 出 血 が あり 、 そ の 後 15 日 間 出 血 が な く 、 そ れ か ら 一 日 出血 、 
一 日 出血 な し 、 そ の 後 三 日 間 出血 が あれ ば 、 出 血 の あ っ た 最初 
と 最後 の 三 日 間 は それ ぞ れ 別 の 月 経 と な り ま す 。 な ぜ な ら 周 期 
は 三 日 で あり 、 二 回 目 の 月 経 が 途中 の 一 日 の 出血 か ら 始 まっ て 
いる の で す 。 こ の 一 日 は その 前 の 完全 な 清浄 を 無効 に し ます 。 
モッ ラ ・ フ スラ ブ (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 「 グ 
レル 」 の 注釈 で 次 の よう に 語っ て いま す 。「 女 性 が 、 一 日 出血 
14 目測 大 次 し 。 一 且 晶 郁 。 八 目測 面 を し 、 一 耳 出 面 。 世 且 出 
自 な し 、 二 日 出血 、 三 日 出血 な し 、 一 日 出血 、 三 日 出血 な し 、 
一 日 出血 、 二 日 出血 な し 、 一 日 出血 で あっ た 場合 と な れ ば 、 イ 
マー ム ・ ム ハン マ ド に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) 、 こ の 345 日間 の うち 14 日 の 後 の 十 日 間 が 月 経 で あり 、 そ れ 
以外 は 不正 出自 と な る 」 な ぜ な ら こ の 十 日 以 降 、 完 全 な 清浄 が 
な く 、 新 し い 月 経 は 始ま っ て いな いか ら で す 。 その後 の 出血 の 
な い 期 間 は 月 経 の 期間 に な いこ と か ら 、 ず っ と 出血 が あっ た と 
は 認め られ ませ ん 。 (イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ に よれ ば ( ア 
ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 最 初 の 十 日 と 、 二 回 の 出血 
の な い 日 を 経た 四 回 目 の 十 日 間 が 月 経 と な り ま す 。) な ぜ な ら 
その 後 の 不 正 な 出血 の な い 期 間 は 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ 
に よれ ば 、 常 に 出血 が あっ た と 見 な され 得る か ら で す 。 後述 の 
第 1 項 に よれ ば 、 十 日 間 の 月 経 の 後 、20 日 は 清浄 の 期間 、 そ の 
後 の 十 日 間 ( 四 回 目 の 十 日 間 ) は が 月 経 と な り ま す 。 

15 日 間 、 出 血 の な い 日 が 全く な いま ま 出 血 が 続け ば 、 そ の 
周期 に より 計 算 が な され ます 。 つ まり 、 周 期 の 後 か ら 始ま り 、 
前 の 月 の 出血 の な い 日 数 だ け 清 浄 の 日 と し 、 そ れ 以 降 は 周期 に 
応じ て 月 経 と 見 な され ます 。 

出血 の 継続 が 女性 に お いて 起こ る 場合 、「 メ ン ヘ ル ・ ウ ル 
・ ワ ー リ ディ ン 」 の 書簡 に よれ ば 、 そ れ に は 四 種 類 あ る と され 
て いま す 。 

1. 出血 が 継続 すれ ば 、 最 初 の 十 日 は 月 経 、 そ の 後 の 20 日 
は 清浄 と 認め られ ます 。 

2. 女性 が 神聖 な 出血 、 神 聖 な 清浄 の 期間 を 経て か ら 出 血 
が 続け ば 、 こ の 女性 は 周期 が 定まっ た 女性 と な り ま す 。 例 えば 
、 五 日 間 出血 が あり 、 そ の 後 40 日 出血 が な けれ ば 、 出 血 の 継続 
の 最初 の 五 日 が 月 経 、 そ の 後 の 40 日 は 清浄 と 認め られ ます 。 出 
血 が 止ま る まで この よう に 続け ます 。 
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3. 不正 出血 、 不 正 な 清光 が 見 られ れ ば 、 双方 と も 周期 は 
認め られ ませ ん 。 清浄 の 期間 が 15 日 より 短い 為 に 不正 で ある ば 
ら 、 最初 に 見 られ た 出血 が 続い た と 見 な され ます 。 11 日 出血 、 
14 日 出自 の な い 期 間 で あり 、 そ の 後 出血 が 継続 すれ ば 、 最 初 の 
出血 は 十 日 を 超越 し た 為 に 不正 と な り ま す 。11 日 目 、 そ し て 出 
血 の 継 続 の 最初 の 五 日 の 出血 日 は 清浄 で あり 、 こ の 五 日 目 以降 
の ま 20 日 間 清浄 と いう 形 で 続き ます 。 清浄 が 完全 で 

出血 の ある 日 が 混ざっ て いる 為 に 不正 で あれ ば 、 こ の よ 
う な 不正 た 清水 及び 出身 の 期 間 の 全 計 が 30 を 越え な けれ ば 、 や 
は り 最 初 の 出血 が 継続 し た と の 11 日 出血 、15 日 間 
出血 の な い 期 間 の 後 、 継 続 す 合 は この よう に な り ま す 。16 
日 の 最初 の 日 に 出血 が ある こ 人 不正 な 清浄 期間 と な り ま 
す 。 在 正 出血 の 最初 の 四 日 は 清浄 と な り ま す 。 合計 が 30 日 を 超 
える な ら 、 最 初 の 十 日 が 月 経 で あり 、 そ れ か ら 不 正 出血 まで の 
日 は 全て 清浄 と 見 な され 、 不 正 な 継続 の 後 の 十 日 間 は 月 経 、20 
日 間 は 清浄 と いう 形 で 続き ます 。11 日 が 出血 、20 日 が 出血 な し 
の 後 、 不 正 出血 が あれ ば この よう に な り ま す 。 


4. 有効 な 出血 と 不正 な 清浄 期間 が あれ ば 、 有 効 な 出血 日 
は 周期 と な り ま す 。 それから 30 日 まで 、 清 浄 期間 と し て 認め ら 
れ ま す 。 例 えば 、 五 日 間 出 血 、 14 日 出血 な し 、 そ の 後 不正 出血 
が あれ ば 、 最 初 の 五 日 間 は 出血 、 そ の 後 の 25 日 間 は 清浄 の 期間 
と な り ま す 。 こ の 25 日 を 満了 させ る 為 、 不 正 出血 の 最初 の 11 日 
は 清浄 と 見 な され ます 。 その後 、 五 日 間 月 経 、25 日 間 清 浄 と し 
て 継続 され ます 。 同様 に 、 三 日 間 出 血 、15 日 間 出血 な し 、 一 日 
出血 、 それ か ら 15 日 出血 が な か っ た 後に 出血 が あれ ば 、 最初 の 
三 日 が 有効 な 出血 で あり 、 そ れ か ら 不 正 出 血 ま で の 日 は 全て 、 
MSG 
り ます 。 不正 出 血 の 時 期 に 三 日 が 月 経 、 そ の 後 の 27 日 は 清 
消 と し て 続け ます 。 一 加 旧 の 消 肖 が 日 で あれ は 、 イマ ー ム ・ 
アブ ー・ ユ ス フ に よれ ば ずっ と 出血 が あっ た と 認め られ 、 最 初 
の 二 日 間 が 月 経 、 残り の 15 日 間 が 清浄 で ある 日 と し て 続け ます 
。 なぜ な ら 最 初 の 三 日 は 出血 、15 日 間 の 清 汐 は 有効 と な る も の 
で あり 、 周 期 と 認め られ る か ら で す 。 

周期 を 忘れ た 女性 を 「 ム ハイ ッ ラ | も し く は 「 ダ ー レ 」 と 
呼び ます 。 

「 ニ ファ ー ス 」 は 、 産 科 期 と いう 意味 で す 。 手 や 足 、 頭 が 
わか る 状態 で の 流産 も b ニ ファ ー ス と 呼ば れ ま す 。 産 簡 期 に は 長 
短 は あり ませ ん 。 出血 が 終わ っ た 時 点 で グ ス ル を 行い 、 礼 拝 を 
開始 し ます 。 し か し 周期 だ け の 日 が 経過 する まで は 性 交渉 は 行 
えま せん 。 最長 で 40 日 と な り ま す 。40 日 が 満了 すれ ば 、 出 血 が 
終え 割っ て いな く て も グ ス ル を 行い 、 礼 拝 を 開始 し ます 。40 日 
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目 以降 に 来 た 出 血 は 不正 出血 で す 。 一 人 目 の 子 の 際 に 25 日 で 出 
血 が 治まっ た 女性 の 周期 は 、25 日 と な り ま す 。 こ の 女性 が 二 人 
目 の 出産 の 際 に 出血 が 45 日 続け ば 、 産 梨 は 25 日 と 見 な され 、20 
日 は 不正 出血 と な り ま す 。 20 日 分 の 礼 振 の カ ダ ー を 行い ます 。 

この 為 、 産 禄 期 の 日 数 も 覚え て いる こと が 必要 で す 。 二 人 目 の 
際 に 出血 が 40 日 よ り 前 、 例 えば 35 日 で 終わ れ ば 、 こ とこ の すべ て が 
産科 と な り 、 周 期 が 25 日 か ら 35 日 に 変わ っ た こと に な り ま す 。 

ラマ ダー ン 月 で 、 断 食前 の 食事 の 後 で 月 経 $ し く は 産 裾 期 
が 終わ っ た 人 は 、 そ の 日 は 断食 を 行い ませ ん 。 し か し その 日 の 
カ ダ ー を 行い ます 。 月経 や 産 補 期 が 夜明け 前 の 食事 の 時 間 以 降 
に 始ま り 、 午 後 の 礼 拝 の 後 で も 続い て いれ ば 、 そ の 日 は 飲食 を 
行い ます 。 

月 経 や 産科 期 に お いて 礼拝 、 断 食 、 モ スク に 入る こと 、 ク 
ルアー ン を 読む こと 、 触 る こと 、 カ ー バ 神 司 の 周回 を 行う こと 

性 交渉 を 行う こと は 四 つ の 法学 派 で ハラ ー ム で す 。 断食 は カ 
に を 行い ます 。 礼拝 の カ ダ ー は 行い ませ ん 。 礼拝 は 許さ れ ま 
す 。 全 て の 礼拝 の 時 間 に ウ ドゥ ー を 行い 、 礼 拝 用 の 和 馬 の 上 で 
その 礼拝 を 行う だ け の 時 間 、 座 っ て 祈念 や タス ピー フ を 行う な 
ら 、 最 も 良い 形 で 行っ た 礼拝 と 同じ だ け の 報奨 を 得 ます 。 

「 ジ ェ ヴ ヘレ 」 と いう 書物 で は 次 の よう に 書か れ て いま す 
。「 女 性 は 月 経 が 始ま っ た こと を 男性 に 教え る 必要 が ある 。 夫 
が 質問 し て 答え な けれ ば 、 大 き な 罪 と な る 。 清浄 な 状態 で ある 
の に 月 経 が 始ま っ た と いう こと も ゃ も 大きな 罪 で ある 。 預言 者 ム ハ 
ンマ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、 | 月 経 
が 始ま っ た こと 、 終 わっ た こと と を 夫 に 隠す 女性 は 呪 わ れ て いる 
| と 言わ れ た 。 月経 で あれ 、 清 浄 な 時 で あれ 、 女 性 に 肛門 か ら 
近づく こと は ハラ ー 5 NE 」 配偶 者 に こ 


8 まま せり か [肛門 性 交 」 と 呼び ます 
者 章 で これ は 「 悪 い 行い で ある 」 と され て いま す 。 カー 
・ ザ ー 

の 


デ 師 の 「 ビ ル ギ ウ ィ ー」 で は 、 預 言 者 ムハンマド ( 
ッ ラ ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、 ルツ 族 の よう 
に 肛門 性 交 を 行う 者 を 、 現行 犯 で と ら え た 場合 は 二 人 と も る 処 
な さい | と 言わ れ て いる と され て いま す 。 一 部 の 学者 は 、 
と も を 焼 み な けれ ば な ら な いと 述べ て いま す 。 そ れ を 行っ 
と 場合 、 二 人 と も グ ス ル が 必要 な 状態 と な り ま す 。 充血 が あっ 
< 場合 、 グ スル が 必要 に は な ら な いも の の 、 断 食 が 損なわ れ ま 


礼拝 の 時 間 内 に 、 礼 拝 を 行う 前 に 女性 の 月 が 始ま れ ば 、 
その 時 間 の 礼拝 の カ ダ ー は 必要 あり ませ ん 。 (| 永遠 の 幸福 」 
と いう 書物 の 、 グ スル の 項 を 読ん で くだ さい ) 
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ウド ゥ ッ ー に つい て 
ドウ サー の ツア ルド ば ほ ハ ナチ デブ ィ ー 激 で ほ 回 つ 。 マ ー リ ギー 
派 で は 七 つ 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 と ハン バリ ー 派 で は 六 つ で す 。 
1. 顔 を 洗う こと 
2. 腕 を 肘 と 共に 洗う こと 
は 半 和 H 
4. 足 を 、 か か と の 骨 の 部 分 と 0 吉 


NE な り ま す 。 一 つ は ファ ル 
ド 、 一 つ は ワー ジブ 、 一 つ は スン ナ 、 一 つ は マン ドゥ ー ブ で す 


o 


ファ ルド で ある も の は 四 つ で す 。 ク ルアー ン に 触れ る 為 、 
日 に 五 回 の 礼 振 を 行う 為 、 葬 儀 の 礼拝 を 行う 為 、 チ ティ ラー ワ の 
サジ ュ ダ を 行う 為 に ウド ゥ ー を 行う こと で す 。 

ワー ジブ で ある も の は 、 訪 問 の タワ ー フ (カー バ の 周回 ) 
を 行う 為 に ウド ゥ ー を 行う こと で す 。 

スン ナ で ある も の は 、 ク ルアー ン を 暗唱 する 為 、 墓 地 を 訪 
間 す る 為 、 グ スル の 前 に ウド ゥ ー を 行う こと で す 。 

マン ドゥ ー プ で ある も る の は 、 眠 り に つく 際 、 起 床 し た 際 、 
嘘 や 陰口 を 言っ た 際 、 そ し て 欲望 を 挿 き 立て る よう な 楽器 を 聞 
いた 際 、 こ れ ら を 悔 悟 し 、 機 悔 を 行い 、 ウド ッ ゥ ッ ー を 行う こと で 
す 。 

さら に 、 学 問 の 場 に 行く 際 に ー を 行っ て お く こ と 、 
ウド ラー を 行っ た 倍 で ウド ッ ー な し で 行こ と が 許さ れ な いこ 
PE 合 (例え ば 、 礼 拝 を する こと ) 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 行っ 
た 状態 で 再び ウド ッ ー を する こ と は マン ドゥ ッ ー ブ で す 。 も し そ 
の よう な こと を 行っ て いな い の な ら 、 ウ ドゥ ッ ー を し た 状態 で さ 
ら に ウド ッ ゥ ー を 行う こと は 忌 避 さ れる べき も の と な り ま す 。 


水 に つい て 


水 は 四 種類 と な り ま す 。 絶対 的 な 水 、 制 限 さ れ た 水 、 メ シ 
ュ ク ー ク の 水 、 使 用 され た 水 で す 。 

1. 絶対 的 な 水 と は 、 雨 水 、 海 水 、 泉 の 水 、 井 戸 の 水 で す 
。 これ ら の 水 は 汚れ た も の を 清め ます 。 ど の よう な こと に も 使 
えま す 。 

2. Ma-i makayyet1) メロ ンジ ュー ス 、 ス イカ ジュ ー ス 、 ぶ ど 
う の 木 の エキ ス 、 花 の 蜜 な ど で す 。 これら の 水 は 汚れ た も の を 
清め ます が 、 ウ ドゥ ッ ー や グ ス ル の 為 に は 使用 で きま せん 。 
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3. メシ ュ ク ー ク の 水 、 ロ バ 、 及 び 母 が ロバ で ある ラバ が 
だ 水 の 残り を 言い ます 。 こ の 水 で は ウド ゥ ー も グ ス ル も $ 行 
と が で きま せん 。 どちら を 先 に 行っ た と し て も る 無効 と な り 


使用 され た 水 。 こ れ は 地 に 落ち た 水 で し ょ うか 、 そ れ 

語 0 いら の DD 3 意見 の 
相違 が あり ます 。 主要 な も の は 、 体 か ら 排 出さ れ 離 れ た ふも の で 
す 。 こ れ に も ゃ 三 つ の 見 解 が あり ます 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム に よ 
れ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 汚 れ が 重い ゃ の で 
す 。 イ マー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ に よれ ば (アッ ラー の 悲 が あ 
り ま す よ うに ) 、 汚 れ が 軽い も ゃ も の で す 。 イ マー ム ・ ム ハン マ ド 
に よれ ば 、 清 いも ゃ の で す 。 主要 な も の は これ に な り ま す 。 

ウド ッ ゥ ー の 成立 の 条件 は 九 つ で す 。 

1. ムスリム で ある こと 

2. 成熟 し た 人 で ある こと 

3. 知性 を 伴っ て いる こと 

4. ウド ゥ ッ ー が な い 状 態 で ある こと 

5 

6 


ウド ッ ゥ ー の 為 の 水 が 清 潔 で ある こと 
. ウド ゥ ッ ー を 行う だ け の 力 が ある こと 
7. 月 経 中 で は な いこ と 
8 . 産科 期 で は な いこ と 


9. 礼拝 の 時 間 内 で ある こと (この 九 つ 目 は 、 支 障 を 持つ 
人 に つい て の も の で す ) 


症例 衝 に 利 MI 

1. 「 ア ウー ズ 」 を 唱え 

2. 「 ビ スミ ッ ラ ー MM の 

3. 手 を 洗う 

4. 指 の 間 を 広げ て 洗う 

5. 口 に 水 を 入れ る 

6. 上 鼻 に 水 を 入れ る 

7. 意思 表示 を 行う 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 顔 を 洗う 際 に 意 
思 表示 を 行う こと は ファ ルド で は な く ス ン ナ で す 。 シャーフ ィ 
ー 派 で は ファ ルド で す 。 マ ー リ キー 派 で は 手 を 洗う 際 に ファ ル 
ド 必 なり ま す 。 

8. キ ブ ラ の 方 向 に 向かう こと 

9. ひげ を 広げ て 洗う こと (も し 密集 し て いる 場合 れ ば ) 
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デー 
(に と 


10. ひげ を 湿ら せる こと 

11. 右側 か ら 始め る こと 

12. 左手 の 小指 、 右 足 の 小指 の 下 か ら 始 め 、 順 に 指 の 間 を 
広げ て 洗う こと 

13. 頭 を 上 か ら 濡 ら す こと 

14. 頭 か ら 流 れる 水 で 耳 や 首 を 湿ら せる こと 

15. その 順番 を 尊重 守 す る こと 

16. 間 を あけ ず 、 続 け て 行う こと 

17. 頭 を 湿ら ちら せる 際 に は 、 前 か ら 始 め る こと 

18. ミス ワー ク を 用 いる こと 

19. 眼 の ふち や 眉毛 に も ゃ 水 を 至ら せる こと 

20. 穴 に な っ て いる と ころ 、 現 れ て いる と ころ を こす る こと 


21、 ウド ッ ー は ほ 少 し 言 く な っ て いる と で と とろ に と ど ま っ て 行 


22. ウド ゥ ッ ー で 洗う べき 個所 を 三 度 ず つ 洗 うこ と 

23. ウド ゥ ー を 行っ た 後 、 水 入れ に 水 を 満た すこ と 

24. ウド ゥ ー を 行う 際 、 世 俗 的 な 言葉 を 話さ 離さ な いこ と 
25. 常に この 意志 を 伴っ て いる こと 


ミス ワー ク の 使用 に つい て 
さら に 、 ミ スワ ー ク の 使用 に は 、15 の 効果 褒賞 が あり ます 
NM 04204 3 
1. 死ぬ 際 に 信仰 告白 の 言葉 を 唱え る こと の で きる が 言え る 
要因 と な り ま す 
. 歯肉 を 丈夫 上 部 に し ます 
. 導 を 取り 除き ます 
. 胆汁 を 止め ます 
口 の 痛み を 取り 除き ます 
口臭 を 取り 除き ます 
アッ ラー が ご こ ご 満 悦 な さい ます 
. 頭 の 血管 を 強く し ます 
シャ イタ ー ン が 悲し み ま す 
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\ い ひら ぐ ひい の 〇 内 の 〇 いい 


10. 目 が 輝き ます 

11. 善行 、 良 い 行 い が 増え ます 

12。 スン ナ に よっ て 行動 し た こと と に な り ま す 

13. 口 が 清らか に な り ま す 

14. 言葉 が 流 得 に な り ま す 

15. ミス ワー ク を 使用 し て な され る 2 ラ カ ー ト の 礼拝 は 、 ミ 
89842 ト の 礼拝 より も 報奨 が 多く な り 


ウド ゥ ー の ム ス タ ハ ブ (奨励 され る も の ) 
その 六 つ が 以下 の 通り で す 。 


1. 心 で な され た 意思 表示 を 口 に 出し て 言う こと 

2. 耳 か ら 流れ た 水 で 首 を 湿ら せる こと 

3. 足 を 、 キ ブラ に 向け て 洗わ な いこ と 

4. 可能 で あれ ば ウド ッ ゥ ッ ー で 余っ た 水 を 、 キ ブラ に 対し 起 
立 規律 し た 状態 で 飲む こと 

5. ウド ゥ ッ ー の 後 、 サ ル ワ ー ル に 少し 水 を か ける こと 

6. 清潔 で きれ いな タオ ル で 拭く こと 。 

イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は ウド ッ ゥ ー を 損なう も の に つい て 
[自分 の 法学 派 に お いて マク ルー フ (忌避 され る べき も ゃ の) で 
は な いも の が 、 他 の 法学 派 で ファ ルド で あれ ば 、 こ れ を 行う こ 
と は ム ス タ ハ ブ で ある | と 語っ て いま す 。 イ マー ム ・ ラ ッ バ ベー 
ニ は 第 286 の 書簡 で 「 マ ー リ キー 派 で は 、 ウ ドゥ ッ ー を 行う べき 
器官 を な で る こと が ファ ルド で ある 為 、 あ な た 方 は 必ず な で な 
さい | と 語っ て いま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 婚 如 の 問題 
に つい て 語る 際 に 「 ハ ナ フ ィ ー 派 に 属す る 人 が マー リキ ー 派 に 
従う こと は より 良い 。 なぜなら イマ ー ム ・ マ ー リ ク は イマ ー ム 
・ ア ー ザ ム の 弟子 の よう だ か ら で あ る 。 一 つの 問題 で ハナ フィ 
一 派 で は 見 解 が 出さ れ て いな い 場 合 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 た ち 
は マー リキ ー 派 を 鑑み て ファ トッ ワ を 出し て きた 。 法 学派 の 中 
で ハナ フィ ー 派 に 一 番 近 い の は マー リキ ー 派 で ある | と 語っ て 
いま す 。 


ウド ゥ ー の マク ルー フ (忌避 され る べき も の ) 


その うち の 18 は 以下 の 通り で す 。 
1. 顔 に 水 を 強く 打ち 付け る こと 
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2. ウド ゥ ー を 行う 水 に 息 を 吹き か ける こと 
3. 三 回 より ゃ 少な く 〈 洗 うこ と 
4. 三 回 以上 洗う こと 

5. ウド ゥ ッ ー を 行う 水 に 貴 を 吐き か ける こと 
6. 水 の 中 に 鼻水 を 入れ る こと 
8 
9 


うがい を する 際 に 水 を 飲み こむ こと 
背中 を キ ブ ラ に 向け る こと 

. 目 を つぶ る こと 

10. 目 を 見 開き すぎ る こと 

11. 左 か ら 始 め る こと 

12. 右手 で 鼻 を 洗う こと 

13. 左手 で 口 に 水 を 入れ る こと 

14. 左手 で 鼻 に 水 を 入れ る こと 

15. 足 を 地面 に 打ち 付け る こと 

16. 日 光 で 温まっ た 水 で ウド ゥ ー を 行う こと 
17. 使用 され た 水 を 避け な いこ と 

18. 世俗 的 な 言葉 を 話す こと 。 


ウド ゥ ー を 損なう も の 


この 文章 で は その うち の 2 4 に つい て 言及 し ます 。 

1. 肛門 か ら 出 る も る の 

2. 排尿 器官 あら 出る も の 

3. 虫 や 小さ な 石 な ど が 体内 か ら 出 た 場合 

4. 体 の 一 か 所 に 血 が 集まっ て 腫れ て いる 場合 

5. 女性 が 子宮 内 に 入れ た 楽 が 出 て きた 場合 

6. 耳 に 入れ た 薬 が 口 か ら 出 て きた 場合 ( 耳 も し く は 鼻 か ら 
出 て きた 場合 は 損なわ れ ま せん ) 

7. 男性 が 尿道 に 詰め た 綿 が 濡れ て 落ち て きた 時 ( 費 の 一 部 
が 外部 に あり 、 外 に 出 て いる 部 分 が 乾い て いれ ば 、 沙 ちな い 限 
り は 損なわ れ ま せん ) 

8. 綿 が 落ち 、 外 に 出 て いる 部 分 が 濡れ て いる 場合 

9. 口 い っ ぱい 分 嘱 吐 する こと 、 療 を 吐く こと は 、 量 が 多 
く て も 損ない ませ ん 。 寝 て いる 人 の 口 か ら 出 る 水 は 、 黄 色 で あ 
っ た と し て も きれ いで す 。 
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10. 病気 が 原因 で 目 か ら 涙 が 出る こ と 。 泣く と と 、 玉 ね ぎ 
の よう な も の の 影響 で 涙 が 出る 場合 は 損なわ れ ま せん 。 

11. 鼻 か ら 出 る 血 、 肛 、 黄色 の 水 は 穴 か ら 外 に 出 な か っ た 
と し て も ゃ 損ない ます 。 上 鼻水 は 汚物 で は あり ませ ん 。 ウ ドッ ゥ ッ ー は 
損ない ませ ん 。 

12. 吐き 出し た 嘩 液 に 血 が 多く 見 られ た 時 

13. 何 か を か ん だ 時 、 か ん だ 場所 に 血 が 見 られ た 場合 
び 血 が 口 や 歯 に 付着 し て いた 場合 、 ウ ドゥー が 損なわ れ ま す 。 
付着 し て いな けれ ば 損なわ れ ま せん 。 


14. どこ か ら か 出血 が あり 、 少 量 で も 広がっ て いる の が 見 
られ た 場合 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で は ウド ゥ ー を 損ない ます 。 マ ー リ 
キー 派 や シャ ー フ ィ ー 派 で は 損なわ れ ま せん 。 

15. 裸 の 動物 の 上 で 寝 入 っ て いて 、 下 り 坂 を 下がっ て いる 
場合 

16. ウド ゥ ー を し た か どう か 不安 に な り 、 ウ ドゥ ー を し て 
いな い 懸 念 が 大 きい 場合 

17. 男性 が 配偶 者 と 裸 で 抱き 合っ た 場合 

18. ウド ゥ ッ ー で 洗う べき 器官 の 一 つ を 洗う こと を 忘れ 、 そ 
れ が どこ で ある か わか ら な く な っ た 場合 

19. で きも の が あり 、 そ れ が ひと り で に 、 も し く は 押さ え 
た 時 に 血 、 膜 、 黄 色 い 液 体 を 出し て いる 場合 

20. 傷 が あり 、 そ こ に 黄色 い 液 体 、 血 、 に 
液体 が た まり 、 健 康 な 箇所 も しく は そこ に ある 綿 や 包帯 に $ ぁ 付 
着 し て いれ ば 、 ウド ッ ー が 柚 な われ ます 。 傷口 や 症状 が 現れ て 
いる 箇所 か ら 出 て いる 逃 明 な 液体 は ッ ウド ゥ ー を 損ない ませ ん 。 
六 癖 、 天 然 意 (お よび 湿疹 ) を 思っ て いる 人 が この 見 解 に 従う 
こと は 合法 で す 。 

21. どこ か に も た れ て 眠っ て し まい 、 も た れ て いる も の が 
取り 去ら れ 倒 ん そう に な っ た 場合 
の 

に 聞こ える 声 で 笑う こと 。 ゃ も し 自分 だ け に 聞こ える 声 で 笑え 
礼拝 が 無効 と な り 、 0 

23. 失神 、 気 絶 を し た 場 


24. 耳 か ら 腺 、 1 血 が 出 た 場合 、 グ スル で 次 
べき 人 箇所 まで 流れ て きた 場合 。 


CUT 
NDY 
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公衆 浴場 で 体 を 清め る こと を ヨー ロッ ズ パ 人 は 私 た ちか ら 学 
びました 。 

それ 以前 は 悪臭 で 家 に 入れ な い ほ ど で し た 。 

清潔 さ を ム スリ ム が 世界 に 広げ た の で す 。 

人 々 は これ に より 、 大 き な 敵 か ら 救 われ まし た 。 


ウド ゥ ッ ー の ドッ ゥ ッ ア 
ウド ッ ゥ ッ ー を 始め る 際 、 「 ビ スミ ッ ラ ー ヒ アズ ィ ー ム ワ 


ル ハ ム ド ゥ ッ リッ ラー ヒ アラ ー ディ ー ニ ル イス ラー ミ 
ワ アラ ー タウ フィ キル イー マー ニ エル ハム ドゥ リッ 
ラー ヒッ ラズ ィ ー ジャ アラ ー マ タフ ー レ ン ワ ジャ アラ 
ル ヌー ラン | と 言い ます 。 口 に 水 を 入れ る 際 に は 「 ア ッ ラ ー 
フン マス キー ニー ミン ハウ ディ ネ ピ ー や カ カサ ン ラジ 
ー アズ マル ー バダ フー アバ ダン | と 言い ます 。 上 鼻 に 水 を 
入れ る 際 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ エリ フ ニ ー ラー イハ タル 
ジャ ン ナ ティ ワル ズ ク ニ ミン ナー ミ ハ ー ワラ ー トッ ゥ 
リフ イニ ー ラー イハ タン ナー リ 」 と 言い ます 。 顔 を 洗っ た 


時 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ バイ ー ド ゥ ッ ワ ジ ュ ヒ ビ ヌ ー リ カ 
ヤ ウ マ タブ ヤ ド ッ ゥ ッ ヴ ジ ュ フ アウ リヤ ー イ カ ワラ ー ト 
ゥ サッ ヴィ ド ワ ジ ュ ヒ ビズ ヌ ビ ー ヤ ウ マ タス ワッ ドッ ゥ 
ヴ ジ ュ フ ア ダー イカ | と 言い ます 。 右腕 を 洗う 際 に は 「 ア 


ッ ラ ー フ ンマ アー ティ ニー キタ ー ビ ー ビ ヤミ ー ニ ー 
ソ ハス ピ ニ ー モモ サー パン シャ デ ォ ー ダ ジン | と 言い ます 。 
左腕 を 洗う 際 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラー トゥ ティ ー ニ キ 
グー ター ビ 氏 マー リー ソリ ラー 、 ミ シン ソラ ー1 ザラ リー 
ワラ テー トッ ハー シグ ーー サーズ バツ ジャ ディ ルー ダシ ツ | と 


言い ます 。 頭 を 湿ら せる 際 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ ハッ リム 
シャ ー リ ー ワ バシ ャ リー アラ ン ナ ー リ ワ アジ ッ ラ ー 
ニニ タフ タ ジッ リ アル シュ カ ヤ ウ マ ラー ジッ ラー 
ズ ッ ル カ 」 と 言い ます 。 耳 を 湿ら せる 際 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ 
ジュ アル ニー ミナ ッ ラ ジー ナ ヤス タ ミ ウ ナル カウ ラ 
ファ ヤッ タビ ー ウ ナ アフ サナ フ |」 と 言い ます 。 首 を 湿ら せ 
る 際 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ アー ティ ク ラ カ ー バ ティ ミナ 
2 ワ フ ファ ズ ミナ ッ サ ラー シリ ワル アグ ラル ]」 
と 言い ます 。 右足 を 洗う 際 に は 「 ア ッ ラ ー フ ンマ サー ビ ト ッ 
カ ダ マ ー イ ヤ アラ ッ ス ラー トゥ ヤ ウ マ タ ジ ッ ル フィ ー 
フル アク ダー ム 」 と 言い ます 。 左足 を 洗う 際 に は 「 ア ッ ラ ー 
フン マ ラー タトゥ ルド ゥ カ ダ マ ー イ ヤ タトゥ ッ ル ドッ 
クッ リ アク ダー ミ アダ ー イ カ 、 ア ッ ラ ー フ ンマ アル サ 
ー イ マシ ュ ク ラン ワ ザン ビー マグ フィ ラン ワ アマ 
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リー マク ブー ラン ワ ティ ジャ ー ラ ティ ラン タブ ー ラ 
」 と 言い ます 。 ウド ッ ゥ ー が 完了 すれ ば 、 「 ア ッ ラ ー フ ンマ ジュ 


アル ニー ミナ ッ タ ゾ ビ ー ナ ワ ジ ュ ア ル ニ ー ミナ ル ムタ 
ハッ ヒヒ リー ナ ワ ジ ュ ア ル ニ ー ミン イ バ ベー ディ カス サー リ 
ヒー ナ ワ ジ ュ ア ル ニ ー ミナ ッ ラ ジー ナ ラー ハヴ フン 


アラ イヒ ム ワラ ー フ ー ム ヤ フ ザ ヌー ン | と 言い ます 。 そ し 
て 天 を 仰ぎ 、「 ス プ ハ ー ナ カッ ラー フン マ ワリ ビ ハ ム ディ カ 
アシ ュ ハ ド アン ラー イラ ー ハ アン タ ワ フ ダ カ ラー 
シャ リー カ ラ カ ワ アン ナ ム ハ ン マ ダ ン アブ ドッ カ 
ワ ラス ー ル カ | と 言い ます 。 

その 後 、 一 回 $ も し く は 二 回 、 あ る い は 三 回 、 ま ず 「 ビ スミ 
ッ ラ ー| を 唱え る 形 で 「 イ ン ナ ー アン ザル ナ 」 の 章 を 読み ま 
す 。 

さら に 、 人 々 や 配偶 者 、 子 供 た ち に 必要 な 宗教 知識 を 学び 
、 教 えて くだ さい 。 最後 の 審判 の 日 、 妻 に つい て 男性 た ち は 問 
われ ます 。 


タ ヤ ン ム ム に つい て 


ハナ フィ ー 派 で は タ ヤ ン ム ム は 礼拝 の 時 間 に 入る 前 か ら 有 
効 と な り ま す 。 他 の 三 つ の 法学 派 で は 有効 と は な り ま せん 。 タ 
ヤン ム ム の ファ ルド は 三 つ に な り ま す 。 ウ ドッ ゥ ー を 行う 為 に 必 
要 な タ ヤ ン ム ム と 、 グ スル を 行う 為 に 必要 な タ ヤ ン ム ム は 同じ 
Ga だ ご ゃ 意志 表示 が 異な り ます 。 この 人 為 、 この 二 つ の タ ヤ 
ン ム ム の うち の 一 つ を 、 も ゃ もう 一 つの 用 途 で 行う こと は で きま せ 
ん 。 

1. 意思 表示 (ニー ヤ ) を 行う こと で あり 、 と これ は 必須 条 
件 で す 。 

2. 両手 を 清潔 な 土 に 打ち 付け 、 そ の 手 で 顔 を 才 い な で る 
こと 

3. 両手 を も う 一 度 土 に 打ち 付け 、 ま ず 左 手 で 右腕 を 、 そ の 
後 右手 で 左腕 を 、 残 す と ころ な く な で る こと 。 これら も この 行 
為 の 根幹 と な り ま す 。 

タ ヤ ン ム ム が ファ ルド で ある こと の 根拠 は 、 婦 人 章 第 43 節 
及び 食卓 章 第 60 節 に あり ます 。 マ ー リキ ー 派 と シャ ー フィ ー 派 
で は タ ヤ ン ム ム は 、 礼 拝 の 時 刻 よ り 前 に は 許さ れ て いま せん 。 
そし て 一 回 の タ ヤ ン ム ム で は 一 回 し か 礼拝 を する こと が は で き 
ませ ん 。 

以下 の 6 つの も の で は 、 タ ヤン ム ム を 行う こと 上 
せん 。 それら の 物 の 上 に 土 の 粒 を か ける と 、 で きる (に な り 
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ます 。 そ れ ら は 、 そ れ ら は 以下 の 通り で す 。 鉄 、 鉄 、 銅 、 青 銅 
、 ス ズ 、 金 、 銀 、 お よび すべ て の 金属 で す 。 熱 で 溶け た これ ら 
の 金属 、 熱 で 柔らか く な っ た ガラ ス 、 つ や が 消さ れ て いる 陶器 
類 で タ ヤ ン ム ム を 行う こと は 許さ れ ま せん 。 土 に 属す る も の で 
ある こと が 条件 で す 。 

土壌 に 放尿 され て いて も 、 そ れ が 乾い て いれ ば そこ で 礼拝 
する こと は で きま す 。 し か し そこ で タ ヤ ン ム ム を 行う こと は で 
きま せん 。 

タ ヤ ン ム ム を 可能 と する た め に は 、 水 を 探し 、 そ れ で も 見 
つけ られ な か っ た こと 、 一 人 の ムスリム で ある 一 般 の 人 に 尋ね 
る こと 、 そ し て その 一 般 の 人 が 誠実 で ある こと も ゃ 条件 に 含ま れ 
ます 。 

タ ヤ ン ム ム の 条件 は 五 つ あり ます 。 

1.. 意思 表示 を 行う こと 2. 対象 箇所 を な で つけ る こと 
3. タ ヤ ン ム ム を 行う ふも ふ の が 土 に 属す る 種類 で ある こと 。 土 に 
属す る 種類 で は な い 場 合 は 、 土 の 粒 が そこ に ある こと が 必要 と 
な り ま す 。 4. 使っ た 物質 $ も しく は 土 が 清潔 で ある こと が 必要 
で す 。 5. 水 を 使う こと が 事実 上 、 も し く は 法 的 に 不可 能 で あ 
る こと 。 (病気 の 後 、 腕 や 足 の 不調 も 有効 な 事情 と なり ます 。 
に 907 32000 

さら に 、、 タ ヤ ン ム ム の スン ナ は 七 つ に な り ま す 。 

1. 「 ビ スミ ッ ラ ー」| を 唱え る こと 2. 両手 を 清潔 な 土 
に 打ち 付け る こと 3. 手 を 、 打 ち 付 けた 物質 の 上 で 一 度 前 後 さ 
せる こと 4. 指 を 広げ る こと 5. 両手 を 打ち 付け て 土 を 払 
うこ と 6. まず 、 顔 を な で つけ る こと 7. 腕 を 、 肘 を 含め 
て 残す と ころ な く な で つけ る こと 。 

水 を 探す 条件 は 四 つ で す 。 

1. その 場所 が 発展 し て いる こと 2. 水 が あ る と いう 知 
ら せ が も た ら さ れる こと 3. 水 が あ る 、 と いう 確信 が ある こ 
と 4. 恐れ が ある よう な 地域 で は な いこ と 。 

6666 誰 か が 水 を 見 つけ た が て 、 し か し 水 が あ る 場所 が 1 マイ 
ル 以 上 遠 け すれ ば 、 タ ヤン ム ム は 許さ れ ま す 。1 マ イル より 近く 
、 時 間 が 過ぎ る 心配 も な けれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行う こと は 合法 
と は な り ま せん 。 (1 マイ ル と は 4000 ベ ズラ ー、 す な わ ち ハナ フ 
ィ 一 派 に よる と 0.48X4000 ニ 1920 メ ー ト ル の 距離 に な り ま す ) 

そし て 誰が 水 を 探し 、 見 つけ られ ず 、 タ ヤン ム ム を 行っ て 
礼拝 を し た 後 、 水 が 見 つか っ た 時 に は 礼拝 を 再度 行う か 否 か ? 
この 問題 は 意見 が 分 か れ て いま す 。 原則 と し て は 、 行 っ た 礼拝 
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は 再度 行い ませ ん 。 

誰か が 少し 濡れ た 場所 を 見 つけ る も 、 し か し ウド ッ ゥ ッ ー を 行 
うほ どの 水 が な く 、 タ ヤン ム ム を 行う 場所 も 見 つか ら な けれ ば 
、 一 つま み の 泥 を 乾かし 、 そ れ で タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 数 人 
が タ ヤ ン ム ム を 行い 、 そ の うち の 一 人 が 水 を 目 に すれ ば 、 全 上 員 
の タ ヤ ン ム ム が 無効 し なり ま す 。 

さら に 、 誰 か が 一 定量 の 水 を 持っ て き て 、 あ な た 方 の うち 
誰か が ウド ゥ ー を する よう に 、 と 言え ば 、 全 員 の タ ヤ ン ム ム が 
無効 に な り ま す 。 NUM 
い 、 し か し 持っ て きた 水 が 一 人 分 で あれ ば 、 皆 の タ ヤ ン ム ム は 
有効 と な り ま す 。 

誰か が グ ス ル を 必要 と する 状態 (に 2 人 水 が 見 つ 
か ら ず 、 モ スク に で の み 水 が ある 場合 は 、 グ スル の 為 に タ ヤ ン 
ム ム を 行い 、 そ れ か ら 水 を 受け 取る た め に モス ク に 入り ます 。 
し か し モス ク に 入っ た 時 に 水 が 見 つか ら な けれ ば 、 礼 拝 の 為 に 
さら に タ ヤ ン ム ム が 必要 と な り ま す 。 

誰か が モス ク に 中 に 座っ て いる 際 に 、 そ こ で 射精 を 行っ た 
場合 が あれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い 、 そ れ か ら モ スク を 出 ま す 。 
手 が 切 られ て いる 人 が いれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行う こと が で きま 
す 。 し か し 頼む こと が で きる 人 が いれ ば 、 そ の 人 に 頼む こと は 
免除 され ませ ん 。 も し いな けれ ば 、 免 除 さ れ ま す 。 ゃ も し 、 両 手 
画 足 が 切ら れ て いる 人 が いれ ば 、 他 の 人 々 の 見 解 に よる な ら 、 
礼 捧 は 免除 され ます 。 ア ブー・ ユ ス フ に よれ ば 礼拝 を する こと 
が 必要 で す 。 

金曜 礼拝 で は タ ヤ ン ム ム は 認め られ ませ ん 。 つ ま 

り 、 ウ ドゥー を 行う 為 の 時 間 が 少な く 、 金 曜 礼拝 に 問 に 合わ な 
いと し て 急い で タ ヤ ン ム ム を 行う こと は 合 法 で は あり ませ ん 。 
(金曜 礼拝 の 等 価 は 正午 の 礼拝 で ある 為 ) ネ ビ ズ と 呼ば れる ナ 
ツメ ヤシ の 果汁 で ウド ゥ ー を 行う こと は 合法 で は な いと こと が 「 
ドゥ ッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」 で 書か れ て いま す 。 


誰か が 旅行 中 に 夢精 を し た 場合 は 、 タ ヤン ム ム を 行い 、 朝 
の 礼拝 を 行い ます 。 そし て 正午 ま で 過ごし 進み ます 。 午後 の 礼 
拝 が 近づき 、 正 午 の 礼拝 の 時 刻 が 過ぎ そう な 時 間 帯 に 、 タ ヤン 
ム ム を 行い 、 正 午 の 礼拝 を 行い ます 。 誰 か が 午後 の 礼拝 の 後 で 
水 を 見 つけ れ ば 、 朝 と 正午 の 礼拝 を や り 直 すか どう か 、 こ こ で 
学者 た ち は 意 見 の 相違 を 見 せ て いま す 。 あ る 見 解 で は 、 や り 直 
し 、 別 の 見 解 で は や り 直 し ませ ん 。 こ の 問題 は 、 礼 拝 を 行う 人 
に よる も の と 言え る で し ょ う 。 

誰か の ロバ に 水 が あ り 、 ロ バ を 見 失っ た 場合 、 タ ヤン ム ム 
を 行い 、 礼 拝 を し ます 。 礼拝 中 に ロバ の 声 を 聞け ば 、 ウ ドッ ゥ ッ ー 
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が 無効 と な り ま す 。 

誰か が 馬 に 乗っ て いて 、 降 り た 場合 に 仲間 が 彼 を 待た な い 
の で あれ ば 、 馬 の 上 で タ ヤ ン ム ム を 行い 、 頭 の 中 で イメ ー ジ す 
る と と に よっ て 礼拝 を 行い ます 。 

道中 が 危険 、 も し く は 寒く 、 グ スル を 行え ば 病気 に な っ て 
し まう 可能 性 が あれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い 、 礼 振 を し ます 。 

旅 を する 人 は 、 そ の か ば ん に タイ ル か レン ガ を 入れ て お く 
必要 が あり ます 。 な ぜ な ら タ ヤン ム ム を する こと に な れ ば 、 周 
囲 が 濡れ て いれ ば この レン ガ で タ ヤ ン ム ム を 行い 、 礼 振 を する 
か ら で す 。 

誰か が イー ド の 礼拝 を 行なう と し て ウド ッ ゥ ー が 無効 に な り 
、 ゃ も もう一度 ウド ゥ ー を すれ ば イー ド の 礼拝 に 問 に 合わ な いこ と 
が 分 か っ た 場合 、$ も しく は あま り に ゃ 混雑 し て いる 菅 れ が あれ 
ば 、 タ ヤン ム ム を 行い 、 礼 拝 を し ます 。 こ の 見 解 は イマ ー ム ・ 
アー ザム に よる も の で す 。 イ マー ム の 見 解 に よれ ば 、 ウ ドッ ゥ ー 
を 行い ます 。 

(「 メ ラー ク ・ イ ル ・ フ ァ ラ フ | の タフ ター ウィ ー の 注釈 
で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 | 病気 は タ ヤ ン ム ム を 行う 為 
の 理由 と な る 。 健康 な 人 が 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 行え ば 病気 に な る か ゃ 
し れ な いと 不安 に な る こと は 、 理 由 に は な ら な い 。 健康 な 人 が 
、 断 食 を すれ ば 病気 に な る か も し れ な いと 心配 に な れ ば それ を 
カ ダ ー に 残す こと が 許さ れる と いう 学者 た ち は 、 病 気 に な る こ 
と を 恐れ る 人 が タ ヤ ン ム ム を 行う こと は 許さ れる 、 と いう 。 病 
気 に は 四 つ の 種類 が ある 。 水 が 害 を 与え る 。 行動 が 害 を 与え る 
。 自身 が 水 を 使え な い 。 タ ヤン ム ム を 行う こと が で き な い 。 害 
を 与え る か どう か は 、 彼 自身 が 強く 書案 じ る こと 、 も し く は ム 
スリ ム で あり 、 公 正 で 献身 的 な 医者 の 指摘 に より 理解 され る 。 
公正 な 医師 が いな い 場 合 は 、 虚 偽 が 認め られ て いな い 医 師 の 言 
葉 も 認め られ る 。 水 を 用 いる こと が で き な い 人 は 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 
させ て くれ る 誰か が いな けれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行う 。 子供 、 召 
使 、 妻 な ど 、 ウ ドゥ ー を させ て くれ る 人 が いれ ば 、 そ の 人 が ウ 
ドゥ ー を させ る 。 そ の よう な 人 が いな けれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行 
う 。 イ マー ム ・ ア ブー・ ア ー ザ ム に よれ ば 、 お 金 を 払っ て 人 を 
雇う 必要 は な い 。 タ ヤン ム ム を 行う こと も で き な い 人 は 、 礼 拝 
を カ ダ ー に 残す 。 妻 や 夫 や 互い の ウド ゥ ー を 行わ せる こと が 義 
務 で は な い に し て も ゃ も 、 配 偶 者 に 援助 を 求め る こと が 必要 で ある 
。 町 、 村 の 外 に いて 、 温 か い お 湯 を 見 つけ る こと が で き な い 人 
は 、 冷 水 で グ ス ル を 行え ば 病気 に な る と 世 れ る 場合 、 タ ヤン ム 
ム を 行う 。 町 の 中 で も ゃ 同様 で や る こと は ファ トッ ワ が 出さ れ て 
いる 。 ウ ドゥ ー や グ ス ル で 洗う べき 器 官 の 半分 以上 が 傷 に な っ 
て いれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行う 。 半 分 が 傷 で あれ ば 、 健 康 な 部 分 
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を 洗う 。 傷 に な っ て いる 部 分 に つい て は 湿ら せる が 、 そ れ が 害 
を 与え る 場合 、 包 帯 の 上 か ら 湿 ら せ る 。 こ れ も 害 を 与え る な ら 
、 全 く 湿 ら せ な い 。 頭 部 に 病気 が あり 、 湿 らち せる こと が 害 を 与 
える 場合 は 、 そ れ は 免除 され る 。 両手 と 両足 の 洗う べき と ころ 
が 切れ て いる 人 は 、 顔 に も 傷 が あれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行う こと 
が で き な い た め 、 ウ ドゥ ッ ー な し で 礼拝 し 、 や り 直 し は し な い 。 
顔 に 傷 が な けれ ば 、 顔 を 洗っ て も ら う 。 助け て くれ る 人 が いな 
けれ ば 、 顔 を 土 に つけ る 。 健康 な 人 の 片手 が 傷つい て いた り 切 
られ て いた り 折 れ て いた りす る 場合 は 、 も う 一 方 の 手 で ウド ッ 
ー を 行う 。 両 方 の 手 が そ う で あれ ば 、 顔 を 土 に つけ る 。 傷口 、 
次 、 骨 折 の 部 分 に これ ら を 治療 し 害 か ら 保護 する 目的 で や む を 
得 ず 包 帯 や ギプス 、 軟 祝 、 石 府 が あり 、 そ れ を 開い て 洗う こと 
が で きず 、 湿 らち せる こと も で き な け れ ば 、 そ れ ら の 表面 の 大 部 
分 と その 間 の 無償 な 皮膚 を 湿ら せる 。 で きる の で あれ ば 、 こ れ 
ら を 外し て 湿ら せる こと 、 無 傷 な 皮膚 を 洗う こと が 必要 と な る 
。 これら が ウド ッ ー の ある 状態 で 包ま れる こ と や 定め られ た 期 
間 な ど は な い 。 無傷 な 足 を 洗い 、 も 愉 
る こと は 合法 で ある 。 傷 が 治る 前 に 上 に 物 が 落ち て も ウド ッ ゥ ッ ー 
は 損なわ れ な い 。 湿ら せ た 後 、 MI も の が 変化 し た と 
し て も 、 AE (2 り 休 つ US し 提 
合 、 そ こ に ゃ しく は 足 の 傷 に 塗ら れ た 軟 辿 を 取り 除く こと が 害 
を 及ぼ す の で あれ ば 、 や む を 得 な い 為 に 較 痛 の 表面 を 洗う 。 洗 
うこ と が 害 を 与え る 場合 は 、 湿 ら せ る 。 そ れ も 有 害 で あれ ば 
行わ な い 。 ( 他 の 三 つ の 法学 派 で も 同様 で ある 為 、 他 の 学派 の 
模 條 を する こと は 不可 能 で ある 。) この 軟 穴 は ジェ ビレ ( 板 の 
一 種 ) の よう な も の で ある と イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 書い て 
いる 。 し か し 歯 の 詰め 物 や コー ティ ング は この よう で は な い 。 
な ぜ な ら マ ー リ キー 派 や シャ ー フ ィ ー 派 に 従う こと が 可能 で あ 
る か ら だ 。 自分 に 非 が な く 理性 を 失っ た 人 、。 も し く は 気絶 し 
た 人 は 、 六 回 の 礼拝 だ け の 時 間 が 過ぎ れ ば 、 理 性 が 戻る まで は 
で き な か っ た 礼 振 の カ ダ ー は 行わ な い 。 病 人 は 、 心 の 中 で イメ 
ー ジ し て 行っ た 礼拝 の 数 が 何で あれ 、 そ れ ら の 実践 に つい て 碑 
い は 行わ な い 。 回復 し た 時 に 全て を カ ダ ー で 行う 。」 

イプ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) は 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 健 康 な 人 の 、 ウ ドッ ゥ ー で 洗 
うべ き 器 官 を 他人 が 洗う こと 、 湿 らち せる こと は 忌避 され る べき 
で ある 。 彼 に 他 の 人 が ウド ッ ゥ ッ ー の 水 を 運ん で くる こと 、 上 
洗う 際 に 水 を か ける こと は 許さ れる 。 病 人 が 衣服 や 寝床 を 
汚し て いれ ば 、 も し く は それ を 交換 する こ と が 困難 で あれ は 
汚れ た 状態 で 洗う 。 ジ ェ ビ レ と 呼ば れる 板 、 絆 創 育 、 軟 府 が 傷 
の が 回 復 し た 後に と れ て し まえ ば 、 ウ ドゥー が 損 な 底 案 わ れる 
。 傷 が 回 復 し 、 そ れ を 響 っ て いる も の が 落ち る こと な く 、 害 を 
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及ぼ さ な い 状態 で 取り 外す こと が で きれ ば 、 ウ ドゥ ー と グ ス ル 
* 損 な われ る 。」 

(アッ ラー は 愛さ れる 者 の た め に 罪 を 許す 為 、 も し く は 天 
の 詩人 

ダ は 難し く 、 苦 痛 を 伴う $ ふ の と な り ま す 。 こ れ に 対し 、 現 世 で 
の 行い に に お いて 容易 さや 糧 に 恵み を 与え られ ます 。 イ バ ー ダ を 
行わ な い 人 々 に は 容易 さや 恵み は 与え られ ませ ん 。 彼ら が 苦労 
し 、 計 略 や 策略 で 多く 稼ぎ 、 快 楽 や 快適 さ の 中 で 生き た と し て 
も 、 9 は 長く は 続き ませ ん 。 わ ず か な 時 間 の 後 、 病 院 や 
墓地 に 運ば れ て いき ます 。 来世 で の 懲罰 は 非常 に 重い も ゃ の と な 
り ます 。 


ンカ ー 


ルス デオ ンジ ャ ー、 オ イス ティ アラ 。 イラ 


イス ティ ンジ ャ ー は 水 で 洗う べき と ころ を 洗う こ 
ティ ブラ は 排尿 の 後 、 排 港 器官 の 湿り 気 が な く な る ま 
な ら 歩 き 回 り 、 必要 な ら 他 の 形 で 時 間 を 過ごす こ と で 
ティ ンカ ー は 、 清 潔 に な っ た こと に 心から 確信 を 持つ こ 


と 、 イ ス 
で 、 必 要 
2 
と と で す 


o 


イス ティ ンジ ャ ー は 六 種 類 に な り ま す 。 

ファ ルド で ある の は 、 衣 服 や 体 、 を そし て 礼拝 を する 場所 に 
1 ディル ヘ へ ム 以 上 に 汚れ が あれ ば 、 水 で 清め る こと が ファ ルド 
で す 。 同様 に グ ス ル を 行う 時 に も 、 イ ステ ィ ン ジ ャ ー は ファ ル 
ド で す 。 (ここ で 1 ディ ル へ ム と は 、 1 ミク サル の こと で あり 、 
4.8 グ ラム に な り ま す ) 

ワー ジブ で ある の は 、 衣 服 や 礼拝 する べき 場所 に 1 ディ ル ヘ へ 
ム よ り 多 く の 汚 れん が あれ ば 、 そ れ を 取り 除く こと で す 。 

1 ディ ル へ ム よ り 少 な けれ ば 、 取 り 除 く こ と は スン ナ で す 。 
ム ス タ ハ ブ で ある も の は 、 ご くわ ず か で ある 汚れ を 取り 除く こ 
必 は が ムスメ タ ハ ムダ で す 。 

マン ドゥ ッ ー フ で ある も の は 、 誰 か が 座っ て いた 場所 が 湿っ 
て いて 、 お な ら を し た 場合 、 洗 うこ と が マン ドゥ ー フ と な り ま 
す 。 座っ て いる 場所 が 乾い て いる 状態 で お な ら を し た 時 に 洗う 
の は ビ ド ゥ ア で す 。 

イス ティ ンジ ャ ー の スン ナ は 、 石 も し く は 土 で きれ い に す 
る こと 、 そ れ か ら 水 で 清め る こと で す 。 

EAMES お R 
れ ば 、 も し く は 1 ディ ル へ ム 以 上 その 周囲 に 広まっ て いれ ば 、 
水 で 洗う こと が ファ ルド と な り ま す 。 そ の 後 、 清 潔 な 布 で 拭き 
ます 。 ゃ も し 布 が な けれ ば 手 で 乾かし ます 。 
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イス ティ ンジ ャ ー の ム ス タ ハ ブ は 一 つ で す 。 石 を 一 つつ か 
むこ と で す 。 つ まり 、 三 つ 、 五 つ 、 七 つ で ある こと と で す 。 11 

( 尿 を も ら す 人 は 、 下 着 を 尿 で 汚さ な い 為 に 12 セ ンチ メ 12 
セン チ の 大 き さ の 布 の 端 を 少し 折り 、 こ こ に 0.5 メ ヌー ト ル の 糸 の 
端 を 結び ます 。 こ の 布 を 性 器 に か ぶせ ます 。 糸 を 、 布 の 端 、 す 
な わ ち 性 器 に 一 度 巻き 付け ます 。 巻 いた と ころ に 近い 部 分 は 2 
重 に し 、 そ の 部 分 け を 巻い た 部 分 の 下 を 通し 、 引 っ 張り 、 締 め 付 
け ま す 。 MM 目 で ルー プ さ れ 、 安 全 ピ ン で 固定 され 
ます 。 排尿 時 に は 、 ピ ン を 外し 、 和 糸 の 輸 を 外 し 、 糸 を 引っ 張る 
と すぐ に 際 NM to 
か ら 簡 単に に 外れ な けれ ば 、 針 に 留め 具 を つけ 、 そ こと に リン グ を 
付け ます 。 老 人 の 中 に 性 馬 が 小 まく な る 人 も いま す 布 を 巻 
SN そう いっ た 人 性 器 を 小さ な ナ 
イロ ン 袋 に 入れ 、 介 の 邊 を 仁 つぐ ちや きも すま 所 を 折ら や の の 
、 有 効 な 理由 が な い 、 ハ ナ フ ィ ー 派 に 属す る 人 は 、 ウ ドゥ ー を 
し 、 グ スル や 礼拝 を 始め る 際 、 マ ー リ キー 派 に 従う こと を 意思 
表示 し ます 。 ア ズ ハ ル 大 学 の 教授 で あり 、1384 年 に 亡くな っ た 
アブ ドゥ ル ラ フ マ ー ン ・ ジ ェ ズ ィ リ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり 
ます よう に ) の 主宰 する 、 エジプト 人 学者 た ち が 作っ て いた 「 
キタ ー ブ ・ ウ ル ・ フ ィ ク フ ・ ア ラル ・ マ ザー ヒビ ル ・ ア ルズ バ | 
で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 「 マ ー リ キー 派 で は 、 二 つ 目 
の 見 解 に より 、 病 気 、 高 齢 と 言っ た 要因 で ウド ッ ー を 損なわ せ 
る 状態 が 生じ た 場合 は 、 す ぐに 考慮 され る 事情 を 持つ 者 と な り 
ーッ ウド ゥ ー は 損なわ れ な い 。 敬意 を 表し て いる ハナ フィ ー 派 や 
シャ ー フ ィ ー 派 は 、 こ の 見 解 に 従う 。」 礼拝 中 に 尿 を 漏らす ハ 
ナ フ ィ ー 派 は 、 そ の 状態 が 良く な い 場 合 は マー リキ ー 派 の この 
見 解 に 従い ます 。 意 志 表 示 (ニー ヤ ) を 行い 、 事 情 の ある 者 と 
し て その まま 続け ます 。) 


礼拝 は どの よう に 行わ れる か 


礼拝 は 、 四 つの 事柄 と 共に 行い ます 。 フ ァ ル ド 、 ワ ー ジ ブ 、 
スン ナ 、 ム スタ ハブ で す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 手 を 耳 の 高 さ まで 
上 げ る こと と が スン ナ で す 。 手のひら を キ ブ プラ に に 向け る こと も スン 
ナ で す 。 男 性 は 親指 を 耳たぶ に 触れ させ る こと 、 女 性 は 肩 の 高 さ 
まで 上 げ る こ MR 2 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア クベ バル 」 と 
いう こと こと は ファ ルド で す 。 タ クビ ー ル を 行っ た 後 、 手 を 組ん で 右 
手 を 左手 の 上 に 置く と と は スン ナ で す 。 男 性 は 手 を へ その 下 に 置 
き 、 女 性 は 胸 に 置く こと が は スン ナ で す 。 男 性 が 左手 の 手首 を 強 
くつ か むこ と は ム ス タ ハ ブ で す 。 礼拝 中 は イマ ー ム で あれ 、 そ れ 
に 従う 人 で あれ 、 一 人 で あれ 、「 ス ブ ハ ー ナ カ 」 を 唱え る こと は 
スネ スン ッ ナ で す 。 | ゼス ミッ ラー] を 唱え る と と は スン ナ で す 。 アァ 
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ー テ ィ ハ 章 を 読む こと は ワー ジブ で あり 、 そ の 後 で 三 つ の 節 、 ゃ 
し く は 三 つの 分 だ け の 長 さ の ある 一 節 を 読む こと は ワー ジブ で す 
。 ス ン ナ の 礼拝 及び ウィ トル の 礼拝 の それ ぞ れ の ラ カ ー ト で 、 一 
人 で 礼拝 する と き は ファ ルド の 礼拝 の 2 ラ カ ー ト で 、 立 っ た まま 
クル アー ン の 一 節 を 読む こと は ファ ルド で す 。 

ルク ウ で 腰 を 届 め る 折る こと は ファ ルド で す 。 三 回 「 ス プ 
ハー ナッ ラー」 と 言う まで の 間 腰 を 折る こと は ワー ジブ で す 。 
三 回 「 ス プ ブ ハ ー ナ ラッ ビ ピ ヤ ル アズ ィ ー ム | と 言う こと は ス 
ン ナ で す 。 五 回 、 も し く は 七 回 唱え る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 
ルク ウ か ら ク ヤー マ ! に 起き 上 が る 時 、 そ し て 二 回 の サジ ュ ダ の 
間 で 起き 上 が っ て 座っ た 時 、 一 回 「 スプ ハー ナッ ラー」 と 言え 
る だ け の 長 さ で 身 を 屈 め る 折る こ と は イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ス 
フ に よれ ば ファ ルド で す 。 他 の 見 解 に よれ ば ワー ジブ で あり 、 
一 部 の 人 々 は スン ナ で ある と 言っ て いる も の の 、 主 と し て は ワ 
ー ジ ブ と な り ま す 。 

サジ ュ ダ で 頭 を 礼拝 用 緒 生 に 置く こと は ファ ルド で す 。 三 
回 、「 ス プ ハ ー ナ ッ ラ ー」 と 言え る だ け の 時 間 、 体 を 届 め る 負 
っ て いる と と は ワー ジブ で す 。 三 回 「 ス プ ハ ー ナ の 
アラ ー| と いう こと は スン ナ で す 。 五 回 も $ も しく は 七 回 言う 
は ふ ムネ スタ ハ プ で す 。 

イプ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) は 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 サ ジュ ダ を 行う 際 、 ま ず 
両 腔 、 そ れ か ら 両 手 、 そ の 後 で 鼻 、 そ し て 人 額 を 地面 に つけ る 。 
親指 は 耳 の 高 さ に ある 。 シャ ー フ ィ ー 派 で は 手 は 肩 の 高 さ に 置 
か れる 。 両足 の 少な く と も 一 本 の 指 を 地面 に つけ る こと は ファ 
ルド で ある 。 地面 が 柔らか く 、 頭 が 中 に 沈ん で 入っ て し まわ な 
いこ と が 必要 で ある 。 地面 に 人 菓 、 才 、 大 麦 も 同 
様 で ある 。 地面 に ある 机 、 長 椅子 、 地面 と 見 な され る 。 
凍 0 の に 宛 Pe の に の 20 どの っ PE2 ピ の 
い 。 ブ ラン コ や 、 枝 に 釣ら れ て 空中 で 揺れ て いる 布 、 紋 生 、 菓 
は 地面 と は 見 な され な い 。 米 、 キ ビ 、 亜 麻 の 種 な ど 、 滑 る も の 
の 上 で の サジ ュ ダ は 有効 に は な ら な い 。 袋 に 入っ て いれ ば 有効 
と な る 。 サ ジュ ダ の 場所 は 、 膝 を つけ て いる 場所 より も 半 ズ ラ 
ー、 す な わ ち 指 12 本 分 (25 セ ンチ ) 高い と ころ に ある 場合 、 礼 
拝 は 有効 だ が 、 マ クル ー フ (忌避 され る べき ゃ も の ) と な る 。 サ 
ジュ ダ で は 、 肘 は 体 か ら 、 お な か も 太もも か ら 離 し て 置く 。 足 
の 指 の うち 三 本 は キ ブ ラ に 向け る 。 ル クウ で に 体 を 届 め る 折る 
際 、 か か と の 骨 を 互い に 触れ させ る くっ つけ る こと は スン ナ で 
あり 、 サ ジュ ダ で も つけ た まま に する 。 


女性 は 礼拝 を する 際 、 手 を 肩 ま で 上 げ る 。 手 は 腕 よ り 外 に は 
H さ な い 。 右手 の 手のひら を 左手 の 上 に 置く 形 で 、 胸 の 上 で 重ね 
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る 。 ル クウ で は 体 を 軽く 屈 め る 折る 。 腰 と 頭 を 同じ 高 さ に は し な 
い 。 ル クウ と サジ ュ ダ で は 指 を 開か な い 。 互 い に く っ つけ て 置く 
。 手 を 膝 の 上 で 重ね る 。 膝 を 曲げ る 。 膝 を つか むこ と は し な い 。 
た だ 、 腕 を お な か に 近い と ころ に 置く 。 お な か を 太もも に 近づけ 
る 。 タ シャ ッ フ ド で は 足 を 右側 か ら 出 す 形 で 座る 。 手 の 指 の 端 を 
上 に 伸ばす 。 (男性 も 膝 を つか まな い 。) 指 は 互い に くっ つけ て 
自分 た ちの 中 で 、 も し く は 男性 も いる も いつ 集団 の 中 で イ 

に SE 生ま っ と は マク ルー フ で ある 。 金曜 礼拝 ち し く は イ 
ー ド の 礼拝 を 行う こと は ファ ルド で は な い 。 犠牲 祭 の 日 の 礼拝 の 
ファ ルド の 後 、「 タ シュ リー ク の タク ビー ル 」| を 声 を 出さ す に 唱 
える 。 朝 の 礼拝 を 遅れ て 行う お こ な う こと は ム ス タ ハ ブ で は な い 
。 礼拝 中 は 大 声 で 唱え を る こと と は し な い 。」 ) イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ 
ー ン の 翻訳 は こと まで で す 。 ハ マウ ィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり 
ます よう に ) は 、「 ア シュ バブ 」 の 注釈 で 次 の よう に 語っ て いま 
す 。 | 女性 の 髪 を 削っ た り 、 切 っ た り 、 も し く は 薬 を 用 いた り し 
て 完全 に な くす こと は 絶対 的 な マク ルー フ (忌避 され る べき も の 
) で す 。 (男性 に 似せ な いこ と を 条件 に 、 髪 を 耳 ま で 短く する こ 

合法 で ある と 理解 され て いま す 。) 

女性 が アザ ー ン や イカ ー マ を 唱え る こと は マク ルー フ で す 
。 夫 や 身内 の 男性 の 同伴 な く 旅 を する こと と は で きま せん 。 巡礼 
で スカ ー フ を 取る こと が で きま せん 。 シャーフ ィ ー 派 や マー リ 
キー 派 は 、 考 慮 され る べき 事情 が ある 場合 で も サー イ を 行い ま 
す 。 タ ー イ フ (カー バ 神 殿 の 周回 ) は カー バ か ら 遠 いと ころ で 
行い ます 。 説話 を 行う こと ふも ふし ませ ん 。 なぜなら 声 は が 隠す べ 
きゃ の で ある こと が は 事実 だ か ら で す 。 巡礼 で は メス ト と 呼ば 
れる 革 製 の 履物 を 吐き ます 。 女 性 は 遺体 を 運ぶ こと は し ませ ん 
2 な っ て も ゃ 殺害 され る こと は あり ませ ん 。 刑事 裁 判 で 証 
言 は 認め られ ませ ん 。 モ スク で イ テ ィ カー フ (お こも ゃ り ) は 行 
いま せん 手 や 足 を ヘン ナ で 染め る と と は 葉 合法 で す 。 (マニ 
キュ ア は 使用 し ませ ん 。) 遺産 、 証 言 、 負 し い 親 類 に 施し を す 
る 際 に は 男性 の 半分 と な り ま す 。 善良 な 女性 を 法廷 に 呼ぶ こと 
は で きま せん 。 判事 も しく は 代理 人 が その 家 に 行き ます 。 若 い 
女性 は 他人 で ある 男性 に 挨拶 を し た り 、 お 悔やみ の 言葉 を 述べ 
た り 、 く し ゃ み を し た 時 に 何 か を 言っ た り し ませ ん 。 また 目 分 
に それ ら が 言わ れ て も 返事 を し ませ ん 。 他人 で ある 男性 と 一 
自分 た ち だ け で いる こと は し ませ ん 。 00 の 
の と まで 最初 の 座位 で 座る こと は ワー ジブ で す 。 次 の 座 
位 で 座る こと は ファ ルド で す 。 最 後 の 座位 で 「 ア ッ タ ヒ ヤ ー 
ト | を 唱え る こと は ワー ジブ で す 。 

ファ ルト 及び ワー ジブ 、 そ し て 正午 の 礼拝 、 金 曜日 の 礼拝 
の 最初 の スン ナ 、 金 曜日 の 最後 の スン ナ の 、 最 後 の 座位 に お い 
て 、 そ し て それ 以外 の 礼拝 に お いて (午後 の 礼拝 や 深夜 の 礼拝 
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の 4 ラ カ ー ト の スン ナ の よう に ) 、 そ れ ぞ れ の 座位 で 祝福 祈願 
の ドッ アー を 唱え る こと は スン ナ で す 。 挨拶 の 言葉 は ファ ルド 
で す 。 そ し て 挨拶 に お いて 両方 の 肩 を 見 る こと は スン ナ で す 。 

注意 深く 見 る こと は ム ス タ ハ ブ で す 。 


さら に 、 礼 拝 が 完 全 な レベ ル で 認め られ る こと の 条件 は ( ハ 
ラー ム を 記 ける こと と 、) 明 怖 、 第 信 、 不要 な 事柄 の 放棄 、 礼 拝 
を 面倒 に 感じ な いこ と 、 そ し て 礼拝 の 為 に 全て の 世俗 的 な 事柄 か 
ら 離 れる こと で す 。 長 怖 と は 、 ア ッ ラ ー の 崇高 な 専 厳 に 長 怖 の 念 
を 抱く こと 、 篤 信 と は 九 つ の 器官 を ハラ ー ム や マク ルー フ か ら 和 光 
る こと 、 不 要 な 事柄 の 放棄 と は 、 現 世 で も 来世 で も 役に立た な い 
お し ゃ べり や 行い を 放棄 する こ と 、 礼 拝 を 面倒 に 感じ な いこ と と 
は 、 礼 拝 の 動き の 実践 を 面倒 ! 感じ な いこ と 、 世俗 的 な 事柄 か ら 
離れ る こと と は 、 ム ハン マ ド の アザ ー ン が 読ま れ た 時 に 全て を 放 
棄 し 、 信 者 の 集団 に 加わ る こと を 意味 し ます 。 

礼拝 の 中 で 尊重 すべ き 六 つの 事柄 は 次 の 通り で す 。 イ フラ 
ー ス 、 タ ファ ッ ク ル 、 ハ ウフ 、 ラ ジャ ー、 ル ヤー ティ ・ タ クシ 
ー ル 、 ム ジャ ー ハ ダ で す 。 

イフ ラー ス は 、 そ の 行い を アッ ラー の ご 満悦 の 為 だ け に 行 
うこ と 、 タ ファ ッ ク ル は 礼拝 の 中 に ある 事柄 に つい て 考え る こ 
と 、 ハ ウフ は 偉大 で 荘厳 な る アッ ラー を 恐れ る こと 、 ラ ジャ ー 
は 偉大 で 荘厳 な アッ ラー の 慈悲 に 希望 を 抱く こと 、 ル ヤー ティ 
・ タ クシ ー ル は 目 ら を 過ち の 多い 存在 と 知る こと 、 ム ジャ ー ハ 
ダ は 我 欲 や シャ イタ ー ン と 戦う こと を 意味 し ます 。 

ムハンマド の アザ ー ン が 唱え られ た 時 、 イ スラ ー フ ィ ル ( 
アッ ラー の 祝福 が あり ます よう に ) が ラッ パ を 吹い て いる か の 

うに ウド ゥ ー を 行い 、 墓 か ら 起き 上 が る か の よう に モス ク に 
行き 、 最 後 の 審判 の 集合 の 場 に No 
プー ン を 唱え る 人 ) が イカ ー マ を 行い 、 集 団 礼拝 で 列 に 
な が ら 、 こ の 人 は 審判 の 日 に 集合 の 場 で 120 の 列 を 持ち 、 
0 の 列 は 預言 者 へ ハン マ ド の も の 、 そ し て 40 の 列 が 他 の 預言 者 
た ちの ウン マ の も の で ある と し て イマ ー ム に 従い 、 イ マー ム が 
ファ ー テ ィ ハ バハ 章 を 読む 時 に は 、 右 側 に 天国 、 左 側 に 地獄 、 首 に 
アズ ラー イー ル 、 (アッ ラー の 祝福 が あり ます よう に ) 、 向 か 
い に カ ー バ 、 そ し て 前 に 墓 が あり 、 足 の 下 に は スラ ー ト 橋 が あ 
る と 感じ る の で すま す 。 私 の 尋問 は 容易 に な る だ ろう か ? 私 が 
行っ た 崇拝 行為 は 、 来 世 で の 私 の 頭 の 冠 、 私 と 共に ある 同行 者 

そし て 墓地 に お いて 助け と な る だ ろう か 2?2 あ るい は 認め られ 
ず 、 濡れ た 布 の よう に 顔 に 打ち 付け られ る だ ろう か ? と 熟考 す 
る こと が 必要 で す 。 

現世 の 恵み は 忠実 で は あり ませ ん 。 
最後 の 嵐 が 全て を 損なう の で す 。 
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ムシ ジマ ド の アゲ ザ ゲー: 


以下 の 文章 は 、「 ド ゥ ッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」| 及び その 
注釈 で も る 「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン 」| か ら の 翻訳 で す 。 

イル ミ ハ ー ル の 書物 で 知ら され て いる 、 定 め ら れ た 言葉 を 

、 知 性 を 持つ ムスリム が 定め られ た 形 で 唱え る こと を 、 用 議 2 
ンマ ド の アザ ー さき つま り 、 モ スク の ミナ ー ラ ( 
舌 塔 ) に 上 が り 、 ア ラビ ア 語 の 言葉 を 立っ て 唱え る こと が 必要 
で す 。 他 の 言葉 に に 翻訳 され た も の を 唱 える こ と は 意味 を 理解 
し た と し て も 、 ア ザー ン と は な り ま せん 。 ア ザー ン は 、 日 に 五 
回 の 時 刻 が 来 た こと を 教え る 為 に 唱え られ ます 。 男 性 が 、 モ ス 
ク 以 外 の 高い 場所 に 上 が っ て 唱え る こと は 、 ム アッ カ ダ の スン 
ナ で す 。 女性 が アザ ー ン や イカ ー マ を 唱え る こと は マク ルー フ 
(忌避 され る も の ) で す 。 女 性 の 声 を 男性 た ち に 聞か せる こと 
は ハラ ー ム で す 。 

ム ア ッ ズ イ ィ イン は 、 モ スク の 外 の 高い 場所 で 、 大 き な 声 で 唱 
え 、 近 隣 の 人 々 に 聞か せる こと が 必要 で す 。 過度 に 叫ぶ こと は 
合法 で は あり ませ ん 。 ア ク バ ル と いう 際 に は 、 最 後 の 文字 を 前 
の 文字 と つなげ る か 、 も し く は 一 緒 に し ます 。 ウ トッ レ (アラ 
ビア 語 の 母音 記号 ) は 読ま れ ま せん 。 言葉 の 最初 も や しく は 最後 
に 記号 や 文字 を 付け 足し 、 過 度 に 声 を 岩 わ せ て 読む こと 、 そ れ 
を 聞く こと は ハラ ー ル で は あり ませ ん 。 サ ラー ト 、 及び ファ ラ 
フ と いう 時 に は 顔 を 左右 に 向け る こと が スン ナ で す 。 足 と 胸 は 
キ プ ブラ の 方 角 か ら 離 し ませ ん 。 も し く は ミナ ー ラ の 方 に 向かっ 
て 唱え ます 。 最初 の ミナ ー ラ は ム ア ー ウ ィ ヤ が 建て た も の で す 
。 預言 者 へ ハン マ ド の モス ク の 上 に 高い も ゃ の と 作っ て いま す 。 
ビラ ー ル ・ ハ バシ ー が そこ に 上 が り 、 ア ザー ン を 唱え て いま し 
た 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) は ビラ ー ル に 、 指 を 耳 に に 当て る こと を 命じ られ まし た 。 途 
中 で 話 を 合 は 最初 か ら 再 度 唱え る こと が 必要 で す 。 数 人 
が 一 緒 に 唱え る こと は 葉 合法 で す 。 誰 か が 唱え た 部 分 を 他 の 人 
3 有効 と は な り ま せん 。 アザ ー ン を 座り な が ら 
読む こと は 絶対 的 に 忌避 され る べき で す 。 ム アッ ズ ィ ン が 有効 
人 と 、 ア ザー ン の スン ナ と 時 間 を 知る こと 、 毎 日 継続 的 

旧 え る こと 、 ア ッ ラ ー の ン ご 満悦 の 為 に 無償 で 唱え る こ と が 
2 有償 で 読む こ と ゃ 合法 で す 。 ま だ 成 圭 し て いな い 
子供 の アザ ー ン は 、 有効 で は あり ませ ん 。 な ぜ な ら そ の 声 は 鳥 
、 そ し て 機械 音 の よう で ある か ら で す 。 (この 為 、 ア ザー ン や 
イカ ー マ を スピ ビー カー で 唱え る こと は 有効 で は あり ませ ん 。 罪 
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人 が アザ ー ン や イマ ー ム の タク ビー ル に 従う こと は 信頼 で きま 
ん 。 彼 が 唱え る こと は マク ルー フ (忌避 され る べき も ゃ もの) で 
す 。 ム アッ ズ ィ ン は アザ ー ン の 時 刻 を 、 1 
通り に 行う こと を 知る こと が は 必須 で す 。 時 刻 に な っ た か どう 
か を 幸い か がら 礼 捧 を し た 場合 それ 時 間 通 ちり で あっ ん た と と 
が 後 で 分 か っ た と し て も 、 そ の 礼拝 は 有効 と は な り ま せん 。 イ 
スラ ー ム 圏外 で 使わ れ て いる カレ ンダ ー が 正しい か どう か 、 誠 
実 で 博識 で ある こと に 置い て 信頼 され て いる ムスリム に 尋ね 、 
認 す る こと が 必要 で す 。) スン ナ に 従っ て 唱え られ た 様々 な 
アザ ー ン の うち 、 最 初 の 一 つ だ け を 聞い た 人 は 聞い た こと を 唱 
え 、 自 分 の モス ク の アザ ー ン で あれ ば 集団 礼拝 に 行く こと が 必 
要 で す 。 ク ルアー ン を 読む 人 も 唱え る こと が 必要 で す 。 葬儀 の 
礼拝 を し て いる 人 、 食 事 中 で ある 人 、 モ スク に いる 人 、 宗 教 的 
な 知識 を 教え 、 学 ん で いる 人 は アザ ー ン を 繰り 返す 必要 は あり 
ませ ん 。 アラ ブ 人 で な く 、 過 度 に 声 を 震わせ て 読ま れる アザ ー 
ン は 、 スン ナ に 適し て いま せん 。 2 ン を 聞い た 人 が 座っ て 
いる 場合 れ ば は 立ち 上 が る こ と 、 歩 いて いる 場合 は れ ば 立ち 止 
まる こ と が は ム ス タ ハ フ ( 拉 励 きれ る も の ) で す 。 誓い に つい 
て の 項目 で 願掛け に つい て 説明 する 際 、 次 の よう に 述べ て いま 
す 。 「 あ ら ゆ る 地域 に モス ク を 作る こと は 、 統 治 者 に と っ て の 
ワー ジブ で ある 。 通常 、 財 務 省 の お 金 で 作ら れる 。 政府 が 作ら 
な い の で あれ ば 、 ム スリ ム が 作る こと が ワー ジブ と な る 」 
NAS 
が 作ら れれ ば 、 あ ら ゆ る 地域 で アザ ー ン が 唱え られ 、 自分 
の 地域 の アザ ー ン を 聞き ます 。 ム アッ ズ ィ ン が 過度 に ie と 
、 ス ピー カー を 使う こと ゃ 不要 と な り ま す 。 ス ピー カー は 、 ア 
ザー ン の スン ナ が 放棄 され る 要因 と な る 、 一 つの ビ ド ッ ア で す 
。 ア ザー ン を 唱え る 際 、 礼 振 を する 際 、 ビ ドゥ ッ ア で ある も の を 
用 いる こと は 大 き な 罪 で す 。 こ れ ら の イ バ ー ダ が 無効 と な る 要 
因 に な り ま す 。 こ の 為 、 宗 教 局 の 府 問 お よび 宗教 活動 審査 委員 
会 の 1954 年 12 月 1 日 付 、 第 737 号 の 決定 の 第 15 条 で は 「 ス ピー カ 
を 説話 台 に 設置 する こと は 、 絶 対 的 に 禁止 され る 。 も し イマ 
ー ム の タク ビー ル が 聞こ えな い ほ ど に モス ク 混 ん で いる の な ら 
、 ム アッ ズ ィ ン の 一 人 、 も し く は ゃ もっ と 遠く に いる も う 一 人 が 
それ を 行う | と され て いま す 。 ラ ジオ 、 カ セッ ト 、 ス ピー カー 
で 流さ れる クル アー ン や アザ ー の それ を 唱 
える 人 ん 々 の 声 を 再現 し た 磁石 と 電気 に よっ て 生成 され る 楽器 の 
音 で ある こと 、 その 声 が 存在 する 下 因 で ある 人 の 声 そ の も の で 
は な い に ゃ も か か わら ず 、 く て も それ に 大 変 似 て いる た め に 、 そ 
れ を 唱え て いる 人 の 声 だ と 思わ れ て いる 。 そ の よう な こと が と 
いう こと が 「 ア ル ・ フ ィ ク フ ・ ア ラル ・ ム ザー ヒ ブ ・ イ ル ・ ア 
ル バ 」| の 読 府 に つい て の 項 で 、 及 び 「 永 遠 の 幸 福 」 の 本 の 「 響 
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き と 音 楽 」 の 部 分 で 詳し く 説 か れ て いま す 。 イ スラ ー ム が 命じ 
て いる 「 ム ハン マ ド の アザ ー ン | と は 、 有 効 な ムスリム の 声 の 
こと を 指し ます を 出し ます 。 管 か ら 出 る 声 は アザ ー ン で は あり 
ませ ん 。 こ の 時 代 の 真 の 宗教 学者 の 一 人 で ある エル マル ・ ハ ム 
ディ 師 (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 タ フシ ー ル の 
第 3 巻 、2361 ペ ー ジ で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 こ の よう に 
ヽ 『 聞 け 』 及び 『 読 府 せ よ 』 と いう 命令 は 、 ク ラー ト (読み 上 
げ る ) と 並べ られ て いる 。 ク ラー ト は 、 古 い 言 葉 で あり 、 知 性 
が あり 成 熱 し た 人 の 口 か ら 、 形 式 に 則っ て 出さ れる 音 に よっ て 
な され る も の で すま す 。 さ ら に 、 ど ジ ブラー イール の 行い も ゃ クラ 
ー ト で は な く 、 イ クラ ー、 す な わ ち クラ ー ト を 行 お な わせ る 粉 
セル こと で す 。 ア ッ ラ ー の 行い ゃ 、 ク ルアー ン の 産 示 と 、「 読 
む 」 と いう こと の 創造 で す 。 そ れ に 対し 、 知 性 を 持た な いも の 
、 及 び 生 命 を 持た な いも の か ら 出 る 音 を クラ ー ト と は 言え な い 
よう に 、 声 の 反響 か ら 生 じ る 行い を クラ ー ト と いう こと も で き 
ませ ん 。 こ の 為 、 法 的 な クラ ー ト か ら 生 じ た 反 響 音 は クラ ー ト 
で は な く 、 テ ィ ラ ー ワ (クル アー ン を 読む 際 の 規則 ) も 適用 さ 
れ な いこ と 、 そ し て 例え ば 、 テ ィ ラ ー ワ の サジ ュ ダ (ティ ラー 
2 オア 
こさ れ て いま す 。 本 を 黙っ て 読む こと は 、 ク ラー ト を 行う こ 
EE の 豆 い て いる 声 を 聞く と と は 、 
クラ ー ト を 聞く こと に は な り ま せん 。 鳴り 物 を 聞く きく こと で 
し か あり ませ ん 。 従っ て 、 ク ルアー ン を 読む 人 の 声 を 伝え る 著 
音 機 、$ も し く は ラジ オ か ら 出 る 音 も し く は 声 は 、 ク ラー ト で は 
あり ませ ん 。 ク ラー ト の 反映 、 も し く は スペ クト ル で す 。 それ 
(に よっ て 、「『 聞 け 』」 及び 『 読 府 せ よ 』 と いう 命令 に 従っ た こと 
に は な り ま せん 。 つ まり 、 聞 か れる べき こと 、 上 黙っ て いる こと 
が ワー ジブ で ある クル アー ン と は 、 鳴 ら さ れる クル アー ン で は 
な く 、 ク ラー ト と し て 読ま れる クル アー ン で す 。 一 方 で 、 そ れ 
が ワー ジブ も し く は ム ス タ ハ ブ で は な いと と か ら 、 そ の 逆 、 そ 
れ が 無い こと が ワー ジブ で ある は ず だ と 考え る べき で は あり ま 
せん 。 なぜなら 、 ク ルアー ン を 音響 に か ける こと と 、 音 響 に か 
けら れ た 他 ク ルアー ン を 聞く こと は 別 の 行為 だ か ら で す 。 クル 
アー ン を 音響 に か ける と と 、 楽 器 の よう に する と と は 決し て 許 
され な いこ と で ある こと は 明らか で す 。 実際 、 ク ルアー ン を 読 
むこ と は アッ ラー に 近 し く な る こと こと で ある も の の 、 ふ さわ し く 
な い 場 所 で 読む こと は 差し さわ り が あり ます 。 例え ば 、 公 衆 浴 
場 で クル アー ン を 読み 上 げ る 人 は 、 罪 を 犯し た こと に な り ま す 
。 同時 に 、 そ れ が 読ま れ て いる 場合 、 聞 か な いで いる こと も 善 
行 で は あり ませ ん 。 同様 に 、 反 響 で ある 音 で 響く 、 革 音 機 や ラ 
ジオ で 流さ れる クル アー ン の 読 府 を 聞く こと は 務め で は な い 、 
と し て 、 聞 か な いこ と が 務め で ある と も 思う べき で は あり ませ 
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ん 。 なぜなら 、 ク ラー ト で は な く て も 、 ク ラー ト に 似 て いる も 
の で は ある か ら で す 。 ア ッ ラ ー の 、 語 られ る お 方 と いう 主 性 の 
顕現 で ある か ら で す 。 ワ ー ジ ブ も し く は ム ス タ ハ ブ で な か っ た 
と し て も 、 そ れ は 合法 で あり 、 良 いも ゃ も の こと で あり 、 そ れ に 不 
敬 な 態度 を 示す こと は 許さ れ な い の で す 。 こ の よう な 状態 を 前 
に し た ムスリム は 、 不 適当 で ある 場所 に 置か れ た クル アー ン の 
ペー ジ を 前 に し て いる か の よう で あり 、 そ れ に 対し 不敬 な 態度 
を 示さ な いこ と 、 で いる 限り そし て それ を その 場 か ら 取 り 、 ふ 
さわ し い 場 所 に 置く こと が 宗教 上 の 務め で す 。) 

多く の 法学 、 及 び フ ァ ト ッ ワ の 本 、 例 えば 「 カ ー デ ィ ハ ー 
ン | で は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 「 ア ザー ン を 唱え る こと 
は スン ナ で ある 。 イ スラ ー ム の 教え の 象徴 で あり 印 で ある 為 、 
ー つ の 町 、 一 つの 地域 で アザ ー ン が 放棄 され れ ば 、 統 治 者 は そ 
この 住民 に 強制 的 に アザ ー ン を 唱え ら せ る こと が 必要 で ある 。 
ム ア ッ ズ イ ン は キ プ ブラ の 方 向 と 礼拝 の 時 刻 を 知る べき で ある 。 
な ぜ な ら ア ザー ン は 最初 か ら 最後 まで 、 キ ブラ に 向かっ て 唱え 
る こと こと が スン ナ で ある 。 ア ザー ン は 礼拝 の 時 刻 、 明信 明け の 食 
事 の 時 間 が 始ま っ た こと を 教え る 為 に 唱え る 。 こ の 時 間 を 知ら 
な い 人 、 及 び 罪 人 が 読む こと は 争い の 要因 に な る 。 知性 が 備 わ 
っ て いな い 子 供 、 酔 っ 払い 、 狂 人 、 グ スル が 必要 な 状態 の 人 、 
及び 女性 が アザ ー ン を 唱え る こと は マク ルー フ で ある 。 こ の 場 
合 、 ム アッ ズ ィ ン が 再び 唱え る こと が 必要 と な る 。 (マウ リー 
ド を 読む こと 、 読 ませ る こと 、 聞 き に 行く こと は 非常 に 良い こ 
と で ある 。 し か し 、 女 性 が マウ リー ド や アザ ー ン を 読み 、 歌 を 
歌い 、 必 要 以 上 に 話し 、 そ の 声 を 他人 で ある 男性 に 聞か せる こ 
と 、 そ し て それ ら を 聞く こと は ハラ ー ム で ある 。 女性 は 女性 た 
ち に 対し て の み 読 むべ き で あり 、 そ の 声 を カセ ッ ト 、 ラ ジオ 、 
テレ ビ に に 出す べき で は な い 。) 」 座っ た まま 、 ウ ドゥ ッ ー の な い 
状態 で 、 市 街 地 に いる の に 動物 に 乗っ た まま アザ ー ン を 唱え る 
こと も マク ルー フ で す が 、 そ れ ら の アザ ー ン は や り 直 し は され 
ませ ん 。 ア ザー ン は ミナ ー ラ で 、 モ スク の 外 で 唱え られ ます 。 
モス ク の 中 で は 唱え られ ませ ん 。 言 葉 の 意味 を 損なう 形 で 伸 ば 
し 、 響 か せ て 唱え る こと は マク ルー フ で す 。 ア ラビ ア 語 以外 の 
言葉 で は アザ ー ン を 唱え る こと は で きま せん 。「 ヒ ン デ ィ ー ヤ 
|] で は 「 ム アッ ズ ィ ン が その 声 を ある べき 程度 より も ゃ 張り上げ 
る こと は マク ルー フ で ある | と され て いま す 。 「 イ ブ ニ ・ ア ー 
ビデ ィ ー ン | (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 次 の よう 
に 語っ て いま す 。 「 ア ザー ン が 遠く か ら 聞 こえ る よう に 、 ム ア 
0 人 RW 00 0 
ズ ィ ン が 一 つの アザ ー ン を 一 緒 に 唱え る こと は 合法 で ある 。」 
学者 た ちの こ れ ら の 文章 か ら わ か る よう 1 こ 、 ス ピー カー を 通し 
て アザ ー ン や イカ ー マ を 唱え る こと 、 礼 拝 を 先導 する こと は ビ 
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ドッ アプ です 。 ビ ドッ ア を 行う こと は 大 き な 罪 で す 。 ハ ディ ー ス 
で は 、「 ビ ドッ プア を 行う 者 の イ バ ー ダ は どれ 一 つ 認 め ら れ な い 
」 と され て いま す 。 ス ピー カー の 音 は 人 間 の 声 に と て も 似 て い 
る と は いえ 、 人 間 の 声 そ の も の で は あり ませ ん 。 人 磁石 が 動か す 
パー ツ か ら 生 じ る 音 で あっ て 、 す 、 高 い 場所 に 上 が り 、 立 っ て 
いる 人 の 声 で は あり ませ ん 。 ス ピー カー を ミナ ー ラ の 左右 に 、 
後ろ に 置く こと で 、 声 が キ ブ ラ に 向かっ て 出 な いとこ と も 、 ま た 
別 の 罪 と な り ま す 。 声 を 遠く に 響かせ る こと 、 ス ピー カー の つ 
ん ざく よう な 、 機 械 的 な 音 も 必要 で は な い の で す 。 なぜなら そ 
れ ぞ れ の 地域 に モス ク を 作る こと が ワー ジブ で ある か ら で す 。 
それ ぞ れ の 地域 で アイ ザー ン が 唱え られ 、 ど の 家 で も それ が 聞こ 
える で し ょ う 。 それ 以 外 に 、「 ア ザー ン ・ ジ ャ ウ ク 」 ゃ 合法 で 
す 。 数 人 の ム ア ッ ズ ィ ン が 一 つの アザ ー ン を 一 緒 に 唱え る こと 
を 「 ア ザー ン ・ ジ ャ ウッ ウ ク 」 と 呼び ます 。 愛 薫 を 帯び た 人 の 声 は 
遠く まで 聞こ え 、 人 の 子 こ と 、 魂 に 影響 を 及ぼ し 、 信 仰 を 新た 
に させ ます 。 ( ム ア ッ ズ ィ ン は アザ ー ン を 、 そ し て イマ ー ム は 
クラ ー ト を 、 モ スク に いる 信者 の 集団 に 聞こ える 程度 の 自然 な 
声 で 唱え ます 。 遠く まで 聞こ える よう に 無理 を する こと は マク 
ルー フ で す 。 ス ピー カー を 使う 必要 が な いこ と は ここ か ら も 理 
和解 で きま す 。 特 に 、 ス ピー カー と 呼ば れる 管 か ら 出 る 音 は 、 ア 
ザー ン で は あり ませ ん 。 ム アッ ズ ィ ン の 口 か ら 出 る 声 が 、 ム ハ 
ンマ ド の アザ ー ン で す 。 偉大 な イス ラー ム 学 者 の アプ ブー・ ヌ ア 
イム ・ イ ス フ ァ ハニ ー の 「 ヒ ル ヤ トゥ ル ・ ア ウリ ヤー」 の 本 に 
お ける ハデ ィ ー ス で は 、「 楽 器 か ら 流 れる アザ ー ン の 音 は 、 シ 
ャ イタ ー ン の アザ ー ン で ある 。 と これ を 唱え る 者 は シャ イタ ー ン 
の ム ア ッ ズ ィ ン で ある | と され て いま す 1j。 

ハデ ィ ー ス で は 「 最 後 の 審 判 の 日 が 近づく と 、 ク ルアー ン 
が 楽器 か ら 流れ る 」 、 ま た 「 い つか 、 ク ルアー ン が は 楽器 か ら 
流れ る 時 が 来る 。 ア ッ ラ ー は それ ら を 呪 わ れる 」 と され て いま 
す 。 こ こ で の 楽器 と は 、 あ ら め ゆる 種類 の 楽器 を 指し ます 、 笛 恩 
こと で す 。 ス ピー カー も また 楽器 で す 。 ム アッ ズ ィ ン は これ ら 
の ハデ ィ ー ス を 恐れ 、 ア ザー ン は スピ ー カ ー を 通し て 唱え な い 
こと が 必要 で す 。 一 部 の 宗教 的 に 無知 な 人 々 は 、 ス ピー カー が 
役に立つ こと 、 声 を 遼 く まで 運ぶ こと を 語り ます 。 預言 者 ム ハ 
ンマ ドド は 、「 崇 拝 行 為 は 、 私 や 教 友 た ちか ら 学 ん だ と お り に 行 
いな さい 。 上 崇 拝 行為 に 変更 を 加え る 者 は 、 ビ ドゥ ッ ア の 民 と 呼ば 
れる 。 ビ ドッ ア を 行う 人 は 確実 に 地獄 に 行く 。 彼 ら の 崇拝 行為 
は どれ も 認め られ な い 」| と 命じ られ まし た 。 イ バー ダ に 「、 役 
に 立つ も の を 加え た | 、 と 言い うこ と は 正しく あり ませ ん 。 こ 
の よう な 言葉 は 、 宗 教 上 の 敵 た ちの 央 過 で す 。 一 つの 変化 が 効 
果 的 か どう で な いか は 、 イ スラ ー ム 学者 の み が 理 解 し て いま ま 
す 。 と の 深い 知識 を 持つ 学者 を 「 ムジ ュ タ ヒド | と 呼び ます 。 
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ムジ ュ タ ヒド は 自分 た ち で 変化 を 加え る こと は し ませ ん 。 加え 
られ た も の が ビ ド ッ ゥ ッ ア で ある か どう か を 理解 し ます 。 ア ザー ン 
を 、 楽 器 で 流す こと は 、 見 解 の 一 致 に より と 共に ビ ド ゥ ア で あ 
る と され て いま す 。 人 を 、 ア ッ ラ ー の ご 満悦 や に 、 愛 情 に 至ら 
せる 道 は 、 人 の 心 で す 。 心 は 、 本 来 は 清らか な 鏡 の よう で す 。 
崇拝 行為 は せ 、 こ の 鏡 の 清らか さ を 高め ます 。 ビ ドゥ ッ ア や 罪 は 心 
を 暗く し ます 。 愛情 の 道 か ら ゃ た ら さ れる 、 恵 みや 光 が 得 られ 
な く な り ま す 。 誠実 な 人 々 は この 状態 を 理解 し 、 悲し み ま す 。 
罪 を 犯す こと を 望み ませ ん 。 二 旨 了 う こと を 望み ま 
す 。 毎日 五 回 の 礼拝 の み で で は な く 、 よ り 多 くも っ と た くさ ん 
行い た いと 願い ます 。 罪 を 犯す こと は 我 欲 に は 心地 よく 、 有 意 
義 効 果 的 に 感じ られ ます 。 全て の ビ ド ゥ ア 、 罪 は 、 ア ッ ラ ー の 
英 で ある 我 欲 を は ぐ く み 、 力 を 与え ます 。 ス ピー カー を 通し て 
アザ ー ン を 唱え る こと も 同様 で す 。 アブド ゥ ッッ ラー ヒ ・ デ フレ 
ヴィ ー の 後継 者 の 一 人 、 ラ ウフ ・ ア フ マ ド は 『 (ドゥ ッ ル ・ ウ 
ル ・ メ アー リフ 』) の 前 書き で 、「 ク ルアー ン や その 他 の 務め 
を 楽器 を 通し て 唱え る こと は ハラ ー ム で ある 」| と 書い て いま す 
。 ア ザー ン を スピ ー カ ー を 通し て 唱え る こと ゃ 同様 で す 。 


(シャ ー フ ィ ー は 、 「 ア ル ・ ム カッ ディ マト ゥ ッ ル ・ ハ ドラ 
ミー ヤ 」| 及び 「 ア ン ゾ ー ル 」 と いう 本 で 次 の よう に 語っ て いま 
す 。 「 モ スク の 外 に いる 人 が モス ク に いる イマ ー ム に 従う こと 
が シャ ー フ ィ ー 派 に お いて 有効 と な る 為 に は 、 イ マー ム を 見 て 
、 声 を 聞く こと 、 最後 の 列 か あら 300 ズ ラー (300X0.42 三 126 メ ー 
トル ) より ゃ 遠く な いこ と が 必要 で ある 。」 テ レビ で 見 て て い 
る 、 声 を 聞き いて いる 、 遠 方 の イマ ー ム に 従っ て 行っ た 礼拝 は 
、 ハ ナ フ ィ ー 派 で も や シャー フィ ー 派 で も 有効 と し は ならない 。 聞 
言 者 ムハンマド 下 の 時 代 に お いて 崇拝 行為 に 存在 し な か っ た も ゃ も の 
を 後世 に な っ て 崇拝 行為 に 加え る こと は 、「 ビ ドッ プア 」 を 行う 
どど おとな り ま すす 。、 ア ザー ンジ や 所 拓 CK。 ラ ジオ 、 デ レビ 、 ス ピー 
カー を 加え る と いう ビ ド ッ ゥ ッ ア を 行う 人 が は 地獄 に 行く と いう こ 
と が 、 婦 人 章 第 114 節 か ら ゃ 理解 され ます 。 ス ピー カー や か ら 
、 ラ ジオ か ら 聞 こえ る 声 は 、 ア ザー ン そ の も の で は あり ませ ん 
。 それに 似 て いる も の で す 。 鏡 や 紙 に 見 える も の が 人 と に 完全 
に 同じ 姿 を し て いて 似 て いた と し て も 、 そ れ は 本 人 で は な く 、 
似 て いる も の な の で す ) 


礼拝 の ワー ジブ 

ハナ フィ ー 派 に お ける 礼拝 の ワー ジブ : イマ ー ム の 背後 で 
スプ ハー ナカ 以外 の 何 $ も 唱え を な いこ と 、 イ マー ム 及 び 一 人 で 礼 
捧 し て いる 人 は ファ ルド の 2 ラ カ ー ト で 、 及 びそ の 他 の 礼拝 の 
全て の ラ カ ー ト で 一 回 ずつ ファ ー テ ィ バ 章 を 唱え る こと 。 4 も 
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し く は 3 ラ カ ー ト の ファ ルド の 最初 の 二 つ の ラ カ ー ト 及び 他 の 
礼拝 の 全て の ラ カ ー ト で 短い 章 旬 を 読む こと 。 3 もしくは 4 ラ 
カー ト の ファ ルド で ファ ー テ ィ バ 章 を 、 最 初 の 2 回 の ラ カ ー ト 
に 割り 当て る こと 。 フ ァ ル ド か ら フ ァ ル ド に 移行 する こと 。 フ 
ァ ー テ ィ バ 章 を 短い 章 旬 よ り 先 に 読む こと 、 最 初 の 座位 で 座る 
こと 、 サ ジュ ダ を 続け て 行う こと 、 終 わり の 座位 で タ ヒ ヤ ー ト 
を 唱え る こと 。 挨拶 を 行っ て 礼拝 を 終え る こと 。 ウ ィ ト ル の 礼 
拝 で は クヌート の ドゥ アー を 唱え る こと 。 イ ー ド の 礼 振 で は 付 
け 加 えら れ て いる タク ビー ル を 行う こと 。 イ フタ ー (アラ ビア 
語 の 読み 方 の 規則 ) を つけ て 唱え る と ころ は 、 イ フタ ー を つけ 
唱え る こと 。 ジ ャ フル を つけ て 唱え る べき と ところ は ジャ フル 
を つけ て 唱え る こと 。 作法 に 従っ て 正しく 礼拝 を 行う こと 。 礼 
拝 で 言葉 を 唱え る 時 、 も し く は イマ ー ム が 唱え る の を 聞い た 時 
に は ディ ラー ソリ の サジ ェ ュ ダ を 行う こと 。 サ フ ヴ の サジ ュ ダ を 行 
うこ と 。 四 ラ カ ー ト の ファ ルド の 礼拝 で は 、 終 わり の 座位 で タ 
ヒヤ ー ト を 唱え た 後 、 体 を 届 め ず 折 ら ず 、 起 き 上 が る こと 。 あ 
ら ゆ る 動き で イマ ー ム に 従う こと 。 支障 が な い 場 合 、 一 つの 見 
解 に よる な ら 、 フ ァ ル ド を 集団 で 行う こと 。 犠 牲 祭 の 前 日 の 朝 
の 礼拝 か ら 、 四 日 目 の 午 後 の 礼拝 まで 、 23 の ファ ルド の 礼拝 の 
後 で |「 タ シュ リー ク の タク ビー ル 」 を 唱え る こと 。 


礼 振 の スン ナ 

ハナ フィ ー 派 に お ける 礼拝 の スン ナ : 最初 の タク ビー ル 及 
び ウ ィ ト ル の 礼拝 の クヌート の タク ビー ル で 、 男 性 は が 手 を 耳 
と ぶ に 、 女 性 は 肩 の と ころ まで 上 げ る こと 。 最初 の 、 及 び ク ヌ 
ー ト の タク ビー ル で 、 手 の ひら を キ ブ ラ に 向け る こと 。、 ク マヤ 
ー ム で 右手 の 親指 と 小指 を 左手 の 手首 に 結び 付け る こと 。 女 性 
は 右手 を 左手 の 上 に 置く こと 、 男 性 は へ その 下 に 、 女 性 は 胸 の 
高 さ に 手 を 組む こと 。 全 て の 礼拝 の 最初 の ラ カ ー ト で 、 イ マー 
ム で あれ 、 集 団 礼 捧 で あれ 、 一 人 で あれ 、「 ス プ ハ ー ナ カ 」 を 
唱え る こと 。 イ マー ム 及 び 一 人 で 礼拝 する 人 が 、 最 初 の ラ カ ー 
ト ご と に スプ ブ ハ ー ナ カ の 後 、「 ア ウー ズ | と 「 ビ スミ ッ ラ ー] 
を 唱え る こと 。 同様 に 、 イ マー ム 及 び 一 人 で 礼拝 を する 人 が 、 
全て の ラ カ ー ト で ファ ー ー テ ィ ハ バハ 章 の 前 に 聖なる ビス ミッ ラー を 
旧 え る こと 。 イ マー ム が 「 ワ ラッ ダー リー ン | と 言っ た 時 に は 
きこ の 回 (0 邊 等 する 人 貼り の ウジ ーー ジッ の 東 
を 唱え 終え た 後 で や っ くり と 「 ア ー ミ ー ン | と 唱え る こと 。 ク 
ヤー ム か ら ル クウ に 移る 際 、 タ クビ ー ル を 行う こと 。 ル クウ で 
手 を 膝 の 上 に 置き 、 指 を 開く こと 。 ル クウ で 三 回 「 ス プ ハ ー ナ 
ラッ ビ ヤ ル アズ ィ ー ム 」| と 唱え る こと 。 ル クウ で 腰 と 頭 を 同 
じ 高 さ に 置く こと 。 イ マー ム 及 び 一 人 で 礼 振 す る 人 は 、 ル クウ 
か ら 起 き 上 が る 際 、 「 サ ミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ ]| と 
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旧 え る と と 、 ク ヤー ム か ら サ ジュ ダ に 移る 際 に は 、 「 ア ッ ラ ー 
9 の 6 アク バル 」 と 唱え る こと と 。 サ ジュ ダ で 三 回 | スプ ハー ナ 
ラッ ビ ヤ ル アズ ィ ー ム | と 唱え る こと 。 最初 の サジ ュ ダ か ら 
起き 上 が る 時 、「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル | と 唱え る こと 。 サ ジ 
ュ ダ を する 時 、「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」| と 唱え る こと 。 サ ジ 
ュ ダ で 手 の 指 を そろ える こと 。 男 性 は サジ ュ ダ で ひざ を 床 に つ 
き 、 太 も も を お な か か ら 離 すこ と 。 女性 は 太もも を お な か に つ 
ける こと 。 二 回 目 の サ ジュ ダ か ら 起 き 上 が る 時 、「 ア ッ ラ ー フ 
上 衝 ウ の 
る: 双 、。 後 の 座位 で サラ ワー ト の ドゥ ッ ア ー を 唱え る こと 。 右 
と 左 に 換水 を する 際 、 頭 を 向け る こ と 。 タ ヒヤ ー ト で は 両手 を 
膝 の 端 に そろ えて お き 、 指 は 自然 な 状態 に し て お く こ と 。 サジ 
ュ ダ で は 、 両 手 と 両足 の 指 を キ ブ ラ に こ 向 ける こと 。 サ ジュ ダ を 
し た 際 に は 、 手 を 耳 の 高 さ に 置く と と 。 七 つの 如 官 11 の 上 で に 
サジ ュ ダ を 行う こと 。 四 ラ カ ー ト の ファ ルド の 礼拝 の 最後 の 二 
3 ファ ー テ ィ ハ 章 の み を 唱え る こと 。 聖なる スン 

に 従い 、 ム ハン マ ド の アザ ー ン を 唱え る こと 。 集 団 で も ゃ 一 人 
0 ファ ルド で 男性 が イカ ー マ を 行う こと 。 


礼拝 の ム ス タ ハ ブ 

ハナ フィ ー 派 に よる 、 礼 捧 の ム ス タ ハ ブ : ム ア ッ ズ ィ ン が 
イカ ー マ で 「 ハ イヤ アラ ッ サ ラー」 と 言っ た 時 、 集 団 は 体 を 届 
め ず 折 ら ず 、 身 を 起こ すこ と 。 最初 の タク ビー ル 及 び ウ ィ ト ル 
の 礼拝 の クヌート の タク ビー ル で 、 男 性 が 親指 を 耳たぶ に 触れ 
させ る こと 。 ク ヤー ム で は 手 を 組ん だ 時 に 年 自 らき らく の 拉 ら ろ 
こと 。 ク ヤー ム で 、 サ ジェ ュ ダ する 場所 を 見 て いる こと 。 ル クウ 
と サジ ュ ダ で 、 五 回 も し く は 七 回 タス ビー フ を 行う こと 。 ルク 
ウゥ で 足 の 方 を 見 る こと 。 ル クウ で 足 を くっ つけ て いる と と 。 ク 
ヤー ム で 体 を 起こ し た 時 、 左 足 を 右足 か ら 離 すこ と 。 人 額 よ り 先 
に 上 鼻 を 地面 に つけ る こと 。 サ ジュ ダ で 上 鼻 の 両側 を 見 る こと 。 挨 
拶 を する 際 、 肩 の 上 を 見 る こと 。 イ マー ム の 左側 に いる 人 は 1 
挨拶 を する 際 、 イ マー ム と 守護 天使 、 信 者 集団 へ の 挨拶 を 
する こと 。 右 や 左 に 誰 $ い な けれ ば 、 た だ 守護 天使 た ち を 意 
する こと 。 礼拝 中 に 汗 を 拭 か な いこ と 。 咳 を し な いこ と と 。 あ 
び を し な いこ と 。 タ ヒヤ ー ト に 座っ た 際 に は 大 も も を 見 る こ 
。 イ マー ム は 礼拝 の 後 、 顔 を 信者 集団 に 向け る こと 。 


礼拝 の 礼儀 
1. 一 人 で 行う もち も しく は イマ ー ム と 行なっ て いる 人 は 、 挨 
拶 に 続い て 「 ア ッ ラ ー フ ンマ アン タッ サラ ー ム ワ ミン カ 
ッ サ ラー ム ワ ザル ジャ ラー ル ワル イク ラム | と 唱え 
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る こと 。 その後 、 三 回 「 ア スタ グフ ルッ ラ ハ ル アズ ィ ー ム 
ゲッ テス イー テー イラ ジー へ イッ ラー テア ルズ イヤ ルカ 
ユー マ ワ アト ッ ブ プ イラ イフ 」 と 唱え る こと 。 と これ を 層 悔 
の ドッ アー と 言い ます 。 


2. その 後 、「 ア ー ヤ トッ ゥ ルク ル シ ー」 を 唱え る こと 。 

3. 33 回 | スプ ハー ナッ ラー」 と 唱え る こと 。 

4 . 33 回 、 | アル ハム ドゥ リッ ラー| と 唱え る こと 。 

5. 33 回 、「 ア ッ ラ ー フ ・ ア クベ バル 」 と 唱え る こと 。 

6. 一 回 、「 ラ ー イ ラー ハ イッ ラッ ラー フ ワ フ ダフ ー 
ラー シャ リー カラ ラフ ムル ク ワ ラフ ル ハ ム ド ワ 
フワ アラ ー クッ リ シャ イン カ デ ィ ル 」| と 唱え る こと 。 


7. 腕 を 前 に 伸ばし 、 手 を ドゥ アー 一 の 方 向 で ある 天 に 向 
け 、 集 中 し て ドゥ ッ アー する こと 8. 集団 で 礼拝 し て いる 場合 
、 ド ゥ アプ アー を 待つ こと 

9. ドゥ アー の 最後 に 「 ア ー ミ ー ン 」 と 言う こと 。 

10. ドゥ アー の 最後 に 手 を 顔 に つけ る こと 

11. その 後 、 そ れ ぞ れ ビ スミ ッ ラ ー と 唱え な が ら 、11 回 イ 
ノア ー ズ 東 を 峰 え る どる 他 じ の の テオ ー ズ が 、 >。 | リサ ー カ み 
| の 第 一 巻 の 最後 の ペー ジ に 書か れん て いま す 。 それから 一 回 ず 
つ 「 ク ル アウ ー 人 12 と 、67 回 「 ア スタ グフ ルッ ラ 
ー」 と 言い 、。70 回 に する と と 1]。10 回 | スプ ハー ナッ ラー 
ワ ビ ハ ム ディ ヒ スプ ハー ナッ ラー フ アズ ィ ー ム 」 と 言う 
こと 。 それ か ら 「 ス プ ハ ー ナ カ ラッ プ カ | の 章 句 を 読む こと 
で す 。 こ と れ ち は 「 メ ラー クル ・ フ ァ ラ フ | と いう 本 に 書か れ て 
内 滞 0 聖 ハ ディ ー ス で は 、 [日 に 五 回 の 礼拝 の 後 な され る ド 

認め られ る |」 と され て いま す 。 し か し ドッ アー は 、 覚 
人 声 を 出さ ず に 行う べき で す 。 ド ゥ アド ッ ゥ アー を 、 
た だ 礼拝 の 後 、 も し く は 一 定 の 時 間 の 身 に 行う こと 、 一 定 の も 
の を 覚え 、 詩 を 読む よう に ドゥ アド ゥ アー する こと は マク ルー 
フ で す 。 ド ゥ ッ ア ドッ アー が 終わ っ て か ら る と 手 で 顔 を な で る の 
は スン ナ で す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) は カー バ 神 殿 の 周回 で 、 食 後 、 就 寝 時 に も ドッ 
アド ゥ アー を され て いま し た 。 こ れ ら の ドッ アド ッ ア ー で は 、 
NN 人 誠 2 の まや CS を リピ ーー 
た 。 ド ゥ アド ゥ アー や ズ ィ ク ル を 静か に 行う こと は 善行 で す 。 
ドゥ アド ゥ アー や 尼 性 を ウド ッ ー の ある 状態 で 行う こと と は ム ス 
2 教団 に 属す る 人 た ち が 行 う よ う に 、 踊 っ た り 、 回 
っ た り 、 折 手 し た り 、 タ ン バ リ ン 、 ダ ミー11、 ネ イニ ー、 サ ズ 
を 演奏 し た りす る こ と は 、 見 解 の 一 致 と し て ハラ ー ム で す 。 こ 
の よう に 、 信 者 集団 は イマ ー ム と 共に 表 か に ドゥ アド ッ ア ー を 
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行う こと が 徳 と され ます 。 別々 に ドゥ アド ゥ アー する こと 、 ド 
ゥ アド ゥ ッ ア ー NII 
ン デ ィ ー ヤ |」 の ファ トッ ワー で は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。 
「 最 後 の ス ン ナ で ある 礼拝 で 挨拶 を 行い 、 イ マー ム が 座る こと 
は マク ルー フ で ある 。 右 、 左 、 も し く は 少し 後ろ る に 下がり 。 す 


ぐ 具 に 最後 の スン ナ を 行う べき で ある 。 も し く は すぐ に 去り 、 
家 で 礼拝 する 。 集 団 $ し く は 一 人 で 礼 捧 する 人 は 、 座 っ て いる 

場所 に い 続け 、 ド ゥ アド ゥ アー する こと が で きる 。 も しく は 座 
っ て いる 場所 で 右 、 左 、 ふ も し く は 後ろ に 下がり 、 最 後 の ス ン ナ 
を 行う こと も 合法 で ある 。 最 後 の ス ン ナ が な い 礼 拝 で は 、 イ マ 
ー ム が 座っ た 場所 で キ プ ブラ に 向い た まま で いる こ と は マク ルー 
フ で あり 、 ビ ドゥ アド ゥ ッ ア で ある 。 起き 上 が り 去 る こと 、 も し 
く は 集団 の 方 に 向き 直る こと 、 も し く は 右 、 左 に 向い て 座る こ 


と が 必要 で ある 。」 


礼拝 の 後 の ド ッ ア ドッ アー: アル ハム ドッ 


リッ ラー ラッ 
ビル アー ラミ ー ン 。 ア ッ サ ラー トゥ ワッ サラ ー ム アラ ー 
ララ スー リナ ム ハ ン マ デ ィ イン ワ アー リヒ ワ サフ ビ ヒ 
アジ ュ マ ー イ ン 。 主 よ 、 私 が 行っ た 礼拝 を 承認 し て くだ さい 。 


来世 と 私 の 将来 を よい も の と し て くだ さい 。 最期 の 息 で タウ ヒ 
ー ド の 言葉 を 唱え る こと が で きま す よ うに 。 亡くな っ た 人 々 を 
お 許し くだ さい 。 ア ッ ラ ー フ ンマ マグ フィ ル ワル ハム ワ 
アン タ ハコ ユル ッ ラ ヒー ム 。 タ ワッ ファ ニー ム ス リ マ ン ワ 
アル フキ ニー ビッ サー リヒ ー ン 。 ア ッ ラ ー フ ンマ グフ ィ ル リ 
ワ リ ワ ー リ ダ ヤ ワ リウ スタ ズ ィ イー ヤ ワ リム ー ミニ 
ー ナ ヤ ウ マ ヤク ー ム ル ヒサ ー ブ 。 主 よ ! 私 を シャ イタ ー 
ン の 災い か ら 、 敵 の 災い か ら 、 悪 を を その か す 我 欲 の 災い か ら 
お 守り くだ さい 。 私 の 家 に 良い も の 、 ハ ラー ル で ある も の 、 そ 
し て 価値 の ある 恵み を お 与え ん くだ さい 。 イ スラ ー ム の 人 々 に 祝 
福 を 与え て くだ さい 。 ムスリム の 敵 を 滅ぼし 寺 滅 させ て くだ さ 
い 。 不 信心 者 と 聖戦 を 行う ムスリム を 、 神 の 支援 に より お 助け 
くだ さい 。 アッラー フン マ イン ナカ アフ ュー ウン カリ ー 
ムン トゥ ヒ ブ ル アフ ワ ファ ー フ アン ニー。 主 よ 「! 病気 
人 に 癒し を 、 苦 し ん で いる 人 に 解決 策 を お 与え を くだ さい 。 ア 
ッ ラ ー フ ンマ イン ニー アッ サル ー カ スッ ハー タ ワ アー 
フィ ヤ タ ワル アマ ー ナ タ ワ フス ナル フル ワッ リ ダ ー 
WM0 の 3 人 ヤー アル ハマ ル ラ ー ヒ ミー 
ン 。 母 に 子供 を た ち に 、 親戚 、 友 達 、 そ し て 全て の 教え 
の 上 兄弟 た ち 商人 の お ら 人 の 全 生 2 時 全集 
生 本 生生 きぐ 下 PUODR 全 の だ で お に ドア 
ョ ー ン 。 サル の みみ ド ゥ リッ ラー ヒビ チッ ピル アー ラミ ー ツ 。 ア 
ッ ラ フラー フン マ サッ リ アラ ー。 ア ッ ラ ー フ ンマ バー リク 
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アラ ー アッ ラー フン マ ラッ ババ ナー アー ティ ナー。 ワ ル ハ 
ム ド ゥ リッ ラー ヒ ラッ ピル アー ラミ ー ン 。 ア スタ グフ ルッ 
ラー、 ア スタ グフ ルッ ラー、 ア スタ グフ ルッ ラー、 ア スタ グフ 
ルッ ラー ハル アズ ィ イー ム アル カリ ー ム アッ ラズ ィ イー ラ 
ー イラ ー ハ イッ ラ フワ ル ハイ ヤル カイ ユー マ 
アト ッ ゥ ッ ー プ イラ イフ 。 


礼拝 の マク ルー フ 


1. 首 を 曲げ 、 左 右 を 見 る こと 

2. 着 て いる も の を いじ る こと 

3. 正当 な 理由 な く 手 で サジ ュ ダ する 場所 を 払う こと 

4. 男性 が 両手 を 、 立 っ て いる 際 に は 胸 の 上 で 、 サ ジュ ダ 
で は 胸 の 高 さ に 置く こと 

5. 指 を 鳴ら すこ と 

6. 正当 な 理由 な く 、 あ ぐら を か いて 座る こと 

7. サジ ュ ダ で 片足 を 上 挙げ る こと 
シー 

9. 人 の 顔 に 向かっ て 礼拝 を する こと 

10. 火 に 向かっ て 礼拝 を する こと 

11. 体 、 衣 服 に 絵 ( 顔 ) が ある こと 

12. 正当 な 理由 な く あ く び を する こと 

13. 手 を 袖 か ら 出 さ ず に 礼拝 する こと 

14. 犬 の よう に 腔 の 上 に 座る こと 

15. 目 を つぶ る こと 

16. 手 を キ ブ ラ か ら 別 の 方 向 に 向け る こと 

チ . 集団 で 礼拝 する 際 、 前 に 空い て いる 列 が ある の に こ 、 後 
ろ の 列 で 礼拝 する こと 。 も し そば に 誰か が いれ ば タン ズィー ハ 
ン ・ カラ ー ハ ト ( 罪 で ある と いう 絶対 的 な 証拠 は な いも の の 、 
や ら な い 方 が よい も ゃ も の) 、 そ ば に 誰 $ も いな けれ ば タフ リー マン 
・ カ ラー ハト (絶対 に や ら な い 方 が よい も の ) と な り ま す 。 こ 
の 場合 、 ワ ソー ジブ を 放棄 し た こと に な り ま す 。 不足 を 補う 為 に 
その 礼拝 を や り 直 すこ と が 必要 と な り ま す 。 

18. 前 に 織 生 が な い 状 態 で 、 墓 地 に 向かっ て 礼拝 する こと 

19. 汚れ た も の に 対し て 礼拝 する こと 
3 
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21. トイ レ に 行き た い の に 、 我 慢 し な が ら 礼 拝 す る こと 

22. ルク ウ か ら 身 を 起こ し た 後 、 サ ジュ ダ に 入る 際 、 正 当 
な 理由 な く 、 先 に 手 を 床 に つけ る こと 

23. 一 回 の シル クウ で 二 回 、 ど こ か を 揺 く か く こ と と 。 ($ 
し 一 回 の シル クウ で 手 を 上 げ な が ら 三 回 挿 か け ば 、 礼 拝 は 無効 に 
な り ま す ) 

24. イマ ー ム より 先 に ルク ウ す る こと 。 

25. イマ ー ム より 先 に ルク ウ か ら 起 きる こと 

26。 イ マー ム よ り 先 に サザ ジュ ダ を 行う こと 

27. イマ ー ム より 先 に サジ ュ ダ か ら 起 き 上 が る こと 

28. 正当 な 理由 な く 、 何 か に も た れ て 立ち 上 が る こと 
上 で 

30. 顔 や 目 の ご み を 払う こと 

31. 二 回 目 の ラ カー ト で 、 最 初 の ラ カ ー ト で 唱え た 章 句 か 
ら 後 の 章 名 に 飛ぶ こと 

32. 一 回 目 、 二 回 目 の ラ カー ト で 、 同 じ 章 句 を 読む こと 、 
も し く は 一 回 の ラ カ ー ト で 同じ 章 句 を 二 回 読む こと (義務 で な 
ぃ い 礼拝 で は 合法 で す ) 

33. 二 回 目 の ラ カー ト で 、 一 回 目 の ラ カー ト で 読ん だ 章 句 
より も 前 の 章 名 を 読む こと 

34. 二 回 目 の ラ カー ト で 、 2 JR 8 遇 (2 
章 句 より ゃ 三 つ の 節 の 分 、 長 く 読 む 

35. 正当 な 理由 な く 、 ど こ か に 時 
折る と と 、 起 き 上 が る と こと 

36. ハエ を 追い 払う こと 

37. 袖 を 折り 、 肩 や 足 が 見 えて いる 状態 で 礼拝 する こと 

38. 砂漠 で 、 呈 い を 使わ な いこ と 

39. 通路 で 礼拝 する こと 

40,、 ルク ウツ や サジ ュ ダ で 、 指 で タス ピー フン を 数 える こと 

41. イマ ー ム が 説教 條 の 中 に お り 、 カ ー テ ン を 閉め 、 完 全 
に 中 に いる 状態 で 階段 や 説教 台 に いる こと 

42. イマ ー ム が 単独 で 、 集 団 よ り も 1 ズラ ー 以 上 、 下 も し く 
は 上 に いる こと 。 (1 ズラ ー は 約 50 セ ンチ ) 

43. イマ ー ム が 説教 台 以 外 の 場所 に いる こと 

44. 礼拝 の 最 中 、「 ア ー ミ ー ン 」 を 大 声 で 唱え る こと 
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45. ク ヤ ー ム で 読ん で いる も の を 、 ル クウ で 完了 する こと 

46. ルク ウ で 読ん で いた も の を ク ヤ ー ム で 完了 する こと 

47. 正当 な 理由 な く 、 片 足 で 立つ こと 

48. 礼拝 で 体 を 揺らす こと 

49. 刺し て いな い 時 を 殺す こと 

50. 礼拝 中 に 何 か の 匂い を か ぐ こ と 

51. 頭 を 響 わ ず に 礼拝 する こと 。 巡礼 者 は イフ ラー ム の 状 
態 で は 、 頭 を 覆 わ ず に 礼拝 し ます 。 

52. 腕 を 出し た 状態 まで 礼拝 する こと 


53. 裸足 で 礼拝 する こと 。 (女性 が 裸足 で 礼拝 する こと は 
、 一 つの 見 解 で は マク ルー フ で す 。 別 の 見 解 に よる と 礼拝 を j 
な いま す ) モス ク で 、 靴 や 類似 する も の を 背後 に 置く こと は マ 
クル ー フ で ある こと が 、 イ プ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン の 439 ペ ー ジ 
で 書か れ て いま す 。 前 、 右 で は な く 、 左側 に 置く こと が スン ナ 
の と が 「 ベ リー カ 」| の 最 2 衝 で いさ ファ ルド 

最後 の 礼拝 の 間 で ドゥ ッ ア ドゥ アー ー や 祈り の 言葉 を 唱え る こと 
二 の PP グリ 
書か ん れん て いま す 。 


礼拝 を 損なう 事柄 1 意図 的 に 、 も し く は うっ か り し て 行 
っ た 場合 に 、 礼 拝 を 損なう も の は 、 ハ ナ フ ィ ー 派 に よる と 55 ほ 
ど が 明らか に され て いま す 。 


世俗 的 な こと を 話す こと 

2. 自分 ) で 聞こ える だ け の 声 で 笑う こと 

3. 礼 拝 に そぐわ な いと され て いる 行い を する こと 

4. ファ ルド の 一 つ を 、 正 当 な 理由 な く 放 棄 す る こと 

RS 

6. 世俗 的 な こと の た め に 大 声 で 泣く こと 

7. 正当 な 理由 な く 、 療 を 切る こと 、 咳 を する こと 

8. ガム を か むこ と 

9. ルク ウ で 、 三 回 、 ど こ か を 卑 か く こ と 、 も し く は 両手 を 
上 げ て 打ち 付け る こと 

10. 握手 する こと 

IRM 30 
いこ 

12. 自分 に 聞こ える だ け の こと を と と で 唱え な いこ と 
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13. 誰か が 呼ん だ 時 に 「 ラ ー ハウ ラ ワラー クッ ワタ 
イラ ー ビッ ラー ヒ アリ ー ユ ル アズ ィ ー ム | も し く は 「 ス 
ワッ ハッ ツー ナッ タラ ー| | ラー イラ ー ハ オッ テッ テー| と 言う とこ ょ 
es 礼拝 中 で ある こと を 伝え る 意図 で 言 われ た 場合 、 礼 拝 は 損 な 
われ ませ ん 。 質問 し た 人 に 答え た 場 合 は 損なわ れ ま す 。 

生生 人 0 挨拶 を 受け る こと 

15. に 入っ て いる 館 の よう な も の を 味わい 、 そ の 水分 が 


あっ と 

16. 野外 で 礼拝 する と き 、 降 っ て いる 上 アリ ー ュ ユル アズ 
ィ ー ム ム ム ム っ て いる 雨 や 宮 ひ ょ う 等 が の ど に 入る こと 

17. 動物 の 手綱 を 三 回 引く こと 

18. 三 回 、 手 を 上 げ る こと 。、 も し く は 三 回 、 下 や ノミ な 
ど を つぶ し て 殺す こと 

19. 一 回 の ルク ウ で 三 回 、 毛 を 抜く こと 

20. ああ 、 う う 、 等 と 言う と と 

21. 馬 の 上 で 、 イ スラ ー ム に 従っ た 形 で 礼 振 を 行っ て いる 
最 中 に 片足 で 鞍 の 両側 を 三 回 蹴る こと 

22. 両足 で 一 回 、 鞍 の 両側 を 蹴る こと 

23. イマ ー ム より も ゃ も 前 に いる こと 

24. 正当 な 理由 な く 、 一 列 分 歩く こと 

25. 髪 や ひげ を 校 か すこ と と く こ と 

26. イマ ー ム が 男性 、 女 性 の 為 に イマ ー ム と し て 礼拝 を 先 
導 す る と ニー ヤ (意志 表示 ) を 行い 、 男 性 、 女 性 が 一 列 に 並び 
、。 ゴ マー ム に 従っ て 並ん で 礼拝 する こ と 。 (同じ 列 、 すなわち 
隣り 合っ て いな い 場 合 、$ も ぉ しく は その 間 に 響 い が あ る 場合 は 合 
法 で す 。 ) 女性 、 女児 が モス ク に < 行く 為 、 も し く は 何ら か の 理 
由 で 頭 や 腕 、 す な わ ち 覆い 隠す べき 場所 を 隠さ ず に 外 に 出る こ 
と は ハラ ー ム で す 。 こ の 場合 、 行 っ た 礼拝 は 善行 で は な く 罪 と 
な り ま す ) 

27. 自分 の イマ ー 失 HRHE と (つま り 、 
イマ ー ム が クラ ー ト で 詰まっ た 時 に 助け る こと ) 

28. 女性 が 編 条 を 敷き 、 イ マー ム に 従っ て いれ ば 、 そ の 後 
に 来 た 信 者 集団 が 作り 出す 列 が その 女性 が いる 場所 に まで 広 が 
れ ば 、 そ の 右 、 左 、 後 ろ に 当たる 部 分 で 礼拝 を し た 三 人 の 人 の 
礼 振 は 無効 と な り ま す 。 

29. 子供 を 抱く こと 

30. 何 か を 食べ る こと 、 飲 な こと 
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31. 歯 の 間 に 挟ま っ て いた 、 ひ よこ 豆 ほ どの 大 き さ の も の 
を 飲み 込む こと 

32. 両手 で 稚 を 合わ せる こと 、 頭 の 覆い を 外す こと 、 ゃ し 

く は 外し て つけ る こと 

33. 何 か の 災い に つい て 耳 に し た 時 、「 イ ン ナ ー リッ ラ 
ー ヒ ワ イン ナー イラ イヒ ラー ジウ ー ン | と 言う こと 。 

34. 何 か の 良い こと を 聞き 、「 ア ル ハ ム ド ッ リッ ラー」 と 
謀る 意 。 

35. 一 つの 見 解 に よれ ば 、 誰 か が 礼拝 中 に くし ゃ み を し た 
際 、 「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー| と 言う こと 。 

36. 隣 の 人 が くし ゃ み を し た 時 に | ヤル ハム カッ ラー」 と 
潮 あ 名 > 

37. 他人 が くし ゃ み を し た 時 に |「 ヤ フ デ ィ ク ムッ ラー」 と 
言う こと 。 

38. 男性 が 来 て 、 礼 拝 を し て いる 女性 に キス を する こと 

39. 礼拝 中 に ドゥ ッ ア ドッ ゥ アー する 際 、 人 金銀 、 そ の 他 世 俗 的 
な も の を 求め る こと 

40. 胸 を キ ブ ラ か ら そ ら す こと 。 キ ブラ の 方 角 を 知る に は 
二 つ の 手段 が あり ます 。 1. キ ブ ラ 角 2. キ ブ ラ 時 計 1. 
地図 上 で 都市 と メッ カ の 間 に 線 を 引く と 、 そ の 方 向 は 「 キ ブラ 
線 」 に な り ま す 。 こ の 角度 が キ ブ ラ 角 で す 。 2. カレ ンダ ー 
書か れ て いる 時 間 ( キ ブ ラ 時 間 ) に 太陽 を 向く ける 人 は キ ブ ラ 
を 向い て いま す 。 ケ ドゥ ー シ ー は 解釈 で 火 の よ うに 書い て いま 
す 。 「 ル ー ビ ・ ダ イレ ( キ ブ ラ の 方 角 を 知る た め に 道具 ) を 調 
整 し 、 そ れ が キ ブ ラ 角 に 向け られ た 時 、 そ こ で 示さ れる 角度 が 
、 イ スタ ン ブ ー ル ン に お ける キ ブ ラ 時 間 の 角度 と な る 。」 時 計 
の 文字 盤 が 空 に 向け られ 、 時 針 が 太陽 に 向け られ る と 、 時 針 と 
12 の 間 の 角度 の 中 央 の ライ ン は 南 を 示し ます 。568 ペ ー ジ を 見 
て くだ さい 。 

41. サジ ュ ダ で 両足 を 同時 に 上 げ る こと 

42. クル アー ン の 意味 を 損なう ほど 、 誤 っ て 唱え る こと 

43. 女性 が 子供 に 授乳 する こと 

44. 他人 の に 言葉 に より 場所 を 変え る こと 

45. 動物 に 三 回 、 潜 を ふる うこ と 

46. 閉じ られ て いる 戻 を 開く こと 

47. 三文 字 ま で 1} の 文字 を 書く こと 

48. 外 三 を 着る こと 
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49. カ ダ ー の 礼拝 が 六 回 より ゃ 少な い 場 合 、 そ れ を 思い 出 
すこ と 
50. ( 船 、 電 車 で ) 及び 動物 の 上 で 正当 な 理由 が あっ て 礼 
振 を 行っ て いる 時 、 キ ブラ 以外 の 方 角 に 向く こと 
51. 動物 に 負荷 を か ける こと 
52. 心 の 中 で は 棄 教 し て いる こと 
53. グ ス ル が 必要 な 状態 で ある こと 、 女 性 が 月 経 中 で ある 
こと 
54. イマ ー ム が 、 ウ ドゥ ッ ー が 損なわ れ た と 思い 、 代 わり に 
0 
意味 が 変わ る ほど に 文字 を 変え て クル アー ン を 読む こ 
机 。 時 アー ビデ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) は 礼拝 の スン ナ に つい て 語る 際 、 次 の よう に 述べ て いま す 
。 「 礼 拝 以 外 の も の に 従い な が ら 行わ れ た 礼拝 は 有効 と は な ら 
な い 。 イ マー ム 、 ム アッ ズ ィ ン が 礼拝 を 始め る 為 に タク ビー ル 
を 行う 際 、 礼拝 を 始め る と いう ニー ヤ (意志 表示 ) 尾 を 行う こ 
と が 必要 で ある 。 単に 集団 に 聞か せる 為 に ニー ヤ を 行え ば 、 礼 
拝 は 有効 と は な ら な い 。 彼ら に 従っ た 人 々 の 礼拝 $、 有 効 と は 
な ら な い 。 イ マー ム の 声 が 届く の に 、 ム アッ ズ ィ ン が 礼拝 の 中 
の タク ビー ル を 唱え る こ と は マク ルー フ で あり 、 醒 い ビ ドゥ ア 
ドッ ア で ある 。 必要 で ある 場合 は 、 ム スタ ハブ と な り ま す が 、 
声 を 響かせ る こ と を 考え る の で あれ ば 礼拝 が 無 E 効 と な る 。 | こ 
こ か ら る 理解 で きる よう に 、 イ マー ム や ム ア ッ ズ ィ ン が 信者 集 
団 に スピ ー カ ー で 声 を 聞か せる こと は 集団 の 礼拝 を 損なう こと 
(に な り ま す 。 彼ら の 礼拝 が 有効 と な ら な い の で す 。 さ ら に 、 醒 
陸 に ドジ アビ の ムリ ほぼ ビビ ウッ らし に よさ の で か 
他 の 場所 で 礼拝 を 先導 し て いる の が テレ ビ で 見 える 、 聞 こえ る 
イマ ー ム に 従う こと は 有効 で は な いこ と は 葉 、 イ ンド の 学者 た 
ち が マ ラッ プラ ム で の 町 で 発行 し た 「 ア ル ・ ム アッ リム | と い 
う 雑 誌 の 1406 年 ラビ ー ウ ル ア ッ ワル 月 、1985 年 12 月 の 第 12 号 で 
詳し く 書 か ん て いま す 。) 
さら に 礼拝 を 損なわ な い 事 柄 : 0 0 
場合 、 一 歩も や しく は 二 歩 歩い て 到達 で きる の で あれ ば 、 も し く 
は アー ミー ン と 言い 、 こ れ が 他 の 人 へ の 返事 で は な い 場 合 、 眉 
ト 


HP 
礼拝 を し た の か と 聞か れ け ば 、 に 指 で 示し て 応え れ ば 、 
れ ら の うち の どれ も ゃ 、 量 還 囲 SE 
サラ ー ト と は 辞書 上 の 意味 と し て 、 崇 高 な る アッ ラー か ら 
慈悲 を 、 天使 た ちか ら 許し を 、 信 者 た ちか ら ド ゥ ッ ア ドゥ ッ ア ー す 
る こと を 意味 し ます 。 「 ア ファ ー リ ・ マ ー ル ム 」| 及び 「 ア ルカ 


= 逢っ 


ン ・ マ フス ー サ 」 を 、 ト ルコ 語 で は 礼拝 する 、 と 言う の で す 。 
「 ア ファ ー リ ・ マ ー ル ム 」 は 礼拝 の 前 後 で 行う 行為 、「 ア ルカ 
ン ・ マ フス ー サ 」 は 礼拝 の 最 中 に 行う 根幹 を 意味 し ます 。 こ れ 
ら は 礼拝 に 特有 の も の で す 。 

また 、 あ る 時 屯 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) は 、 ア リー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます 
よ う に ) に 嬉し そう に 、 [| アリ リー よ ! 
あな た は 、 の 礼拝 の ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 、 ス ン ナ 、 ム スタ ハブ 
に 重き を 置か な けれ ば な ら な い 」 と 言わ れ た 時 、 マ ッ カ の 住民 
の 一 人 が 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 ア リー は それ ら の すべ て を 知っ 
て いま す 。 私 た ち に 礼拝 の ファ ルド 、 ワ ー ジ ブ 。 スンナ 、 ム ス 
タ ハ ブ に 重き を 置く こと の 徳 を 教え て くだ さい 。 私 た ちゃ それ 
に 合わ せ て 振舞 いま す 」 と 言い まし た 。 預 言 者 へ ムハンマド ( ア 
ッ ラ ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、「 わ が ウン マ よ 、 
そし て 教 友 た ちょ ! 礼拝 は 崇高 な る アッ ラー が 喜ば れる も の で 
ある 。 無垢 な 天使 た ちの 愛情 で ある 。 預言 者 た ちの スン ナ で あ 
る 。 マ ー リ ファ (アッ ラー を 知る こと ) の 光 で ある 。 徳 の ある 
行為 で ある 。 体 の 力 で ある 。 糧 の 恵み で ある 。 命 の 光 で ある 。 
ドゥ ッ ア ドッ アー の 承認 で ある 。 死 の 天使 へ の 仲裁 者 で ある 。 墓 
地 で の 支え で ある 。 ムン カル 及び ナク ル へ の 答え で ある 。 最 後 
の 審判 の 日 に お ける 、 あ な た 方 の 為 の 木陰 で ある 。 地獄 と あな 
た 方 と の 間 の 幕 で ある 。 ス ラー ト 橋 を 稲妻 の よう に 渡ら ちせ る も 
の で ある 。 天国 に お ける 冠 で ある 。 天国 の カギ で ある | と 答え 
られ まし た 。 


集団 礼拝 の 徳 

誰か が 集団 と 共に 二 ラ カー ト の 礼拝 を する と きれ ば 、 ま た 
単独 で 27 ラ カー ト の 礼拝 を する と き を 比べ る と れ ば 、 集 団 で 行 
っ た 二 ラ カー ト の 礼拝 の 善行 の ほう が は それ より も 多く な り ま 
す 。 

ある 伝承 で は 、 一 人 で 千 ラ カー ト の 礼拝 を し て も 、 や は り 
集団 で 行っ た 二 ラ カー ト の 礼拝 の 善行 が より 多く な る と され て 
いま す 。 集団 礼拝 の 善行 は た くさ ん あり ます 。 い くつ か に つい 


て ここ で 説明 し ます 。 

1. 信者 た ち が 一 か 所 に 集まる こと で 互い へ の 親愛 の 情 が 
生じ ます 。 
2 

3. 一 部 の 人 の 礼拝 が 承認 され 、 一 部 の 人 の 礼拝 が 承認 さ 
れ な い 場 合 、 承 認 さ れ た 人 へ の 敬意 の 為 、 承 認 さ れ な い 人 の 礼 
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拝 $ 承認 され ます 。 

ハデ ィ ー ス で は 、「 わ が ウン マ よ 、 友 た ちよ ! あな た 方 の 
為 に 二 つ の 道 を 置い た 。 一 つ は 崇高 な る クル アー ン で あり 、 ゃ も 
う 一 つ は 私 の スン ナ で ある 。 と こと れ 以外 の 道 を 進む 人 は 、 私 の ウ 
ンマ で は な い 」 と 言わ れ ま し た 。 (アブ ドゥ ル ガ ー ニ ・ ナ ブル 
シー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 ハ ディ ー カ 」 
の 99 ペ ー ジ で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 ア ッ ラ ー は イス ラー 
ム の 一 部 を クル アー ン に よっ て お し えら れ た よう に 、 一 部 を 駐 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 
スン ナ に よっ て 教え られ た 。 預言 者 ムハンマド の スン ナ は 、 彼 
が 信じ た こと 、 語 られ た こと 、 行 われ た こと 、 道 徳 、 そ し て 対 
か の 言葉 も し く は 行い に 対し て 沈黙 され た こと (この よう に し 
て それ を 認め た こと が 理解 され る ) で ある 。」 こ の ハデ ィ ー ス 
は 「 ア ディ ッ ラ イ シャ リー ヤ 」 か ら の 二 つ 目 を 示し て いま 
す 。 


礼拝 に お ける イマ ー ム 


さら に 、 イ マー ム に 従う 人 は 四 種 類 に な り ま す 。 こ れ ら は 
み ド ゥ リク み 、 み クタ ディ 、 マ スグ ブー み 、 ラ ー ア ク と され ます 。 

1. ム ド ゥ リク は 、 最 初 の タク ビー ル を イマ ー ム と 共に 行 
う 人 です 。 

2. ムク タデ ィ は 、 最 初 の タタ クビ ー ル に 間に合わ な か っ 
た 人 を 言い ます 。 

3. マス ブー ク は 、 イ マー ム が ラ カ ー ト の 一 つも し く は 二 つ 
を 行っ た 後 、 従 っ た 人 で す 。 4. ラー フク は 最初 の タク ビー ル 
を イマ ー ム と 共に 行い 、 し か し その 後 、 自 分 の 事情 の 為 、 ウ ド 
ゥ ッ ー を 行い 、 再 び イ マー ム に 従っ た 人 で す 。 こ の 人 は 前 の よう 
に 、 ク ラー ト な し で 、 ル クウ と サジ ュ ダ 、 タ スピ ビー フ を 行い 、 
礼拝 を し ます 。 そ の 人 が も し 世俗 的 な 言葉 を 口 に し て いな けれ 
ば 、 イ マー ム の 背後 に いる と 同様 と に な り ま す 。 し か し 、 モ ス 
ク か ら 出 た 後 、 非 常に 近い 場所 で ウド ゥ ー を する 必要 が あり ま 
す 。 と て も 遠く に 行っ た 場合 、 礼 拝 は 無効 に な る と いう 人 々 も 
いま す 。」 

誰か が モス ク に 来 た 時 に 、 イ マー ム が ルク ウ を し て いれ ば 
、 そ し て ルク ウ に 間 に 合 お うと 急ぎ 、 最 初 の タク ビー ル を ルク 
ウ に 体 を 刷 め 折り な が ら 行 えば 、 そ れ は イマ ー ム に 従っ た こと 
に は な り ま せん 。 イ マー ム が ルク ウ し て いた の で あれ ば 、 イ マ 
ー ム に だ 従う こと を ニー ヤ し 、 タ クビ ー ル を 立っ た まま 行い 、 そ 
れ か ら ル クウ を し ます 。 イ マー ム に 腰 の 動き で 追い つき 、 一 緒 
に タス ビー フ を 行え ば 、 そ の ラ カ ー ト に 従っ た こと に な り ま す 
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。 し か し ルク ウ を し た 時 に イマ ー ム が 腰 を 起こ せ ば 、 そ の ラ カ 
ー ト に は 追い つけ な か っ た こと に な り ま す 。 


礼拝 に お ける タデ ィ ー リ ・ ア ルカ ー ン 
(根幹 で ある も の を 正しく 適切 に 行う こと ) 
礼拝 に お ける 五 つの 箇所 で 、 タ ディ ー リ ・ ア ルカ ー ン ( 根 
幹 で ある も の を 正しく 適切 に 行う こと ) を 忘れ て いな い の に 、 
意図 的 に 放棄 し た 場合 、 イ マー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ に よれ ば ( 
アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 礼 拝 は 無効 に な り ま す 。 
その 他 の 見 解 に よれ ば 、 無 効 に は な り ま せん 。 し か し ワー ジブ 
を 意図 的 に 放棄 し て いる こと か ら 、 不 足 分 を 償う 必要 が あり ま 
す 。 忘 れ て し まっ て 行わ な けれ ば 、 |「 サ フ ヴ の サジ ュ ダ | が 必 

要 と な り ま す 。 
(185 ペ ー ジ を 見 て くだ さい ) 
タデ ィ ー リ ・ ア ルカ ー ン を 放棄 する こと に は 26 ほ どの 害 が 
あり ます 。 
. 貧困 の 要因 と な り ま す 。 
. 来世 の 学者 た ち が そ の 人 彼 に 慎 慌 し ます 。 
.。 公正 さ を 和 失い 、 証 言 が 無効 と に な り ま す 。 
. 礼拝 を 行っ た 場所 が 、 最 後 の 審判 で 否定 的 な 証言 を し ま 
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す 。 


5. 誰か が 、 タ ディ ー リ ・ ア ルカ ー ン な し で 礼拝 し て いる 
人 を 見 た 場合 、 そ れ を 言わ な けれ ば 罪 と な り ま す 。 
6. その 礼拝 を 再び 行う こと が ワー ジブ と な り ま す 。 
7. 信仰 の な い 死 の 要因 と な り ま す 。 
8. 礼拝 を 阻む 交 む お も の と な り ま す 。 
9. 行っ た 礼拝 例外 が 古い 布 の よう に 審判 の 日 に 顔 に た た 
きつ けら れ ま す 。 
10. アッ ラー の 慈悲 を 受け られ な く な り ま す 。 
二 二 イ ド リ で 「 「 レ 
12. 礼拝 の 、 多 く の 報 大 を 得 ら れ な く な り ま す 。 
3 他 の イ バ ー ダ の 報 奨 が あたえ られ な いこ と の 要因 と な 
14. 地獄 に ふさ わし い 存 在 と な り ま す 。 
15. 無知 な 人 々 が 彼 を 目 に し 、 彼 ら が タデ ィ ー リ ・ ア ルカ 
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ー ン を 放棄 する 要因 と な り ま す 。 こ の 為 、 宗 教学 者 が 罪 を 犯す 
こと は 葉 よ り 多 く の 六 を も た ら す 要因 と な り ま す 。 

16. イマ ー ム に 従わ な か っ た こと に な り ま す 。 

17. その 間 に あ る スン ナ を 放棄 し た こと に な り ま す 。 

18. 上 近 高 な る アッ テー の 視 を 受け る と と に な り ま す 。 

19. シャ イタ ー ン (悪魔 ) を 喜ば せる こと に な り ま す 。 

20. 天国 か ら 遠 ざか り ま す 。 

21. 地獄 に 接近 し ます 。 

22. 自ら の 自我 を 苦し め る こと に な り ま す 。 

23. 自我 を 稼 し た こと に な り ま す 。 

24. 右 と 左 に いる 天使 を 苦し め た こと に な り ま す 。 

25. 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます 
よう に ) を 悲し ませ る と と に な り ま す 。 

26. 全て の 被 造物 に その 害 が 及び ます 。 なぜなら その 人 の 
罪 の 為 に 雨 が 降ら ず 、 作 物 が 実ら ず 、 季 節 外 れ に 雨 が 降り 、 益 
効果 で は な く 害 を 及ぼ すこ と に な る か ら で す 。 


旅行 中 の 礼拝 1) 


「 イ スラ ー ム の 恵み | で は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。 「 
義務 で な い 礼 拝 を 立っ て 行う 力 が ある の に 座っ て 行う こと は 
いつ で も 、 ど こ で $ ゃ 合法 で ある 。 2 の 
に 体 を 届 め 折る 。 サナ ジュ ダ の 為 に は 頭 を 地面 に 倒す 。 し か し 正 
当 光 更 肌 な く 、 義務 で な い 礼 拝 を 座っ て 行う 人 に は 、 立 っ て 行 
う 人 の 半分 ほど の 報 胡 し か が 与え られ な いれ る 。 日 に 五 回 の 礼 
拝 の スン ナ や タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 $ 、 義 務 で は な い 礼 拝 で ある 
。 旅 の 途中 、 す な わ ち 町 や 村 で は な いと ころ で 、 義 務 で は な い 
礼拝 を 動物 の 上 で 行う こと ゃ 合法 で ある 。 キ ブラ の 方 を 向く こ 
と や 、 ル クウ や サジ ュ ダ を 行う 必要 は な い 。 イ メー ジ で 礼拝 を 
行う 。 つ まり ルク ウ の 為 に 体 を 少し 届 め る 折る 。 サ ジュ ダ の 人 為 
に ゃ う 少 し 体 を 屈 め る 折る 。 動 物 の 上 に 汚物 が ある こと は 、 礼 
拝 の 妨げ に は な ら な い 。 地 上 で 義務 で は な い 礼 拝 を 行う 際 、 疲 
れ た 人 が 杖 、 人 、 壁 に も ゃ た れ て 礼 振 す る こと は 合法 で ある 。 自 
ら の 足 で 自分 ) が 歩き な が らく 際 に 礼拝 する こと は 、 有 効 で は な 
い 。 ファルド と ワー ジブ の 礼拝 は 、 町 で は な いと ころ で 、 正 当 
な 理由 が ある 際 に の み 動物 の 上 で 行う こと が で きる 。 正 当 な 理 
由 と は 、 動 物 か ら 降り た 場合 に 仲間 が 行っ て し まっ て 一 人 残さ 
れる こと 、 生 命 、 財 産 、 家 畜 が 盗ま れる 恐れ が ある こと 、 地 面 
が 泥 で ある こと 、 動 物 に 乗る こと が で き な い こと 等 で ある 。 可 
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能 で あれ ば 動物 を キ ブ ラ の 方 向 に 向け 、 留 め さ せ て 礼拝 する 。 
可能 で な けれ ば 動い て いる 状態 で 行う 。 動 物 の 上 の マフ ミー ル 
と 呼ば れる 箱 の よう な も の の 中 で 礼拝 する 場合 も 同様 で ある 。 
動物 を 止め 、 マ フミ ー ル の 下 に 支柱 を 置け ば 、 机 や 長椅子 の よ 
うに な り 、 地 面 で 礼拝 する こと に な る 。 キ ブラ に 対し て 立っ て 
礼拝 する こと が 必要 と な る 。 
人 と は 、 ジ ャ ー フ ァ ル ・ タ イヤ ー ル が エチ オ 
に 行く 際 、 預 言 者 ムハンマド が 彼 に に 教え られ た 通り で ある 
2 動い て いる 船 で 、 正 当 な 理由 が な く て も 、 フ ァ ル 
ド と ワー ジブ の 礼 捧 を 行う こと が で きる 。 舶 で 、 集 団 で 礼拝 も 
で きる 。 動い て いる 船 で も 、 イ メー ジ で 礼拝 を 行う こと は 葉 
0 ロン 0 
と ゃ 必要 で ある 。 礼拝 が 始ま る 際 、 キ ブラ の に 方 向 を 向く 。 船 
が 曲がる た びに 、 自 分 も キ ブ ラ に 向く 。 船 で は 汚れ か ら 清め ら 
れる こと も 必要 で ある 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 正 当 な 理由 が な く 
と ゃ も 、 動 く 船 で ファ ルド の 礼拝 を せい と うな 理由 が な く て も 床 
に 座っ て 行う こと か 合法 と なる 。 海 の 真ん中 に 鎖 い か り を 下ろ 
し て いる 船 が 大 きく 揺れ て いれ ば 、 海 岸 で 上 まっ て いる 船 と 同 
様 と な る 。 NII 
て 行う こと が で き な い 。 (に 上 が る こと が 可能 で あれ ば 、 立 っ 
で 放す る こと も で きず 、 脱 に 上 が っ て 衝 す る こと が 必要 で 
財産 、 生 命 、 も しく は 船 を 動か すこ と に 危険 が あれ ば 
No と は 合法 と な る 。|」 「 イ スラ ー ム の 恵み 
」 か ら の 翻訳 は 以上 で す 。 
[イプ ニ * ィ アー ビデ ォ ー ン ]| は 次 の よう に 語っ て いま す 。 
「 二 つの 車輪 が あり 、 動 物 に 結び 付け な けれ ば 地面 に まっ すぐ 
留まっ て いな い 車 で 、 止 まっ て いる 時 も 動い て いる 時 も 、 礼 拝 
を する 場合 は 動物 に 乗っ て 礼拝 を する 時 と 同様 で ある 。 四 つの 
車 輸 が ある 車 は 、 止ま っ て いる 時 は 寝床 の よう な も の で ある 。 
動い て いる 時 は 、 動 物 の 為 に 先 に 示し た 正当 な 理由 が あれ ば フ 
ァ ル ド の 礼拝 を する こと が で きる 。 も し く は 、 車 を 止め 、 キ ブ 
ラ に 向かっ て 行う 。 止 め ある こと が で き な け れ ば 、 動 く 船 と 同様 
に 行う 。」 旅行 中 で あり 、 移 動 に 用 いて いる 乗り も ゃ の の 上 で 座 
れ な か っ た り 、 キ ブラ の 方 向 を 向け な か っ た りす る 場合 、 そ の 
乗り も ゃ の を 降り て か ら 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 $ る し く は マー リキ ー 派 
に 従い 、 二 回 の 礼拝 を 合わ せ て 行い ます 。 床 に 座る こと の で き 
SS 本 TERRAN2 
合法 で は あり ませ ん 。 バ ス や で 、 飛 行 機 で 礼拝 を する こと は 
全 の 札 拝 と 同様 セナ 旅 に 出る 際 に 0 生ま の " 
箇 日 も し く は 18 フ ェ ル サフ = テ 54 マ イル (54x0.8X4 三 104 キ ロ 
メー トル ) の 距離 に 行く こと を ニー ヤ し た 人 は 、 町 の 端 か ら 離 


ー 119 - 


れ た 時 、 旅 行者 と な り ま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 、1 マ 
イル は 400 ベ ズラ ー で あり 、1 ズ ラー は 指 24 本 分 で ある と 語っ て い 
ます 。 (一 本 の 指 は 2 セン チ で す 。 シャ ー フ ィ ー 派 及び マー リ 
ー 派 で は 16 フ ェ ル サフ = テ 48 マ イル テ 48X0.42 X4000 三 80 キ ロ 
メー トル で す 。) 
さあ 、 来 て くだ さい 、 礼 拝 を し まし ょ う 。 心 の 錆 を 落と し 
まし よう 。 


礼拝 を し な い 限 り 、 ア ッ ラ ー に 近づく こと は で きま せん 。 
礼拝 が ボ 行 われる と ころ で は 、 罪 が こぼれ 落ち ます 。 

人 は 礼拝 を し な い 限 り 、 完 全 に は な り ま せん 。 

クル アー ン で は アッ ラー は 礼拝 を 強く 称賛 され て いま す 。 
礼拝 を し な い 限り 、 そ の 人 を 愛さ な いと 言わ れ ま し た 。 
ハデ ィ ー ス で は 、 信 仰 の し る し は 礼 振 し な い 限 り 、 

は 人 に お いて 信仰 の し る し は 明らか に は な ら な いと され て いま す 。 
礼拝 を し な いこ と は 大 き な 罪 で す 。 

カ ダ ー を し な い 限 り 、 悔 で は 許さ れ ま せん 。 
礼拝 を 軽視 する 人 は 、 す ぐに 信仰 か ら も 外れ て し まい ます 。 
礼拝 を し な い 限り 、 彼 は ムスリム で は あり ませ ん 。 


礼拝 は 心 を 清め 、 悪 か ら 守 り ま す 。 礼 拝 し な い 限 り 、 美 し く な り ま 
せん ら な い の で す 。 


最初 の タク ビー ル の 効果 褒賞 


さら に 、 誰か が 最初 の タク ビー ル を イマ ー ム と 共に 行え ば 
、 秋 の 日 に 木 か ら 葉 が 、 風 が 吹く た びに 木 か ら 葉 が 落ち る よう 
に お AOR 各 じ か うに まち で い マ ます 。 

ある 日 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) が 礼拝 を され て いる 時 、 あ る 人 が 朝 の 礼拝 の 最初 
の タク ビー ル に 間に合う こと が で きま せん で し た 。 そ の 為 彼 は 
奴隷 の 一 人 を 解放 し まし た 。 彼 は 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー 
の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の お そば に 来 て 、 (アッ ラー 
の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。 私 は 今 
日 、 最 初 の タク ビー ル に 間 に に 合い ませ ん で し た 。 しゃべ を 一 人 
解放 し まし た 。 最初 の タク ビー ル の 報奨 を 得 る こと こと は で きる で 
し ょ うか 」 と 尋ね まし た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 
平安 が あり ます よう に ) は アブ ー・ バ クル に 、「 あ な た は ど 
思う か 、 こ の 最初 の タク ビー ル に つい て 」 と 問わ れ ま し た 。 
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アブ ー・ バ クル は 、 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) 、 私 が 40 頭 の ラク ダ を 持っ て いて 、 こ の 
40 頭 の 積み 荷 が 宝石 で あり 、 その 全て を 貧者 に 寄付 し た と し て 
も 、 や は り イ マー ム と 共に 行う 最初 の タク ビー ル の 報 装 を 得る 
こと ! は で きま せん 」 と 言い まし た 。 そ れ か ら 、「 ウ マル よ ! あ 
な た は どう 思う か 、 と この 最初 の タク ビー ル に つい て | と 言わ れ 
まし た 。 ウ マル は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ (アッ ラー ー の 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) 、 マ ッ カ と マデ ィ ー ナ の 間 を 埋め 尽く す だ 
け の ラク ダ を 持っ て いて 、 こ れ ら の 積み 荷 が 宝石 で あり 、 全 て 
を 貧者 に 寄付 し た と し て も 、 や は り イ マー ム と 共に 行う 最初 の 
タク ビー ル の 報奨 を 得る こと は で きま せん | と 言い まし た 。 そ 
れ か ら 、「 オ スマ ー ン よ 、 あ な た は どう 思う か 、 こ の 最初 の タ 
クビ ー ル に つい て | と 問わ れ ま し た 。 オ スマ ー ン は 「 オ スマ ー 
ン の 使徒 よ (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 、 夜 、 
ニラ カー ト の 礼 振 を し 、 そ れ ぞ れ の ラ カ ー ト で 、 崇 高 な る クル 
アー ン を 読了 し た と し て も 、 や は り イ マー ム と 共に 行う 最初 の 
タク ビー ル の 報奨 を 得る こと は で きま せん | と 言い まし た 。 そ 
れ か ら 、「 ア リー よ 、 あ な た は どう 思う か 、 と この 最初 の タク ビ 
ー ル に つい て 」| と 問わ れ ま し た 。 ア リー は 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 、 マ グリ ブ と マシ 
ュ リ ク の 間 の 不信 心 者 の 全て が 、 ム スリ ム を 減 ぼ す 為 に 攻撃 し 
て きた と し て た と し た ら 、 そ し て アッ ラー が 私 に 力 を 与え られ 
、 彼 ら と 聖戦 を 行い う 、 彼 ら の 全て を 殺し た と し て も 、 や は り 
イマ ー ム と 共に 行う 最初 の タク ビー ル の 報奨 を 得る こと は で き 
ませ ん 」| と 言い まし た 。 

それ か ら 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) は 、「 わ が ウン マ よ 、 わ が 友よ ! 七 層 の 大 地 と 七 
層 の 天 が 紙 と な り 、 海 だ が イン ク と な り 、 全 て の 木々 が ペン と な 
り 、 全 て の 天使 が 書記 と な り れ ば 、 そ し て 最後 の 審判 の 日 まで 
書き 続け た と し て も て も 、 や は り イ マー ム と 共に 行う 最初 の タ 
クビ ー ル の 報奨 を 書く こと は で き な い 」 と 言わ れ ま し た 。 

そし て も ゃ も し 、 崇 高 な アッ ラー が 創造 され た 天使 た ち は そ の 
程度 な の か ? と 言う の 人 預言 間 の の の 祝 
福 と 平安 が あり ます よ に ) が ミラ ー ジ ュ に 上 が られ た 和 夜 、 天 
国 と 地獄 、 沈 の ポ 天 便 太 や が 帳 還 し いも 肝 の 語 を 韻 け な 
いま し た 。 そ の 時 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 |「 わ が 兄弟 、 ジ ブラ ー イ 
ー ル よ 。 と こと の 天 の 家 を 周回 する 天使 た ち は 戻 っ て こと な い 。 彼ら 
は どこ た 行く の か ?」 ジブ ラー イー ル は 答え まし た 。 「 ア ッ ラ 
ー が 愛さ れる お 方 よ 。 私 が 創造 され た 日 か ら 今 まで 、 こ の 天 の 
家 を 周回 する 天使 た ち が 戻 っ て きた の を 見 た こと は あり ませ ん 
。 一 度 周回 し た 者 に は 、 最 後 の 審 判 ま で その 番 は 来 な い の で す 
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誰か が 礼 捧 で 「 ア ウー ズ ・ ビ ッ ラ ー ヒ 」 の 言葉 を 唱え れ ば 
崇高 な る アッ ラー は その し ゃ べ に 、 体 の 毛 ほ どの 数 の 報奨 を 
与え られ ます 。 そし て ファ ー テ ィ バ 章 を 一 度 読め ば 、。 ア ッ ラ 
ー は その し ゃ も べ に 、 承 認 され た 巡礼 ほど の 報奨 を 与え られ ます 
。 そし て ルク ウッ を 行え ば 、 崇 高 な る アッ ラー は その し ゃ べ に 何 
千 も の 金 を サダ カ し た ほど の 報奨 を 、 RI 
従っ て 三 回 タス ビー フ を 行え ば 、 上 崇高 な る アッ ラー は 、 そ の し 
も べ に 崇高 な る アッ ラー は 天 か ら 下 され た 四 冊 の 啓典 及び 百 の 
ス フ フ (預言 者 た ち に 下さ れ た 短い 啓示 ) を 読ん だ だ け の 報奨 
を 与え られ ます 。 「 サ ミ アッ ラー フ リマ ン ハミ ダ ]| と 言 
えば 、 崇 高 な る アッ ラー は その し ゃ べ を 慈悲 の 海 に 入れ られ ま 
す 。 サ ジュ ダ を 行え ば その し ゅ ゃ べ に 、 崇 高 な る アッ ラー は 人 間 
と ジン の 数 だ け の 報奨 を 与え られ ます 。 サ ジュ ダ で スン ナ に 従 
0 三 回 タス ピー フ を 行え ば 、 上 果 高 な る アッ ラー が その し ゃ ご べ 
に 与え られ る 徳 は 非常 に 大 きい も の と な り ま す た く さん あり ま 
す 。 し か し その 一 部 の み が 言 及 さ れ て いま す 。 
最初 の 徳 は 、 天 空 の 重 さ の 報 龍 が 与え られ る と いう こと で 
す 。 二 つ 目 は 、 崇 高 な る アッ ラー は その し ゃ も べ を 許さ れる と い 
うこ と で す 。 三 つ 目 の 徳 は 、 そ の し も ゃ も べ が 死ん だ 時 、 ミ カイ ー 
ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) が その し ゃ べ の 墓 に 最 
後 の 審 判 の 日 まで い 続け られ る と いう こと で す 。 四 つ 目 の 徳 は 
、 最 後 の 審 判 の 日 、 ミ カイ ー ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よ 
うに ) が その し ゃ べ を 神聖 な 軸 の 上 に 載せ られ 、 と りな し を さき さ 
れ 、 天 国 に 連れ て いか れる と いう こと で す 。 最後 の 座位 を 行え 
ば 、。 崇高 な る アッ ラー は 、 そ の し ゃ べ に 忍耐 強い 貧者 ほど の 
善行 を 与え られ ます 。 忍耐 強い 貧者 は 、 感 謝 す る 富裕 者 より ゃ 
500 年 早く 天国 に 行き ます 。 感謝 する 富裕 者 は 彼ら を 見 て 、 現 
世 で 忍耐 する 貧者 で あれ ば よかっ た の に と 願う の で す 。 
尋問 の 天使 が 墓場 に 来 て 、 
礼拝 を 正しく 行っ た か と 尋ね ます 。 
死ね ば すぐ に 救 わ れる と 思っ た の か ? 
あな た の 懲罰 は 準備 索 了 だ 、 と 言 われ ます 。 


崇高 な る 天国 に つい て 


八 つ の 天国 と 八 つ の 扉 が あり 、 八 つの カギ が あり ます 。 最 
初 の カギ も の は 、 日 に 五 回 の 礼拝 を する 信者 た ちの 信仰 で す 。 
ニン フ つ 目 は 崇高 な る 「 ビ スミ ッ ラ ー」 の 言葉 で す 。 残 り の 六 つ は 
、 崇 高 な ちる ファー ティ ハバ 章 に 含ま れ ま す 。 八 つの 天国 と は 

1. 威厳 の 場 2. 決定 の 場 3. 平安 の 場 4. 継続 の 天国 5 
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。 位階 の 天国 6. 永住 の 天国 7. フィ ル デ ウ ス の 天国 8. ナー 
イム の 天国 で す 。 
威厳 の 場 朴 母 は 、 白 い 光 で で き て いま す 。 
決定 の 場 は 、 赤 い ル ビー で で き て いま す 。 
平安 の 場 は 、 縁 の 痢 で で き て いま す 。 
継続 の 天国 は 、 銀 で で き て いま す 。 
立 階 の 天国 は 、 金 で で き て いま す 。 
フィ ル デ ウ ス の 天国 は 、 金 と 銀 で で き て いま す 。 
ナー イム の 天国 は 、 赤 い ル ビー で で き て いま す 。 
5 
こと は あり ませ ん 。 そ こと に いる 女性 た ち に は 、 月 経 や 産科 、 そ 
し < 思い 電柱 講和 定 し を せ ん が ちり ませ ん 人 々 が 望む 好 
き な 食 べ 物 、 飲 み 物 が 、 準 備 さ れ た 状態 で 目 の 前 に も た ら さ れ 
ます 。 料 理 や 調理 する こと 、 切 る こと と いっ た こと か ら は 遠く 
か け 離 れ て いま す 。 頭 上 で は 鳥 が 飛ん で いま す 。 信者 は あず ま 
や に 護り 、 それ ら を 見 ます 。 も し あな た が 人 和 鳥 に 対し 、「 現 世 で 
私 に こん な に 近づけ ば 、 あ な た を 焼肉 に し た だ ろう 」 と あな た 
の 心 に 思い 浮か ん だ 瞬間 、 光 の 皿 に 焼き 立て の も の が で き あ が 
り 、 それ を 食べ 始め る の で す 。 言葉 が どこ か で 集まり 、 心 に 現 
れ た 時 、 例え ば 「 こ れ が また 鳥 に 戻し れ ば な あ 」 、 と 思っ た 瞬間 
、 そ れ は 元 通り 鳥 と な り 、 飛 ん で いき ます 。 
天国 パラ ダイ ス の 土 は 処 香 で で き て お り 、 建 物 は 日 干し 銀 
と 日 干し 金 で で き て いま す 。 
天国 の 民 の 一 人 一 人 に 、 百 の 力 が 与え られ ます 。 ま た 天国 
の 民 の それ ぞ れ に 少な く と も ゃ も 70 人 の 天国 の 女性 と 、 二 人 の 現世 
1 
天国 に で は 四 つ の 川 が 流れ て いま す 。 こ れ ら の 源 
は 一 3 流れ CA それ ぞ れ の 味 は 他 の も の と 
違い ます 。 そ れ ら の 一 つ は 純粋 な 水 で あり 、 一 つ は 純粋 な 乳 で 
あり 、 一 つ は 天国 の 酒 で あり 、 一 つ は 純粋 な 蜜 で す 。 
天国 に は 高い あず まや が あり 、 ま す 。 そ れ ら は が 傾い て い 
ます 。 き 、 信 者 は それ ら に 乗り 、 望 む 場 所 に 運ば れ ま す 。 ( こ 
の 世界 で の 例 は 、 現 在 の エス カレ ー タ ー や 飛行 機 で す 。) 
天国 に は トゥ ー バ の 木 が あり ます 。 こ の 木の根 は 上 に あり 
、 枝 は 下向き に 生え て いま す 。 これ の 現世 に お ける 例 は 、 月 と 
太陽 で す 。 
ら に 、 天 国 の 民 は 食べ 物 、 飲 み 物 の 味 や 喜び を 感じ ます 
。 し か し 過度 な 欲求 は 感じ な いた め 、 こ の よう な 人 間 的 な ニー 
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ズ や 苦痛 か ら は 遠ざかっ て いま す 。 

アッ ラー は 天国 で 、 信 者 で ある し も ゃ も べた ち に 呼び 掛け られ 
まし た 。、 「 し ゃ も べた ちよ 、 他 に 何 を 求め る の で あれ 、 私 は 与 
えよ う 。 あ な た 方 は 喜び と 快適 さ の 中 に いな さい 。 | し ゃ べた 
ちゃ も 、「 主 よ 、 あ な た は 私 た ち を 地獄 か ら 解放 され まし た 。 そ 
し て 天国 に 入れ て くだ さっ た 上 で 、 天 国 の 乙女 た ち を 与え られ 
まし た 。 その他 に も 、 思 いつ きも し な い 、 見 た こと も な い 、 聞 
いた こと も な い 、 こ れ ほ どの 恵 を 与え られ まし た 。 これ 以上 の 
も の を 求め る の は 恥ず か し いで す 」 と 答え ます 。 ア ッ ラ ー は ま 
た 呼び 掛け られ 、「 し も ゃ も べた ちよ 、 あ な た は 私 に 、 こ れ ら より 
別に 求め て いる も の が ある | と 言わ れ ま す 。 しゃべ たち は 「 主 
よ 、 と これ 以上 の も の を 求め る こと は で きま せん 。 そ も ゃ も そる も る 何 を 
求め ある べき か わか り ま せん 」| と 言う と 、 ア ッ ラ ー は 「 し ゃ べた 
ちょ よ 。 現 世 で 、 問 題 が 起こ と っ た 時 に は あな た 方 は どう し て いた 
か | と 問わ れ ま す 。 し ゃ べた ちゃ 、「 学 者 に 尋ね 、 そ の 問題 を 
学び 、 問 題 を 解決 し て きま し た | と 答え ます 。 ア ッ ラ ー は 「 今 
回 も その よう に し な さい 。 学者 に 尋ね な さい 。 知識 を 得 な さい 
。 そこで 教え られ た も の が 何で あれ 、 私 は あな た 方 に 与え よう 
」 と 言わ れ ま し た 。 そこで 学者 は 、「 あ な た 方 は アッ ラー の 美 
を 忘れ た の で すか ? あ な た 方 は 現世 に いる 時 、 主 は 天国 に お ら 
れ 、 時 空 を 超越 し た お 方 で ある の だ か ら 、 そ の 美 を 私 た ち に 示 
し て くだ され ば 、 と 望ん で いま し た 。 そ う 、 そ れ を 求め な さい 
」 と 言い ます 。 彼ら ゃ アッ ラー の 美 に まみ える こと を 求め 、 ア 
ッ ラ ー は 時 空 を 超越 され た お か た で あり 、 そ の 永遠 の 美 を 示さ 
れ ま す 。 ア ッ ラ ー の 輝かしい 美 を 見 れ ば 、 何 千年 も 人 々 は 段 嘆 
する の で す 。 

さら に 天国 に いる 人 は 、 あ ず ま や に 座っ て いる 時 、 公 る 所 
に 周囲 に 、 窓 の 前 に 果物 が ある の を 見 ます あり ます 。 し ゃ べた 
ち は そ の 果物 を 見 て 、「 そ ちら に 手 を 伸ばそ う 、 そ の 枝 を 引 こ 
う 飛 行 、 果 物 を も ぉ も いで 食べ よう 」 。 と 思っ た 瞬間 、 座 っ た 場所 
か ら 立 ち 上 が り 、 枝 を 引く 問 も な く 、 す ぐに 座っ た 場所 に 望む 
臨む 枝 が 来 て 、 果 物 を ぉ $ ぎ 、 食 べ て いる の で すま す 。 そ の 味 が 
まだ の ど に 到達 する より 先 に 、 も い だ と ころ に 新しい 果実 が で 
きま す 。 口 に 入れ る と 熟し て お り 、 大 変 美 味 で す 。 と の よう に 
し て 、「 主 の 美味 」 は 新鮮 に 実る の で す 。 


あな た が 知性 を 持つ な ら 、 礼 振 を し な さい 。 
な ぜ な ら そ れ は 永遠 の 幸福 の 王冠 で ある か ら で す 。 
礼拝 は 信者 の ミラ ー ジ ュ だ と 知っ て くだ さい 。 
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カ ダ ー の 礼拝 
時 間 通 り に 行わ れる 礼拝 に より 得 ら れる の 効果 褒 
光 は 半生 NAM) 
て いま す 。 
1. 顔 が 輝き ます 。 
2. 生涯 が 恵み 多い ゃ の と な り ま す 。 
3. ドゥ アド ゥ アー が 受け 入れ られ ます 。 
4. 人 々 の 中 で 尊い 存在 と な り ま す 。 
NM 
、 礼 拝 を 放棄 する こと 、 す な わ ち 正当 な 理由 な く 、 
時 間 通 り 1 に 行わ な いこ と に は 、 夫人 ウフ 
の うち 五 つ は 現世 で 、 三 つ は 死 の 際 に 、 三 つ は 墓地 で 、 四 つ は 
裁き の 場 で の 害 と な り ま す 。 
現世 で の 害 は 、 
1. 顔 に 光 が な く な り ま す あ り ま せん 。 
2. 生涯 が 恵み の な いも の と な り ま す 。 
3. ドゥ アド ッ ゥ アー が 認め られ ませ ん 。 


4. ムスリム で ある 信者 に 行う ドゥ アド ゥ アー が 認め られ 
ませ ん 。 

5. 行っ た その 他 の 崇拝 行為 の 報奨 が 与え られ ませ ん 。 

死 の 際 の 三 つ の 害 は 、 

1 . 空腹 で 死に ます 。 

2. き の 中 で 死に ま 

3. 軽 靖 さ れる よう な 死に 方 を し ます 。 ど れ ほ ど し っ か り 
食べ て ゃ 満腹 せ ず 、 ど れ ほ 2 泊 あ 作 ん で い 埋 たき おら ん 

墓 で の 三 つ の 害 : 

1. 墓 が 彼 を 苦し め 、 骨 と 骨 が 互い を 貫通 通貨 し ます 。 

2. 墓 が 火 で 満た され ます 。 

3. 彼 の 上 に 竜 が 現れ ます 。 そ の 竜 の 名 は アク ラ と 呼ば れ 
ます 。 そ の 手 に は ハン マー が あり 、 一 度 打ち つけ られ る と 地 の 
底 に まで 沈み 、 ま た 元 の 位置 まで 戻さ れ ま す 出 て きま す 。 そ の 
後 、 さ ら に 打ち つけ られ ます 。 こ の 状態 が 最後 の 審判 の 日 まで 
続き ます 。 そ の 人 は この 罰 を 最後 の 審判 まで 受け ます 。 
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裁き の 場 で の 四 つ の 害 : 

1. 裁き が 厳し い ゃ の と な り ま す 。 

2. 崇高 な る アッ ラー の 懲罰 を 受け る こと に な り ま す 。 

3. 地獄 に 入れ られ ます 。 

4. 彼 の 額 に 三 行 の 文章 が 書か れ ま す 。 

ー つ 目 は 、「 こ の 人 は アッ ラー の 懲 凡 を 受け る 」 

二 つ 目 は 、「 こ の 人 は 、 ア ッ ラ ー の 権利 を 損なう 」 

三 つ 目 は 、「 こ の 人 は あな た は アッ ラー の 権利 を 損なっ た 
た め 、 今 日 の この 日 、 ア ッ ラ ー の 慈悲 を 受け られ な い ] 

礼拝 は 教え の 柱 で す 。 礼拝 する こと で れ ば 、 教 え の 柱 を 立 
て た こと に な り ま す 。 こ の よう に し て 、 彼 の 上 に 影 と な る も の 
を 作り ます 。 そ し て その 下 で 平安 を 得る の で す 。 

誰か が 礼拝 を 意図 的 に 放棄 し た 場合 、 そ し て その 後 カ ダー 
を 行わ な か っ た 場合 、 そ の 人 は 三 つ の 学派 で は 殺害 され る に ふ 
さわ し いと され ます 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は それ は 不要 と な り ま す 
。 し か し 、 大 罪 と 呼ば れる 大 き な 罪 を 犯し た と と に な り ま す 。 
礼拝 を 始め る まで 投獄 が 必要 と され ます 。 礼拝 に 重き を 置か みず 
、 第 一 の 義務 で ある と 信じ な い 為 に 礼拝 を し な い 人 は 、 不 信心 
者 と な り ま す 。 

人 が 一 回 の 礼拝 を 意図 的 に 放棄 し 、 そ の 後 カ ダー を 行え ば 
、 地 獄 で 一 定 の 期間 、 す な わ ち 80 年 焼 か れる こと に な り ま す 。 
この 六 か ら 救 われ る 為 に は 、 悔 悟 し 、 懇 願 し 、 許 し を 請う こと 
が 必要 で す 。 (来世 で の 1 日 は 、 こ の 世界 で の 千年 に 相当 し ま 
す 。 来 世 で の 年 月 は それ に 応じ て 計算 され ます 。) 

(ムハンマド ・ ア ミン ・ イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラ 
ー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 ラ ッ ド ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 
| と いう 本 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 礼 拝 は 、 天 か ら の 教 
え の す べ て で 、 礼 拝 は 命じ ちら れ て いる 。 預言 者 アー ダム は 午後 
の 、 預 言 者 イー ク ブ は 日 没 の 、 預 言 者 ユー ヌス は 深夜 の 礼拝 を 
し て いた と され て いる 。 | 全て の ファ ルド や ハラ ー ム を 信じ る 
こと が は 信仰 の 条件 で ある よう に 、 礼 拝 を する こと も 義務 で あ 
り 、 任 務 で ある こと を 信じ る こと と は 信仰 の 条件 で あり ませ ん 。 
し か し 、 礼 拝 を する こと は 信仰 の 条件 で は あり ませ ん 。 

知性 を 持ち 、 成 熟し て いる ムスリム の 男女 は 、 正 当 な 理由 
が な けれ ば 、 毎 日 五 回 の 礼 振 を する こと が ファ ルド で す 。 日 に 
五 回 の 礼拝 例外 は ミラ ー ジ ュ の 夜 に ファ ルド と な り ま し た 。 「 
ムカ ッ デ ィ マ トゥ ッ サ ラー ト | 「 タ フシ ー ル ・ マ ズ ハ リー」 及 
び 「 ハ ラビ ー・ イ ・ カ ビー ル |」 に お ける ハデ ィ ー ス で は 、 次 の 
よう に 言わ れ て いま す 。 「 ジ ブ プラー イール は カー バ の 門 の そば 
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で 、 二 日間 私 の イマ ー ム と な っ た 。 我々 二 人 は 日 が 昇る 際 に 朝 
の 礼拝 を 、 太 陽 が 真 上 か ら 少 し ずれ た 時 に 正午 の 礼拝 を 、 影 が 
自分 と 同じ 長 さ に な っ た 時 に 午後 の 礼拝 を 、 日 が 沈む 際 に (上 
端 が 見 えな く な っ た 時 に ) 日 没 の 礼拝 を 、 夜 が 暗く な っ た 時 に 
夜 の 礼拝 を 行っ た 。 二 日 目 は 、 朝 の 礼拝 を 周囲 が 明る く な っ た 
時 、 正 午 の 礼拝 を 自分 の 影 が 二 倍 に な っ た と き 、 午 後 の 礼拝 
は その すぐ 後に 、 日 没 の 礼拝 は 断食 を 終え た 時 に 、 夜 の 礼拝 は 
夜 の 三 分 の 一 に な っ た 時 点 で 行っ た 。 そ れ か ら 、 ム ハン マ ド よ 
、 あ な た や 過去 の 預 言 者 た ちの 礼拝 の 時 刻 は この 通り で ある 。 
あな た の ウン マ は 、 礼 拝 の それ ぞ れ を この 行っ た 二 回 の 礼拝 の 
時 刻 の 間 で 行う よう に 、 と 言っ た 。」 

毎日 五 回 の 礼拝 を 1) 行 うこ と が 命じ られ て いま す 。 両親 に は 
、 七 歳 の 子 に 礼 振 を する よう に 命じ る こと 、 十 歳 の 子 が 礼拝 し 
な けれ ば 手 で 打つ と と が 両親 に は 必要 で す 。 学 ぶ 子 供 を 三 回 以 
上 打つ こと や 、 棒 で 打つ こと は 合法 で は あり ませ ん 。 断食 する 
こと 、 飲 酒 を し な いこ と に つい て も 、 子 供 に 教え る 必要 が あり 
ます は この よう に 至れ ます 。 礼 振 が ファ ルド で ある こと 、 つ ま 
り 第 一 の 義務 で ある こと を 信じ な い 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 
ファ ルド で ある こと を 信じ て いて も ゃ も 、 意 属 で ある 為 に それ ソ 俺 
を し な い 人 は 、 不 信心 者 と は な り ま せん 。 「 罪 人 | と な り ま す 
。 礼拝 を 始め る まで 収監 され ます 。 寛容 さや 慈悲 は か けら れ ま 
せん 。 礼 拝 を 始め な けれ ば 、 死 ぬ ま で 収 吊 さ れ た まま と な り ま 
す 。 血 が 流れ る まで 打 た れる と 言い う 人 も いま す 。 シャー フィ 
ー 派 $ も し く は マー リキ ー 派 で は 、 礼 拝 を 怠慢 に よっ て 行わ な い 

人 は 不信 心 者 と な ら な いも の の 、 浪 と し て 殺害 され ます 。 ハン 
語り ど と 殺害 され る と 言わ れ て いま す 。 
シャ ー フ ィ ー 派 で も この よう な イジ ュ テ ィ ハ ー ド を 出す 学者 た 
ちゃ いま す 。 礼拝 を 、 時 間 内 に 、 集 団 で 行う 人 は ムスリム で あ 
る こと が 理解 され ます 。 な ぜ な ら 他 の 教え に お いて え で は 礼拝 
は 単独 で 行わ れる か ら で す 。 集団 で は 行わ れ な いか ら で す 。 巡 
礼 も 行い ます 。 礼拝 は た だ 体 で 行わ れる 崇拝 行為 で あり 、 他 人 
の 代わ り に 礼拝 する こと は で きま せん 。 ザ カー ト は 財産 に よっ 
て 行わ れる 崇拝 行為 で あり 、 正 当 な 理由 が な い 人 の 為 に も 、 他 
人 が 自分 の 財産 や 命令 に よっ て ザ カ ー ト を 支払 うこ と が で きま 
す 。 巡 礼 は 体 と 財産 を も ふっ て 行わ れる 為 、 正 当 な 理由 が な い 人 
11 の 代わ り に その お 人 金 や 命令 で 他 の 人 が 巡礼 に 行く こと は で き 
ます 。 死ぬ まで 一 回 も 断食 を し な か っ た 高齢 の 人 は 、 断 食 の 代 
わり に 毎日 、 貧 者 に フィ ドッ ヤ と 呼 ば れる お 金 を 支払 うこ こと が 
で きま す 。 礼拝 の 為 に は 、 フ ィ ド ッ ゥ マヤ を 支払 うこ と も ゃ 合法 で は 
あり ませ ん 。 礼 振 を し な い 人 が 遺言 すれ ば 、 死 後 、 彼 の 礼拝 の 
負債 の 補償 の 為 、 遺 し た 財産 か ら フ ィ ド ッ ゥ ッ ヤ を 支払 うこ と は よ 
いと され ます 。 残し た 財産 が 補償 に 十分 で は な けれ ば 、 譲 渡 を 
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する こと は 合法 で す 。 断食 の 為 に 補償 を する こと は ワー ジブ で 
す 。 


夏場 、 北 に ある 国々 の 、 夜 が 深く な る 前 に 夜明け と な る 地 
域 で は 、 夜 遅く の 礼拝 及び 夜明け 前 の 礼拝 の 時 間 が 始ま ら な い 
為 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で は この 二 つ の 礼拝 を する 必要 は あり ませ ん 
。 偉 大 な ムジ ュ タ ヒド で ある イマ ー ム ・ シ ャ ー フ ィ ー (アッ ラ 
1 昌利 
ー ド を 出し て いま す 。 し か し 学者 の 多く に よれ ば 、 彼 ら に は 夜 
2 

カ ダ ー を 行う 必要 $ も あり ませ ん 。 なぜなら 二 つ の 礼拝 の 時 間 が 
始ま っ て いな いか ら で す 。 時間 が 来る 前 に 礼拝 する こと は ファ 
ルド と は な り ま せん 。 し か し 断食 は この よう で は あり ませ ん 。 
ある 国 で 新 月 が 目 に され る と 、 全 て の 国 で 断食 月 が 始ま り ま す 


o 


自分 の 法学 派 に 従っ て ファ ルド を 行う 際 、 も し く は ハラ ー 
ム を 人 避け る 際 、 困 難 さ が ある の で あれ ば 、 困 難 さ の な い 他 の 法 
学派 に 従い 、 こ の 困難 さか ら 救 われ る べき で す 。 困難 さと は 
ある こと を 非常 に 難し い 状 態 で 行う こと 、 も し く は 全く 行え な 
いこ と で す 。 困難 さ の な い 法 学派 が な い 場 合 は 、 困 難 さ の 要因 
と な っ て いる 事柄 が 不可 欠 な も の で ある な ら 、 こ の ファ ルド を 
行う こと 、 ハ ラー ム を 條 ける こと が 必要 で す は 許さ れ ま す 。 不 
可 欠 な も の で な い の な ら 、 そ れ を 放棄 し 、 困 難 さ か ら 救 われ る 
べき で す 。511 ペ ー ジ を 見 て くだ さい 。 

夜明け 前 の 礼拝 に 遅れ て きた 人 は 、 集 団 に 追い つけ る よう 
、 ス ン ナ の 礼拝 を 放棄 し ます 。 時 間 を 逃さ な い 為 に 、 ス ン ナ を 
放棄 する こと が より 必要 で す 。 集団 に 追い つく と と が で きた と 
し て も 、 ス ン ナ の 礼拝 を モス ク の 外 も ゃ もしくは 柱 の 後ろ で 行い ま 
す 。 こ と の よう な 場所 が な い 場 合 、 集 団 の そば で は 礼拝 せ ず 、 ス 
ン ナ を 放棄 し ます 。 な ぜ な ら マ クル ー フ を 行わ な い 為 に は 、 ス 
ン ナ は 放棄 され る か ら で す 。 

正当 な 理由 が あり 、 行 うこ と が で き な か っ た ファ ルド を 「 
ファ ワー イト 」 と 呼び ます 。 逃し た 礼 振 と いう 意味 で す 。 正 当 
な 理由 な く 、 怠 慢 の 為 に 行わ れ な か っ た 礼拝 を 「 マ トゥル カー 
ト 」 と 呼び ます 。 こ れ は 正当 な 理由 な く 放 棄 さ ん れ た も の と いう 
こと で す 。 イ スラ ー ム 法学 の 学者 た ち は カ ダー に 残さ れ た 礼拝 
を 「 フ ァ ー イ タ 」 と 呼び 、 放 棄 さ れ た 礼拝 と は 呼び ませ ん で し 
た 。 なぜなら 正当 な 理由 な く 時 間 内 に 礼拝 を し な いこ と は 大 き 
な 罪 で あり 、 カ ダー を 行っ て も その 罪 は 許さ れ な いか ら で す 。 

ら に 悔 悟 を 行い 、 も しく は イフ ラー ス に よる 巡礼 を 行う こと 
が 必要 で す 。 カ ダー を 行う と 、 た だ 放棄 し た こと 、 礼 拝 し な か 
っ た こと の 罪 が 許さ れ ま す 。 カ ダー する こと な く 行 われ た 悔 悟 
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は 有効 と は な り ま せん 。 なぜなら 罪 を 放棄 する こと が 悔 悟 の 条 
件 で ある か ら で す 。 

礼拝 を 時 間 の 後に 放 友 する こと に つい て 、 正 当 な 理由 は 五 
つ で す 。1 つ 目 は 、 敵 の 前 に お り 、 で 座る こと や っ て 、 キ ブラ 
か ら 他 の 方 向 に 向かっ て いる た め に 、 動 物 に 乗っ て 進み な が ら 
礼拝 する こと が で き な い 場合 きず 、2 つ 目 は 、 和 客 、 道 中 の 補 盗 
、 山 賊 、 ど う 猛 な 動物 に つか まる 危険 が ある 場合 、3 つ 目 は 、 
母親 $ る しく は 子供 に 危険 が 及ぶ 場 際 、 合 に 助産 師 が 礼拝 を 遅 ら 
せる こと と で す 。 これら は は 正当 な 理由 と な り ま す 。 四 つ 目 の 正 
当 な 理由 は 忘れ る こと 、 刀 つ 目 は 眠る こと で す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 
で は 時 間 が 過ぎ る 前 に 最初 の タク ビー ル を 行え る こと が ハナ フ 
ィ 一 派 で 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 で は 一 ラ カ ー ト の 礼拝 が で きる こと 
が シャ ー フ ィ ー 派 で 「 実 現 ] と な り ま す 。 

ファ ルド の 礼拝 を カ ダ ー す る こと は ファ ルド で す 。 ワ ー ジ 
ブ の 礼拝 を カ ダ ー す る と こと は ワー ジブ で す 。 ス ン ナ を カ ダ ー す 
れ ば 、 ス ン ナ の 報奨 を 得 ま す 。 五 回 の 礼拝 の ファ ルド と 、 ウ ィ 
トル の 例外 の 実行 及び カ ダ ー に お いて は 順番 に 気 を 付け る こと 
が 必要 で す 。 し か し 時 間 の 最後 に お いて は 必要 あり ませ ん 。 つ 
まり カ ダ ー を 行う 為 に は その 時 間 を ファ ルド を カ ダ ー に 残す こ 
と は し ませ ん 。 カ ダー に 残さ れ た 礼 振 が ある こと を 忘れ た 場合 
、 も し く は カ ダ ー に 残さ れ た 礼拝 の 数 が 六 に な れ ば 、 調 整 が 無 
効 と な り ま す 。 カ ダー に 残さ れ た 礼拝 の 数 が 六 よ り 少 な けれ ば 
、 調 整 は 無効 と は な り ま せん 。 調整 な し に 行わ れ た ファ ルド の 
礼拝 が は 無効 に な っ た と し て も ゃ も 、 数 が 六 に 達 す な る と 、 つ まり 
五 回 目 の 時 間 が 過ぎ れ ば 、 全 て 有効 と な り ま す 。 例え ば 朝 の 礼 
拝 を し て いな い 人 が 、 そ れ を 思い 出し た に も か か わら ず 、 正 午 
、 午 後 、 日 没 、 夜 半 の 礼拝 及び ウィ トル の 礼 振 を 行え を ば 、 ど れ 
も 有効 な あ も の と は な り ま せん が 、 太 陽 が 昇 れ ば 、 全 て 有効 と な 
り ま す 。11 

カ ダ ー に 残さ れ た 礼 振 は 急い で カ ダ ー す る こと が 必要 で す 
。 た だ し 、 子 ども た ちの 生計 を 稼ぐ まで 、 そ し て 五 回 の 礼拝 の 
スン ナ 及 び ド ゥ ーー ハー の 礼拝 、 タ ス ビ ー フ 、 モ スク に 入っ た 
時 の 礼拝 を 行う まで 遅らせ る こと は 合法 11 で す 。 イ ブ ニ ・ ア ー 
ビデ ィ ー ン は ウド ゥ ッ ー の スン ナ に つい て 次 の よう に 語っ て いま 
す 。 「 合 法 で ある と いう こと と は 、 禁 じ ら れ て は いな いと いう こ 
と で ある 。 比較 的 忌避 され る べき こと ゃ も また 。 合法 と 呼ば れる 
。」 従っ て 、 合 法 と 呼ば れる も の を 行わ ず 、 こ の スン ナ の 礼拝 
の 為 に 、 カ ダー を 遅らせ な いこ と と が 必要 で す 。 ラ マダ ー ン の 断 
食 の カ ダ ー は 急ぐ で も の で は あり ませ ん 。 

イス ラー ム 疾 外 で ムスリム と な っ た 人 が 、 フ ァ ル ド で ある 
こと を 知ら な い 為 に 放棄 し た 礼拝 、。 断 食 、 ザ カー ト に つい て 
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は 、 カ ダー を し ませ ん 。 し か し イス ラー ム 峰 に 住む せ 人 が 、。 フ 
ァ ル ド や ハラ ー ム を 知ら な いこ と は 正当 な 理由 と は な り ま せん 
。 ムル タ ド が 信仰 を 持つ よう に な れ ば 、 信 仰 を 持つ まで の 期間 
に で き や ら な か っ た 礼拝 の カ ダ ー は 行い ませ ん 。 ま だ 成熟 期 に 
達し て いな か っ た 人 が 、 夜 半 の 礼拝 を 行っ た 後 、 グ スル が 必要 
な 状態 と な り に な れ ば 、 そ れ か ら 日 の 出 の 前 に 目覚 め れ ば 、 夜 
半 の 礼拝 を カ ダ ー す る こと が 必要 で す 。 なぜなら 行っ た 礼拝 は 
ナー フィ ラ (義務 で は な い 礼 振 ) で あっ た か ら で す 。 寝 て いる 
間 に フ ァ ル ド と な っ た の で す 。1) 健 康 な 時 に 行わ な か っ た 礼拝 
を 、 病 気 ! HE 法 


で す 。 カ ダー 析 EEZ 。 旅行 中 も 
四 ラ カー ト と し て 行わ れ ま す 。 旅行 中 に こ 残 され た 二 2 


の 生生 に お の 
ト と し て カ ダ ー さ れ ま す 。 正午 の 礼拝 の ファ ルド を 行う 際 、 こ 
の 日 の 正午 の 礼拝 の ファ ルド 、 も し く は 正午 の ファ ルド と 言わ 
れ ま す 。 カ ダー に 残さ れ た 礼 振 の 数 が 一 より ゃ 多い 場合 、 | ( 
まず カ ダ ー に 残っ た も の | ) も し く は 「 最 後に カ ダ ー に 残っ た 
も の | で ある 正午 の ファ ルド を カ ダ ー で きま す 。 し か し 、 ラ マ 
ダー ン 月 の 数 日 の カ ダ ー を する 場合 は 、 日 の 順番 を 決め る こと 
は 必要 で は あり ませ ん 。 

怠慢 の 為 に 行わ な か っ た 礼拝 の カ ダ ー を 行う 時 に は 、 他 人 
に 知ら れ な いよ うに する べき で す 。 なぜなら 礼拝 を 時 間 通 0 
し な いこ と は 罪 で ある か ら で す 。 罪 を 見 せつ ける こと も また 罪 
と な り ま す 。 夜 、 隠 れ て 行っ た 罪 を 、 昼 間 に 他人 に 説明 する こ 
と も る も 罪 と な り ま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン の 翻訳 は ここ まで 
で すま 1。 

この よう に 、 ハ ナ フ ィ ー 派 で は じゃ カ ダ ー に 残さ れ た 礼拝 
を 急い で カ ダ ー す る こと が 必要 で す 。 シャーフ ィ ー 派 で ゃ 同様 
で す 。 シャー フィ ー 派 の 学者 の 一 人 シャ ム ス ッ ディ ン ・ レ ムリ 
(アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 、 フ ァ ト ゥ ワ に お 
いて 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 正 当 な 理由 に より 行わ れ な か 
0 ラマ ダー ン 月 で タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 を 行 
い 、 に 残っ た 礼拝 を ラマ ダー ン 月 の 後 で カ ダ ー す る こと 
は 、 夫 に 本 5 し か し 正当 な 理由 な く 放 棄 さ れ た 礼拝 に 
お いて 、 こ の よう に 行う こと は 罪 と な る 。 な ぜ な ら 放 棄 さ れ た 
礼拝 は 速やか に カ ダ ー さ れる べき だ か ら で あ る 。」 正当 な 理由 
な く 放 棄 さ れ た 礼拝 を 最初 に 行わ ず 、 ス ン ナ 、 例 えば タラ ー ウ 
ィ ー の 礼拝 を 行う こと が 罪 で ある こと を 、 シ ャ ー フ ィ ー 派 の 学 
者 た ち は 明 白 に 示し て いま す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 に お いて も る 同様 で 
す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 正 当 な 理由 で カ ダ ー に 残さ れ た 礼拝 を 
、 ス ン ナ の 礼拝 を する 程度 に 遅らせ る こ は 合法 で ある と 言わ 
れ て いる こと は 、 こ れ ら の カ ダ ー は 遅れ な い 方 が 良い 、 と いう 
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こと を 示し て いま す 。 な ぜ な ら 合 法 と は 、 イ スラ ー ム で は 禁止 
され て いな いと いう 意味 で す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ 
ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 流 れる 水 を 浪費 する こと は 
合法 で ある と いう 言葉 を 、 比 較 的 忌避 され る べき も の で ある と 
説明 し て いま す 。 正当 な 理由 に より カ ダ ー に 残さ れ た 礼拝 の カ 
ダー を 行う こと を 急ぐ の で あれ ば 、 正 当 な 理由 な く 放 棄 さ れ た 
礼拝 の スン ナ の 代わ り に 行う こと が 必要 と な り ま す 。 

イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) は 、「 ウ ドゥ ッ ー に お いて 三 回 洗う こと は ム ア ッ カ ダ の スン 
ナ で ある 。 水 の 価値 が 高い と いう こと 、 冷 た いと いう こと 、 礼 
拝 以 外 の 目的 で 水 を 必要 と し て いる と いう と と と いっ た よう な 
正当 な 理由 で この スン ナ を 放棄 する こと は マク ルー フ と は な ら 
な い 」| と 語っ て いま す 。 放棄 され た 礼拝 を 少し で も 早く カ ダ ー 
し 、 大 き な 罪 か ら 救 われ る 為 に 、 夜 明け 前 の 礼拝 の 他 の スン ナ 
の 代わ り に 、 こ れ ら の カ ダ ー を 行う こと が 必要 で ある こと が こ 
こ か ら も ゃ 読み 取れ ます 。 ス ン ナ の 代わ り に カ ダ ー を 行う こと に 
つい て は 291 ペ ー ジ に 書か れ て いま す 。 


死者 の 為 の 礼拝 の 償い 


(礼拝 の 償い と は 、 死 者 を 礼拝 の 負債 か ら 救 うこ と を 意味 
し ます 。 こ の 人 為 、 礼 拝 の 償い が 払わ れ ま す 。 償 い を 払う 為 に は 
、 死 ぬ 前 に 遺言 を 残す こと 、 償 い に 足 り る だ け の 財産 を 残す こ 
と が ワー ジブ です 。 つ まえ り 、 半 し た 財産 の 三 分 の 一 が 、 償 い 
の 人 額 よ りゃ 少な く な いこ と が 必要 で す 。 償 い は 諸 護 者 が 支払 い 
ます 。 死者 の 底 護 者 と は 、 遺 言 を し た 人 で す 。 も し く は 遺産 相 
続 人 の 一 人 で す 。 イ スラ ー ム で は 四 種 類 の 底 護 者 が いま す 。 死 
者 の 計 護 者 、 孤 児 の 底 護 者 、 婚 如 を 行う 女性 の 底 護 者 、 奴 隷 や 
女 奴 隷 の 旗 護 者 で す 。 こ の 最後 の も ゎ あの を 「 マ ウラ ー」 と 呼び ま 
す 。 彼ら は 「 ア ウリ ヤー」 と も ゃ も 呼ば れ ま す 。 ア ッ ラ テー が 非常 に 
愛さ れる 人 々 で す 。 こ の 愛情 に 至る 為 に 、 彼 ら の あら ゆる 言葉 
、 行 い 、 道 徳 が 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) の が 教え られ た と お り で ある こと が 必要 で す 
。 これ ら は 、 真 の 学者 た ちか ら 容 易 に 学ぶ こと が で きま す 。 真 
の 学者 を 見 つけ られ な い 人 は 、 ス ン ナ 派 の 学者 た ちの 書物 か ら 
学ぶ べき で す 。「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン | (アッ ラー 慈悲 が 
あり ます よう に ) は 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 正 当 な 理由 の 
為 に 行わ れ な か っ た 礼拝 が か ある 人 が 、 こ れ ら の 償い を 行う こと 
を 遺言 と し て 残せ ば 、 一 回 の ファ ルド と ワー ジブ の 礼 振 に つい 
て 、 残 し た 財産 の 三 分 の 一 か ら 0.5 サ ア (2.1 リ ッ ト ル ) 、 つ ま 
り 520 デ ィ ル へ ヘム (1750 グ ラム ) の 麦 、 も し く は 麦 粉 を 貧者 た 
ち に 与え る 。 全 て を 一 人 の 貧者 に 与え て も よい 。 貴金属 ( 金 め 
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し く は 銀 と し て ) を 与え る こと と は に 良い 。、 遺 言 を し た 人 
が 財産 を 残し て いな い 場 合 了 まき 昌 間 / の が 償い の 
為 に 十分 で な い 場 合 けれ ば 、 も し く は 全く 遺言 を 残し て いな い 
場合 で な けれ ば 、 底 護 者 が わずか な お 金 を 寄付 し て 償い を 行う 
MM 一 日 当たり 1750X6= ニ 10500 グ ラム 、 す な わ ち 10.5 
一 年 で 3780 キ ロ の 麦 (も しく は 10 キ ロ の 麦 の 価値 は 、 常 

に) アラム の に 等 し いた め 、 その 価値 に 応じ て 52.5 も し く は 
本 人 に 0 個 の 金貨 、 も し く は これ ら の 人 金貨 の 重 さ に 相当 する ( 
2 ゲラ なの) PO 指輪 、 も し く は その 人 金 製品 ) を 借り る 。 
行っ た 礼拝 $ 不 十分 で ある こと を 考え 、 死 者 の 寿命 か ら 、 男 性 
な ら 12 年 、 女 性 な ら 9 年 を 差し 引き し 、 責 任 が あっ た 年 月 を 計 
算 す る 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 毎日 六 回 の 礼拝 の 償い が 必要 で あり 
、 太 陽 暦 に お ける 一 年 分 の 礼拝 の 償い の 為 に 必要 と な る (3780 
キロ ) の 麦 、 も し く は それ より も ゃ も 良い ゃ の と し て 、 等 し い 価 値 
を 持つ も の (60 個 の 一 リラ ) 金貨 を 借り る 。 こ れ を 、 礼 拝 の 償 
い を 行う こと を ニー ヤ (意志 表示 ) し 、 一 人 の 貧者 に 与え る 。 
貧者 は 、 知 性 が あり 、 成 人 し て お り 、 誠 実 な 男性 で ある 必要 が 
ある 。 貧者 は 、 承 認 し まし た と 言っ て 受け 取る 。 それから 遺産 
相続 人 に 贈る 。 遺 産 相 続 人 は 受け 取っ た も の を 、 彼 、 に も し く 
は 別 の 貧者 に 贈る 。 こ の よう に し て 、 責 任 が あっ た 年 に 相当 す 
る まで 繰り 返す 。 よ り 多 く の 金 を 借り た の で あれ ば 、 こ の や り 
と り は より 少な く 行 われ る 。 人 金貨 が な けれ ば 、 克 護 者 は 腕輪 や 
指輪 等 、 金 製品 を 女性 か ら 借り る 。 こ こ か ら 、 礼 拝 を し な か っ 
た 年 数 X 7. 2 グラ ム を 減ら し 、 ハ ンカ チー フ に 包む 。 ハ ンカ 
チー フ に は 、 礼拝 を し な か っ た 年 数 の 数 だ け 金 貨 が ある 。 60 を 
か け 、 貧 者 の 数 で 割る と 、 受 け 取 り の 数 が 計算 され る 。 人 金 が 少 
な けれ ば 、 前 述 の 数 の 半分 ほど を 減ら す 。 受 け 取り の 数 は 最初 
の ゃ も の の 二 倍 に な る 。60 歳 で 亡くな っ た 男性 の 為 に は 、 貧 者 に 
60X48X7.2 三 20736 グ ラム の 金 が 与え られ る 。 なぜなら 一 年 分 
の 礼拝 の 補償 は 60 の 金 で ある か ら で あ る 。 七 人 の 貧者 と 、100 
グラ ム の 金 を 使っ て 30 回 の 受け 取り の や り と り を 行う 。 も し く 
は 七 人 の 損 者 と 70 グ ラム の 金 を 用 いて 43 回 の や り と り を 行う 。 
この や り と り が 終わ る と 貧者 は 、 手 に し て いる 金 を 克 護 者 に 贈 
る り ま す 。 友 護 者 も 、 僅 り て いた も の を 返す 。 そ れ か ら 、 有 断食 
犠牲 、 奪 い の 為 に ちこ の や り と り を 行う 。 し か し 匠 い の 償い 
の 為 に は 少な く と も 十 人 の 貧者 に 与え る こと が 必要 で ある 。 一 
人 の 貧者 に は 一 日 あたり 0. 5 サ ア 以上 与え を る こと は で き な い 
。 し か し 一 人 の 貧者 に 一 日 で 、 さ ら に は 一 回 で 、 多 く の 礼 拝 の 
償い を 与え る こと は で きる 。 ザ カー ト の 償い は 、 遺 言 な し で 行 
うこ と は で き な い 。 死者 の 遺言 が 必須 と な る 。 し か し 断食 の 為 
に は 遺言 は 必須 で は な い 為 、 ザ が カー ト に つい て は 友 護 者 が 寄付 
を し て と の や り と り を 行う と よい 。 や り と り の すべ て が 終わ る 
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と 、 諸 護 者 は 貧者 た ち に 一 定量 の 財産 、 お 金 を 贈る 。 


償い の 為 の が 、 
全て の 償い の 為 に は 不 十 分 で あれ ば 、 底 護 者 は 、 遺 産 相続 人 の 
許可 な く 、 三 分 の 一 以上 の 財産 を 償い に 使う こと は で き な い 。 
三 分 の 一 が 償い に は 足り て いて も 、 彼 に 借金 が ある 場合 、 食 し 
て いる 側が 補償 の 為 に 与え を た と し て も 、 償い より 先 に 借金 が 支 
0 自分 の 取り 分 を 受け 取っ た 後 、 償 い の 為 に 贈る こと 

合法 と は な ら な い 。 な ぜ な ら 償 い は 、 た だ 相続 人 が 許し た 財 
語ら 8 なら で ちら る 。 の 人 当 の 和 れ 拓 の 條 に た 
残し た 人 の 、 生 きた 年 数 が 不明 で あれ ば 、 遺 言 は 無効 と な る 。 
し か し 三 分 の 一 が その 人 生 の 礼拝 と し て 推定 され る 額 よ り も 少 
な けれ ば 三 分 の 一 の 全て 1 に つい て 遺言 を 残し た こと に な り 、 
一 定額 の 財産 に 関す る 遺言 と な り 、 有 効 と な る 。 

死者 が 遺言 を 残し て いて ゃ も 、 計 護 者 (つま り 相 続 者 も し く 
は 後継 者 ) が 寄付 を 行う こと は ワー ジブ で は な い 。 死者 が 、 三 
分 の 一 が 償い に 足り る た め の 財 産 を 残す こと 、 こ の 三 分 の 一 で 
償い を 行う こと を 遺言 で 残す こと が ワー ジブ で ある 。 三 分 の 一 
の 一 部 で 受け 取り の や り と り を 行う こと 、 残 っ た も の を 遺産 相 
続 人 も し く は 他 者 に 寄付 する こと を 遺言 と し て 残せ ば 、 ワ ー ジ 
の 章 の セリ  / 三 分 の 一 

一 部 で 受け 取り の や り と り を 行う こと 、 残 り で クル アー ン や 
の リッ の ゥ ッ マ ( 七 万 回 信仰 告白 の 言葉 を 唱え る こと ) 
を 行う こと を 遺言 する こと は 有効 と は な ら な い 。 こ の 他 、 お 人 金 
を 取っ て クル アー ン を 読む こと も ゃ も 合法 で は な い 。 お金 を 受け 取 
っ た 人 も 支払 っ た 人 も 罪 を 犯し た こと に こ な る 。 お金 を 取っ て ク 
ルアー ン を 教え る こと は 合法 と は 言わ れる が 、 読 むこ と る 合法 
で ある と 言っ た 人 は いな い 。 


私 の 礼拝 を 遺産 相続 人 が 行う よう に と 遺言 を 残し た 死者 の 
相続 人 が 、 こ の 人 の 礼拝 の 全て を カ ダ ー す る こと は 有効 と は な 
ら な い 。 し か し 誰か が 礼 拝 し 、 ゃ しく は 断食 を し 、 そ の 報奨 を 
死者 に 贈 れ ば 、 5 死 の 病 を 思う 人 が 自分 の 礼 
拝 の フィ ドッ ヤ を 支払 うこ と は 合法 で は な い 。」 イプ ニ ・ ア ー 


ビデ ィ ー シ の 重 訳 は こと まで で す ,。 

アフ マ ド ・ タ フタ ウィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) は 、 |「 メ ラーク ・ ウ ル ・ フ ェ ラ フ 」 の 注釈 で 炊 の よう に 語っ 
て いま す 。 「 で き な か っ た 断食 の フィ ドッ ヤ を 支払 い 、 償い を 
する こと は 、 明 白 に 告げ られ て いる 。 礼拝 は 断食 より も な お 重 
要 で あり 、 礼 振 も 過 食 と 同様 で ある こ と を 学者 た ち は 見 解 を 一 
致 さ せ 、 示 し て いる 。 礼拝 の 償い に つい て 根拠 が な いと 言っ て 
いる 人 は 、 自 ら の 無知 を さら け 出 し て いる と と に な る 。 こ の 言 
葉 で 学者 た ちの 一 致し た 見 解 に 対立 し た と と に な る の で ある 。 
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病人 が 寝 て いる 際 に 頭 で イ メー ジ す る 形 で の 礼拝 $ ち で き な 
い 場 合 、 で き な か っ た 礼拝 が 五 回 より ゃ 少な か っ た と し て も ゃ ふ 、 
それ ら の 為 に 遺言 を 残す こと は 必要 な い 。 同 様 に 旅行 や 病気 の 
為 断 食 が で き な か っ た 人 も 、 こ れ ら の カ ダ ー を 行う だ け の 定住 
義人 光 の も IE 
ィ ト ル の サダ カ 、 妻 の 生計 、 巡 礼 の イフ ラー ム 状 態 所 痛い に 
ける 殺生 、 巡 礼 、 願 掛け の サダ カ に つい て は 遺言 を 残す こ 
で きる 。 遺言 を 残し て いな い 死 者 の 為 に 、 遺 産 相続 人 や それ 以 
外 の 何ら か の 人 が 寄付 を する こと は 、 イ ン シ ャ ラー、 合 法 で あ 
る 。 巡礼 の 為 に 遺言 を 残し た 人 の 底 護 者 は 、 死 者 が 住ん で いた 
町 か ら 、 ゃ も し く は 死者 が 残し た 財産 の 三 分 の 一 が 足り る 場所 か 
ら 、 寄 付 を する 人 は 望む 場所 か ら 巡 礼 に 行く 。 死 者 の 為 に 誰 も 
、 有 償 で あれ 無償 で あれ 、 断 食 を する こと 、 礼 拝 を する こと は 
有効 と は な ら な い 。 こ の 点 は 聖 ハ ディ ー ス で 明らか で ある 。 償 
いと し て 払わ れ た サダ カ を 通し て 、 ア ッ ラ ー は 死者 の 負債 を 許 
され る 。 シャ ー フ ィ ー の 「 ア ン ザ ゾー ル 」 と 言う 書物 で は 、「 死 
者 が 行わ な か っ た 礼拝 の 為 に フィ ドゥ ヤ を 支払 うこ と が ワー ジ 
ブ で は な い 。 払っ て も 、 補 償 に は な ら な い | と され て いる 。 マ 
ー リ キー 派 と シャ ー フ ィ ー 派 は ハナ フィ ー 派 に 従い 、 こ の 受け 
取り の や り と り を 行う 。 

死者 が 遺言 を 行っ た 財産 の 叙 が 償い の 為 に に 足り な けれ ば 
も し く は 残し た 財産 の 三 分 の 一 が 十分 で は な けれ ば 、 も し く は 
遺言 を 全く 残し て いな けれ ! ず 、 誰 か が 寄付 し た わずか な お 人 金 で 
、 負 債 の 全て を 補償 する 為 に 受け 取り の や り と り が 行わ れる 。 
補償 の ニー ヤ と 共に 貧者 に 与え られ る 。 貧 者 は 受け 取っ た 後 、 
これ を 諸 護 者 も あし く は 他 の 人 に 贈る 。 こ の 人 も それ を 受け 取る 
こと が 必要 で ある 。 彼 も 、 死 者 の 負債 の 補償 の 為 に と 言い 、 こ 
れ を 寄付 し 、 貧 者 に 与え る 。」 タフ タウ ィ ー の 注釈 の 翻訳 は こ 
こま で で す 。 


金曜 礼拝 に つい て 


金曜 礼拝 が 有効 で ある 為 の 条件 が 七 つ あ り ま す 。 

1. 礼拝 を 行う 場所 が 発展 し て いる こと 、 す な わ ち 町 と 言 
える 程度 に は 大 きい こと 

2. 説話 が 行わ れる こと 

3,。 説話 を 礼拝 よ り も 前 | に 読む こ と 

4. そこ で 、 イ マー ム も し く は 政府 に よっ て 派遣 され た 担 
当 者 が いる こと 

5. 正午 の 礼拝 の 時 間 に 行 われ る こと 
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6. 信者 集団 が いる こと 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム 及 び イ マー 
ム ・ ム ハン マ ド に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 
、 成 人 し 、 知 性 を 持つ 男性 の イマ ー ム の 他 の 三 人 、 ア プー・ ユ 

に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 イ マー ム 
際 和 5 三 人 の 人 が いる こと 。 両者 の 見 解 が 基本 で す 。 

、7. 礼拝 に は 誰 で も 自由 に 来る こと が で きる こと 。 「 ヒ ン 
2 
な く 、 健 康 で 、 旅 行者 で も な い 男 性 が 人 金曜 礼 振 を 行う こと は 
それ ぞ れ 個人 に と っ て ファ ルド で ある 。 旅行 中 の 人 、 病 気 の 人 
、 女 性 は 、 金 曜 礼拝 を 行う こと は ファ ルド で は な い 。 激しい 雨 
、 や も や しく は 当局 の 迫害 を 菅 れ る 人 に と っ て も ファ ルド で は な い 
。 上 司 、 司 令 官 、 雇 用 者 は 、 そ の 指示 下 に ある 人 の 金曜 礼拝 を 
妨げ な い 。 相当 する 時 間 分 、 給 与 か ら 差 し 引き する と こと は で き 
る 。 罪 人 で ある イマ ー ム が 人 金曜 礼拝 を 先導 すれ ば 、 そ れ を 防ぐ 
こと が で き な い 人 々 は 彼 に 従う こと 、 そ の 理由 で 金曜 礼拝 を 放 
棄 し な いこ と が 必要 で ある と 言わ れる 。 他 の 礼拝 で は 、 有 効 な 
イマ ー ム が 礼拝 を 先導 し て いる モス ク に 行く べき で ある 。 罪 人 
で ある イマ ー ム の 背後 で 礼拝 を する べき で は な い 。 女性 が い ず 
れ か の 礼拝 を 集団 で 行う 為 に モス ク ( に 行く こと は マク ルー フ で 
ある 」 

誰か が イマ ー ム に 、 金 曜 礼拝 の 二 回 目 の ラ カー ト に 間 に 
っ た と きえ ば 、 イ マー ム ・ ム ハン マ ド (アッ ラー の 慈悲 が あ 
ます よう に ) に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 
正午 の 礼拝 を 行い ます 。 イ マー ム ・ ア ー ザ ム 及 び イ マー ム ・ ア 
ブー・ ユ ス フ に よる な ら (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 
に よる と 、 タ シャ ッ フ ド で あれ 間 に 合 え ば 、 金 曜 礼 振 を 行い ま 
『K 0 ム 導 師 が 説話 を 行う 際 、 誰 か が 義務 で は な い 礼 拝 を 

〒 う 場合 な ら 、 二 ラ カ ー ト 礼拝 し 、 そ れ 以 上 は 行い ませ ん 。 さ 
関 あ 曜 礼拝 の スン ナ は 、 二 ラ カ ー ト 行っ て 挨拶 を する の か 、 
も し く は 四 ラ カー ト 行 う の か と いう 点 は は 、 見 解 が 分 か れ て いま 
す 。 し て は 、 四 ラ カ ー ト を 完了 させ ます 。 

曜 礼拝 の ワー ジブ は 五 つ あり ます 。 

の が 

2. モス ク に 努力 し て いく こと 

3. イマ ー ム が 説話 を し て いる 時 に 義務 で な い 礼 拝 を 行わ 
が ME 

4. 世俗 的 な 言葉 を 話さ な いこ と 

5. 静か に し て いる こと 。 

金曜 礼拝 の ム ス タ ハ ブ は 六 つ あり ます 。 
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に 合 
り 


1. 芳香 
2 所 世 の や グ 
3. 清潔 な 衣服 


4. タブ キー ル (金曜 礼 排 の 為 に モス ク に 早め に 行く こと を 
指し ます 。 幸 福 の 時 代 、 教 友 た ち (アッ ラー が お 喜び くだ さい 
ます よう に ) は 朝 の 礼拝 の 後 で 解散 せ すず 、 金 曜 礼拝 の 後 で 解散 
し て いま し た 。 こ の ウン マ か ら 最 初 に 放棄 され た も の は 、 タ ク 
ビー ル の スン ナ で す ) 5. グ ス ル する こと 

6. サラ ワー ト (祝福 祈願 ) を 行う こと 。 

金曜 礼拝 の マク ルー フ は つ で す 。 

1. 説話 が 読ま れ て いる 時 に 挨拶 を 行う こと 

2. クル アー ン を 読む こと 

3. くし ゃ み を し た 人 に 「 ヤ ル ハ ムカ ッ ラ ー| と いう こと 

4. 食べ る こと 、 飲 な こと 

5. マク ルー フ で ある あら ゆる 行為 を 行う こと 。 (イマ ー 
ム が 説話 を 伸ばす こと も マク ルー フ で す ) 

ミナ ー ラ で 読ま れ た 一 回 目 の 金曜 礼 拝 の アザ ー ン の 後 、 イ 
マー ム が 説話 台 の そば で 、 金 曜 礼拝 の 最初 の スン ナ を 行い ます 
。 それ か ら 読 話 台 の 前 に 来 て 、 立 っ た まま キ ブ ラ に 向かっ て 短 
い ド ゥ アド ッ ゥ アー を 行い 、 説 話 台 に 上 が り 、 集 団 に 向かっ て 座 
り 、 二 回 目 の ア ザー ン を 聞き ます 。 そ れ か ら 立 っ た まま 。 説話 
を 始め ます 。 

(ワッ ハー プ 派 と 呼ば れる 人 々 は 、 ス ン ナ 派 の 法学 派 に は 
含ま れ ま せん 。 法学 派 に 属し て いま せん 。 彼ら を 「 ワ ッ ハ ー ブ 
派 | もしくは 「 ナ ジュ ディ 」 と 呼び ます 。 ワ ッ ハ ー プ 派 は イ ギ 
リス 人 が 設立 し た も の で す 。 ア ブ ド ッ ゥ ッ ル ワッ ハー ブ の 息子 ム ハ 
ンマ ド と いう 名 の 、 ナ ジュ トド 出身 の 無知 な 人 を 通し て 設立 し た 
も の で す 。 彼ら の 本 で は 、 ワ ッ ハ ー ブ プ 派 で は な い ム スリ ム を 多 
神 教徒 、 不 信心 者 と 呼ん で いま す 。 ム スリ ム を 殺害 する こと 、 
女性 や 少女 、 財 産 を 戦利 品 と し て 奪う こと は 合法 で ある と 書い 
て いる の で す 。 た くさ ん の お 金 を 出し 、 道 を 外し た 人 々 を 集め 
、 無 知 な 宗教 学者 た ち を ワッ ハー プ 派 と し 、 そ れ ぞ れ の 国 で 開 
いた 「 世 界 イ スラ ー ム 学者 協会 ] と いう 名 の ワッ ハー プ 派 の セ 
ンタ ー に 送っ て いま す 。 彼ら の イス ラー ム に そぐわ な い 文 章 を 
、 (世界 イス ラー ム 学 者 協会 の ファ トゥ ワー で ある と し て ) あ 
ら ゆ る イス ラー ム 国 家 に 広め て いま す 。 毎年 、 巡 礼 者 に 無料 で 
配っ て いま す 。 こ うい っ た 文章 の 一 つ で は 、「 女 性 が 金曜 礼拝 
を する こと は ファ ルド で ある 」 と し て いま す 。 女 性 や 少女 た ち 
を 無理 や り 金 曜 礼拝 に 行か せ て いま す 。 女 性 と 男性 が 混ざっ て 
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礼拝 を し て いる の で す 。 あ る 文章 で は 「 金 曜 礼 振 や 祝日 の 説話 
は 、 集 団 が 理解 で きる 言葉 で 行う 。 ア ラ OM 
は な い | と し て いま す 。 こ の よう な ファ トッ ゥ ッ ワ に は イス ラー ム 
国家 の 真 の 宗教 学者 た ち は 文 書 で 返答 し て いま す 。 これら の 正 
し い 返 答 の 一 つ は 、 イ ンド の 様々 な 場所 に お ける スン ナ 派 の 学 
者 た ちの ファ トッ ワー で す 。 例え ば 、 マ ドラ ス の 宗教 担当 者 で 
ある ムハンマド ・ タ ミー ン ・ ビ ン ・ ム ハン マ ド ・ マ ドラ シー ( 
アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 次 の よう に 語っ て い 
ます 。 

「 説 話 を アラ ビア 語 以外 で 、 も し く は アラ ビア 語 及 び 翻 訳 
され た 言語 双方 と いう 形 で 行う こと は マク ルー フ で ある 。 説 話 
の 全て を アラ ビア 語 で 行う こと は ワー ジブ で ある 。 なぜなら 預 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 

、 全 て の 説話 を た だ アラ ビア 語 で 読ま れん た か ら で あ る | 「 パ フ 
ルル ・ ラー イク | と いう 本 で は 、 祝 日 の 礼拝 に つい て 説く 際 、 
次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 タ ラー ウィ ー と クス フ の 礼拝 以 
外 の 、 義 務 で は な い 礼 拝 は 集団 で は 行わ な い 。 祝日 の 礼拝 は 常 
に 集団 で 行わ れる 為 、 義 務 で は な い 礼 拝 で は な く 、 ワ ー ジ ブ で 
ある こと が 明らか で ある 。」 こ の よう に 、 預 言 者 ムハンマド ( 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 常に 行わ れ た 崇拝 
行為 が リー ジブ で ある こと は 明らか で す 。 僅か 学者 ザビ ー デ 
ィ (アッ ラー の 慈 悲 が あり ます よう に ) は 「 イ フ ヤ ー」 の 注釈 
で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 
祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 継続 的 に 行わ れ て いた 上 崇拝 行 
為 は リー ジブ と な る 。 ファ ルド で ある こと を 示す こと は で き な 
い 。」 偉大 な 学者 で あり 宗教 担当 者 で ある アブ ー・ ス ウー ド 師 
(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 フ ァ ト ゥ フッ ラー 
・ イ ルム イン 」 と 言う 書物 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 預 言 
者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 継 
続 的 に 行わ れる こと は 、 と これ が ワー ジブ で ある こと を 示す 。」 
( (イブ プ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) は 、 ウ ドゥ ー の スン ナ に 関す る 項 で 次 の よう に 語っ て いま す 
。 「 預 言 者 ム ヘ ムン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) が 継続 的 に 行わ れ た 崇拝 行為 を 全く 放棄 され な か っ た の で 
あれ ば 、 ム アッ カ ダ の スン ナ で ある 。 放棄 され た か っ た 上 で 、 
放棄 し た 人 を 償 定 し て お られ た の で あれ ば 、 ワ ー ジ ブ と な る 。 
な ぜ な ら 、 耕 定 し な か っ た と いう こと は 、 結 果 と し て 放棄 し た 
こと と な る か ら で あ る 。 こ の 為 、 ア ブー・ ス ウー ド 師 は 、 全 く 
放棄 せ ず に 継続 され た こと が ワー ジブ で ある と 言わ れ て いる 。 
」 双方 と も ゃ 、 正 当 な 理由 な く 放 棄 す る こと が 絶対 的 な マク ルー 
フ で ある こと と を 、 礼 拝 の マク ルー フ の 最後 で 示し て いま す 。) 
務 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 
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は 説話 を 、 常 に アラ ビア 語 だ け で 行わ れ て いた と と は 、 ア ラ 
ビア 語 で 行う こと が ワー ジブ で ある こと を 示し て いま す 。 従っ 
て 、 説 話 を アラ ビア 語 以外 の 言葉 で 行う こと 、 及 び ア ラビ ア 語 
と 翻訳 され た 言語 の 両方 で 行う こと は 絶対 的 に マク ルー フ で す 
。 な ぜ な ら 一 つ 目 で は アラ ビア 語 で 行う こと を 放棄 し た こと に 
な る か ら で す 。 ( 二 つ 目 で は 、 説 話 を アラ ビア 語 の み で 行う こ 
と を 放棄 し た こと に な る か ら で す 。 双方 と も 、 預 言 者 ム ハ ン マ 
ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 継続 的 に 行わ 
れ て いた こと を 放棄 し た こと に な り ま す 。 同様 に 、 礼 拝 を 始め 
る 時 の タク ビー ル を アラ ビア 語 で 唱え る こと 、 こ れ ら の 間 で 「 
アッ ラー フ ・ ア クベ バル 」| と 唱え る こと は それ ぞ れ 別 の 二 つの 
の の の om の 
ルー フ で す 。 な ぜ な ら 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) は 、 常 に アラ ビア 語 で 「 ア ッ ラ ー フ ・ ア 
ク バ ル 」| と 唱え られ て お り 、 こ と これ を 唱え る こと は ワー ジブ で あ 
り 、 放 棄 す る こと は 絶対 的 な マク ルー フ で ある か ら で す 。 イブ 
ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、[ 
ラッ ド ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」| で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 マ 
クル ー フ と は 、 ワ ー ジ ブ も し く は スン ナ で ある こと が 放棄 され 
る こと で ある 。 一 つ 目 は 絶対 的 な マク ルー フ 、 二 つ 目 は ハラ ー 
ル に 近い マク ルー フ で ある 。 |」 「 ハ ラー ビ ・ カ ビー ル 」| で は 
| スン ナ を 放棄 する こと は ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で ある 。 
ワー ジブ を 放棄 する こと は 絶対 的 な マク ルー フ で ある 」 と 言わ 
れ て いま す 。 

| ファ タワ ー イ ・ シ ラー ジー ヤ |」 で は 「 説 話 を ペル シア 語 
で 行う こと は 合法 で ある 」 と 言わ れ て いま す 。 こ の 言葉 に 対し 
、 説 話 を アラ ビア 語 以外 で 行う こと は 合法 で あり 、 絶 対 的 も し 
く は ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で は な い 、 と ファ トッ ワー を 出 
すこ と が 人 逸脱 で す 。 な ぜ な ら シ ラー ジー ヤ の 言葉 で は 「 有 効 で 
ある | と され て いる か ら で す 。 こ れ は 、 マ クル ー フ で は な い 、 
と いう こと を 示す も の で は あり ませ ん 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン 
(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 レ ッ ド ・ ウ ル ・ ム 
フタ ー ル 」 で 、「 有 効 で ある と いう と と は 、 マ クル ー フ で は な 
いと と を 示す も の で は な い | と し て いま す 。 ムハンマド ・ ア ブ 
ドゥ ル ハ ウィ ー・ ル ク ナ ウ ィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よ 
うに ) は 、「 ウ ムダ ー ト ゥ ッ リ アー ヤ 」 と いう 本 で 次 の よう に 
語っ て いま す 。 「 説 話 が アラ ビア 語 で 行わ れる こと は 必須 条件 
で は な い 。 ペル シア 語 も し く は 他 の 言語 で 行う こと は 合法 で あ 
る 、、 と 言う 言葉 は 、 礼 拝 が 合法 と な る と いう こと を 示す 。 つ 
まり 、 金 曜 礼 振 が 有効 と な る 為 に 、 説 話 が な され る と いう 条件 
が 満た され る 、 と いう こと を 意味 する 。 説話 に 問題 が な いこ と 
を 意味 し な い 。 な ぜ な ら 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 
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と 平 安 が あり ます よう に ) は アラ ビア 語 の み で 行わ れ た か ら で 
ある 。 これら に 対し 、 絶 対 的 な マク ルー フ と な る 。」 教 友 た ち 

を 目 に し た 世代 、 及 び 人 EN し た 世代 (アッ ラー の 慈 
悲 が あり ます よう に ) は 、 説 話 え いつ で も どこ で も アラ ビア 語 
の み で 行っ て v 0 告 以外 の 言葉 で は 行わ な か っ 
た と 同様 に 、 ア ラビ ア 語 と 翻訳 され た 言語 を 両方 と も 使う こと 
人 生ま 人 作 重光 0 、 彼 ら が アジ ア で 、 ア フリ カ で 
説話 を 行っ た 時 、 聞 いて いる 人 は 誰 $ も アラ ビア 語 を 知り ませ ん 
で し 2 あら 説話 で 語ら れる こ と を 理解 し て いま せん で し た 。 か れ 


ら が 理解 で きる よう 、 翻 訳 さ れ た 言葉 で 語る こと 、 新 し く ム ス 
リム に な っ た 人 々 に イス ラー ム を 教え る こと が 必要 で あっ た に 
も 関わ ら ず 、 説 話 を アラ ビア 語 以外 で 行う こと は 合法 と 見 な し 
ませ ん で し た 。 イ スラ ー ム に つい て は 説話 以外 で 彼ら に 説明 を 
行っ て いま し た 。 説話 を 理解 し 、 イ スラ ー ム を よく 学ぶ 為 に 、 
彼ら に アラ ビア 語 を 学ぶ こと を 命じ て いま し た 。 わ た し た ちゃ 
と の 学者 た ちの よう に 行う べき で す 。) 

これ ら に 対し 、 説 話 を アラ ビア 語 以 外 で 行う こと は ビ ド ッ 
ア と な り ま す 。 絶対 的 な マク ルー フ と な り ま す 。 前 者 を 絶対 的 
な マク ルー フ と 呼び 、 後 者 を ハラ ー ル に 近い マク ルー フ と 呼ぶ 
こと は 逸脱 で す 。 な ぜ な ら ハ ラー ル に 近い マク ルー フ と は 、 ス 
ン ナ を 放棄 する こと を 指す か ら で す 。 預言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、 説 話 の 全て を 、 い つ 
で も アラ ビア 語 の み で 行わ れ た 為 、 説 話 の 全て を アラ ビア 語 の 
み で 行う こと は ワー ジブ で す 。 こ の ワー ジブ を 放棄 する こと は 
ハラ ー ル に 近い マク ルー フ で は あり えな い の で す 。 絶対 的 な マ 
クル ー フ で ある こと を 放棄 する こと は ワー ジブ で す 。 メ ヴ ラ ー 
ナ ・ バ フル ・ ウ ル ・ ウ ルー ム (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に) は 、「 ア ルカ ン ・ ウ ル ・ ア ル バ | で 次 の よう に 語っ て いま 
す 。 「 絶 対 的 な マク ルー フ で ある も の を 放棄 する こと は ワー ジ 
プ で ある 。 と の マク ルー プ を 行う と と は 、 と の ワー ジ プ を 放 乗 
する こと で ある 。」 

絶対 的 な マク ルー フ で ある こ と を 常に 行っ て いる 人 は 、 公 
正 で は あり ませ ん 。・ イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ン (アッ ラー の 慈悲 
が あり ます よう に ) は 、「 ラ ッ ド ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」 で 礼拝 
の ワー ジブ に つい て 説く 際 、 イ ブ ニ ・ ヌ ジャ イム (アッ ラー の 
慈悲 が あり ます よう に ) か ら 引 用 し 、 次 の よう に 語っ て いま す 
。 「 絶 対 的 な マク ルー フ で ある も の を 行う こと は 小さ な 罪 で あ 
る 。 小さな 罪 を 繰り 返す こと は 、 公 正 さ を 和 失わ せる 。」 説話 の 
ION ム の 公正 さも 和 失わ れ 、 罪 人 と な り ま 

彼 の 後ろ で 礼 捧 す る こと は 、 絶 対 約 な マク ルー フ と な り ま 
3 ウリ ザ フ | 及び 「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン | で 
は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 奴 隷 、 村 人 、 私 生 児 、 無 知 で 
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ある 人 で あれ ば 、 ま た 罪人 、 ビ ドゥ ア を 行う 人 で あれ ば 、 学 者 
で あっ た と し て も イマ ー ム と な る こと は マク ルー フ で ある 。 こと 
ASW ム に する こと は 罪 で ある 。」 偉大 な 学者 イ 
ブラ ー ヒ ム ・ ハ ラビ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 
、 |「 ハ ラビ ゼー・ ィ ・ カビ ー ル | で 次 の よう に 語っ て いま す 。「 
罪人 を イマ ー ム に する 人 は 、 罪 を 犯し た こと に な る 。 なぜなら 
、 罪 人 を イマ ー ム に する こと は 絶対 的 な マク ルー フ で ある か ら 
だ 。」 |「 メ ラー ク ・ ウ ル ・ フ ァ ラ ー」| で は 次 の よう に 語っ て い 
ます 。 「 罪 人 は 、 学 者 で あっ た と し て も イマ ー ム に され る こと 
は マク ルー フ で ある 。 なぜなら イス ラー ム に 従う こと に お いて 
緩み を 見 せる た めで ある 。 彼 に 反抗 する こと が ワー ジブ で ある 
。 イ マー ム と する こと 、 彼 に 敬意 を 示す こと と な る 。 イ マー ム 
と な る こと を 防ぐ こと が で き な け れ ば 、 金 曜 礼拝 や それ ぞ れ の 
礼拝 を 他 の 礼 振 で 行わ な けれ ば な ら な い 。 」 

偉大 な 学者 タフ タウ ィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう 
に ) は 、 こ の 点 を 語る 際 、「 罪 人 が イマ ー ム と され る こと は 絶 
対 的 な マク ルー フ で ある 」 と し て いま す 。 

イマ ー ム は 、 説 話 が アラ ビア 語 以外 の 言葉 で な され る 要因 
と な っ て は いけ ませ ん 。 要因 と な る こと は 罪 で す 。 な ぜ な ら 罪 
を 犯す こと を 助け る こと も 罪 で ある か ら で す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ 
ディ ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 ラ ッ ド ・ ウ 
ル ・ ム フタ ー ル | で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 罪 人 で ある イ 
マー ム の 後ろ で 礼拝 例外 を する こと は で き な い 。 罪人 で は な い 
イマ ー ム を 探す こと が 必要 で ある 。 金曜 礼拝 に つい て は そう で 
は な い 。 町 で 、 い くつ か の モス ク で 金曜 礼拝 が 行わ れ て いる 場 
合 、 金 曜 礼拝 を 罪人 で ある イマ ー ム の 後ろ で 行う こと も マク ル 
ー フ と な る 。 なぜなら 他 の イマ ー ム の 後ろ で 礼 振 す る こと が 可 
肥 で ある が ら で め る 。 | (プア ドウ ワル ・ カ アイ ニル |) で 
この よう に 書か れ て いる 。」 従っ て 、 ア ラビ ア 語 以外 の 言葉 で 
翻訳 文 を 読み 上 げ る イマ ー ム の 後ろ で は 礼拝 を し て は な ら ず 、 
説話 を アラ ビア 語 の み で 行う イマ ー ム を 探す べき で す 。 人 金曜 礼 
捧 を その 人 の 後ろ で 行う べき な の で す 。 「Et-tahk1kat-us 
seniyye fi kerahet-il-hutbet-i bi-gayryl' arabiyye ve 
kiraetiha bil arabiyyeti ma'a tercemetiha bi-qgayr- 昌 
arabiyyeti] と いう 本 を 読ん で くだ さい 。 

偉大 な 学者 ムハンマド ・ タ ミー ミー・ マ ドラ シー の 文章 の 
翻訳 は ここ まで で す 。 

上 記 の 文章 は 、1349 年 (西暦 1931 年 ) に 、 イ ンド に お いて 
で アラ ビア 語 で と し て 書か れ 、 イ ンド の 最も 偉大 な 十 人 の 学者 
に よっ て 評価 され 、 に 
還 全 の ウッ ドウ ワー と 共に 、 イ ンド の |「 デ ィ オ ベン ド 」 及び 「 
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バー キヤ トゥ ッッ サー リハ ー ト ッ 」| 及び 「 マ ドラ ス | さら に は 「 
ハイ ダラ バー ド 」 と いう 、 学 者 た ちの アラ ビア 語 の ファ トッ ワ 
ー が は 1396 年 (西暦 1976 年 ) に イス タ ンプ ー ル で 出版 され て い 
ます 。 オ スマ ー ン 朝 時 代 、 世 界 的 に 名 が 知ら れ た 何 千 も $ の 立派 
な 学者 た ちや イス ラー ム 世 界 の 有力 者 た ち (アッ ラー の 慈悲 が 
あり ます よう に ) は 、 人 々 が 説話 を 理解 で きる よう な 、 手 段 を 
求め て きま し た 。 説話 に お いて 、 ト ルコ 語 の 翻訳 に つい て 合法 
で ある と は 見 な され ず 、 そ れ を 許可 も し ませ ん で し た 。 信者 集 
団 に 説話 の 意味 を 説明 する 為 に 、 そ れ ぞ れ の モス ク で 礼拝 の 後 
、 金 曜日 の 勉強 会 が 開 ぬ ふれ ま し た 。 600 年 間 、 こ の 形 で 人 々 に 
説話 が 教え られ 、 こ れ に より イス ラー ム か ら の 逸脱 を ふせ いで 
きた の で す 。) 

祝日 (イー ド ) の 礼拝 の 追加 の タク ビー ル は 九 つ あり ます 
。 一 つが ファ ルド 、 一 つが スン ナ 、 世 つ が ワー ジブ プ で す 。 最初 
の ルク ウ に お ける タク ビー ル は スン ナ で す 。 追加 の タク ビー ル 
は ワー ジブ で す 。 そ し て 二 回 目 の ラ カー ト の ルク ウ の タク ビー 
ル は 、 ワ ー ジ ブ と 共に ワー ジブ と な り ま す 。 


礼拝 を する こと 


「 (イス ラー ム の 恵み 」 ) で 書か れん て いる よう に 、 知 性 を 
持ち 、 成 人 し て いる ムスリム が 毎日 五 回 の 礼拝 を 行う こと は フ 
ァ ル ド で す 。 誰 も 、 誰 か の 代わ り に 礼 振 す る こと は で きま せん 
。 人 は 、 行 っ た 礼拝 や その 他 の 崇拝 行為 の 報 胡 を 、 (生き て い 
る 、 死 ん で いる か を 間 わ ず ) 他 者 に 贈る こ と が は で きま す 。 ( 
自分 自身 に 与え られ た だ け の 報 胡 が 、 彼 ら の それ ぞ れ に 報奨 と 
し て 与え られ ます 。 自分 の 報奨 は 全く 減り ませ ん 。) 債権 者 、 
すなわち 借り が ある 相手 の 取り 分 か ら 逃 れる た め に 礼拝 を し 、 
それ を 寄付 する こと は 合法 で は あり ませ ん 。 人 生ま の ッ p 
ある こと を 信じ 、 正 当 な 理由 な く 怠 慢 で 礼拝 を し な い 人 は 不信 
心 者 と は な り ま せん 。 罪人 と な り ま す 。 (一 回 の 礼拝 の 為 に 地 
獄 で 七 万 年 焼 か れる こと が 教え られ て いま す 。) 礼拝 を し 始め 
る まで 、 収 監 さ れ ま す 。 子供 は 七 歳 に な る と 礼拝 を する よう 命 
じ ら れ ます 。 十 歳 に な っ て 礼拝 を し な けれ ば 、 手 で 打 た れ ま す 
。 三 回 より 多く 打 た れる こと は あり ませ ん 。 棒 で 打つ こと も で 
きま せん 。 た だ 、 殺 人 を 犯し た 大 人 を 、 判 事 の 決定 に よっ て 打 
つこ と が で きま す 。 夫 は 妻 を 棒 で 打つ こと は で きま せん 。 ( ど 
の よう な 生き 物 で あれ 、 そ の 頭 、 顔 、 胸 、 腹 部 を 打つ こと は 合 
法 で は あり ませ ん 。) 病人 も 、 力 が 及ぶ 限り は 礼拝 を する こと 
が ファ ルド で す 。 


ーー 


差し 障 り が ある こと 


ウド ッ ゥ ッ ー を 損なわ せる も の が 体 か ら 出 る 状態 が 継続 的 で あ 
れ ば 、「 差 し 障 り 」 と 呼ば れ ま す 。 恨 、 分 泌 物 、 放 恨 お な ら 、 
鼻血 、 傷 か ら の 出血 や 腹 、 痛み や 腫れ の 為 の 目 か ら の 出血 が 継 
続 し て いる 場合 れ ば 、 こ うい っ た 人 も しく は 不正 出血 が ある 人 
は 「 差 し 障 り の ある 人 | と 呼ば れ ま す 。 留め 具 、 薬 を 使い 、、 
も し く は 礼拝 を 座っ て 、 ま た は も し く は イメ ー ジ に よっ て で 行 
っ て い 、 こ れ ら を 止め る こと が 必要 で す 。 ( 尿 を 漏らす 男性 は 
、 尿道 能動 に 大 麦 ほど の 天然 の 綿 を 入れ ます 。 人 口 綿 を 使う と 
、 繊 維 が 臓器 に 入り 炎症 を 起こ す 可 邊 人 性 が あり ます 。 尿 を する 
と それ は ひと り で に 外 に に 出 ます 。 尿 を 多く 漏らす 場 合 は 、 尿 が 
浸透 し て 外 に 漏れ て し まい 、 ウ ドッ ー ー が 損なわ れ ま す 。 漏れ た 
尿 が 下着 を 汚さ な いこ と が 必要 で す 。 こ の 為 に は 、 尿 が 出る と 
ころ に ガー ゼ を 巻き 、 端 に 結ん だ 糸 で 巻き 、 結 び ま す 。 糸 の 動 
く 端 の 輪 の 部 分 を 安全 ピン で 下着 に 固定 し ます 。 尿 が 多く 漏れ 
る 場合 、 ガ ー ゼ の 中 に 人 0 糸 の 端 の 輪 
が ピン を くぐる の が 難し けれ ば S 留め 具 を つけ 、 輸 を これ 
に 通し ます 。 輪 は そこ か ら 容 易 に ああ と が で きま す 。 ガ ー ゼ 
は 三 回 、 流 水 で 洗い ます 。 尿 を 漏らす 人 は 、 ポ ケッ ト に 数 枚 の 
ガー ゼ を 入れ て お くべ き で す 。 系 付き の ガー ゼ を 用 意 し る 為 に 
、12X12 セ ンチ の 幅 の ガー ゼ の 一 角 を 折り 、 ここ に 50 セ ンチ ほ 
どの 弦 を 結び 付け ます 。 高 齢 者 及び 一 部 の 病人 で は 排尿 器官 が 
小さ く な り 、 そ こ に 巻い た ガー ゼ が と れ て し まい ます 。 この よ 
うな 人 は 小さ な ナイ ロン の 袋 に ハン カチ ほど の ガー ゼ を つけ 、 
排尿 器官 を 袋 に 入れ ます 。 袋 の 口 を 纏 り ます 。 ガ ー ゼ に 一 ディ 
ル ヘ へ ム 以 上 の 尿 が た まれ ば 、 ウ ドッ ー を 行う 際 に ガー ゼ を 交換 
好感 し ます 。 礼拝 の 時 間 が 過ぎ る と 、 差 差し 障 り を 持つ 人 の ウ 
ドゥ ッ ー は 無効 に な り ま す 。 時 間 が 過ぎ る 前 に 、 差 し さわ り の 理 
由 で ある も の の 他 、 何 ら か の 理由 に よっ て も ウド ゥ ー は 無効 と 
な り ま す 。 例 えば 鼻 の 一 方 か ら 血 が 出 て いる 時 に ウド ゥ ー を し 
、 そ れ か ら も ゃ も う 片 方 の 邊 か ら も 血 が 出 始め れ ば 、 ウ ドゥ ッ ー は 無 
効 と な り ま す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で も シャ ー フ ィ ー 派 で や 、 差 し 障 
り の 持ち 主 と な る 為 に は 、 ウ ドゥ ッ ー を 損なう も の が 一 回 の 礼拝 
の 時 間 中 、 流 れ 続 ける 必要 が あり ます 。 ウ ドゥー を 行い 、 そ の 
時 間 の ファ ルド の 礼拝 を 行う だ け の 時 間 、 そ れ が 出 て いな けれ 
ば 、 差 し 障 り の 持ち 主 と は な り ま せん 。 誰か が 差し 障 り の ある 
状態 と な れ ば 、 そ の 後 の 礼拝 の 時 間 に お いて 一 回 、 一 滴 で も そ 
れ が 出 て いれ ば 、 差 し 障 り の ある 状態 は その 時 間 ゃ 継続 し ます 
。 一 回 の 礼拝 の 時 間 帯 に 全く それ が 出 な けれ ば 、 差 し 障 り の あ 
る 状態 は 終わ り ま す 。 差し 障 り の 原因 で ある 汚れ が 衣服 に 一 デ 
ィ ル ヘム 以上 付着 し た 時 すれ ば 、 再 び 付 着 し な いよ うそ れ を 防 
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ぐ こ と が 可 能 で あれ ば 、 付 着 し た 場所 を 洗う こと が 必要 で す 。 
「 ア ル ・ フ ィ ク フ ・ ア ラル ・ マ ザー ヒ ブ ・ イ ラル バ 」 で は 次 の 
よう に 語ら ちら れ て いま す 。 「 病 人 が 、 マ ー リ キー 派 に よっ て 差し 
障 り の ある 状態 と な る 為 に 、 二 つの 見 解 が ある 。 一 つ 目 の 見 解 
に よれ ば 、 ウ ドッ ゥ ッ ー を 損なわ せる も の が 一 回 の 礼拝 の 時 間 の 半 
分 以上 継続 する こと 、 始 まっ た 、 及 び 終 わっ た 時 間 が 明らか で 
な いこ と と が 必要 と な る 。 二 つ 目 の 見 解 に よれ ば 、 一 つ 目 の 見 解 
の 二 つ の 条件 を 満た し て いな く て も 、 こ れ ら が 出る 状態 が 始ま 
れ ば 、 病 人 は 差し 障 り の ある 状態 と な る 。 ウ ドゥ ッ ー は 損なわ れ 
な い 。 そ れ が 止ま っ た 時 間 が 分 か れ ば 、 礼 拝 を する 際 に ウド ッ 
ー を 行う こと が ム ス タ ハ ブ と な る 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で も シャ ー フ 
ィ ー 派 で も ゃ も 差し障り の ある 状態 に は な れ な い 病 人 や 老人 は 、 マ 
ー リ キー 派 の 二 つ 目 の 見 解 に 従う 。」 

グ ス ル を 行う こと で 病気 に な る こと 、 病 気 が 悪 化す る こと 
、 や もしくは 治癒 が 遅れ る こと を 恐れ る 人 は タ ヤ ン ム ム を 行い ま 
す 。 こ と の 恐れ は 、 自 ら の 経験 、 も し く は ムスリム で あり 公正 な 
医師 が 告げ る こと に よっ て 明らか に な り ま す 。 罪 を 犯し た こと 
が 誰 に も 言及 され て いな い 医 師 の 言葉 $ 認 め ら れ ま す 。 寒い 時 
期 、 身 を 寄せ る 場所 も 水 を 温め る も の も な く 、 町 に お いて は 公 
衆 浴場 の お 金 $ 持 っ て いな い 場 合 、 病 気 の 原因 と な り 得 ます 。 
ハナ フィ ー 派 で は 一 回 の タ ヤ ン ム ム で 望 区 む だ け の ファ ルド の 
礼拝 を 行う こと が で きま す 。 シャーフ ィ ー 派 や マー リキ ー 派 で 
は 、 そ れ ぞ れ の ファ ルド の 為 に タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 ウ ドッ 
ー で 洗う べき 器官 の 半分 以上 が 傷つい て いる 人 は タ ヤ ン ム ム を 
行い ます 。 傷 が 半分 以下 で あれ ば 、 健 康 な 場所 を 洗い 、 傷 の 部 
分 は な で つけ ます 。 グ スル で は 全身 が 一 つの 器官 と を 見 な され 
る た め 、 全 身 の 半 部 以上 に 傷 が あれ ば 、 タ ヤン ム ム を 行い ます 
。 傷 つい た 場所 が 半分 以下 で あれ ば 、 健 康 な 場所 を 洗い 、 傷 つ 
いた 場所 は 湿ら せま す 。 湿ら せる こと が 傷 に 害 を 及ぼ す 場 合 、 
包帯 を 撫で ます 。 こ れ ゃ 害 を 及ぼ す 場 合 、 湿 らち せる こと を 断念 
し ます 。 ウ ドゥ ー で も グ ス ル で も ゃ も 、 頭 を 湿ら せる こと が 害 を 及 
ぼ す 場合 、 頭 を 湿ら せる こと は し ませ ん 。 手 に 傷 や 湿疹 が あり 
、 水 を 使え な い 人 は タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 顔 や 腕 を 地面 に ( 
レン ガ 、 土 。 石 の 壁 に ) 漬け ます 。 手 や 足 が 切 れ て いる 人 の 顔 
に ゃ る 傷 が あれ ば 、 礼 拝 は ウド ゥ ー な し で 行い ます 。 ウ ドッ ゥ ッ ー を 
させ て くれ る 人 が 見 つけ られ な い 人 は タ ヤ ン ム ム を 行い ます 。 
子供 、 奴 隷 、 有 償 で 雇っ た 人 は 援助 を する 義務 が あり ます 。 そ 
れ 以 外 の 人 に も ゃ 援助 を 求め る こと と は で きま す 。 し か し それ 以外 
の 人 は 援助 する 義務 を 負い ませ ん 。 夫 や 妻 も る 、 互 い の ウ ドゥ ー 
を 助け る 義務 は 負い ませ ん 。 

採血 され た り 、 ヒ ル に 血 を 吸わ せ た り 、 傷 や 湿疹 が で きた 
り 、 骨 が 折れ た り 痛 ん だ り し て 包帯 ( 綿 、 ガ ー ゼ 、 そ の 上 に パ 
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ッ チ 、 軟 連 ) を 巻い て いる 人 は 、 そ こ を 水 も し く は 湯 で 洗い 、 
し く は 湿ら せる こと が で き な け れ ば 、 ウ ドゥー で も グ ス ル で 
、 そ の 半分 以上 の 部 分 の 上 を 湿ら せま す 。 包帯 を 外す こと が 
を 及ぼ す 場 合 、 そ の 下 の 健康 な 部 分 を 洗う は し ませ ん 。 
包帯 の 間 か ら 見 える 皮膚 の 部 分 を 湿ら せま す 。 帯 は 、 ウ ドッ 
ー の ある 状態 で まく 必要 は あり ませ ん 。 6 包帯 を 変 
える 場合 、 他 の 包帯 が 巻 か れ た と し て も 新しい も の を 湿ら せる 
必要 は あり ませ ん 。 


病人 の 礼拝 


「 イ スラ ー ム の 恵み | で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 
立っ て いら れ な い 、 も し く は 立っ て いる と 病気 が 悪化 する 懸念 
の ある 病人 は 、 礼 拝 を 座っ て 行い 、 ル クウ の 為 に NSP 
が め ま す 。 それから 置き 直り 、 床 に サジ ュ ダ を 行い ます 。 

形 で 座り ます 。 膝 を 月 すこ と 、 あ ぐら を か く こ と 、 IE 
座り 、 肘 を 膝 の 周囲 で 輸 の 形 に し て 座る こと $ ゃ 合法 で す 。 頭痛 

歯痛 、 目 の 痛み ゃ 病気 と 見 な され ます 。 英 に 見 られ る 恐れ も 
差し 障 り の ある 状 能 E で す 。 立ち 上 が る と ウド ゥ ー が 損なわ れる 
人 ゃ 座っ て 礼拝 し ます 。 何 か に も た れ て 立て る 人 は 、 も た れ て 
礼 振 を 行い ます 。 立 位 を 長く 保 て な い 人 は 、 最 初 の タク ビー ル 
を 立っ て 行い 、 痛 み が 出 れ ば 座っ て 礼拝 を 続け ます 。 

DS SN AS RSS 6 
え 、 ル クウ や サジ ュ ダ の 為 に は 座っ て イメ ー ジ で 行い ます 。 
位 で 、 ル クウ の 為 に 少し 、 サ ジュ ダ の 為 に より 深く 身 を 折り ま 
す 。 体 を 折る こと が で き な い 人 は 頭 を 下げ ます 。 何 か の 上 に サ 

た も ゃ も の 
れ ば 、 
し 


ジュ ダ を する こと は 必要 で は あり ませ ん 。 持ち 上 げ ら れ 

の 上 で サジ ュ ダ を 行う 際 、 ル クウ の 時 より ゃ 深く 身 を 折 

イメ ー ジ で 行っ た こと と な り ま す 。 礼拝 は 有効 と な り ま す 。 

か し 手 で 何 か を 持ち 上 げ る こと は 不要 で す 。 も た れ て 座る こと 
が 可能 で あれ ば 、 寝 て イメ ー ジ で 行う こと は 合法 と は な り ま せ 
。 務 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
こ ) は 、 病 人 が 前 に 枕 を 置き 、 そ と に サジ ュ ダ し て いる の を ご ど ご 
覧 に な り 、 枕 を 取り 払わ れ ま し た 。 病人 は 前 に 板 を 置き まし た 
それ も 取り 払わ れ ま し た 。 「 で きる の で あれ ば 、 額 を 床 に つ 
け て 礼拝 し な さい 。 そ れ が で き な け れ ば 、 イ メー ジ で 行い な さ 
い 。 サ ジュ ダ の 時 に は ルク ウ よ り も より 深く 身 を 折り な さい | 
と 言わ れ ま し た 。 「 バ フル ・ ウ ル ・ ラ ー イ ク | で 示さ れ て いる 
よう に 、 イ ムラ ー ン 家 章 第 191 節 で は 、 「 ま た は 立ち , また は 
座り , また は 横たわっ て (不断 に ) アッ ラー を 唱 念 し |」 と あり 
ます 。 イ ムラ ー ン ・ ビ ン ・ フ サイ ン が 病気 に な る と 、 預 言 者 ム 
ハン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 彼 に 「 
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” 量 訓 で 


立っ て 行い な さい 。 そ れ が で き な け れ ば 座っ て 行い な さい 。 そ 
れ も で き な け れ ば 横向 きも ゃ も しく は 仰 向 き に 寝 て 行い な さい | と 
言わ れ て いま す 。 (この よう に 、 立 て な い 病 人 は 座っ て 礼拝 す 
る 。 座 れ な い 病 人 は 寝 て 礼拝 し ます 。 ど うい う 形 で あれ 座れ な 
い 人 は 、 寝 て 行い ます 。 床 に 座れ な い 病 人 及び バス や 飛行 機 に 
乗っ て いる 人 が 、 ソ ファ ー や いす に 座っ て 、 足 を 下 に お ろ し た 
まま 礼拝 する こと は 合法 と は な り ま せん 。 集団 礼拝 に 行く と 立 
っ て 礼拝 で き な い 人 は 、 家 で 立っ て 行い ます 。 以 下 の 20 個 の 事 
柄 の うち ーー つが ある こと は 、 集 団 礼拝 に に 行か な い 為 の 正当 な 理 
由 と な り ま す 。 雨 、 酷 財 、 酷 寒 、 生 命 や 財産 を 襲 2 
、 仲 間 が 去っ て し まい 、 道 中 で 一 人 に な っ て し まう 恐 | 
2 芝 で か 寅 還 で 全 の ジ ピ 人 0 らら て の 因 に の 
が ある こと 、 失 明 し て いる こと 、 歩 け な い ほど に マヒ が ある こ 
と 、 片 足 が 切 断 さ れ て いる こと 、 病 気 、 手 足 が 不 自由 で ある こ 
と 、 泥 、 歩 け な い こと 、 歩 け な い 老人 、 め っ た に な い 法 学 の 授 
業 を 逃す こと 、 好 き な 食事 を 逃す 恐れ 、 旅 行 の 為 に 動い て いる 
こと 、 代 わり に な る 人 を 見 つけ られ な い 看 護 人 、 夜 の 強風 、 ト 
ィ イレ を 我慢 し て いる こ と 、 病 気 の 悪 化 も し く は 治癒 の 遅れ を 恐 
れる 病人 、 有 護 護 人 の いな い 状態 に な っ て し まう 病人 を 監護 し て 
いる 人 、 高 齢 の 為 歩く こと が 困難 で ある こと は 、 人 金曜 礼 振 に 参 
加 し な いこ と に つい て の 正当 な 理由 と な り ま す , 集団 礼拝 に 歩 
いて 行き 来 す る こと は 、 乗 り 物 に 乗っ て いく と と より も ゃ 徳 が あ 
り ま す 。 モ スク で は 椅子 や ソフ ァ ー に 座っ て イメ ー ジ で 礼拝 す 
る と と は 合法 と は な り ま せん 。 イ スラ ー ム が 教え て いな い 形 で 

過 振 行為 を 行う こと は ビ ド ゥ ア に な り ま す 。 ビ ドッ ゥ ッ ア を 行う こ 
と が 大 き な 罪 で ある こと は 、 法 学 の 書物 で 書か れ て いま す 。 

キ プ ブラ に 向かう こと の で き な い 病人 は 、 容 易 で ある 方 向 に 
向かっ て 礼拝 し ます 。 仰 向け に 寝 て いる 人 は 頭 の 下 に 何 か を 置 
き 、 顔 を キ ブ ラ に 向け て 礼拝 し ます 。 膝 を 曲げ る と より 良い と 
され ます 。 頭 で イメー ジ も で き な い 病人 は 、 礼 拝 を カ ダ ー に 残 
すこ と が 合法 と な り ま す 。 礼 拝 中 に 病気 に な っ た 人 は 、 で きる 
限り 継続 し ます 。 座 っ て 礼拝 し て いる 病人 は 、 礼 拝 中 に 回 復 す 
れ ば 、 立 ち 上 が っ て 礼拝 を 続け ます 。 知性 や 意識 を 失っ た 人 は 
礼 振 を し ませ ん 。 五 回 の 礼拝 が 過ぎ る 前 に 回 復 す れ ば 、 五 回 分 
を カ ダ ー し ます 。 六 回 を 過ぎ れ ば 、 カ ダー は 全く 行い ませ ん 。 

イメ ー ジ で も ゃ 礼拝 を する こと が で き な い 人 は 、 礼 拝 を 急い 
で カ ダ ー に 残す こと が ファ ルド と な り ま す 。 カ ダー を する 時 間 
も な く 死 を 迎え れ ば 、 で き な か っ た 礼拝 の 償い の 為 に フィ ドッ 
ヤ を 払う 遺言 を 残す こ 2 は な り ま せん 。 カ ダー で 
きる だ け の 時 間 、 健 康 で いた 場合 に は 、 遺 言 を 残す こ 内 
ジブ と な り ま す 。 靖 千 お 乱入 護 者 、 さ ら に 
他人 が 自分 の 財産 で 償い を する こと は 合 合法 で ある と 言 5 
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ます 。 「 イ スラ ー ム の 恵み 」 の 翻訳 は ここ と まで で す 。 

さら に 、 聖 ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 言わ れ て いま す 。「 
困 欠 は 、24 の 事柄 か ら も た ら さ れる 。 

1. 必要 に 人 迫 られ て いな い の に 立っ て 排尿 する こと 
. グ ス ル が 必要 な 状態 6 和束 ある 中 
. パン くず を 大 切 に せ ず 、 踏 みつ ける こと 
. 玉ねぎ や ニン ジン の 度 を 火 に いれ る こと 
目 上 の 人 の 前 で 歩く こと 
父 や 母 を 名 前 で 呼ぶ こと 
木 や スポ ンジ の 切れ 端 で 歯 を いじ る こと 
手 を スラ イム 状 の も の で 洗う こと 

ロバ の 上 に 座る こと 
10. 排尿 し た 場所 で ウド ゥ ー を する こと 
11. ボウ ー ル や 陶器 を 洗わ ず に 料理 を 入れ る こと 
12. 服 を 上 に 縫い 付け る こと 
13. 空腹 の と き に 玉ねぎ を 食べ る こと 
14. 顔 を 裾 で 拭く こと 
15. 家 に クモ を 放つ こと 
16. 夜明け 前 の 礼拝 を し て 、 モ スク か ら 急 いで 出る こと 
17. 市 場 に 早く 行き 、 遅 く 戻 る こと 
0 NN 人 有 の ee 
19. 父 や 母 に 悪い ドゥ アド ゥ アー を 行う こと 
20. 裸 で 寝る こと 
21. 大 砲 を 覆い の な い 状 態 で 置く こと 
22. ろう そく の 火 を 、 息 で 吹き 消す こと 
23. 全て を 、 ビ スミ ッ ラ ー と 言わ ず に 始め る こと 
24. シャ ルール を 立っ を た まま 着る こと 
時 「 イ ン ナ ー アー タイ ナー」 の 章 を 読み 、 


その 後 。 「 主 よ 、 私 を 夜明け 前 の 礼拝 の 時 間 に 目覚 め さ せ て く 
3 ば 、 アッ ラー の 許し に より 、 そ の 人 は 朝 の 礼拝 


o 6 の の KR oO) 
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礼拝 の 重要 性 


「 ア シア トゥ ル ・ ラ マー トッ 」 の 本 に は 、 礼 拝 の 重要 性 を 
示す 多く の ハデ ィ ー ス が あり ます 。 こ の 本 は 、「 ミ シュ カー ト 
ゥ ル ・ マ サー ビー フ 」| と いう ハデ ィ ー ス 本 の ペル シア 語 版 で す 
。 イン ド の 僅 大 な イス ラー ム 学 者 の 一 人 アプ ドゥ ル ハ ッ ク ・ ビ 
ン ・ サ イフ ッ デ ィ ー ン ・ ダ フラ ウィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり 
ます よう に ) が 書い た も の で す 。 1384 年 (西暦 1964 年 ) に リュ 
クノ ヴ の 町 で 第 9 版 が 出さ れ て いま す 。 四 巻 に な り ま す 。 「 マ 
サー ビー フ | の 本 は 、 ム ヒー スン ナ ・ フ サイ ン ・ ベ ベガ ウィー ( 
アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) が 書い た も の で す 。 ム ハン 
マ ド ・ ワ リー ユ ッ デ ィ ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 
が これ を 編集 し 、「 ミ シュ カー ト ・ ウ ル ・ マ サー ビー フ 」 の 名 
を つけ て いま す 。 ア ブ ド ゥ ル ハ ッ ク ・ ダ フラ ウィ ー は 1052 年 ( 
西暦 1642 年 ) に ダル ヒー で 亡くな っ て いま す 。 

アラ ビア 語 で 1} は 礼拝 を 「 サラ ー ト 」 と 言い ます 。 サ ラー ト 
は そもそも 、 ド ゥ ッ ア ドッ ゥ アー、 慈 悲 、 悔 悟 を 意味 し ます 。 礼拝 
に は この 三 つ の 意味 が 全て 含ま れ て いる た め 、 礼 拝 を サラ ー ト 
と 呼び まし た 。 

1. アブ ー・ フ ライ ラ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) は 伝え て いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) は 、「 五 回 の 礼拝 と 金曜 礼拝 は 、 次 の 
金曜 礼拝 まで 、 そ し て ラマ ダー ン 月 の 断食 は 次 の ラマ ダー ン 月 
まで に 行わ れる 罪 の 償い で ある 。 大 き な 罪 を 犯す こと を 避け る 
人 々 が 、 小 さ な 罪 を 許さ れる 要因 と な る 。」 途中 で 犯さ れ た 小 
さ な 罪 の 為 に 、 他 の ムスリム の 取り 分 が な い 人 を な くし て いき 
ます 。 小さ な 罪 が 全て 許さ れ 、 終 わっ た 人 々 は 、 大 き な 罪 の 為 
の 懲罰 が 軽減 され る 要因 と な り ま す 。 大きな 罪 が 許さ れる 為 に 
は 悔 悟 す る こと ゃ 必要 で す 。 大きな 罪 が な けれ ば 。 そ の 位階 が 
上 げ ら れる 要因 と な り ま す 。 こ れ ら の 聖 ハ ディ ー ス は 「 ム スリ 
ム | に 記載 され て いま す 。 五 回 の 礼拝 に 不足 が ある 人 が 許さ れ 
る に は 、 金 曜 礼拝 が 必要 要因 と な り ま す 。 金曜 礼拝 $ 不足 が あ 
れ ば 、 ラ マダ ー ン 月 の 断食 が 必要 要因 と な り ま す 。 

2. また アブ ー・ フ ライ ラ が 伝え て いま す 。 六 言 者 ム ハ ン 
マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し 
た 。 「 門 の 前 に 川 が 流れ る 人 は 、 こ の 水 で 毎日 五 回 体 を 洗え ば 
、 体 に 汚れ が 残る だ ろう か ?」 教 友 た ち が 答 え 、「 い いえ 、 全 
く 汚れ は 残り ませ ん 、 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 」 と 言い まし た 。 預言 
者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 「 
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日 の 五 回 の 礼拝 $ 同 じ で ある 。 五 回 の 礼拝 を 行う 人 の 小さ な 人 罪 
を 、 ア ッ ラ ー は 無 と され る 」| と 言わ れ ま し た 。 こ の 聖 ハ ディ ー 
ス は 「 ブ ハー リー| 及び 「 ム スリ ム | に 記載 され て いま す 。 

3. アブ ドゥ ラー・ イ ブ ニ ・ マ スー ド (アッ ラー が お 喜び 
くだ さい ます よう に ) は 伝え て いま す 。 一 人 の 人 が 、 他 人 で あ 
る 女性 に キス を し まし た 。 す な わ ち 、 ア ン サ ー ル (マッ カ の 元 
々 の 住民 ) の 一 人 が ナツ メ ヤ シ を 売っ て お り 、 こ の 女性 は ナツ 
メ ヤ シ を 買い に IO こ 対 し 、 動 物 的 な 

感情 が 生じ させ た た め に 、 「 た の で し た 。 家 に も っ と よい も ゃ も の 
0 来 な さい 、 そ ちら を あげ よう 」| 、 と 言い まし た 。 家 
に つく と 女性 を 抱き し め 、 キ ス を し まし た 。 女 性 は 「 何 を し て 
いる の 、 ア ッ ラ ー を 菅 れ な さい | と 言い まし た 。 彼 $ 後 悔し ま 
し た 。 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) の も と に 来 て 、 行 っ た こと を 話し まし た 。 聞 言 者 ム ハ ン 
マ ド (アッ ラー ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 0! に ) は 彼 に 返事 を 
され ませ ん で し た 。 ア ッ ラ ー か ら 世 示 を 待た れん た の で し た 。 そ 
の 後 、 こ の 人 は 礼拝 を し まし た 。 ア ッ ラ ー は フー ド 章 の 第 115 
節 を 下さ れ ま し た 。 こ の 章 旬 で は 「 礼 拝 は 昼間 の 両端 に お いて 
, また 夜 の 初め の 時 に , 務め を 守れ 。 本 当 に 善行 は , 悪行 を 消 
滅 さ せる | と 言わ れ て いま す 。 昼間 の 両端 と は 午前 と 午後 を 意 
味 し ます 。 つ まり 夜明け 前 の 礼拝 、 正 午 の 礼拝 、。 午後 の 礼拝 
で す 。 夜 の 初め の 時 と は 、 日 没 の 礼拝 と 夜半 の 礼拝 で す 。 こ の 
章 句 で は 、 毎 日 の 五 回 の 礼拝 が 罪 の 許し の 要因 に な る こと を 教 
えて いま す 。 こ の 人 は 、 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ ! この 吉報 は た だ 
私 に の み 下 され た の で すか ? それ と も 全 ウ ンマ の 為 で すか ? 」 
と 尋ね まし た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) は 、「 全 ウン マ の 為 だ 」 と 言わ れ ま し た 。 こ の 
聖 ハ ディ ー ス は 二 つ の サ ヒ ー フ で 書か れ て いま す 。 

4. アナ ス ・ ビ ン ・。 マー リク (アッ ラー が お 喜び くだ さ 
いま す よ うに ) は 伝え て いま す 。 「 あ る 人 が 預言 者 ムハンマド 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) を 訪ね 、「 懲 罰 が 
与え られ る 罪 を 犯し まし た 。 私 に 六 を 与え て くだ さい 、 打 っ て 
くだ さい 」| と 言い まし た 。 預言 者 へ ムハンマド は 何 の 罪 を 犯し た 
の か を 彼 に 尋ね られ ませ ん で し た 。 礼拝 の 時 間 が 来 て 、 私 た ち 
は 一 緒 に 礼拝 し まし た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) が は 礼拝 を 終え る と 、、 こ の 人 は 立ち 
上 が り 、 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 。 私 は 懲罰 が 与え られ る べき 罪 を 
犯し まし た 。 ア ッ ラ ー の 書物 で 命じ られ て いる 罰 を 私 に 与え て 
くだ さい | と 言い まし た 。 生生 < 礼拝 を し 
た の で は な か っ た か 」 と 尋ね られ まし た 。 「 は い 、 礼 拝 し まし 
た 」 と 彼 は 答え まし た 。「 悲 し か な 、 ア ッ ラ ー は あな た の 罪 を 
許さ れ た 」 と 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
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ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 こ の 聖 ハ ディ ー ス は 二 つ の 基本 
的 な 書物 に 書か れ て いま す 。 こ の 人 は 、 懲 凡 が 必要 な 大 き な 罪 
を 犯し た と 考え て いま し た 。 礼拝 を する こ と で 許さ れ た と いう 
こと は 、 III も し く 
は 懲 記 と いっ た の は 、 小 さ な 罪 に 対す る も の で ある 浪 の こと で 
し た 。 二 つ 目 の 質問 で 「 懲 凡 を 与え て くだ さい 」 と 言っ て いる 
こと は それ を 示し て いま す 。 

5. アブ ドゥ ラー・ イ ブ ニ ・ マ スー ド (アッ ラー が お 喜び 
くだ さい ます よう に ) は 伝え て いま す 。 ア ッ ラ ー が 最も 好ま れ 
る の は どの よう な 行為 で ある か を 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう ! に ) に 尋ね まし た 。 「 時 間 通 り 
に 行わ れる 礼拝 で ある | と 言わ れ ま し た 。 い くつ か の 聖 ハ ディ 
ー ス で は 、「 時 間 が 早い うち に 1 われ る 礼拝 を 非常 に 好ま れる 
」 と され て いま す 。 AS 0 
を 尋ね まし た 。 「 母 や 父 に よく 振舞 うこ と で ある 」 と 言わ れ ま 
し た 。 それ に 次 いで 何 を 好ま れる か を 尋 叶 ね る と 、 「 ア ッ ラ ー の 
道 に お いて 聖戦 を 行う こと で ある 」| と 言わ れ ま し た 。 こ の 聖 ハ 
ディ ー ス は サ ヒ ー フ の 本 に 記載 され て いま す 。 別 の 聖 ハ ディ ー 
ス で は 、「 行 動 の 中 で 最も 良い こと は 、 食 事 を 振る 舞う させ る 
こと で ある 」 と 言わ れ て いま す 。 ま た 別 の も の で は 「 挨 拶 す る 
こと を 広め げ る と こと で ある | と され て いま す 。 ま た 別 の も の で 
は 、「 夜 、 皆 が 眠っ て いる 時 に 礼拝 を する と と で ある 」 と 言わ 
れ て いま す 。 別 の 聖 ハ ディ ー ス で は 、「 最 も 尊い 行為 は 、 手 や 
言葉 で 誰 も 傷つけ な いこ と で ある | と 、 ま た 別 の 聖 ハ ディ ー ス 
で は 「 最 も 尊い 価値 は 聖戦 で ある | と され て いま す 。 あ る 聖 ハ 
ディ ー ス で は 「 最 も 尊い 行為 は 純粋 な 巡礼 で ある |」 と され て い 
ます 。 す な わ ち 、 全 く 罪 を 犯さ ず に 行わ れる 巡礼 で す 。 「 ア ッ 
ラー を 念じ る こと で ある | 、 ま た 「 継 続 的 な 行為 で ある 」 と し 
て いる 聖 ハ ディ ー ス も あり ます 。 質問 を し た 人 の 状態 に 肥 し て 

様々 な 答え が 与え られ て いま す 。 も し く は その 時 代 に ふさ わ 
し い 返 答 が な され て いま す 。 例 えば 、 イ スラ ー ム の 最初 期 に お 
いて 最も 価値 の ある 行為 は 、 聖 戦 で し た 。 (私 た ちの 時 代 に お 
いて 行為 の うち 最も 価値 が ある も の は 、 文章 、 出 版 を 通し て 不 
信心 者 、 宗 派 に 属さ な い 人 々 に 答え を 与え る こと 、 ス ン ナ 派 の 
信条 を 広め る こ と で す 。 この よう な 形 で 了 m 戦 を 行う 人 々 に こ ヽ お 
金 、 財 産 、 肉 体 的 な 支援 を 行う 人 も 、 彼 ら が 得る 報 胡 か ら 取り 
分 を 得 ま す 。 ク ルアー ン の 言葉 、 聖 ハデ ィ ー ス は 、 礼 拝 が ザ カ 
ー ト や サダ カ よ りゃ も より 価値 が ある こ と を 示し て いま す 。 し か 
し 死 の 状態 に ある 人 に 何 か を 与え 、 死 か ら 救 うこ と は 、 礼 拝 を 
する こと より ゃ も より 尊い の で す ) 

6。 ジャ キー ロ ビル ジッ アプ アプ ドッ ラー の が 叙 え で いま すず 。 要 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 
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次 の よう に 言わ れ ま し た 。 「 人 と ク フ ル (教え へ の 憎悪 ) の 間 
の 境界 は 、 礼 拝 を 放棄 する こと で ある 。 | なぜなら 、 礼 拝 は 人 
が ク フ ル に 至っ て し まう こと か ら 救 う 才 い で ある か ら で す 。 こ 
の 覆い が 取り 除 か れる と 、 人 は ク フ ル に 滑落 し ます 。 こ の 聖 ハ 
ディ ー ス は 「 ム スリ ム | に 記載 され て いま す 。 こ の 聖 ハ ディ ー 
ス は 礼拝 の 放棄 が 非常 に 悪い こと で ある と 示し て いま す 。 教 友 
の 多く は 、 礼 拝 を 正当 な 理由 な く 放 棄 す る 人 は 不信 心 者 と な る 
、 と 語っ て いま す 。 シャ ー フ ィ ー 派 や マー リキ ー 派 で は 不信 心 
者 と は な り ま せん が 、 殺 害 が 合法 と な り ま す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で 
は 礼拝 を 始め る まで 収監 され 、 了 殴ら れ ま す 。 

7. ウ バ ー ダ ・ ビ ン ・ サ ー ミ ト (アッ ラー が お 喜び くだ さ 
いま す よ うに ) は 伝え て いま す 。 六 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー 
の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 「 ア ッ ラ ー 
は 日 に 五 回 の 礼拝 を 行う こと を 命じ られ た 。 誰 か が 、 き ちん と 
ウド ゥ ー を 行い 、 そ れ ら を 時 間 内 に 実行 じ っ こ うす る こと と で れ 
ば 、 ま た ルク ツウ や 集中 を 完全 に 行う こと で えば 、 ア ッ ラ ー が 彼 
を 許さ れる と 約束 さん て いる 。 これ ら を 行わ な い 人 に は 約束 は 
され て いな い 。 望ま れれ ば 許さ れ 、 も し く は 罰 を 与え られ る 。 
」 この 聖 ハ ディ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド 及び アブ ー・ ダ ー ウ 
ー ド 及び ネ サ ー イ が 伝え て いま す 。 こ の よう に 、 礼 拝 の 条件 、 
ルク ウ や サジ ュ ダ に 集中 する こと が 必要 で す 。 ア ッ ラ ー は 約 東 
を 違え られ る こと は あり ませ ん 。 き ちん と 礼拝 を する 人 を 、 必 
ず 許 され る の で す 。 

8. アブ ー・ ア マー マ ・ バ ー ヒ リー (アッ ラー が お 喜び くだ 
さい ます よう に ) は 伝え て いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 「 日 に 五 
回 の 礼拝 を 行い な さい 。 一 か 月 断食 を 行い な さい 。 財産 か ら ザ が 
カー ト を 支払 いな さい 。 あ な た 方 を 統治 投資 する 人 々 に 従い な 
さい 。 主 の 天国 に 入り な さい 。 |」 この よう に 、 毎 日 五 回 の 礼拝 
を 行い 、 ラ マダ ー ン 月 に 断食 を 行い 、 財 産 か ら ザ カー ト を 支払 
い 、 ア ッ ラ ー の 地上 に お ける 代理 人 で ある 統治 者 の 、 イ スラ ー 
ム に 適し た 命令 に 従う ムスリム は 天国 に 行き ます 。 こ の 聖 ハ デ 
ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド 及び ティ ルミ ズィー が 伝え て いま 
す 。 

9. 良く 知ら れ た 教 友 の 一 人 で ある ブラ イダ ・ イ ・ ア スラ 
ミー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 伝え て いま す 
。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に 
) は 言わ れ ま し た 。 「 あ な た 方 と 私 の 間 に あ る 匠 い は 、 礼 拝 で 
あぁ る 。 礼拝 を 放棄 する 人 は 不信 心 者 と な る 。」 こ の よう に 、 礼 
拝 を する 人 は ムスリム で ある こと が 理解 され ます 。 礼拝 に 重き 
を 置か な い 人 、 礼 拝 を 第 一 の 務め だ と 認め な い 為 に それ を 行わ 
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な い 人 は 、 不 信心 者 と な り ま す 。 こ の 聖 ハ ディ ー ス は イマ ー ム 
・ ア フ マ ト 及び ティ ルミ ズィー、 そ し て イブ ニ ・ マ ジャ が 伝え 
て いま す 。 

10. アブ ー・ ザ ル ・ イ ・ ギ ファ ー リ ー (アッ ラー が お 喜び 
NII 
ハン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) と 外 ( 
まし た 。 葉 が 落ち て き て いま し た 。 一 本 の 木 か ら 二 人 
られ まし た 。 と れ ら の 葉 は すぐ に 落ち て し まい まし た 。 「 ア プ 

・ ザ ル よ 。 ムスリム が アッ ラー の 為 に 礼 振 を 行え を ば 、 こ の 校 
用 3 
の 聖 ハ ディ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド が 伝え て いま す 。 

11. ザイ ド ・ ビ ン ・。 ジュ ハミ ー が 伝え て いま す 。 預言 者 
ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ 
れ ま し た 。 「 ム スリ ム が 正しく 集中 し て 二 ラ カー ト の 礼拝 を 行 
えば 、 過 去 の 罪 が 許さ れる 。」 すなわち 、 小 さ な 罪 が 全て 許さ 
れ ま す 。 こ の 聖 ハ ディ ー ス は を イマ ー ム ・ ア フ マ ド (アッ ラー 
の 慈悲 が あり ます よう に ) が 伝え て いま す 。 

12. アブ ドゥ ラー・ ビ ン ・ ア ムル ・ イ ブ ニ ・ ア ス (アッ ラ 
ー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 伝え て いま す 。 預言 者 ム ハ 
ンマ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま 
し た 。 「 誰 か が 礼拝 を 行え を ば 、 こ の 礼拝 は 審判 の 日 に 、 光 、 し 
る し と な り 、 地 獄 か ら 救 われ る 要因 と な る 。 礼拝 を 守ら な けれ 
ば 、 光 や し る し が 表れ ず で きず 、 救 い が 得 られ な い 。 カ ー ル ー 
シン シ 、 ジ アァ ラオ 、 ハ ー マ ー ジ 、 反 び ウ パイ *・ ビ ジン *・ ャ ハラ ブラ と 共 
に いる と と に な る 。」 この よう に 、 誰 か が 礼拝 の ファ ルド 、 ワ 
ー ジ ブ 、 ス ン ナ 、 礼 儀 に 即 し た 形 で 礼拝 を 行え を ば 、 こ の 礼拝 は 
審判 の 日 に 光 の 中 に いる こと の 要因 と な り ま す 。 こ の よう な 礼 
拝 を 行う こと を 続け な けれ ば 、 和 審判 の 日 に 名 を 挙げ られ て いる 
) 不信 心 者 た ちと 共に いる こと と な り ま すま す 。 つ まり 、 地 獄 
の 厳し い 懲 浪 を 受け る の で す 。 ウ バイ ・ ビ ン ・ ハ ラフ は 、 マ ッ 
カ の 不信 心 者 の 中 で も 激しい 人 で し た 。 ウ フ ド の 戦い で 預言 者 
ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、 そ 
の 神聖 な 手 で 、 彼 を 地獄 へ と 送ら れ た の で し た 。 こ の 聖 ハ ディ 
は 4 マー ムッ チ ア で ド 太 び ハー キー 人 び グー リー が 
伝え て いま す 。 

13. タビ ー ン ( 教 友 を 見 た 世代 の 人 々 ) の 有力 者 で ある ア 
プ ブ ド ゥ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク (アッ ラー が お 喜び くだ さい ま 
す よ うに ) は 伝え て いま す 。 「 教 友 た ち (アッ ラー が お 喜び く 
だ さい ます よう に ) は 崇拝 行為 の 中 で 、 た だ 礼 振 を 放棄 する 人 
が 不信 心 者 に な る と 語っ て いた 。 こ れ は ティ ルミ ズィー が 伝え 
て いま す 。 ア ブ ド ッ ラー・ ビ ン ・ シ ャ キー ク は ウマ ル か ら 、 ア 
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リー か ら 、 オ スマ ー ン か ら 、 ア ー イ シャ か ら (アッ ラー が お 喜 
びく だ さい ます よう に ) か ら 聖 ハデ ィ ー ス を 伝承 し て いま す 。 
ヒジ ュ ラ 歴 の 108 年 に 死去 し て いま す 。 

14. アブ ドゥ ッ ダ ル ダ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) は 伝え て いま す 。 「 私 の が と て も 愛す る 人 が 私 に 言っ た 
。 バラバラ に され て も ゃ も 、 火 で 焼 か れん て も 、 ア ッ ラ ー を 何かと 同 
列 に お いて は いけ な い 。 ファル ド の 礼拝 を 放棄 し て は いけ な い 
。 ファル ド の 礼拝 を 意図 的 に 放棄 する 人 は イス ラー ム か ら 逸 胸 
する 。 酒 を 飲ん で は いけ な い 。 酒 は 全て の 悪事 の カギ で ある 。 
|] この よう に 、 フ ァ ル ド を 重要 視 せ ず 、 放 棄 す る 人 は 不信 心 者 
と な り ま す 。 怠慢 の 為 に 放棄 する 人 は 不信 心 者 に は な ら な いも ゃ 
の の 、 大 き な 罪 と な り ま す 。 イ スラ ー ム が 教え て いる 五 つ の 正 
当 な 理由 の うち ーー つ に より 死ぬ こと は 罪 で は あり ませ ん 。 酒 、 
アル コー ル 飲 料 の 全て は 知性 を 失わ せま す 。 知性 を 失っ た 人 は 
あら ゆる 悪事 を 行い 得る の で す 。 

15. アリ ー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 伝 
えて いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 「 ア リー よ 、 三 つの こと を 行う 
際 に 遅れ て は いけ な い 。 時間 に な れ ば すぐ に 礼拝 し な さい 。 葬 
儀 の 礼拝 の 準備 が で きれ ば すぐ に 葬儀 を し な さい 。 娘 に 釣り 合 
う 結婚 相手 が 見 つか ん れ ば 、 す ぐに 結婚 させ な さい 。 | この 聖 ハ 
ディ ー ス は ティ ルミ ズィー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) が 伝え て いま す 。 葬儀 の 礼 捧 を 遅らせ な い 為 に 、 マ クル 
ー フ で ある 三 つ の 時 間 に お いて も 礼拝 を し ます 。 (この よう に 
、 女 性 は 釣り 合う 相手 と 結婚 する こと が 必要 で す 。 釣り 合う 相 
手 と は 、 金 持ち で ある こと 、 給 与 が 多い こと を 意味 する の で は 
あり ませ ん 。 男 性 が 誠実 な ヘス リム で ある こと 、 ス ン ナ 派 の 信 
条 を 持ち 、 礼 振 す る こと 、 飲 酒 を し な いこ と 、 つ まり イス ラー 
ム に 従っ て いる こと 、 生 計 を 維持 で きる だ け の 仕事 を 持っ て い 
る こと を 意味 し ます 。 男 性 が 金持ち で ある こと 、 マ ンション 所 
有 者 で ある こと ば か り 求 め 、 自 分 ) の 娘 た ち を 破滅 へ と 追い や り 
、 地 獄 に 投げ 入れ る こと に な り ま す 。 女 性 も 、 礼 拝 を する こと 
、 腕 を 出し て 外 に 出 な いこ と 、 マ フラ ム (結婚 の 対象 と は な り 
得 な い 相 手 ) で は な い 限 り 親 戚 で あっ て も 二 人 だ け に な ら な い 
こと が 必要 で す 。) 

16. アブ ドゥ ラー・ イ ブ ニ ・ ウ マル (アッ ラー が お 喜び く 
だ さい ます よう に ) は 伝え て いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 「 礼 拝 
の 時 間 が 来れ ば すぐ に 礼拝 する 人 に 、 ア ッ ラ ー は 満足 され る 。 
時 間 の 最後 に 行う 人 も 、 ア ッ ラ ー は 許さ れる 。 | この 聖 ハ ディ 
ー ス は ティ ルミ ズィー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に 
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) が 伝え て いま す 。 

シャ ー フ ィ ー 派 や ハン バリ ー 派 で は 、 全 て の 礼拝 を 時 間 内 
の 早い うち に 行う こと が 、 徳 が ある も の と され ます 。 マ ー リ キ 
ー 派 $ る 、 こ れ に 近い で す 。 た だ し 、 非 常に 居 い と き に 、 一 人 で 
礼拝 を 行う 人 が 正午 の 礼拝 を 遅らせ る こと は 徳 が ある も の と さ 
れ ま す 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で は 、 夜 明け 前 や 夜半 の 礼拝 を 遅らせ る 
こと 、 暑 い 時 期 に 正午 の 礼拝 を 涼し く な っ て か ら 行 うこ と は 徳 
が ある こと も の で す 。 (し か し 、 正 午 の 礼拝 は イマ ー ム た ちの 
見 解 に よれ ば 、 午 後 の 礼 拝 の 時 間 に 入 る 前 に され る の が 良い と 
され 、 ま た 午後 の 礼拝 や 夜半 の 礼拝 $ も 、 イ マー ム ・ ア ー ザ ム に 
よれ ば 、 時 間 が 入っ た 時 点 で 行う こと が 良い と され ます 。 より 
注意 深く 振舞 っ た こと に な り ま す 。 篤 信 を 持つ 人 は 、 あ ら ゆ る 
行い で 注意 深く 振舞 いま す 。) 

17. ウン ム ・ フ ァ ル ワ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) は 伝え て いま す 。 預言 者 へ ハン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) に 、 ど の 行為 が 、 徳 の が ある も の で あ 
る か 尋ね られ まし た 。 「 行 い の 中 で 徳 が ある も の は 、 時 間 の 早 
いう ち に な され た 礼 振 で ある | と 言わ れ ま し た 。 こ の 聖 ハ ディ 
ー ス は 、 イ マー ム ・ ア フ マ ド 、 テ ィ ル ミズ ィ ー 及 び ア ブー・ ダ 
ー ウ ー ド (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) が 伝え て い 
ます 。 礼拝 は イ バ ー ダ の うち 最も 崇高 な も の で す 。 時間 に 入っ 
て すぐ に 行う こと は 。、 よ り 果 高 と な り ま す 。18。 アー オイ シャ ( 
アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) が 伝え て いま す 。 「 預 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 
、 礼 振 を 時 間 内 の 最後 の 方 で 行わ れ た こと を 、 二 度 は 見 て いな 
い 。 」 

19. ウン ミ ・ ハ ビー バ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) が 伝え て いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 「 一 人 の ムスリム は 
毎日 、 フ ァ ル ド の 礼拝 の 他 、12 ラ カー ト の ナー フィ ラ の 礼拝 ( 
義務 で は な い 礼 拝 ) を 行え ば 、 ア ッ ラ ー は その 人 に 天国 で あず 
まや を 造ら れる 。」 こ の 聖 ハ ディ ー ス は 「 ム スリ ム | に 記載 さ 
れ て いま す 。 こ の よう に 、 毎 日 五 回 の ファ ルド と 共に 行わ れる 
スン ナ の 礼拝 を 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) は ナー フィ ラ の 礼拝 と 呼ば れ ま し た 。 

20. タビ ー ン の 有力 者 の 一 人 で ある アブ ドゥ ラー・ ビ ン ・ 
シャ キー ク (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) が 伝え て 
いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます 
よう に ) は 、 義 務 で は な い 礼 拝 、 す な わ ち ナー フィ ラ の 礼拝 を 
、 ア ー イ シャ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) に 始 
まし た 。 「 (正午 の ファ ルド の 前 に 四 ラ カー ト 、 後 に ニラ カー 
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ト 、 日 没 の 礼拝 と 夜半 の 礼拝 の ファ ルド の 後に 二 ラ カー ト 、 夜 
明け 前 の 礼拝 の ファ ルド の 前 に 二 ラ カー ト を 行わ れ ま し た 」 ) 
と 答え まし た 。 こ の 知ら せ は ムスリム と アブ ー・ ダ ー ウ ー ド が 
伝え て いま す 。 

21. アー イシ ャ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) 
は 言わ れ ま し た 。 「 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 
が あり ます よう に ) が 、 義 務 で は な い 崇 拝 行為 の うち 最も 継続 
され た ゃ もの は 、 和 夜明け 前 の 礼拝 の スン ナ で し た 。」 この 知ら せ 
は 「 ブ ハー リー| と 「 ム スリ ム | で 書か れ て いま す 。 アー イシ 
ャ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 、 五 回 の 礼拝 で 
行わ れる スン ナ の 礼拝 を 、 義 務 で は な い (ナー フィ ラ の ) 礼拝 
と 呼ば れ て いま し た 。 

(偉大 な イス 1} ラ ー ム 学者 は 、 逸 脱し た 人 々 、 宗 派 に 属さ な 
い 人 々 に 対し 、 スン ナ 派 の 最も 強い 保護 義 者 、 ア ッ ラ ー が 選ば れ 
た 教え を 広め 、 ビ ドゥ ッ ア を 倒し た 偉大 な ムジ ャ ー ヒ ドド 、 イ マー 
ム ・ ラ ッ パ バー ニ ・ ア ルフ ィ ・ サ ー ニ ー・ ア フ マ ド ・ ビ ン ・ ア ハ 
ド ・ フ ァ ー ル キー・ セ ル ハ ン デ ィ (アッ ラー が お 喜び くだ さい 
ます よう に ) は 、 イ スラ ー ム に お いて それ に 並ぶ も の が 書か れ 
て いな い 、「 書 簡 集 / メ クト ッ ー バ ッ ト 」 の 第 一 巻 、 第 29 の 書 
簡 で 炊 の よう に 語っ て いま す 。 

[| アッラー が 喜ば れる 行い は 、 フ ァ ル ド と ナー フィ ラ で あ 
る 。 フ ァ ル ド の そば で は ナー フィ ラ に は 何 の 価値 も な い 。 一 回 
の ファ ルド を 時 間 内 に 行う こと は 、 千 年 間 上 止ま ら ず に ナー フィ 
ラ の 礼拝 を 行う こと より ゃ も より 尊い 。 各種 の ナー フィ ラ 、 例 え 
ば 礼拝 、。 ザ カー ト 、 断 食 、 ウ ムラ 、 巡 礼 、 唱 念 に お ける も の 
で ゃ 同様 で ある 、 考 察 11 は 皆 ど う で ある 。 さ ら に は 一 つの ファ 
ルド を 行う 際 、 そ の スン ナ の うち の 一 つ 、 礼 儀 11 の うち の 一 つ 
を 行う こと は 、 そ の 他 の ナー フィ ラ を 行う こと より も ゃ 何 倍 尊 
い 。11 エ ミル ・ ウ ルム ー ミ ニー ン ・ ウ マル ・ ウ ル ・ フ ァ ー ル ク 
(アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は ある 日 、 夜 明け 前 
の 礼拝 を 先導 し た 際 、 集 団 の 中 で ある 人 を 見 か け な い た め 、 そ 
Ir 0 

眠っ て し まっ て い 集 団 礼拝 に 来 ら れ な か っ た 、。 と 人 々 は 
答え た 。 | 一 晩 中 眠っ て いて も り 、 夜 明け 前 の 礼拝 を 集団 で 行 

8 より 良かっ た | と 言わ れ た 。 こ の よう に 、 一 つ フ ァ ル ド 
際 に 、 礼 儀 の うち の 一 つ を 行う こと 、 マ クル ー フ で ある 
避け る こと 、 唱 念 、 考 察 1})、 反 省 よ りゃ も 何 倍 も 価値 が あ 
5。、 ら hb その 礼儀 を 守る こと 、 マ クル ー フ を 庁 け 
と も に な され れ ば 、 も ちろ ん 非常 に 徳 の ある も の で あ 
ゝ し それ ら を 行わ な い の で あれ ば 、 何 の 価値 も な い 。 同 
リラ の ザ カ ー ト を 支払 うこ と は 、 何 干 リ ラ の ナー フィ 
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ラ の サダ カ を 支払 うこ と より ゃ 良い 。 そ の 一 リラ を 支払 う 際 、 
ー つ の 礼儀 を 守る こと 、。 例え ば 近しい 親戚 に 与え る こと も ゃ 、 
その ナー フィ ラ の サダ カ よ りゃ 何 倍 も 良い こと で ある 。」 

( 夜 に 、 礼 捧 を 行う こと を 求め る 人 は が 、 カ ダー の 礼拝 を 
する こと が 必要 で ある 、 と いう こと も ここ か ら 理 解 さ れ ま す 
。) アッ ラー の 命令 を 「 フ ァ ル ド 」 、 禁 止 事 項 を 「 ハ ラー ム 
」 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) が 行わ れ た こと を 「 ス ン ナ | 、 禁 じ ら れ た こと を 「 マ 
クル ー フ | 、 こ れ ら の 全て を 「 イ スラ ー ム の 規則 」 と 呼び ま 
す 。 良い 徳 を 持つ こ と 、 人 人 々 ! に 善 を 施す こ と は ファ ルド で す 
。 イス ラー ム の 規則 を 信じ な い 人 、 気に入ら な いひ と は 、「 
不信 心 者 」 「 罪 人 | と な り ま す 。 す べ て を 信じ る 人 を 「 ム ス 
リム | と 呼び ます 。 怠 愉 で ある 為 に イス ラー ム の 規則 に 従わ 
な い ム スリ ム を 「 罪 人 | と 呼び ます 。 フ ァ ル ド 、 ハ ラー ム に 
従わ な い 罪 人 は 、 地 獄 に 行き ます 。 こ の 人 の 行っ た こと は ど 
れ も 、 ま た その スン ナ も ゃ も 、 認 め ら れ ま せん 。 報奨 を 与え られ 
る こと も あり ませ ん 。 一 リラ の ザ カ ー ト も を 支払 わな い 人 が 
、。 何 百 万 も 出し て 行っ た 善行 、 施 し は 、 ど れ 一 つと し て 認 
め ら れ ま せん 。 彼 が 作っ た モス ク 、 神 学校 、 病 院 、 善 行 を 施 
す 集団 の 為 に 行っ た 支援 に は 、 報 奨 は 与え られ ませ ん 。 夜半 
の 礼 捧 を 行わ な い 人 の タラ ー ウ ィ ー の 礼拝 は 認め られ ませ ん 
。 ファル ド や ワー ジブ と は 別に 行わ れる 崇拝 行為 を 「 ナー フ 
ィ ラ | と 呼び ます 。 ス ン ナ も また ナー フィ ラ の 上 崇拝 行為 で す 
。 この 定義 に よれ ば 、 カ ダー の 礼 捧 を 行う 人 は 、 ス ン ナ の 礼 
捧 を も 行っ た こと に な り ま す 。 一 回 の ファ ルド を 行っ た 人 、 
ハラ ー ム を 訂 け た 人 の 報奨 は 、 何 百 万 回 分 の ナー フィ ラ の 報 
奨 よ りゃ も 多い の で す 。 ファル ド を 行わ な い 人 、 ハ ラー ム を 行 
う 人 は 地獄 で 焼 か れん ます 。 ナ ー フ ィ ラ の 崇拝 行為 は 彼 を 地獄 
か ら 救 いま せん 。 崇拝 行為 に お ける 変化 を 「 ビ ドッ ア 」 と 呼 
び ま す 。 上 崇拝 行為 を 行う 際 に ビ ド ッ ア を 犯す こと は ハラ ー ム 
で あり 、 上 崇拝 行 為 が 無効 と な る 要因 と な り ま す 。 (245 ペ ー ジ 
を 見 て くだ さい ) 聖 ハ ディ ー ス で は 「 ビ ドッ ゥ ッ ア を 犯し た 人 は 
どの 崇拝 行為 も 認め られ な い | と され て いま す 。 罪人 、 例 え 
ば 妻 や 娘 の 頭 を 覆 わ せな い 人 や ビ ド ッ ゥ ッ ア を 犯す 人 、 例 えば 崇 
拝 行為 で スピ ビー カー を 使う 人 の 後ろ で 礼拝 を する べき で は な 
く 、 そ の 説話 、 つ まり は を 、 教 え に つ いて で っ ちあ げた 内 容 
を 聞く べき で は な く 、 その 書い た 本 を 読む べき で は あり ませ 

ん 。 親友 で あれ 敵 で あれ 、 笑顔 と 優し い 言 葉 を か ける べき で 
あり 、 誰 か と 言い 争い を する べき で は あり ませ ん 。 聖 ハ ディ 
ー ス で は | 愚か 者 に は 返事 は な され な い | と され て いま す 。 
崇拝 行為 が 心 の 清らか さ を 増 し ます 。 上 俳 は 心 を 暗く し ます 。 
豊か みさ を 得 ら れ な く な り ま す 。 すべて の ムスリム は 、 信 仰 の 


ー15S - 


条件 と ファ ルド 、 ハ ラー ム を 学 選 こと が ファ ルド と な り ま す 
。 知ら な いこ と は 正当 な 理由 で は あり ませ ん 。 知り 、 信 じ な 
いと 同様 の こと に な り ま す 。 「 書 簡 集 / メ クト ッ ゥ ッ ー バ ッ ト 」 の 
本 は ペル シア 語 で す 。 翻訳 の 部 分 は に こま で で す 。 イ マー ム 
・ ラ ッ バ ー ニ 帥 は 1034 年 (西暦 1624 年 ) に イン ド の セル ヘン 
ド で 亡くな っ て いま す 。 

これ ら の 文章 か ら 理 解 で きい る よう に 、 五 回 の 礼拝 の スン 
ナ も 、 ナ ー フ ィ ラ の 礼 振 で す 。 こ れ ら は ファ ルド と 共に 行わ れ 
る 為 、 ま た その ファ ルド の 不足 を 補う 為 、 他 の ナー フィ ラ の 礼 
捧 よ りゃ も 徳 の ある も の で す 。 礼拝 に 価値 を 置き 、 こ れ ら を 第 一 
の 務め と 知っ て いる の に 、 フ ァ ル ド の 礼拝 を 正当 な 理由 な く 、 
時 間 内 に 行わ な い ム スリ ム は 大 き な 罪 を 犯し た こと に な り ま す 
。 地獄 で 、 フ ァ ラ オ や ハー マー ン と 共に いる こと に な り ま の で 
す 。 ナ ー フ ィ ラ の 礼拝 、 す な わ ち スン ナ は 、 人 を と この 大 き な 罪 
か ら 、 こ の 厳し い 懲罰 か ら 救 うこ と は で きま せん 。 と の 為 、 放 
棄 さ れ た ファ ルド の 礼拝 の カ ダ ー を 行う こと が ファ ルド と な り 
ます 。 こ れ ら の カ ダ ー を 遅らせ る こと も 大 き な 罪 で す 。 こ の 、 
増え る 罪 を 終わ ら せ る こと が 必要 で す 。 カ ダー を 行う こと は フ 
ァ ル ド で ある 為 、 報 奨 は スン ナ を 行っ た 時 の 報奨 より ゃ 何 千 倍 
も ゎ も 多く な り ま す 。 こ れ に より 、 ま た スン ナ を 正当 な 理由 で 放棄 
する こと は 合法 で ある 為 、 そ れ ぞ れ の ムスリム は 正当 な 理由 な 
く 放棄 し た ファ ルド の 礼拝 の カ ダ ー を 、 毎 日 四 つ の 時 間 の 礼拝 
の スン ナ と し て $ 行 うべ き で す 。 夜明け 前 の 礼 振 の スン ナ を ワ 
ー ジ ブ で ある と いう 学者 も いる た め に 、 和 夜明け 前 の 礼拝 の スン 
ナ の 代わ り に カ ダ ー を 行う こと は や め ま し ょ う 。 こ の よう に し 
て カ ダ ー を 常に 行い 、 大 き な 罪 か ら 少し で も 早く 救 わ れる べき 
で す 。 カ ダー を 終え た 後 、 五 回 の 礼拝 の スン ナ を 続け ます 。 な 
ぜ な ら ス ン ナ の 礼拝 を 正当 な 理由 な く 放 棄 し 続け る こと は 小さ 
な 罪 と な り ま す 。 ス ン ナ に 重き を 与え を ない 人 は 、 不 信心 者 と な 
り ま す 。 

正当 な 理由 で で き な か っ た 礼拝 は 急い で カ ダ ー を 行う こと 
が ファ ルド で ある も の の 、 正 当 な 理由 で 行わ な か いこ と は 罪 で は 
な い 為 これ ら の カ ダ ー は 、 ス ン ナ の 礼 捧 を 行う 間 遅 ちら せる こと 
を 、 ハ ナ フ ィ ー 派 の 学者 た ち は 合 法 で ある と 言い ます 。 し か し 
この 言葉 は 、 正 当 な 理由 な く 放棄 され た 礼拝 の カ ダ ー に つい て 
も 合法 で ある と いう 意味 に は な り ま せん 。 ま た 、 合 法 で ある と 
は 、 ワ ー ジ ブ で ある 、 良 いこ と で ある と いう 意味 で は あり ませ 
ん 。 合法 と 呼ば れる も の の な か で 、 マ クル ー フ で ある こと が 知 
られ て いる も の は 多く あり ます 。 (例え ば 、 ズ ィ ン ミ ー (キリ 
スト 教徒 及び ユダ ヤ 教 徒 ) で ある 不信 心 者 に 「 フ ィ ト ル の サダ 
カ 」 を 支払 うこ と は 合法 で す が 、 マ クル ー フ で す 。) 
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礼拝 を し 、 手 を ハラ ー ム で ある も の に は 近づけ な いで くだ さい 。 
長生 き し て も 、 す る 。 ず っ と この 世界 が いつ まで も ある と 思わ な 
いで くだ さい 。 

若者 時 代 に は 五 回 の 礼拝 に し っ か り 結 び つ き な さ い 。 

天国 の 庭園 で 、 上 植え た も の を 収穫 する で し ょ う 。 

死 を 思い 起こ さ な い 人 が いま す 。 

一 人 は ハラ ー ム を 犯し 、 一 人 は 礼拝 を し ませ ん 。 

いつ の 日 か 、 そ この 手 が 動 か な く な り ま す 。 

アッ ラー と 言わ な い 舌 は 話せ な く な り ま す 。 


ザ カ ー ト を 支払 うこ と 


さら に 、 ザ カー ト が ファ ルド で ある こと の 根拠 は 、 雌 和牛 章 
の 第 43 章 及び 110 節 に あり ます 。 

さら に 、12 の タイ プ の 人 に ザ カ ー ト を 支払 うこ と は 合法 と 
な り ま せん 。 それら は 、 狂 っ た 人 に 、 死 者 の 白布 に 、 不 信心 者 
に 、 金 持ち に 、 統 治 者 に 、 配 偶 者 に 、 奴 隷 に 、 お 金 を 払っ て 解 
放し た 奴隷 に 、 主 人 が 死ん で 解放 され た 奴隷 で す 。 に 、 と な り 
ます 。 女性 が 夫 に ザ カ ー ト を 払う こと に つい て は 意見 が 分 か れ 
、 原 則 的 に は 払い ませ ん 。 

さら に 、 誰 か を 他人 だ と 思っ て いた 誰か が その ゃ も の の 子供 
で あっ た り 、 ム スリ ム で ある と 思っ て いた も ゃ も の の 不信 心 者 で あ 
っ た り し た 場合 、 彼 ら に は ザ カ ー ト は 払わ れ ま せん が 、 知 ら ず 
に 払っ て いた 場合 、 原 則 と し て 返還 は し ませ ん 。 

カー ド は 八 つ の タオ ブ の 和信 に ぬう べき で す 。 

1. 正しい 信仰 に あ 教え に あり 、 貧 し い 人 々 

2. 犠牲 を 層 る だ け の 財産 が な い 貧 者 

3. 借金 が ある ムスリム 

4. ザ カ ー ト や 税 を 徴収 する 係 の 人 (費用 の 額 ) 

5. 祖国 で は 豊か で あっ て も $ も 、 今 いる 場所 で は 貧し い 状 態 
の 人 


聖戦 、 巡 礼 の 際 に それ を 必要 と する 人 
7. 解放 され る 為 に 主人 に 一 定 の 金額 を 支払 う 必 要 の ある 奴 
志 
8. 心 が 教 え に 傾 いて きた 人 々 。 現在 に お いて は この 人 々 は 
存在 し ませ ん 。 生計 の 為 に 必要 な 額 よ り は 多く 、 し か し 犠牲 の 
動物 を 層 る に は 足り な い 財 産 を 持つ 人 を 「 貧 者 ] と 言い ます 。 
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給料 が 何 リ ラ で あれ 、 生計 を 立て る の が 困難 で ある 役人 は 皆 、 
ザ カ ー ト を 得る こと が で き 、 犠 牲 技 セ 尾 の 動物 を 層 る こと 、 フ 
ィ ト ル を 払う こと は ワー ジブ と は な り ま せん 。 宗教 知識 を 学び 
教え て いる 人 は 、40 年 間 の 生計 の 糧 が あっ て も 、 ザ カー ト を 
受け 取る こと が で きま す 。 ザ カー ト の お 金 で は 、 モ スク や 聖戦 
3 夫人 
ませ ん 。 金持ち の 小さ な 子供 自分 父 、 定 ども た 
ち 、 妻 に 還 人 3 本 際 義母 、 義 父 、 
叔母 、 未 父 に 払う こと は より 善行 と な り ま す 。 貧 者 に は 比較 的 
少な い 額 を 払い ます 。 し か し 子供 た ちがい る の な ら 、。 そ れ ぞ 
れ に ニ サ ー ブ の 人 額 を 超え な い 範囲 で 多く 払う こと が で きま す 。 
財産 を 浪費 し て い 知 る 人 、 ハ ラー ム で ある こと に 用 いる 人 に は 
払え ませ ん 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) の 血統 で ある 人 に も ゃ 、 現 在 で は 戦利 品 の 権利 を 得 
る こと が で き な い 為 、 払 うこ と が で きま す 。 

ザ カ ー ト が ファ ルド と な る 為 の 条件 は 妨 つ あり ます 。 

1. ムスリム で ある こと 

2. 成人 で ある こと 

3. 知性 を 伴っ て いる こと 

4. 奴隷 で は な いこ と 

5. ( ザ カ ー ト の ニ サ ー ブ の ) 額 だ け 、 ハ ラー ル で ある ザ カ 
ー ト の 財産 を 持つ こと 

6. 所 有 し て いる お 金 が 、 生 計 に 必要 な も の 、 借 金 を 返す 為 
602 生ま 2 1 
スリ ム の 貧者 に 与え を ない 人 、 も し く は 他 の 借金 が ある 人 が 、 施 
し を 行う こと 、 サダ カ を 払う こと は 善行 と は な ら ず 、 罪 に な り 
ます る こと 。 こ の 人 は が ザ カ ー ト を 払い 借金 を 返す こと が ファ 
ルド と な り ま すず 。 | ハデ ィ ー カ ] 0 ご 二 の 63870 で の 及び 「 
ベリ ー カ | の 1369 ペ ー ジ で は 次 の よう に 書か れん て いま す 。 す な 
わ ち 、 お 金 を ハラ ー ム で ある 場 で 使う 者 、 ふ し く は 浪費 する 人 
(に ( ザ カ ー ト と ) サダ カ を 払う こと は 合法 で は あり ませ ん 。 な 
ぜ な ら ハ ラー ム を 助け る こと は ハラ ー ム で ある か ら で す 。 

払う 人 に は 何 の 利 益 も ああ っ て は いけ ませ ん な いこ と と が 必要 
で す 。 夫婦 が い に ザ カ ー ト を 払う 場合 、 払 う 人 へ の 利益 は 完 
全 に は な く な り ま せん 。 それぞれ の 崇拝 行為 と 同様 、 ザ カー ト 
を 払う 際 に も ニー ヤ (意志 表示 ) を 行う こと が 必要 で す 。 ザ カ 
ー ト の 財産 が 借金 及び 日 々 の 必要 な お 金 より ゃ 多い こと 、 生 
計 の 為 に 必要 な も の より も 多い こと 、 そ し て この 余剰 分 が 「 ニ 
サー ブ の 額 」 と な る こと が 必要 で す 。 金 の ニ サ ー ブ は 20 ミ スカ 
ル (96 グ ラム 、13.3 金 リラ ) で す 。 銀 の ニ サ ー ブ は 200 デ ィ ル へ 
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ム (672 グ ラム ) で す 。 ザ カー ト を 払う こと が ファ ルド と な る 
た め に は 、 ザ カー ト の 財産 が ニ サ ー ブ の 額 と な っ た 時 か ら 、 一 
年 後に も その 財産 が 維持 され て いる こと が 必要 で す 。 ザ カー ト 
が ファ ルド と な る 事 を 防 ご うと 、 一 年 が 満了 する 前 に 策略 を 立 
て る と と は 、 イ マー ム ・ ム ハン マ ド に よる と マク ルー フ で す 。 
イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ に よれ ば マク ルー フ で は あり ませ ん 
。 な ぜ な ら 、 フ ァ ル ド と な れ ば 従わ な いこ と は 罪 と な る か ら で 
す 。 罪 を 避け る こと は 葉 服従 11 と な る と し て いま す 。 フ ァ ト ッ 
ワ は 、 イ マー ム ・ ム ハン マ ド の 見 解 に よっ て な され て いま す 。 

「 ザ カー ト の 財産 」 と は 、 増 減 する 財産 の こと で す 。 こ れ 
は 四 種 類 に な り ま す 。 一 年 の 半分 以上 、 牧 草地 で 放牧 し て いる 
4 本 足 の オス と メス の 混合 、 ま た は メス の み の 動 物 、 質 易 の 為 
に 購入 され た 品物 、 金 製品 、 銀 製品 、 土 か ら 生 じ る 食料 で す 。 
牧草 地 に オス の 動物 し か いな い 人 、 ラ バ 、 ロ バ し か いな い 人 、 
こう いっ た 人 に は ザ カ ー ト を 払う こと は ファ ルド で は あり ませ 
ん 。 ラ クダ 、 和 牛 、 羊 の 子 生 は 、 成 長 し た 動物 と 一 緒 に いる 場合 
、 ザ カー ト の 計算 に 含ま れ ま す 。 ザ カー ト 、 土 か ら 収穫 さ れ た 
作物 の 税 、 償 い 、 フ ィ ト ル の サダ カ と し て 支払 われ る 財産 の 代 
わり に 、 こ れ ら の 財産 を 価値 11 を 与え る こと も 合法 で す 。 シャ 
ー フ ィ ー 派 で は 合法 で は あり ませ ん 。 ザ カー ト が サダ カ と な っ 
た 後 、 財 産 が か なくなれ ば 、 そ れ は 取り 消し と な り ま す 。 持ち 主 
が 補償 し た 場合 に は 取り 消し と は な り ま せん 。 

ザ カ ー ト と は 、 知 性 を 持ち 、、 成 人 で ある ムスリム が は 、 
完全 な 財産 か つ で あり 、 ハ ラー ル な 手段 か ら ゃ も た ら さ れ た が ザ カ 
ー ト の 財産 の 人 額 が 、 ニ サー ブ の 人 額 と な っ て か ら 一 年 度 、 こ の 財 
産 の 一 定額 を 八 種類 の 階級 の ムスリム の うち 一 人 も し く は 数 人 
に 払う こと を 、 ザ カー ト と 言い ます 。 ザ カー ト に は 、 受 け 取 る 
人 が ムスリム で ある こと が 必要 で す 。 完全 な 財産 と は 、 使 用 が 
可能 で あり 、 合 法 で ある 財産 と いう 意味 で す 。 購 入 さ れ た 財産 
は 、 契 約 さ れ た 時 に その 人 の も の と な る と は いえ 、 納 品 さ れる 
まで は 使用 が で き な い 為 、 完 全 な 財産 と は な り ま せん 。 略 礁 さ 
れ た 、 つ まり 迫害 を 加え て 無理 や り 礁 っ た も の 、 盗 まれ た も の 
、 利 子 、 賭 略 、 賭 博 に よっ て 得 ら れ た も の 、 楽 器 を 演奏 し た り 
歌 を 歌っ た り し た 報酬 、 そ し て アル コー ル 飲 料 の 販売 の 対価 と 
し て 得 た も ゃ の 、 罪 人 で ある 相手 と や り と り し て 得 た も の を 「 汚 
れ た 財産 」 と 呼び ます 。 汚れ た 財産 か ら ザ カー ト を 払う こと は 
で きま せん 。 なぜなら これ ら は 、 受 け 取 っ た 人 の も の と な ら な 
いか ら で す 。 汚れ た 財産 は 、 持 ち 主 に 、 持 ち 主 が 死ん で いる 場 
合 は 遺産 相続 人 に 、 相 続 人 が いな けれ ば 貧し い ム スリ ム に 与え 
る こと が 必要 で す 。 汚 れ た お 金 が それ 自体 で 、 も し く は ハラ ー 
ル の 財産 と 混ざっ て し まっ た 場合 、 こ の 混ざっ た も の は 資産 に 
は な る も の の 、「 汚 れ た 資産 |] と な り ま す 。 こ れ も 、 他 者 に 与 
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える こと 、 使 うこ と が ハラ ー ム で あり 、 完 全 な 財産 で は な いた 
め 、 ザ カー ト を 払う こと は で きま せん 。 これ に 混ざっ て いる 汚 
れ た 財産 に 相当 する も の 、 そ れ が 無けれ ば その 価値 だ け の も の 
を 、 自 分 の ハラ ー ル で ある ザ カ ー ト の 財産 か ら も 持ち 主 へ 死ぬ 
死 へ と 払っ て か ら 、 汚 れ た 資産 は 使用 が ハラ ー ル と な り 、 ザ カ 
ー ト の ニ サ ー ブ に 加え る こと が 必要 と な り ま す 。 こ の 借金 を 支 
払う 為 の ハラ ー ル の 財産 が な けれ ば 、 借 り て 支払 いま す 。 借金 
を 返す 前 に 、 汚 れ た 資産 を 使う こと 、 他 者 に 与え る こと は ハラ 
3 それ を 売っ た り 、 贈 り 物 に し た りす れ ば 、 受 
け 取 っ た 人 に と っ て は ハラ ー ム と は な り ま せん 。 持ち 主 や 遺産 
ER ず 、 も しく は 様々 な 人 か ら 集 め ら れ た へ 
ラー ム の 財産 が 互い に 混じり 、 汚 れ た 資産 と な っ て いる 場 
ジフ PS な 光 ダミ イボ チッ 

貧者 が は 受け 取っ た も の を 贈り 物 と し て 返す 場合 、 与 えた 
人 が 受け 取る こと は 合法 で す 。 

金 や 銀 は 純粋 な 形 で 用 いる こと は で きま せん 。 純度 が 半分 
以上 で あれ ば 、 ザ カー ト を どの よう な 状態 で あれ 支払 うこ と が 
で きい 、 そ れ は 重 さ に より 計算 され ます 。 市 場 で 価格 と し て 用 
いら れる も の が ニ 二 種 類 あ れ ば 、 純 度 が より 高い も の を 「 ジ ャ イ 
ド 」 と 呼び ます 。 純度 が 低い ゃ の を 「 ズ ュ ユ フ 」 と 呼び ます 。 純 
度 が 半分 以下 で あれ ば 、 質 易 に 用 いら れ 、 そ の 価値 が 金 も る しく 
は 銀 の ニ サ ー プ だ け あ れ は ば は 、 ザ カ ー ト を 支払 うこ と が 必要 と な 
り ま す 。 

雨水 や 川 の 水 で 江 され た 土壌 か ら の 作物 は 、 量 が 少な く 
て ゃ も 、 簡 単に 腐っ て し まう 野菜 や 果物 で あっ て も ゃ 、 十 分 の 一 
農作物 へ の 税 と し て 、 役 人 に 渡し ます 。 役 人 は それ ら を 売り 、 
お 金 を 「 財 産 の 家 」 と 呼ば れる 国庫 に 入れ ます 。 果実 が 見 えた 
時 、 も し く は 実っ た 時 、 も し く は 収穫 され た 時 、 そ れ を 支払 う 
時 に 支払 うこ と が ファ ルド と な る と 言 われ て いま し た 。 動 物 や 
倉庫 、 機 械 、 エン ジン で 溢 減 され た も の は 二 十 分 の 一 を 支払 
いま す 。 費 用 を 差し 引き する 前 に 渡す こ と が 必 要 で す 。 政府 が 
件 ED 話す と 、 廃止 する こ 

上 IOU 山 か ら 、 も し く は その 土壌 か ら 得 られ 

に 対し て も 作物 税 を 支払 いま す 。 

32 の ウー 
を は 支払 いま せん 。 し か し フィ トル 、 償 い 、。 願掛け 、 サ ダ カ 
を 払う こと は で きま す 。 「 バ フル | で は 次 の よう に 記さ れ て い 
ます 。 「 ズ ィ ン ミ ー (キリ スト 教徒 及び ユダ ヤ 教 徒 ) で は な い 
不信 心 者 に は 、 ム ステ ミン (良質 な 住民 で ある こと が 保証 され 
て いる 人 ) で あれ 、 ハ ルビ ー (誠実 な 住民 ) で あれ 、 借 金 が な 
ぃ 貧者 に 、 ニ サー ブ の 人 額 $ し く は それ 以上 の ザ カ ー ト を 与え る 
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こと は マク ルー フ で す 。 貧 者 に 子供 た ちがい る な ら 、 そ れ ぞ れ 
0 サー ブ の 額 よ り も わずか に 少な い だ け の も の を 与え る 
こと は 合法 で す 。 

IE を 持っ て いる 人 は 、 フ ルー ス (金銀 以外 の 
木 の 旬 ふも し く は 紙 で で きた お 金 ) で 財産 を 売る こと が 合法 で す 
。 フ ルー ス は 、 金 銀 以外 の 金属 も し く は 紙 の お 金 で あり 、 風 習 

に より 通貨 の 基準 と な る 為 、 提 示 表 示さ れる 必要 は あり ませ ん 
0 ス が 市 場 で 有効 で な けれ ば 、 イ マー ム ・ ア ー ザ ム ( ア 
ッ ラ ー の 慈悲 が あり ます よう に ) に よれ ば 、 こ の 取引 は 無効 と 
な り ま す 。 イ マー ム た ち 、 す な わ ち イマ ー ム ・ ア ブー・ ユ ス フ 
と イマ ー ム ・ ム ハン マ ド (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 
(に よれ ば 、 無 効 と は な り ま せん 。 その 価値 だ け の 通貨 が 払わ れ 
ます 。 借り て きた 後 で フル ー ス が 通用 し な く な れ ば 、 イ マー ム 
・ ア ー ザ ム に よれ ば それ に 相当 する も の 、 す な わ ち 受け 取っ た 
だ け の フル ー ス を 払い ます 。 イ マー ム た ち に よれ ば 、 そ の 価値 
だ け の 通貨 を 払い ます 。 通貨 を 持っ て いな い 人 が フル ー ス で や 
り と り を する 為 に は 、 フ ルー ス を 提示 表示 する こと が 必要 で す 

提示 表示 され た 財産 は 、 本 
。 そ れ に 類似 する も の を 払う こと は で きま せん 。 宝石 商 に 
ィ ル へ ヘム の 重 さ の 銀 を 与え 、 そ の 半分 を フル ー ス で 、 半分 を 半 
ディ ル へ ヘム より 一 ハッ 分 少な い 銀 で 払っ て くだ さい 、 と 言え 
ば 、 こ れ は 無効 に な り ま す 。 な ぜ な ら 半 ディ ル へ ム の 銀 を 、 ゃ 
っ と 少な い 量 の 銀 を 対価 に 売る こ と は 、 利 子 と な る か ら で す 。 
この 半分 で フル ー ス を くだ さい 。 も う 半 分 で 半 デ ィ ル ヘム より 
も ゃ ーー ハッ 少な い 銀 を くだ さい と 言え ば 、 こ の 取引 は 有効 と な 
り ま す 。 も し 、 こ の 一 ディ ル へ ヘム の 銀 で 私 に 半 デ ィ ル へ ム の 重 
さ の フル ー ス と 、 半 ディ ル ヘ へ ヘム より 一 ハッ 少な い 銀 を くだ さ 
いと 言え ば 、 取 引 の 双方 が 有効 と な り ま す 。 一 ハッ 少な い 銀 
を 、 同 じ 重 さ の 銀 の 対価 と し て 、 及 び 半 ディ ル ヘ へ ム の フル ー ス 
結 半 デ ィ ル ヘム より も ーー ハッ 重い 銀 の 対価 と し て 売る こと 

に な り ま す 。 フ ルー ス と 、 そ の 対価 で ある 銀 の 重 さ と の 違い は 

、 種 類 が 異な る こと か ら 合 法 と な り ま す 。 

「 さ ペダ ー イ ・ ウ ス ・ サ ナー イ 」 で は 次 の よう に 書か れ て い 
ます 。 「 ザ カー ト と し て 払わ れる 財産 は 、 ザ カー ト を 必要 と す 
る 財産 と 同じ 種類 、 も し く は 他 の 種類 の ザ カ ー ト の 財産 で ある 
べき で ある 。 ( 金 の 代わ り に 、 貧 者 に 服 、 靴 、 麦 、 油 と いっ た 
も の を 与え る こと は 合 法 で は な い 。 ) ザ カ ー ト の 財産 は 、 実 物 
も し く は 貸し と な る 。 実物 で ある 場合 、 長 さも しく は 体積 で 計 
られ る か 、 も し く は 計ら れ な い 。 計 られ な い 場 合 、 放 牧 さ れ て 
いる 動物 あし く は 商売 品 と な る 。 放牧 さ れ て いる 動物 の 場合 、 
諸 文献 で 示さ れ て いる 動物 を の も の が 与え られ る 場合 、 中 くら 
い の 等 級 レ ベル の も の が 与え られ る 。 低 い 等 級 レ ベル の も の が 
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与え られ る 場合 、。 中 くら い の レ ベル の 物 と の 差額 分 だ け の 人 金 
も し く は 銀 も ゃ 与え られ る 。 動物 の 価値 に 相当 する も の が 示さ れ 
る 場合 は 、 や は り 中 くら い の 等 級 レ ベル に 相当 する も の が 与え 
られ る 。 低い 等 級 レ ベル で ある も の に 相当 する も の が 与え られ 
る 場合 は 、 金 も し く は 銀 で 不足 を 満た す 。 二 頭 の 中 くら い の 大 
き さ の 羊 の 代わ り に 、 そ の 価値 を 合計 し て 一 頭 の 太っ た も の を 
与え る こと は 合法 で ある 。 な ぜ な ら 利 子 で は な いも の に お いて 
は 、 そ の 価値 が 尊重 され る か ら で あ る 。 商売 品 に つい て は 諸 文 
献 で 知ら され て いる ゃ も の の 40 分 の 1 を 払う 。 同じ 種類 で 、 別 の 
も の が 与え られ る 場合 、 よ いも の の 代わ り に 中 くら い 、 も し く 
は 悪い も の が 与え られ る な ら 、 そ の 間 の 差 を 埋め る こと が 必要 
(に な る 。 なぜなら 品物 と は 、 重 さも し く は 体積 で は 計ら れ な い 
ゃ も の を 意味 する か ら で あ る 。 こ れ ら に お いて は 量 の 差 は 利子 と 
は な ら な い 。 例え ば 、 一 着 の よい 服 の 代わ り に 、 二 着 の 並み の 
服 を 与え る こと は 合法 で ある 。 同じ 種類 で は な い 、 別 の も の を 
払う 場合 、 フ ァ ル ド で ある 量 よ りゃ 少な く 払 うな ら 、 そ の 差額 
を 埋め る こと と が 必要 と な る 。 ザ カー ト の 財産 が 長 さ や 体積 で 計 
られ る 場合 、 財 産 そ の も の の 、40 分 の 1 を 払う 。 そ の も の で は 
な い 、 別 の ザ カ ー ト の 財産 を 払う な ら 、 そ の も ゃ も の の 価値 の 分 だ 
け 払 うこ と が 必要 で ある 。 別 の 種類 の も ゃ の が 払わ れる 場合 、 シ 
ャ イハ イン に よれ ば (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 、 そ 
の 価値 だ け で は な く 、 量 だ け の 分 を 払う 。 例 えば 、200 キ ロ の 
商売 品 で ある 、 良 質 な 麦 の 価値 が 、200 デ ィ ル へ ヘム の 銀 で ある 
か ら 、 そ の ザ カ ー ト と し て キ ロ の 麦 を 払う こと は 合法 と な る 
。 同様 に 、200 デ ィ ル へ ヘム の 純度 の 高い 銀 の ザ カ ー ト で ある 五 
ディ ル へ ム の 純度 の 高い 銀 の 代わ り に 、 五 ディ ル ヘ へ ム の 純度 の 
低い ゃ の を 払う こと が で きる 。 願掛け に お いて 与え る こと も 同 
様 で ある 。 

金 と 銀 は 絶対 的 な 通貨 基準 で ある 。 基準 と し て 創造 され た 
も の で ある 。 人 の 何ら か の 必要 性 を 満た す た め に 、 そ の も の 自 
体 は 用 いら れ な い 。 必要 な も の を 買う 為 の 媒介 で ある 。 他 の も 
の は 、 通 貨 基準 と し て も 、 そ れ 自 体 使 われ る 為 の も の と し て も 
創造 され て いる 。」 バ ダイ ー か ら の 翻訳 は ここ まで で す 。 

人 が 快適 に 、 イ スラ ー ム に 適し た 形 で 生き る 為 に 使わ れる 
こと が 必要 と な る も の を 、「 必 需 品 ] と 呼び ます 。41 ペ ー ジ を 
見 て くだ さい 。 必需品 は 、 人 の 状態 や 時 代 に より 変わ り ま す 。 
快適 に 生き る 為 に は 必要 で は な く 、 楽 し み の 為 に 、 装 飾 の 為 に 
、 和 敬意 を 集め る 為 に 用 いら れる 余分 な も の を 「 装 飾品 ] と 言い 
ます 。 金 や 銀 は 必需 品 で は な く 、。 装 飾品 で す 。 男 性 は 家 及 び 
外 で 、 女 性 は 家 だ け で 、 許 され て いる も の で 飾る こと が 合法 と 
な り ま す 。 
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の よう に 、 通 賃 基準 で ある フル ー ス は いつ で も 商売 品 と な 
の その 価値 が 、 市 場 で 用 いら れる 金貨 の うち 、 最 も 価値 が 
低い ゃ の に より 、 ニ サー ブ の 額 が 決ま り 、 そ の ザ カ ー ト を 支払 う 
こと と か が 必要 と な り ま す 。 な ぜ な ら 商 売 品 の ニニ サー ブ は 、 イ マー ム 
た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) に よれ ば 、 金 や 銀 の 貨 
員 の うち 肝 DO PC の べら 
ザ カ ー ト も 、 その 価値 が 計算 され た お 金 に より 、 ふ もしくは 財 
産 そ の も の の 40 分 } ょ の 1 を 支払 いま す 。 し か し これ は 必需 品 と し て 
用 いま す 。 フ ルー ス は 人 金 や 銀 以外 の お 金 を 意味 し ます 。 銅 、 青 銅 
、 そ の 他 の 合金 と 同様 、 紙 か ら ゃ も 作ら れ ま す 。 つ まり 、 紙 の お 金 
は フル ー ス で す 。 これ ら の ザ カ ー ト を 払う こと が 必要 で す 。 し か 
し 、 こ れ ら の 価値 は 、 金 や 銀 の 価値 の よう に 「 絶 対 的 な 価値 」 で 
は あり ませ ん 。 [変動 する も の | と な り ま す 。 
な の で す 。 写 える と 同様 に それ を 取り 去る こ と も ある の で す 。 
動 す る $ も の が な く な る と 、 通 貨 と は な り 得 ませ ん 。 カー ト の 朋 
産 で は な く な り ま す 。 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 次 の よう に 語っ 
て いま す 。 「 商 売 品 の 価値 は 、 商 売 で 多く 用 いら れる 、 お 金 と し 
て 印刷 され た 金 も し く は 銀 に より 計算 され る 。 銀 に より 計算 され 
る と き 場 合 、240 デ ィ ル へ ム の 銀 の 価値 が あり 、 金 に より 計算 さ 
れる 場合 20 ミ スカ ル の 人 金 の 価値 が ある 場合 、 双 方 と も ち も ニ サー ブ の 
額 で は ある も の の 、 こ の 品 は 銀 で 計算 する こと が 必要 で ある 。 な 
ぜ な ら ザ カー ト と し て 六 デ ィ ル ヘム も し く は 半 ミ スカ ル の 人 金 を 与 
える こと が 必要 と な る で ある 。 これ は 五 デ ィ ル ヘム の 銀 の 価値 と 
な り 、 貧 者 に と っ て の 価値 は 効果 は が 少な く な る 。 (な ぜ な ら 、 
20 ミ スカ ル の 金 と 200 デ ィ ル へ ム の 銀 は 、 同 じ ニ サー ブ を 示し 、 
価値 は 同じ で ある 。) 一 ミス カル の 重 さ の 金貨 を 、 一 ディ ナー ル 
と 呼ぶ 。 (トル コ の 人 金 貨 の すべ て は 1. 5 ミス カル 、 す な わ ち 7 

2 グラ ム の 重 さ と な る 。 ) 通 人 基準 で ちる フル ー ス の ザ カ ー ト 
は 、 ニ サー ブ が 計算 され た 「 金 も し く は 銀 」 で 払う こと が ワー ジ 
ブ と な る 。」 

こと か ら 理 解 さ れる よう に 、 紙 整 の ニ こ サ ー ブ は 、 商 売 で 用 
いら れる 金貨 の 、 最 低 価格 で 計算 され 、 そ の ザ カ ー ト を 金 と し 
て 払う こと が 必要 で す 。 な ぜ な ら 銀 は お 金 と し て は 現在 全く 利 
用 され な いか ら で す 。 紙幣 の ず カ ー ト は 、 ニ サー ブ の 計算 で 用 
いら れ た 金属 、 す な わ ち 金 で 払わ れる の で す 。 それ 自体 の 40 分 
の 1 を が 紙 整 と し て 払う われ る こと は で きま せん 。 なぜなら 紙 
整 そ れ 自 体 は 、 必 需 品 と し て 用 いら れ な いか ら で す 。 た だ の 紙 
も ある の に 、 紙 刺 を 紙 と し て 利用 する こと は 浪費 で す 。 浪費 は 
ハラ ー ム で す 。 紙 吊 の が カー ト は 、 お 金 と し て 用 いら れる 為 、 
紙 と し て 払う こと $ ゃ 合法 で は あり ませ ん 。 なぜなら お 金 と し て 
使う 為 に に その 価値 が 絶対 的 で 永続 的 で ある 金 が 払わ れる か ら で 
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金 は 、 お 金 と し て 、 及 び 他 の 形 で 払う こと が で きま す 。v 
つ で も 、 あ ら め ゆる 場所 に 存在 し ます 。 自分 の 町 で 金 を 見 つけ ら 
れ な い 人 は 、 金 製品 が 売ら れる 地域 の 友人 友達 に 紙幣 を 贈り 、 
それ で 金 を 買い 、。 ザ カー ト を 払う よう に 求め ます 。 紙幣 を 後 
で 払う こと も ゃ 合法 で す 。 紙幣 の F ず カート を 払う こと が これ ほど 
容易 で ある の に 、 法 学 の 書物 の こ の 
金 の 代わ り に 、 そ の 価値 が 一 時 的 な も の で ある 紙 刺 で 払う こ 
間 の の ピグ に に 
を クル アー ン の 言葉 みか ら 自ら の 理解 し た 形 で 行 お うと する 人 を 
「 宗 派 に 従わ な い 人 | 、 も し く は 「 逸 脱し た 人 」 と 呼び ます 。 
この よう な 逸脱 し た 人 に 対し て は 、「 私 は 崇拝 行為 を 、 ク ル ア 
ー ン や 聖 ハ ディ ー ス か ら あ な た が 理解 し た 形 で は な く 、 法 学派 
の イマ ー ム た ち が 理 解 し 、。 教 えて いる も の に 従っ て 行う 」 と 
言う べき で す 。 法 学派 の イマ ー ム た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり 
ます よう に ) が 理解 し た こと を 教え て いる 本 を 、 「 法 学 の 書物 
] と 呼び ます 。 

アズ ハル 大 学 の 神学 部 の 教授 で ある アブ ドゥ ッ ル ラフ マー ン 
・ ジ ャ ズィー リ が 率い る 学者 団 が 作成 し た 「 キ ター ブ ・ ウ ル ・ 
フィ ク フ ・ ア ラル ・ マ ザー ヒ プ ブ ・ 2 アル バー」 の 本 で は 
これ ら の 法学 の 知識 が 四 つ の 法学 派 ご と に それ ぞ れ 書か れ て い 
ます 。 こ の 本 は 刀 部 に な っ て お り 、 全 て が 1392 年 (西暦 1972 年 
) に カイ ロ で 印刷 され て いま す 。 

「 紙 幣 の が カー ト 」 の 項目 で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 
。 「 法 学者 た ち は 、 紙 幣 の お 金 に つい て ザ カ ー ト を 払う 必要 が 
ある と し て いる 。 なぜなら これ ら は 、 罰 易 に お いて 金 や 銀 の 代 
わり に 用 いら れる か ら で あ る 。 こ れ ら は いつ で も ゃ も 、 金 や 銀 と 容 
易 に 交換 する こと が で きる 。 紙 員 を 多く 持っ て いる 人 が 、 こ れ 
ら を 金 や 銀 の ザ カ ー ト の ニ サ ー ブ に 加え な いこ と 、 こ と これら の ザ が 
カー ト を 支払 わな いこ と は 、 知 性 が 受け 入れ る こと の で きる も 
の と と で は な い 。 こ の 為 、 三 つの 法学 派 の 法学 者 た ち は 、 紙 幣 
の ザ カ ー ト を 払う こと が 必要 で ある と 見 解 を 一 致 さ せ て いる 。 
た だ し ハン バリ ー 派 は 、 そ こ か ら 離 れ て いる 2000 
学者 た ち は 紙 幣 が 証書 で ある こと 、 望 む 場 合 に は 金 や 銀 に すぐ 
に 交換 で きる こと を 語 凍り 
うこ と が 必要 で ある と し て いる 。 な ぜ な ら 、 受 け 取 る 借金 の ザ が 
カー ト を 払う こと は 、 金 や 銀 が 手 に 入っ た 時 に は ファ ルド と な 
る 。 手 に 入る 前 に ザ カ ー ト が ファ ルド と な っ た と し て も 、 払 う 
こと は ファ ルド と は な ら な い 。」 望む 場合 は 、 受 け 取 る まで 待 
受け 取っ た 時 に 過去 の 年 都市 の カー ト を 払う 。 望む 場合 
は 待た ず に 、 手 に し て いる 実物 の 金銀 で ある も の の ザ カ ー ト 
を 毎年 払う 。 受け 取る 予定 の 金 の ず カ ー ト と し て 、 手 に し て い 
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3 と は で きず 、。 証書 に 書か れ た 金 や 銀 を 負債 
5 と 場合 、 0 過去 の 年 都市 の そ 
0M に 貧者 に 払う こと が 必要 と な る 。 こ の よう 
に 、 ザ カ ー ト と し て 紙 燥 を 払う こと は で き な い 。 こ れ ら の 40 人 
の 1 も 、 貴 金属 商 か ら 価 値 が 最も 低い 金貨 を 買い 、。 こ の お 金 
も しく は その 重き だ け の 人 金 の 指 輸 、 腕 輪 を 貧者 に 与え る こと が 
必要 で ある 。 

負債 者 に ザ カ ー ト を 払い 、 彼 を 借金 か ら 救 う 為 に は 、「 あ 
な た に ザ カ ー ト を 払う 。 し か し あな た か ら 受 け 取 る も の を 、 
私 が 与え る ザ カ ー ト の 対価 と し て 計算 する 。 あ な た ゃ も それ を 認 
め な さい | と いう こと は 合法 で は あり ませ ん 。 ザ カー ト を 人 損 者 
に 払う こと 、 貧 者 も ゃ 受け 取っ た も の を 金持ち に 返し 、 借 り を 返 
すこ と が 必要 で す 。 貧 者 が 返す こと を 信頼 で き な い 債権 者 に つ 
いて 、 | ファ トゥ ワ ・ イ ・ ヒ ン デ ィ ー ヤ |」 の 六 巻 の 最後 で は 次 
の よう に 語ら れ て いま す 。 | 債権 者 は 、 信 頼 し て いる 人 を 債務 
者 に 示し 、 あ な た に 与え る ザ カ ー ト を 受け 取る 為 、 そ を それから あ 
な た の 私 へ の 負債 を 払う 為 、 こ の 人 を 代理 人 に し な さい と 言う 
。 貧者 も その 人 を 代理 人 と する 。 その 人 が ザ カ ー ト を 受け 取る 

受け 取っ た も の は 貧者 の も の と な る 。 それから これ を 和 金 持 
ち に 与え 、 貧 者 の 借金 を 返す 。 二 人 が 、 一 人 の 貧者 に 対し 債務 
者 で あれ ば 、 そ の うち の 一 人 が 貧者 に 受け 取り 分 だ け の ザ カ ー 

ト を 払い 、 邊 を 自分 に 対す る 負債 か ら 救 うこ こと を 望む な ら 、 
貧者 に それ だ け の ザ カ ー ト を 払う 。 それ か ら 受 取 2 分 を 貧者 の に 
サダ カ と と する 。 つ まり 、 受 取 分 を 帳消し と する 。 それから 貧 
者 は 手 に し て いる ザ カ ー ト を この 金持ち に 贈る 。 も し く は 貧者 
は 、 負 債 だ け の 金 を 誰か か ら 借り 、 金 持ち に 贈る 。 金 持ち は こ 
れ を ザ カ ー ト と し て この 貧者 に 返す 。 そ し て 貧者 を 負債 か ら 自 
由 に する 。 つ まり 、 彼 の 借金 を 帳消し に する 。 貧者 は ザ カ ー ト 
と し て 受け 取っ た 金 を 、。 ま ず そ れ を 借り た 相手 に 返す 。 ザ カ 
ー ト で 善行 施し を 行う こと が で き な い 。 そ れ を 行う 為 に は 。 こ 
れ ら を 知り 合い の 貧者 に 与え る 。 貧者 も ふ 、 そ れ ら で その 善行 を 
行う 。」 ここ か ら も 理解 で きる よう に 、 紙 幣 で ザ カ ー ト を 払う 
為 に は 、 払う 紙幣 の 価値 だ け の 金貨 の 重き の 金 の 装 飾品 を 、 妻 
も し く は 知り 合い か ら 借 り ま す 。 こ の 金 を 、 知 り 合 いも し く は 
BE の 2 き を に 2 ウト の せま END きき で 
こよ り 、 紙 員 の ず カ ー ト が 払わ れ た こと に な り ま す 。 それから 

貧者 は この 金 を 、 に こ お こ 贈 り ま す 。 金持ち は それ を 受 
け 取 り 、 持ち 主 に 返し 、 借 り を 返し ます 。 ザ カー ト が 支払 われ 
て いる た め 、 金持ち は ザ カ ー ト を 払う 為 に 分 け て お いた 紙幣 の 

一 部 を 、 こ の 貧者 に 与え を ます 。 残っ た も の は あら め ゆる 種類 の 善 
行 の 為 に 割り 合 当 て ます 。 貧 者 も この 善行 の 報奨 を 得る こと を 
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望む な ら 、 ザ カー ト と し て 受け 取っ た 金 を この 金持ち に 売り ま 
す 。 それから 善行 を 行う 為 に 金持ち を 代理 人 と し 、 紙 幣 を 金 持 
ち に 払い ます 。 

四 つ の 法学 派 の 知識 に お ける 専門 家 で あり 、 偉 大 な 学者 で 
ある アブ ドゥ ル ハ キー ム ・ ア ル ワ ー シ ー (アッ ラー の 慈悲 が あ 
り ま す よ うに ) は 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 紙 幣 の 価値 は 
変動 する も の で ある 。 そ の 値 が 下がる と 価値 が な く な る 。 こ の 
為 、 フ ィ ト ラ 、 ザ カー ト を 紙 吊 で 払う こと は 合法 で は な い 。 紙 
散 と し て 払わ れ た ザ カ ー ト は 。 金 に 換え られ 、 カ ダー され る ベ 
き で ある 。 巡礼 以外 、 そ れ 以 外 の 財産 に よる 崇拝 行為 の カ ダ ー 
は 、 交 換 に よっ て 行わ れる 。」 

「 ド ゥ ッッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル | で は 次 の よう に 語ら れ て 
いま す 。 「 統 治 者 に 反逆 を 起こ す 形 で 国 を 征服 し た ムスリム 、 
及び 迫害 を 行う ムスリム の 王 た ち は 、 動 物 あ しく は 作物 と 呼ば 
れる 土壌 か ら の 収穫 物 の ザ カ ー ト を 受け 取れ ば 、 そ し て これ ら 
を アッ ラー が 命じ られ た 場所 に 与え れん ば 、 こ の 受け 取っ た 品 は 
ザ カ ー ト と な る 。 受け 取っ た も の を 他 の 場所 に 与え を れ ば 、 受 け 
取っ た も の は ザ カ ー ト と は 見 な され な い 。 所 有 者 が ザ カ ー ト を 
再び ムスリム の 貧者 に 払う こと が 必要 と な る 。 商売 品 の が ザ カー 
ト 及 び お 金 の ザ が カート を 集め る 場合 、 学 者 た ちの 多く に よれ ば 
、 ザ カー ト は 無効 し な る 。 フ ァ ト ッ ゥ ッ ワ ー ゃ も この よう な 形 で ある 

一 部 の 学者 に よれ ば 、 人 迫害 を 行う 王 た ち は ム スリ ム で ある 為 
、 そ し て 手 に し て いる 財産 は 人 々 の 権利 で あり 、 貧 者 と 見 な さ 
れる 為 、 彼 ら に ザ カ ー ト の と 言う ニー ヤ (意志 表示 ) を し て 与 
えら れる ザ カ ー ト は 有効 と な る 。」 イブ プ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン は 
次 の よう に 語っ て いま す 。 「 税 と し て 、 関 税 と し て 、 も し く は 
その 他 の 名 で 受け 取る 財産 、 お 金 $ 同 様 で も ある 。 ニ ー ヤ を し て 
いた と し て も 、 1 ト は 有効 と は な ら な いと いう 意見 が 優勢 
で ある 。 つ まり 、 人 迫害 者 で ある ムスリム は 、 こ の 財産 の ザ カ ー 
半 間 に 」 ファ トゥ ワー も る 同様 で ある 
こと が 、「 タ フタ ウィ ー」 の 注釈 で 書か れ て いま す 。 こ の よう 
に 、 動 物 の ザ カ ー ト や 作物 へ の 税 の 支払 い が 有 効 と な る た め ! 
は 、 こ れ ら を 徴収 する 政府 が ムスリム で ある こと 、 徴収 し た も 
の を 「 財 産 の 家 ] と 呼ば れる 国庫 か ら 、 四 つの カテ ゴリ ー で 受 
取 者 と な る 人 々 に 分 配 す る こと が 必要 と な り ま す 。 政府 に 払わ 
れる この 種 の 税 は 、。 学 者 た ちの 多く に よる と れ ば 、 商 売 品 や 
お 金 の が カー ト で は いけ な いと され ます 。 一 部 の 学者 た ち は 
徴収 する 政府 が ムスリム に よる も の で ある と 知 し っ て いる こと 
、 払 われ た 財産 や お 金 を が カー ト の ニー ヤ と 共に 払う こと を 条 
件 と し て 合法 と な る 、 と 語っ て いる も の の 、 こ れ は 有力 な 意見 
で は あり ませ ん 。 
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来 て くだ さい 。 否定 し な いで くだ さい 。 慈 悲 を 持っ て 振舞 いな さい 。 
あな た の 貴重 な 寿命 を 無駄 に し な いで くだ さい 。 

心 を 、 我 欲 の 欲望 か ら 救 いな さい 。 

外見 と 同様 、 心 $ 純 で あり な さい 。 

銅 と 混ざっ て し まっ た 金 を 受け 取っ た 貴金属 商 は それ を 気に入る で し ょ うか ? 
高校 1) を 卒業 し た の だ と うぬぼれ て いて は いけ ませ ん 。 

考え な し に 言葉 を 日 に 出し て は いけ ませ ん 。 

深く も の を 知っ て いる 人 を 見 つけ 、 彼 の 話 を 聞き な さい 。 

これ に より 、 ア ッ フ ラー も あな た に 良く 振舞 っ て くだ さる だ ろう 。 
真実 の 海 に 到達 し 、 深 く て 潜り 、 鉱 石 を 出し 、 純 太 と な りな さい 。 
卒業 証書 を 持っ た 、 宗 教 上 無知 な 人 々 に 騙さ れ て は いけ な い 。 

先 人 が 正しい 道 を 示し て いる の で す 。 


断食 に つい て 
断食 の ファ ルド は 三 つ で す 。 
1. ニー ヤ を する こと 
2. ニー ヤ を 、 最 初 と 最後 の 時 間 の 間 に 行 うこ と 


3. イム サー ク の 時 間 か ら 日 没 ま で の 時 間 、 断 食 を 無効 と 
する も の を 記 ける こと 。 イ ム サ ー ク の 時 間 と は 、 地 平 線 が 白 み 
始め た 時 間 で す 。 断 食 を ニー ヤ せ ず 、 夜 まで 断食 を 無効 と する 
も ゃ の を 避 け 続 け て も 、 断 食 を し た こと に は な り ま せん 。 その 日 
を カ ダ ー す る こと が 必要 と な り ま す 。 

人 に と っ て 断食 が ファ ルド と な る 為 の 条件 は 七 つ で す 。 

1. ムスリム で ある こと 2. 成人 し て いる こと 。 子供 の 断 
食 $ も 有効 で す 。3. 知性 を 持っ て いる と と 。 4. イス ラー ム 導 
で は な いと と ろ に いる 人 は 、 断 食 が ファ ルド で ある こと と を 聞く 
こと 5. 定住 し て いる こと 6. 月 経 中 で は な いこ と 7. 
産 得 期 で は な いこ と 。 六 つの 事柄 は 断食 を 無効 に し ます 。 食事 
を する こと 、 飲 み 物 を 飲む こと 、 性 交 、 月 経 、 産 得 、 口 いっ ぱ 
い の 嘱 吐 。 以 下 の こと は 断食 を 無効 に は し ませ ん が 、 そ の 店 党 
を 失わ せま す 。 嘘 、 陰 口 、 ム スリ ム た ちの 間 で 人 の 言葉 を 言い 
つけ る こと 、 信 証 な ど が 該当 し ます 。 と いっ た ゃ も の は 断食 を 無 
効 に は し ませ ん 。 し か し その 報奨 を 失わ せま す 。 

ら に 、 七 種類 の 人 は 断食 を し ませ ん 。1. 病人 2. 客人 
3. 月 経 4. 産 竹 期 に ある 女性 5. 妊婦 が 、 そ れ を 行う 力 
が な い 場 合 6. 授乳 期 で ある 女性 が 、 子 ども に 影響 びあ る 場 
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合 7. 弱っ た 高齢 者 。 

ら に 、 断 食 の 為 に は 毎日 個別 に ニー ヤ を 行う こと が 必要 
で す 。 「 (ヒン ディ ー ヤ 」 ) で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 
「 ニ ー ヤ は 心 で 行う 。 サ フル (断食 前 の 食事 ) に 起き る こと は 
Um つら : 
者 は 、 ラ マダ ー ン 月 の 毎日 の 為 、 及 び ナ ー フ ィ ラ や 特定 の 日 の 
為 の ニー ヤ の 開始 時 間 は 、 前 日 の 日 没 や |「 ダ フワ ・ キ ュ ブ ラ 」] 
と 呼ば れる 時 間 で す 。 |「 ダ フワ ・ キ ュ ブ ラ | の 時 間 と は 、 シ ャ 
ー リ ア 法 に よる 日 中 の 時 間 、 す な わ ち 断食 を する 時 間 の 半分 で 
あり 、 ア ザー ン の 時 間 と 共に 、 

夜明け 24 十 夜明け /2 も し く は 夜明け +12 一 夜明け /2=12 二 
夜明け /2\ き となり ます 。 

つま り 、「 ダ フワ ・ 0 アザ ー ン の 時 間 
と 夜明け の 時 間 を 示す 数 の 半分 す 。 共 通 時 間 に よ れ ば 、 シ ャ 
ー リ ア 法 の 日 中 の 時 間 と 大 陸 日 中 の 時 間 の 夫 い 、 すなわち 
ヒッ セ ・ イ ・ フ ァ ジ ェ ル の 半分 ほど 、 終 了 よ り 前 に な り ま す 。 
ヒッ セ ・ イ ・ フ ァ ジ ュ ル と は 、 太陽 が 昇る き 間 と 、 夜 明け 、 す 
二 全 AI ク の 時 間 の 間 で す 。 ダ フワ の 時 間 に ニ ー ヤ を 行 

合法 で は あり ませ ん 。 夜明け より 前 に ニー ヤ を 行う 際 
6 本 邊 の 旧 人 を な 9 に せこ こし し た 」 と 言い ます 
。 夜 明け より ゃ 前 に ニー ヤ を 行う 場合 は 、「 今 日 の 断食 を 行う 
と と を ニー ヤ し まし た 」 と 言い ます 。 

も う 一 つの 種類 は 、 カ ダー や 償い 、 願 掛け で す 。 この 三 つ 
の ニー ヤ の 時 刻 は 同一 で す 。 始 まり の 時 間 は 前 日 の 日 濃 で あり 
、 終 わり の 時 間 は 地平 線 が 白 み か ける 前 で す 。 空 が 白 み 始め て 
か ら は 、 こ の 三 つ に つい て ニー ヤ を 行う こと は 合法 で は あり ま 
せん 。 一 年 の ラマ ダー ン 月 の 様々 な 日 の カ ダ ー を 行う 際 、 名 前 
や 順番 を 決め る 必要 は な いこ と が 、 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン の 
カ ダ ー の 礼拝 の 項 の 最後 に 書か ん て いま す 。 断食 を する 人 は 三 
種類 と な り ま す 。 無知 な 人 の 断食 、 学 者 の 断食 、 預 言 者 や 聖人 
の 断食 で す 。 無知 な 人 の 断食 は 、 食 べ ず 、 飲 まず 、 性 交 を 行い 
ませ ん 。 し か し それ 以外 の 罪 を 行い ます 。 学 者 た ちの 断食 は 
これ 以外 の 罪 も 行い ませ ん 。 預言 者 と 聖人 の 断食 は 、 疑 わし い 
すべ て の も の を 人 避 け ま す 。 

断食 を する 人 の 祝日 は 、 三 種類 と な り ま す 。 無知 な 人 の 祝 
日 、 学 者 た ちの 祝日 、 預 言 者 と 聖人 の 祝日 。 無知 な 人 の 祝日 は 

MS まま まる すら 
た ちの 祝日 は こう だ 、 と 言い ます 。 学 者 た ちの 祝日 は 、 夜 に 
る と 断食 明け の 食事 を し ます 。 崇高 な る アッ ラー iR 
食 を 承認 し て くだ さっ た の な ら 、 私 た ちの 祝日 は それ だ 、 と 言 
いま す 。 も し 承認 し て いた だ け な け れ ば 私 た ち は ど うな る か 、 
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と 熟考 し ます 。 し か し 預言 者 と 聖人 の 祝日 は 、 ア ッ ラ ー に まみ 
える こと で す 。 彼ら は 崇高 な る アッ ラー の ご 当 を 隅 く 求め ま 
宣 

さら に 、 ム スリ ム た ちの 祝日 は 五 種類 あり ます 。 

1. 信者 の 左 に いる 天使 が 、 悪 事 と し て 書く こと を 何 も 見 
つけ られ な いこ と 

2. 死 の 上 朋 間 に 、 吉 報 を 伝え る 天使 が 来 て 、「 こ ん に ち は 
信者 よ 、 あ な た は 天国 に 行く 」 、 と 吉報 を も た ら す こと 

3. 墓 に 至っ た 時 に 、 墓 が 天国 の 庭園 の よう で ある こと 

4. 最後 の 審判 の 日 、 慈 悲 の 木陰 の 下 で 、 預 言 者 と 聖人 、 学 
者 、 誠 実 な 人 々 と 共に いる こと 

5. 毛 よ りゃ も 細く 、 剣 より ゃ 鋭く 、 夜 の 聞 よ り も な お 暗く 
、 一 年 で 下り 、 一 年 で 上 り 、 一 年 が 平坦 で ある スラ ー ト 橋 の 上 
で 、 七 か 所 で ある 質問 に 答え 、 そ こ を 通過 通貨 で きる こと 。 も 
し 返事 が で き な け れ ば 、 そ れ ぞ れ に 千年 の 罰 が ある と され ます 
。 そ の 巧 つ の 質問 と は 、 ま ず 信 仰 、 二 つ 目 は 礼拝 、 三 つ 目 は 断 
食 、 四 つ 目 は 巡礼 、 列 つ 目 は ザ カ ー ト 、 六 つ 目 は し ゃ べ の 権利 
、 巧 つ 目 は グ ス ル と イス ティ ンジ ャ ー、 ウ ドゥ ッ ー に つい て の も 
の で す 。 

さら に 、 誰 か が ラマ ダー ン 月 の イム サー ク の 時 間 よ り も 前 
に 、 ニ ー ヤ を 行っ た 断食 を 意図 的 に 損 な え ば 、 償 いと カ ダ ー の 
双方 が 必要 で す 。 ナ ー フ ィ ラ や カ ダ ー の 断食 に は 償い は あり ま 
せん 。 

償い の 為 に は 奴隷 を 一 人 解放 し ます 。 断食 に 力 が 不 十 分 で 
あれ ば 、 ラ マダ ー ン 月 及び 断食 を 行う こと が ハラ ー ム で ある 五 
つの 日 以外 の 日 に 、 連 続 し て 六 日 間 の 断食 を 行い ます 。 その 後 
損なっ て し ま っ た 断食 の 日 3 数 だ け 、 さ ら に カ ダ ー の 断食 を 行 
いま す 。 (断食 明け の 祝日 の 一 日 目 と 、 犠 牲 祭 の 四 日 は 断食 を 
行う こと が ハラ ー ム で す 。) それ に も 力 が 不 十分 で あれ ば 、60 
人 の 貧者 に 一 日 、 も し く は 一 人 の 貧者 に eo 日 間 、 二 回 食事 を 与 
えま す 。 も し く は 一 人 一 人 に フィ トル の 人 額 だ け の 財産 を 与え ま 
ず 。 

一 日 の カ ダ ー の 断食 の 為 に 一 日 断食 を し ます 。 


以下 の 五 種類 の 人 に は 、 償 い は 不要 と な り ま す 。1. 病人 
2. 客 3. 授乳 中 の 女性 が 、 子 ども に 影響 が ある こと を 上 抄 念 
し て ある と 断食 し な か っ た 場合 4. 高齢 者 5. 空腹 も し く 


は の どの 渦 き で 倒れ て し まう 対 れ が ある 人 。 
と うい っ た 人 々 は 、 正 当 な 理由 が な く な っ て か ら 、 一 日 に 
対し 一 日 カ ダ ー を する こと と が 必要 と な り ま す 。 
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ラマ ダー ン 月 が 開始 し た か どう か 確か で は な い 時 の ニー マヤ 

数 種類 あり ます 。 ラ マダ ー ン に ニー ヤ を 行う 、 も し く は 他 
ワー ジ プ に ニー ヤ を 行う 、 も し て ラマ アーン で あれ ば ラマ 
ダー ン の 断食 を 、 ラ マダ ー ン で な けれ ば ナー フィ ラ 、 も し く は 
ワー ジブ で は な いも の を ニー ヤ す る こと ゃ 合法 で す 。 もう 一 つ 
の 種類 も 確実 に 合法 で す 。 それは 得 1 区 断食 を ニー ヤ する 
こと 、 も し く は シャ ー バ ン 月 、 つ まり ナー フィ ラ の 断食 に 、 と 
ニー ヤ す る こと で す 。 

誰か が 、「 ラ マダ ー ン な ら 、 ニ ー ヤ し まし た 。 ラ マダ ー ン 

で は な いな ら 、 ニ ー ヤ は し ませ ん 」| と 言う な ら 、 こ の よう な ニ 
HE と は 全く 合法 で は あり ませ ん 。 

さら に 、 誰 か が ラマ ダー ン の 夜明け 前 、 つ まり 地平 線 が 白 
み だ す 前 に 断食 の ニー ヤ を 行わ な けれ ば 、 そ し て 正午 より 前 に 
飲み 食い を すれ ば 、 イ マー ム ・ ア ー ザ ム に よれ ば 償い は 不要 で 
す 。 他 の イマ ー ム た ち に よれ ば 、 償 い が 必 要 と な り ま す 。 な で ぜ 
な ら 、 ニ ー ヤ を し て 、 断 食す る こと が 可能 で ある の に 飲み 食い 
を し た か ら で す 。 さ ら に 、 も し 正午 の 礼拝 以降 に 飲み 食い を す 

ば 、 見 解 の 一 致 で 、 償 い は 必要 と な り ま せん 。 

さら に 、 誰 か が 二 回 $ し く は 三 回 の ラマ ダー ン の うち 、 一 
日 ずつ 断食 を 破っ て し まっ た 場 それ ぞ れ の 為 に 一 回 ずつ の 
償い を 行う の か 、 三 回 の 為 に に 0 と いう 問 
題 は 、 見 解 が 様々 に な っ て いま す 。 原則 と し て それ ぞ れ に 対し 
、 一 回 ずつ の 償い を 行い ます 。 誰 か に が ラマ ダー ン の 借り が あ 
る 場合 、 そ の 人 が その 借り の 分 を 断食 せ ず 、 何 年 も た っ た 場合 
に は 、 一 部 の 学者 に よれ ば 罪人 と な り ま す 。 さらに 誰か が 償い 
を 行っ て いる と と こ ろ で ラマ ダー ン も し く は 犠牲 祭 が 来れ ば 、 
マダ ー ン の 後 、 再 び 最 初 か ら 始 め る こと が 必要 と な り ま す 。 最 
Ok は 数 に 入れ られ ませ ん 。 

に 、 誰 か が 旅行 を ニー ヤ す る こ と な く 断 食 を や め て 飲み 
SN その 後 で 旅行 を ニー ヤ し 、 出 発し た 場合 すれ ば 
、 カ ダー と 償い の 両方 が 必要 と な り ま す 。 旅行 は 、 断食 を 中 断 
する こと を 合法 と する わけ で は あり ませ ん 。 旅 に 出る 人 が その 
日 の 断食 を 中 過 し な いと と は ワー ジブ で す , 日 中 、 も し く は 夜 
、 ダ フワ の 時 間 ま で ニー ヤ を し た 客 が その 日 の 断食 を 中 断 す る 
とこ と は ハラ ー ル に は な り ま せん 。 も し 中 断 す れ ば 、 カ ダー を 行 
いま す 。 旅行 は 、 断 食 を 始め な いこ と を 合法 と する の で す 。。 

2 誰か が ラマ ダー ン 月 1 < 精 神 を 病 ん で し まい 、 断 食 が 
で きず 、 そ の 後 回 復 し た 場 断食 で き な か っ た 日 の 分 を カ ダ 
ー し ます 。 人 キキ 
、 そ の 状態 が 継続 すれ ば 、 そ の ラマ ダー ン 月 の 断食 は 免除 され 
ま 


o 
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また ある 人 が 断食 し て いる こと を 忘れ て 断食 を 中 断 し て し 
まっ た 場合 、 断 食 は 無効 と は な り ま せん 。 も し 、 断 食し て いる 
こと を 思い 出し 、 自分 の 断食 が 無効 に な っ た と 思っ て 食べ 続け 
れ ば 、 カ ダー が 必要 と な り ま す 。 償い は 必要 と な り ま せん 。 

また 誰か が 自分 6 染め られ た 糸 を か ん 
で 染料 を 飲み 込ん だ り し た 場 。 も しく は 嘩 液 を 飲み 込ん だ 
場合 、 も し く は 自分 の 嘩 液 を 一 ー 度 外 に 出し て か ら 飲 み 込 ん だ 場 
3 
豆 より 余地 も 大 きい 場 。 も し く は 皮下 注射 で 薬 を 注 
入 し た 場合 、 10 カ ダ ー を 行う こと が 必要 と 


また 、 誰 か が 紙片 も し く は 手のひら いっ ぱい の 塩 を 食べ た 
り 、 米 粒 を 飲み 込ん だ りす れ ば 、 断 食 は 損なわ れ ま す 。 た だ し 
カ ダ ー を 行う こと の み が 必 要 と な り ま す 。 な ぜ な ら 、 手 の ひら 
いっ ぱい の 塩 は 食べ 物 と し て に ゃ 薬 と し て に も 食べ る 習慣 は な 
いか ら で す 。 手 の ひら いっ ぱい の 土壌 と 同様 で す 。 し か し 食べ 
た 塩 が 少量 で あれ ば 、 償 いも 必要 と な り ま す 。 | アシ ュ バ フ 」 
で 言及 され て いま す 。 なぜなら 塩 は 、 少 量 で は 薬 と し て ゃ 食料 
と し て も 用 いら れる か ら で す 。 

パン の お 金 を 稼ぐ 為 に 働い て いる 時 に 、 病 気 に な る と 感じ 
た 労働 者 が 、 病 気 に な る 前 に こ 断 食 を 中 断 す る こ と は 合法 で は あ 
り ま せん 。 断食 を 中 断 す れ ば 、 カ ダー と 償い が 必要 と な り ま す 
。 償い か ら 救 われ る 為 に は 、 ま ず 紙 を 飲み 込む 必要 が ある の で 
す 。 妊娠 中 の 女性 、$ も しく は 授乳 中 の 女性 が 、 気 持ち が 悪く な 
っ て 食べ た 場合 、。 カ ダー の み が 必 要 と な り ま す 。 正当 な 理由 
が な い の に 、 ラ マダ ー ン で 人 目 に つく と ころ で 食べ る 人 は 罪人 
と な り ま す 。 

さら に 、 誰 か が ゴマ 粒 を た だ 噛ん だ 場合 、 断 食 は 無効 に 
0 計 POO の e 
、 了 断食 は 無効 と な り ま す 。 そ し て カ ダ ー が 必要 と な り ま す 。 

ら に 、 断 食 は 十 五 種類 あり ます と な り ま す 。 三 つが ファ 
ルド 、 三 つが ワー ジブ 、。 五 つが ハラ ー ム 、 四 つが スン ナ で す 
。 ファ ルド で ある 断食 は 、 ラ マダ ー ン 月 と 、 カ ダー、 償 い の 断 
食 で す 。 

ワー ジブ で ある 断食 は 、 願 掛け 、 条 件 付け の な い 願 掛け 
開始 し た ナー フィ ラ の 断食 日 没 ま で 継続 する こと で す 。 

ハラ ー ム で ある 断食 は 、 断 食 明 け の 祝日 の 最初 の 日 、 そ し 
て 犠牲 祭 の 四 日 間 で あり 、 こ の 五 日 間 で 断食 を 行う こと は ハラ 
ー ム で す 。 


スン ナ で ある 断食 は 、 毎 月 の 13, 14,.15 日 、 ダ ー ウ ー ド の 断 
Sly 


食 、 月 曜日 、 木 曜日 、 ア シュ ー ラ の 日 、 ア ラフ ァ の 日 、 そ し て 
前 述 の 神聖 な 日 に な され る も の で す 。 太 陰暦 の 13,、14, 1 4 , 
15 日 を 「 アイ ヤー ム ・ バ イズ 」 と 呼び ます 。 年 に 一 日 ずつ 断食 
NM 0540 ウー ド の 断食 と 呼び 

さら に 、 断 食 を 行う こと に は 十 五 の 効果 褒賞 が あり ます 。 

1. 1. 地獄 へ の 盾 と な り ま す 。 

2. その 他 の 崇拝 行為 が 承認 され る 要因 と な り ま す 。 

3. 体 の ズ ィ ク ル と な り ま す 。 

4. うぬぼれ が 破壊 され ます 。 

5. 自尊 心 が 砕 か れ ま す 。 

6. 集中 力 を 増し ます 。 

7. 報奨 が 増え ます 。 


8. アッ ラー が その し ゃ べ に 満足 され ます 。 

9. 信仰 を 持っ て 死ん だ と き ね ば 、 天 国 に 早く 入る 要因 と 
が ゆり す 。 

10. 心 が 輝 きま す 。 

11. 知性 が 輝き ます 。 

シャ ー ズ バン 月 の 29 日 に 太陽 が 沈め ば 、 西 側 の 地平 線 に ラマ 
ダー ン 月 の 新 月 を 探す こと が ワー ジブ で す 。 公正 で ある 人 、 す 
人 EBI スン ナ 派 で ある ムスリム が 新 月 を 曇 

に 見 つけ た 場 判事 、 知 事 に 連絡 を し 、 そ れ が 認め られ 

の 2 の この 5 ドロ 判事 や 知事 が いな い 
場 で ムスリム が 新 月 を 見 つけ た 場合 、 そ の 地 で 断食 が 始ま り ま 
す 。 ビ ドゥ ッ ア を 犯す 人 、 罪 人 の 言葉 は 承認 され ませ ん 。 晴 腫れ 
て いる 空 で は 、 多 く の 人 が 連絡 する こと が 必要 で す 。 新 月 が 見 
えな けれ ば 、 ラ マダ ー ン 月 は 始ま り ま せん 。 「 バ フル | 「 ヒ ン 
ディ ー ヤ 」 及び 「 カ ー デ ィ ハ ー ン | で は 次 の よう に 書か れ て い 
ます 。 「 イ スラ ー ム 贈 外 の 国々 の 囚人 が 、 ラ マダ ー ン 月 の 始ま 
り を 知ら ず 、 カ レン ダー を 見 て 一 か 月 断食 を 行え を ば 、 ラ マダ ー 
ン よ りゃ 一 日 早く もぉ もしくは ラマ ダー ン の 呈 日 目 、 も し く は ちょ 
うど ラマ ダー ン の 最初 か ら 断 食 を 始め た こと に な る 。 一 つ 目 の 
合 、 フ ラマ ダーン より ゃ 一 日 早く 断食 を し 、 ラ マダ ー ン の 最後 
に 祝日 を 祝っ た こと に な る 。 二 つ 目 の 場 人 
の 日 は 断食 せ ず 、 由 計 0 の 行っ た と と に 
る 。 どちら の 場合 ゃ 二 日 間 カ ダ ー 寺 の の と 
目 の 場 断食 を 行っ た 月 の 最初 と 最後 の 日 が 、 ラ マダ ー 
剛 且 相 の の ソレ ロウ 
どう か は っ きり し な い 日 に 断食 を する こと は 有効 と は な ら な い 
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た め 。 や は り 二 日 、 断 食 を する 。」 ここ か ら ゃ 理解 で きる よう 
に 、 ラ マダ ー ン を 、 新 月 を 見 る の で は な く 、 前 か ら 用 意 さ れ て 
いた カレ ンダ ー を 見 て 開始 する 人 は 、 祝 日 の 後 の 、 二 日 間 、 カ 
ダー を 意図 し て 断食 する こと が 必要 で す 。 聖 ラマ ダー ン 月 が 始 
まる 日 の 計算 に つい て は 、「 永 遠 の 幸福 」 の 本 で 詳し く 説 明 し 
て あり ます 。 (イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン (アッ ラー の 慈悲 が あ 
り ま す よ うに ) は 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 曇 り 空 で は 、 ア 
ザー ン が 読み 上 げ ら れ た と し て も 、 太陽 が 沈ん だ こと に 確信 が 
持て な い 限り は イフ ター ル を する べき で は な い 。 星 の 多く が 見 
える よう に な る まで に イフ ター ル を 行え ば 、 ム スタ ハブ が な さ 
れ た こと に な る 。 あ る 場所 で 日 渡 を 目 に し て イフ ター ル を 始め 
る た 場合 、 高 い 場所 、 例 えば 失 塔 で 大 陽 が 沈ん だ こと が 理解 さ 
れる まで は イフ ター ル は し な い 。 夜明け 前 の 礼拝 $ も サフ ル $ 同 
様 で ある 。」 ) 天文 学 の 書物 に お ける 公転 の 表 を 見 る と 、 公 転 
の 時 間 は その 高 さ に より 変わ り ま す 。 全 て の 礼拝 の 時 間 の 計算 
を 行う 際 、 あ る 場所 に お ける も っ と も 高い 丘 に より 計算 され て 
いる も の の み が 使 用 され て いま す 。 公転 の 時 間 を 計算 に 入れ ず 
に 作ら れ た カレ ンダ ー で は 、 日 没 の 時 間 が 数 分 早く 書か れ て い 
時 日 没 の 時 間 に 、 太 陽 が 沈ん で いな い の が 目 に され る の で 
す 。 こ の よう な カレ ンダ ー を 見 て イフ ター ル を 行う 人 の 断食 は 
無効 と な り ま す 。) 


犠牲 の 条件 は 三 つ で ある 

1. ムスリム で ある こと 、 知 性 を 持ち 、 成 人 し て いる ム ス 
リム で ある こと 

2. 定住 者 で ある こと 

3. 犠牲 と し て 層 る 動物 の ニ サ ー ブ の 額 が 多い こと 。 

羊 も し く は ヤギ 、 ラ クダ 、 邊 を 根 幹 と し 、 一 頭 等 の ラク ダ 
や 和牛 は 七 頭 の 動物 と 同等 と な り 、 一 頭 の 牛 は 七 人 の 捧げ も の と 
する こと が 合法 で す 。 ゃ う 一 人 別 の 人 が 私 も 加わ ろう と 言え ば 


、 八 人 目 の 捧げ も の は 無効 と な り ま す 。 犠牲 と する 動物 の ニ サ 
ー ブ は 、 フ ィ ト ル の ニ サ ー ブ と 同じ で す 。 


(イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン 本 の 慈悲 が あり ます よ 


う に ) は 次 の よ 2 に 語っ て いま す 。 「 誰 か の 持ち 分 けが 世 分 の 一 
より ゃ 少な けれ ば 、 誰 の 犠牲 も 合法 と は な ら な い 。 こ の 為 、 七 
人 より ゃ 少な い 人 数 で 、 一 緒 に 層 る こと が 必要 と な る 。 購入 を 
共同 で 購入 する 行う こと が 有効 と な る 。 購入 し た 後 で 共同 と す 
0 は 、 購 入 す る 前 に 蓄 MUGLM SNP 
と が より よい 。 人 は 、 誰 か の うち に 対し 、 七 分 の 一 か ら 七 分 


ン > 
% 穫 


、 共 同 生ま どら と が で きる 。 関 の 入る で 分 配 
ーー 


する 。 共同 購入 者 の 一 人 が 死に 、 相 続 人 が 彼 の 為 に 、 そ し て あ 
な た 方 自身 の 為 に 本 SN 有効 と な る 。 な ぜ 
な ら 死 者 の 為 に 動物 を 層 る こと は 、 ア ッ ラ ー へ と 近 し く な る 行 
為 と な る か ら で あ る 。 し か し この よう に 言わ な けれ ば 、 共 同 所 
有 者 の うち 死者 の も の は 捧げ る と いう 行為 と は な ら ず 、 そ の ど 
れ も 、 有 効 と は な ら な い 。 共同 所 有 者 の うち の 一 人 で も が 不信 
AI も し く は 肉 の 為 に 共同 所 有 者 と な っ た の で あれ 
まず 、 誰 の 動物 も 合法 と は な ら な い 。 な ぜ な ら 共 同 所 有 者 全員 が 
境 " 3 と を ニー ヤ す る こと が 条件 だ か ら で あ る 。 
不信 心 者 の ニー ヤ は 逸脱 と な る 。 食 べ る 為 に ニー ヤ す る こ と は 

ュー プ ナラー ベ へ と 近づく こと こと で は な い 。 同様 に 、 共 同 所 有 着 の う 
ち 一 人 が 今年 の 動物 を 、 ほ か の 人 が 過去 の 年 の 動物 を 層 る こと 
を ニー ヤレ し た 場合 、 他 の 人 々 の ニー ヤ は 逸脱 で あり 、 肉 は サダ 
カ と な る 。 その 了 肉 を 貧者 へ の サダ カ と する こと が 必要 と な る 。 
一 人 の 人 の ニー ヤ は 有効 で あっ た と し て も 、 こ の 人 も 肉 を 食べ 
る こと が で き な い 。 なぜなら サダ カ に する と いう 決定 は 肉 の 全 
て に 適用 され る か ら で あ る 。 ニ ー ヤ され た 捧げ も の は 、 ワ ー ジ 
ブ で ある も の で ある こと は 条件 で は な い 。 ス ン ナ や ナー フィ ラ 
の 捧げ も の で も よい 。 様々 な 種類 の ワー ジブ で も ゃ も よい 。 子供 や 
大 人 の 為 に 、 ア キー カ (生ま れ た 子供 の 髪 を 切る こと ) を 行う 
こと も ゃ 合法 で ある 。 な ぜ な ら ア キー カ は 子供 と 言う 恵み に 対す 
2 感謝 で あり 、 捧げ も の で ある 。 結婚 式 の 食事 も 感謝 する こと 
で あり 、 ス ン ナ の 捧げ も の で ある 。 共同 所 有 者 の うち 全員 が 冬 
牲 祭 の 捧げ も の と する こ と を 言う ニー ヤ す る こと で いる こと は 
、 徳 が ある こと で ある 。 ア キー カ を 行う こと は 、 ハ ナ フ ィ ー 派 
で は スン ナ で は な い 。 ム スタ ハブ も し く は ム バ フ で ある 。 ム ス 
タタ ハブ で ある 者 は 、 ア ッ ラ ー に 近づく 行為 で ある 。 ム バ フ で あ 
る も の は 、 感 謝 の ニー ヤ と 共に 行わ れれ ば 、 ア ッ ラ ー に 近づく 
行為 と な る 。 ま た 、 多 ニー ヤ を 行え ば 、 そ れ は 崇拝 行為 と な る 
多く の 習慣 が ある 。 ム バフ も ゃ も 、 ニ ー ヤ を すれ ば 、 服 従 と な る 。 
アキ ー カ を 行う こと に つい て は アラ ビア 語 の 「 ウ ク ド ・ ウ ッ ド 
ゥ ッ ー リ ヤ | 及び |「 ド ゥ ッッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」 の 書物 で 詳し 
ぃ い 情報 が ある 。」 


巡礼 の 根幹 は 三 つ で ある 


1. イフ ラー ム の 状態 に 入る 際 、 巡 礼 を ニー ヤ す る こと 
2. アラ ファ ト で 定め られ た 時 間 滞 在 す る こと 
3. 訪問 の 周回 を 行う こと 。 


アラ ファ ト で の 滞在 の 始ま り は 、 ズ ル ヒ ッ ジ ャ 月 の 九 日 目 
、 日 流 か ら 、 翌 日 の 朝 ま で で す 。( 一 日 前 も る し く は 一 日 後に ア 
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ラフ ァ ト に 滞在 する 場合 、 巡 礼 は 無効 と な り ま す 。 ワ ッ ハ ー ブ 
派 の 人 々 は 新 月 を 見 ず に 、 一 日 前 に 祝日 を 祝っ て いま す 。 定め 
られ た 時 間 に 滞 在 を 行わ な い 人 の 巡礼 は 有効 と は な り ま せん 。 
) 周回 (タワ ー フ ) は 七 種類 で す 。 

最初 の ゃ の は 訪問 の 周回 、 

二 つ 目 は ウム ラ の 周回 (この 二 つ は ファ ルド で す ) 

三 つ 目 は 、 ク ドッ ゥ ム の 周回 で す 。 

四 つ 目 は 別れ の 周回 、 

刀 つ 目 は ワー ジ ブ で ある 願 か け の 周回 で す 。 

六 つ 目 は 、 ナ ー フ ィ ラ の 周回 、 

七 つ 目 が ム ス タ ハ ブ で ある タタ ッ ツ の 周回 で す 。 

巡礼 の 為 に 、 に イフ ラー ム に ニー ヤ を 行う こと が ファ ルド 
で す 。 イ フラ ー ム の 布 を まとう こと は スン ナ で す 。 縫い 目 が あ 
る 衣服 を 避け る こと は ワー ジブ で す 。 

さら に 、 巡 礼 が ファ ルド と な る 為 の 条件 は 八 つ で す 。 

1. ムスリム で ある こと 

2. 成人 し て いる こと 

3. 知性 を 持つ こと 

4. 健康 で ある こと 
5. 奴隷 で は な いこ と 
6. 
還 之 


所 有する 財産 が 、 基 本 的 な 生計 に 必要 な も の より ゃ 多 v 


7. 巡礼 の 時 間 が 来 て いる こと 。 巡礼 の 時 間 と は 、 ア ラフ ァ 
の 日 及び 四 日 の 祝日 で す 。 道 中 も 計算 に 入れ ます 。 

8. 道のり が 遠い 女性 の そば に 、 夫 も し く は 婚 如 が 永遠 に 
合法 と は な ら な い ム ハッ ラム で ある 人 が いる こと 。 (この 八 つ 
の 条件 を 持つ 人 は 、 人 生 に 一 度 、 巡 礼 に 行く こと が ファ ルド と 
な り ま す 。 一 回 より ゃ 多く 行く 場合 、 後 で 言っ た も の は ナー フ 
ィ ラ の 巡礼 と な り ま す 。 「 ナ ー フ ィ ラ の 県 拝 行為 」 と は 、 フ ァ 
ルド も し く は 義務 で は な く 、 自 ら の 希望 で 行う 崇拝 行為 を 指し 
ます 。 ナ ー フ ィ ラ の 崇拝 行為 の 報奨 は 、 フ ァ ル ド で ある 崇拝 行 
為 と 並べ る と 、 大 海 の そ ば の 一 滴 の 水 ほ ど に わずか な も の で す 
イス ラー ム 学 者 は 、 マ ッ カ か ら 遠 い 国 に 住む 人 々 が 再度 巡礼 
に 行く こと を 許し て いま せん 。 ア ブ ド ゥ ラー・ ダ フラ ウィ ー は 
「 ク ッ デ ィ サ ・ シ ッ ル フ | の 第 63 の 書簡 で 次 の よう に 語っ て い 
ます 。 「 巡 礼 へ の 道程 で は 多く の 場合 、 崇 拝 行為 が 完全 に 行わ 
れ な い 。 と この 為 、 イ マー ム ・ ラ ッ バ ー ニ (アッ ラー の 蓄 悲 が あ 
り ま す よ うに ) は 第 123 及 び 124 の 書 億 で 、 ウ ムラ や ナー フィ ラ 
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の 巡礼 に 行く こと に 満足 し な いこ と と を 述べ て いる 。) 」 

ファ ルド が 行わ れる こと 、 女 性 が 覆 わ れる こと に 妨げ と な 
る ナー フィ ラ の 巡礼 は 、 ハ ラー ム と な り ま す 。 こ の よう な ナー 
フィ ラ の 巡礼 に 行く こと は 、 善 行 で は な く 罪 と な り ま す 。 ウム 
ラ に 行く こと ゃ 同様 で す 。 ザ カー ト は ニ サ ー ブ を 所 有 し て か ら 
ヒジ ュ ラ 暦 で 一 年 後に 支払 うこ と が ファ ルド と な り ま す 。 ザ カ 
ー ト を 払う こと が ファ ルド と な る この 時 期 は 、 人 に よっ て 異な 
り ま す 。 こ の 期間 が 巡礼 の 時 期 よ り も 前 で あれ ば 、 財 産 、 お 金 
の 全て に つい て ザ カ ー ト を 支払 い 、 残 り で 巡礼 に に 行き ます 。 ザ 

カー ト を 払う 時 期 が 巡礼 の 時 期 に ちょ うど 重 な れ ば 、 ま ず 巡 礼 
還 E RW 巡礼 の 後 、 残 っ た お 金 に つい て ザ カ ー ト を 払い ま 
す 。 


54 の ファ ルド 


子供 が 成 吾 し た 時 、 も し く は 不信 心 者 が 信仰 告白 の 言葉 を 
唱え た 時 、 つ まり 「 ラ ー イラ ー ハ イッ ラッ ラー ム ハ ン マ 
ドゥ ン ラス ー ル ッ ラ ー」 と 言っ た 時 、 そ し て その 意味 を 知り 
、 信 じ た 時 に は 、「( ム スリ ム 」 ) と な り ま す 。 不信 心 者 の 罪 は 
全て すぐ に 許さ れ ま す 。 し か し 彼ら は 全て の ムスリム の よう 
に 、 可 能 な 限り 信仰 の 六 つ の 条件 、 す な わ ち 「 ア ー マ ン トッ 」 
を 覚え 、 意 味 を 学び 、 そ れ ら を 信じ る こと 、「 イ スラ ー ム の 全 
て 、 つ まり 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) が 告げ られ た 命令 と 禁止 事項 の 全て を アッ ラー が 教 
えら れ た も の だ と 信じ ます 」 、 と 言い うこ と が 必要 で す 。 そ し 
て 可能 な 限り 、 全 て の 性 質 や 直面 し た 物事 か ら 、 フ ァ ル ド で あ 
る 者 、 つ まり 命令 され た も の 、 そ し て ハラ ー ム で ある も の 、 つ 
まり 禁じ られ た も の を 学ぶ こと も ファ ルド で す 。 これ ら を 学び 
、 フ ァ ル ド を 行う こと 、 ま た ハラ ー ム を 避け る こと が ファ ルド 
で ある こと を 否 定 す る な ら 、 つ まり 信じ ず に 、 重 き を 置か な い 
の な ら 、 信 仰 は 失わ れ 、 ム ル タ ド と な り ま す 。 つ まり この 学ん 
だ こと の どれ か ー つ で も ゃ も 、 例 えば 女性 が 体 を 覆う こと を 気 に 入 
ら な けれ ば 、 ム ル タ ド (離脱 者 ) と な り ま す 。 ム ル タ ド は 、 教 
え か ら の 逸脱 の 原因 と な る こと を 悔 悟 しない 限り は 、 例 えば 礼 
拝 、 断 食 、 巡 礼 、 善 行 、 施 し を 行っ た と し て も うこ と で ム ス リ 
ム と な る こと は あり ませ ん 。 これ ら の 善い 行い の 褒賞 効果 を 来 
世 で は 全く 見 る と と が で きま せん 。 否定 し た こと 、 つ まり 信じ 
な か っ た こと に つい て 悔 悟 し 、 後 悔 公開 する こと が 必要 で す 。 

イス ラー ム 学 者 た ち は 、 そ れ ぞ れ ム スリ ム が 学び 、 信 じ 、 
従う べき ファ ルド の の うち 54 つ を 選ん で いま す 。545 4 の ファ 
ルド は 以下 の 通り で す 。 
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1. アッ ラー を よく 知り 、 決 し て 忘れ な いこ と 。 

ハラ ー ル で ある も の を 食べ る こと 、 飲 むこ と 。 

ウド ター を 行う こと 。 

毎日 時 間 通 り に 日 に 五 回 の 礼拝 を 行う こと 。 

5 を 科大 まな 生れ 、 小 な 特 を グ ス ル で 半 
6. 人 の 糧 に 、 ア ッ ラ ー の お 力 が 十分 で ある こと を 真実 信 

し つと 知り 、 信じ る も ょ と 。 


O1 心 OO や 


7. ハラ ー ル で ある 清潔 な 衣服 を 着る こと 。、 
0 を 信頼 し 、 努 力 す る こと 。 
9. 満足 する こと 。 


1010. 恵み に 対し 、 ア ッ ラ ー に 感謝 する こと 。 つ まり それ 
ら を 命じ られ た 場所 で 用 いる こと 。 

11. アッ ラー か ら も た ら さ れる 運命 を 甘受 する こと 。 

12. 災 補 に 対し 忍耐 する こと 。 

13. 罪 を 悔 悟 す る こと 。 

14. イフ ラー ス を 持っ て 崇拝 行為 を 行う こと 。 

15. 人 間 や ジン の シャ イタ ー ン が 英 で ある と 知る こと 。 

16. 神聖 な る クル アー ン を 根拠 、 印 と 見 な すこ と 。 そ の 定 
め る と ころ を 受け 入れ る こと 。17. 死 を 真実 で ある と 知り 、 死 
へ 備え る こと 。 

18. 崇高 な る アッ ラー が 愛さ れる も の を 愛し 、 愛 され な い 
も の か ら 逃 げ る こと 。 (これ を フッ プ ・ フ ィ ッ ラー、 ブ ー ド ッ 
01 必 言 My ます 。 

19. 父 や 母 に よく 振舞 うこ と 。 

20. 善 を 勧め 、 悪 いこ と は 止め る こと 。 


21. マフ ラム で ある (永遠 に 結婚 の 対象 と は な ら な い ) 親 
戚 を 訪問 する こと 。 


22. 信託 を うら ぎら な いこ と 。 
23. 常に アッ ラー を 恐 れ 、 ハ ラー ム を 犯す こと を 店 ける こ 


24、 久 高 な る アッ ラー と 預言 者 ムハンマド KK 従う と と 。 つ 
まり ファ ルド を 行い 、 ハ ラー ム を 人 避 ける こと 。 

25. 罪 を 避け 、 崇 拝 行為 に 時 間 を 費やす こと 。 

26. 規律 、 法 律 に 送ら わな いこ と 。 

27. 世界 を 、 教 訓 を 得る 場 と し て 見 る こと 。 
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28. アッ ラー の 存在 、 す な わ ち その 特性 、 被 造物 に つい て 
熟考 する こと 。 

RS 0 和 000 
る ど と 。 

30. 心 を 、 現 世 へ の 愛着 か ら 清 きよ め る こと 。 

31. 決し て 誰 も 軽視 し な いこ と 。 

32. ハラ ー ム で ある も の を 見 な いこ と 。 

33. どの よう な 時 も 約束 に 忠実 で ある こと 、 

34. 耳 を 、 性 的 な 者 及び 楽器 の よう な 禁じ られ た も の を 聞 
く と と か ら 守 る と ょ 。 

35. ファ ルド や ハラ ー ム を 学ぶ こと 。 

36. は か り 、 測 定 器 具 を 正しく 用 いる こと 。 

37. 崇高 な る アッ ラー の 懲罰 に つい て 過信 せ ず 、 常 に 恐れ 
る と と 。 

38. ムスリム で ある 貧者 に ザ カ ー ト を 与え る こと 、 

39. 宗 高 な る アッ ラー の 慈悲 に 絶望 し な いこ と 。 

40. 自我 の 欲望 、 つ まり ハラ ー ム で ある 欲望 に 従わ な いこ 


41. 空腹 で ある 人 を 、 ア ッ ラ ー の ど ご 満悦 の 為 に 食事 させ る 


42. 食べ 物 、 衣 服 、 住 居 の 費用 を 稼ぐ 為 に 働く こと 。 
43. 財産 の が カー ト 、 農 地 の 収 穫 物 に 対す る 税 を 払う こと 


44. 月 経 中 、 産 科 期 で も や る 人 に 近づか な いこ と 。 

45. 心 を 罪 か ら 清 め る こと 。 

46. うぬぼれ を 放 け る こと 。 

47. 成人 し て いな い 孤 児 の 財産 を 保護 する こと 。 

48. 若い 男性 に 近づか な いこ と 。 

49. 火 に 五 回 の 礼 振 を 時 間 通 り に 行い 、 カ ダー に 残さ な い 
tg 本 

50. 誰 の 財産 も 強奪 し な いこ と と 。 (離婚 し た 女性 に 婚 資 金 
を 支払 うこ と も アッ ラー の し ゃ べ が 持つ 権利 で す 。 支 払わ な い 
場合 、 現 世 で の 罰 、 来 世 で の 懲罰 は 非常 に 重い も る の に な り ま す 
。 し ゃ べ の 権利 の うち 、 最 も 重要 な も の 、 懲 凡 が 重い も の は 、 
親戚 や 指示 下 に ある 人 に 善 を 命じ る こと で す 。 彼ら に 宗教 知識 
を 教え る こと を 放棄 する こと で す 。 彼ら が 、 そ し て 全て の ム ス 
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リム が 教え を 学 ご こと 、 崇 拝 行 為 を 行う こと を 、 迫 害し た り 騙 
し た り し て 妨げ る 人 は 、 不 信心 者 で ある こと は 明らか で す 。 ビ 
ドゥ ア を 犯す 人 、 宗 派 に こ 属さ な い 人 の 言葉 、 文 章 に より 、 ス ン 
ナ 派 の 信条 を 変え る こと 、 教 え や 信仰 を 損なう こと も ゃ 同様 で す 


51. 崇高 な る アッ ラー と 何者 か を 同等 と 見 な さ な い こと 。 

52. 到 洲 を 避け る こと 。 

53. ワイ ン や アル コー ル 飲 料 を 飲ま な いこ と 。 

54. 偽証 を 行わ な いこ と 。 

ワイ ン 、 ス ピリ ッ ツ 、 ア ルコ ー ル 飲料 は 全て 、 大 き な 汚 れ 
で す 。 水 と 土壌 を 混ぜ た 時 、 こ の 二 つ の うち どちら か が 清浄 な 
も の で あれ ば 、 そ こ で 生じ る 泥 が きれ いで ある こと と 、 こ の 見 解 
が 有効 で ある こと 、 フ ァ ト ッ ワ ー も る 同様 で ある こと が 「 バ フル 
」 と いう 本 で 、 及 び 「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン 」 で 書か れ て い 
ます 。 と の ファ トゥ ッ ワ ー が 弱い ゃ の で ある こと を 伝え る 学者 た 
ちゃ いま す が 、 困 難 な 状 況 で ある 時 に は 、 弱 い 見 解 を 基 に 行動 
で きる と いう こと が 、 「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン | 及び 「 ハ デ 
ィ ー カ 」| で 書か れ て いま す 。 こ れ に よる と 、 必 要 ニ ー ズ に 応じ 
て 作ら れ た コロ ン 、 ワ ニス 、 スピ リッ ツ 及 び 灯 染料 は 、 ア ルコ ー 
ル と 混ぜ られ る 物質 が 清光 な も $ の で あれ ば ば 、 混 ぜ ら れ た も の も 
清浄 で ある こと が 理解 され ん ます 。 シャー フィ ー 派 で も この よう 
で ある こと が 、「 マ フワ ー ト 」 の 注釈 で 書か れ て いま す 。 清め 
る こと が 困難 で あれ ば 、 礼 拝 の 妨げ に は な り ま せん 。 困難 で あ 
る た め に 清光 で ある と 認め られ る この よう な 液体 は 、 や む を 得 
な い 事 情 が な い 限 り 、 飲 むこ と は 合法 で は あり ませ ん 。 ア ルコ 
ー ル 飲料 は 決し て 清 汐 と な る こと は あり ませ ん 。 なぜなら これ 
ら の 飲み 物 に お ける アル コー ル は 他 の 物質 と 共に 、 必 要 ニ ー ズ 
が ある 為 、 効 果 が ある 為 で は な く 、 快 楽 の 為 に 混ぜ られ て いる 
か ら で す 。 それ が 混ざっ た も の も 全て 委 れ と な り ま す 。 や む を 
得 な い 事 情 な く 飲 むこ と は 常に ハラ ー ム で す 。 


大 き な 罪 に つい て 

さら に 、 大 罪 、 す な わ ち 大 き な 罪 の 種類 は 非常 に 多く あり 

1 と と で は 72 に つい て 言及 され ます 。 
不正 に 人 を 殺害 する こと 。 

2. に FM 8 

3、 同性愛 を 行う こと は 全て の 教え で ハラ ー ム で す 。 

4. ワイ ン 、 あ ら ゆ る 種類 の アル コー ル 飲 料 を 飲む こと 。 

5. 突 盗 を 行う こと 。 
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6. 快楽 の 為 に 覚せい 剤 を 使う こと 。 

7. 他 者 の 財産 を 奪う こと 。 強奪 する こと 。 

8. 偽証 を 行う こと 。 

9. ラマ ダー ン 月 の 断食 を 、 正 当 な 理由 が な い の に ム ス リ 
ム の 前 で 中 断 す る こと 。 

10. 利子 で 財産 、 お 金 を 受け 取る こと 、 払 うこ と 。 

11. 多く 奪い を 行い すぎ る と と 。 

12. 母親 に 反抗 する と と 、 た て つく と と 。 

13. マフ ラム あり 、 誠 実 で ある 親戚 と の 付き 合い を 断つ こ 


14. 戦場 に お いて 戦い を 放棄 し て 敵 か ら 逃 げ る こと 。 

15. 本 人 の 承認 な く 、 孤 児 の 財産 を 奪う こと 。 (「 永 遠 の 
吉信 」 の 1029 ペ ー ジ で は 「 了 旧 の 代理 人 が その 骨 療 を 取る こと 
使う こと は 合法 で ある 。 他 者 に それ を 取ら せる こと 、 フ ィ ト 
と を まね うこ い 犠牲 の 動物 を 層 ら せる こと は 合法 で は な い 。 
」 

16. は か りや 測定 器具 を 正しく 用 いな いこ と 。 

17. 礼拝 を 時 間 よ りゃ 前 も し く は 後に 行う こと 。 

18. 信者 の 仲間 の 心 を 傷つけ る こと 。 

19. 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
に ) が 語ら ちら れ て いな い 言 葉 を 口 に する こと と 、 彼 に た て つく と 


20. . 賭 略 を 受け 取る こと 。 

21. 真実 の 証言 か ら 逃 げ る こと 。 

22. 財産 の ず が カー ト や 収穫 物 へ の 税 を 払わ な いこ と 。 

23. 力 が ある 人 が 、 罪 を 犯す 人 を 見 て も それ を 妨げ な いこ 


24. 生き た 動物 を 火 で 焼く こと 。 

25. 凡 高 な る クル アー ン を 学ん だ 後 、 そ れ を 忘れ る こと と 。 

26. 崇高 な る アッ ラー に 絶望 する こと 。 

27. ムスリム に 対し て で あれ 、 不 信心 者 に 対し て で あれ 、 
人 を 裏切る こと 。 

28. 豚肉 を 食べ る こと は ハラ ー ム で す 。 

29. 預言 者 へ ハン マ ド の 教 友 た ち (アッ ラー が お 喜び に な 
られ ます よう に ) の 誰か を 愛さ な いこ と 、 呪 うこ と 。 

30. 満腹 し た 後 で 食べ 続け る こと は ハラ ー ム で す 。 


ー 180 - 


31. 
32. 
33. 
34. 


35. 
の 間 、 


女性 が 夫 の ベッ ド か ら 逃 げ る こと 。 

女性 が 男性 の 許可 な く 訪 問 に 行く こと 。 
高潔 な 女性 を 売春 婦 と 呼ぶ こと 。 

ムスリム た ちの 間 で 人 の 悪口 を 言い つけ る こと 。 


覆う べき 場所 を 他 者 に 見 せる こと 。 (男性 の へ そ と 膝 
女性 の 胡 、 腕 、 足 も 覆う べき 場所 で す 。) 他 者 の 覆う 


き 場 所 を 見 る こと 。 


36. 


死ん だ 動物 の 肉 を 食べ る こと 。 他 者 に 食べ させ る こと 


。 イ スラ ー ム が 教え る 形 に 従わ ず 殺 され た 動物 も ゃ 、 死 ん だ 動物 
ご なり ます 。 


37. 
38. 
39. 
40. 崇 
41. 
42. 
43. 
44. 
45. 
46. 
47. 
48. 
49. 


信託 を 裏切る こと 。 

ムスリム の 陰口 を 言う こと 。 

始 む こと 。 

高 な る アッ ラー に 何者 か を 同等 と する こと 。 
0 昌 を つく と と 。 

うぬぼれ 、 自 分 を 優れ て いる と 見 る こと 。 

死 の 床 に ある 人 の 遺産 相続 人 か ら 財 産 を 盗む 
過度 に けち で ある こと 。 

現世 (ハラ ー ム ) に 愛着 を 感じ る こと 。 

アッ ラー の 罪 を 恐れ な いこ と 。 

ハラ ー ム で ある も の を ハラ ー ム と 信じ な いと と 。 
ハラ ー ル で ある も の を ハラ ー ル と 信じ な いこ と 。 
占い 師 の 占い 、 了 幽玄 界 か ら 知 ら せ を も た らし て いる と 


いう 話 を 信じ る こと 。 


50. 
51. 
52. 
53. 
54. 
55. 


棄 教 すり る と と 、 ム ル タ ド と な る こと 。 
正当 な 理由 な く 、 他 者 の 妻 や 娘 を 見 る こと 。 
女性 が 男性 の 衣装 を 着る こと 。 
男性 が 女性 の 服 を 着る こと 。 
カー バ で 罪 を 犯す こと 、 
時 間 が 来る 前 に アザ ー ン を 唱え る こと 、 礼 拝 を する こ 


. 国家 の 長 の 命令 、 法 律 に 反抗 する こと 、 た て つく こと 


. 人 の う べき 場所 を 、 そ の 母 の 衝 う べき 場所 に 似せ る 
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58. 人 の 母 を 呪う こと 。 

59. . 武 器 を 用 いて し る し を 取る こと 。 

60. 犬 が 食べ 残し た も の を 食べ る こと 、 飲 むこ と 。 

61. . 行 っ た 善行 に つい て 恩 を 着せ る こと 。 

62. 男性 が 絹 を 着る 切る こと 。 

63. 無知 で ある こと に 固執 する こと 。 (スン ナ 派 の 信条 、 
ファ ルド 、 ハ ラー ム 、 そ し て 必要 な 知識 を 学ば な いこ と 。) 

64. アッ ラー や イス ラー ム の 教え る 美 名 以 外 の も の を 言い 
、 折 い を 立て る い を する こと 。 

65. 学問 か ら 逃 げ る こと 。 

66. 無知 で ある こと が 災い で ある と 理解 し な いこ と 。 

67. 小さ な 罪 を 繰り 返す か こと に 固執 する こと 。 

68. や む を 得 な い 事 情 な く 、 大 声 で 笑う こと 。 

69. 一 回 の 礼拝 の 時 間 が 過ぎ る だ け の 時 間 、 グ スル が 必要 
な 状態 で 外 に いる こと 。 
70. 月 経 中 も し く は 産科 期 で ある 時 に 、 妻 に 近づく こと 。 
71. メロ ディ を つけ る こと 、 道 徳 的 で な い 歌 を 歌う こと 。 
音楽 、 楽 器 を 使う こと 。 イ ンド の 偉大 な 学者 で ある ミル ザ ・ マ 
ズ ハ ル ・ ジ ャ ー ヌ ・ ジ ャ ー ナ ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よ 
うに ) は 、「 カ リマ トゥ ・ タ イ バ ー ト ッ ゥ | と いう 本 で 、 ペ ル シ 
ア 語 で 次 の よう に 語っ て いま す 。 「 楽 器 を 演奏 する こと 、 聞 く 
こと は 一 致し た 見 解 と し て 、 ハ ラー ム で ある 。 た だ し 、 ネ イ ( 
笛 ) を 拭く こと は マク ルー フ 、 宴 で 太鼓 を 叩く こと は ム バ フ と 
言わ れる 。) (クル アー ン や アザ ー ン に メロ ディ を つけ て 唱え 
る 際 、 意 味 が 変わ っ た り 、 文 字 が 繰り 返さ れ た りす れ ば ハラ ー 

ム と な る ) 

| アルフ み フ ッ ィ ア ラル ・ マ ザー セグ | で は 、 |1 メ 
0 える こと は ハラ ー ム で ある 。 これ を 聞く こと 

で は な い | と され て いま す 。 

韻 を 踏ん で いる 言葉 を 、 そ れ に 調和 する 声 で 読む こと 、 聞 
く と と を 、「 タ ガン ニー」 又は 「 シ マー」 と 呼び ます 。 

久 ガ ソン ニー は 美しい 、 気 に 入る よう な 声 で 読 補 こ と で す 。 
クル アー ン 、 ア ザー ン 、 マ ツウ 舞う リー ド 、 賛 美歌 を タメ ガン ニー 
で 読む こと に は 二 種 類 あ り ま す 。 

1. ス ン ナ で あり 、 善 行 で ある タ ガ ン ニー。 タ ジュ ウィ ー ド 
の 知識 に 従っ て 唱え る こと で す 。 こ の よう な タ ガ ン ニー は 心 に 
、 魂 に 力 を 与え ます 。 


ロディ 
は 合法 
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2. 禁じ られ た 、 ハ ラー ム で ある タ ガ ン ニー。 音 記号 や 音符 
に 従い 、 メ ロディ を つけ て 読む こと 。 こ の よう な タ ガ ン ニー は 
2 目 直 の 床 守 仙人 あせ 計 ま 。 意味 を 変え て し まい ます 。 
この よう に 唱え る 人 の 声 は 、 我 欲 に 心地 よく 、 甘 美 に 感じ られ 
ます 。 我 欲 に 圧倒 され て いる 人 を 泣か せ 、 跳 ね 回 ちら せま す 。 そ 
の 意味 に つい て 理解 し て いま せん 。 心 、 魂 は 不 注意 さや 病 か ら 
救 わ れ ま せん 。 
「 タル ギブ ・ ウ ッ サ ラー ト 」| の 162 ペ ー ジ 、 「 バ リー カ 」| の 
6 ー 巻 1342 ペ ー ジ 、 「 ハ ディ ー カ | 第 二 巻 5&9 ペ ー ジ で は 次 の 
うに 語ら れ て いま す 。 「 召 楽 の 為 に 、 ガ ラガ ラ 音 の 出る 楽器 
を っ た 和 に 乗っ て は いけ な い 。 そ れ は マク ルー フ で ある 。 
0 
バン こ は 慈 悲 の 天使 は 訪れ な い 。」 仕事 や 利益 の 為 に 乗る こと 
Se 
ジウ 
も の で あっ て も 、 楽 器 、 酒 、 女 性 と 男性 が 混ざっ て いる 逸脱 し 
た 場所 で 読む こと 、 も し く は 他 の 場所 で 読ま れ た も の を 、 こ の 
よう な 場所 で ラジ オ や カセ ッ ト で 聞く こと 、 女 性 や 少年 が 読む 
こと は 一 致し た 見 解 と し て ハラ ー ム と され て いま す 。) 適切 な 
詩 を 、 適 切な 場 で 読む こと は 合法 で す 。 心 に 影響 を 与え れ ば 、 
アッ ラー の 慈悲 の 要因 に も ゃ も なり ま す 。 一 部 の 学者 た ち は ム バフ 
で ある シマ ー (宗教 的 、 道 徳 的 な 詩 ) を ゃ 求め て いま せん 。 彼 
ら は 自分 の 性 質 上 、 心 地 よ く 感 じ ら れ な い 為 に シマ ー を 求め て 
いな いも の の 、 ム バフ で ある シマ ー を 求め る 人 々 を 否 定 も し て 
いま せん 。) クル アー ン 、 マ ウリ ー ド 、 昔 美歌 、 祝 福 祈 願 の 言 
葉 を 、 逸 脱し た 場 で 、 敬 意 を 込め て 読む こと は ハラ ー ム で す 。 
楽し み 、 快 感 の 為 に 読む こと は ク フ ル と な り ま す 。 | (ドゥ ル 
ッ ル ・ メ アー リフ |」| ) の 六 ペ ー ジ で は 「 楽 器 、 女 性 、 少 年 の 声 
は 禁じ られ 、 ハ ラー ム で ある 。 それ 以外 の 人 の 声 で 価値 の ある 
詩 を 読む こと は シマ ー で あり 、 ム バフ で ある 」 と され て いま す 


o 


- 自殺 する こと 、 す な わ ち 自分 を 殺す こと は 葉 、 他 者 を 
役 す こ と より も 大 き な 罪 で す 。 で 地獄 の 角 員 を 受け ます 。 す 
ぐに 死な な か っ た 場合 な ず 、。 悔 民 を 行え を ば 、。 全 て の 罪 が 許 
され ます 。 課 地 で の 懲罰 は う け ま せん 。 (放棄 され た 礼拝 の 悔 
悟 が 有効 と な る 為 に は 、 こ れ ら の カ ダ ー を 行う 必要 が あり ます 
。 カ ダー を 始め た 人 は 、 死 ぬ ま で カ ダ ー を 行う こと を ニー ヤレ 
た こと に な り ま す 。 こ 子 の ニー ヤ へ の 対 何と し て 、 全 て の カ ダ 
ー の 負債 が 許さ れ ま す 。 同様 に 、 信 仰 に も あたら され た 不信 心 や 
ビ ド ッ ア の 信条 で ある 逸脱 も る 、 ク フル や 逸脱 に 対し 悔 悟 を 行え 
ば 、 ク フル や ビ ド ッ ア の 信条 、 そ し て これ まで の 人 逸 腕 し た 行い 
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を し な い 、 と いう こと を ニー ヤ し た こと に な り ま す 。 こ 子 の ニ 
ー ヤ の 対価 と し て これ ら の 全て が 許さ れ ま す 。) 


響 うべ き 場 所 及び 、 女 性 た ち が 身 を 響 うこ と 


「 ア シア トゥ ル ・ ラ マー トッ 」 と いう 本 で 、 婚 燃 の 項 の 冒 
頭 に お いて 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 

1. アブ ー・ フ ライ ラ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) の そば に 一 人 の 人 が 来 て 、「 ア ン サ ー ル 
(マッ カ に 、 ヒ ジュ ラ 以 前 か ら 住 ん な で いた ムスリム ) で ある 、 
ある 娘 と 結婚 し た い の で す 」 と 伝え た 。「 一 度 、 そ の 娘 に 会 い 
な さい 。 なぜ な ら ア ン サ ー ル で ある 人 々 の 目 に は 何 か が ある | 
と 言わ れ た 。 こ の ハデ ィ ー ス は 「 ム スリ ム | の 本 で 書か れ て い 
る 。 結婚 する 娘 を 前 も っ て 一 度 見 る こと は スン ナ で ある 。 

2. アブ ドゥ ラー・ イ ブ ニ ・ マ スー ド (アッ ラー が お 喜び 
くだ さい ます よう に ) が 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 女 性 は 、 
自分 が 会 っ た 女性 の 美 し さ 、 良 さ を 夫 に 説明 し て は いけ な い 。 
夫 が その 女性 を 見 を た の と 同じ に な る |」 この ハデ ィ ー ス は 「 ブ ハ 
ー リ ー| 及び 「 ム スリ ム 」| に 書か れ て いる 。 

3. アブ ー・ サ ー イ ド ・ フ ドッ ゥ ッ リ ー (アッ ラー が お 喜び くだ 
さい ます よう に ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー 
の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 男 性 は 男性 の 
、 女 性 は 女性 の 、 終 われ る べき 場所 を 見 て は いけ な い 。 | この 
よう に 、 男 性 が 女性 の 、 女 性 が 男性 の 響 うべ き 場 所 を 見 る こと 
が ハラ ー ム で ある よう に 、 男 性 が 男性 の 只 う べき 場所 、 女 性 が 
女性 の 覆う べき 場所 を 見 る こと も ハラ ー ム で ある 。 男性 の 、 男 
性 に 対し て 呈 う べき 場所 は 膝 と へ その 間 で ある 。 女 性 が 女性 に 
対し て 呈 う べき 場所 も 同様 で ある 。 女 性 が 、 他 人 で ある 男性 に 
対し て 呈 う べき 場所 は 、 手 や 顔 以 外 の 全 前 身 で ある 。 こ の 為 、 
女性 の こと を アウ ラ ( 呈 う べき 場所 「 ア ウラ | と 同じ 語 ) と 呼 
ぶ 。 ム スリ ム で あれ 不信 心 者 で あれ 、 他 人 で ある 女性 の 顔 を 性 
欲 を 持っ て 見 る こと 、 才 う べき 場所 に つい て は 性 欲 を 持っ て い 
な く て も 見 る こと は ハラ ー ム で ある 。 

4. ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (アッ ラー が お 喜び く 
だ さい ます よう に ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 他 人 で ある 
女性 の 家 に 入っ て は いけ な い 。」 

5. アカ バ ・ ビ ン ・ ア ムル (アッ ラー が お 喜び くだ さい ま 
す よ うに ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 
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と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 他 人 で ある 女性 と 、 
一 室 で 二 人 き り に な っ て は いけ な い 。 女 性 が 夫 の 兄弟 や その 息 
子 と 二 人 き り で 過ごせ ば 、 死 ぬ ま で 引き ずら れる 。 す な わ ち 、 
騒動 の 原因 と な る 。 こ の こと を 十分 に 人 遊 ける 必要 が ある 。 こ の 
ハデ ィ ー ス は 「 ブ ハー リー| 及び 「 ム スリ ム | で 書か れ て いる 


6. アブ ドゥ ラー・ イ ブ ニ ・ マ スー ド (アッ ラー が お 喜び く 
だ さい ます よう に ) は 伝え て いる 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。「 女 性 の 体 は 
、 純 う べき も の で ある 。」 つ まり 、 才 わ れる こと が 必要 で ある 
。 (女性 が 外 に 出る と シャ イタ ー ン が 常に そば に いる 。) ( つ 
まり 、 2 ー ン は 男性 を 騙し 、 罪 に 陥れ る 為 に 彼女 を 罠 と 
する 。 


イダ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 伝 
えて いる 。 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) は アリ ー に 言わ れ た 。 | アリ ー よ 。 一 人 の 女性 を 見 
た な ら 、 顔 を 背け な さい 。 再び 彼女 を 見 て は いけ な い 。 突然 目 
に 入る こと は 罪 に は な ら な い が 、 も ゃ も う 一 度 見 る こと は 罪 に な る 
。」 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と ダー リ ミ ー が 伝え て いる 。 

8. アリ ー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 伝 
えて いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) は 言わ れ た 。 「 ア リー よ 。 太もも を 見 せ て は いけ な 
い 。 さ ら に 、 死 ん で いて も 生き て いて も ゃ も 、 誰 の 太もも を も の 見 
て は いけ な い 。 |」 こ の ハデ ィ ー ス は 、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イ 
プ ブ ニ ・ マ ジャ が 伝え て いる 。 こ こ か ら 理 解 さ れる よう に 、 死 者 
の 覆う べき 場所 を 見 る こと は 、 生 き て いる 人 の も ゃ も の 門 を 見 る の 
と 同様 で ある 。 (スポ ー ツ 選手 や 、 海 で 泳ぐ 人 の 履 うべ き 場 所 
を 見 る こと を 十分 に 避け な けれ ば な ら な い 。) 

9. アブ ドゥ ラー・ ビ ン ・ ウ マル (アッ ラー が お 喜び くだ さ 
いま す よ うに ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 
祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 覆 うべ き 場 所 を 
開い て は いけ な い 。 (つま り 、 一 人 で いる 時 も 開い て は いけ な 
い 。) な ぜ な ら 、 あ な た 方 の そば か ら 決 し て 離れ な い 者 た ち が 
いる 。 彼ら に 対し 恥 を 感じ 、 彼 ら に 敬意 を 抱き な さい 。」 彼ら 
は ハフ ァ ザ と 呼ば れる 天使 で あり 、 人 を ジン の 害 か ら 守 る 。 そ 
し て 性 交 の 際 の み 人 か ら 離 れる 。 

10. ウン ミ ・ サ ラマ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう 
に ) は 伝え て いる 。 「 マ イム ー ナ (アッ ラー が お 喜び くだ さい 
ます よう に ) と 一 緒 に 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) の お そば に いた 。 イ ブ ニ ・ ウ ン ム ・ マ ク 
トゥ ッ ム (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) が 許し を 求め 
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、 中 に 入っ た 。 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) は 彼 を 見 て 、 私 た ち に 、「 カ ー テ ン の 後ろ に い 
な さい 」 と 言わ れ た 。 「 彼 は 盲人 で は あり ませ ん か ? 私 た ちの 
こ 子 と は 見 えな いで し ょ う 」| と 私 は 言っ た 。 「 あ な た 方 も 盲人 
な の で すか ? 彼 の こと と が を 見 えな な い の で すか ?」 と 彼 は 言 
われ た 。 つ まり 、 彼 が 盲人 で あれ 、 あ な た 方 は 衣 人 で は な いと 
言わ れ た 。 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド 、 テ ィ ル ミズ 
ィ ー、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) が 伝え て いる 。 と の ハデ ィ ー ス に よれ ば 、 男 性 が 他人 で ある 
女性 を 見 る こと が ハラ ー ム で ある よう に 、 女 性 が 他人 で ある 男 
性 を 見 る こと も ゃ 合法 で は な い 。 法 学派 の イマ ー ム た ち (アッ ラ 
ー の 慈 上 電 が あり ます よう 1 に ) は 、 他 の ハデ ィ ー ス に つい て $ 考 
慮 し 、 女 性 が 他人 で ある 男性 の 頭 、 髪 を 見 な いこ と が 困難 で あ 
り 、 行 うこ と が 上 難しい 命令 は 、「 ア ズィー メッ ト 」| と 呼ぶ 。 男 
性 の 、 女 性 に 対す る 終 うべ き 場 所 は 膝 と へ その 間 で ある 。 こ こ 
を 見 な いこ と は 容易 で ある 。 容易 で ある 命令 は | シフ サッ ト 」 
と 呼ば れる 。 

(この よう に 、 預 言 者 の 妻たち や 教 友 た ち は 「 ア ズィー メ 
ッ ト 」 で 行動 し 、「 ル フサ ッ ト 」 で ある も の も 避け て いた 。 イ 
スラ ー ム を 内 部 か ら 崩 壊さ せよ うと する イギリス 人 や 、 逸 脱し 
た 人 々 が 言 う よ う な 、 の 、「 預 言 者 ムハンマド の 時 代 に は 女 件 
は 響 っ て いな か っ た 。 今 、 こ の 女性 た ち は が お ば け の よう に 身 
0 0 

に 出 て いた 。 現 在 の この ベー ル は 法学 者 た ち が で っ ちあ げた も 
者 と いっ た こと ば は 、 本 い 中 傷 で ある 。 確か に 以前 は 、 覆 

こと は 命じ られ て いな か っ た 。 し か し ヒジ ュ ラ 歴 三 年 及び 五 
まき 女性 が 身 を 呈 う こと が は 命じ られ た 。 バ バン ザー 
デ ・ ア フ マ ド ・ ナ ー イ ム は 、 ベ ー ル に 関す る 章 旬 が 三 回 啓示 さ 
れ て いる こと を 、 「 タ ジュ リー ド ・ サ リー フ 」 の 翻訳 の 118 ペ 
ー ジ で 書い て いる ) 

11. タビ ー ン の 有力 者 で ある バフ ズ ・ ビ ン ・ ハ キム は 、 父 
や 祖父 に つい て 語っ て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝 
福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 呈 う べき 場所 を 履 
いな さい 。 妻 や 女 奴 隷 以 外 に 見 せ て は いけ な い 。 一 人 で いる 時 
も 、 ア ッ ラ ー に 対し 恥 を 感じ な さい 。」 こ の ハデ ィ ー ス を ティ 
ルミ ズィー、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 、 イ ブ ニ ・ マ ジャ (アッ ラー 
が お 喜び くだ さい ます よう に ) が 伝え て いる 。 女 奴隷 の こと を 
、 | 右手 の 財産 ] と 呼ぶ 。 なぜなら 購入 する と き 、 右 手 で 交渉 
し 右手 で お 金 を 払う か ら で あ る 。 

12. ウマ ル ・ ビ ン ・ フ ァ ー ル ク (アッ ラー が お 喜び くだ さ 
いま す よ うに ) は 伝え て いる 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 
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よう に ) は 言わ れ た 。「 男 性 が 、 他 人 で 
ある 女性 と 二 人 き り で 過ごし て いる と きれ ( ざ 、 三 人 目 と し て シ 
ャ イタ ー ン が いる 。 |」 この ハデ ィ ー ス は ティ ルミ ズィー が 伝え 
て いる 。 (他人 で ある 一 人 も し く は 複数 の 女性 と 閉じ られ た 場 
所 で 自分 を た ち だ け で 過ごす こと は ハラ ー ム で ある 。 イ ブ ニ ・ ア 
ー ビ デ ィ ー ン は イマ ー ム に つい て 語る 際 、 次 の よう に 述べ て い 
る 。「 別 の 男性 が いれ ば 、 も し く は 結婚 の 対象 と は な ら な い 女 
性 も いれ ば 、 自 分 を たち だ け で と は な ら な い 。」 ) 

13. ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ゥ ラー (アッ ラー が お 喜び 
くだ さい ます よう に ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 夫 が 遠く 
に いる 女性 た ちの そば に 行 言 っ て は な ら な い 。 なぜなら シャ イ 
ター ン は 、 血 の よう に あな た 方 の 血管 を う ご め い て いる か ら で 
ある 。」 あ な た に お いて も そう な の か と 尋ね られ る と 、「 私 に 
お いて も そう で ある 。 し か し アッ ラー は 、 そ れ に 対し 私 を 助け 
られ た 。 そ れ を ムスリム と され た 。 そ れ は 私 に 降伏 し た 」 と 言 
われ た 。 こ の ハデ ィ ー ス は ティ ルミ ズィー (アッ ラー の 慈悲 が 
あり ます よう に ) が 伝え て いる 。 

14. ウン ム ・ サ ラマ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう 
に ) は 語っ て いる 。 IP (アッ ラー の 祝福 
と 平安 が あり ます よう に ) の お そば に いた 。 私 の 兄弟 の アブ ド 
ゥ ラー・ ビ ン ・ エ ビー・ の きみ の 計 も 乾 違 に いた 。 と の 改 
隷 は ム ハ ン ナ ス (女性 に 似せ た 男性 ) だ っ た 。 聞 言 者 ム ハ ン マ 
ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 彼 を 見 て 、 そ 
の 声 を 聞い て 、「 こ の よう な 人 々 を 家 に 入れ て は いけ な い 」 と 
言わ れ た 。」 こ の ハデ ィ ー ス は 、「 プ ハー リー」 や 「 ム スリ ム 
] で 書か れ て いる 。 「 ム ハン ナス | と は 、 性 格 正確 、 行 動 、 言 
葉 、 雇 を 女性 に 似せ て いる 男性 、 及 び 男 性 に 似せ て いる 女性 を 
指す 。 こ の よう な 人 々 は 呪 わ れる 。 彼ら に つい て ハデ ィ ー ス で 
は 、 「 自 ら を 女性 に 似せ る 男性 及び 自ら を 男性 に 似せ る 女性 に 
、 ア ッ ラ ー の 呪い が あり ます よう に | と 言わ れ て いる 。 や む を 
得 な い 事 情 な く 、 男 性 の よう な 衣装 を 身 に 着け 、 か みそ り を 使 
い 、 男 性 に 固有 の こと を 行う 女性 、 女 性 の よう に 髪 を 伸ばし 、 
飾り 付け る 男性 も この ハデ ィ ー ス に 含ま れる 。 

15. ミ スワ ル ・ ビ ン ・ マ フラ マー (アッ ラー が お 喜び くだ さ 
いま す よ うに ) は 語っ て いる 。 「 大 き な 石 を 運ん で いた 。 道 の 
途中 で 服 が 下 に 落ち た 。 上 に 上 げ る と と が で きず に いた 。 預言 
者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 私 
を この 状態 で ご 覧 に な っ た 。 「 服 を 上 げ な さい 、 裸 で 外 に 出 て 
は いけ な い | と 言わ れ た 。」 こ の ハデ ィ ー ス は 「 ム スリ ム | が 
伝え て いる 。 こ の ハデ ィ ー ス は 、 通 りや で 、 海 岸 で 、 ス ポー ツ 
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祝福 と 平安 が あり ます 


の 場 で 、 男 性 や 女性 が 肌 を 見 せる こと を 禁じ る も の で ある 。 

16. アブ ー・ ウ マー マ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 一 人 の 少女 の 美 し さ を 見 
た 人 が 、 す ぐに そこ か ら 目 を 逸らし せ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 新しい 
崇拝 行為 と し て の 報奨 を 与え られ 、 こ の 上 崇拝 行為 の 心地 よさ を 
すぐ に 感じ る 。」 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド ・ ビ ン 
・ ハ ン バ リ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) が 伝え て い 
る 。 

17. ハサン ・ バ スリ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) が 伝聞 と し て 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝 
福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 琴 うべ き 場 所 を 見 
せ 、 他 者 の 覆 うべ き 場 所 を 見 る 人 に アッ ラー の 呪い が ある よう 
に 。」 こ の ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ バ イハ キー ン (アッ ラー の 
慈悲 が あり ます よう に ) の 「( シ ュ ア ー ブ ル イー マン 」 ) と いう 
書物 で 書か れ て いる 。 

18. アブ ドゥ ラー・ イ ブ ニ ・ ウ マル (アッ ラー が お 喜び く 
だ さい ます よう に ) は 伝え て いる 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ た 。 「 自 分 を 何 か 
の 種族 に 似せ る も の は 、 そ の 仲間 と な る 。 | この ハデ ィ ー ス は 
、 イ マー ム ・ ア フ マ ド 、 及 び ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (アッ ラー の 
慈 悲 が あり ます よう に ) が 伝え て いる 。 つ まり 性 質 、 行 い 、 衣 
装 を イス ラー ム の 敵 た ち に 似せ る 者 は 、 彼 ら の 仲間 と な る 。 ( 
流行 や 、 不 信仰 者 の 悪い 習慣 に つい て いく 者 、 ハ ラー ム を 芸術 
と 呼ぶ 者 、 ハ ラー ム を 行う 者 を 芸術 家 、 進 歩 主 義 者 と 呼ぶ 者 は 
、 こ の ハデ ィ ー ス か ら 教 訓 を 得る べき で ある 。) 

19. アム ル ・ シ ュ ア イブ は 父 及 び 祖 父 か ら 伝 えて いる 。 預 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 
言わ れ た 。 「 ア ッ ラ ー は し も べ に 与え られ た 恵み を 彼 に 見 出す 
こと と を 愛さ れる 。」 こ の ハデ ィ ー ス は ティ ルミ ズィー( ア ッ ラ ー 
の 慈悲 が あり ます よう に ) が 伝え て いる 。 こ の よう に 、 ア ッ ラ ー 
は 衣服 が 新しく 、 美 し く 、 清 潔 で ある こと を 好ま れる 。 こ れ を 
、 上 恵み を 示す 目的 で 行う 者 を 愛さ れる 。 う ぬ ぼ れ か ら そ れ を 行 
う 者 は 好ま れ な い 。 ア ッ ラ ー が 与え られ た 恵み を 隠す こと は 合 
法 で は な い 。 学問 の 恵み ゃ 同様 で ある 。 

20. ジャ ー ビ ル ・ ビ ン ・ ア ブ ド ッ ラー (アッ ラー が お 喜び 
くだ さい ます よう に ) は 伝え て いる 。 預言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 私 た ちの も と に 来 ら れ 
た 。 家 に は 、 髪 が 乱れ て いる 人 が 一 人 いた 。 彼 を 見 て 、「 こ の 
髪 を きち ん と する 為 の も の は 何 も 見 つけ られ な か っ た の か 」 と 
言わ れ た 。 服 が 汚れ て いる 人 を 見 た 時 $、 「 服 を 洗う も の は 何 
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も な い の か 」 と 言わ れ た 。 
21. タビ ー ン で ある アブ ラフ ワ ス は 父 か ら 6 伝え て いる 。 「 
預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 

の お そば に に 行っ た 。 私 の 服 が 古く な っ て いた 。 「 あ な た に は の 

財産 が な い の か 」 と 言わ れ た 。 財産 は 有り ます 、 と 私 は 言っ た 

。 「 ど の よう な 財産 が ある の か 」 と 問わ れ た 。 あ ら ゆ る 財産 が 

ある 、 と 私 が 答え た 。 | アッ ラー が 財産 を 与え られ た 時 に は 、 

。 そ の 恵み を 被 造 物 の 上 に 見 い だ さ れる べき だ | と 言わ れ た 。 

この ハデ ィ ー ス は イマ ー ム ・ ア フ マ ド と ナ サ ー イ (アッ ラー の 

慈悲 が あり ます よう に ) が 伝え て いる 。」 

「 ア シア トゥ ル ・ ラ マー トッ ゥ 」 の 第 三 巻 の 翻訳 は ここ まで 

で す 。 

22. ユ ス フ ・ カ ル ダ ウ ィ ー の 「 ア ル ・ ハ ラー ル ・ ワ ル ・ 

の S 入 ラ ルッ オペラ ー ム | の 本 で 遇 漁 の やり リド 語ら: 條 てい 

ます 。 「 イ スラ ー ム の 教え は 、 ム スリ ム の 女性 が 、 中 が 矯 け る 

ほど 薄 い 衣装 で 体 を 覆う こと を ハラ ー ム と し て いる 。 「 ム スリ 

ム | 及び 「 ム ワッ タ 」| と 言う 書物 に お ける ハデ ィ ー ス で は 、「 

覆っ て いる の に 裸 で ある 女性 や 、 頭 を ラク ダ の と ぶ の よう に 高 

く 盛 り 上 げた 女性 は 、 天 国 に 入る こと が で き な い 。 そ の 香り す 

ら 感 じ る と と は で き な い 。 し か し 天国 の 香り は 、 は る か 遠く か 

ら 感 じ ら れ る も の で ある | と され て いる 。 こ の ハデ ィ ー ス は 、 

女性 が 薄く 透き通っ た 服 、 も し く ( AE ぴっ た り し た 服 、 靴 下 

、 ス カー フ で 覆う こと 、 髪 を 頭 の 上 に 盛り 上 げ る と と を 禁じ て 

いる 。 こ の よう に 呈 う こと は 、 裸 で 出歩く の と 同様 で ある 。 ム 

スリ ム の 女性 、 少 女 た ち は 薄い ふも の で 身 を 覆う べき で は な く 、 

髪 を (も し く は か つら を つけ その 毛 を ) ラク ダ の こぶ の よう に 

頭 の 上 で まとめ て は いけ な い 。 圧 を 団子 状 に し て は いけ な い 。 

これ ら が 地獄 へ と 導く 罪 で ある こと を 知る べき で ある 
(カル ダウ ィ ー が 宗派 に 属さ な い 宗 教 家 で ある こと を 、200 

ペー ジ で 述べ まし た 。 イ スラ ー ム の 教え は 、 女 性 が 覆う こと が 

ファ ルド で ある こと 、 ベ ー ル の 特性 を 教え て いま す 。 こ の 特性 

を 備え た スカ ー フ や 、 幅 が 広く 丈 の 長い ガウ ン や マン ト で 覆う 

こと の 違い に つい て は 言及 し て いま せん 。 才 うこ と ファ ルド で 

ある こと 、 ベ ー ル や 衣装 の 形状 に つい て は 「 預 言 者 ムハンマド 

72 の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) が 上 崇拝 行為 と し て 
で は な く 、 習 慣 と し て 行わ れ て いた スン ナ 」 で ある こと が 、 法 

直近 で は 可 が 7 ほす この 5。 更 の うら 習慣 と な っ 

て いた も の を 用 いる こと が 必要 で す 。 岩 拝 行 為 で は な い 事柄 で 

、 習 慣 に 従わ な いこ と は マク ルー フ で す 。 騒動 の 要因 と な る な 

ら 、 ハ ラー ム と な り ま す 。 「 ヒ ン デ ィ ー ヤ 」 で は 、「 分 厚く 、 

幅 の 広い 布 で 覆 わ れ た 女性 を 見 る こと は 合法 で ある 。 薄く 、 幅 
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の 狭い 覆い の 女性 を 見 る こと は 合法 で は な い 。 わ れ た 女性 で 
あっ て ゃ も 、 そ の 顔 を 性 欲 を 持っ て 見 る こと は ハラ ー ム と な る 。 
性 欲 を 持た な く て も ゃ も 、 不 必要 に 見 る こと は マク ルー フ で ある 。 
ムスリム で は な い 女 性 を 見 る こと に つい て も 同様 で ある 。 彼女 
和 hs と は 合法 と な る |」 と され て いま す 。 


く 、 幅 が 広く 、。 か か と の 骨 ま で 及び 腕 を 手首 まで 履 う 

還 間 間 の に ほり に の この の 

より 良い と され ます 。 「 ハ ラビ ー・ イ ・ カ ビー ル 」 で は | 自由 

で ある 女性 の 、 耳 まで の 髪 は 一 致し た 見 解 で 呈 う べき も の で あ 

る 。 耳 の 下 まで 伸び た 部 分 も 、 学者 の 多く に よれ は 同様 で ある 

一 部 に よれ ば 、 伸 び た 部 分 は 礼拝 で は 覆 うべ き 部 分 と は な ら 

な い 。 し か し 他人 が これ を 見 る こと は 合法 で は な い | と され て 
My ます 。 

髪 の 全 て を 、 PCG 本 ON 計 G す S の 2R6 護 
ん 中 か ら 前 の 部 分 は 額 に 接し て お り 、 眉 の 方 に 下がっ て いる 
き で す 。 両側 は 、 眉 の わき か ら 類 に 下り 、 あ ご 1 
と め 、 胸 に 垂らし ます 。 真ん中 か ら 後 ろ の 部 分 3 は 背中 を 覆い ま 
す 。 扇動 の 可能 性 が ある 場合 は 、 類 も 要 い ます 。 濃い 色 の 則 
直 を は きま す 。 女 性 の 伸び た 敵 の 四 分 の 一 が 、 一 つの 動き の 
間 見 えて いれ ば 、 礼 拝 は 有効 に な り ま せん 。 それ よ り 短 い 間 見 
えて いた 場合 は マク シーフ と な り ま す 。 ここ で 、 女 性 が 若い か 
高齢 で ある か に つい て は どの 本 に お いて も 区 別 は され て いま せ 
ん 。 高 齢 の 女性 の 挨拶 に 返事 を する こ と 、 彼 女 と 二 人 で いる こと 

は 合法 と な る と いう 人 々 は いて も $ も 、 高齢 の 女性 が 髪 を 見 せる 
こと や 、。 そ の 髪 を 見 る こと が 合法 と な る と いう 人 は いま せん 
。 ムスリム で は な い 女 性 の 髪 を 見 る こと は 合法 で ある 、 と 言う 
人 々 は いま す 。 し か し 高齢 で ある ムスリム の 女性 の 髪 を 見 る こ 

は 合法 で ある と いう 人 は 決し て いま せん で し た 。 高 齢 の 女性 
が モス ク や 墓 に 行く こと が 合法 で ある と いう 人 も ゃ も 、 髪 や 頭 を 覆 
うこ と を 条件 づけ て いる の で す 。 

「 部 族 連合 章 第 59 飾 で は 、 ム スリ ム の 女性 は 「 ジ ルバーブ 
| で 響 う よ う に 、 と され て いる 。 こ の 章 句 は 、 異 な る 二 枚 の シ 
ー ツ で 義 う こと を 命じ て いる | と いう こと は 誤り で す 。 こ の シ 
ー ツ を 巻く こと と を 命令 し て いる と すれ ば 、 預 言 者 ムハンマド ( 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) や 教 友 た ち は 皆 、 妻 
(に シー ツ を 使わ せ て いた で し ょ う 。 し か し 誰 $ も 、 シ ー ツ を 使っ 
て いた こと は 本 に 記さ れ て いま せん 。 ト ルコ ュ コ 語 の 「 テ ィ ブ ヤー 
ン 」 と 言う タフ シー ル (クル アー ン の 解釈 本 ) は 、 こ れ を 「 頭 
を 呈 い な さい 」 と 解 息 し て いま す 。 「 ジ ャ ラー ライ ン 」| と いう 
解釈 本 で は 、「 女 性 が 顔 に 伸ばし た スカ ー フ で ある 」 と し て い 
ます 。 サ ー ウ ィ ー は これ に つい て 説明 を 行い 、「 ス カー フ 及 び 
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、 シ ャ ツ の 上 を 義 う 布 で ある 」 と し て いま す 。 「 ル フル ベ ヤ ー 
ン | 及び 「 ア ブッ スウ ー ド 」 の 解釈 本 で は 、「 ジ バー ブ と は 、 
髪 が 乱れ な いよ う 頭 に 巻く $ も の で あり 、 ヒ マー ル と 呼ば れる ベ 
ー ル の 上 を 終 う よ り 広く 胸 ま で 下り 、 シ ャ ツ の 徐 を 覆 う ス カー 
フ で ある 。 こ の 章 句 で は 女性 の 頭 と 全身 を 覆う こと が 命じ られ 
て いる |」 と し て いま す 。 「 ザ ワー ジル 」| 及び 「 ア ル ・ フ ク フ ・ 
アラ ル ・ マ ザー ヒビ ル ・ ア ル バ 」| の 本 で は 、 男 性 も ジ バ ー ブ を 
着用 し て いた こと を 示す ハデ ィ ー ス が 書か れ て お り 、 男 性 に と 
っ て は ジ バ ー ブ と は 、 カ ミー ス と 呼ば れる 長い シャ ツ で ある こ 
と を 示し て いま す 。 広い マ ント や 厚い ベー ル も し く は 二 枚 の 布 
で で きた シー ツ は 、 こ の 章 旬 に お ける 頭 を 覆う と いう 命令 を 実 
行 す る 点 で 同じ で す 。 女 性 は 、 住 ん で いる 場所 の 習慣 に 適し た 
形 で 覆い 、 扇 動 の 理由 に な ら な いよ うに する こと と が 必要 で す 。 
ヒジ ャ ー ブ の 章 旬 の 一 部 は 、 ザ イナ ブ (アッ ラー が お 喜び くだ 
さい ます よう に ) の 婚 如 の 日 に 啓示 され た こと が 、「 ブ ハー リ 
ー」 の 第 六 巻 、26 ペ ー ジ で 書か れ て いま す 。 こ の 婚 如 は 三 年 目 
に 行わ れ ま し た 。) 

ムスリム で ある と いう 人 は 、 自 分 が 行う 全て の 事柄 が イス 
ラー ム に 適し て いる か どう か を 知る べき で す 。 知ら な い の で あ 
れ ば 、 ス ン ナ 派 の 学者 に 尋ね 、 も し く は こう いっ た 学者 た ちの 
本 を 読み 、 学 選ぶ こ と が 必要 で す 。 その 事柄 が イス ラー ム に 適し 
て いな けれ ば 、 罪 も る もしくは ク フ ル か ら 救 われ る こと は あり ませ 
ん 。 毎日 真 の 悔 悟 を する こと が 必要 で す 。 悔 悟 され た 罪 や ク フ 
ル は 必ず 許さ れ ま す 。 悔 域 を 行わ な けれ ば 、 現 世 で も 地獄 で も 
懲罰 を 受け ます 。 こ の 懲罰 は 書物 の 様々 な 場所 で 書か れ て いま 
する 

男性 や 女性 が 礼拝 で 、 そ し て あら め ゆる 場所 で 覆う べき で あ 
る 場所 を 「 ア ウラ の 場所 」 と 言い ます 。 (覆う べき 場所 を 見 せ 
る と と 、 他 人 の う べき 場所 を 見 る こと は ハラ ー ム で す 。) 

男性 は が 礼拝 で 足 を 覆う と と が は スン ナ で ある こと と は 、419 
ペー ジ に で 書か れい て いま す 。、 イ スラ ー ム に は 覆う べき 場所 
な ど な い と いう 人 は 、 不 信心 者 に な り ま す 。 う べき 場所 を 材 
うこ と は 葉 、 イ スラ ー ム が 命じ て いる こと で す 。 才 う べき 場所 
が 出 て いる 男性 も し く は 女性 が いる 場所 、 及 び 楽 器 、 賭 博 、 ア 
ルコ ー ル 飲料 、 女 性 の 声 が 聞こ える 場所 を 「 逸 脱 の 場 ] と 呼び 
ます 。 逸脱 の 場 に 行く こと は ハラ ー ム で す 。 心 が 清く ある こと 
も 必要 で す 。 心 が 清 い と は 、 良 い 徳 を 身 に 着け て いる と と で す 
。 心 は イス ラー ム に 従う こと で 清め られ ます 。 イ スラ ー ム に 従 
わな い 心 は 清め られ ませ ん 。 四 つの 法学 派 に お いて 、 才 う べき 
場所 を 見 せる こと 、 他 人 の その よう な 場所 を 見 る こと を ハラ ー 
ル と 言う 人 、 重 き を 置か な い 人 、 つ まり 懲 浪 を 恐れ な い 人 は 不 
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信心 者 と な り ま す 。 女 性 が 只 う べき 場所 を 見 せる こと 、 男性 の 

そば で 歌 を 歌う こと 、 PS える こと も る 同様 で す 。 男 
性 の 藤 と 服 間 は 、 ハ ン バ リ ー 派 に お いて の み 、 う べき 場所 と 
され て いま せん 。 

「 私 は ムスリム だ 」 と 言う 人 は 、 信 仰 や イス ラー ム の 条件 
、 四 つの 法学 派 の 見 解 の 一 致 に より 教え られ て いる ファ ルド と 
ハラ ー ム を 学び 、 重 き を 置く こと が 必要 で す 。 知 ら な いこ と は 
正当 な 理由 に は な り ま せん 。 つ まり 、 知 ら な いと いう の は り 、 
信じ な いこ と と 同様 で す 。 (女性 の 顔 や 手 以外 の 場所 は 、 四 つ 
の 法学 派 の いずれ に お いて も ゃ も 終 うべ き 場 所 で す 。) 見 解 が 一 致 
し て いな い 、 す な わ ち 別 の 三 つ の 法学 派 の りう ち 、 い ずれ か に お 
NIS に 外 
に 出し て いる 人 は 、 不 信心 者 と は な ら な いも の の 、 自 分 の 法学 
派 に よる と 大 き な 罪 と な り ま す 。 男 性 も $ 膝 と 股間 、 つ まり 太 も 
も を 見 せる こと に つい て は 同様 で す 。 知 ら な いこ と は 学ぶ こと 
が ファ ルド で す 。 学 ん だ 時 に は すぐ に 悔 悟 し 、 う こと が 必要 
で す 。 


信者 の 特性 

信者 は 信者 に 対し 果たす べき こと が 七 つ あ り ま す 。 

招待 に 応じ る こと 、 

お 見 舞い に 行く こと 

半生 

告 を 行う こと 、 
を ナ る こい 
迫害 者 か ら 救 うこ と 

くし ゃ み を し た 時 に 「 ア ル ハ ム ド ッ リッ ラー| と 言え ば 、 
| ヤル ハム カッ ラー」| と 返す こと で す 。 

信者 の うち 尊い の は 、 六 つの 特性 を 持つ 者 で す 。 崇拝 行為 
を 行う こと 、 い ます 。 知識 を 学ぶ こと 、 び ます 。 悪い こと を 行 
うこ と 、 い ませ ん 。 ハ ラー ム で ある こと を 避け る こと け ま す 、 
。 誰 の 財産 に も ゃ 目 を つけ な いこ と 、 ま せん 。 死 を 決し て 忘れ ま 
せな いこ と で すん 。 

賞賛 : ハデ ィ ー ス で は 次 の よう に 語 ち られ て いま す 。「 皆 、 
自分 に 与え られ た も の を 好む 。 こ の 愛情 は 人 間 の 本 質 に 存在 す 
る 。」 我 欲 に 執着 する 人 は 、。 我 欲 の 欲求 に 応じ る 為 に それ を 
助け る 者 を 好み ます 。 知 的 で 、 知 識 を 持つ 人 で あれ ば 、 知 的 な 
人 と な る 上 で 助け と な る 人 を 好み ます 。 要する に 、 良 い 人 は 良 
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いこ と を 好み ます 。 悪い 人 は 悪い 人 、 悪 い 事 柄 を 好み ます 。 そ 
の 人 が 好む 人 々 、。 友達 を 見 れ ば 、 そ の 人 が どう いう 人 で ある 
みか 理解 で きま す 。 親 友 、 敵 、 ム スリ ム を は じ め と し て 、、 不 信 
心 者 や 、 ビ ドゥ ア を 犯す 人 以外 の 全て に 対し 、 優 し い 言葉 と 笑 
顔 を 向け る べき で す 。 人 に 対し て 為 な され る 最も 効果 的 な 恵み 
、 最 も 尊い 贈り 物 は 、 優 し い 言 葉 と 笑顔 で す 。 牛 を 崇拝 する 不 
信心 者 が いれ ば 、 和 牛 の 口 に 

薫 を 与え 、 彼 ら が 敵 と な る こと を 防ぐ べき で す 。 誰 と も ゃ も 、 
嘩 を し て は いけ ませ ん 。 喧嘩 は 友情 を 損なわ せ 、 敵 意 を 強め 
ます 。 誰 に も 怒っ て は いけ ませ ん 。 怒る こと は 神経 や 心 の 病気 
を も た らし ます 。 ハ ディ ー ス で は 、 「 怒 っ て は いけ な い | と 言 
われ て いま す 。 

人 は 、 四 つの こと と を 隠せ ば 、 人 と し て 尊い 存在 と な り ま す 


1. 貧し さ を 
2. サダ カ を 
3. 災い を 


4. 災難 を 。 

さら に 、 天 国 は 四 種 類 の 人 1} を 求め ます 。 

1. 舌 が 、 ズ ィ ク ル を 行う 人 で ある こと 。 
2. ハー フィ ズ で ある と こと 。 

3. 食事 を 与え る 人 で ある こと 。 

4. ラマ ダー ン 月 で 断食 を 行う 人 で ある こと 。 

皆 、 次 の 七 つ の こ と を 常に 口 に する べき で す 。 
II 
仕事 が 終わ る と 「 ア ル ハ ム ド ゥ リッ ラー」| と 唱え る こと 。 
どこ そこ に 行く と 言う 時 に は 「 イ ン シ ャ ラー」 と いう こと 
。 炎 難 に つい て 耳 に し た 時 に は 「 イ ン ナ ー リッ ラー ヒ ワ 

イン ナー イラ イヒ ラー ジウ ー ン |」 と 言う こと 。 

過ち を 口 に し た 場合 に は 悔 悟 と 居 悔 を 行う こと 。 「 ラ ー 
イラ ー ハ イッ ラッ ラー ワ フ ダフ ラー シャ リー カ ラフ 
ラフ ブル ムル ク ワ ラフ ル ヘ ハム ザ ルッ 7 ツア ツタ デ テ ラー ク 
ッ リ シャ イン カ デ ィ ル 」 を 続け る こと 。 

デ だ き の ド アン ジラ ター イタ テー ハ ゴイ タ タッ ター ツ 
アウ ュ ハ ド デン ナナ ム み ハ ン マ メダ ツ デア デ デ ドルダー ツ ダス 
ー ル フ 」 と 何 度 も 唱え る こと 。 
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この 二 つ と も 、 朝 晩 何 度 も 唱え る べき で す 。 

1. |「 ア スタ グフ ルッ ラー」 

2。 | スプ ハー ナッ ラー ヒ リル ハム ドッ gw リッ ラー モ アツ 
ラー イラ ー ハ イッ ラッ ラー フ アク バル ワラ ー ハウ ラ 
ワラ ー クッ ワタ イッ ラー ビッ ラー ヒ アリ ー ュ ユル アズ 
ィ ー ム ] 


良い 徳 に つい て 


さら に 人 に は 、72 ほ どの 良い 性 質 が あり ます 。 ス ン ナ 派 の 
信条 、 イ フラ ー ス 、 イ フサ ー ン 、 謙 虚 さ 、 恵 み を 唱 念 する こと 
、 教 訓 、 清 浄 、 努 力 、 羨 望 、 介 気 前 の 良さ 、 利 他 主 義 、 人 間 任 、 
騎士 道 精神 、 英 知 、 感 謝 、 甘受 、 る 面 、 暴 怖 、 希 望 、 瑞 で あれ 
アッ ラー ゆえ に 愛す る こと 、 仲 間 を アッ ラー ゆえ に 愛す る こと 
、 我 慢 強 さ 、 称 賛 、 勤 勉 、 細 や か さ 、 意 志 、 宗 教 的 実践 、 死 を 
念じ る こと 、 委 ね る こと 、 服 従 、 知 識 を 求め ある こと 、 健 や か さ 
、 最 療 、 田 敢 さ 、 穏 や か さ 、 優 美 さ 、 公 悔 、 約 束 に 忠実 で ある 
こと 、 痺 い を 守る こと 、 良い 徳 、 騎 士道 精神 、 満 足 、 成 熟 、 
善 を 好む こと 、 思 いや り 、 熱 意 、 恥 を 知る こと 、 ア ッ ラ ー の 命 
令 を 遵守 する こと 、 親 し むこ と 、 熱 意 、 成 封 し た 振舞 い 、 賢 明 
、 正 し い 方 向 性 、 礼 儀 、 信 心 深 さ 、 信 頼 、 誠 実 、 我 欲 に つい て 
の 反省 、 内 省 、 怒 り を 抑 える こと 、 上 崇拝 行 為 を 好む こと 、 悔 悟 
、 集 中 、 覚 醒 し ゃ べ と し て の 服従 、 報 奨 、 他 者 の 権利 を 尊重 
する こ と 、 謙 虚 さ 。 

謙虚 さと 恵み を 念 ず する こと と は 、 全 て が 崇高 な る アッ ラー 
の 用 意 意 さ れ た も の 、 恵 み で ある こと を 知り 感 感謝 する こ 3 
ce 0 言 健 、 信仰 上 の 兄弟 に 忠告 を 与え 、 そ の 心から 悪い 徳 を 
人 良い 徳 を 備え を させ る こと で あり 、 さ せ 、 さ ら に 努力 
と は 、 教 え に お いて 努力 する こと 、 譜 望 と は 他 者 の 恵み が 自分 
に ゃ ある こと を 望む こと で す 。 利他 主 義 、 騎 士道 精神 、 気 前 の 
良さ は 、 宗 教 上 の 兄弟 の 仕事 を 引き 受け る こと 、 人 間 性 と は 人 
間 と し て の 務め を 果たす こと で す 。 英知 と は 物事 の 道理 を 知り 
行動 する こと 、 感 謝 と は その 恵み を 命じ られ て いる 場所 で 用 い 
る こと 、 甘受 と は アッ ラー ー か ら 自 ら に も た ら さ れ た 定め を 受け 
入れ る 甘受 する こと 、 忍 面 と は 災い に 耐え る こと を 意味 し ます 


o 


他 者 の 権利 を 尊重 する と は 、 し ゃ べ の 権利 を 配慮 する こと 
で す 。 し ゃ べ の 権利 の うち で 最も 重要 な も の は 、 母 や 父 の 権利 
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で す 。 優しい 言 葉 、 笑 顔 で 彼ら を 助け 、 ES 
力 す る こと が 必要 で す 。 そ の 次 に は 、 そ れ か ら 隣 人 の 権利 、 
誓 の 権利 、 夫 婦 の 権利 、 友 達 の 権利 、 それ か ら 政府 の 権利 と な 
り ま す 。 誰 に も 嘘 を つい て は な ら ず 、 策 略 を 用 いて は いけ ませ 
ん 。 衝 測定 器具 を 正しく 用 い 、 労 働 者 の 賃金 は 額 の 汗 が 乾く 前 
に 支払 うべ き で す 。 借金 を 返さ な いこ と 、 バ ス や 類似 する も ゃ の 
De は 裏切り に な り ま す 。 政府 に 税金 を 支払 
わな いこ と は 、 SN 恨 害 する こと で す 。 政府 
が 迫害 を 行っ た 際 え ば 、 人 迫害 を 受け て いる 側が 政府 に 対立 し た 
二 6。 らき な で この で いけ どの 
リー カ | の 「 騒 乱 」 の 項目 で 、 ま た 「 ヒ ン デ ィ ー ヤ 」 及び 「 ド 
ゥ ッッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル 」| で $ 書 か ん れ てい ます 。 ハ ディ ー ス 
で は 「 政 府 を 裏切る 者 を 、 ア ッ ラ ー$ も 裏切ら れる | と され て い 
ます 。 つ まり 、 反 抗 す る 人 を 不 名 誉 と され ます 。 こ の 為 、 サ イ 
ー ド ・ ク トゥ ッ プ 及び マウ ディ ディ の よう な 宗派 に 属さ な い 人 々 
が 、 ム スリ ム に 対し 政府 へ の 反逆 を 扇動 する よう な 、 陸 2 あま 
、 破 壊 主義 的 な 文章 に 騙さ れ て は いけ な い の で す 。 迫害 的 な 政 
2 
へ の 支援 も で き な た い の で す 。 イ プ ニ ・ ア ー ゼ ディ ー ン (アッ タラ 
ー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 絹 の 衣装 を 着る こと が 男性 に 
は ハラ ー ム で ある こと を 伝え る 際 、 科 09 
[ 宴 や 祝祭 日 に 絹 の 布 を 敷く こと 、 金 、 銀 の 製品 を 使わ ず に 
べ る こと ! 人 RE の の 
る な ら 合 法 で ある 。 し か し 、 日 中 に 灯明 を 灯す こと 、 広 告 を ラ 
イト アッ プ す る され た 広告 を 行う こと は 、 も の を 無駄 に する こ 
と 、 不 要 な と こ ろ で 用 いる こと で あり 、 合法 と は な ら な い 。 政 
府 の 命令 の 為 で や れ ば 、 こ れ ら を 行い 、 子 ども た ち を 男女 共学 
の 学校 に 送る こと が は 合法 と な る 。479 ペ ー ジ を 見 な さい 。 男 
女 混合 で あり 、 呈 う べき 場所 を 覆 わ な い 人 々 の いる 場所 に 行く 
こと る 合法 で は な い 。」 不信 心 者 の 法律 に 従わ な いこ と も ゃ 合法 
で は な いと と が 、「 イ ブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン 」| の 「 和 金曜 礼拝 」 
及び 「 判 事 」 の 項 で 書か れ て いま す 。 しゃ べ に 対し 返す べき 権 
利 を 負っ て いる 人 の 上 崇拝 行為 は 認め られ な いこ と 、 天 国 に 入れ 
な いこ と も 示さ れ て いま す 。 不 信心 者 の 権利 み ら 救 われ る こと 
は 、 OO Ne 科 0 の 0 
て いま す 。 皆 に 対し 、 良 く 振舞 うこ と が 必要 で す 。 悪事 を 働く 
人 に 、 和え て は いな いら で す 。 区 の ムスリム と は 
ッ ラ ー の 命令 に 、 政 府 の 法律 に 従い ます 。) 
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成熟 し た 人 々 の 説話 は 貴重 な も る の で す 。 

説話 に 出会う こと が で きた 人 は それ を 失い ませ ん 。 

見 つけ る 為 に あら ゆる 場所 に 行く べき で す 。 

宝石 商 と こそ が 宝石 を 理解 し ます 。 

流れ る 水 の そ ば に ふた の され た つぼ を 置け ば 、 

40 年 間 そ こ に あっ た と し て も 水 は 波 め ませ ん 。 

説話 は 心 を 清め ます 。 皆 彼 を 始 み ま す 。 

人 を 博識 に する $ の は 冠 や マン ト で は あり ませ ん 。 

まず は 信仰 し 、 ハ ラー ム か ら 手 を 引か な けれ ば な ら な り ま せん 。 

魂 が その 糧 を 知ら な けれ ば な り ま せん 。 ア ー モ ンド の お 菓子 で は な い の で す 。 


教 肥 た ちの 優れ た 徳 に つい て 


全て の 教 友 の 中 で 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) の 四 人 の 後継 者 (アッ ラー が お 喜び く 
だ さい ます よう に ) は 他 の 人 々 より も 優れ て いま す 。 彼ら 全て 
の 在 位 期間 は 30 年 に な り ま す 。 ( 教 友 の 全て (アッ ラー が お 喜 
びく だ さい ます よう に ) は 天国 に 行く こと が 示さ れ て いま す 。 
誰 に つい て で あれ 、 否 定 的 な こと を 口 に する こと は 許さ れ ま せ 
ん 。) 

さら に 、 聖 人 た ちの 奇跡 は 真実 で あり 、 正 し いこ と で す 。 

聖人 た ち 全 て の 中 で 最も $ 徳 が ある の は 、 ア ブー・ バ クル ・ 
スッ ドゥ ー ク (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) で す 。 
(アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) 彼 が カリ フ (後継 者 
) で ある こと と は 真実 で す 。 彼 が 第 一 の カリ フ で ある こと は ウン 
マ の 一 致し た 見 解 に より 確定 し て いま す 。 預言 者 ムハンマド ( 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 義父 に 当たり ます 
。 娘 の アー イシ ャ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) を 
、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に 
) と 結婚 させ た の で し た 。 彼 は 学問 に た け て お り 、 全 て の 財産 
を 真実 の 道 の 為 に 費やし まし た 。 彼 の 死 の 後に は 何一つ 残っ て 
は いま せん で し た 。 彼 は 腰 に ヤシ の 繊維 の 覆 い を つけ て いま し 
た 。 ジ ブラ ー イ ー ル ( 彼 に 平安 が あり ます よう に ) が 彼 の よう 
な も の を 着 て 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) の も と に 来 ま し た 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 彼 を その 状態 で 見 て 、「 
わが 見 弟 、 ジ ブ プラー イ ー ル よ 。 私 は この よう な 姿 で あな た を 見 
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た こと が な か っ た 。 ど うい うこ と と だ | と 言わ れ ま し た 。 ジ ブラ 
ー イ ー ル は 、 「 ア ッ ラ ー の 使徒 よ 、 あ な た は 今 私 を この 状態 で 
ご 覧 に な り ま し た 。 全 て の 天使 が 、 こ の よう な 状態 で す 。 そ の 
理由 は 、 崇 高 な る アッ ラー が 呼び 掛け られ 、「 わ が し も ゃ も べ 、 ア 
ブー・ バ クル は 全て の 財産 を 私 の 満足 の 為 に 、 私 の 道 に お いて 
費やし た 。 今 、 ナ ツメ ヤシ の 繊維 の 覆い を 身 に 着け た 。 わ が 天 
使 た ちよ 、 あ な た 方 も ゃ 彼 の よう に 着 な さい | と 命じ られ た た め 
で すま し た 。 天使 た ち は 今 、 皆 、 こ の 状態 で す 」 と 言い まし た 


o 


そし て その 為 に 、 彼 自身 が 「 誠 実 な 人 | と 呼ば れ て いま し 
7 っ 

彼 に 次 いで 徳 の ある 聖人 は ウマ ル (アッ ラー が お 喜び くだ 
さい ます よう に ) で す 。 カ リフ (後継 者 ) で ある こと は 、 ウ ン 
マ の 一 致し た 見 解 に より 確定 され て いま す 。 イ スラ ー ム の 知識 
に た け て いま し た 。 あ る 時 、 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝 
福 と 平安 が あり ます よう に ) に 、 偽 信者 と ユダ ヤ 教 徒 が 裁判 の 
為 に 来 ま し た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) が は 裁判 を され まし た 聞か れ ま し た 。 ユ ダ ヤ 教 
徒 側が 勝訴 と な り ま し た 。 偽 信者 は それ に 満足 し な か っ た 為 、 
その 時 彼ら に 、「 人 々 よ ! ウ マル の 元 へ に 行き 、 あ な た 方 を の 
裁 い て も らい な さい き を 見 せな さい | と 言わ れ ま し た 。 彼ら は 
ウマ ル (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) の も と に 行き 
まし た 。 | どう し て きた の で すか ? 」 と 尋ね られ 、 偽 信者 は 「 
この ユダ ヤマ ヤ 教 徒 と の 間 で 裁判 が ある 」 と 言い まし た 。 ウ マル ( 
アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 、「 イ スラ ー ム の 持 
ち 主 が お られ る の に な ぜ 私 が 裁く の で すか 」 と 言い まし た 。 偽 
信者 は 「 私 た ち は 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) の 元 へ に 行き まし た 。 裁き は ユダ ヤ 教 徒 の 勝 
ちと な り ま し た 。 私 は 認め ませ ん で し た 。 | と 言い まし た 。 ウ 
マル (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 彼ら に 、「 待 
っ て いな さい 。 私 が 決着 を つけ まし ょ う 」 と 言い 、 中 に 入り ま 
し た 。 し ば らく し て 、 衣 服 の 下 に 剣 を 入れ て 彼ら の そば に 来 ま 
し た 。 そ し て 剣 を 抜く と 同時 に 、 偽 信者 の 首 を は ね まし た 。 そ 
れ か ら 「 預 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます 
よう に ) の 裁き に 満足 し な いも の は 、 こ うな る 」 と 言わ れ ま し 
た 。 こ の 為 に 、 彼 を ウツ マル ・ フ ァ ー ル ー ク ( 正 と 邪 を 識別 する 
者 ) (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) と 呼ぶ の で す 。 

務 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
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に ) は 、「 正 と 邪 を 識別 する の は 、 ウ マル で ある 」| と 言わ れ ま 
し た 。 

ウマ ル に 次 いで 尊い 聖人 は 、 オ スマ ー ン ・ ズ イン ヌー ライ 
ン (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) で す 。 彼 が カリ フ 
(後継 者 ) で ある こと は 真実 で あり 、 正 し いこ と で す 。 ウ ンマ 
の 一 致し た 見 解 で 確定 し て いま す 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラ 
ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 彼 に 、 続 け て 二 人 の 娘 を 
嫁 が せ て お られ ます 。 二 人 目 の 娘 が 亡くな っ た 時 、「 も う 一 人 
娘 が いた ら 、 彼 に 嫁 が せ た 」 と 言わ れ て いま し た 。 

二 人 目 の 娘 を 嫁 が せる 際 、 預 言 者 へ ハン マ ド (アッ ラー の 
祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、 オ スマ ー ン (アッ ラー が お 
喜び くだ さい ます よう に ) を 称賛 され て いま し た 。 結婚 し た 後 
で 娘 は 、「 私 の 目 の 光 で ある 父 よ 、 あ な た は オス マー ン を 非常 
に 称賛 され て いま し た が 、。 あ な た が 言わ れ た ほど で は あり ま 
せん で し た 」 と 言い まし た 。 頓 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝 
福 と 平安 が あり ます よう に ) は 娘 に 、 |「 娘 よ 、 オ スマ ー ン に 対 
し て は 天空 の 天使 た ち が 恥 じ 入 る の だ 」 と 言わ れ ま し た 。 

務 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) は 彼 に 二 人 の 娘 を 嫁 が せら ちら れ た た め 、 オ スマ ー ン ・ ズ ィ ン 
ヌー ライ ン と 呼ば れ ま す 。 ズ ィ イン ヌー ライ ン と は 、 二 つの 光 の 
持ち 主 と い う 意 味 で す 。 マ ー リ ファ (アッ ラー に 対す る 知識 ) 
に た け て いま し た 。 

彼 に 次 いで 尊い 聖人 は 、 ア リー (アッ ラー が お 喜び くだ さ 
いま す よ うに ) で す 。 彼 が カリ フ (後継 者 ) で ある こと は 、 ウ 
ンマ の 見 解 の 一 致 に より 確定 し て いま す 。 彼 は 預言 者 A ム ハンマ 
ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 嬉 に 当たり ま 
す 。 娘 の ファ ー テ ィ マ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に 
) を 彼 と 結婚 させ られ て いま す 。 宗派 に 関す る 知識 に た け て い 
まし た 。 一 人 の 奴隷 が いて 、 あ る 時 この 奴隷 が 主人 を 試そう と 
し まし た 。 ア リー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 
外 に いま し た 。 奴隷 の そば に 来 て 、 奉 仕 を 命じ まし た 。 奴隷 は 
沈黙 し まし た 。 そ れ か ら ア リー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ま 
す よ うに ) は 奴隷 に 、「 私 は あな た に 何 を し た の か 。 なぜ 様 子 
が 悪く な っ た の か 。 私 の 何 に 傷つい た の か 」 と 言い まし た 。 奴 
隷 は 「 何 も され て いま せん 、 私 は あな た の 奴隷 で す 。 あ な た を 
試し た か っ た の で す 。 あ な た は 真 の 聖人 で す 」 と 言い まし た 。 
5 “する 人 、 そ の 道 を 行く 人 を スン ナ 派 と 言い ま 

一 部 を 愛す る が 多く は 愛さ な いと する 人 を シー ア 派 と 呼び 
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ます 。 教 友 の 全 て と 敵対 する 人 を 「 拒 否 者 」 と 呼び ます 。 教 友 
の 全て を 愛す る と 言い な が ら も いく つか の 事柄 で 誰 に も 従わ な 
い 人 を 「 ワ ッ ハ ー プ 派 」 と 呼び ます 。 こ の 信条 に 従わ な い 人 は 
、 ス ン ナ 派 の ムスリム を 不信 心 者 と 呼び ます 。 (この 言葉 で 自 
ら が 不信 心 者 と な る の で す 。) 

ワッ ハー プ 派 の 思想 は 、1130 年 (西暦 1737 年 ) に アラ ビア 
半島 で 、 イ ギリ ス 人 に よっ て 生み 出さ れ ま し た 。 イ ギリ ス 人 た 
ち は そ の 計画 を 広め る 為 、 多 く の ム スリ ム の 血 を 流し まし た 。 
現在 、 各 国 で 「 イ スラ ー ム 世界 協会 ] と 言う セン ター を 作り 、 
無数 の 金 を ば ら ま き 、 無 知 な 宗教 家 た ち を 買収 し て 狩っ て いま 
す 。 彼ら を 通し て ムスリム を 惑わ せ て いる の で す 。1400 年 も イ 
スラ ー ム を 守っ て きた スン ナブ 派 の 学者 た ちや 、 彼 ら を 保護 し て 
きた オス マー ン 朝 を 否定 し て いる の で す 。 こ の 学者 た ち が 明 白 
に 示し て きた 正しい 事実 を 誤り で ある と 言い ます 。 

ワッ ハー プ 派 の 一 部 は 、「 私 た ちゃ スン ナ 派 で ある 。 ハン 
バリ ーー 派 で ある 」 と 言っ て いま す 。 こ の 言葉 は 、 ム ウタ ズ ィ ラ 
の 逸脱 者 た ち が 「 私 た ちゃ スン ナ 派 で ある 。 ハ ナ フ ィ ー 派 で あ 
る | と 言っ て いた こと に 似 て いま す 。 ス ン ナ 派 で な い 人 が 地獄 
に 行く こと を 知っ て いる 為 、 こ の よう に 言っ て いる の で す 。 し 
か し 、 こ うい た 仕事 に お いて 法学 派 に 適し て いる と いう こと と は 
、 そ の 法学 派 に 属す る こと を 意味 し ませ ん 。 一 つの 法学 派 に 従 
う 為 に は 、 信 条 ゃ 行動 も その 法学 派 に 適し て いる こと と が 必要 で 
す 。 四 つの 法学 派 の 信条 は 互い に 同じ で す 。 四 つと も スン ナブ 派 
の 信条 に 従い ます 。 誰 か が ハナ フィ ー 派 も し く は ハン バリ ー 派 
で いる た め に は 、 ま ず ス ン ナ 派 で ある こと が 必要 な の で す 。 ワ 
ッ ハ ー プ 派 は スン ナ 派 の 信条 を 持ち ませ ん 。) 


食事 に つい て 

食事 の 前 に 、 ス ン ナ で ある こと を 考え て 手 を 洗う こと に 十 
の 効果 褒賞 が あり ます 。 

誰か が 、 食 事 の 為 に 手 を 洗っ た 際 、 濡 れ た 指先 を 目 の ふ ち 
に お き 、 後 ろ に 向かっ て 引け ば 、 そ の 人 は アッ ラー の 許し に よ 
り 目 の 痛み を 感じ な いで し ょ う 。 

十 の 効果 褒賞 : 

1. アッ ラー の 位階 に お いて 一 人 の 天使 が 呼び 掛け ます 。 あ 
な た の 手 を 清め た よう に 、 あ な た の 小さ な 罪 が 清め られ た 、 と 
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言い ます 。 
2. ナー フィ ラ の 礼拝 を 行っ た よう な 報奨 を 得 ま す 。 
3. 貧困 か ら 守 られ ます 。 
4. 誠実 な 人々 と し て の 報奨 を 得 ます 。 
5. 天使 た ち が 彼 の 為 に 儀 悔 を 行い ます 。 
6. 一 口 ご と の 見 返り に 、 そ れ を サダ カ し た よう な 報奨 を 得 
ます 。 
7 
吉 
8 
9 


「 ビ スミ ッ ラ ー」| を 唱え て 食べ る こと と で 、 罪 か ら 清 め ら 
す 。 


食事 の 後に 行う ドゥ アド ッ ゥ アー が 受け 入れ られ ます 。 
その 和 夜 に 、 死 ん だ 場合 ね ば 、 狗 教 者 の 位階 に 到達 し ます 。 
10. 日 中 に - 死 ね ば 、 狗 死者 の 集団 に 記録 され ます 。 

まず 手 を 洗う こと 、 そ し て 拭き 取ら な いこ とこ と が スン ナ で す 


食後 、 ス ン ナ を 更 行 する と と いう ニー ヤ し て で 

手 を 洗う こと に は 、 六 つの 効果 褒賞 が あり ます 。 

1. アッ ラー の 位階 に お いて 天使 が 呼び 掛け 、 | 信者 よ ! 
預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 
が あな た に 満足 され まし た 」 と 言い ます 。 

2. と の 恵み に 特有 の 善行 に 至る こと が で きま す 。 
体 の 毛 の 数 だ け 、 善 行 と な り ま す 。 
慈悲 の 海 か ら 慈 悲 を 得る こと が で きま す 。 

手 に 0 の 数 だ け 、 善 行 と な り ま す 。 
死ん だ 時 に は 疾 教 者 と な り ま す 。 

(テッ ラー ー の て 命令 に は 二 種 類 あ り ま す 。 タ クウ ィ ー ン の 
命令 と 、 テ クリ ー フ の 命令 、 も し く は テ シ ュ リー の 命令 で す 。 


クジ パーン の の 創造 を 望む 事柄 に 「 在 れ 」 と 言 
われ る こと で す 。 「 在 れ 」 と 言わ れれ ば 、 す ぐに それ が 存在 し 
ます 。 誰 それ が 存在 する こと を 妨げ る こと は で き ませ ん 。 全 
て の 創造 に お いて 、 一 定 の 物事 を その 要因 と され まし た 。 一定 
の 物質 を 、 一 定 の 物質 の 創造 の 要因 と され た よう に 、 人 の 肉体 
的 、 精 神 的 な 力 、 様 々 な エネ ルギー も 、 多 く の も の の 創造 の 要 
因 で す 。 一 人 の し ゃ べ に 何 か を 恵 せ むこ と 、 良 い ゃ の を 与え る こ 
と を 望ま れれ ば 、 そ の 人 を その 要因 に 至ら ちせ ます 。 そ の 要因 が 
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ひら ょ の 


影響 を 及ぼ し た 時 、 ア ッ ラ ー ゃ も 望ま れ た 上 で れ ば 、「 在 れ 」 と 
言わ れれ ば 、 そ れ は 存在 する の で す 。 ア ッ ラ ー が 望ま れ な けれ 
ば 、 何 も 存在 は し ませ ん 。 英知 を 、 創 造 の 要因 に よっ て 妖 われ 
、 了 隠さ れ ま し た 。 多く の 人 が 要因 の み を 見 て 、 要 因 の 背後 の 英 
知 、 ア ッ ラ ー の 創造 を 理解 で きま せん 。 こ の 無理 解 が 、 そ の 人 
間 彼 の 破滅 の 要因 と な り ま す 。 

テク リー フ の 命令 と は 、 人 に 対し 、 行 う 為 、 も し く は 避け 
る 為 に 与え られ る 命令 で す 。 CN 人 の 意志 、 望 
み に か か っ て いま す 。 人 の 意志 、 望 み に 任 され て いる の で す 。 
9 いのら DGP ソフ ァ 
人 が 望ん だ 後 、 ア ッ ラ ー も 望ま れ た な ら 、 創 造 さ れ ま す 。 望ま 
れ な けれ ば 創造 され ませ ん 。 全 て を 創造 され 、 物 質 に 様々 な 影 
響 や 特性 を 与え らち れ る の は た だ アッ ラー で す 。 アッラー 以 外 に 
創造 主 は いま せん 。 ア ッ ラ ラー 以外 に 神 性 と いう 特性 が 存在 する 
と 信じ る こと は 、 他 者 を アッ ラー と 同等 と 見 な すこ と 、 並 べ る 

と に な り ま す 。 他 者 を アッ ラー と 同等 に 配 す る 人 は 、 最 後 の 
審判 で 決し て 許さ れず 、 彼 に は 無限 の 、 非 常に 厳し い 懲罰 が 与 
えら れる こと が 示さ れ て いま す 。 

人 が は アッ ラー の 命令 され た こと を 行う こと や 、 良 いこ と 
を 行う こと を 願っ た と き う と 、 ア ッ ラ ー も 慈悲 を か けら れ 、 そ 
れ を 願わ れ 、 創 造 さ れ ま す 。 ア ッ ラ ー ご 自身 を 信頼 し な い 者 が 
悪い こと を 行う こと を 求め れ ば 、 ア ッ ラ ー も それ を 望ま れ 、 創 
造 さ れ ま す 。 ア ッ ラ ー ご 自身 を 信頼 し 、 懇 願 す る 人 が 悪い こと 
を 行う こと を 望め ば 、 ア ッ ラ ー は 慈悲 を か けら れ 、 そ れ を 望ま 
れず 、 創 人造 さ れ ま せん 。 こ の 為 、 敵 の 望む こと は 全て 実現 する 
為 、 よ り 多 く の 懲 凡 を 受け ます 。 

アッ ラー の テク リー フ の 命令 は 、 そ の 重要 性 に より 段階 に 
分 けら れ て いま す 。 

1. 全て の 人 々 に 、 信 仰 す る こと と 、 ム スリ ム と な る と と を 
命じ られ まし た 。 

2. 信仰 し た 人 に 、 ハ ラー ム で ある と と を 行わ な いと と 、 悪 
いと と を し な いと と を 命じ られ まし た 。 

3. 信仰 する 人 々 に 、 フ ァ ル ド を 行う こと を 命じ られ まし た 


4. ハラ ー ム を 避け 、 フ ァ ル ド を 行う ムスリム に 、 マ クル 
ー フ を 各 け る こと こと 、 ス ン ナ と ナー フィ ラ の 崇拝 行為 を 行う こと 
を 命じ られ まし た 。 
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2 、 先 に ある 命令 に 従わ ず 、 そ れ 以 降 に 

る 命令 に 従う こ 認め られ ず 、 好ま れ ま せん 。 効果 褒 1 
り ま せん 。 例 え 電 時間 CPK どけ 上 - や 、 
も し く は 悪い こと 、 ハ ラー ム で ある こと を 記 け な い 人 が ファ ル 
ド を 行う こと や 、 も し く は ファ ルド を 行わ な い 人 が スン ナ や ナ 
ー フ ィ ラ の 県 拝 行 為 を 行う こと を 、 ア ッ ラ ー は 好ま れず 、 認 め 
られ ませ ん 。 こ の 為 、 礼 拝 を す せ ず 、。 ザ カー ト を 支払 わ ず 、 両 
親 や 配偶 者 、 子 供 の 権利 を 尊重 し な い ム スリ ム の サダ カ 、 善 行 
、 施 し 、 モ スク を 建設 させ る こと 、 経 済 的 支援 、 食 事 の 前 後に 
手 を 洗う こと 、 ウ ムラ に ニニ 行く こと は 好ま れず 、 認 め ら れ ま せ 
ん 。 こ と この よう に 人 は 皆 、 先 述 の 順序 に 応じ て テク リー フ の 命令 
を 行う こと が 必要 で す 。 同 時 に 、 順 列 の 前 に ある も の を 行わ な 
い 人 が 、 後 ろ の 方 に ある も の を 行い 、 こ れ を 行う こと が ファ ル 
ド の 放棄 や ハラ ー ム の 実行 の 要因 と な っ て いな けれ ば 、 善 行 を 
得る こと は な く て も 、 そ れ を 行う こと を 放棄 し て は いけ ませ ん 
。 これ を 常に 行う こと の 恵み に より 、 ア ッ ラ ー は 慈悲 を か けら 
れ 、 前 の 方 に ある 命令 を 行わ せ て くだ さる 希望 が ある こと が 、 
「 ル ー フ ・ ウ ル ・ ベ ヤー ン 」 の 第 六 巻 感 の 最後 で 書か れ て いま 
ず 。 ) 

さら に 、 食 事 の ファ ルド ゃ も 四 つ あ り ま す 。 

1. 食べ た 際 に 満腹 する こと 、 飲 ん だ 際 に き が 癒さ れる こ 
と を 、 上 崇高 な る アッ ラー の お か げ で ある と 知る こと 。 

2. ハラ ー ル で ある も の を 食べ る こと 。 

衝 。 の ie られ る まで 、 ア ッ ラ ー に し ゃ べ と し 
て の 奉仕 を 行う こと 。 

4. 手 に 入っ た も の に 満足 する こと で す 。 

食事 を 始め る 際 、 ア ッ ラ ー に 崇拝 行為 を 行う 為 、 ア ッ ラ ー 
2 
遠 の 幸福 と 安らぎ の 道 を 全て の 人 に 広め る た め に 力 を 得 
を ニー ヤ す べき で す 。 頭 を ヲ 覆 わ ず に 食べ る こと 抽 2 

さら に 、 食 事 に お ける ム ス タ ハ ブ は 次 の 通り で す 。 食 卓 を 
床 に 置く こと 、 清 潔 な 服 で 食卓 に つく こと 、 膝 を 折っ て 食べ る 
る こと 、 食 事 の 前 に 手 と 口 を 洗う こと 、 食 事 を 始め る 際 に 「 ビ 
スミ ッ ラ ー」| と 唱え る こと 、 ま ず 塩 を 味見 する こと 、 大 麦 の パ 
ン を 食べ る こと 、 パ ン を 手 で ちぎ る こと 、 パ ン く < くず を 無駄 に し 
な いこ と 、 前 に ある も の を 食べ る と と 、 酢 を 食べ る こと と 、 一 
を 小さ くす る こと 、 食 べ 物 を 十分 に か むこ と 、 三 本 の 指 で 食べ 
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る こと 、 三 回 指 を な め る こと 、 食 事 の 後 で 感謝 する こと 、 つ ま 
よう じ を 用 いる こと 。 
さら に 、 食 事 の 際 の マク ルー フ は 次 の 通り で す 。 左手 で 食 
べ る こと 、 食 べ も の の 匂い を か ぐ こ と 、 ビス ミッ ラー と 言わ な 
いと と 。 (食事 中 に も 、 思 い 出す た びに ビス ミッ ラー と 唱え る 
べき で す 。) 
食事 の 際 の ハラ ー ム は 次 の 通り で す 。 満腹 し た の に 食べ 続 
ける こと ( 客 が いれ ば 、 彼 の 食事 を 妨げ な いよ う 、 食 べ て いる 
か の よう に 振舞 痢 WP 食事 を 無駄 に する こと 、 
一 部 の 人 に よれ ば 、 他 者 の 財産 を 不正 に < 奪う 際 に 「 ビ スミ ッ ラ 
ー」 と いう こと 、 食 事 に 呼ば れ も し な い の に 行く こと 、 他 者 の 
財産 を 許可 な く 取 る こと 、 体 に 害 の ある も の を 食べ る こと 、 偽 
善 に より 用 意 さ れ た 食事 を と る こと 、 願 掛け を し た も の を 食べ 
る と ょ と 。 
熱い ゃ の を 食べ る と と に は 次 の 害 が あり ます 。 耳 が 聞こ え 
な く な る 要因 と な り ま す 。 顔色 が 悪く な り ま す 。 目 の 輝き が な 
く な り ま す 。 歯 が 黄色 く な り ま す 。 味 を 感じ に くく な り ま す 。 
満腹 し な く な り ま す 。 理解 力 が 乏しく な り ま す 。 知性 が 乏しく 
な り ま す 。 体 に 疾患 を 抱え や すく な り ま す 。 
さら に 、 控 え め に 食事 を と る こと の 効用 は 以下 の 通り で す 
。 体 が 力 を 持ち ます 。 心 が 光 を 帯び ます 。 記 憶 力 が 強く な り ま 
す 。 生計 の 維持 が 容易 に な り ま す 。 仕事 に 心地 よさ を 見 出し ま 
す 。 崇高 な る アッ ラー を 多く 祈念 し た こと に な り ま す 。 来世 に 
つい て 熟考 し ます 。 (崇拝 行為 の 真琴 さ の 味わい が 増し ます 。 
あら ゆる と と に お いて 確信 や 導き が あり ます 。 裁き が 容易 と な 
り ま す 。) 
ムスリム で ある 、 と 言う 人 に は 
日 に 五 回 の 礼拝 が 必要 で す 。 
将来 、 審 判 の 日 に 天国 の 衣装 、 冠 
天国 で の 乗り 物 と な る の で す 。 
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結婚 に つい て 


ら に 、 結 婚 に ゃ 多く の 効用 が あり ます 。 

まず 、 教 え を 守っ た 保護 し た こと に な り ま す 。 性格 が 良く 
な り ま す 。 稼ぐ こと が げ ば 、 恵 み と な り ま す 。 さ ら に 、 ス ン ナ 
に 従っ て 行動 し た こと に な り ま す 。 事 実 、 預 言 者 ムハンマド ( 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ て いま す 。 
| 結婚 し な さい 。 子供 たち を 増やす よう に し な さい 。 なぜなら 
私 は 審判 の 日 、 ウ ンマ の 多 さ に よっ て 他 の ウン マ に 対し 誉れ を 
得る か ら で あ る 。」 

また 、 夫 婦 は 互い に 対す る 権利 を 尊重 する 必要 が あり ます 

さら に 誰か が 結婚 する 時 に は きち ん と 、 調 べ て 、 誠 実 で 、 
すなわち 教え を よく 知り 、 マ フラ ム (結婚 の 対象 と は な ら な い 
間柄 の 人 ) で は な い 女 性 を 見 つけ る べき で す 。 委 通 に よっ て 妊 
娠 し た 女性 と 婚 問 する こと は 合法 で す 。 穏 淫 を 行っ た の が 他 者 
で あれ ば 、 子 ども が 生ま れる まで 、 は 人 性交 は 合法 で は あり ませ 
ん 。 

また 女性 を 、 財 産 や その 美 し さ で 選ん で は いけ ませ ん 。 な 
ぜ な ら そ れ ら は 後に 失わ れる か ら で す 。 預言 者 ムハンマド ( ア 
ッ ラ ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 言わ れ ま し た 。 「 誰 
か が 、 財 産 や 美 し さ ゆえ に 女性 と 結婚 すれ ば 、 そ の 財産 や 美 し 
さ を 失 うこ と に な る 。」 

また 誰か が 、 そ の 教え や 道徳 め ゆえ に 相手 と 結婚 すれ ば 、 ア 

ー は その 財産 と 美 し さ を 増し て くだ さる の で す 。 

女性 は 男性 より 、 四 つの こと で 下 で ある こと と が 必要 で す 。 
年 齢 、 身 長 、 穏 や か さ 、 そ し て 親戚 で す 。 四 つの こと に お いて 
は 、 女 性 が 男性 より 上 で ある こと が 必要 で す 。 美しい こと 、 徳 
を 備え て いる こと 、 性 質 が 良い こと 、 ハ ラー ム や 疑わ し いも の 
を 放 け る こと 、 髪 、 頭 、 腕 、 足 が 見 える 状態 で 他人 で ある 男性 
に 合わ な いこ と で す 。 

若い 少女 を 、 年 配 の 人 と 結婚 させ る べき で は あり ませ ん 。 
0 

、 婚 問 に つい て 約束 を する 前 に 、 義 父母 と な る 相手 

の 05Ra 及び 結婚 する 若者 に つい て 十分 調べ る こと は 
スン ナ で あり 、 ま た 二 人 の 仲 が 継続 する 要因 と な り ま す 。 これ 
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に は 三 つ の 効果 褒賞 が ある こと が 述べ られ て いま す 。 一 つ 目 は 
、 二 人 の 間 で 死ぬ まで 愛情 が 失わ れ ま せん 。 二 つ 目 は 、 糧 が 豊 
か に な り ま す 。 三 つ 目 は 、 ス ン ナ に 従っ て 行動 し た こと と に な り 
ます 。 そ れ か ら 、 ま ず 役 所 で 婚 血 手続 き を し ます 。 ス ン ナ に 適 
し た ニカ ー フ ( 婚 問 ) を 行わ な いこ と は 大 き な 罪 と な り ま す 。 
婚 如 手 続き を 行わ な いこ と も 罪 と な り ま す 。 

スン ナ に 適し た ニカ ー フ の 後 、 男 性 か ら 女性 に 、 美 し く 価 
値 の ある 者 が 送ら れ ま す 。 これ は 愛情 の 要因 と な り ま す 。 夫 の 
前 で は 妻 の あら ゆる 装飾 の 適切 な 使用 が は 合法 と な り 、 さ ら に 
は 善行 と も ゃ な り ま す 。 


第 敵 の 日 に は 食事 を 振舞 うこ と が スン ナ で す 。 (日 没 の 礼 
拝 の 後 で 食事 を し ます 。 夜半 の 礼拝 を 行う と 、 嬉 を 女性 の 家 に 
連れ て 行き 、 ド ゥ アー し た 後 で すぐ に 解散 し ます 。) 

利 敵 の 夜 に は 新郎 が 新婦 神父 の 足 を 洗い 浅い 、 そ の 水 を 家 
の 四隅 に 搬 く 巻く こと が スン ナ で す 。 二 ラ カ ー ト の ナー フィ ラ 
の 礼拝 を 行い 、 ド ゥ アー し ます 。 そ の 夜 は どの よう な ドッ ア を 
行っ て も 、 そ れ が 認め られ ます 。 嬉 を 見 た 人 は 彼 に その こと を 
思い 起こ させ る べき で す 。 そ し て |「 バ ー ラ カッ ラー フ ラク 
ワ バー ラ カ ッ ラー フ アラ イハ ー ワ ジャ マー バイ ナク マ 
ー ビル ハイ リ 」 と 言い ます 。 つ まり 、 ア ッ ラ ー が あな た に 祝 
福 を 、 妻 に ゃ 祝福 植 福 を 、 そ し て 二 人 の 間 を 良い 形 で 結び 付け 
て くだ さい ます よう に 、 と いう 意味 で す 。 

一 部 の 人 々 が や る よう に 、「 仲 良く し て くだ さい 、 息 子 が 
で きま す よ うに 」 と 言う の は 、 無 知 な 者 の 呼び 掛け で あり 、 そ 
の 価値 は あり ませ ん 。 そ の 時 に 人 NT 
スン ナ で す 。 必要 な 、 教 え の 命令 を 知り 、 妻 に も ゃ 教え ます 。 な 
ぜ な ら 来 世 で その こと が 問わ れる か ら で す 。 知ら な か っ た と い 

こと は 正当 な 理由 に は な り ま せん 。 (ファ ルド と ハラ ー ム 、 
スン ナブ 派 の 信仰 を 学ぶ こと や 、 妻 や 子供 た ち に 教え ん る こと は フ 
ァ ル ド と な っ て いま す で す 。 スンナ を 学ぶ こと 、 教 える こと も 
スン ナ で す 。) 

妻 を イス ラー ム が 通用 し な いと ころ に 連れ て 行っ た り 、 

っ た り し ませ ん 。 ス カー フ を つけ ず に 外 に 出さ せま せん 。 
な ら 務 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
財 は 、「 女 性 が 良い 香り を つけ て 、 礼 拝 の 為 に モス ク に 来 た 

合 れ ば 、 そ の 女性 の 礼拝 は 承認 され な い 。 家 に 戻り 、 グ スル 
0 必要 な 際 に グ ス ル を 行う 時 の よう に グ ス ル を 行う 時 まで は ] 
と 言わ れ て いま す 。 彼ら が 芳香 を 身 に まとっ て モス ク に 行く こと 
と が 合法 で は な い の で あれ ば 、 他 の 場所 に 行き 、 人 々 に 姿 を 見 
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窒 


せる こと と の 罪 は どれ ほど の も の に な る で し ょ うか 7? そこ から 類 
推す る べき で す 。 そ し て 受け る 六 を 考え て みて くだ さい 。 

さら に 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ま 
す よ うに ) は ある ハデ ィ ー ス で 言わ れ て いま す 。 「 天 国 の 住民 
の 多く は 貧者 で あり 、 地 獄 の 住民 の 多く は 女性 で ある 。」 

この こと に つい て アー イシ ャ が 、「 女 性 の 多く が 地獄 に い 
る こと の 理由 は 何で すか 」 と 尋ね まし た 。 預言 者 ムハンマド ( 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、 | 彼女 た ち は が 
災い に 忍耐 で き な い 。 誰 か が 十 の 良い 行い を し て いて も 、 一 度 
悪い 行い を 見 る と その 十 の 良い 行い の こと を すぐ に 忘れ 、 一 回 
の 悪い 行い の こと を 常に 話す 。 現 世 で の 飾り を 過度 に 愛し 、 来 
世 の 為 に 努力 し な い 。 そ し て 陰口 を た た く 」 と 答え られ まし た 


o 


男性 で あれ 女性 で あれ 、 こ の 特性 を 持っ て いる な ら 、 地 獄 
に 行く と と に な り ま す 。 

また 、 ア リー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) が 
伝え て いる よう に 、 あ る 日 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 
と 平 安 が あり ます よう に ) の そば に ある 女性 が 来 て 、「 一 人 の 
男性 と 出会い た いで す 。 ど うす れ ば いい で し ょ うか 」 と 言い ま 
し た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) は 答え られ 、「 男 性 の 権利 は 女性 に 対し て 多く ある 。 そ 
れ に 耐え られ る か 」 と 言わ れ ま し た 。 女 性 が 「 ア ッ ラ テー の 使徒 
よ 、 女 性 に 対す る 男性 の 権利 と は 何で すか 」 と 尋ね まし た 。 六 
言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 

| あな た が 彼 を 傷つけ れ ば 、 ア ッ ラ ー に 対立 し た こと に な り 
、 礼 拝 が 認め られ な い 」 と 言わ れ ま し た 。 女性 は 、 他 に ゃ も ある 
か と 尋ね まし た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) は 、「 ど の 女性 で あれ 、 夫 の 許可 な く 外 に 出 
れ ば 、 一 歩 ご と に 人 罪 が 記録 され る 」 と 言わ れ ま し た 。 女 性 は 他 
に ゃ ある か と 尋ね まし た 。 聞 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 
と 平安 が あり ます よう に ) は 「 夫 に ひど いこ とこ と を すれ ば 、 和 審判 
の 日 に 舌 が 根こそぎ 抜か れる 」 と 言わ れ ま し た 。 女 性 は 他 に も ゃ 
ある か と 尋ね まし た 。 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) は 「 ど の 女性 で あれ 、 財 産 が あっ て も 、 
男性 の 希望 に 答え な けれ ば 、 来 世 で 顔 が 暗く な る 」 と 言わ れ ま 
し た 。 女 性 は 、 他 に も ある か と 尋ね まし た 。 預言 者 ムハンマド 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 「 ど の 女性 で あ 
れ 、 男 性 の 財産 を 取り 、 他 者 に 与え た 場合 れ ば 、 そ し て 夫 と そ 
の こと と で 和解 し な けれ ば 、 崇 高 な る アッ ラー は その 女性 の ザ カ 
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ー ト や サダ カ を 認め られ な い 」 と 言わ れ ま し た 。 女 性 は 、 他 に 
も ある か と 尋ね まし た 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) は 、「 ど の 女性 で あれ 夫 に 反抗 し 、 も 
し く は た て つけ ば 、 地 獄 に 行く きま す 。 どの 女性 で あれ 、 楽 器 
の 演奏 を 聴き に 行け ば 、 そ し て お 金 を 払え ば 、 小 さ な 時 か ら 得 
て きた 善行 が 失わ れる 。 さ ら に 彼女 が 来 て いる 服 も 、「 神 聖 な 
日 々 に 私 た ち を 着 な か っ た 、 夫 の 前 で 着 な か っ た 、 ハ ラー ム な 
場所 で 着 て いた 」 と 彼女 を 訴え る だ ろう 。、 神 聖 な 日 々 に 私 た 
ち を 着 な か っ た 、 夫 の 前 で 着 な か っ た 、 ハ ラー ム な 場所 で 着 て 
いた 、 と 言う 。 ア ッ ラ ー は と の よう な 女性 は 千年 焼 か れる と 言 
われ た 」 と 言わ れ ま し た 。 (映画 、 ラ ジオ 、 テ レビ の 悪し き 面 
が ここ か ら ゃ 理解 され ます 。) その 女性 は 、 こ の 答え を 聞い て 
、 女 性 は 、「 今 まで ここ まで 男性 に 出会え な か っ た 、 今 後 $ 出 
会 いま せん 」 と 言い まし た 。 

預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) は 言わ れ ま し た 。 「 女 性 よ 、 男 性 と 出会う こと の 報奨 に つ 
いて ゃ 教え よう 、 よ く 聞 き な さ い 。 ど の 女性 で あれ 、 夫 が 彼女 
に 、 ア ッ ラ ー が あな た に と 満悦 くだ さい ます よう に と 言え ば 、 
60 年 の イ バ ー ダ だ け の 価値 が ある 。 ま た 夫 に 飲む 為 の 水 を 与え 
れ ば 、 一 年 間断 食 を し た だ け の 徳 と な る 。 夫 の ベッ ド か ら 超 き 
上 が っ た 時 に グ ス ル を 行え ば 、 犠 牲 の 動物 を 捧げ た だ け の 善行 
に 至る 。 夫 に つい て 計略 を 行わ な けれ ば 、 天 で 天使 た ち が 彼 女 
の 為 に タス ビー フ を 行う 。 夫 の 糧 を 守れ ば 、 ま た 夫 の 親戚 に 慈 
悲 を か けれ ば 、 そし て 日 ! に 五 回 の 礼拝 を し 、 断 食 を すれ ば 、 千 
回 カー バ 神 殿 に 行く こと より も ゃ 徳 が ある 。」 ファ トゥ ッ マ ・ イ ・ 
が マラ (の の ー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 、 妻 が 夫 を 
傷つけ れ ば 、 そ の 状態 は どう な る こと か 、 と 言わ れ た 時 、「 妻 
が 夫 に 反抗 すれ ば 、 ア ッ ラ ー の 呪い が 彼女 に 残る 。 夫 と 和解 す 
る まで は 救 わ れ な い 。 ま た 夫 の ベッ ド か ら 逃 げ れ ば 、 善 行 が 全 
て 消え 去る 。 夫 に 対し て 尊大 な 態度 を 取れ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼女 
に 立腹 され る 。 あ な た は 私 の 主人 監督 か 、 と 言っ た りえ ば 、 そ 
し て あな た の こと を 色々 知っ て いる 、 な ど と 言っ た りす れ え ば 
、 ア ッ ラ ー は 彼女 に 恵み を ハラ ー ム と され る 。 夫 の 血 を 舌 で な 
め て も 、 そ の 権利 を 与え ん た と と に は な ら な い 。 さ ら に 、 夫 の 許 
可 を 得 て 、 体 を 覆 わ ず に 外 に 出 た な ら 、 夫 の 行動 が 示さ れ た 帳 
面 に 千 の 罪 が 記さ れる 。 許可 を 与え た た めで ある | と 言わ れ ま 
し た 。 許可 な く 出 る 女性 の 状態 が どう な る か 、 ここ か ら 類 推し 
て くだ さい 。 

預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう 
に ) は 言わ れ ま し た 。 「 フ ァ ー テ ト ィ イッ マ よ 。 ア ッ ラ ー が 、 誰 
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か が 誰か に サジ ュ ダ する こと を 命じ られ た と すれ ば 、 私 は 妻 が 
夫 に サジ ュ ダ する こと を 命じ て いた だ ろう | と 言わ れ ま し た 。 
アー イシ ャ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 、「 私 
は 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に 
) に 、 私 に 遺言 を し て くだ さい と 言い まし た 。 預 言 者 ム ハ ン マ 
ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、「 ア ー イ シ 
ャ よ 、 私 は あな た に 遺言 を 遺 そ う 。 あ な た も ウン マ の 女性 た ち 
に 遺言 を 遺し な さい 。 将来 、 審 判 の 日 に は 、 ま ず 信 仰 、 二 つ 目 
は ウド ッ ゥ ッ ー や 礼拝 、 三 つ 目 は 夫 に つい て の 、 質 問 を が され る 。 
どの 男 で も 妻 の 悪事 に 忍耐 すれ ば 、 ア ッ ラ ー は 彼 に 預言 者 アイ 
ユー ブ の 報奨 を 与え られ る 。 女 性 も 、 夫 の 悪事 に 忍 同 すれ ば 、 
アー イシ ャ ・ ス ッ ド ッ ゥ ッ ー カ の 位階 に 到達 する 」 と 言わ れ ま し た 

さら に 、「 男 性 が 妻 を 殴 れ ば 、 和 審判 の 日 私 は 彼 を 訴え る ]」 
と 言わ れ ま 1 

人 は 、 三 つの 場所 で 妻 を 手のひら も し く は 結び 目 の な い 布 
で 了 る こと な が 合法 と な り ま す 。 礼拝 や グ ス ル を 放棄 し た 時 、 べ 
ド に 来 な か っ た 時 、 そ し て 許可 な く 外 に 出 た 時 で す 。 棒 、 や 
握り こぶ し や で 、 結 び 目 の ある 布 で 殴る こと 、 頭 や 胴体 を 殴る 
0 どん な 時 ゃ 合法 で は あり ませ ん 。 そ れ 以 外 の 悪い 行い 

は 、 決 し て 殴る こと は で きま せん 。 注意 を する こと が 必要 で 
か も し 改善 され な けれ ば 話 放 すこ と が 必要 で す 。 六 を 与え な 
い 為 に で す 。 (「 シ ラー トゥ ・ ウ ル ・ イ スラ ー ム 」 ) で は 次 の 
よう に 書か れ て いま す 。 「 妻 が 良く な いこ と を すれ ば 、 そ の 原 
因 を 自ら の 中 で 探す こと が 必要 で ある 。 私 が 良い 人 な ら 、 彼 女 
は こう は な ら な か っ た 、 と 考え る べき で ある 。 誠実 で ある 妻 が 
いる の に 再び 結婚 を する べき で は な い 。 生計 を 平等 に 分 配 し て 
建て る と と の で き な い 人 が 、 人目 の 妻 を 得る こ と は 合法 で は 
な い 。 公平 に で きる こと と が 明らか で ある 人 が 得る こと は 合法 で 
は ある が 、 得 な いこ と が 徳 で ある 。 合法 で ある 場所 に 行く 時 に 
は 、 ス カー フ で 頭 を 覆う こと 、 体 を 十分 に 覆う こと が 必要 で あ 
る 。 女 性 が 香水 を つけ 、 そ の 美 を 見 せな が ら 外 に 出る こと は ハ 
ラー ム で ある 。 誠実 な 女性 は 、 現 世 の 恵み の 中 で 最も 尊い も の 
で ある 。 ム スリ ム に 慈悲 を 示す こと 、 悲 し ませ な いこ と は 、 ナ 
ー フ ィ ラ の 崇拝 行為 より も な お 、 善 行 と な る 。 」 

[「 リ ヤー ドゥ ・ ウ ン ・ ナ ー シ ヒ ー ン | で は 次 の よう に 語 
れ て いま す 。 「 婦 人 章 第 18 館 で は 、「 た ち に 、 良 い 形 で 優し 
く 振舞 いな さい | と され て いる 。 ハ ディ ー ス で は 、「 ア ブー・ 
バク ル よ 、 妻 に 笑い か け 、 優 し く 話 す 者 に は 、 奴 隷 を 解放 し た 
だ け の 善行 が 与え られ る 」 、 ま た 、「 罪 人 で ある 男性 と 結婚 し 
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た 女性 に は 、 ア ッ ラ ー は 慈悲 を か けら れ な い |」 、 さ ら に 、「 審 
判 の 日 の 仲裁 を 得る こと を 求め る 者 は 、 娘 を 罪人 と 結婚 させ て 
は いけ な い 」| 、 及 び 、「 人 々 の うち 最も 良い 者 は 、 人 々 に 善 を 
施す も の で ある 。 人 々 の うち 最も 悪い 者 は 、 人 々 に 害 を 与え る 
(彼ら を 傷つけ る ) も の で ある |」 、 さ ら に 、「 一 人 の ムスリム 
を 正当 な 理由 な く 傷 つけ る こと は 、 カ ー バ を 70 回 破壊 する より 
も な お 大 きい 罪 で ある | と され て いる 。」 

| ドゥ ッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ル | で は 次 の よう に 語ら ちら れ て い 
ます 。 「 ム スリ ム の 男性 は 、 有 効 で ある 婚 燥 で 結婚 し た 女性 の 
ナ フ ァ カ を 確保 する こと が ファ ルド で ある 。 ナ ファ カ と は 、 食 
べ も の 、 着 る も の 、 そ し て 住む 場所 で ある 。 妻 を 、 自 分 が 所 有 
する 家 も し く は 借り て いる 賃貸 し て いる 家 に 住ま わせ る こと が 
必要 で ある 。 妻 は 家 に 、 男 性 の 親戚 が 誰 も あい な いこ と を 求め る 
こと が で きる 。 夫 も 、 妻 の 親戚 が 誰 も $ 家 に いな いこ と を 求め る 
こと が で きる 。 二 人 と も この 権利 を 持っ て いる 。 家 が 、 有 効 な 
ムスリム の 隣人 た ちの 中 に ある こと ( ム ア ッ ズ ィ ン 自身 の 声 を 
家 で 聞く こと が で きる こと ) が 必要 で ある 。 週 に 一 度 、 両 親 に 
会 い に 行 く こ と を 妨げ る こと は で き な い 。 彼ら が 週 に 一 度 、 自 
分 た ちの 娘 に 会 い に 来 る こと も 良い 。 二 人 の うち 一 人 が 病気 に 
な れ ば 、 そ し て 世話 を する 人 が いな けれ ば 、 夫 が 不満 に 思う が 
満足 し な か っ た と し て も 、 妻 が 行っ て 世話 を する こと が 必要 で 
ある 。 その他 の マフ ラム で ある 親戚 た ち が 年 に 一 度 来る こと 、 
も し く は 妻 が 彼ら の 元 へ に 行く こと を 妨げ る こと は で き な い 。 
これ ら 以 外 の 人 の と ころ 、 及 び 罪 と な る 場所 に 行く こと を 許せ 
ば 、 二 人 と も ゃ 罪 を 犯し た こと に な る 。 家 で 、 も し く は 外 で 、 他 
者 の 為 に 有償 もしくは 善行 と し て 仕事 を する こと 、 学 校 や 読 
話 に 行く こと は 妨げ る 。 女 性 が 家 で 、 家 事 を 行う こと 、 無 為 に 
過ごさ な いこ と が 必要 で ある 。 響 うべ き 場 所 を 覆っ て いな い 人 
々 が いる 浴場 、 海 岸 、 ス ポー ツ 選 手 の ゲ ー ム を 見 に 行か せる こ 
と は し な い 。 こ れ ら を 見 せる テレ ビ は 家 に 置か な い 入 れ な い 。 
飾り 立て 、 新 し い 服 を 着 て 外 に 出る こと は し な い 。」 妻 を 、 マ 
フラ ム で ある 、 す な わ ち 結婚 する こと が ハラ ー ム と な る 人 の 他 
に 、 ハ ラー ム を 人 け て いる ムスリム の 家 に 自ら 連れ て いく こと 
は で きま す が 、 男 女 は が 分 か れ て 座る 必要 が あり ます 。 女性 に 
と っ て の の 、 マ フラ ム で ある 親戚 と は 18 種 類 の 男性 で あり 、 次 
の 通り と な り ま す 。 父 、 祖 父 た ち 、 息 子 、 騙 、 異 父 弟 も し く は 
異母 弟 で あっ た と し て も 上 兄弟 、 兄 弟 姉妹 の 息子 た ち 、 叔 父 、 伯 
父 。 で あり 、 こ の 七 種類 の 男性 は 、 授 乳 を 要因 と し て いて も ゃ 、 
到 通 を 要因 と し て いて も 、 マ フラ ム の 親戚 と な り ま す 。 四 種類 
の 男性 は 、 婚 問 に よっ て マフ ラム の 親戚 と な り ま す 。 義父 、 義 
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父 の 父 、 嬉 、 義 理 の 父 、 義 理 の 息子 で す 。 一 人 の 男性 に と っ て 
は 、 子 供 た ちの 嫁 、 そ し て 一 人 の 女性 に と っ て 子供 た ちの 婚 が 
は マフ ラム と な り ま す 。 マ フラ ム と は 、 結 婚 す る こと が ハラ ー 
ム で ある と いう 意味 に な り ま す 。 例え ば 、 妹 は マフ ラム で す 。 
兄弟 の 子供 た ちゃ マフ ラム で す 。 上 兄弟 の 配偶 者 、 未 父 、 伯 父 、 
叔母 、 伯 母 の 子供 た ち 、 そ の 配偶 者 は マフ ラム で は あり ませ ん 
。 叔 母 の 子供 た ちと 配偶 者 は マフ ラム で は あり ませ ん 。 配偶 者 
の 兄弟 た ち は マ フラ ム で は あり ませ ん 。 姉妹 や 伯母 の 夫 、 義 見 
弟 が マフ ラム で は な いこ と 、 他 人 で ある こと は 、「 イ スラ ー ム 
の 恵み | の 巡礼 の 章 で 書か れ て いま す 。 妻 は この 二 人 に は 、 頭 
を わ ず に 姿 を 見 せる こと 、 顔 以外 の 場所 が 呈 わ れ て いた と し 
て も 、 二 人 だ け で 部 屋 に いる こと 、 一 緒 に 旅 に 行く こと は ハラ 
ー ム で す 。 精 に 対し て は 義父 母 の 母 た ちゃ マフ ラム で す 。 女 性 
は 、 マ フラ ム で ある 親戚 と は 結婚 で きま せん 。 そ ば で 、 ス カー 
フ で 頭 を 呈 わ な いこ と も ゃ 合法 と な り ま す 。 部屋 で 二 人 き り で い 
る と と も で きま す 。 一緒 に 旅 に 行く こと も で きま す 。 マ フラ ム 
で は な い 親 戚 が 家 に 来 た 時 、 夫 も し く は 親戚 の 女性 の そば で 、 
顔 以外 の 場所 を 覆い 、「 よ うこ そ 」 と 挨拶 し ます 。 コ ー ヒ ー や 
お 茶 な ど を 運び ます 。 し か し そば に 座る こと は し ませ ん 。 ム ス 
リム は 、 風 習 や 伝統 で は な く 、 イ スラ ー ム に 、 イ ルミ ハー ル の 
書物 に 従う こと が 必要 で す 。 ム スリ ム は 皆 、 妻 に イル ミ ハ ー ル 
を 教え る こと が 必要 で す 。 自 分 が 知ら な けれ ば 、 誠 実 な 女性 の 
教師 の も と に 送る べき で す 。 イ スラ ー ム に 従い 、 ハ ラー ム を 施 
ける 女性 を 見 つけ る こと が で き な け れ ば 、 ス ン ナ 派 の 学者 た ち 
(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) が 書い た 正しい イル いる 
ミ ハ ー ル の 本 を 一 緒 に 読み 、 二 人 で 教え 合い 教え 、 信 仰 、 ハ ラ 
ー ム 、 フ ァ ル ド を 良く 学ぶ べき で す 。 宗派 を 持た な い 宗 教 者 や 
逸脱 者 が 書い た 誤っ た タフ シー ル 本 や 宗教 書 を 家 に 持ち 込ん で 
は いけ ませ ん 。 これら は 悪い 友よ り も さら に 悪い も の と な り ま 
す 。 妻 や 子供 た ちの 宗教 、 道 徳 を 損なわ せま す 。 妻 や 娘 た ち は 
家事 を 行う べき で あり 、 畑 、 工 場 、 銀 行 、 商 店 、 役 場 な ど で 働 
か せる べき で は あり ませ ん 。 女 性 や 娘 が お 金 を 稼ぐ こと 、 父 や 
夫 の 作業 、 質 易 を 助け る こと は 必要 で は あり ませ ん 。 これら を 
行い 、 家 に 必要 な も の を 市 場 で 買っ て 持っ て 帰る の は 男性 の 務 
めで す 。 女 性 が これ ら を 行う よう 強制 され れ ば 、 宗 教 、 道 徳 、 
健康 が 損なわ れ ま す 。 双方 の 現世 も 来世 も 損なわ れ ま す 。 後 で 
後悔 し て も 間に合わ な い の で す 。 罪 や 災い か ら 救 われ る こと は 
あり ませ ん 。 イ スラ ー ム に 従う 人 は 、 現 世 で も 来世 で も 快適 に 
過ごす こと が で きま す 。 悪 い 友達 、 偽 信者 の 笑顔 、 優 し い 言葉 
に 騙さ れ て は いけ ませ ん 。 イ ルミ ハー ル の 本 に 位 従 うこ と が 必 
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要 で す 。 女 性 た ちや 子供 を たち を ハラ ー ム か ら 守 る こと と も ゃ 必要 で 
す 。 息 子 た ち を 、 ム スリ ム の 教師 が いる 学校 に 送る べき で す 。 
女性 が 、 店 舗 や 工場 、 役 場 等 で 男性 と 一 緒 に 働く 必要 は あり ま 
せん 。 夫 が いな い 場 合 け れ ば 、 も し く は 病気 で ある 場合 れ ば 、 
女性 が 必要 な も の は 全て マフ ラム で ある 親戚 が 確保 する こと が 
必要 で す 。 こ の 親戚 た ちゃ 貧し けれ ば 、 国 家 の 年 金 を 受け る ベ 
き で す 。 ア ッ ラ ー は イス ラー ム の 女性 に 必要 な も の の ニー ズ を 
その 足元 に 送ら れ ま す 。 生計 の 苦労 は 男性 に 与え られ て いる も 
の で す 。 働い て お 金 を 稼ぐ 必要 性 は な いも の の 、 遺 産 と し て 男 
性 の 取り 分 の 半分 は 女性 に 与え られ ます 。 女 性 の 務め は 家 の 中 
の 仕事 を 行う こと で す 。 こ の 仕事 の 最たる も の は 、 子 ども を し 
つけ る こと で す 。 子供 た ちの 最初 の 先生 は 、 母 親 で す 。 母親 か 
ら 宗教 、 道 徳 に つい て 学ん だ 子供 は 、 無 宗教 の 教師 、 悪 い 友 達 
、 イ スラ ー ム の 敵 で ある 径 教 者 の 嘘 に 騙さ れ ま せん 。 母親 、 父 
親 の よう に 純粋 な ムスリム と な り ま す 。 「 完 全 イ ルミ ハー ル 永 
遠 の 幸福 」 の 84 ペ ー ジ 及び それ に 続く 項目 、 及 び 579 ペ ー ジ を 
見 て くだ さい 。 イ スラ ー ム に 敵対 する 偽 信者 を ズン ドゥ ッ ク と 呼 
び ま す 。 


葬儀 に つい て 遺体 を 白布 で 包む こと 、 埋 葬 す る こと 
に つい て 


さら に 、 葬 儀 の 礼拝 、 埋 葬 、 遺 体 の 洗浄 、 白 布 で 包む こと 
は 全て キ フ ァ ー ヤ の ファ ルド で す 。 

死者 を 洗浄 する 為 に は 、 人 気 の い な い 場 所 に 置か れ た 大 理 
石 も し く は 板 で で きた 台 の 上 に 、 仰 向け に 寝かせ ます 。 シャ ツ 
を 脱が せま す 。 ウ ドゥー を 行わ せま す 。 頭 か ら へ そま で 、 温 水 
で 洗い ます 。 そ れ か ら へ そ と 膝 の 間 を 呈 い な が ら 洗 いま す 。 洗 
う 人 は 右手 に 手袋 を し ます 。 こ の 手 を 覆い の 下 に 差し 入れ 、 水 
を 流し な が ら 洗 いま す 。 妖 い の 下 を 見 る こと と は し ませ ん 。 それ 
か ら 左 側 に 向け 、 左 側 を 、。 その後 右側 に 向け 、 右 側 を 手袋 を 
し た 手 で 洗い ます 。 三 覆 の 白布 の うち 一 枚 を 、 台 の 上 、 遺 体 の 
下 に 敷き ます 。 こ の 敷い た も の は 、 遺 体 と 共に 栓 桶 に 入れ られ 
ます まり 

白布 に は 三種 類 あ り ま す 。 ファルド の 白布 (これ を 、 必 須 
の 白布 と も ゃ 呼び ます ) 、 ス ン ナ の 白布 、 キ ファ ー ヤ の 白布 で す 


o 


スン ナ の 白布 は 男性 に は 三 格 、 女 性 に は 五 枚 で す 。 キ フ ァ 
ー ヤ の 白布 は 男性 に 二 枚 、。 女 性 に 三 枚 で す 。 
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「 バ フル 」 で は 次 の よう に 書か れん てい ます 。 「 女 性 の キ フ 
アー ヤ の 自 冗 八 、 イ ザー ル 、。 リ ファ ー ア ァ 、 ス カー で ある 
。 なぜ な ら 女 性 は 生前 、 こ の 三 つ で 覆 わ れ て いる か ら で あ る | 
と され て いま す 。 イ ザー ル と は 当時 、 肩 か ら 足 まで 体 に 巻き 付 
け て いた 布 で す 。 リ ファ ー フ ァ と は 長い シャ ツ で ある こと が 、 
イブ ニ ・ ア ー ビ デ ィ ー ン で 書か れ て いま す 。 こ の よう に 、 ム ス 
リム の 女性 は まず 幅 の 広い マン ト と スカ ー フ で 外出 し て いま し 
た 。 「 バ フル | 及び 「 ド ゥ ッッ ル ・ ウ ル ・ ム ンタ カー| で は 、「 
夫 が 妻 に 与え ん る こと と が ワー ジブ で ある 生活 費 は 、 食 事 、 衣 装 、 
家 で ある 。 衣装 と は 、 ス カー フ と ミル ハー ファ で ある | と し て 
いま す 。 ミ ル ハ ー フ ァ と は 、 外 に 着る い の こと で す 。 (これ 
は 現在 で は 外 奏 、 マ ント 、 コ ー ト 等 と 呼ば れ ま す 。 こ の よう に 
、 女 性 の 衣服 は 三 つ の パー ツ か ら と な り ま す 。 こ の 中 に は シー 
ツ は あり ませ ん 。 シ ー ツ で 響 うこ と は 後に 風習 と な っ た も の で 
す 。 シ ー ツ が 風習 で ある 場所 で は シー ツ で 、 マ ント が 習慣 で あ 
る 場所 で は 幅広 の マン ト と 厚手 の スカ ー フ で 才 う こと が 合法 と 
な り ま す 。 風習 、 習 慣 か ら 外 れる こと は 集団 か ら 離 れる こと と 
な り ま す 。 騒乱 の 要因 と な り ま す 。 騒乱 の 要因 と な る こと は ハ 
ラー ム で す 。) 

ファ ルド の 白布 は 、 男 性 に ゃ 女性 に も 一 枚 で す 。 

白布 の 布 を 見 つけ られ ず 、 絹 の 布 だ けが 手 に 入っ た 場合 、 
男性 に 一 重 、 女 性 に 二 重 の キ フ ァ ー ヤ と し ます 。 

さら に 葬儀 の 礼 捧 を 先 道 する に ふさ わし い の は 、 ま ず 、。 
ムスリム で あれ ば 国家 の 長 朝 、 次 いで 町 の 支配 者 、 そ れ か ら 金 
曜 礼拝 を 先導 する イマ ー ム 、 そ し て イマ ー ム ・ ハ ー イ と な り ま 
す 。 

イマ ー ム ・ ハ ー イ と 呼ば れる 人 は 、 亡 く な っ た 人 が 生前 、 
彼 の こと を よく 思っ て いた 、 博 識 な ムスリム で す 。 それに 次 い 
で 、 死 者 の 底 護 者 で す 。 底 護 者 が 来 な いう ち に 、 こ こと で 言及 さ 
れ た 以外 の 人 が 礼拝 を 先導 し て いれ ば 、 底 護 者 が は それ を する 
か し な いか は 任意 と な り ま す 。 望む な ら 行 い 、 ま た 行い ませ ん 
。 (この 解釈 は 「 永 遠 の 幸福 」 と いう イル ミ ハ ー ル の 本 に 書か 
れ て いま す 。) 

さら に 、 誰 か の 遺体 が 真ん中 か ら 切 断 さ れ 、 半 分 し か な い 
場合 に は 、。 そ の 半分 の 礼拝 は され ませ ん 。 

遺体 が 見 つか り 、 バ ラバ ラ に な っ て お り 、 各 部 分 が 違う 場 
所 に ある 場合 は 、 そ の 礼拝 $ 行 いま せん 。 し か し その 部 分 部 分 
が 一 つ に 集め られ れ ば 、 礼 拝 を 行い ます 。 

遺体 を 洗っ た 際 場 合 、 一 か 所 が 乾い た まま で あっ た 時 で あ 
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れ ば 、 ま だ 白布 に 包ま れ て いな けれ ば 、 洗 いま す 。 墓 の 近く に 
運ん だ 後 で 、 遺 体 の 洗う べき 場所 が 乾い た まま だ っ た と 言わ れ 
た 場合 、 そ こ を 洗い 、 礼 拝 を 行い ます 。 墓 に 入れ 、 土 で 終 っ た 
後 で その こと が 告げ られ た 場合 、 そ の 遺体 を 墓 か ら 出 すこ と は 
し ませ ん 。 洗う こと な く 埋 葬 さ れ た 場合 、 ま だ 土 が か けら れ て 
いな けれ ば 、 慕 か ら 出 し て 洗い ます 。 

さら に 、 遺 体 を タメ ヤン ム ム し 、 運 ぶ 際 に 水 が 見 つか っ た 場 
合 に は 、 ど うす る か は 任意 で す 。 一 つの 町 で 多く の 人 が 亡くな 
っ た 場合 、 全 員 の 為 に 一 回 だ け 礼 振 する こと は が 合法 で す 。 当 
然 、 イ スラ ー ム の 規則 が 実行 され ます 。 し か し 、 よ り 良 い の は 
、 一 人 ずつ っ 行う こと で す 。 

また さら に 、 葬 儀 の 礼拝 で 「 アッラー の ご 満悦 の 為 に 礼拝 
を 、 男 性 (も し く は 女性 ) の 為 に ドッ アー を 、 こ とこ の イマ ー ム に 
NM 

< 誰か が 、 追い は ぎ 行 為 を 行う 際 に 捕まえ 、 判 事 や 底 護 

26 し た 場合 、 も し く ! 証 が を 国 に に 反逆 を 起こ 0 
為 に に 闘 委 の 際 に 殺し た 場合 、 も し く は 誰か が 自分 の 母 や 父 
し た 場合 、 彼 ら の 葬儀 の 礼拝 は お こ な 子 案 わ れ ま せん 。 

自分 を 殺し た 場合 、 つ まり 自殺 し た 場合 、 礼 拝 は 行わ れ ま 
す 。 (ドゥ ッ ル ・ ウ ル ・ ム フタ ー ル ) 。 ま た 、 ス ン ナ 派 で ある 
人 に は 十 の し る し が あり ます 。 

1. その 人 は 集団 礼拝 に 常に 参加 し ます 。 

2. (その 信仰 が ク フ ル に 至っ て いな い ) イマ ー ム に 従い ま 

3. メス ト ( 革 製 の 履物 ) の 上 か ら ウ ドゥ ー の 際 、 メ スト ( 
革 製 の 履物 ) の 上 か ら 湿ら せる こと を 合法 と 見 な し ます 。 

4. 教 友 (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) の 誰 一 人 
に つい て も 、 悪 いこ と を 述べ ませ ん 。 

$. 国家 に 反逆 を 起こ し ませ ん 。 

6. 教え に つい て 、 論 争 、 討 論 を 起こ し ませ ん 。 

7. 教え に つい て 疑い を 持ち ませ ん 。 

8. 良い こと も 悪い こと も アッ ラー か ら も た ら さ れる こと を 
知っ て いま す 。 

9. ( 径 教 が 明らか に な る まで は ) キ ブ ラ を 持つ 人 を 棄 教 し 
た と 見 な し ませ ん 。 


10. 四 大 カリ フ を 、 そ の 他 の 教 友 より ゃ 崇高 と 見 な し ます 
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死 の あり か た に つい て 


不運 な 人 よ 、 あな た 方 は 死 か ら 逃 げ よ うと し ます 。 誰か が 
死ん だ 、 私 も 彼 の そば に いた ら 私 に も うつ る 、 と 言い ます 。 そ 
し て 伝染 病 、 感 染 症 が 地域 に 入っ て き て いる と し て 、 他 の 場所 
に 逃げ よう と し ます 。 こ の 考え も る 、 ハ ラー ム で す 。 病気 は 、 ア 
ッ ラ ー が 望め ば 、 感 染 し ます 。 

不運 な 人 よ 、 あ な た は どこ に 逃げ る と いう の で し ょ う 。 死 
は あな た に 約束 され て いま す 。 寿命 が 延び る こと は あり ませ ん 
。 寿命 が 尽き る と き 、 死 の 時 が くれ ば 、 上 明 き する だ け の 時 間 も 
与え られ ませ ん 。 運命 に は 過 不 足 は あり ませ ん 。 

アッ ラー が その ご 命令 を 、 2 sa 
の 人 は 、 財 産 、 子 ども ゃ 、 家 族 を 全て 放棄 し て 、 そ こ に 行き ます 
。 そ し て 土 が ある その 国 に 行く まで は 、 命 を 取る 命令 は な され 
ませ ん 。 


皆 、 死 の 時 が 来 た 時 に 死に ます 。 高 壁 章 NNN 
時 が 来れ ば 、 その 時 間 を わずか で も 前 後 きせ る こと は で き な い 
」 と され て いま す 。 

人 は 生ま れる 前 に 、 ど れ だ け 生 きる か が 定め られ て いま す 
。 そ し て 人 が どこ で 死ぬ か 、 悔 悟 し て 死ぬ か 、 悔 域 せ ず に 死ぬ 
か 、 ど の 病気 で 死ぬ か 、 信 仰 を 持っ て 死ぬ か 、 信 仰 を 持た ず に 
死ぬ か 、 全 て が 保護 され た 銘板 に 記さ れ て いま す 。 ロ クマ ー ン 
意 の 最後 の 節 に この 示唆 が あり ます 。 

世界 の 創造 主 は 死 を 創造 され まし た 。 そ れ か ら 、 復 活 を 創 
造 さ れ ま し た 。 そ し て 栖 を 創造 され 、 銘 板 に 記さ れ ま し た 。 

アッ ラー は あな た が 日 に 何 回 息 を 吸い , 吐く の か を ご 存じ 
で す 。 そ し て 銘板 に 記さ れ ま し た 。 天使 た ち は 見 守っ て お り 、 
時 間 が 来る と 死 の 天使 に 伝え ます 。 

そし て も し 人 生 で 、 ク ルアー ン で 示さ れ て いる 言葉 を 信じ 
、 守 っ て いれ ば 、 幸 福 の う ち に 行く で し ょ う 。 全て の こと が ア 
ッ ラ ー か ら で あ る と 知り な さい 。 死ん だ 人 の 後ろ で 嘆き 、 泣 き 
叫 な の は や め な さい 。 こ うい っ た こと は 信仰 を 失っ て 死ぬ こと 
の 要因 と な り ま す 。 ア ッ ラ ー が お 守り くだ さり ます よう に 。 罪 
や 過ち が ある な ら 、 純 粋 な 悔 民 を 行う べき で す 。 

アッ ラー は アズ ラー イー ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よ 
うに ) に 命じ らち られ ます 。 「 私 の 親友 た ちの 命 を 容易 な 形 で 取り 
な さい 。 蔽 の 命 を 困難 な 形 で 取り な さい 。 | アッ ラー が お 守り 
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くだ さい ます よう に 、 も し 罪 が あれ ば 「! 
NO SER 人 し ょ う 。 


1 YE 
そし て 天使 た ち は 、 罪 人 の 命 を 凛と 共に 取り 去り ます 
は 説明 が で きま せん 。 私 た ち を 無 か ら 創造 され た 、 ア ッ 
ー に 克 護 を 求め ます 。 一 部 の 死者 は 死 の 床 で 、 矢 の よう に あ 
ク 
を 


こち こと こちら 、 あ ちら と 向き を 変え ます 。 事実 アッ ラー は 

ー ン で そう 語ら れ て いま す 。 その頃 、 そ の 天使 た ち は 廊 

て お り 、 互 い に 声 を か け て いる の で ます 。 ジ ブラ ー イ ー ル 
ッ ラ ー の 平安 が あり ます よう に ) は その 天使 た ち に 「 慈 悲 を か 
ける な | と 言わ れ ま す 。 偽 信者 の 命 は 鼻先 に まで 来 ま す 。 そ し 
て する と 再び 戻さ れ ま す 。 あ ら め ゆる 器官 が 昔 し クリ 締め られ 、 

目 の 光 が 失わ れ ま す 。 天使 た ち は 、「 あ な た は 天国 に は 行か な 
い 。 と の 世界 の 創造 主 が あな た に 立腹 され た 。 あ な た に は 救い 
は な い 。 あな た は 生前 行っ た こと を 忘れ た の か ? 悪事 を 行っ た 
和信, よ 。 あな た に は 次 の よう な 懲罰 が 用 意 * さ れ た 。 偽 信者 と 不信 
心 者 の 為 の 罰 で ある 。 な ぜ な ら あ な た は 礼拝 せ ず 、 ザ カ ー ト を 
支払 わ ず 、 サ ダ カ ゃ も せ ず 、 貧 者 に 慈悲 を か ける こと も し な か っ 
た 。 ハ ラー ム を 人 避 け な か っ た 。 あ な た の 行い は 罪 だ っ た 。 陰口 
を た た き 、 そ れ で も アッ ラー は 偉大 な り と 言っ て いた 。 そ の 
が 今 私 の 手 に ある 。 」 そし て アッ ラー か ら 呼 び か けが 来 ま す 。 
隊 g の 偽 信 者 は 一 日 で あれ 死 を 思い 起こ さなか っ た 。 人 城 慢 で あ 
っ た 。 フ ァ ル ド 、 ス ン ナ 、 ワ ー ジ ブ を 守ら な か っ た 。 今 、 私 の 
前 を 見 せよ う 。」 ま た 天使 た ち は 爪 の 根 か らし が みつ き 、 そ の 
命 を 胸 の 動脈 か ら 取 り 去 り 、 食 堂 に 運び 、 そ こ か ら ま た 入れ ま 
す 。 ま た 呼び 掛け が 来 ま す 。 | 学者 た ち が あ な た 方 に 教え か っ 
た か 。 啓典 を 読ま な か っ た か 。 不 注意 で あっ て は いけ な い 、 シ 
ャ イタ ー ン に 従っ て は いけ な い 。 と 言わ な か っ た か 。 全 て は ア 
ッ ラ ー か ら で あ る こと を 知り な さい と 言わ な か っ た か ? 」 現世 
の 死 肉 の よう な も の を 過度 に 求め て は いけ ませ ん 。 ア ッ ラ ー が 
与え られ た ゃ も の に 満足 し て くだ さい 。 貧し いし ゃ べた ち に 慈悲 
深く 振舞 いな さい 。 困 徐 者 に 食事 を 与え を な さい 。 ア ッ ラ ー は あ 
な た 方 を 創造 され 、 あ な た が た を 育ま れる 王 で す 。 あ な た に ア 
ッ ラ ー か ら 和 災い が も た ら さ れ た な ら 、 や は り ア ッ ラ ー に 呼び 掛 
け 、 表 願 し 、 救 い を アッ ラー に 求め な さい 。 私 は 医者 に お 金 を 
払っ た 、 だ か ら 回 復 し た と 言っ て は いけ ませ ん 。 そ れ が アッ ラ 
ー の 助け で ある と 知り な さい 。 あ な た が 、 自 分 の 財産 と 言っ て 
いる も の は 、 あ な た へ の 信託 で す 。 そ こと か ら あ な た の 悩み へ の 
方 策 は あり ませ ん 。 合 法 で あれ ば 、 それ に つい て 問わ れ ま す 。 
アッ ラー が どの よう に 定め られ た の で あれ 、 そ れ を 受け 取り ま 
す 。 財産 、 子 ど ゃ 、 の どれ ほど 嘆い て も 、 ど この 
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漢 に 逃げ て も 、 救 われ る こと は あり ませ ん 。 あ な た の 土地 土 
が どこ で あれ 、 そ こ に 埋め られ る し か な い の で す 。 死 の 時 が 来 
る まで ! Eb に は 害 を 及ぼ し ませ ん 。 た だ 危険 か ら 身 を 
守る こと 、 苦 し み の 方 策 と な る 要因 を 果たす こと が 命じ られ て 
いま す 。 
そし て アッ ラー が あな た に 、 健 康 、 財 産 、 子 ども 
恵み を 与え られ た の な ら 、 喜 ん で び 、「 ア ル ハ ム ド ッ 1 
0 の 二 N 5 の す く 000 上 005o 2 
了 
り 、 


レッ 


2 \ー ( マ 


あな た に 災い を 与え た と き な ら 、 つ まり あな た に 災 v 
され た 時 に は 、 不 平 を 言い 、 忍耐 を し ませ ん 。 感謝 
忘れ て し まい ます 。 

アッ ラー は 呼び 掛け られ ます 。 「 天 使 た ちょ よ 。 彼 を 
な さい 。」 天使 た ち US 
り ま す 。 ア ッ ラ ー が 六 を 与え られ た の な ら 、 誰 に ゃ 救う 
で きま せん 。 


死 の 床 に つい て いる 彼 は 、 こ の 久 を 見 て 、 生 き て いる 時 に 
良い 行い を 実践 し て いれ ば よかっ た 、 そ うす れ ば 今日 、 こ の よ 
うな 目 に 遭わ な か っ た だ ろう な けれ ば と 言い ます 。 さ ら に 、 そ 
の 病人 を 待つ 人 々 に 呼び か けが 来 ま す 。「 私 の 人 短 慢 な し も べた 
ちょ 。 こ の 親友 を 、 お 金 を 費やし て 救い な さい 。 こ の 世界 で 私 
か ら も ゃ も たら され る 災い に 忍耐 せ ず 、 私 に 苦情 を 言う 。 今 この し 
も べ は 罰 を 受け 、 命 の 瀬戸 際 に な っ て いる 。 私 の 力 ゆ え に で あ 
る 。」 天使 た ち は こ の 呼び か け を 聞き 、「 主 よ 、 あ な た の 罰 は 
正しい | と 言い サジ ュ ダ を し ます 。 ア ッ ラ ー は これ ら を 、 ク ル 
アー ン で 伝え られ て お られ ます 。 それから また 天使 た ち に 、 捕 
ら え な さい と いう 呼び か けが 来 ま す 。 天使 た ち は 彼 を 捕らえ 、 
全て の 場所 が 、 一 本 の 毛 の 根元 で すら 残さ れ な い ほ ど に 締め 付 
けら れ ま す 。 天使 た ち は 大 声 を 上 げ 、「 ア ッ ラ ー の 、 反 抗 的 な 
し ゃ べ の 命 よ 。、 来 な さい 、 肌 か ら 出 て き な さ い 。 今日 、 あ な 
と に 六 が 与え られ る 。 ア ッ ラ ー 以 外 の 存在 を 愛し 、 う ぬ ぼ れ 、 
貧者 に 挨拶 を 返さ な か っ た 。 ハ ラー ム で ある こと を 行っ た 。 過 
ち を 正しい と 見 な し 、 正 し いこ と を 過ち を 見 な し た | と 言い ま 
す 。 こ れ ら は クル アー ン で 知ら され て いま す 。 

それ か ら そ の 人 は 天使 に 、 少 し 時 間 を くだ さい 、 考 え を ま 
と め た い 。 と 言い ます が 、 そ の 時 、 死 の 天使 が すぐ そば に いる 
の を 見 ます 。 彼 を 見 る と この 罰 を 忘れ 、 岩 え 始 め ま す 。 死 の 天 
使 を 見 て 彼 は 、「 こ れ だ け の 天使 が 六 を 与え て いる の に 、 あ な 
と は 誰 で すか 、 ど うし て きた の で すか 」 と 言い ます 。 そ し て 死 
が 、 威 厳 の ある 大 き な 声 で 、「 私 は 死 で も あり 、 あ な た を この 世 
界 か ら 出 さ な け れ ば な ら な い 。 あ な た の 子供 た ち を 孤児 と し な 
けれ ば な ら な い 。 こ の 世界 で あな た が 愛 * し て いな か っ た 親戚 た 
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ち に 、 あ な た の 財産 を 遺産 と し な けれ ば な ら な い 」| と 言い ます 

死 か ら こ の 言葉 を 聞く と 、 彼 は 震え 、 顔 を 背け ます 。 な ぜ 
な ら そ れ は し る し で あり 、 ブ ハー リー の ハデ ィ ー ス で 交 言 者 ム 
ハン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 、「 天 
使 た ちの 声 を 聞く と 、 顔 を 壁 に 向け る 。 そ の 前 に 、 死 が 立っ て 
いる の を 見 る | と され て いま す 。 

どちら の 方 向 を 向い て もぉ 死 は その 方 向 に 見 え 、 ま た そちら 
に 背 を 向け ます 。 

死 の 天使 は 強く 大 き な 声 で 呼び か け 、「 私 は 偉大 な 死 師 の 
天使 で ある 。 あ な た の 父 や 母 の 命 や 取り 去っ た 。 あ な た は その 
時 そこ に いた が 、 あ な た が 一 体 何 の 役に立っ た か ? そ う 、 あ な 
た の 友人 全員 が 友 が 全て あな た を 見 て いる が 、 何 の 役に立つ か 
2 また 私 は 偉大 な 天使 で あり 、 私 が 死な せ た あ な た 以前 の 人 々 
の 力 は あな た 以上 で あっ た 。」 

この 寝 て いる 人 が 天使 た ちと と と まで 話 を する と 、 久 を 与 
える 天使 た ち は 去 っ て いき ます 。 ア ズラ ー イ ー ル は 威厳 を 持っ 
て 現れ 、 そ の 時 、 知 性 は 失わ れ ま す 。 


アズ ラー イー ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) は 問 
いか け を 行い ます 。 「 こ 2 洲 す 1 
。 「 こ の 世界 の 計 略 に は まり 、 こ ん な 状態 に な り ま し た | と 言 


いま す 。 

それ か ら ア ッ ラ ー は 世界 を 一 人 の 女性 の 姿 と され まし た 。 
、 目 が 天空 の よう で 、 歯 は が 牛 の 角 の よう で ある その 女性 は り 
、 悪 臭 と 共に や っ て き て 、 彼 の 胸 の 上 に 座り ます 。 

それ か ら 彼 の 財産 を その 前 に 持っ て きま す 。 ハ ラー ム と へ ハ 
ラー ル の 区 別 も せ ず 、 夢 中 で 稼い だ お 金 が 、 彼 の 目 の 前 で 相続 
人 に 与え を られ ます 。 

それ か ら そ の 財産 は 、 元 の 持ち 主 に この よう に 言い ます 。 

[反抗 する 者 よ 、 私 を 稼い だ も の の が 、 不 正 な 場所 で 使っ た 
。 サ ダ カ や ザ カ ー ト を 払わ な か っ た 。 今 私 は あな た か ら 離 れ 、 
あな た が 望ま な か っ た 人 々 の も の と な っ た 。 あ な た に 感謝 する 
こと も な く 、 彼 ら は 受け 取っ た 」 と 言い ます 。 

この 状態 の 時 、 き を 覚え 、 ま た 胸 が 焼 か れ 、 四 方 を 見 ま 
3 

それ か ら こ の 状態 の 時 、 シ ャ イタ ー ン は いい 機会 と 見 て 、 
信仰 を 奪う 為 に 枕元 に 来 ま す 。 そ の 系 れ た 手 に グラ ス を 持ち 、 
中 に 氷水 を 入れ 、 病 人 の 枕元 で その グラ ス を 揺らし ます 。 病 人 
は それ を 見 て 、 音 を 聞き ます 。 そ の 場 で 、 そ し て その 時 に 
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し い 人 、 豊 か な 人 の 状態 が 明らか に な り ま す 。 

も し 乱 さ れ て いな けれ ば 、 そ の 水 を くれ 、 飲 みた い 、 と 言 
いま す 。 そ の 呪 わ れ た 命 に 恩 を 着せ ます 。 そ し て 「 言 いな さい 
、 こ の 世界 に 創造 主 は いな いと 。 言い な さい ! |」 も し 罪人 な ら 
、 そ の まま それ を 言い 、 一 アッ ラー が お 守り くだ さい ます よう 
< 一 信仰 が 失わ れ ま す 。 し か し あら ゆる と と は アッ ラー の 英知 
で あり 、 そ の 為 、 そ うい っ た 状態 で ある 病人 の 枕元 に は 水 を 用 
意 し て お くべ き で す 。 そし て し ば し ば 口 を 開き 、 水 を 与え る こ 
と が 必要 で す 。 

も し 、 教 え の 導き に 至っ て いれ ば 、 シ ャ イタ ー ン を 呪い 、 
拒否 し ます 。 

時 が 満ち る と 、 命 令 が な され ます 。 ア ズラ ー イ ー ル は その 
命 を 取り 去り ます 。360 の 天使 が 、 そ の 命 を アズ ラー イー ル の 
手 か ら 取 り 、 彼 が 愛し た 人 た ち 、 親 友 た ちの 形 と な り 、 天 国 の 
衣服 を 着せ 、 魂 を 天国 の 門 に 向かわ せ 、 ま た 突如 、 死 者 の そば 
に 戻し ます 。 

そし て も し 、 信 仰 な く 死ん だ の で あれ ば 、360 の 記録 の 天使 
た ち が 地 獄 か ら 、 タ ー ル より ゃ も な お 黒い 葉 を 持っ て き て 、 信 仰 
な く 取 り だ され た 魂 を それ で 包み 、 す ぐに 地獄 に 送り 、 そ の 場 
所 を 見 せ 、 ま た 彼 の そば に 戻し ます 。 

また 、 彼 が 成人 し 、 こ の 世界 で どれ だ け 生 き 、 悔 悟 せ ず に 
死ん だ の で あれ 、 一 アッ ラー が お 守り くだ さい ます よう に 一 そ 
れ だ け 、 そ の 結果 を 受け ます 。 審判 で みじめ な 目 に 遭い 、 彼 が 
行く 場所 は 地獄 と な り ま す 。 し か し アッ ラー の 道 引 き に 至ら な 
い 限 り 、 も し く は 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) の 仲裁 が な い 限 り は 


子ども ゃ も た ちの 死に つい て 


ムスリム の 子供 が 病気 に な り 、 死 の 床 に つけ ば 、 天 国 が 彼 
の 位階 と な り ま す 。 そこ か ら 360 の 天使 が 来 て 、 列 を な し 、 そ 
の 無垢 な 子供 の 前 で 待っ て いま す 。 そ し て 「 無 垢 な 者 よ 。 あ な 
Ne 祖父 、 隣 人 全て に つい て アッ 
フ に 願い な さい 」 と 言い 、100 の 天使 が その 顔 に に 慈悲 の 冠 を 
か け 、100 の 天使 が 愛 の 守 を か け 、100 の 天使 が 努力 と 力 の 服 シ 
ャ ツ を 着せ 、60 の 天使 $ 目 の 覆い と ベー ル を 取り 去り ます 。 全 
て の ベー ル が 取り 去ら れ 、 預 言 者 アー ダム 以来 の 全て の 信者 の 
父祖 た ち を 目 に し ます 。 彼ら の 一 部 に は 罰 が 用 意 さ れ て いま す 
。 彼ら の その 状態 を 見 て 子供 は 泣き 、 叫 び 、 震 えま す 。 こ の こ 
と を 知ら な い 人 は 、 断 未 魔 の 苦し み だ と 考え ます 。 
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それ か ら 命 を 取り 去る 天使 が 来 て 、 慈 悲 の 冠 、 服 シャ ツ を 
着 て お り 、 そ の 目 の 覆 い が 取り 去ら ちら れ て いる の を 見 ます 。 その 
命 を 取り 示 る こと が で きず 、「 無 垢 な 者 よ 。 こ の 世界 の 創造 主 
が あな た に 挨拶 を 送ら れ 、 命 じ ら れ た 。 私 が 彼 を 創造 し た 、 ま 
た 私 に 戻ら せな さい 。 な ぜ な ら そ の 魂 の 信託 は 私 が 与え た 。、 
再び また 私 に 与え る よう に 。 そ の 対価 と し て 、 彼 に は 天国 と 、 
私 の 美 を 見 る と いう 恵み を 与え よう 。 も し 信じ な い の な ら 顔 の 
向き を 変え 、 天 の 方 を 見 な さい 。 見 える だ ろう 」| と 言い ます 。 
その 無垢 な の な い 子 供 $、 天 使 た ちと アッ ラー の 美 を 目 に し ま 
す 。 喜び の あま り 興 奮 し 、 岩 え 、 員 呼 し 、 赤 く な り ま す 。 飛び 
上 が り 、 ベ ッ ド で 飛び 跳ね 、 命 を 差し 出 そ う と し ます 。 ま た そ 
の 六 の 中 に いる 父祖 た ち を 見 て 、 命 を 差し 出す の を や め て し ま 
いま す 。 天使 た ち は 「 無 垢 な 者 よ 、 な ぜ 命 を 差し 出さ な い の で 
すか 」 と 言い ます 。 無垢 な 子供 は 、「 天 使 た ちよ 、 私 は アッ ラ 
ー に 願い まし た 。 親戚 や 父祖 た ち を 私 の 為 に 許さ れる よう に と 
」 と 言い ます 。 天使 た ち は 、「 主 よ 、 こ の 無垢 な 者 と 私 た ちの 
状態 は あな た が ご 覧 に 陳 いつ 生か 必 言 MN ま まま 。 アプ ウタ 
ラー は 、「 そ の 子 の 権利 の 為 に 彼ら を 許し た 」 と 言わ れ ま す 。 
また 天使 た ち は 、「 無 垢 な 者 よ 、 あな た に 吉報 が ある 。 が 当 
ー は 信仰 を 持つ 人 の 罪 を 許さ れ た 。 あ な た の 願い は 全て 認め ら 
れ た 」 と 言い ます 。 無垢 な 子供 も それ を 見 て 、 そ の 状態 で ある 
時 、 ア ッ ラ ー は 天国 か ら 二 人 の 乙女 を 送ら れ 、 子 供 の 親 の 姿 と 
な り 、 腕 を と り 、「 息 子 よ 、 も し く は 娘 よ 、 私 た ちと 一 緒 に 来 
着 な さい 。 私 た ち は 天 国 で あな た な し で は いら れ な い 」 と 言い 
ます 。 天国 の リン ゴブ を 一 つ 取 り 、 子 供 の 手 に 持た せ 、 取 りな さ 
い 、 と 言い ます 。 子 供 が その リン ゴ の 匂い を 喚 い で いる 時 、 ア 
ズラ ー イ ー ル (アッ ラー の 平安 が あり ます よう に ) は 彼 の よう 
< 美しい 子供 と な り 、 即 座 に その 命 を ( 魂 を ) 取り 去り ます 。 

ある 伝承 に よれ ば 、 リ ン ゴ の 匂い を 嘆い で いる 時 、 命 が り 

ゴ に くっ つき 、 死 の 天使 は 子供 の 命 を リン ゴ づか ら 取 り 去 り ま 
す 。 こ の 伝承 は 二 つ と も 合法 で す 。 

本 その 命 を 取り 、 天 を 旅 さ せ 、 天 国 に 


連れ て いき ます 。 6 で は エメ ラル ド で で きた 砂漠 が あり ま 
す 。 子ども 度 が そ に 上 「 ど う し て ここ に 連れ て きた の で 


すか 」 と 言い ます 。 ー 天 使 たち は 「 無 垢 な 者 よ 。 最 後 の 和 審判 の 場 
が あり 、 そ こと は と て も $ ゃ も 暑い 。 こ の 砂漠 に は 、 万 の 慈悲 の 泉 が 
ある 。 預言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) の 泉 の そば に ある いて 、 光 で で きた コッ プ を 見 て くだ さ 
い 。 父 や 母 が 最期 の 審判 の 場 に 来 た 時 に 、 こ の コッ プ に 水 を 入 
れ 、 彼 ら に 上 げ て くだ さい 。 そ し て 彼ら を と ど め 、 行 か せ て は 
な り ま せん 。 地獄 の 道 を 行き 、 懲 罰 を 受け させ な い 為 で す 。 な 
ぜ な ら あ な た の ドゥ アー は アッ ラー の 位階 に お いて 受け 入れ ら 
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れる か ら で す 。 金曜 日 の 夜 に 地 に 降り な さい 。 そ の 時 、 ア ッ ラ 
ー の 挨 拶 を 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり 
ます よう に ) の ウン マ に 届け な さい 。 彼ら に 光 を 与え 、 彼 ら の 
感謝 、 許 し の 懇願 を アッ ラー に 運び な さい | と 忠告 し ます 。 
Rf すぐ に また 戻り 
、 死 者 の 枕元 に 置き ます 。 礼 拝 し 、 墓 に 質問 や 尋問 を 受 
ける まで 、 そ の 命 は 墓 に あり ます 。 も ゃ も し 父 父母 が 伯 椅 な く 寺 ね 
ば 、 審 判 で は 息子 と 彼ら の 間 に 覆 い が あ り ま す 。 彼ら は 無垢 な 
子供 を 探し ます が 見 つけ られ ず 、 王 い に 会 いた いと 願い ます 。 
信者 の 、 成 人 聖人 し て いな い 子 供 の 状態 は この 通り と な り ま す 


o 


ムスリム 女性 の 死に つい て 


次 に 女性 が 、 月 経 $ し く は 妊娠 、 も し く は 伝染 病 ま た は も 
し く は と れ ら 以外 の 状態 に な り 、 他 人 で ある 男性 に 体 の 線 を 見 
夫 が 彼女 に 生還 Te いる 彼女 に は 死 の 際 に 天国 の 
天使 た ち が 来 て 、 彼 女 の 前 に 列 を な し 、 彼 女 に 威厳 を 持っ て 挨 
を | アッ ラー の 愛さ れる 、 狗 教 する し ゃ べ よ 。、 来 な さ 
出 な さい 、 現 世 の 門 で 何 を する と いう の で すか 。 アッラー 
が あな た に 満足 な さい まし た 。 そし て この 病気 を 提 介 と し て 、 
俳 を 許さ れ ま し た 。 あ な た に 天国 を 恵まれ まし た 。 来 な さい 。 
信託 を 返還 し な さい 」 と 言い ます 。 そ の 女性 は この 位階 を 見 て 
魂 を 差し 出す こと を 求め ます が 、 周 り を 見 て 、「 私 と 親友 で あ 
っ た 人 た ち が 、 理 解 し て 安心 で きれ ば 、 そ れ か ら 魂 を 差し 出し 
まし ょ う 」| と 言い 、 天 使 た ちゃ アッ ラー の ご 満悦 を 求め ます 。 
れ に 対し 、 威 茂 あ る 呼び か けが な され 、「 私 の 威厳 の 権利 の 
為 に 、 し ゃ べ の 全て の ドッ アー を 受け 入れ る 」| と 言わ れ ま す 。 
天使 た ち 還 二 AR 120 の 慈悲 
の 天使 と 共に 来 ま す 。 そ の 顔 の 光 が 天 に 至り 、 前 身体 
背 人 の ンー 背中 に は 緑 の 
翼 が あり ます 。 そ の 手 に 上 容 国 の を べ の 基 ア 信 東 生 の よ 
う で あり 、 威 厳 を 持っ て 挨拶 を し ます 。 そ し て 、「 こ の 世界 の 
創造 主 が あな た に 挨拶 を され 、 天 国 を 与え られ 、 愛 され る お 方 
ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) ) の 隣 
人 と され 、 ア ー イ シャ の 友 と され た 」 と 言い ます 。 
この 信仰 ある 女性 は 、 こ れ ら の 言葉 を 聞い て き 、 目 の 覆い 
が 開か れ 、 信 者 で ある 女性 た ち を 見 ます 。 そ し て 罪 を 犯し 、 浪 
を 受け て いる 人 を 見 て 、「 彼 ら の 罪 を お 許し くだ さい 。 主 よ ! 
」 と 尊 願 し ます 。 崇高 な る アッ ラー か ら 呼 び か けが も た ら さ れ 
ます 。 「 わ が し ゃ も べ よ 、 あ な た の 願い の 全て を 実行 し た 。 信 語 
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を 与え な さい 。 人 RNN 
」 この 呼び か け を 聞い て すぐ 、 命 は 岩 え 、 立 ち 上 が り 、 汗 を 流 
し まま 。 まさ に 命 を 差し 出 そ う と し て いる と こ ろ に 、 二 人 の 天 
使 が 来 ま す 。 手 に は 火 で で きた 杖 、 右 側 に 一 人 、 左 側 に 一 人 が 
いて 、 シ ャ イタ ー ン が 彼ら に 対し 走っ て きま す 。 私 た ち に は 効 
果 褒 賞 は な い が 、 ま あ 試 し て みよ うと 言い 、 手 に 宝石 で で きた 
グラ ス に 入れ た 氷水 を 持ち 、 雇 を 見 せ 、 水 を 差し 出 示し ます 。 
この 天使 た ち は そ れ を 見 て 、 手 に し た 杖 で シャ イタ ー ン を 打ち 
、 そ の 手 の グ ラス を 割り 、 追 い 払い ます 。 ム スリ ム の 女性 は そ 
れ を 見 て 笑い ます 。 そ れ か ら こ の 天国 の 娘 た ち は 、 彼 女 に 宝石 
の グラ ス で 天国 の 泉 の ワイ ン を 与え 、 飲 ませ み ま す 。 天国 の ソ 
イン の 味わい に その 命 が 飛 び 出 て 、 グ ラス に つき ます 。、 死 の 
天使 は その 命 を グラ ス か ら 取 り ま す 。 天使 た ち は 呼 び か け あ い 
、「 イ ン ナ ー リッ ラー ヒ ワ イン ナー イラ イヒ ラー ジ 
ウー ン 」| と 言い ます 。 それから 命 を 取り 、 天 空 を 旅 さ せま す 。 
天国 に 連れ て 行き 、 そ の 人 出 の 位階 を 示し 、 す ぐに また 遺体 の 
ゃ と へ と 連れ 帰り ます 。 

スカ ー フ が 外さ れ 、 髪 が ほど か れ た 時 、 魂 は すぐ に 遺体 の 
枕元 に 来 て 言い ます 。 「 洗 浄 す る 人 よ 、 丁 寧 に 扱っ て くだ さい 
。 ア ズラ ー イ ー ル の ペン チ で 傷 を 負っ て いま す 。 そ し て 私 の 肌 
は 多く の 苦労 を し て きま し た 。 色あせ て し まい まし た 。」 遺体 
を 洗浄 する 台 に 来る と 、 ま た 魂 が 来 て 言い ます 。「 湯 を あま り 
熱 財 く し な いで くだ さい 。 私 の 肌 は と て も 弱い の で す 。 す ぐに 
私 を 、 あな た 方 の 手 か ら 解 放し て くだ さい 。 楽に させ て くだ さ 
い 。 | 洗っ て 白布 に 包み むと 、 し ば らく 待つ と ち 、 そ し て また 
呼び 掛け て この よう に 、 言 いま す 。 | この 世界 を 見 る の は これ 
が 最後 で す 。 家族 や 親 せ き を 見 た いで す 。 そ し て 彼ら に も 私 を 
見 て 、 教 訓 を 得 て 欲 し いで す 。 彼ら ゃ 近々 、 私 の よう に 死ぬ の 
だ か ら 、 OM NN RI 私 を 忘れ ず 、 
クル アー ン を 読み 、 淀 に 念じ て 欲し い 。 私 の 遺産 の 為 に 仲 た が 
いし な いで ほし い 。 菓 で 私 が 肖 を 受 け な い よう に 、。 金曜 日 や 
祝日 に も 私 を 思い 出し て ほし いで す 。」 

それ か ら 遺 体 を 設置 する 台 に 置か れる と 、 命 は また 呼び か 
け 、「 安 心して くだ さい 、 私 の 息子 、 娘 、 母 、 父 よ 。 こ の よう 
な 別離 の 日 は も うな い 。 誕 別 、 私 た ちの 再会 は 審判 の 日 に な り 
さよ うな ら 皆 さん 、 そ し て 私 の 後ろ で 涙 を 流す 人 々 ! 」 
と 言い ます 。 

礼拝 が な され 、 肩 に 担 が れる と また 呼び か け 、 言 いま す 。 
「 私 を ゆっ くり 運ん で くだ さい 。 も し 善行 を 意 IO 
、 私 を 苦し ませ な いで くだ さい 。 あ な た 方 か ら ア ッ ラ ー に 、 満 
足 を 携え て いき まし ょ う | 
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墓 の 中 に 置か れる と また 呼び か け 、 言 いま す 。 「 私 の 状態 
を 見 て くだ さい 。 教訓 を 得 て く だ さい 。 今 、 私 を 、 暗 い 場所 に 
置い て あな た 方 は 去る サル の で す 。 私 は 自分 の 行為 と 共に 残り 
ます 。 こ の 状況 を 見 て 、 不 誠実 で 偽り の 、 現 世 の 計 略 に 飲 か れ 
な いよ うに し て くだ さい 。」 

墓 に 置か れ た 時 に は 、 命 は 頭 の そば に 来 ま す 。 決し て 死者 
を テル キー ン (死者 の 為 に 唱え られ る 言葉 ) な し で 残さ な いで 
くだ さい 。 (埋葬 の 後 、 誠 実 な 人 が テル キー ン を 唱え る こと は 
スン ナ で す 。 ワ ッ ハ ー プ 派 は テル キー ン を 唱え る こと が スン ナ 
で ある と 信じ て いま せん 。 ビ ドゥ ア で ある と 主張 し ます 。 死者 
は 聞か ず 、 聞 き 取 れ な い 、 と 言い ます 。 ス ン ナ 派 の 学者 た ち ( 
アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、 様 々 な 本 を 書い て テル 
キー ン を 唱え る こと が スン ナ で ある こと を 証明 し て きま し た 。 
この 貴重 な 本 の うち 一 冊 が 、 ム スタ ファ ・ ビ ン ・ イ ブラ ー ヒ ー 
ム ・ シ ヤー ミー 師 (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) 師 の 、 
「 ヌ ー ル ・ ウ ル ・ ヤ キー ン ・ フ ィ ォ ー マ ブ ハ ス ・ イ ッ テ ル キー ン 
」 と いう 本 で す 。 こ こ で 、 タ ベベ ラー ヌン 及び イブ ニ ・ メ ン デ が 
伝え て いる ハデ ィ ー ス が 書か れ て いま す 。 こ の ハデ ィ ー ス で は 
テル キー ン を 唱え る こと が 命じ られ て いま す 。 「 ヌ ー ル ・ ウ ル 
・ ヤ キー ン 」 の 本 は 134$ 年 に タイ の バン コク で 書か れ 、1396 年 
(西暦 1976 年 ) に イス タン ブー ル で 第 二 版 が 出さ れ て いま す 。 
) アッ ラー の 命令 に より 、 死 者 は 墓 で 眠り か ら 覚 め る よう に 
覚め 、 暗 闇 の 中 に いる の を 見 ます 。 召使 、 女 奴隷 、$ も しく は 党 
に 自分 を 助け て いた 人 に 声 を か け 、「 私 に ろう そく を ! 」 と 言 
いま す 。 決し て 声 も 音 も し ませ ん 。 墓 を 割り 、 尋 間 を 行う 二 
の 天使 (ムン カル と ナ キ ー ル ) が 現れ ます 。 彼ら の 口 か ら は 炎 
が 、 鼻 か ら は 黒い 煙 が 出 て いま す 。 こ の 状態 で 彼女 に 近づき 、 
言い ます 。 「 マ ン ラッ プ ブ カ ワ マー ディ ヌー カ ワ マン 
ナビ ー ユ カ 」、 す な わ ち 、「 あ な た の 主 は 誰か 、 あ な た の 教え 
は 何 か 、 あ な た の 預言 者 は 誰か 。」 これら に 正しく 答え れ ば 、 
その 天使 た ち は ア ッ ラ ー の 慈悲 を 吉報 と し て 伝え 、 去 り ま す 。 
すぐ その 瞬間 に 右側 か ら 窓 が 開き 、 月 の よう な 顔 を し た 人 が る そ 
ば に 来 ま す 。 こ の 信仰 を 持っ た 女性 は 彼 を 見 て 驚き 、「 あ な た 
は 誰 で すか 」 と 言い ます 。 「 私 は あな た の 、 現 世に お ける 忍耐 
や 感謝 か ら 創 造 さ れ ま し た 。 審判 の 日 まで 、 あ な た に 同行 し ま 
す 」 と 答え ます 。 

我 欲 が ハラ ー ム を 求め る こと を や め な けれ ば 、 
心 は 神 の 光 の 鏡 と な る こと は で きま せん 。 
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昌 害 を 受け た 人 、 妨 耐 し た 人 、 及 び 異 卿 に ある 人 の 
死に つい て 、 狗 教 者 に つい て 


彼ら の 師 は 同一 で す 。 一 つ に つい て 言及 し ます が 、 他 の も ゃ 
の も それ に 類似 し て いま す 。 異 卿 に ある 人 も ゃ 二 種 類 あ り ま す 。 
ー つ は 遠い 地方 に 住み 、 そ ば に 親戚 や 知人 人 がい ない 人 で す 。 も 
う 一 つ は 、 そ の 場 で 無力 で ある 人 で す 。 皆 彼 を 見 下 し 、 そ ば に 
寄り つか な いよ うな 人 で す 。 こ の よう な 信者 も 異 卿 に ある 人 と 
な り 、 死 ぬ と 狗 教 者 に な り ま す 。 誰か が 60 歳 を 過ぎ 、 日 に 五 回 
の 礼拝 $ 放 棄 し て いな い 場 合 、 ま せん 。 こ の 人 も ゃ 痢 教 者 と な り 
ます 。 (ハラ ー ム を 行っ た こと 人 が 死 の 原因 と な っ た 人 、 例 え 
ば 飲酒 に よっ て 死ん だ 人 は 、 狗 教 者 と は な り ま せん 。 し か し ハ 
ラー ム を 行う 際 、 別 の 理由 で 死ね ば 、 例 えば ビル が 崩壊 し て 死 
ね ば 、 狗 教 者 と な り ま す 。 女 性 、 少 女 た ち の 顔 や 手のひら 以外 
の 全て は 、 呈 う べき 場所 で す 。 才 う こと が ファ ルド で す 。 それ 

に 重き を 置か な い 人 は 不信 心 者 と な り ま す 。 頭 、 髪 、 腕 、 足 が 
見え る 居 能 で 外 に 出 て いな い 女 性 や 少女 は 狗 教 者 と な り ま す 。 
アッ ラー の 命令 や 禁止 事項 を 「 イス ラー 0 
。 イスラーム の 規律 を 学び 、 子 ども ゃ たち に 教え る 母 、 父 も 痢 教 
判 と な り ま す 。) 信仰 や 礼 捧 が な な けれ ば 、 導 教育 と は な り ま せ 
ん 。 ま た 、 不 信心 者 に つか まり 人 質 と な っ た 状態 で 死ん だ ム ス 
リム も ゃ 狗 教 者 と な り ま す 。 人 迫害 、 拉 問 に よっ て 死ん だ 不信 心 者 
は 列 教 者 と は な り ま せん 。 不信 心 者 と し て 死ん だ 人 は 、 決 し て 
天国 に は 行け ませ ん 。 

この 人 々 が は 、 死 の 床 に つい た て 際 、 天 の 扉 が 開か れ 、 天 
使 た ち が 地 に 降り て きま す 。 そ の 裁き は アッ ラー の み が ご 存じ 
で す 。 天使 た ちの 手 に は 光 の 冠 と 衣服 が あり ます 。 そ の 人 の 命 
を 威厳 を 持っ て 招き ます 。 事 実 、 ア ッ ラ ー は この 状態 を 暁 章 の 
最後 で 説 か れん てい ます 。 

狗 教 者 も ゃ また 、 そ の 顔 を 威厳 ある 台 に 置き 、「 わ が 主 よ 、 
OM 0 
誰 に も ゃ 頭 を 下げ ませ ん で し た 。 こ の 世 の 計 略 や 宗教 の 敵 た ち 
飲 か れ ま せん で し た 。 主 よ 「! 今 こ 際 全 0 
預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 
の ウン マ の 全て が 許さ れる こと で す |」 と ドゥ アー し 、 懇 願 し ま 
す 。 と この 人 も 痢 教 者 と な り ま す 。 

純粋 な その 天使 た ち は 、 そ の 衣服 に 包ま れ み ます 。 そ の 時 
、 ア ッ ラ ー か ら 呼 び か けが も た ら さ れ ま す 。 「 天 国 に 連れ て 行 
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生き な さい 。 なぜなら 現世 で は 誰 よ りゃ 礼拝 を 行い 、 客 を 愛し 
、 相 手 の 罪 を 許し て いた 。 そ し て 悔 悟 を 行っ て いた 。 さ ら に 私 
を 何 度 も 祈念 し て いた 。 導 う べき 場所 を 呈 わ ず に 外 に 出る こと 
も な か っ た 。 自分 を 、 ハ ラー ム で ある も の か ら 清 め て いた 。 聞 
言 者 た ちや イス ラー ム に 従っ て いた 。 | 

する と 、 二 人 の 天使 が 人 の 両方 の 肩 で 、 現 世に お いて 行っ 
た で 良い こと 、 悪 いこ と と し て お と な っ て きた こと を 書き ます 
。 彼ら は 、 「 主 よ 、 私 た ち を 現世 で 、 こ の し ゃ べ の 代理 人 と さ 
れ ま し た 。 今 、 私 た ち に 許可 を 与え て くだ さい 。 こ の し ゃ べ の 
魂 と 共に 天 に 昇り まし ょ う 」| と 言い ます 。 威厳 ある 呼び か けが 
な され ます 。 「 あ な た 方 は 彼 の 墓 の そば に いな さい 。、 タ ス ビ 
ー フ や タク ビー ル を 行い 、 私 に サジ ュ ダ し な さい 。 そ し て その 
報 胡 を この し も ゃ も べ に 寄付 し な さい 。」 彼ら も ゃ 、 和 審判 の 日 まで 、 
ズ ィ ク ル と タス ビー フ を 行い 、 そ の 報奨 を を そ を の し ゃ べ の ノー ト 
に 記し て いき ます 。 

(注意 : エジプト の 偽 信 者 が 反逆 を 起こ し 、 カ リフ で ある 
オス マー ン (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) を 殺す 為 
、 マ ディ ー ナ に 来 ま し た 。 マ ディ ー ナ の 人 ん 々 も 、 嘘 と 中 傷 で 彼 
ら を 支援 し まし た 。 マ ディ ー ナ の ムスリム は 、 カ リフ を 助け な 
か っ た と いっ て 、 教 友 た ち を 非難 し まし た 。 し か し 、 カ リフ は 
天国 の 疾 教 者 た ちの 崇高 な 位階 に 至る こと を 求め て お り 、 そ の 
為 に ドゥ アー を し て いま し た 。 そ うし て 、 彼 自身 を 助け に 来 た 
人 々 を 妨げ 、 ま し た 。 彼ら を 帰ら せま し た 。 こ の こと を 利用 し 
、 友 逆 者 た ち は 容 易 に カリ フ を 狗 教 さ せ た の で す 。 こ れ に より 
、 彼 の ドゥ アー は 実現 し まし た 。 願い が か な っ た の で す 。 列 教 
者 は 死 の 際 に 苦痛 を 感じ ませ ん 。 天国 で 与え られ る 恵み が 彼 に 
示さ れ 、 そ の 喜び の 中 で 魂 を 天使 た ち に 喜ん で 返す の で す 。) 


不信 心 者 の 死に つい て 


一 人 の 不信 心 者 、 棄 教 者 は 、 イ スラ ー ム を 気に入ら ず 、 ク 
ルアー ン を 砂漠 の 法律 と 呼び 、 人 々 の うち 最も 崇高 で 最も 誉れ 
ある お 方 で ある 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あ 
り ま す よ うに ) を ラク ダ 飼 いと 呼ぶ ほど に 知識 や 道徳 に 欠け 、 
人 ん 々 に 安らぎ や 幸福 を も た らし 、 学 問 、 道 徳 、 清 潔 さ 、 健 康 、 
正義 の 源 で あり 、 文 明 に 光 を 放つ イス ラー ム を 、 魂 の な い 死 肉 
の 箱 で ある その 頭 脳 で 受け 入れ られ ず 、 教 えな ど 必 要 な いと 言 
う 程 に 軽視 し 、 自 ら を 我 欲 に 朗 ね て し まっ て いる 吊 か な 人 が 死 
し ぬ 時 に は 、 そ の 目 か ら 響 い が 取 り 去 られ ます 。 天国 が 彼 に 示 
され ます 。 美しい 天使 が 彼 に 、「 不 信心 者 よ 、 ム スリ ム を 遅れ 
て いる と 呼び 、 性 欲 の 赴く まま に 動き 、 道 徳 の 原則 を 踏み に じ 
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る 人 を 、 先 見 の 明 、 先 進 的 と 呼ん で いた 愚か な 者 よ ! あ た な は 
間違っ た 道 に いた 。 真実 し ん じ つ で ある イス ラー ム の 教え を 気 
に 入ら な か っ た 。 聞 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が 
あり ます よう に ) が アッ ラー か ら も た らし た 情報 を 信じ 、 敬 意 
を 示す 人 が この 天国 に 行く の だ 」 と 言い ます 。 天国 の 恵み を 目 
に し ます 。 天国 の 乙女 た ち も ゃ も 、 | 信仰 する 人 は 、 ア ッ ラ ー の 懲 
神 か ら 救 われ ます 」 と 言い ます 。 少し し て 、 シ ャ イタ ー ン が 法 
皇 の を し て 現れ ます 。 「 誰 それ の 息子 誰 そ れ よ 。 あ の 、 や っ 
て きた 者 た ち は 嘘 を つい て いる 。 あ な た が 見 た あの 恵み は 、 全 
て あな た の も の に な る 」| と 言い ます 。 それから 地獄 が 示さ れ ま 
す 。 炎 で で きた 山 、 ラ バ の よう な 大 き さ の サソリ や ムカ デ が い 
ます 。 ハ ディ ー ス で 教え られ て いる 六 を 受け ます 。 地獄 の 、 ゼ 
バー ニ と 呼ば れる 懲罰 の 天使 た ち が 、 火 で で きた 杖 で 殴り ます 
。 そ の 口 か ら は 炎 が 出 て いま す 。 その 身長 は ミナ ー ラ (モス ク 
の 矢 塔 ) の よう で あり 、 歯 は 牛 の 角 の よう で す 。 大き な 双 音 の 
よう な 声 を 出し ます 。 不 信心 者 は 彼ら の 声 に 岩 え 、 顔 を シャ イ 
ー ン に 向け ます 。 シ ャ イタ ー ン は その 匂い に 耐え られ ず 、 逃 
げ ま す 。 天使 た ち が シ ャ イタ ー ン を と ら え 、 シ ャ イタ ー ン を 地 
に 打ち 付け ます 。 こ の 不信 心 者 の も ゃ と に 来 て 、「 イ スラ ー ム の 
英 よ ! あな た は 現世 で 騙 言 ペダ で ボー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) を 信じ な か っ た 。 今 、 天 使 た ちの こと も 
信じ な か っ た 。 呪 われ た シャ イタ ー ン に また 央 か れ た の だ 」 と 
言い ます 。 首 に 、 火 で で きた 首 輸 を か け 、 頭 か ら 足 を 離さ れ し 
右手 を 左 脇腹 に 置か れき 、 左手 を 右 に 置か れき 、 後 ろか ら 引 
き 出 し ます 。 クル アー ン で と の こと が 告げ られ て いま す 。 彼 は 
叫び 、 現 世 で の 詐欺 師 た ち を 呼び ます 。 ゼ バー ニ 達 が 答え ます 
。 「 不 信心 者 よ 、 ム スリ ム を か ら か っ て いた 愚か な 者 よ ! 尊 願 
する 時 間 は 過ぎ た 。 ゃ も は や 信仰 は 認め らち れ な い 。 ド ッ ゥ アー も $ も 認 
め ら れ な い 。 ク フル の 浪 を 受け る 時 が 来 た 」 と 言い ます 。 こう 
し て 、 舌 を うな じ か ら 引き 抜き ます 。 目 を 取り 出し ます 。 様々 
な 上 厳し い 懲罰 が 与え られ 、 そ の 悪い 魂 が 取り 去ら れ ま す 。 地獄 
に 投げ 入れ られ ます 。 ア ッ ラ ー が 、 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラ 
この 加 を 平安 が あり ます よう に ) の 教え に 従い 、 崇 高 な る 預 
言 者 の 教え を 正しく 私 た ち に 伝え る スン ナ 派 の 学者 た ちの 本 で 
書か れ て いる 信仰 の どう ち に 、 命 を 差し 出す こと を 可能 と し て く 
だ さい ます よう に 。 アー ミー ン 。 
あな た が どれ ほど 生き た と し て も ゃ も 、 最 後 は 死ぬ の で す 。 六 
言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 
言わ れ て いま す 。 
「 人 の 魂 が 肉体 か ら 離 れる と 、 呼 び か けが も ゃ たら され る 。 
人 の 子 よ 、 あ な た が 現世 を 放棄 し た の か 、 そ れ と ゃ 現世 が あな 
た を 放棄 し た の か ? あな た が 現世 を 片付け た の か 、 そ れ と ゃ 現 
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世 が あな た を 片付け た の か ? あな た が 現世 を 殺し た の か 、 そ れ 
と も ゃ 現世 が あな た を 殺し た の か ? 遺体 の 洗浄 が 始ま る と 、 三 つ 
の 呼び か けが も た ら さ れ ま す 。 

1. あな た の 力強い 肉体 は どう し た の か 。 何 が あな た を 弱 
ら わ せ た の か ? 

2. あな た の 素晴らし い 話 は どう し た の か 。 何 が あな た を 黙 
ら せ た の か ? 

3. あな た の 愛す る 親友 た ち は ど うし た の か 。 あ な た を どこ 
何 に 放棄 し て 去っ た の か 2 

遺体 が 白布 に 包ま れる と 、 も う 一 つの 呼び か けが も た ら さ 
れ ま す 。「 食 べ 物 を 持た ず に 出発 し て は いけ な い 。 こ の 旅 で は 
、 戻 る と と は で き な い 。 永遠 に 戻っ て くる と と は で き な い 。 あ 
な た が 到着 する と ころ は 、 懲 凡 の 天使 で いっ ぱい で ある 。』 析 
に 入れ られ る と 、 さ ら に 呼び か けが も た ら さ れ ま す 。 『 も し あ 
な た が アッ ラー の 満悦 を 得 て い た の で あれ ば 、 あ な た は 幸運 
で あり 、 偉 大 さや 幸福 が あな た の も の と な る 。 も し あな た が ア 
ッ ラ ー の 怒り を 得 た の で あれ ば 、 残 念 な こと だ 。』 遺 体 が 墓 に 
到着 する と 、 ま た 一 つ 呼 び か けが も た ら さ れ ま す 。「『 人 の 子 よ 
、 現 世 で 慕 の 為 に 何 を 用 意 し た の か 。 こ の 暗い 墓 の 為 に どん な 
明か り を 持っ て きた の か 。 豊か みさ 、 誉 れ か ら 何 を 持っ て きた の 
か 。 と の 何 $ も な い 墓 に 敷き 、 飾 る 為 に 何 を 持っ て きた の か 。』 
遺体 を 墓 に 置い た 時 、 墓 が 呼び か け 、 言 いま す 。 『 私 の 後ろ で 
話し て いた が 、 今 は 私 の 腹の中 で 沈黙 する の だ 。』 最 後に 、 遺 
体 の 埋葬 が 終わ り 、 そ こ で 奉仕 を 行っ て いた 人 々 も 離れ 、 去 る 
と 、 ア ッ ラ ー か ら 呼 び か けが も た ら さ れ ま す 。「『 私 の し も ゃ も べ よ 
、 あ な た は 一 人 に な っ た 。 と こと の 暗い 墓 に あな た を 置い て いっ た 
。 かれ ら は あな た の 親友 、 兄 弟 、 子 ども ゃ も 、 そ し て 大 事 に し て い 
た 人 々 だ 。 し か し 誰 も 、 あ な た の 役 に は 立た を な か っ た 。 しゃ べべ 
よ 、 あ な た は 私 に 反抗 し た 。 命令 に 従わ な か っ た 。 自 分 の 状態 
を 考え な か っ た 。』 

も し 死者 が 信仰 を 持っ て 死ん だ の で あれ ば 、 望 むべ く は 、 
アッ ラー が その 人 を 許さ れ 、 こ と この よう に た 言わ れる こと で ある 。 
『 信 者 で ある わが し ゃ べ よ 、 あ な た を 墓 で 一 人 きり に する こと 
は 、 私 の 準 _ れ に そぐわ な い 。 威厳 に か け て 、 あ な た に 慈悲 を か 
け よ う 。 あ な た の 友人 ら 友 た ち は 和 驚く だ ろう 。 あ な た に 慈悲 を 
か け よ う 、 両 親 の 息子 に 対す る 慈悲 以上 の も の と な る だ ろう 。 
、 私 の 気 前 の 良さ 、 恵 みか ら 、 し ゃ も べ の 全て の 罪 が 許さ れ 、 墓 
が 天国 の 庭 と な り 、 天 国 の 乙女 た ちや 恵み で 満た され る だ ろう 
。』 アッラー は 非常 に 慈悲 深く 、 罪 を 犯し た し ゃ べ を 許さ れる 
。 非 常に 慈悲 深く 、 日 に 何 度 も し ゃ べ の 恥 を 目 に され 、 そ れ を 
覆い 了 さ れる 。 そ れ を 見 せつ けら れる こと は な い 。 だ か ら 、 こ 
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の よう な 創造 主 の 命令 に 従い 、 禁 止 さ れ た こと を 人 避け る べき で 
ある 。 毎日 誠実 な 宗教 的 実践 を 行い 、 未 来 を 懲罰 か ら 救 わな け 
れ ば な ら な い 。」 

罪 の 有無 を 問わ ず 、 信 者 の 全て に 、 慕 で の 尋問 が あり ます 
。 罪 が 許さ れ な い 人 、 そ し て 不信 心 者 の 全て に 、 墓 で の 懲罰 が 
あり ます 。 ム スリ ム の 間 で 人 の 悪口 発言 を 広め る 人 、 尿 を か け 
る よう な 人 に は 、 慕 で 懲罰 が 与え られ ます 。 ( 墓 で の 懲罰 は 単 
に 魂 の み で は な く 、 魂 に ゃ 肉体 に も 与え られ ます 。 知 性 で 理解 
で き な い こと を 、 知 性 で 理解 し よう と し て は いけ ませ ん 。) 

も し その 人 が 信仰 な く 死 ん だ の で あれ ば 、 上 厳しい 懲 浪 が 裁 
き の 日 まで (その 後 も $、 地 獄 で 永遠 に ) 続き ます 。 

「 訪 ね て くる 、 ま だ 息 を し て いる 人 よ 。 アッラー 以外 の 何 
に ゃ 、 夢 中 に な っ て は いけ な い 。 この 世界 に は 誰 $ 残 ら な い 
。 アッラー 以 外 の 誰 も 、 何 も で き な い 。 アッラー 以外 に 誰 も 残 
ら な い 。 

皆 、 悩 み を 持っ て その 命 を 終え る 。 暑 さ に ゃ も 寒さ に ゃ 苦し 
む 。 こ の 無 価値 な 世界 で 誰か と 苦労 する 必要 は な い 。 

私 や 時 間 の 一 粒 で あっ た 。 私 は 国家 の 長 の 指輪 の 石 の よう 
で あっ た 。 皇帝 の 勅 令 に お ける サイ ン の よう で あっ た 。 運命 は 
私 に も 、 嫌 な 顔 を 見 せ た 。 

ある 時 、 私 の 心 が 病 気 に な っ た 。 私 の 力 、 強 さ は 常に 失わ 
れ た 。 最 後に 私 の 命 の 鳥 ( 魂 ) が 飛び 去っ た 。 な ぜ な ら 人 和 鳥かご 
(肉体 ) が 滅び た か ら だ 。 

私 の 健康 は 燈 の よう に 消え た 。 あ ら ゆ る 場所 が 黒ずん だ 
。 来世 の 太陽 が 昇っ た 。 

アッ ラー の 光 で 輝き を 得 た 。 

その 瞬間 、 私 は 主 と 出 会 っ た 。 私 の 罪 が 明らか に され た 。 

許さ れる こと を 望む と 、 私 を 無限 の 慈悲 で 迎え られ た 。 

主 よ ! 私 が 十 万 の 罪 を 犯し た と し て も 、 や は り 私 は この 黒 
い 顔 で 、 崇 高 な あな た の 扉 に 旗 護 を 求め ます 。 あ な た に 許し を 
求め ます 。 

「 罪 を 覆 わ れ 、 許 され る お 方 」 と 言う 美 名 を 、 こ と の 私 の 文 
章 の 日 付 (1286) と し まし た 。 こ の 意味 が 必ず 実現 する で し ょ 
う 。 私 の 罪 が 許さ れる で し ょ う 。 

アッ ラー 以外 の 誰 も 、 何 $ も で きま せん 。 アッラー 以外 に 誰 
も 残り ませ ん 。」 

ドウ の で る Ye 

アブ ドッ ラー・ サ ー ミ ・ バ シャ は 、 上 院 の 一 員 で ある 時 に 
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、129S 年 (西暦 1878 年 ) に 亡くな っ て いま す 。 
この 人 生 は 、 苦 し み に 満 ち た 夢 で あり 、 

私 た ち は 死 ぬこ と を 前 提 に 生ま れ ま し た 。 

数 時 間 楽 し く 過 ご し た あと は せ ば 、 

楽し さ の 全て を 悩み が 追い 払い ます 。 

無知 と 不 注意 さ の 中 、 あ ら ゆ る 瞬間 に 、 

私 た ち は 死 の 海 の 底 に 慕情 と 共に 去り ます 。 

様々 な 悲し み と 千 も の 苦労 で 、 

この 世界 は 私 た ち を ほろ ぼ し ます 。 

私 た ち は 旅 を し て 、 こ の 要因 の 根幹 を 探し ます 。、 
こと の 要因 は 何で ある か を 。 創 造 主 を 、 創 造 を 、 
その 実現 の 神秘 を 、 創 造 主 の 英知 を 、。 

私 た ち は 知る こと を 求め ます 。 

創造 主 の 英知 を 。 し か し 、 創 造 主 が 置か れ た 神秘 の 在り 方 は 、 
し ゃ べ の 知性 で は 理解 で きま せん 。 


人 の 無力 さ 、 不 注意 さ 、 無 知 が 誤り を 犯し て きた こと は 明らか 
な の で す 。 
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墓地 の 訪問 は スン ナ で す 。 週 に 一 度 、 少 な く と も ゃ 祝日 に は 訪 
NN 曜日 も し く は 金曜 日 、 ある い は 土曜 日 に 訪問 を 
行う こと は より 善行 し な り ま す 。 | シラ ー ト ・ ウ ル ・ イ スラ ー ム 
| の 最後 で は 次 の よう に 語ら ちら れ て いま す 。 | 墓地 の 訪問 は スン ナ 
で ある 。 訪問 し た 人 は 、 死 者 が 腐っ て いる こと を 考え 、 教 訓 を 得 
る 。 オ スマ ー ン (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よう に ) は 墓地 
の そば を 通る 際 、 大 い に と て ゃ も 泣き 、 ひ げ が 濡れ て いた 。 死者 も 
、 行 われ る ドゥ アー か ら 褒 賞 効 果 を 得る 。 預 言 者 ムハンマド ( ア 
ッ ラ ー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) は 親戚 や 教 友 (アッ ラー 
が お 喜び くだ さい ます よう に ) の 墓地 を 訪問 され た 。 挨拶 と ドゥ 
アー の 後 、 キ ブラ に 背 を 向け 、 中 に 向かっ て 座る 。 墓 に 手 や 顔 を 
つけ る こと 、 土 を キス する こと は 、 キ リス ト 教 徒 の 習慣 で ある 。 
」 

ハデ ィ ー ス で は 、「 誰 か が 知人 の 墓 に 行き 、 挨 拶 を すれ ば 、 
彼 の こと だ と 理解 し 、 挨 拶 に 答え る | と され て いま す 。 ア フ マ ド 
・ イ ブ ニ ・ ハ ン バ ル (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 
墓地 を 通過 する 時 、 イ フラ ー ス 章 、 二 つの 「 ク ル アウ ー ズ 」 で 
始ま る 章 句 、 そ し て ファ ー テ ィ バ 章 を 読み 、 そ の 報奨 を 死者 に 贈 
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り 物 と する べき で ある 。 報 装 は 彼ら に 与え られ る | と 語っ て いま 
す 。 ア ナス ・ ビ ジ * マ ー リ ク (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
うに ) の 伝え る ハデ ィ ー ス で は 、「 ア ー ヤ トッ ルク ル シ ー を 読み 
、 そ の 報奨 を 死者 に 送れ ば 、 ア ッ ラ ー は それ を 全て の 死者 に 届け 
られ る | と され て いま す 。 

「 ハ ザー ナ ト ゥ ッッ ル ・ リ ヴァ ー ヤ ー ト ッ ゥ 」 で は 、「 生 前 に 
2 死後 も 訪問 する 為 に 遠方 に 行く こと 

合法 で ある 。 効用 の 観点 あら 、 預 言 者 た ち (アッ ラー の 祝福 と 
症 時 8 まり の に ) 及び 聖人 た ち 、 学 者 た ちの 墓 の 訪問 の 間 
に 違い は な い 。 た だ 、 そ れ ぞ れ の 位階 の 間 に 違い は ある | と され 
て いま す 。 

(ムスリム が 、 住 ん で いる 部 屋 の 壁 に 銘板 を か け 、 そ の 銘板 
に 愛す る 人 の 名 前 を 書い た 場合 や け ば 、 も し く は 墓 の 上 に 石 を 立 
て 、 そ こ に 書き 込ん だ 場合 。 み 、 部 屋 に 入る も し く は 墓地 を 訪問 
する ムスリム が 、 銘 板 $ し く は 石 の 上 に 書か れ た 名 前 の 持ち 主 の 
魂 の 為 に 、 フ ァ ー テ ィ バ 章 及 び ド ッ ゥ アー を 唱え れ ば 、 ア ッ ラ ー は 
その 名 の 持ち 主 に 慈悲 を か けら れ 、 罪 を 許さ れ ま す 。 部 屋 の 壁 及 
び 墓 石 に 名 前 を 書く の は 、 彼 を 思い 出す 為 で は あり ませ ん 。 そ の 
名 前 の 持ち 主 に 、 フ ァ ー テ ィ ハ 章 と ドゥ アー を 唱え る 為 で す 。 こ 
の 為 イ スラ ー ム 諸国 で は 、 部 屋 の 壁 や 墓 の 上 に 名 前 を 書く こと が 
風習 と な っ て いま す 。 一 人 の 聖人 の 名 を 書き 、 そ の 名 を 読み 、 持 
主 に 仲裁 と ドゥ アー を 求め れ ば 、 聖 人 は それ を 聞き 、 求 め る 人 
の ドッ ゥ アー や 来世 の 希望 の 為 に ドゥ アー し 、 そ の ドッ アー は 認め 
られ ます 。) 

女性 の 訪問 も 合法 で は あり ます が 、 六 言 者 ムハンマド (アッ 
ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう ! こ ) 以外 の 墓 の 訪問 に は 行か な 
い の が より 良い と され ます 。 月経 中 、 及 び グ スル が 必要 な 状態 で 
の 訪問 も 合法 で す が 、 ウ ドゥ ー が ある 状態 で の 訪問 が スン ナ と な 
り ま す 。 ハ ディ ー ス で は 、 | 信者 の 墓 を 訪問 し 、 ア ッ ラ ー フ ンマ 
オシ ニー アッ ザル ー カ せ の ハック ム ハ ン マ デ ィ シ 7 デア 
ー リ ー ム ハ ン マ デ ィ ン アン ラー トゥ ッ ア ッ ズ ィ バ ハー ザル 
マイ トッ と 言え ば 、 死 者 の 六 が 取り 除 か れる 。」 「 両 親 、 も し く 
は その 片方 の 墓 を 毎週 金曜 日 に 訪問 する 人 は 、 許 され る 」 と され 
て いま す 。 父母 の 墓 の 土 に キス を する こと は 葉 合 法 で す 。 「 キ フ 
ァ ー ヤ 」 と いう 書物 で は 、 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 あ る 人 
が 預言 者 へ ハン マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) 
に 、 天 国 の 門 の 敷石 に 口づけ する こと を 暫 っ た 、 ど うす れ ば いい 
で し ょ うか と 言っ た 時 、『 あ な た の 母 の 足 に キス を し な さい 』」 
と 言わ れ た 。 母 や 父 は いな い 、 と 言っ た 時 に は 、 彼 ら の 墓 に キス 
を し な さい 、 墓 の 場所 を 知ら な けれ ば 、 二 本 の 線 を 引き 、 そ れ を 
彼ら の 墓 で ある と ニー ヤ し て 、 そ の 線 に キス を し な さい 。 匠 い を 
実行 し た こと に な る だ ろう 、 と 言わ れ た 。」 
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偉大 な 人 の 墓 を 訪問 する 為 に 、 遠 方 の 国 に は 行か な いこ と 。 
、 他 の 用 事 の 為 に 行っ た 時 に 訪問 する こと が より 良い と され ます 
。 た だ し 、 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます 
よう に ) を 訪問 する こと は 善行 で す 。 預 言 者 た ち (アッ ラー の 祝 
福 が あり ます よう に ) や 聖人 た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よ 
うに ) を 訪問 する 人 は 、 彼 ら の 神聖 な 魂 か ら 褒 賞 効果 を 得 ます 。 
彼ら へ の 愛情 、 結 び つ き の 分 だ け 、 心 が 清め られ ます 。 そ の 慕 応 
で 罪 を 犯す 人 が いた 場合 れ ば 、 例 えば スカ ー フ を し て いな い 女 性 
た ち が 来 た 場合 で も れ ば 、 訪 問 を 放棄 する べき で は あり ませ ん な 
く 。、 そ れ ら を 妨げ る こと が で き な け れ ば 、 心 で 憎む べき で す 。 
実際 、 女 性 が お り 、 歌 や 賛美 歌 が うた われ る 信者 の 葬儀 に も 、 行 
く こ と が 必要 で す 。 

女性 の 墓地 訪問 が 、 悲 し な こと 、 泣 く こ と 、 叫 ぶ こ と の 為 で 
あっ た 場合 、 で あれ ば 、 及 び 男 性 の 中 に 混じっ て 災い を 起こ す 為 
で あれ ば 、 ハ ラー ム と な り ま す 。 こ の よう な 女性 は 呪 わ れ ま す 。 
高齢 の 女性 は 、 男 性 に 混 じ ら ず 親 戚 や 聖人 の 墓 を 訪問 する こと が 
合法 で す が 、 若 い 娘 た ち に は と の よう な 訪問 は マク ルー フ で す 。 
女性 が 葬儀 に 参列 する 4 こと に つい て も る 同様 で す 。 「 ジ ラー・ ウ ル 
・ ク ルー ブ 」| で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 墓 地 に 来 た 人 は 
立っ た まま 、『 |「 ア ッ サ ラー ム アラ イク ム ヤー アフ ラ ダ 
ー リ ルカ ウム イル ムー ミニ ー ン ! イ ン ナ ー イン シャ ッ ラ ー フ 
アン カリ ー ビ ン ビク ム ラー ヒ ク ー ン | | と 言う 。 そ れ か ら 
ビス ミッ ラー の 言葉 と 共に 、11 回 イフ ラー ス 章 、 一 回 ファ ー テ ィ 
ハ 章 を 唱え る 。 そ れ か ら 、『「 ア ッ ラ ー フ ンマ ラッ バル アジ 
ュ サ ー イ ディ ル バ ー リ ヤ フ 、 ワ リザ ー ミ ン ナ ヒ ラ ティ ッ ラ テ 
ィ ハラ ジャ トゥ ミナ ッ ド ゥ ッ ン ヤ ワ ヒヤ ビ ケ ムー ミナ 
トゥ ッ ン 、 ア ドゥ フル アラ イハ ー ラウ ハン ミン イン ディ カ 
ワ サラ ー マ ン ミン ニー』」 と いう ドゥ アー を 唱え ます 。 墓 の 
そば に 来る と 、 死 者 の 左 ( 墓 の 、 キ ブラ の 方 向 ) 及び 足 の 方 か ら 
近づき ます 。 挨拶 を し ます 。 立 っ た まま 、 し ゃ が ん で 、 も し く は 
座っ て 、 雌 和牛 章 の 最初 と 最後 、 ヤ ー シ ン 章 、 タ バー ラ カ 、 タ カー 
スル 、 イ フラ ー ス 、 フ ァ ー テ ィ ハ の 各 章 を 読み 、 死 者 に 贈り ます 
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注意 : 他 者 の 代わ り に 巡礼 を する こと を 教え る 一 方 で 、 学 者 
た ち は 次 の よう に 語っ て いま す 。 礼拝 、 断 食 、 サ ダ カ 、 ク ルアー 
ン の 読 論 、 ズ ィ ク ル 、 タ ワー フ (カー バ 神 殿 の 周回 ) を 行う こと 
、 巡 礼 、 ウ ムラ を 行う こと 、 預 言 者 た ち 、 聖 人 た ちの 慕 を 訪ね る 
こと 、 死 者 を 白布 で 包む こと と 言っ た ファ ルド も し く は ナー フィ 
ラ で ある 上 拝 行為 、 及 び 善 行 や 施し の 報奨 を 他 者 の 魂 に 贈る こと 
は 合法 で す 。 崇拝 行為 を 行っ た 場合 で も 人 に も ゃ も 、 彼 ら の 魂 に る 褒 
賞 褒 章 が 与え られ ます 。 こ の 為 、 墓 地 の そ ば で 、 も し く は 他 の 場 
所 で クル アー ン を 読み 、 そ の 簡 賞 報奨 を 死者 に 贈る べき で あり 、 
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彼ら の 為 に こ ド ゥ アー する べき な の で す 。 なぜなら クル アー 
AE 1 か さ が 下 され る か ら で す 。 と ここ 
で 行わ れる ドゥ アー は 認め られ ます 。 墓 の そば で 読め ば 、 墓 は 慈 
やる を 全 ハナ フィ ー 派 に よる と 、 誰 か が ナー 
フィ ラ の 断食 、 礼 拝 、 サ ダ カ 、 読 褒 の 報 胡 を 、 死 者 、$ も し く は 生 
き て いる 他 者 に 贈 れ ば 、 そ の 人 た ち に ゃ 賞 報 胡 が も た ら さ れ ま 
す 。 ファルド の 報奨 を 贈っ て も 、 彼 ら に も も た ら さ れる と いう 人 
々 も いま す 。 報奨 が 死者 た ちの 間 で 分 配 さ れる こと は あり ませ ん 
。 それぞれ に 、 全 て が 与え られ ます 。 マ ー リ キー 派 及 び シ ャ ー フ 
ィ ー 派 に よれ ば 、 読 論 の よう な た だ 肉体 を 用 いて 行う イ バ ー ダ は 
、 死 者 に は 贈る こと は で きま せん 。 それら を 媒介 に し て ドッ ゥ アー 
が な され ます 。 「 キ ター ブ ・ ウ ル ・ フ ィ ク フ ・ ア ラル ・ マ ザー ヒ 
ブ ・ ウ ル ・ ア ル バ ー」 で ( MM | 死者 か 
ら 教 訓 を 得 、 来 世 を 考え る た め に 墓 を 訪問 する こと は 、 男 性 に と 
っ て スン ナ で ある 。 ハナ フ ィ ー 派 と マー リキ ー 派 に お いて は 、 木 
曜日 、 金 曜日 、 土 曜日 に 訪問 を する こと が ム ア ッ カ ダ の スン ナ で 
す 。 シャ ー フ ィ ー 派 で は 金曜 日 の 午後 か ら 土 曜日 の 日 没 ま で が ム 

アッ カ ダ の スン ナ で す 。 訪問 を 行う 人 は 、 が 死者 の 為 に クル アー 
ン を 読み 、 む こと 、 彼 に ドゥ アー する こと か が 必要 と な り ま す 。 こ 
れ ら は 死者 に 良い 影響 を 与え ます 。 墓地 に 入る と 、「 ア ッ サ ラー 
ム アラ イク ム ヤー アフ ル ダー ル イル カウ ミル ムー ミ 
ニー ン ! イン ナー イン シャ ッ ラ ー フ アン カリ ー ビ ン ビク 
ム ラー ヒ ク ー ン | と 言う こと が スン ナ で す 。 遠 方 、 近 所 、 あ ら 
ゆる 墓地 を が 訪問 する こと が で きま すさ れ ま す 。 特 に 、 誠 実 な 人 
々 、 聖 人 た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) の 墓 を 訪問 す 
る 為 、 に 遠い と ころ に 行く こと は スン ナ で す 。 預 言 者 へ ムハンマド 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 墓 を 訪問 する こと 
は 、 崇 拝 行 為 の うち 最も 尊い ゃ の の 一 つ で す 。 高齢 の 女性 $、 ス 
カー フ を し て 訪問 を する こと が 合法 と な り ま す 。 た だ し 騒乱 の 原 
因 と な る の で あれ ば 、 高 齢 の 女性 も 訪問 を 行う こと は ハラ ー ム と 
な り ま す 。 訪問 の 際 、 墓 の 周 時 を タワ ー フ (周回 ) する こと 、 石 
や 土 に キス を する こと 、 死 者 に 何 か を 求め る こと は 合法 で は あり 
ませ ん 。 聖人 た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) か ら 仲裁 
を 求め る こと 、 ア ッ ラ ー が 与え られ る よう 、 そ の 媒介 と な る こと 
は が 求め る こと が で きま すら れ ま す 。 

二 つ の 事柄 が あり 、 そ れ ら を 慕う 気持 ち は 誰 で あろ うと その 心 
を 焼き ます 。 

目 か ら 血 の 涙 を 流し て も 、 そ の 権利 に こたえ る こと は で きま せ 
ん 。 

ーー つ は 若 さ で あり 、 一 つ は 宗教 上 の 友 で す 。 
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第 三 巻 第 九 の 書簡 


オマ ー ム ・ ラ ッ パ ー ニ ・ ム ジャ ッッ ディディ ・ エ ルフ ィ ・ サ 
ー ニ ー・ ア フ マ ド ・ フ ァ ー ル キー ン (アッ ラー の 慈悲 が あり ま 
す よ うに ) の 「 書 簡 」 第 三 巻 第 九 の 書 億 は 、 ミ ー ル ・ ム ハン マ 
ド ・ ヌ マー ン の 為 に 書か れん た も の で す 。 「 (アッ ラー の 使徒 が 
も た らし た も の を 受け 取り な さい | ) と いう 章 旬 に つい て 解説 
し た も の で す 。 この 書簡 は アラ ビア 語 で あり 、 そ の 翻訳 は 以下 
の 通り で す 。 

慈悲 深く 慈愛 あま ね く ア ッ ラ ー の 御名 に お いて 。 集合 章 第 
七 節 で は 、「 ま た 使徒 が あな た が た に 与え る 物 は これ を 受け 
あな た が た に 禁じ る 物 は , 避け な さい 。 ア ッ ラ ー を 明 れ な さい 
| と され て いる 。 (命令 され た こと を 行い 、 禁じ られ た こと を 
避 け る こと を 、 イ スラ ー ム に 従う 、 と 言い ます う 。) アッ ラー 
が 禁じ られ た こと を 人 各 け な さ い 、 と 命じ た 後 、 ア ッ ラ ー を 明 れ 
な さい と 命じ て いる こと は 、 禁 止 さ れ た こと を 人 避け る こと が よ 
り 重 要 で ある こと を 示す 。 なぜなら アッ ラー を 異 れる こと 、 す 
な わ ち 「 篤 信 」 と は 、 ハ ラー ム を 避け る こと で ある か ら で あ る 
。 篤 信 は 、 イ スラ ー ム の 基本 で ある 。 疑わ し いも の を 避け る こ 
と を 「 ワ ラー」 と 言う 。 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) は 、「 教 え の 柱 は ワラ ー で ある 」| と 言 
われ た 。 別 の ハデ ィ ー ス で は 、 | 何 物 も あ 、 ワ ラー 一 の よう に ( 
重要 に は ) な れ な い の よ うに は 慣れ な い 」 と 言わ れ て いる 。 イ 
スラ ー ム が 、 ハ ラー ム を 人 避 ける こと に ほど の 重要 性 を 置い 
て いる の は 、 避 ける べき こ と が より 多い こと 、 その 効果 褒賞 が 
より 大 きい と と の 為 で ある 。 な ぜ な ら 命 令 さ れ た こと を 行う こ 
と に ゃ も 、 人 避 ける こと は ある か ら で あ る 。 一 つの 命令 に 従う こと 
は 、 そ れ を 行わ な いこ と を 放 け る 、 と いう 意味 に な る 。 そ の 効 
果 褒賞 が より 大 きい の は 、 我 欲 に 従わ な い 為 で ある 。 命令 に 従 
う 際 、 我 欲 も 心地 よさ を 感じ る 。 何 ら か の 仕事 に お いて 我 欲 に 
従う こと が 少な けれ ば 少な い ほ ど 、 そ の 効果 褒賞 も 大 きく な る 
。 つ まり 、 ア ッ ラ ー の ご 満悦 に より 早く 到達 する こと が で きる 
。 な ぜ な ら 、 イ スラ ー ム の 規則 、 つ まり イス ラー ム の 命令 と 禁 
止 は 、 我 欲 を 弱め 、 痛 め み つけ る 為 に ある も の な の だ 。 我 欲 は 
アッ ラー の 敵 で ある 。 ハ ディ ー ス で は 、「 自 分 の 我 欲 と 敵対 し 
な さい 。 なぜなら それ は 、 私 の 英 で ある | と され て いる 。 そ の 
為 、 崇 高 な 道のり 中 で も 、 イ スラ ー ム を よく 見 る 人 が より 多い も 
の が 、 ア ッ ラ ー に より 近い 道 と な る 。 な ぜ な ら そ こ で は 我 欲 に 
従わ な いこ と が より 多い か ら で あ る 。 皆 が 知っ て いる よう に 、 
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これ が 私 た ちの いる 道 で ある 。 だ か ら こ そ 、 偉 大 な る 先 人 、 博 
識 な 学者 で ある バハ ーー ウッディ ン ・ イ ・ ブ ハー リー は 、 「 ア ッ 
ラー へ と 至ら せる 道 の う ち 、 最も 知 いも の を 見 つけ た 」 と 請 っ 
Se な ぜ な ら こ の 道 で は 我 欲 に 立ち 向かう こと が より 

多く な る か ら で あ る 。 こ の 道 で イス ラー ム を よく 見 て いる 人 が 
DA 5 に つい いい 本 を よく 読み 、 賢 明 で 良心 を 備え た 
人 に と っ て 、 こ の こと を 理解 する こと は 容易 で ある 。 こ の 事実 
を 明らか に 目 に する 。 明らか で ある と 同様 に 、 私 の 多く の 手紙 
で も それ を 伝え て きた 。 聞 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 
平安 が あり ます よう に ) と その 家族 、 及 びそ の 友 、 そ し て 正 し 
道 に ある 人 に 祝福 と 平安 が あり ます よう に 。 


第 三 巻 、 第 84 の 書簡 


アッ ラー に 感謝 し ます 。 ア ッ ラ ー が 選ば れ 、 愛 され た し ゃ 
べた ち に 祝福 が あり ます よう に 。 こ の 道 で 努力 する こと (アッ 
ラー の 愛情 を 得る こと ) を 求め る 人 は 、 ま ず 信 条 を 、 正 し い 道 
に いる 学者 た ち (つま り ス ン ナ 派 の 学者 た ち ) が 教え る 形 で 正 
た だ すこ と が 必要 で ある 。 (この 博識 な 学者 た ち は 、 全 て の 知 
識 を 、 教 友 か ら 得 て い る 。 自 分 の 考え 、 哲 学 、 思 想 を それ に 混 
同 さ せ て は いな い 。) アッ ラー が 彼ら の 活動 へ 、 豊 か な 褒賞 に 
報奨 を 与え らち られ ます よう に 。 それから 、 皆 に と っ て 必要 と な る 
法学 の 知識 を 学ば な けれ ば な ら な い 。 その 後 、 学 ん だ こと を 実 
行 し な けれ ば な ら な い 。 その後 、 常 に アッ ラー を ズ ィ ク ル す る 
べき で ある 。 (つま り 、 心 が 常に アッ ラー の 御名 と その 特性 を 
考え て いる こと が 必要 で ある 。) し か し 、 ズ ィ ク ル の や り 方 を 
、 完 全 な 形 で 行う 人 か ら 学 ぶ ご こ と が 条件 で ある 。 不 十分 な 人 ( 
さら に は 無知 な 人 、 逸 脱し た 人 ) か ら 学 ぶ と 、 完 全 な 形 で 行う 
こと は で き な い 。 始め は と に か くく 多く のか な り た くさ ん ズ ィ ク 
ル を 行う べき で あり 、 フ ァ ル ド の 礼 振 や その スン ナ を 行っ た 後 
、 ズ ィ ク ル 以 外 の 崇拝 行為 を 行わ ず 、 ク ルアー ン の 読 詩 及 び ナ 
ー フ ィ ラ の 礼 捧 は 別 の 時 間 に 行 うべ き で ある 。 ウ ドゥ ッ ー が あっ 
て も な く て も 、 ズ ィ ク ル を 行う べき で ある 。 立っ て いる 時 、 座 
っ て いる 時 、 寝 て いる 時 、 常 に この 務め を 行う べき で ある 。 外 

に 行く 時 、 食 べ る 時 、 有 眠る 時 も $ も ズ ィ ク ル な し で は いけ な い 。 


ベル シア 語 の 詩 の 翻訳 : 
ズ ィ ク ル を 行い な さい 、 常 に マズ ィ ク ル を 。 
の 重い の グ ピ の の 


ズ ィ ク ル は 非常 に 多く 行う べき で あり 、 ズ ィ ク ル さ れる も 
の (アッ ラー) 以外 、 心 に は 何 の 欲 求 $ や 考え も ぉ も あ る べき で は な 
い 。 アッラー 以外 の 物事 の 名 、 し る し が 胸 に 浮か ん で は いけ な 
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い 。 他 の こと を 考え る 為 に 自分 を 苦し め て も 、 胸 に 持っ て き て 
は いけ な い 。 心 が 、 ア ツ グ ラー 以外 の 全て を 忘れ る こ と が 、 プ ツ 
ラー へ と 人 至る 為 の スタ ー ト と な る 。 この 忘却 が 、 求 め ら れる お 
方 の ご 満悦 、 愛 情 を 得る 為 の 吉報 と な る 。 

の の ロア の 邊 の 

ス ア ー ド に どの よう に 会 える の だ ろう か 。 
間 に 山々 や 深い 淵 が ある 。 

( ス ア ー ド と は 、 愛 され る 者 の 名 で す 。 AI 
わせ られ る の は た だ アッ ラー で す 。 正しい 道 に ある 人 に 祝福 が 
0 

(第 三 巻 第 17 の 書簡 で は 、 次 の よう に 書か れ て いま す 。 「 心 
< メイ グル も 生 りこ と は 、 それ を 、 ア ッ ラ クー もの も の に 失 着 チ 
る こと か ら 救 う 。 こ の 執着 は 、 心 の 病 で ある 。 心 は この 病 か ら 救 
われ な い 限 り 、 禁 止 さ れ た 事柄 に 従う こと が 困難 と な る 。 これら 
に 従う 際 に ニー ヤ を 行う こと 、 ム バフ で ある こと を 行う 際 に 我 欲 
が 快適 さ を 味わう こと を 考え な いこ と も 、 ズ イク ル で ある 。」 心 
の 病 の 理由 は 、 我 欲 に 従う こと で す 。 我 欲 は アッ ラー の 敵 で す 。 
アッ ラー に 従う こと を 望み ませ ん 。 自分 自身 に も 敵 で す 。 心 の あ 
ら ゆ る 部 分 に 、 ハ ラー ム や 部 事 、 有害 な こと が 付着 する こと に 喜 
び を 感じ ます 。 こ の 喜び を 得る 為 に 、 教 え を 持た ず 、 信 仰 心 を 持 
た な いこ と を 望み ます 。 不信 心 者 、 宗派 に こ 属 さ な い 人 と 友達 に な 
る こ と 、 彼 ら の 本 や 新聞 を 読む こと 、 ラ ジオ や テレ ビ の 有害 な 放 

送 等 も $、 心 を 病気 に し ます 。 イ スラ ー ム に 従う こと は 、 心 を 病気 
本 明和 我 欲 は 、 病 気 の 元 と な り ま す に 陸生 快感 、 欲 
求 、 心 へ の 影響 力 を 減ら し ます 。 


誰が 、 困 難 さ の 中 で 、 求 め ら れる 勝利 を 見 出す の か ? 
運命 の 定め が 何で あれ 、 そ れ は 必ず 実現 する 。 


第 114 の 書簡 


イン ド の 偉大 な 学者 の 一 人 アブ ドゥ ラー・ イ ・ ダ フラ ウィ ー 
(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) の 「 マ カー ティ ビ ・ シ ャ ー 
リフ ァ 」 の 本 に 位 は 、 風 UM その 114 番 目 の も ゃ の 
は 、 22 ブ ハ ー リ ー に 書か れん た も の で あり 、 ペ 
ルシア 語 2 に 秋 択 し た も の が 下記 の 通り です.」 

ンー 一 切 の 欠点 が は な い 。 ア ッ ラ ー は 常に 正しい こと 
と を 語 信夫 あす こ 正しい 道 を 示さ れる 。 崇高 な リー ダ 
ー で ある 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます 
よう ! 寺 家族 、 教 友 た ち (アッ ラー が お 喜び くだ さい 
ます よう に ) に 、 私 た ちか ら の 挨拶 と ドゥ アー が あり ます る よ 
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うに 。 こ と ここ で の (つま り 、 デ リー の 町 の ) 宗派 に 属す る 
、 願 い を 叶 か な えよ うと 「 ア スマ ー| を 唱え る 。 お 守り を 書 
て いる 。 それ に より 、 皆 を 自分 た ち へ と 引き 付け て いる 。 ム 
9 よう 
下 


リム の 長 で ある アリ ー (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます よ 
) を 、 他 の 三 人 の カリ フ (アッ ラー が お 喜び くだ さい ます 
に ) より も 上 に 見 て いる 。 彼ら は 「 シ ー ア 派 ] と 呼ば れる 。 三 
人 の カリ フ や 教 友 と 敵対 する 人 を 「 ラ ー フ ィ ズ ィ ー」 と 呼ぶ 。 

(アブ ー・ バ クル や ウマ ル 、 及 び オ スマ ー ン (アッ ラー が 
お 喜び くだ さい ます よう に ) が 、 ア リー より も より 崇高 で ある 
を 「 ス ン ナ 派 」 の 学者 た ち (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よ 
) は 様々 な 書物 で 知ら せ て きま し た 。 こ れ を 、 ク ルアー ン 
言葉 や ハデ ィ ー ス 、 教 友 た ち (アッ ラー が お 喜び くだ さい ま 
に ) の 見 解 の 一 致 と 共に 証明 し て きま し た 。 と この 尊い 書 
の 二 違 が 、 イ ンド の 偉大 な 学者 シャ ー・ ワ リー ユ ッ ラ ー 
ュ ッ ディ ス ・ ダ フラ ウィ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よ 
の 「 ラ ザー トゥ ッ ル ・ ハ ファ ー」 及び 「 ク ッ ラ トゥ ル ・ ア 
イン | で ある 。 ア ラビ ア 語 と ペル シア 語 が 混ざっ て お り 、 
一 冊 目 は ウル ドゥ ー 語 の 翻訳 本 と 共に 1382 年 (西暦 1962 年 ) に 
パキスタン で 発行 され て いま す 。 二 冊 目 は トル ュ コ 語 に 翻訳 され 
、 | 教 友 ] と いう 本 の 中 で 印刷 され て いま す 。 さ ら に 、「 真 実 
の 言葉 の 証 ] と いう 本 の 中 に も 含ま れ て いま す 。 偉 大 な 学者 イ 
ブ ニ ・ ハ ジェ リ ・ マ ッ キ ー (アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に 
) の |「 ア ッ サ ワー イク ・ ウ ル ・ ム フリ カ | と 言う アラ ビア 語 の 
本 は 、 イ スタ ン ブ ー ル で ハ キ ー カ トッ ゥ 出版 に よっ て オフ セッ ト 
印刷 で 印刷 され て いま す 。 こ の 本 を 読ん だ 、 良 心 を 備え る ム ス 
リム は 、 宗 派 に 属さ な い 人 々 が 誤っ た 道 に ある こと を 十分 に 理 
解 し ます 。 彼ら の うち の 一 部 は 、 現 在 で は 自分 た ちの こと を 「 
ジャ アフ ァ ル 」| と 呼び 、「 私 た ち は 十 二 人 人 の イマ ー ム の 道 に あ 
る 」 と 言い 、 若 者 を 騙し ます 。 し か し 十 二 人 の イマ ー ム の 道 に 
ある ムスリム は 、「 ス ン ナ 派 」 な の で す 。 ス ン ナ 派 の 学者 た ち 
(アッ ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は 、「 十 二 人 の イマ ー ム 
を 愛す る こと は 、 最 期 の 息 の 際 に 信仰 を 持っ た まま 死ぬ こと が 
で きる 要因 と な る | と 言わ れ て いま す ) 

葬列 を 散ら す 為 に 宴会 が 行わ れ ま す 。 (彼ら は 、 集 団 で 礼 
捧 を し ませ ん 。) マウ リー ド の 集団 は 、 賛 美 す る 歌 、 死 を 悼む 
歌 等 を 唱え させ ます 。 修道 院 で 楽器 や ドラ ム を 聞い て いま す 。 
同様 に 、 の さら に 多く の ビ ド ゥ ア を 、 教 団 と し て 行っ て いま す 
。 さらに 、 イ ンド の ジュ キー ヤ や ブラ フ マ ン の 不信 心 者 の 崇拝 
行為 も 、 教 団 の 財産 と し て いま す 。 こ の 世界 に 執着 し て いる 人 
た ちや 、 罪 人 た ちと 共に いる の で す 。 礼拝 で は カウ マ (ルク ウ 
の 後 、 サ ジュ ダ に 向かう 前 に 体 を きち ん と 立て る こと ) や ジャ 
ル サ ( 二 回 の サジ ュ ダ の 間 の 座位 ) を 重視 せ ず 、 集 団 で 行う こ 
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と や 、 さ ら に は 金曜 礼 振 に も 重き を 置き ませ ん 。 聞 言 人 
マ ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) の 時 代 に 

この よう な こと は 全く あり ませ ん で し た 。 0 
スラ ー ム に は 存在 し な い 事 柄 で す 。 ス ン ナ 派 の 学者 た ち (アッ 
ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) は この よう な ビ ド ッ ゥ ッ ア を 放 け て 
いま し た 。 アッラー に 感謝 すべ きこ と で す が 、 教 友 た ち に は こ 
の よう な 醒 い ビ ド ゥ ア は 全く 見 られ ませ ん で し た 。 ム スリ ム と 
な る こと を 求め る 人 、 預 言 者 へ ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平 
安 が あり ます よう に ) の 道 を 行き た い 人 は 、 こ の よう な 教団 か 
ら 逃 げ る こと が 必要 で す 。 彼 ら は 教え を 盗む 者 で す 。 ア ッ ラ ー 
の し ゃ べた ちの 教え 、 信 仰 を 破壊 し ます 。 ズ ィ ク ル や 、 彼 ら が 
行う 事柄 は 心 や 我 欲 を 動か し ます 。 (彼ら に お いて は 、 状 態 
行動 の 発生 で は な く 、 世 俗 的 な こと か ら 逃 れる こ と が 必要 で す 
。) 奇跡 (奇跡 的 な こと を 起こ すこ と 、 幽 玄 界 か ら の 知ら せ を 
も た ら す と と 、 ジ ン と 話す こと ) は そもそも 、 イ スラ ー ム で は 
価値 は あり ませ ん 。 ジ ュ キ ー ヤ の 不信 心 者 た ちゃ 、 奇 跡 を し 
ます 。 知性 を 持つ 人 が 目 を 覚ます こと 、 真 実 を 邪 か ら 見 分 ける 
0 の SH 教え ! に 結び つく の A 現世 に 執着 する こ 0 
一 人 の 人 に に 存在 し 得 な い の で す 。 世俗 的 な も る の を 手 に 
る 為 に ウフ と は 、 知 性 を 持つ 人 の 行う こと で 2 
せん 。 ブ ハー ラー の 町 の 学者 た ち 、 シ ャ イフ た ち は 、 ア ッ ラ ー 
へ の 信頼 を 持つ 人 々 で し た 。 現世 に 執着 し て いま せん で し た 。 
宴 を 開き 、 現 世に 執着 する 人 を 集め る こと は 、 そ の 心 を 暗く し 
ます 。 そ の 偉大 な 人 々 は 、 こ の よう な こと を 店 け て いま し た 。 
彼ら は 務 言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よ 
うに ) の 正しい 信条 と その スン ナ に 強く 結び つい て いま し た 。 
全て の 行為 に お いて 「 根 気 」 の 道 を 選び まし た 。 ビ ドッ ア を 属 
け ま し た 。 ハ ラー ム と マク ルー フ の 道 か ら ゃ た ら さ れる も の を 
尾 け まし た 。 ハ ラー ム の 要因 と な る ム バ フ も 、 ハ ラー ム と な り 
ます 。 |「 ズ ィ ク ル ・ ハ フィ ー」| すなわち 無言 の ズ ィ ク ル を 行う 
こと は 、「 ズ ィ ク ル ・ ジ ャ フリ ー| 、 す な わ ち 声 を 出す ズ ィ ク 
ル よ りゃ な お 徳 が あり ます 。 彼ら は その よう な ズ ィ ク ル を 行い 
まし た 。 ハ ディ ー ス で 教え られ て いる 、「 イ フサ ー ン (アッ ラ 
ー に まみ える か の よう に アッ ラー を 称え る こと ) 」 の 位階 に あ 
り ま し た 。 心 は 常に アッ ラー に 向き 合っ て いま し た 。 こ の よう 
900 ム 神 秘 主義 の 偉人 の タワ ッ ジ ュ フ ( 
アッ ラー に 意識 を 集中 させ る こと ) と 出会っ た 、 誠 実 な 、 純 粋 
生生 さら に は 全て の 感覚 器 は 、 す ぐに ズ ィ ク ル を 行い 始 
め ま す 。 ア ッ ラ ー 以 外 の 何 $ 心 に 存在 させ な いこ と を 、 ム シャ 
ー ハ ダ と も ゃ も 言い ます 。 そ し て 惹き つけ る も の に 対し て も 「 ワ ソー 
リ ダ ー ト ッ ゥ | と 呼ば れ 、 る 恵 身 に 、 つ まり 外面 も 内面 も その 魂 
が 呈 う 、 と いっ た 恵み に 到達 し ます 。 ム ル シ ド が その 心から 恵 
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み を 得 た 人 の 心 に は 、 ア ッ ラ ー 以 外 の どの 考え も 入り 込み ませ 
ん 。 全 て の 器官 が スン ナ に 適し た 形 で 、 根 気 強く 動き ます 。 こ 
の 恵み は 非常 に 大 き な 幸 福 で す 。 主 よ ! 愛す る 預言 者 ム ハ ン マ 
ド (アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に ) へ の 敬意 に より 
、 そ し て その 崇高 な 預言 者 の 道 に ある シャ イフ た ち (アッ ラー 
の 慈悲 が あり ます よう に ) の 敬意 に より 、 こ の 非常 に 尊い 恵み 
を 、 私 た ちの 糧 と し て くだ さい 。 イ マー ム ・ ラ ッ バ ー ニ (アッ 
ラー の 慈悲 が あり ます よう に ) の 恵み は 、 人 の あら ゆる 感覚 器 
官 を この 恵み に 出会わ せる の で す 。 

私 の 命 を あな た の 道 に 捧げ まし ょ う 。 

名 も 美しく い 、 実 体 本 人 も 美しい ムハンマド よ ! 

来 て くだ さい 。 仲裁 を 行っ て くだ さい 。 こ の 卑しい し も べ の 為 に 。 

名 も 美しく い 、 実 体 本 人 も 美しい ムハンマド よ ! 

信者 に は 多く の 苦し み が あ り ま す 。 

来世 で は 喜び が 多く ある の で す 。 

1 万 8 千 の 世界 で 選ば れ た 人 、 

名 も 美しく い 、 実 体 本 人 も 美しい ムハンマド よ ! 

七 層 の 天空 を 旅 し 、 エ ル サ レ ム の 上 に 現れ 、 

ミラ ー ジ ュ で ソウ ンマ の 為 に アッ ラー に 願う 人 、 

名 も 美しく い 、 実 体 本 人 も 美しい ムハンマド よ ! 

あな た が いな けれ ば ユー ヌス は この 世界 を どう する こと が で きる で し ょ う 。 
あな た は 真実 の 預言 者 で す 、 何 の 疑い も 迷い も な く 。 

あな た に 従わ な い 人 は 信仰 を 持た ず に 去り ます 。 

名 も 美しく い 、 実 体 本 人 も 美しい ムハンマド よ ! 


「 天 国 の 道 、 イ ルミ ハー ル 」 の 本 の 、 終 わり の 言葉 


生命 を 持つ も の 、 持 た な いも の 、 全 て の 存在 が 一 つの 秩序 
の 中 に ある こと と を 私 た ち は 観 察 見 る こと が で きま す 。 全て の 物 
質 の 構造 、 事 象 、 反 応 に お いて 、 決 し て 変化 し な い 順 序 、 数 学 
的 関係 が 存在 す あ る こと を 学び ます 。 こ の 秩序 や 関係 を 私 た ち 
は 、 物 理学 、 化 学 、 天 文学 、 生 物 学 の 法則 と 呼び ます 。 この 不 
変 の 秩序 の 恩恵 を 受け て 、 私 た ち は 産 業 、 工 場 を 建設 し 、 薬 を 
作り 、 月 に 行き 、 星 や 原子 と つなが る の で すり ます 。 私 た ち は 
ラジ オ 、 テ レビ 、 電 子 頭脳 、 イ ンタ ーネット を 構築 し て いま す 
。 この 順序 が 被 造物 に 存在 し な か っ た 場合 、 全 て が ラン ダム だ 
っ た 場合 、 こ れ ら の こと は 何 $ も で きま せん で し た 。 全て が 衝突 
し 、 壊 れ 、 災 い が 発 生 し ます 。 全て が 無 と な っ て し まい ます 。 
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租 造 物 が 秩序 を 持ち 、 つ な が り を 持ち 、 法則 を 持つ こと は 


、 こ れ ら が ひと り で に 、 偶 然 に 存在 する も の で は な いこ と 、 全 
て を 知り 、 力 を 持ち 、 見 られ 、 聞か れ 、 望 まれ る こと を 実行 さ 
れる 、 あ る 存在 に よっ て 創造 され た こと を 示し て いま す 。 そ の 
存在 は 望ん だ も の を 存在 させ 、 ま た 無 と させ ます 。 存 在 さ せる 
こと 、 無 と させ る こと に お いて は 、 他 の も の を その 要因 と し て 
いま す 。 要因 な し で 創造 され て いれ ば 、 被 造物 の 間 に 秩 序 は 存 
在 し な か っ た で し ょ う 。 全 て が 混 池 混 と ん と し て いた で し ょ う 
。 そ の 存在 も 明らか に な ら な か っ た で し ょ う 。 さらに は 、 科 学 


や 文明 も 生じ な か っ た で し ょ う 。 


その お 方 は この 秩序 に よっ て その 存在 を 示さ れ た よう に 、 
し ゃ べた ち に 慈悲 を か けら れ 、 存 在 す る こと を 示さ れ ま す 。 預 
言 者 アー ダム か ら 始 まり 、 全 て の 世紀 の に お いて 世界 各地 で 、 
人 々 の 間 か ら 最 も 良く い 、 最 も 優れ た 人 と し て 創造 され た 人 に 

、 天 使 を 通し て 知ら せ を 送ら れ 、 ご 自身 と その 美 名 を 教え られ 
人 々 が 現世 と 来世 で 楽に な る 為 、 良 く 生 きる た め に 何 を する 
べき か 、 入 計る 6 べ の たら で で そし か 。、 と の いう か 選 
ば れ た 優れ た 人 の こと を 「 頓 言 者 ]」 と 言い ます 。 彼ら が 教え た 
命令 や 禁止 事項 を 、「 宗 教 」 及 び 「 イ スラ ー ム の 規律 」 と 呼び 
ます 。 人 ん 々 は 古い こと を 忘れ る た め 、 そ し て いつ の 時 代 に も る 存 
人 NANMIINOO 時に 
に ) の 書物 や 言葉 を 変え た て きた た め 、 古 い 教 え は 忘れ 
な われ まし た 。 の は 、 で っ ちあ げた 教え を 生 
も る し て いま し た 。 


み 
全て を 創造 され た 崇高 な アッ ラー は 、 8 に 大 変 慈 奄 


SN 
こ ら 


和 悲 を か 
けら れ 、 し も ゃ も べた ち に 最後 の 預言 者 と 新しい 啓 典 を 遣わ され ま 
し た 。 こ の 教え は 、 最後 最期 の 審判 まで 守ら れる こと 、 悪い 人 
々 が それ を 攻撃 し 、 変 化 さ せよ うと し た り 、 破 壊し た り し よう 
と し て も 、 ご 自身 が それ を 損なわ れ な いま ま の 形 で あら ゆる 場 
所 に 広め る 、 と 言う 吉報 が 与 た られ まし た 。 

アッ ラー に 感謝 を 捧げ ます 。 私 た ち OM 

唯一 で ある 創造 主 を 信じ て いま す 。 その 名 が 「 ア ッ ラ ー」| で あ 
る こと を 、 最 後 の 預 言 者 の 名 が 「 ム ハン マ ド 」 で ある こと 、 そ 
の 方 が 教え る 教え が [イス ラー ム | で ある こと を 学ぶ と いう 幸 
運 と 出会っ た の で す 。 私 は 、 こ の イス ラー ム の 教え を 正しく 学 


ぶ こ と を 求め まし た 。 高校 で 、 大 学 で 学ぶ 際 、 そ れ を 教え る 文 
献 を 探し まし た 。 し か し フリ ー メ ー ソ ン や 共産 主義 者 に 売ら れ 
た 科学 者 の 模 條 者 、 ワ ッ ハ ー プ 派 、 宗 派 に 属さ な い 人 々 が 、 若 
者 の 周囲 を 覆 っ て いま し た 。 教え を 、 現 世 の 対 価 と し て 売っ た 
この ムル タ ド ド た ちや 、 逸 脱 者 た ち は 、 非 常に 巧妙 に 動い て お り 
、 正 し い 道 を 見 つけ 、 識 別 す る こと は 不可 能 と な っ て いま し た 
アッ ラー に 懇願 する 以外 に で きる こと も あり ませ ん で し た 。 
OO は 、 ス ン ナ 派 の 学者 た ち (アッ ラー の 慈悲 が 
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あり ます よう に ) の 本 を 読む こと を 、 私 た ち に 恵まれ まし た 。 
し か し 委 進 的 と きれ ん 「 料 学 的 偽 幸 年 」 は 科学 の 知識 と 言い な 
が ら 、 ま た 教え を 世俗 的 な 利益 の 道具 と する 「 宗 教 的 偏執 狂 」 
は クル アー ン の 翻訳 で ある と 言い な が ら 、 誤 っ た 思想 を 植え 付 
けた 誤っ た 思想 は 、 私 た ちの 魂 ! 2 し た 。 アッ 
ラー に 感謝 を 。、 真 の 宗教 者 た ちの 警告 に より 、 私 た ち は 正 邪 
を 識別 し 始め まし た 。 頭 に 店 人 どい の の 四 凍 の ほる 
、 メ ッ キ が か けら れ た 毒 で ある こと 、 そ れ ら の 影響 で 心 が 黒く 
な っ て いる こ と を 理解 で きま し た 。 ス ン ナ 派 の 学者 た ちの 本 を 
読ん で いな けれ ば 、 親 友 と 敵 を 区 別 で きず 、 我 欲 や 教え の 敵 の 
策略 、 嘘 に 騙さ れる と ころ で し た 。 教え を 持た な い 人 、 道 徳 を 
持た な い 人 を 進歩 主義 者 で ある と 見 せる 、 殺 猫 な 敵 の 罠 か ら 救 
われ る こと が な か っ た で し ょ う 。 純粋 で 清らか な ムスリム で あ 
MM ム の 知識 の 為 に 侯 蔵 さ 
れ て いた で し ょ う 。 愛す る 預言 者 ムハンマド (アッ ラー の 祝福 
の ム の 敵 の 罠 に 落ち な い 
よう に と 、 私 た ち に 警告 を 与え られ て いま す 。 「 あ な た 方 の 教 
え を 、 真 の 家 孝 学者 か ら 学 びな さい | と 命じ られ まし た 。 真 の 
宗教 学者 を 見 つけ る こと が で き な け れ ば 、 彼 ら の 本 か ら 学 び ま 
す 。 ビ ドッ ゥ ッ ア を 犯す 人 々 、 宗 派 に 属さ な い 人 々 、 無 知 な 宗教 者 
の 宗教 書 は 、 不 信心 者 の 書物 と 同様 に 非常 に 有害 で す 。 
女性 た ち 、 少 女 た ち が 頭 、 髪 、 腕 、 2 
性 $ 膝 と へ その 間 が 見 える 状態 で 他 者 の そば に 出る こと は ハラ 
ー ム で す 。 つ まり アッ ラー が これ ら を 禁じ られ て いま す 。 アッ 
ラー の 命令 と 禁止 事項 を 教え る 四 つ の 法学 派 は 、 男 性 の 覆う べ 
き 場 所 、 つ まり 見 る と と 、 他 者 に 見 せる こと が 禁じ られ て いる 
部 位 を 異な る 形 で 伝え て いま す 。 それ ぞ れ の ムスリム が 、 自 分 
の 法学 派 が 教え る 、 只 う べき 場所 を 履 う こと が ファ ルド で す 。 
それ が 履 わ れ て いな い 人 を 、 他 人 が 見 る こ と の ラー ム で す 。 
幸福 の 化学 ]」 で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 「 女 性 や 少女 
が 頭 、 髪 、 腕 、 足 が 見 える 状態 で 外 に 出る こと が ハラ ー ム で あ 
る よう に 、 薄 く 、 飾 り 付 けら れ 、 ぴ っ た り と し た 、 そ し て よい 
香り の する 衣服 を まとっ て 外 に 出る こと も ハラ ー ム で ある 。 こ 
の よう な 形 で 外 に 出る こと を 許し 、 認 め 、 そ れ を 気に入っ て い 
る 母親 、 父 親 、 夫 、 兄 弟 $ そ の 罪 と 罰 を 共有 する こと に な る 。 
」 つま り 、 地 獄 で 共に 焼 や か れる の で す 。 も し 悔 悟 す れ ば 許さ 
れ 、 焼 か れる こと は な く な り ま す 。 ア ッ ラ ー は 悔 悟 する 人 を 愛 
され ます 。 知性 を 持ち 、 思 春期 に 達し て いる 少女 、 女 性 が 、 他 
人 で ある 男性 に 姿 を 見 せな いと いう こと は 、 ヒ ジュ ラ 麻 三 年 に 
命じ られ まし た 。 イ ギリ ス 人 の スパ ペイ や 、 彼 ら の 罠 に 落ち た 和 無 
知 な 者 た ち は 、 響 うこ と を 命じ る クル アー 2 
前 に は 覆 っ て いな か っ た こと を 主張 し 、 覆 うこ と は 、 後 に 法学 
派 に 全 計 3 に の に もの し それ に 騙 
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は っ 


され て は いけ ませ ん 。 


繰り 返し に な り ま す が 、 子 ども が 知性 を 持ち 、 思 春期 に 達 
する と 、 す な わ ち 正 と 邪 を 識別 し 、 ま た 結婚 で きる 年 に な る と 
SS 
律 」| 、 つ まり ファ ルド 、 ハ ラー ル 、 ハ ラー ム で ある こと を 学ぶ 
こと 、 そ れ ら に 従う こと と が ファ ルド と な り ま す 。 女 児 が 九 歳 
男子 が 十 二 歳 に な る と 、 知 性 を 持ち 、 思 春期 に 到達 し た と 見 な 
され ます 。 これら を 母 、 父 、 親 戚 、 友 達 に 聞き 、 学 ぶ こ と が フ 
ァ ル ド と な り ま す 。 ム スリ ム と な っ た 不信 心 者 も 、 す ぐに 宗教 
者 や 宗教 担当 者 を 訪ね 、 こ れ ら を 学ぶ こと 、 ま た 人 彼ら ゃ 教え る 
こと 、 も し く は 真 の 宗教 書 を 贈り 、 そ れ を 読ん で 学ぶ よう 勧め 
る こと が ファ ルド と な り ま す 。 す どい ね 、 えら いね 、 と 言い う 
だ け で 教え な けれ ば 、 も し く は 本 を 与え な けれ ば 、 フ ァ ル ド を 
実行 し な か っ た こと に な り ま す 。 ファル ド を 行わ な か っ た 者 は 

、 地 獄 で 焼 か れ る の で す 。 宗教 者 や 本 を 探し 、 見 つけ る まで は 


学ば な いこ と 【 は 許さ れ ま す 。 

私 た ち が 学 ん だ 正しい イス ラー ム 知 識 を 若者 に 伝え る 為 に 
そし て 皆 が 現世 で 快適 さと 安らぎ 、 来 世 で 無限 の 恵み に 至る 
こと が で きる よう 奉仕 する 為 に 、 スン ナ 派 の 学者 た ちの 書物 か 
ら 選 凌 ん だ 、 尊い 文章 を 出版 する こ と を 、 イン シャ ラー、 続け て 
いき ます 。 

願い の 実現 に 至る 為 に 、「 サ ラー タン ・ ト ッ ン ジ ナ ー」 を 
中 た る べき で すず 。 | チッ ラー アプ ンマ サッ リー アタ ー サイ 
ーー デイ ナー の ペン アイン ツレ テク ー テリ ルー サイ ゴー デ 
4 の みん ハ ンマ ディ オン ササ ラー タン トド トッ シ ジー た ぼ ビー 
ミン ジャ ミー イル ワル アフ ァ ト ゥ ッ ワ タク ディ ラナ 
ー ビ ハ ー ジャ ミー アル ハー ジャ ー ト ゥ ワ トゥ タッ ヒ 
ルー ナ ビ ハ ー ミン ジャ ミー サイ ヤー トゥ ワ タル ファ 
ウナ ビ ハ ー アラ ッ ダ ラジ ャ ーー トゥ ワ トッ ベッ リグ ナー 
ビ ハ ー アク サル ガヤ ー ト ゥ ミン ジャ ミー イル ハイ ラー 
ティ フィ ル ハヤ ー テ ィ ワ バダ ル ママ ー ト ッ ] 

あら め ゆる 種類 の 苦し み 、 危 険 か ら 守 られ る こと 、 シ ャ イタ 
ls 症 Oo I 2 
ー」| と 唱え る こと は 非常 に 効果 的 で ある こと が ハデ ィ ー ス で 記 
され て いま す 。 
私 の 寿命 は や っ て き て は すぐ に 去っ た 、 風 が 吹い て 去っ て いく よう に K。 
わた し に は 、 瞬 き の 間 の よう に 感じ られ る 。 
この 言葉 に 主 は この 言葉 の 証人 で あり 、 命 は 肉体 の 客 で ある 。 
いつ か 、 そ こと か ら 出 て 去っ て いく 。 鳥 か ご か ら 鳥 が 飛び 去る よう に 。 


Bu Kitab, Japonca Cennet Yolu lmihali kitabdrr. 
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